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狀賀年 


年 賀 狀 


友人 賴照 君、 明けて 五十二 歳、 職業 は科學 的小說 家、 持病 は 31； 清 癌で ある。 

彼 は 子供の 時分から 「新年」 とい ふ ものに 對 する 恐怖に 似た ある もの を懷 いて 居た。 新年に な 

ると 着 なれぬ 硬直な 羽織 はかま を 着せられて 親類 緣者 を歷訪 させられ、 そして 彼に は 全く 意味の 

分らない 祝詞の 文句 をく り 返し 暗誦 させられた 事 も 一 つの 原因で あるら しい。 そして 飲みた くな 

い 酒 を 嘗めさせられ、 食 ひたくな ぃ雜 煮や 數の子 を 無理 强 ひに 貪 はせられ る 事に 對 する 恐怖の 念 

を 段々 に 蓄積して 來た ものである らしい。 

それでも 彼が 一 一十 六の 歳に 學校を 卒業して どうやら 一 人前に なつてから、 始めて 活版 刷の 年賀 

端 書と いふ もの を 印刷 させた 時 は、 彼相應 の 幼稚な 虚榮心 に 多少 滿足 のさ なみ を 立てた さう で 

ある。 然し 間もなく それが 常習的 年中行事 となると、 今度 は それが 大きな 苦勞の 種と なった。 我 1 


ま、 で 不精な 彼に とって 年贺狀 と いふ ものが 年の 瀨に橫 たはる 一大 暗碟の 如く 呪 はしき ものに 思 

はれて 來 たの ださう である。 

一 同じ 文句 を 印刷した もの を 相互 に 交換す るので あるから、 結局 始めから 交換し ないでも 同じ 

事で ある C 唯 相逮の ある 點は國 民 何千 萬 人が 總計 延べ時間 何 億 時間 を 消費し、 さう して 政府に. 化 

千萬圓 の郵稅 を獻納 する か、 しない かで ある。」 

こんな 好い加減の III の 子 勘定 を 並べ て あり ふれの 年贺 狀全廢 說を稱 へて 居た が、 本當 はさう い 

ふ國家 社會の 問題 はどうで もよ いので、 實際は 唯 折角の 書 いれ 時の の 休み を これが ために 奪 は 

れる のが 彼の 我儘に 何より 苦痛で あつたので ある。 

字 を 書く ことの 上手な 人 はかう いふ 機會に 存分に 笨を 揮つ て、 自分の 筆端から ほとばしり 出る 

曲折 自在な 線の 美に 陶醉 する 事 も あらう が、 彼の 如き 生来の 惡筆 では それだけの 代償 はない から、 

全然お 勤めの 機械的 勞働 であると 思 はれる 上に、 自分の 惡筆 に對 する 嫌忌の 情 を 多量に 買 ひ 込ま 

される ので ある。 この 點 はいくら か 同情しても よい。 

かくの 如く 我儘で ある 嫁に 叉 甚だし く 臆病な 彼 は、 自分 で 斷然 年賀 端 書を廢 し て 悠然. 炬爐 に あ 

たりながら 彼の 好む 愚 書 濫讀に 耽る だけの 勇氣 もない ので、 表面 だけ は 大人しく 人並に； 母 年 この 
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狀賀年 


年中行事 を 遂行して 來た。 早く 手 廻し を すれば よいのに、 元日に なつてから 慌て、 書き 始める、. 

さう して 肩 を 痛く し 胃を惡 くして 溜息 をし てゐ るの が、 ii5 から 見る と 全く 變 つた 道 樂 としか 思 は 

れな いのであった。 

ところが、 不思議な ことに 數年 前から 彼 鵜 照 君の 年賀 狀觀が 少なから す 動搖を 始めた。 何を感 

じた かこの 頃で はしき り に 年賀 狀 の 效 能と 有難 味 を 論じ る やうに なった 今までと は 丸で 一お 對の 

說を 述べて 平氣で 居られる ところが 彼の 彼らし いところ を 表現して 居て 妙で ある。 

どうも 彼の いふ 事に は 順序と いふ ものが な いから 簡單に 要領 を 捕捉す るの が 困難で あるが、 ま 

あ 例へば かう いふ 事 をい ふ。 

「空間の 中に n 個の 點が ある。 その 各、、 の點 から 平均 m 本の 線 を 引いて 他の S 個の 點に 結ぶ。 

さう すると 合計 S かける の m 本の 線が 空間に 複雜 なる 網 を 織り だす。 假 りに n がー 千 萬、 m が 百 

とすると 十億 本の 線が 空間に 人亂れ る。 これ 等の 線が 一 度 は どこかの 郵便局へ 束になって 集めら 

れ、 そこで 選り分けられて、 幾 筋 かの 鐵道 線路に 流れ込み、 それが 途中で 次々 に 分派して 國の隅 

隅まで 擴 がって ゆく。 中には 遠く 大洋 を 越えて 西洋の 光の 都、 南洋の ヤシの 葉 蔭に 運ばれる。 そ 

の數々 の 線の 一 つづ 、に は、 線の" m 端に 居る 人間の 過去 現在 未来の 喜 怒 哀樂、 義理 人情の 電流が 3 


脈々 と 流れて 居る」 何と 驚くべき 空間 網で はない かご 

さう いへば、 それ はさう であるが、 何故に それが それ 程 有難い か は 我々 に はよ く は 分らない。 

これ は 多分 横濱 岸壁 あたりで 訣別の 色テ ー プ の 束の 美し さ を 見て 來 てから 考へ たもの らし い。 

一 自分の 知人 A、  B、  c の 三人が 同じ 市の 同じ 町に 住まって 居る 事 を、 年賀 狀 をより 分けて 見 

て 始めて 氣 がっく。 しかし AT  B、  c 相互に 何等の 交涉 もない 赤の他人 である。 それが 遠い 所に 

ある 自分と いふ ー點を 通じて さ 間 的に 互に 連結され て 居る。 さう して 見る と A から 流れ だす 電流 

の 一部 は 廻り 廻って B や C を も 通過す るか も 知れない。 これ を 推し 廣 めて 考 へる と、 結局 少 くも 

日本 國 中の 各"、 の 人間 は全國 民の 各、、 と 切っても く 切り 盡 せない 程の 絲 でつな がり 合って 居る 

譯 である。」 

かう い ふ 全く 分り切 つ た 事 を、 自分で 始め て發 Ht- したやう に 思って 獨 りで 喜ぶ のが 彼の 蘇で あ 

る。 叉 さう いふ 事が 何故に 年賀 狀 有用 論の 根據 になる か は、 恐らく 彼 自身の 外に は 分らない であ 

らう C 

彼 は 時として 又 ひどく 感傷的な 事 をい ふ。 「年賀 はがきの 宛名 を 一 つ 一 つ 書いて ゆく 間に、 自 

分の 過去の-整 史が 丸で 繪卷 物の やうに 眼前に 展べ られ る。 もっとも 懷 かし いのは 鄕 里の 故 舊の名 
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前が 呼び だす き n: の 追憶で ある。 さう いふ 懷 かし い 名前が 年々 に 一 つ 減り 一 一 つ 減って 行く のが 

さびしい。」 

かう いって 感に堪 へ ないやう に締 りの ない 眉 を あげさげ する。 

「年賀 はがきの 一束 は、 自分と いふ もの、 全生涯の 一 つの 切 斷面を 示す ものである。 人間 對人 

間關 係と いふ ものが 如何に 複雜 多様な もので あるか を 示す 模型の やうな ものである。 人情と 義理 

と 利害 を XYZ の 座標と する 空間に 描き だされた 複雜 極まりない 曲面の 集合の 一 つの 切り口が 見 

える。 これ を じっと 眺めて 居る と、 面白く も あれば 恐ろしく も ある C  I 

何かとい ふとす ぐに I.XYZ の 座標」 を 持ち だすの が 彼の 一 つの 癖で ある。 これ さへ 持 出せば 

科學 者で ない 多數の 人々 を無條 件に 感心させる 事が 出來 ると でも 思って 居る らし い。 それ は 鬼に 

しト C ス， へク ティブ 

角 彼が 近頃 急に 懷舊 的の 傾向 を帶 びて 来たの はどうい ふ譯 であらう。 人 は 水に 溺れん とする 

瞬間に 過去の 生涯 全部の 幻影 を 見る さう である。 事によると 彼 もさき が 短くな つた 兆で はな いか 

と密に 心配して 居る 友人 も ある。 そのせ ゐ でも あるまい が、 彼が この頃 年賀 狀の效 能の 一 つと し 

て 擧げて 居る の は、 それが 死んだ 時の 通知 先 名簿の 代用に なるとい ふ 事で ある。 實際 彼の 場合に 

はこれ が 非常に 役立つ に 相 遠ない。 彼の 知人 名簿に は 十 年 も 前に 死んだ 人の 招 所が その ま、 に殘 


5 


つて 居て、 何の 符號も 付いて 居ない。 又 同じ 人の 名が 色々 な 作 所と 結合して ばらばらに 散在して 

居る ので、 どれが 現住所で あるか、 當人 でさへ 時々 閒遠 へる ことがある さう である。 年贺 はがき 

を 大切 にし まつ て 超く の もも つ ともな 譯 である。 ffll し市會 議員の よこした の だけ は 紙く づ かご に 

入れる やうで ある。 叉 自分の 作 所 を か 、ないで よこす の はこの 目的 を 達しない といって こぼして 

ゐる。 隨分 勝手な こと をい ふので ある。 

さう. かと 思 ふと 义彼 はかう いふ 氣焰を 吐く 事 も ある。 「或る 僕の 全く 知らない 人の 年々 に 受取 

る 年^ はがきの 束 を 僕に 貸して よこせば、 それ を 詳しく 調べた 上で、 その 人の 年恰好、 顔形、 歩 

き；^ り、 衣服、 食物の 好みな どを當 て、 見せる」 とい ふ。 しかし それ 位の 事が 自慢になる やうで 

あったら^の 中に！：：^ 者 や 探偵と いふ 商賣は 存在し ない 譯 であり、 奥- M 一  本の 化石から 前^界の 人 

間 や 動物の 全身 も 描き だす やうな 學者 はあり 得な ぃ譯 である。 

色々 と 六 かしい、 しかも 大抵 は H ゴィ スティックな 理窟 を 並べて は 居る やうで あるが、 isw は- 

當り前 分り切 つ た 年贺狀 の 效能を 五十 の 坂 を 越 えてから 始めて やっと 氣の つく やうに なった ので 

あるら しい。 ー體 これに 限らす 彼の 考 へる 事、 する 事 は 大概 人より r 度 一時 代 だけ 後れて 居る や 

うで ある。 幸に 永生き をして 八十 位に なったら、 その 時に そろ/ \ マルクス、 エンゲルスの 研 i 九 I 
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でも 台め る だら うと 皆で うは さ をす る ことで ある。 しかし 負惜 みの 强ぃ 彼の 說 によると 「世界 W 

S 漠 する。 一番お くれた ものが 結局 一番 進んで 居る ことになる」 とい ふので ある。 別に 議論に も 

ならない から、 我々 友人の 間で は 唯 機嫌よ く 笑って すむ ので ある。 

友人 賴照 君の 年 贺狀觀 の 變遷史 を、 こに 御 紹介して 讀 者の 御參考 あるひ はお 笑 ひ 草に 資する の 

でら る C  (昭和 四 年 一 =:、 東京 朝 U 新聞) 


化物の 進化 


人問夂 化の 進歩の 道程に 於て 發 明され 創作され た 色々 の 作 ug の 中で も 「化物」 など は 最も 優れ 

た 傑作と 云 はなければ なるまい。 化物 も 矢 張 人間と 自然の 接觸 から 生れた 正嫡 子であって、 其の 

出 人す る 世界 は 一 面に は宗敎 のせ 界 であり、 叉 一 面に は 科學の 世界で ある。 同時に 又藝 術の 妝界 

で も ある。 

如何なる 宗敎 でも 其の 敎典の 中に 「化物」 の 活躍し ない もの は あるまい。 化物な しに は 恐らく 

宗教な る もの は 成立し ないで あらう。 尤も 時代の 推移 に應じ て 化物の 表象 は變 化す るで あら う が 、 

その 心的 內容に 於て は 永久に 同 一 であるべき だと 思 はれる。 

の 人 は 多くの 自然界の 不可解な 現象 を 化物の 所業と して 説明した。 矢 張 一 種の 作業 假說 であ 

る。 雷電の 現象 は 虎の 皮 の^を 着けた 鬼の 惡 巫山戯と して 說明 された が、 今日で は 空中 竈 氣と稱 


化 進の 物 化 


す る 怪物 の 活動 だと 云 はれて 居る。 空中 電氣と い ふ と 分った や う な顏 をす る 人 は 多い が 併し 雨滴 

の 生成 分裂に よって 如何に 電氣の 分離 蓄積が 起り、 如何にして 放電が 起る か は專門 家に も 未だよ 

く は 分らな い。 今年の グ ラ スゴ ー の 科學者 の 大食で シムプ ソンと ウィルソンと 二人の 學 者が 大議 

論 を やった さう であるが、 此れ は 正に 此の 化物の 正 體に關 する 問題に つ いて あった。 結局 は 唯 

昔の 化物が 名前と 姿を變 へた けの 事で ある。 

自然界の 不思議 さは 原始人 類に とっても、 一 一十 世紀の 科學 者に とっても 同じ 位に 不思議で ある。 

その 不思議 を 昔 我等の 先祖が 化物 へ 歸納 したの を、 今の 科 學者は 分子 原子 電子 へ 持って行 くだけ 

の 事で ある。 昔の 人で も 恐らく 當時 彼等の 身邊の 石器 土器 を 「見る」 と 同じ 意味で 化物 を 見た も 

の は あるまい C それと 同じ やうに 如何なる 科學 者で も 未だ 天秤 や 試 驗管を 「見る J やうに 原子 や 

電子 を 見た 人 はない ので ある。 それで、 もし 昔の 化物が 實在 でない とすれば 今の 電子 や 原子 も實 

在ではなくて 結 US 一  種の 化物で あると 云 はれる。 原子 電子の 存在 を假定 する 事に よって 物理 界の 

現象が 遣憾 なく 說明 し 得られる か ら此 等が 物理的 實在 である と 主張す るなら ば、 雷神 の 存在 を假 

定 する 事に よって 雷電 風" 唯の 現象 を說 明す るのと 何處 がちが ふかと い ふ 疑問が 出る であらう。 尤 

も、 此れに は 明かな 相違の 點が ある 事 は 此處で 改まって 云 ふ 迄 もない が、 併し 又 共通な 處も 可也 9 


にある 事は爭 はれない。 兎 も も 此の 二つの もの 、比較 は 吾々 の科學 なる もの 、本質に 關 する 省 

察の 一 つの 方面 を 示唆す る。 

雷電の 怪物が 分解して 一 半 は 科學の 方へ 入り 一 半 は- :-• 小敎の 方へ 走って 行った。 凡ての 怪異 も 同 

様で ある。 前者 は 集積し 凝縮し 電子と なり プ ロト— ン となり、 後者 は 一 つに かたまり 合って 全能 

の 神様に なり 天地の 大道と なった。 さう して m 者 共に 人間の 创作 であり 藝術 である。 流派が ちが 

ふだけ である。 

それ故に 化物の- M 史は 人間 文化の 一面の！ _-史 であり、 時と 場所との 環境の 變 化が 此れに 如實に 

反映して 居る。 鎌倉時代の 化物と 江戶 時代の 化物 を 比較し、 江戶の 化物と 口 ン ドンの 化物 を 比較 

して 見れば 此の 事 はよ く 分る。 

前年 誰か 八 頭の 大蛇と ヒドラの お化けと を比蛟 した 人が あった。 近頃に は 印度の ヴィ シ ヌ と 希 

臘の ポセイドンの 關係を 論じて 居る 學者も ある。 乂ガ 一一 ミ— ド 神話の 反映 を ガン ダラの 或る 彫刻 

に 求めた 或る 學 者の 考 では、 鷲が ガル ダに 化けた 事に なって 居る。 そして 面白い 事に は その 彫刻 

に 現 はされ た ガル ダの 顔貌が、 我 邦の 天狗 大和 尙の顏 に餘程 似た 處が あり、 义 一方で はジ ャヴァ 

の 或る 魔神に よく 似て 居る。 又 吾々 の 子供の 時から 御 馴染の 「* 鬼」 の 顔が ジャ ヴァ、 印度、 東 
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トル キス タンから 希 職へ かけて、 色々 の 名前と 表情と を もって 撗 行して 居る。 又大 江山の 酒顕童 

子の^と よく 似た 話が 支那に も ある さう であるが い 义此の^.5は ュ リシ— スの サイ クロップ ス 退治 

の 話と 餘程 似た 處が ある、 のみなら す 此の シュ テン ドウ シが アラビアから 來たマ レイ 語で 「恐ろ 

しき恶 魔」 と い ふ 意味の  一一 一一 n 葉に 似て 居り、 もう 一 っ脫 線す ると 源賴 光の 音讀が ヘラ クレ 1 ス と 何 

處か 似通って たり、 勿論 暗合と して 一笑に 附 すれば それ迄で あるが、 されば と 云って 暗合で ある 

とい ふ 科 學的證 明 も 六 かし いやうな 事例 はいくら でも ある。 鬼 も 角 も 世界中の 化物 達の 系圖 調べ 

をす る 事に よって 古代 民族 間の 交涉を 探知す る 一 つの 手掛 りと なり 得る 事 は 寧ろ 旣 知の 事 實 であ 

る。 さう して 言語 や 文字 や 美術品 を手掛 りと する 此れと 同様な 研究よりも 一 層 有力で あり 得る 見 

込が ある。 何故かと 云へば 各 民族の 化物に は 其の 民族の. 小 敎と科 學と藝 術と が 綜合され て 居る か 

ら である。  - 

し 不幸に して 科學が 進歩す ると 共に 科學 とい ふ もの 上 具價が 誤解され、 買 ひ かぶられた 結果 

として、 化物に 對 する 世人の 與 味が 不正 當に 稀薄に なった、 今時 本氣 になって 化物の 研究で も始 

めようと いふ 人 は 可也 氣が 引ける であらう と 思 ふ 時代の 形勢で ある。 

全く 此頃は 化物 共が 餘 りに 居 なくなり 過ぎた 感が ある。 今の 子供 等が 御伽 噺の 中の 化物に 對す 
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る 感じ は 殆んど 唯 空想的な 滑稽 味 或は 怪奇 味 だけであって、 吾々 の 子供 時代に 感じさせられ たや 

うに 頭の 頂上から 足の 爪先 迄 突き 拔 ける やうな 鋭い 神秘の 感じ はなくな つたら しく 見える。 此れ 

はー體 どちらが 子供 等に とって 幸福で あるか、 どちらが 子供 等の 敎育上 有利で あるか、 此れ も存 

外 多くの 舉 校の 先生の 信す る 如くに 簡單な 問題で はない かも 知れない。 西洋の 御伽 噺に 「ソッ と 

する」 と は どんな 事 か 知りたい とい ふ 馬鹿者が あって わざく 化物 屋敷へ 探險に 出かける 話が あ 

るが、 あの 話 を 聞いて あの 豪傑 を 羨し いと 感 すべき か、 或は 可哀相と 感 すべき か、 此れ も 疑問で 

ある。 鬼 も 角 も 一. ゾッ とする 事， 一 を 知らない やうな 豪傑が、 假 りに 科學者 になった としたら、 先 

づ餘り 大した 仕事 は 出来さう にも 思 はれない。 

仕 合せな 事に 吾々 の 少年 時代の 田 舍には 未だく 化物が 澤 山に 生き 殘っ て 居て、 そして そのお 

かげで 吾々 は 十分な 一 化物 敎育」 を 受ける 事が 出來 たので ある。 鄕 里の 家の 長屋に 重兵衞 さんと 

いふ 老人が 居て、 毎晚晚 酌の 希に 近所の 子供 等 を ii の 向 ひに 坐ら せて、 生の にんにく を ぼり/^ 

かじりな がらう まさう に 熱 い 杯 を 嘗め て は數 限り も な い 化物 の 話 をし て 聞か せた。 想 ふに 此の 老 

人 は 一千一 夜 物語の 著者の 如き 創作的 天才であった らしい。 さう して 傳說の 化物 新作の 化物 共 を 

隨 意に 眼前に 躍らせた。 吾々 の 臆病なる 小さな 心隨は 老人の 意の ま&に 高く 低く 鼓動した。 夜更 
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けて 歸る 各. -の 家路に は樹の 蔭、 河の 岸、 路地の 奥の 到る 處に さまぐな 化物の 幻影が 待 伏せて 

動いて 居た。 化物 は實 際に 當 時の 吾々 の 世界に のびく と 生活して 居た ので ある。 中學 時代に な 

つ て も 未だ 吾々 と 化物との 交 涉は續 いて 居た。 友人で 禿の X とい ふの が 化物の 創作家と して 衆に 

秀で、 居た。 彼 は 近所の あらゆる 曲り角 や 芝地 や、 橋の 袂ゃ、 大樹の 梢 やに 一 つづ 、極めて 恰好 

さんかく しば あしね ぶ  - 「で まさ 一 ご 

な 妖怪 を 創造して 配置した。 例へば 「三角 芝の 足 欲り 一 とか  一 T 橋の 袂の 腕眞 砂」 など、 いふ 類 

からかぜ 

である。 前者 は 河 沿の 或る 芝地 を さ 風の 吹く 夜中に 通って ゐ ると、 何者か V 來て 不意にべ ろり と 

足 を 嘗める、 すると 急に 發 熱して 三日のう ちに 死ぬ かも 知れない とい ふ。 後者 は、 城 山の 麓の 橋 

の袂に 人の 腕が 眞 砂の やうに 一 面に 散布して 居て、 通行人の 裾 を 引き止め 足 をつ かんで 歩かせな 

い、 此れに 會 ふと 大抵 は 其 場で 死ぬ とい ふので ある。 勿論もう 「中 學敎 育二 を 受けて 居る 其 頃の 

吾々 は 誰も それ 等の 化物 を 吾々 の 五官に 觸れ 得べ き 物理的 實在 として は 信じなかった。 それに 拘 

らす 此の 創作家 X の藝術 的に 描き出した 立派な 妖怪の 「詩」 は 吾々 のうら 若い 頭に 何 かしら 神秘 

, な 雰圍氣 の やうな もの を 吹き込んだ、 或は 神秘な 存在、 不可思議な M 界 への 憧憬に 似た もの を 鼓 

吹した やうに 思 はれる。 日常茶飯の 世界の 彼方に、 常識で は 測り 知り 難い 世界が あり はしない か 

と 思 ふ 事 だけで も、 其の 心 は 知らす く 自然の 表面の 諸相の 奥に 隱れた 或 物へ の 省察へ 導かれる 
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ので ある。 

此の やうな 化物 敎育 は、 少年 時代の 吾々 の科學 知識に 對 する 與味 を^ 害しなかった のみなら す、 

却って 寧ろ 益 それ を 鼓舞した やうに も 思 はれる。 此れ は 一見 奇妙な やうで は あるが、 よく 考へ 

て nj^ ると 寧ろ 當然な 事で も ある。 皮肉な やうで あるが 吾々 に 本當の 科擧敎 育を與 へた もの は、 數 

數の 立派な 中等 敎科 書より は、 寧ろ 長屋の 重兵衞 さんと 灰 人の N であった かも 知れない。 此れ は 

必す しも 無用の 變痴奇 論で はない。  ， 

不幸に して 科學の 中等 教科書 は往々 にして 其れ 自身の 本来の；：： 的を桌 切って 被敎育 者の 中に 芽 

生えつ、 ある 科學 者の 胚芽 を 殺す 場合が あり はしない かと 思 はれる。 實は 非常に 不可思議で、 誰 

にも 本 當には 分らな い 事 を 極めて 分り切った 平凡な 事の やうに 餘 りに 簡 單に說 明して、 それで そ 

れ 以上に は 何の 疑問 もな いかの やうに すっかり 安心 させて しま ふやうな 傾が あり はしない か。 さ 

うい ふ 科學敎 W が 普遍と なり 凡て の 生徒が それ を 其 儘 素直に 受け 人れ たと したら、 世界の 科學は 

恐らく それ 切り 進歩 を 止めて L まふに 相逮 ない。 

通俗 科學 など、 稱 する ものが 矢 張 同様で ある。 「科 學ファ ン」 を甚 ばす だけであって、 木當の 

科 學者を 培養す る ものと して は、 どれ だけの 效 架が 架して 其の 弊害 を 償 ひ 得る か 問題で ある。 特 
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に それが 科學 者と しての 體驗を 有たない 本當 のジャ —ナ リストの 手に よって 行 はれる 場合に は 病 

更の考 へ ものである G 

かう いふ 皮相 的 科學敎 育が 普及した 結果と して、 あらゆる 化物 共 は 函嶺 は 勿論 日本の 國 境から 

追放され た。 あらゆる 化物に 關 する 贵 重な 「事 實」 を 凡て 迷信と いふ 言葉で 抹殺す る 事が 卽ち科 

學の 目的で あり 手柄で も あるかの やうな 誤解 を 生す る やうに なった。 此れ こそ 一. 科 學に對 する 

迷信」 でなくて 何で あらう。 科學の 目的 は實に 化物 を搜し 出す 事な ので ある C 此の世界が 如何に 

多くの 化物に よって 充 たされて 居る か を敎へ る 事で ある。 

昔の 化物 は 昔の 人に はちゃん とした 事實 であった ので ある。 一 世紀 以前の 科學 者に 事實 であつ 

た 事柄が 今では 事實で なくなった 例 は いくら も ある。 例へば 電氣ゃ 光熱 や 物質に 關 する 我々 の考 

でも 昔と 今と は 丸で 變 つたと 云っても よ い" ^し 昔の 學 者の 信じた 事實は 昔の 畢 者に は 矢 張事實 

であった ので ある。 神 鳴の 正 體を鬼 だと 思った 先祖 を 笑 ふ科學 者が、 百年 後の 科學 者に 同じ やう 

に 笑 はれない と 誰が 保證し 得る であらう C 

古人の 書き 殘 した 多くの 化物の 記錄 は、 昔の 人に 不思議と 思 はれた 事實の 記錄と 見る 事が 出來 

る。 年 日の 意味での 科學 的事實 では 到底 有り得ない 事 は 勿論で あるが、 併し 其 等の 記 錄の屮 から 
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今日の 科擧的 事實を 掘り出し 得る 見込の ある 事 はたし かで ある。 

其の やうな 化物の 一 例と して 私 は 前に 「提馬 風」 のお 化けの 正體を 論じた 事が ある。 其 後に 私 

の 問題と なった 他の 例 は 「鎌鼬」 と稱 する 化物の 事で ある。 

鎌鼬の 事 は 色々 の 書物に あるが、 「伽婢 子」 とい ふ 書物に 據 ると、 關東 地方に 此の 現象が 多 いら 

しい、 旋風が 吹きお こって 「通行人の 身に もの あらく あたれば 股の あたり 竪 さまに さけて、 剌刀 

にて 切た る 如く 口 ひらけ、 しかも 痛み 甚し くもなし、 叉 血 は 少しも 出 十、 云々」 と あり、 义 名字 

正しき 侍に は 此の 害な く 卑賤の 者 は 金 持で も あてられる など 、書いて ある。 此處 にも 時代の 反映 

が 出て 居て 面白い。 雲萍雜 誌に は 「西國 方に 風 鎌と いふ もの あり」 として ある。 此の 現象に 就い 

て は 先年 我 邦の 或る 學術雜 誌で 氣象學 上から 論じた 人が あって、 其の 所說 によると 旋風の 中で は 

氣 壓が甚 しく 低下す る爲に 皮膚が 裂ける ので あらう と說 明して あった やうに 記憶す るが、 此の 說 

は 物理 學 者に は 少し 腑に 落ちない。 假令 可也な 眞空 になっても ゴ ム球か 膀胱 か 何 かの やうに 脚部 

の 破裂す る 事 はあり さう もない。 此れ は 明に 强 風の 爲に 途上の 木竹片 或は 砂粒の 如き ものが 高速 

度で 衝突す る爲に 皮膚が 截斷 される ので ある。 旋風 內の 最高 風速 はよ く は 分らない が 毎秒 七 八十 

米 を 超える 事 も 珍しく はない らしい。 it 丸の 速度に 比べれば 問題に ならぬ が、 坑 具の 弓で 射た 矢 
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より は 速い かも 知れない。 數年前 アメリカの 氣 象學雜 誌に 出て 居た 一 例に よると、 麥 藁の 壁が 大 

旋風に 吹きつけられて 堅い 板戶に 突き さ 、つて、 丁度 矢の 立った やうに なった のが 寫眞で 示され 

て 居た。 麥 藁が 板戶に 《千 人す る 位なら、 竹片が 人間の肉 を 破っても 大して 不都合 は あるまい と 思 

はれる。 下賤の 者に 此の 災が 多い とい ふの は 統計の 結果で もない から 問題に ならない が、 ^し 下 

賤の 者の 總數が 高貴な 者の 總數 より 多い とすれば、 それだけ でも 此の 事 は當然 である。 その上に 

又 下賤の ものが 脚部 を 露出して 歩く 機會が 多い とすれば 猶更の 事で ある。 又關 東に 特別に 旋風が 

多い かどう か は 此れ も 十分な 統計的 資料が ないから 分らない が、 小規模の 所謂 「塵 旋風 J は武藏 

野の やうな 平野に 多い らし いから、 此の 事 も 全く 無根で はない かも 知れない。 

怪異 を科擧 的に 說明 する 事に 對 して 反感 を 懷く人 も ある やうで ある。 それ は 折角の 神祕な もの 

を淺 薄なる 唯物論 者の 土足に 踏みに じられ ると 云った やうな 不快 を 感じる からで あるら し い。 併 

しそれ は 僻見で あり 誤解で ある。 所謂 科 學的說 明が 一 通り 出来た としても 實は 其の 現象の 祌祕は 

少 し も 減じ ない 計りで なく 寧ろ 益 -、 深刻になる だけの 事で ある。 例へ ば 鎌鼬 の 現象が 假り に 前記 

の 様な 事で あると すれば、 本當の 科學的 研究 は實 は其處 から 始まる ので、 前に 述べた 事 は 唯 問題 

の搆 成であって 解決で はない。 叉 此の 現象が 多くの 實驗的 數理的 研究に よって、 いくらか 
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詳しく 分った としたと ころで、 それから さきの 問題 は 無限で ある。 さう して 何の 何某が 何日に 何 

處で 此れに 遭遇す るか を豫 言す る 事 は 如何なる 科學 者に も 永久に 不可能で ある。 此れ をな し 得る 

もの は 「神様」 だけで ある。 

s 鶴 石」 とい ふ 不思議な 現象の 記事 を、 轤軒 小錄、 提醒 紀談、 笈埃隨 筆 等で 散見す る。 此れ 

は 山腹に 露出した 平滑な 岩盤が 適當な 場所から 發す る 音波 を 反響 さ せる の だとい ふ 事 は 今日で は 

小 學兒童 にで も 分る 事で ある。 岩 面 に 草木が あって は 音波 を 擾亂す る か ら 反響が 十分 でなくなる 

事 も 多くの 物理 學 生に は 明で ある。 倂し此 等の 記錄 中で 面白い と 思 はる、 の は、 或 書で は 笛の 音 

がよく 反響 しないと あり、 他 書に は 証 鼓 鈴の 如き ものが よく 響かない と ある 事で ある。 笼埃隨 筆 

では 「此地 は 神 跡 だから 佛具を 忌む ので、 それで 証 や 鈴 は 響かぬ」 と 云 ふ 說に對 し、 そんな 馬鹿 

な 事 はない と抗 辯し 「それならば 念佛ゃ 題目 を唱 へても 反響し ない 害 だのに、 反響す るで はない 

か」 など、 いふ 議論が あり、 結局 五行 說か何 かへ 持って行って 無理に 故事 付けて 居る 處が 面白い- 

五行 說は 物理 學の 卵子で あると も 云 はれる。 此れに 就いて 思 出す の は 十餘年 前の 夏 大島三 原 火山 

を 調べる 爲に、 あの 火口原の 一隅に 數 日間の 天幕 生活 をした 事が ある。 風の ない 穩 かな 或 日 あの 

火口丘の 頂に 立って.^ き な 聲を立 て る と 前面 の 火口 壁から 非常 に 明瞭な 反響が 聞え た。 面白い の 
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で 試に ァ ー. ィ ー、 ゥ—. H  —、 ォ ー と 五つの 母音 を 交互に 出して 見る と、 ァ、 ォ など は 强く反 

響す るのに ィゃヱ は 弱く 短く しか 反響し ない C 此れ は 多分 後の 母音 は 振動 數の 多い 上 二 音 に 富む 

爲、 又 さう いふ 上 音 は 其の 波長の 短い 爲に 吸收 分散が 多く 結局 全體 としての 反響の 度が 弱くな 

るからで はない かと 考 へて 見た 事が ある C 鬼 も 角 も 此の 事と、 鹦賴 石で 鉦 や 鈴 や 調子の 高い 笛の 

音 の 反響し ない とい ふ 記事と は 相照應 する 點 が ある。 阱し 此れ も 本式 に 研究して 見なければ よく 

は 分らない。 

近頃 は 海の 深さ を 測定す る爲に 高周波の 音波 を 船底から 海水 中に 送り、 それが 海底で 反響す る 

の. を 利用す る 事が 實行 される やうに なった。 此れ を 研究した 畢者 達が、 どの 程度 迄 上記の 問題に 

立 入った か 私 は 知らない。 併し 此の 鸚賴 石で 問題に なった 事は此 場合 當 面の 問題と なって 再燃し 

なければ ならない ので ある。 伊勢の 驟鵜 石に しても 今の 物理 學 者が 實 地に 出張して 研究し ようと 

思へば いくらでも 研究す る 問題 は ある。 そして その 結果 は 例へば 大 講堂 や 劇場の 設計な どに 何 か 

の 有益な 應用を 見出す に 相違ない。 

餘^ では あるが、 廿年程 前に アメリカの 役者が 來て、 たしか 歌舞伎 座であった かと 思 ふが、 

「リツ プ • 、ヴ アン： ワイン ク ル」 の 芝居 をした 事が ある。 山の 中で リツ プ.、 ヴ アン-ウィンクル 
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が元氣 よく 自分の 名 を 叫ぶ と、 反響が 大勢の 聲 として 「リ ー ッゥ . ゥァ ー ン - ウイ ー ンゥ ー ル」 

と 調子の 低い さ 虚な氣 味の 惡ぃ聲 で 嘲る やうに 答へ るの が、 如何にも 眞に 迫って 面白かった の を 

記 慮す る。 比れ は 前述の やうな 理由で 音聲の 音色が 變る 事と、 反射 面に 段階の ある 爲に 音が 引延 

ばされ 又. 幾人 もの 聲 になって 聞え る 事と、 此の 二つの 要素が ちゃんとつ かまれて 居た からで ある „ 

想 ふに 此の^ 者 は 「¥ 魂」 のお 化け を 可也に 深く 研究した に 相違ない ので ある。 

「伽婢 子」 卷の 十二に 「大石 相戰」 と 題して、 上 杉 謙 信の 春 日 山の 城で 大 石が 二つ 或 日の 夕方 

頻 こ. 躍り 動 いて 相 衝突し 夜半 過 迄 喧嘩 をして 結局 互 に碎け てし まった。 それから 間もなく 謙 信が 

病死した と ある。 此れ も 勿論 餘り當 にならない 話で あるが、 倂し 作り ごとに しても 何等かの 自 V" 

現象から 暗示され た 作り ごとで あるか も 知れない。 私の 調べた 處 では、 北陸 道ー帶 にかけ て 昔 も 

<f 「も 山崩れ 地. U りの 現象が 特に 著しい。 此れに 就いては 故 神 保 博士 其 他の 詳しい 調査 も あり、 今 

でも 時々 新聞で 報道され る。 地， U りの 或 もので は 地盤の 運動 は 割合に 緩徐で、 ，u つて 居る 地盤の 

上に 建った 家な ど ぐら/ \ しながら も 其 儘で 運ばれて 行く 場合 も ある。 從っ て 岩な どで もぐらぐ 

ら 動き、 又 互に 衝突しながら 全體 として 移動す る 事 も ありさう である。 さう いふ 實 際の 現象 力ら 

「石と 石が 喧嘩す る 一とい ふ アイ ヂァが 生れた かも 知れない と 思 はれる。 それで、 もし、 此の 謙 
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信 居城の 地の 地， •」 り に關 する 史料 を搜 索して 何 か 獲物で も 見付かれば 少し は 話が 物になる が、 今 

の處 では 唯の 穴 H 想に 過ぎない。 併し 此の 話が 鬼 も 角 もさう いふ 學問 上の 問題の 導火線と なり 得る 

事 だけ は事實 である。 

地 變に關 係の ある 怪異で はさ 中から 毛の 降る 現象が ある。 此れに 就いては 古來記 錄が少 くない _ 

此れ は 多くの場合に 多分 「火山 毛」 卽ち 「ぺ レ 女神の 髮毛」 と稱 する ものに 相違ない。 江戶 でも 

慶畏寛 永 寛 政 文政の 頃の 記錄が ある。 耽 奇漫錄 によると 文政 七 年の 秋 降った もの は、 長さの 長い 

の は 一尺 七寸 もあった と ある。 此 前後 伊豆 大島 火山が 活動して 居た 事が 記錄 されて 居る が、 此時 

丁度 江戶 近く を 通った 颱風の 爲に 工合よ く大島 のさから 江戶の 空へ 運ばれて 來て 落下した もの だ 

と 云 ふ 事が 分る。 從 つて それから 判斷 して 其 日の 低氣壓 の 進路の 大凡の 見當を つける 事が 可能に 

なる ので ある。 

氣 象に 關 係の ありさう なので は 「強の 腹鼓」 が ある。 此の 現象 は 現代の 東京に も 未だ あるか も 

知れない が 多分 は 他の 二 十せ 紀 文化の 物音 に壓 倒されて 居る 爲 に 誰も 注意し なくなつ た の であら 

う と 思 ふ。 鬼 も 角 も氣溫 や 風の 特異な 達 直 分布 による 音響 の 異常 傳播 と關係 の あ る 怪異 であらう 

と 像され る。 今では 遠い &車 場の 機關 車の 出し入れの 音が 時として 非常に 間近く 聞え ると 云つ 
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たやうな 現象と 姿を變 へて 注意され る やうに なった" 狸 も 大分 モダ— ン 化した ので ある。 此の や 

うな 現象で も 精細な 記 錄を作 つ て 研究す れ ば 氣象學 上 に 有益な 貢獻 をす る 事 も 可能 で あらう。 

「天狗」 や 「河童」 の 類と なると 物理 學ゃ氣 象 輋の範 園から は 大分 遠ざかる やうで ある。 併し 

「天狗 様の 御嚇 子」 など. < いふ もの は 矢 張 前記の 音響 異常 傅播の 一 例で あるか も 知れない。 

天狗 和尙 とジュ ー スの 神の 鷲との 親族 關係は 前に 述べた が、 河童が 海龜の 親類で ある 事 は 善 庵 

隨 筆に 載って 居る 「寫 生圖」 と 記事、 又 湾 庭雜錄 にある 繪ゃ 記載 を 見ても 明で ある。 河童の 寫生 

圖は 明に 龜の 主要な 特徵を 具備して 居り、 其の 記載に は 現に r 龜の 如く」 とい ふ 文句が 四 箇所 も 

ある。 さう だとす ると 此 等の 河 童 捕獲 の 記事 は 或る 年の 或る 月に 或る 沿岸 で 海龜が 獲れ た 記錄 に 

なり、 場合によって は 海洋 學 上の 責 重な 參考 資料に ならない と は 限らない。 

序ながら 印度 邊の國 語で 海龜を 「カチ ファ」 とい ふ。 「カツ パ」 と 似て 居て 面白い。 

尤も 「河童」 と稱 する もの は、 其實 色々 雜 多な 現象の 綜合され たもので あるら しいから、 今日 

此れ を 論す る 場合に はどうしても 一 日 一 此れ を 其の 主要 成分に 分析して 备 成分 を 一 々吟味した 後に 

此 等が 如何に 組み合 はされ て 居る か、 叉 時代に より 地方に より 其の 結合 形式が 如何に 變 化して 居 

るか を 考究し なければ ならない。 此れ は屮々 容易で ない が、 もし 出来たら 可也に 面白く 有 であ 
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らうと 思 ふ。 此の やうな 分析に つて 若干の 化物の 元素 を 析出 すれば、 他の 化物 は此 等の 化物 元 

素の 異なる 化合物と して 說 明され ない とも 限らな い。 C と H と 0 だけの 組合せで 多數 〇 有機物が 

出る やうな もの かも 知れない。 此れ も 一 つの さ 想で ある。 

要するに あらゆる 化物 を 如何なる 程度 迄 科 學で說 明しても 化物 は 決して 退散 も 消滅 もしない。 

唯 化物の 顔貌が 段々 にち がった ものと なって 現 はれる だけで ある。. 人間が 進化す るに つれて、 化 

物 も 進化し ない 譯には 行かない。 併しい くら 進化しても 化物 は 矢 張 化物で ある。 現在の 世界中の 

科 學者等 は 毎日 各自の 研究室に 閉 籠り 懸命に 此 等の 化物と 相撲 を 取り 其の 正體を 見破らう として 

努力して 居る。 併し 自然 科 學界の 化物の 數には 限りが なく 各、、 の 化物の 面相に も 際限がない。 正 

體と 見た は 枯柳であって 見たり、 祜 柳と 思った のが 化物であった りする ので ある。 此の 化物. と 科 

學 者の 戰は 恐らく、, K 遠に 繽く であらう。 さう して さう する 事に よつ て 人間と 化物と は 永遠の 進化 

の 道程 をた どって 行く ものと 思 はれる リ 

化物がない と 思 ふの は 却って 本當の 迷信で ある。 宇宙 は 永久に 怪異に 充 ちて 居る。 あらゆる 科 

學の 書物 は 百鬼夜行 檎卷 物で ある。 それ を雜 いて 其の 怪異に 戰慄 する 心 持が なくなれば、 もう 科 

學は 死んで しま ふので ある。 
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私 は 時々 密に想 ふ 事が ある、 今の 世に 最も 多く 神秘の 世界に 出 人す る もの は 世間 力ら は 物質 科 

學 者と 呼ばる， - 科攀 研究者 では あるまい か。 神祕な あらゆる もの は 宗教の 領域 を 去 つて 何時の 間 

にか 科 學の國 に 移って しまったの では あるまい か。 

又 こんな 事を考 へる、 科 學敎育 は 矢 張 昔の 化物 教育の 如くすべき もので はない か。 法律の 條文 

を 音 記さ 4nJ る やうに 敎へ 込む ベ きものではなくて、 自然の 不思議へ の 憧憬 を 吹き込む 事が 第 一 義 

では あるまい か。 これに は 敎育者 自身が 常に 此の 不思議 を體驗 して 居る 事が 必耍 である。 旣 得の 

知識 を 繰返して 受賣 りする だけで は 不十分で ある。 宗敎的 體驗の 少 い 宗敎家 の說 敎で聽 衆の 中の 

宗教家 を 呼び さます 事 は 稀で あると 同じ やうな ものであるまい か C 

斯んな 事を考 へる の は 或は 自分の 子供の 時に 受けた 「化物 敎育」 の藥が 利き 過ぎて、 折角 受け 

たォ ー ソ ドック スの科 學敎育 を 自分の 「お 化 鏡」 の 曲面に 映して 見て 居る 爲 かも 知れない。 さう 

だと すれば 此の 一 篇はー つの 懺悔 錄の やうな ものである かも 知れない。 此れ は讀 者の 刺斷に 任せ 

る 外にな い。 

傳聞 すると ころに よると 現代 物理 學の第 一 人 者で ある 丁抹の  一一 H ルス- ボ ー ァは 現代 物理 學の 

根 ネに橫 たはる 或る 矛盾 を 論じた 際に、 此の 矛 眉 を 解き 得る 迄に 吾 々 人間の 頭 は 未だ 進んで 居な 
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い. だら う と い ふ 意味 の 事 を 云った さう である。 此の 尊敬す ベ き 大家 の 謙 濯な 言葉 は 今 の科學 で^ 

事で も 分る 害 だと 考 へる やうな 迷信 者に 對 する 箴言で あると 同時に、 又 私の 所謂 「化物」 の 存在 

を 許す 認容の 言葉で あるかと も 思 ふ。 ， も しさう だとす ると 永い 間 封じ込められて 居た 化物 共も此 

れ から 公然と 大手 を ふって 歩け る 事になる ので あるが、 此れ も 併し 私の 疑心暗鬼 的の 解釋 かも 知 

れ ない。 識者の 啓蒙 を 待つ ばかりで ある。 (昭和 四 年  一 H -、 改造) 


數 學 と 語 學 


ある 人 學試驗 の 成績表に 就いて 數學の 點數と 語學の 點數の 相 關を 調べて 見た ことがあった „ 

备受驗 者の 此の ニ學 科の 點數を XY として 圖 面に プ。 ット して 見る と、 勿論、 點は 可也 不規則に 

散布す る。 しかし 大體 からい へば、 矢張り X=Y で 表 はされ る 直線の 近くに 點の 密度が 多い や 

うに 見えた。 もっとも 中には XY の いづれ か 一 方が 百點に 近くて 他の 一 方の 數 値が 小さ いやうな 

例 も あるに はあった が、 大勢から 見れば 兩 者の 間に li 統計的 相關が あると いっても 大して 不都合 

はなかった やうに 記憶して 居る。 

これ は 極めて 當り 前の やうに も 思 はれる。 結局 頭の 好い もの は兩 方の 點 がい 、とい ふ 事が、 最 

も 多く プ a パブ ル である、 といって しまへ ば それだけ である。 然し もしゃ この 一 一つの 學 科が これ 

^^隊得するに要する頭腦の動き方の上で本質的に互に共通な因子を有っ.て居るゃぅなことはなぃ 
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か。 これ は 一 つ の 問題になる。 

一 寸考 へる と 數學は 純粹な 論理の 系統で あり、 語學は 偶然な もの 、偶然な 寄り集まりの やうに 

見える。 前者に は 機械的な 記憶な ど 全然 不要で あり、 後者に は 方 則 も 何もな く、 唯無條 件に 呑 

み 込み さ へ すれば よい やうに 思 はれる かも 知れない が、 事實は いふまで もな くさう 簡單 ではない。 

數學 も實は 矢張り 一種の 語擧の やうな ものである、 色々 なべ グ リツ フが 色々 な 記 號符號 で 表 は 

され、 それが 一種の 文法に 從 つて 配列され ると、 それが 數理の 園の 人々 の 話す 玄句 となり、 綴る 

文章と なる。 勿論、 その 言語の 內容 は、 我々 日常の 言語の それと は 大分 毛色の ちがった もので あ 

る。 然し 幾 十 百億 年後の 人間の 言語が 全部 數學 式の 連續に 似た ものに なり はしない かとい ふ 空想 

を ほんの 少しば かり デヴェ 口— プ して 考 へて 見る と、 この 譬喩が 必 しも 不當 でない 事が 分る かと 

思 ふ。 

言語 は 我々 の 話し をす るた めの 道具で あるが、 また 寧ろ 考へ るた めの 道具で ある。 一 百 語な しに 

「考 へる」 こと は 出来さう もない。 動物 心理學 者 は 何と 敎へ るか 知らないが、 私に は 牛馬 ゃ鳶猜 

が 物 を 「考 へる J と は 想像 出来ない。 考の式 を 組立て るた めの 記號を もたない と 思 はれる からで 

ある。 聾啞 者に は 音響の 言語 はない が、 これに 代るべき 動作の 言語が ちゃんと 具 はって ゐ るので 2 


ある。 

數學 では 最初に 若干の 公理 前提 を 置いて、 あと は 論理に 從っ て 前提の 中に 含まれて ゐる もの を 

分析し、 分析した もの を 組立て、 ゆく ので あるが、 我々 の 言語に 依って 考を 運んで ゆく 過程 も 可 

也 これと 似た 所が ある。 勿論、 數畢の 公理 や 論理 は 極めて 簡單 明瞭で あり、 使用され る 概念 も 明 

確に 制定され てゐ るに 反して、 言語に よる 思考の 場合で は、 これ 等の 凡ての ものが 複雜に 多義 的 

であるから、 一見 同様な 前提から 多種多様な 結論が 生れ 出る やうに 見える。 しかし 實 際の 場合に 

前提の 數が 非常に 多い から 全く 同 一 な 前提 群から 出發 するとい ふ 事は實 はあり 得な い ので ある。 

それでも、 一 一人の 人間が 永く 共同 的に 生活して ゐる 場合に は 一 一人の 考へ 方が 似て くる。 親しい 

友達 同士で 道 を 歩いて 居る と、 二人が 同時に 同じ 事を考 へる 事が ある。 緣 側で 日向ぼっこ をして 

ゐるー 一匹の 猫が どうかす ると 全く 同じ 擧動 をす ると 同じ かも 知れない。 して 見る と 人間の 考へ方 

にも 一 定の 公式の やうな ものが あるか も 知れない。 その 公式から ひどく 離れる と 馬鹿 か氣狂 ひか 

天才になる のか も 知れない。 

こんな 空想 はどうで もよ い 事に して、 平凡な 實際 問題と して 見た 時に も、 數 擧の學 習と 語學の 

學 習と は 方法の 上で 可也 似通った 要訣が ある やうで あるし 
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語學を 修得す るに ま づ單語 を覺ぇ 文法 を覺 えなければ ならない C しかし 唯 それ を 一 通り 理解し 

暗記した だけで は 自分で 話す 事 も 出来なければ 文章 も 書け ない。 永い 修練に よって それ をす つか 

り體 得した 上で、 始めて 自分自身の 考を 運ぶ 道具に する 事が 出来る。 

數學 でも、 唯 敎科書 や 講義の ノ ー ト にある 事柄 を 全部 理解した だけで は 中々 自分の 用に は 立た 

ない。 矢張り 色々 な 符號の 意味 をす つかり 徹底的に のみ 込む 事 は 勿論、 叉 色々 な 公式 を 可也の 程 

度まで 暗記して、 一 度 わがもの にして しま はなければ 實 際の 計算 は 困難で ある。 

それで 語學も 數學も その 修得 は ー氣呵 成に は 出来ない。 平たく いへば、 飽きす に 急がす に 永く 

時間 を かける 事が、 少 くも 「必要 條件」 の 一 つで ある。 

た しこれ だけで は 一 充分なる 條 件」 ではない。 いくら 單語を 澤山覺 え、 文法 を 暗ん じても 好 

い 文章 は 書け ない と 同様に、 いくら 數學 に 習熟し て も それで 立派な オリ ヂナル な 論文が 書け る と 

は 限らない。 これ はいふまで もない 事で ある。 

數學 がー 種の 國語 であると しても、 それ は 極めて 特別な 國語 である ことに は 間違 ひない" 少く 

も 高等 數學 となると 一 般せ 人に は餘り 用の ない こと、 あたかも サ ンスク リット やへ ブライの やう 

な ものである。 用がない から 習 はない、 習 はない から 大層 六 かしく 恐ろしく 近づき 難い もの、 や 
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うに 思 はれ、 從 つて それに 熟達した 人が 大層え らい ものに 見え、 それで 綴られた 文章が 大層 難 有 

いもの、 やう に 見えて くる。 讀んで 見る と實は 他愛の ないやうな 下らない もので あつ て も 尊い 御 

經の やうに 思 はれる かも 知れない。 さう いふ 傾向 はたし かに ある。 文典の 卷末 にある 作文 ゃ錁譯 

の 例題と 同格な 應用 數學的 論文 もな く はな い。 

近 1^ 11211.5-11  JIaclcmasn  ：  Der  zusammenbau.J?  zwlschen  i/lcllrlft ョ --I  Kllulll-  -1 China 

(1928) を 讀んで 見た。 支那 人が 餘り 漢字 を 大事に 育て あげたた めに 支那の 文化が 伸展し なかつ 

たとい ふやうな 事が 面白く 論じて ある。 

現代の 物理的 科學は 確に 數學 の應 用のお かげで 異常の 進歩 を 遂げた。 この 事に は 疑 もない が、 

その 結果と して 數學 にか、 ら ない 自然現象 は 見て 見ぬ ふり をしたり、 無理に 數學 にかけ 得る やう 

に 自然 をね ぢ 曲げる やうな 傾向 を 生じて くる。 この 弊が 嵩 じる と 却って 科學の 本然の 進展 を 阻害 

し はしない か。 

あらゆる 自然 科學は 結局 記載の 學問 である。 數學的 解析 は實に その 數學的 記載に 使 はれる もつ 

とも 便利な 國語 である。 然し この 言語 で. は 記載され なく て も 他の 言語 で 記載 さる ベ き 興味 あ る 有 

益なる 現象 は數 限り もな く ある。 
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學 語と 學數 


餘り 道具 を 尊重し 過ぎて 本然の 目的 を 忘れる の は 有 勝ちな 事で あるから、 これ もよ く考へ て 見 

なければ ならな ぃ0  -. 

序ながら、 先日 或る 日本語の 上手な， 漢字 も 自由に 書け る. ドイツ人から 聞いた 話に よると、 漢字 

を學ぶ 唯一 の 方法 は、 唯 暇 さへ あれば それ 等の 文字と にらめ くら をす る 事 だとい つて 居た。 成程 

あの 根氣 のい \ド イツ 人に、 日本語の うまい、 そして 文字まで も *1  く 事の 出来る 人の 多い 譯 だと 

思った。 もしかすると、 ドイツ〃 がー 體に數 理的科 學に長 じて 居る やうに 見える の は、 矢張り 同 

じ 根氣の よ さ 執拗 さ に 起因し て 居る ので はな， いかと い ふ 疑が 起つ た。 さう 考 へて 見る と ドイツ人 

の 論文の 中に、 少 くも 稀に は、 愚に もっかない 穴 H 虛な 考を嚴 めしい 數 式で 武装した やうな の も あ 

る、 その 譯が讀 める やうな 氣 がした。 

しかし 何とい つても、 あらゆる 言語のう ちで、 數學の 言語の やうに、 一度つ かまへ た 絲ロを ど 

こまで もく 離さないで 思考の 筋道 を鑌け 得る 言語 はない。 普通 の 言語 は ある 所まで は續 いて 居 

て も、 犬に 追 はれた 兎の 足跡の やうに、 時々 連絡が 怪しくなる。 想 ふに これ は 普通の 言語の 發達 

がい まだ 幼稚な せゐ かも 知れない。 ギ リシ ャ哲學 成 i 期の 言語に 比べて 二十世紀の 思想界の 言語 は 

かう いふ 意味で は、 ほんの 少し、 か 進歩して 居ない かも 知れない。 しかし 現在より もっと, し 
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得ない とい ふ 理由 は考 へられない。 人間の思考の 運び を 數學の 計算の 運びの やうに 間違な くし 得 お 

る e うに 出来る もの かどう か は 分り かねる。 しかし、 少く とも それに 近づく やうに 我々 の 言語、 

とい ふか あるひ は 寧ろ 思考の 方式 を發 育させる 事 は 出来る かも 知れない。 もっとも さうな る 方が 

い、 か、 ならない 方が い、 か、 これ は 又 勿論 別問題で ある。 

私が 「數學 と 語學」 とい ふ 題で この 原稿 を 書き 始めた 時 は、 かう いふ 六 かしい 問題に か、 り 合 

ふ考 はなかった。 唯 語學が 好きで 數學の 嫌 ひな 畢生 諸君と、 數學が 好きで 語 學が嫌 ひな 學生 諸君 

とに、 その 好きな ものと 嫌 ひな ものと に 存外 共通な 要素の ある 事 を 思 ひだ させ、 その 好きな もの 

に對 する 方法 を 利用して その 嫌 ひな もの を 犯 服す る 道程 を 暗示した いと 考 へたまで^ あった。 そ 

れが 矢張り 鬼 の 足跡 的 に 意外な 方面 を 飛び歩 いて 結局 こんな もの が 書き 上つ てし まった。 これ は 

矢張り 人間、 とい ふより 寧ろ 私の 言語の 不完全の せゐ だとして 讀 者の 寬容を 祈る 事と する。 

(昭和 四 年 四月、 東京 帝 國大學 新聞〕 


り よ 記 手の 人ャ ダュ るへ よま さ 


さまよへ るュダ ャ 人の 手記より 


一 涼し さと 暑さ 

此の 夏 は 毎日の や う に 實驗窒 で 油の 蒸餾の 番人 をして 暮らした。 昔の 武士の 中の 變 人達が 酷暑 

の 時候に ド テラ を 着込んで 火鉢 を 圍んで 寒い 寒い と 云った とい ふ 話が あるが、 暑中に 烈火の 前に 

立って 油の 煮える の を 見る の は實は 案外に 爽快な ものである。 

暑ぃ時に風呂に行っ て^_=中から熱ぃ湯を浴びると、 矢張り 「涼しい」 と 可也よ く 似た 感覺が あ 

る。 あれ も 同じ わけで あらう。 

涼しい とい ふの は溫 度の 低い とい ふこと、 は 意味が 違 ふ。 暑い とい ふ 前提が あって、 それに 特 

殊な條 件が 加 はって 始めて 涼し さが 成立す るので ある。 
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. 先年 鹽 原の 山中 を 歩いて 居た 時に、 偶然に 此の 涼し さの 成立 條件 を發 見した。 と 其 時に 思った 

ことがある。 蒸される やうな 暑苦しい 谷間の 坂道の 空氣の 中へ、 丁度 味噌汁の 中に 人れ た 蓴菜の 

やうに、 寒天の 中に 人れ た 小豆 粒の やうに、 冷たい 空氣の 大小の 粒が 交って、 それが 適當な 速度 

で 吾々 の 皮膚 を 撫で 、通る ときに 吾々 は正眞 正銘の 涼し さ を 感じる らし い。 

暑中に 冷藏 庫へ 這 人った 時の 感じ は、 あれ は正當 なる 涼し さと は 少しち がふ。 あれ は無氣 味な 

る沈營 である。 涼し さの 生じる 爲に は、 どうも 時間 的に 又 空間 的に 溫 度の 短 週期 的變 化の ある こ 

とが 必耍條 件で あるら しい。 

しかし、 寒中に 焚火 をしても 所謂 一 涼し さ 一 は 感じない ところ を 見る と、 矢張り 平均 氣溫の 高 

いとい ふこと が 涼し さの 第 一 條件 でなければ ならない。 さう して 其の 平均 氣溫 からの 擬 週期 的 

變 化 が 第二 條件 であると 思 はれる。 此の 變化 は必 しも 低溫の 方向に 起らなくて もい、 とい ふ 

こと は、 暑中 執 一？ il を 浴びる 實驗 から も 分る と 思 ふ。 多分 溫 度が 急激に 降下 するとき に隨 伴す る感 

覺 であって、 然も それ はすぐ に 飽和され る 性質の ものであるから、 此の 感覺 を繼績 させる 爲には 

結局 週期 的の 變 化が 必耍に なると 考 へられる。 

子供の 時分、 暑い 盛りに 背中へ 澤 山の 灸 をす ゑら れた 經驗が あるが、 あの 時の 背中の 感覺に は 
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り よ 旨 己 手の 人ャ ダュる '、 よま さ 


矢張り 一， 涼し さ」 と 何處か 似通った 或 物が ある。 此れ は 此處の 假說を 裏 »1 する。 

こんな 事を考 へて 居た ので あるが、 今年の 夏 房 州の 千 倉へ 行って、 海岸の 強い 輻射の エネ ルギ 

1 に充 たされた さ 間の 中 を 縫うて 來る 涼風に 接した ときに、 暑さと 涼し さと は 互に 排他的な 感覺 

でなくて 共存 的な 感覺 である ことに 始めて 氣が 付いた ので ある。 暑い と 同時に 涼しい とい ふこと 

或は 寧ろ 暑い 感じ を 伴 ふこと なしに 涼し さは 感じ 得られな いとい ふこと が 一 般 的な 事實で あるの 

に、 吾々 は 暑い 涼しい とい ふ 二つの 言葉が 反對 のことの やうに 思 込んで しまって 居た ために、 こ 

んな 分り切った ことに 今迄 氣が 付かないで 居た ので はない か。 此處 でも 吾々 は 「言葉」 とい ふ 喊 

つきに 欺され て 居た ので はない か。 

「暑い」 とい ふこと、 寒暖計の 示度の 高い とい ふこと、 も、 互に 關係は あるが 同意義で はない 

いっか 新聞の 演藝 風聞 錄に、 或る 一頭の 惡ぃ」 とい ふので 通って 居る 名優の 頭の 惡ぃ 證據 として 

次の やうな こと を 書いて あった。 或る 酷暑の 日に 其の 役者が 「今日は 大分 暑い と 見える、 觀 客席 

で 扇の 動き 方が 劇しい やう だ」 と 云った とい ふので ある。 此れ は 併し 其の 役者の 頭の 惡ぃ 證據で 

なくて 良い 方の 破格の 一 例と して 取扱 はるべき ものである かも 知れない。 暑い 日の 舞臺の 上は自 

然 的の 通風で 案外 涼しい かも 知れない し、 それでなくても、 其の 役者が 眞 面目に 芝居 を やって 罟 


35 


る 限り 其 日が 特に 暑い 日で あるかな いか 分る 害がない ので ある。 それ は 炭坑の 底に 働いて 居る 坑 あ 

夫に、 天氣が 晴れて 居る のか 暴れて 居る のか t 分らない のと 同樣 である。 それで 扇の 動き 方で 其 

日の 暑さ を 知った とい ふの は、 雁行の 亂る、 を 見て 伏兵 を 知った 名將と 同等 以上で あるの かも 知 

れ ない。 併し 恐らく 此れ は 凡ての 役者に 昔から よく 知られた 極めて 平凡な 事實 であるか も 知れな 

い。 さう だとして それ を 今頃 氣が 付いた とすれば、 成程 此れ は 頭の 惡ぃ 證據 になる かも 知れない。 

演藝 風聞 錄の 頭の い 、記者 は 多分 此の 意味で 書いた に 相違ない ので あるが、 此れに 此れ だけの 註 

釋を つける こと も出來 るので ある。 

ニ玉蟲 

夏の 或 日の 正午 駕籠 町から 上野 行の 電車に 乘 つた。 上富士 前の 交叉 點で乘 込んだ 人々 の 中に 四 

十 前後の 色の 黑ぃ紘 人が 居た。 自分の 隣へ 腰 を かける と 間もなく 不思議な 擧動 をす るの が 自分の 

注意 を ひいた。 ハ ンケチ で 首筋の 邊を はたく やうな こと をして 居る。 すると 眼の 下の 床へば たり 

と 一 疋の 玉蟲が 落ちた。 仰向きに 泥 だらけの 床の 上に 落ちて、 起き直ら うとして 藻搔 いて 居る の 

である。 しばらく 見て 吾た が乘 客のう ちの 誰も それ を 拾 ひ 上げよう とする 人はなかった。 自分 は 


リ よ 記 手の 人 ャダュ るへ よま さ 


そっと 此の 甲蟲 をつ まみ 上げて ハ ンケチ で 背中の 泥 を 拭うて 居る と、 隣の 女が 「それ は 毒 蟲ぢゃ 

ありま せんか I と 聞いた。 蟲を ハンケ チに くるんで 力 クシに 押し込ん でから 自分 はチ H スタ ー ト 

ンの 一 ブラウン 敎 父の 祕密」 の讀 みかげ を讀 みつ けた G 

研究所へ 歸 つてから 思 出して ハンケ チを 開けて 見る と、 大分 苦しんだ と 見えて、 糞を澤 山に ひ 

り 散らした 痕がハ ンケチ に印銘 されて 居た。 手近に あった アル コ ー ルの數 滴 を 机の 上に 垂 して 其 

の 上に 玉 蟲のロ をお つつけ ると、 蟲は 活遗に 其の 嘴 を 動かして アル コ ー ルを 飲み込んだ。 それが 

111! ！々 の 眼に はさ もさもう まさう に 飲んで 居る やうに 見えた。 蟲の 表情と い ふ ものが あり 得る かど 

うか 知らないが、 唯 机の 上の アル コ ー ル の 減じて 行く 速度が さう いふ 感じ を 起させた ので ある。 

幾 ミリ グラ ム かの 毒液 を 飲み 終る と、 もう 石の やうに 動か なくなつ てし まった。 

其處へ 若い F 君が やって来た。 自分 は F 君に、 此の 蟲が 再び 甦る と 思 ふか、 此 儘に 死んで しま 

ふと 思 ふかと 聞いた。 勿論 自分に も 分らなかった ので ある。 F 君 は 二 〇 プロ セント は 甦る と 云 ひ 

自分 は 百 プロ セント 死ぬ とい ふこと にして、 それで 賭 を するとしたら、 どうい ふ 勘定になる かと 

いふ 問題 を 色々 に 議論した。 

「午後の 御茶」 の 時間に 皆で 集まった ときに、 自分 は、 此の 玉蟲が 一 體何處 で 彼の 婦人の 髮の W 


毛に 附着して、 さう して 電車の 中に 運ばれた であらう かとい ふ 問題 を 出した。 Y 君は染 井の 墓地 

からと いふ 說を 出した。 私 は 吉祥 寺で はない かと も 云って 見た。 

此の 婦人に は 一 人 男の 連れが あつたが、 電車で はすつ と 離れた 向 側に 腰 を かけて 居た。 後に 其 

の 隣に 空席が 出来た ときに 女の 方で 其處へ 行って 何 かしら 話 をして 居た ので ある。 

吾々 の 問題 は、 蟲が 髮に附 いてから、 それが 首筋に 這 ひ 下りて 人の 感覺を 刺戟す る 迄 大凡 どの 

位から どの位 迄の 時間が 經過 する もの かとい ふので あった。 若しも 其の 時間が 決定され、 そして 

其の 人が 電車で 來 たものと 假定 すれば、 H 、の 時間と 電車 速度の 相乘 積に 等しい 半徑 で地圖 上に 圓 

を 描き、 其の上に ある 樹林 を 物色す る ことが 出来る。 併し 實際 はさう 簡單に は 行かな レ 

^し 此の 玉蟲の 一例 は、 吾々 が 吾々 の 現在に こびり 付いた 過去の 一片 をから だの 何處 かにくつ 

つけて 歩いて 居る とい ふことの い \ 例證に はなる であらう。 

若しも 其 日の 夕刊に、 吉祥 寺か染 井の 墓地で 或る 犯罪の 行 はれた 記事が 出た としたら、 探偵で 

ない 自分 は、 少 くも 一つの 月並みな 探偵 小說を 心に 描いて、 此れに 「玉 蟲」 と 題した かも 知れな 

アル コ ー ル を飮ん だ玉蟲 はたう とう 生き返らなかった。 人間 だとしたら 多分 一 ボ ン ド 位のお ァ 
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ルコ ー ルを 飮んだ わけで ある。 

手近に あった 水銀 燈を點 じて 玉蟲を 照らして 見た。 あの 美しい 綠色は 見え なくなって、 鏽 びた 

ひわ 茶色の 金屬 光澤 を 見せた が、 腹の 美し い 赤銅色 は その ま 、 に 見られた。 

三 杏仁 水 

或る 夏の 夜、 神 田の 喫茶店へ は ひって 一杯の アイス タリ- 1 ムを 食った。 其の アイス クリ ー ムの 

香味に は 普通の ヴァ 一一 ラの 外に 一種 特有な 香味の 混じて 居る のに 氣が ついた。 さう して それが 杏 

仁 水で ある こと を 思 出す と 同時に 妙な 記憶が 喚び 起されて 來 たので ある。 

中學四 年頃の ことで あつたかと 思 ふ。 同級の r 君が 脚氣で 亡くなった ので、 吾々 數 人の 親し か 

つた 連中で 其の 葬式に 行った。 南 國の眞 夏の 暑い 盛りであった。 町から 東の 0 村 迄 二 里ば かりの、 

樹藤ー つない 稻 田の 中の 田圃 道 を 歩いて 行った。 向へ 着いた ときに 一 同 はコ ップに 入れた 黄色い 

ム砍料 を 振舞 はれた。 それ は 强ぃ藥 臭い 句と 甘い 味 を もった 珍ら しい 飮料 であった。 要するに それ 

は 一種の 甘い 水薬であった ので ある。 尤も I 君の 家は醫 家であった ので、 炎天の 長途 を 歩いて 來 

た 吾々 子供達の 爲に暑 氣拂の 淸涼劑 を 振舞って くれたの である。 後で 考へ ると あの 飮枓の 句の 主 S 


調 をな す ものが、 矢張り 此の 仁 水であった らしい。 

明治 二十 年代の 片田舍 での 出来事と して 考 へる ときに 此の 杏仁 水の 饗應が 甚だ オリ ヂナル であ 

り、 ハイカラな 現象であった やうな 氣 がする。 

大 學在學 中に、 學 生の 爲に 無料 診療 を 引受けて 居た 所謂 校醫に K 氏が 居た。 い たづら 好きの 學 

生 達 は 彼に 「杏仁 水」 とい ふ？ W 名 を 奉って 居た。 理由 は 簡單な ことで、 如何なる 病氣 にで も 其の 

處 方に 水：： 仁 水 の 零 點幾グ ラム か 加 へられる と 云 ふだけ である。 何時か 診察 を 受け に 行った とき 

に、 先に 來て 居た ー學 生が 貰った 處方 を 見ながら 「叉、 杏仁 水です か」 と 云って 一一 ャリ とした- 

K 氏 は 平然として 「君 等 は 杏仁 水 杏仁 水と 馬鹿にす るが、 杏仁 水で も、 入 を 殺さう と 思へば 殺せ 

る」 と 云った。 此の 場合で は 杏仁 水が、 陳腐なる もの コンヴ ェンシ ョナル な もの 、代表と して 現 

はれた わけで ある。 

ま 分の 五十 年の 生. 涯. の 記錄の 索引 を 繰って^ 仁 水の 項 を 見る と、 先づ 此の 二つの 箇條が 出て 來 

る 0 

近來 太：： 仁 水 の ，4 のす る 水 藥を飮 まされた 記憶 はさつ ばりない。 ^しく g< がなかった 53- であった 

爲に、 今 此の アイス タリ— ムの 3 の 刺戟に よって 飛び出した 追想の 矢が 一 と 飛びに 三十 年 前へ 飛 
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び 越した のか も 知れない。 

不思議な ことに、 此の 一杯の アイス タリ— ムの 香味 は 其 時の 自分に は 何 かしら 淸新 にして 豫首 

的な もの . ^やうな 氣 がした ので ある。 

四 橋の 袂 

千 倉で 泊った 宿屋の 二階の 床 は 道路と 同 平面に ある。 自分の 部屋の 前が 橋の 袂に當 つて 居る の 

で、 夕方 橋の 上に 涼みに 來る 人と 相對 して 樂に 話しが 出来る 位で ある。 

宿の 主人が 一 匹の 子猫の 頸 をつ まんで ぶら下げながら 橋の 向 側の 袂へ 行って ぼい とそれ を はふ 

り 出した。 猫 は 恰も 何事 も 起らなかった かの やうに うそう そと 橋の 欄干 を g< いで 居た。 

女中に 聞いて 見る と、 此の 橋の 袂へ猫 を 捨てに 來る 人が 毎日の やうに あって、 其 等の 不幸なる 

孤兒 等が 自然の 徑路で 此の 宿屋の 臺 所に 迷 込んで 來る さう である。 成程 始めて 此 處へ來 たと きか 

ら、 此の 村に 瘦 せた 猫の 數の 甚だ 多い ことに 氣が 付いた 位で あるから、 從 つて 猫 を 捨てる 人の 多 

いのも 當然 であらう と 思 はれた。 

猫 を 捨てに 出た 人が 恰好の 捨場 を 求めて 歩いて 行く うちに 一 つの 橋の 袂に來 たと すれば、 其の 
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人 は 又 恐らく 當然 其處で 其の 目的の 行爲を 果たす に 相違ない。 此れ は 何故で あらう か。 橋の 袂は 

交通 線 上の 一 つの シ i ュ Sf C であって、 歩行者の 心の テンポに 或る 加速度 を與 へる 爲に 自然に 豫 

定の 行爲へ の 衝動 を 受ける のか も 知れない。 

吾々 の 生活の 行路の 上に も 亦 かう いふ 橋の 袂が ある。 さう して 其處で 自分の 過去の 重荷 を 下さ 

うとして 躊路 する ことが 厘" ある C 同様に 國家 社會 の藤史 の 進展の 途上に も 幾多の 橋の 扶が ある „ 

敎育家 爲政者 は 行 手の 橋の 袂の 所在 を 充分に 地圖の 上で 研究して おかなければ ならない と 思 ふ。 

辨慶が 辻 斬 をした の は 橋の 袂 である。 鍋燒 うどんや 夜廳も 亦， ir 、橘の 袂を 選んで 店 を 張った。 

獄門の 晒 首 や 迷子の しるべ、 御觸れ の揭示 等に も 亦：^、、 橋の 袂が 最も ふさ はしい 地點 であると 考 

へられた。 此れ は 云 ふ 迄 もな く、 橘が 多くの 交通路の 集合 點 であって 一種の 關門 となって 居る か 

ら である。 從 つて あらゆる 街路よりも 交通の 流れの 密度が 大きい からの ことで ある。 

此の 第二の 意味に 於け る 「橋の 袂」 の やうな もの も 亦 個人の 生活 や 人類の 藤史の 上に 澤 山の 例 

が ある。 十字軍 や 一 九 一 四 年の 歐洲 大戰の 如き は 世界人 類の 歷史の 橋の 袂 であり、 ボ ー ル. セザ 

ンヌと 名づ けられた 一人の 田 舍爺は 世界の 美術史の 上の 橋の 袂 である。 ニュ ー トン、 アイ ンシュ 

タイン、 ブラ ンク 等の した 仕事 も 亦 物理 學 史上の それぐ の 橋の 袂で あつたと も 云 はれる。 
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吾 々® 人に 取って 一 番 重大な の は 吾々 の內部 生活に 於け る、 第 一 並に 第二の 意味に 於け る 橋の 

抉で ある。 此處で 吾々 は 身 を 投げる か、 辨慶の 蔵 刀の 鏽 となる か、 夜 鸞に食 はれる か、 それとも 

叉鍋燒 うどんに 腹 を こしら へて 行 手の 旅 を 急ぐ かで ある。 (昭和 四 年 九月、 思想 リ 


ル クレチ ウス と科學 


緖 1  一一 一 t 

今から もう 十 餘年も 前の ことで ある。 私 は 誰かの 物理 學史を 讀んで 居る うちに、 耶蘇 紀元前 一 

，紀 の顷 口  — マの 詩人 哲學 者ル クレチ ウス (紀元前 九 八— 五 四) が、 暗窒 にさし 入る 日光の 中に 

舞踊す る 微廉の 混 亂狀態 を 例示して 物質 元 の 無秩序 運動 を說 明した とい ふ 記事に 逢： して 驚嘆 

の 念に 打 たれた ことがあった。 實に 天下に 新しき 何物 もない とい ふ 錄を思 出す と 同時に、 叉 地上 

に は 古 い 何物 もない とい ふこと を 痛切に 感じさせられた のであった。 

せ、 後 に 私 は 友人 安倍 能 成 君 の 「西洋 哲 學史」 を讀 んで、 ロイ キッ ボス、 デモ タリ トス、 干ビク 

II スを 經てル クレチ ウスに 傅 はった：： 儿子 論の 祉概 や、 其の 說の 哲學 的の 意義、 他舉 派に 對 する 關 
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係 等に 就いて 多少の 概念 を 得る 事が 出來 た、 と 同時に 此の 原子 說に對 する 科學者 としての 强ぃ興 

味 を 刺戟され た。 而 して 此の 說の 內容に 就いても う 少し 詳し い 知識 を 得たい とい ふ 希望 を もって 

居た が、 吾々 の やうな 職業 科學 者に 取って は、 讀 まなければ ならない 新しい 專門 的の 書物が 餘り 

に 多い 爲に、 どうも 二 千年 前の 物理 學を 復習す る 暇がない やうな 氣 がして、 ついく その 儘に な 

つ て 居た ので ある。 

ところが、 昨年の 夏で あつたか、 或 日 丸 善の 一 一階で あてもなく ェヴリ —マンス . ライブ ラリ— 

を 漁って ゐる うちに 

Lucl.etiu-S  ；  (.)f  the  Nature  of  Thing-S.  A  Metri (さ 1 Tl.ansltltion l〕y  willijllll ； Kll-V  I」eonal.d 

とい ふの が 眼に ついた。 さう して 舊 知の 人に めぐりあつ たやうな 氣 がして 早速 一本 を 求め、 ^り 

の 電車の 中で 處々 拾ひ讀 みに して 見る と、 豫想 以上に 面白い 事柄が 滿 載され て ある やうに 感ぜら 

れた。 それから あちらこちらの 往復に 電車で 費す 時間 を 利用して 19^ も 角 も 一度 讀 了した。 その後 

或る 物理 學 者の 集 會の 席上で 私 は 此の 書の 內容の 梗概 を 紹介して、 多くの 若い 學者 達に 一 讀を勸 

めた こと もあった 0 

今年 (一九二 八) になって 雜 誌ネチ ユア— (四月 十四日 發行) の卷頭 紹介 攔に 
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Munl.o*s  IJUCl.ctius.  Fmu.tll  .Kdlti 一 tiimlly  revised. 

に關 する ダル シ ー . タムソ ンの 紹介 文が 現 はれた。 其れによ ると、 此の 書の 第一 一 卷目は マ. ン 口 ー 

の 詳細なる 評註に 加 ふるに、 物理 學 者の ダ . ァ ン ドラ デ > 二 ~1  (一- さ 1。) の 筆に 成る ルク. 

レ チウ スの 科學的 意義に 關 する 解說を 收錄 して あると いふ ことであった C それで 此れ を 取 寄せて 

その 解 說を讀 むと 同時に、 又 評註の 中の 摘要 を 便りに してもう 一度 詳しく 讀み 返して 見た。 而し 

て讀 めば 讀む程 面白い 本で あると いふ 考を 深く した。 

マンロ ー の 註 は、 勿論 ラ チンの 原文 を讀 まんと する 人の 爲に 作られた ものであって、 自分の や 

うな 古典の 知識の ない もの にと つて は 大部分 は 所謂 猫に 小判で ある。 ^し 原詩の 十 行 或は 三十 行 

毎に 掲げた 摘耍は 便利な ものである。 

マ ン 0  — の 第三 卷は 此の 人の 對語譯 で、 同じ ものが ボ— ン のボビ ユラ ー . ライブラリ ー の 中に 

も 出て 居る さう であるが、 自分 は 未だ 此の 譯を 讀んで 居ない C 

想 ふに ルクレ チウ スを讀 み 破る 事が 出来たら、 今迄の ルクレ チウ ス 研究者が 發 見し 得なかった 

意外な もの を 掘り出す 事が 出來 はしな いかと 疑 ふ。 それ 程に ルク レチ ウス の 中には 多くの 未来が 

默 示されて 居る ので ある。 
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ァ ン ドラ デ の解說 によると、 近代 物理 學の 大家であった ゲル ヴィ ン卿も 亦 ルクレ チウ スの愛 請 

者であった。 卽ち 卿の 一 八 九 五 年の 或る 手紙の 一節に 「此 頃、 マ ン 口 ー 譯の 助け を かりて ルクレ 

チウ スを 讀んで 居た。 そして 原子の 衝突に 就いて 何とか 自分 流儀の 解釋 をして 見ようと 思つ て大 

分骨 折って 見た が、 どうもう まく 出来ない」 と 云って 居る。 

ル クレチ ウス の默 示から 何等かの 大きな 啓示 を 受けた 學 者の 數は、 恐らく 少なく はなかった で 

あらう。 アンドラ デに 依る と、 一一 ゥ トンの 原子に 關 する 說 明を讀 めば、 彼が ルク レチ ウス を 知ら 

なかった と 想像す る 事 は 出来ない とい ふこと である。 ロバ ー ト- ボイル も 直接に、 又ガッ セン デ 

ィを 通じて 間接に ルク レチ ウス に 親しんだ 事が 明で ある。 又 微粒子の 雨に よって 重力 を說明 せん 

とした ル • サ ー ジュ は 其の 論文に Lucr ぎ e  Ngtonicn とい ふ 表題 を 付けた 位で ある。 此の 說が後 

に ゲル ヴィ ン によって 更に 追求され た 事 はよ く 知られた 事で ある。 ケ ルヴィ ン の 外に クラ ー ク . 

マ クスゥ H ルゃ ティ ン ダルの 如き 大家 も亦ル クレチ ウス に 注意 を拂 つたと いふ 事實が ある さう で 

ある。 それ は 鬼に 角、 此の やうな 形跡 を 物理 學 史上に 殘 さないで、 しかも 實際ル クレチ ウスから 

大きな 何物 か を 感得した 物理 學者 化學者 生物 學 者が どれ だけあった かも 知れない とい ふこと は、 

比の 一 卷を讀 了した 凡ての 人の 所感で なければ ならない。 それだけ 多くの 未来に 對 する 默 示が 含 


まれて 居る ので ある。 今から 百年 前 に 此の 書 を 讀んだ 人に は 恐 らく 無意味な 囈語 の やうに 思 はれ 

たで あらう と 思 ふやう な 章句 で 、 五 十 年 前 の 讀者 に はやつ と 始めて 其當時 の 科學的 の 言葉 で 飜譯 

された であらう と 思 はれる のが ある。 それ どころ か 十 年 前の 物理 學者 ならば 何の 氣 なしに 讀 過し 

たで あらう と 思 ふ 一 句が、 最新 學說の 光に 照らして 見る と 意外な 豫言 者と して 吾々 の 眼に 飛込ん 

で來 るの も ある やうで ある。 

私が ルク レチ ウス を 紹介した 集會の 席上で、 今時 さう いふ 黴臭い もの を讀ん で、 實 際に 現在の 

物理 學の 研究 上 に 何 か の具體 的の 啓示 を 受ける とい ふ 事が 果して 有り得る であらう かとい ふ 疑 を 

浅ら した 人 もあった。 此の 疑 は 或は 現代の 多くの 科學 者の 疑 を 代表す る ものである かも 知れな い „ 

讲し私 は 確かに 其れが 可能で あると 信じる 一 人で ある。 勿論 科學 者の 中には 色々 の 種類の 性質の 

人が ある。 暗示に 對 する 感受性の 鋭敏な 質の 人と 鈍感な たちの 人と が ある。 解析 型 クラシカル 型 

の 人 は 多く 後者に 屬し、 幾何 型 U マン チッ ク 型の 擧者は 前者に 屬す るの は 周知の 事實 である。 一お 

示に 對 して 耳と 眼 を閉ぢ ない タイプの 學 者なら ば、 ル クレチ ウスの 此の 默示錄 から、 恐らく 數限 

りない 可能性の 源泉 を 汲み取る 事が 出来る であらう。 少 くも 或る 所まで 進んで 來て 行き詰り にな 

つ て 居る 考に 新し い 光 を 投げ、 新たな 衝動 を與へ る 何物 かを發 見す る 事 は 決して 珍ら しく は ある 
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まいと 思 ふので ある。 

要するに ルクレ チウ スは 一 つの 偉大な 科學 的の 默示錄 である。 其 儘で 現代の 意味に 於け る 科學 

書で は 勿論 有り得る 害がない。 若し 此の 書の 內容 を遂 次に 點檢 して、 此れ を 現在の 知識に 照らし 

て 科學的 批判 を 試み、 色々 な 事實ゃ 論理の 誤羅を 指摘して、 い、 氣持 になら うと すれば、 それ は 

赤ん坊の 腕 をね ぢ 上げる よりも 容：^ であると 同時に 又 それ 以上に 大人 氣 ない 馬鹿 氣た 事で なけれ 

v< ならな. so 

近着の 雜誌 リリュ スト ラシ オンに 「默示 錄に現 はれた る 飛行機と 科 學戰」 と 題す る 珍奇な 繪入 

の讀 物が ある。 ョ ハネの 默示錄 の 第 九 章に 示された 恐ろしい 蝗の災 を歐洲 大戰に 於け る 飛行機に 

うまく 當て はめて 面白く 書いて ある。 此れ も 矢張り 一種の 默示 である。 併し 如何程 迄に 蝗の 記述 

が戰鬪 飛行機に 當て 嵌まっても それ は 決して 科學 的の 豫 言と は 名 づけ 難いで あらう。 然 らば ルク 

レ チウ ス の 默示も 亦 此れと 同じ やうな 意味の 默示 に過ぎない であらう かと 考へ て 見る と、 自分に 

は 決して さう は 思 はれない ので ある。 ョ ハネは 目的の 上から 旣に 全然 宗敎 的の 幻想で あるのに 反 

して、 ル クレチ ウス の 方 は 始めから 科學 的の 對象を 科學的 精神に よって 取扱った ものである。 彼 

の 描き出した- 兀 子の 影像が 假令 現在の- 2- 子の 模型と どれ 程 一って 居ようと も、 彼の 元 子の 目的と 4 


すると ころ は 矢張り 物質の 究極 組成 分と しての- 儿 子で あり、 此れの 結合 や 運動に よって 說明 せん 

と 試みた 諸 現象 は 正しく 現在 吾々 の 原子に よって 說 明しょう と 試みつ 、ある 物理的 化學的 現象で 

ある。 

意味の 分らな い 首 葉の 中から は あらゆる 意味が 導き出される こと は事實 である。 狡猾なる 似而 

非豫 一一 一一 n 者 等 は 巧に 此の. 定型 を應 用す る 事 を 知って 居る。 併し ルクレ チウ スは 彼の 知れる 限り を 記 

述 する に當 つて、 意識的に 殊更に 言語 を晦 漉に して 居る ものと は 思 はれない。 少く とも 譯文を 見 

ただけ では さう は 思 はれない。 多くの場合に 吾々 は 彼の 云 はんと 欲する 處を 可也の 程度 迄 確に 具 

體 的に 捕へ 得る やう に 思 ふ。 かう い ふ點 でも ル クレチ ウス の 書 は 決して 偶然 的豫ー 百と 混同 さるべ 

き 性質の もので はない。  . 

私 は 今ルク レ チウ スを 紹介 せんとす るに 當 つて 先 づ此點 に 誤解の ないやう に、 わざ/ \ 贅言 を 

費やす 必要 を 感じる。 ^し ルクレ チウ スの 書の 內容 の科學 的と 名 づける とい ふこと に 就いては 多 

くの 31:: 論が あるに 相逮 ない C 特に 現在の 所謂 精密 科 學の學 徒から 昆れば 到底 彼等の 考 へる 科學の 

域に 容れる こ と を 承認 し 難い ものと 考 へられる に 相違な い 。 

問盟は 畢竟 科學と は何ぞ や、 精密 科举と は何ぞ やとい ふこと に歸^ する。 併し 此の 問題 は 明に 
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科 拳の 問題で はなく 從 つて 科 學 者 自身 だけで は容 に， へられない 問題で ある。 私 も 今玆で 此の 

六 かしい 問題の 考察 を 試みる 考 はない ので あるが、 唯 現在の 精密 科 學の學 生 達の 多くが、 此の 問 

題に 餘り に甚 しく 無關心 である こと は事實 である = 彼等 は 高等 學 校から 大學 へ來て 各自 專門 の 科 

學の 部門の 豐窗な 課程に 食傷す る 程の 敎育を 受ける ので あるが、 未だ 曾て 何處 でも 科學 とか 何と 

かいふ 事に 就いての 考察の 端緒 を も 校 けられな いので ある。 其 結果 はどうで あるか。 例へば 物理 

學の 課程 を 立派に 修得し、 更に 大學 に 人り 五 年間の 研究の 成果に よって 學位を 得た 後に 於ても、 

何が 物理 擧で あるかに 就いて 夢想 だ もしない とい ふ 事が 可能と なる 譯 である。 尤も 此れ は 其 人が 

立派な 一 人前の 物理 學者 となる 爲には 少しも 妨げと はならない 事 も事實 である。 それ は 日本人と 

は 如何なる もの か を 少しも 考へ て 見る ことなしに 立派な 日本人で あり 得る と 同じ 事で ある。 それ 

で 此の 學 者が 自分の 題目 だけ を 追究して 居る 間 は 少しの 不都合 も 起らない ので あるが、 一 度 かう 

いふ 學者 達が 寄 合つ て、 •  丸に 科學と いふ もの 、本質 や：；： 的ゃ範 圍に關 する 各自の 考を 開陳し 合つ 

て 見たら、 其の 考が 如何に 區々 な もので あるか を發 見して 驚く ことで あらう と 思 ふ。 甲が 最も 科 

學 的と 思 ふ 事が 乙に は 工業 的に 思 はれたり、 乙が 最も 科學 的と 考へ る ことが 屮には 最も 非 科學的 

な 遊戯と 思 はれたり するとい ふ 意外な 事 實に氣 が 付く であらう C 
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w は數 理の應 用が 最高の 科學 的の 仕事 だと 考へ て 居る 間に、 丁 は 實驗ゃ 測定 こそ 眞に 貴重な 科 

學の 本筋で あると 考へ て 居る のを發 見す るで あらう。 尤も 此の やうに 銘々 の 見解の 相違す る 事 は、 

必す しも 科學の 進歩に 妨げ を 生じない のみなら す、 或は 却って 寧ろ 必要な 事で あるか も 知れない „ 

併し 今ルク レチ ウス に 科 學の名 を與へ るか 與へ ないかと いふ 問題と なると、 前述の 見解の 相違 

の 結果が 明瞭に 現 はれて 來 るので ある。 

現在の 精密 科學の 方法の 重要な 目標 は 高級な 數 理の應 用と、 精總な 器械 を 用ゐる 測定で ある。 

此れが 百年 前の 物理 學と 今の 物理 學 との 間に 截然たる 區 別の in 標を與 へ るので ある。 それで 考へ 

方に よって は 物理的 科學 の 進歩 卽ち應 用 數學と 器械 の 進歩 であるかの 如き 感じ を與 へ るので ある- 

今 若し 此の 一 一つ の sn 標 に準據 して ル ク レチ ウス を 批判し 採點 すると すれば どうで あらう。 此れ は 

いふ 迄 もな く 全然 落第で あり ゼ である。 何と なれば 全卷を 通じて 簡單な 代數式 一 つなく、 又 何 

等の 簡易な 器械 を 用ゐて 如何なる 量 を 測定した 痕跡 もない からで ある。 

併し、 今一 方に 數理と 器械 を 持たない 赤手の ルク レチ ウス を 立た せ、 此れと 並べて 他方に 數學 

HE と 器械 を 山程 接み 上げた 戶棚を 並立 させて よく/ \ 眺めて 見る の も 面白い。 ル クレチ ウス は 素 

手で 鬼 も 角 も 後代 の 物理的 科學 の 基礎 を m は いた こと は事實 であるのに、 頭腦 のな い 書物と 器械 だ 
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けで は 科 學は秋 毫も 進められな いので ある 

此の 明白なる 事實は 不幸に して 往々 忘れられる。 數學と 器械が、 それ を驅 使す る 眼に 見えぬ 魂 

の 力に よって 初めて 現 はし 得た 偉大な 效 果に對 する 感歎の 念 は、 何時の間にか 數學と 器械 その も 

の iJi 對 する 禺像的 禮罕の 心に 推移しょう とする 傾向 を 生す る。 さう い ふ 傾向 は 特に 現代の ァ カデ 

ミツ クな敎 育 を 受けた 若い 學 生の 間に 多い のみなら す、 又 西洋で も 一 一三 流 以下の 學 者の 中に 可也 

に 存在す る やうに 見える。 此の 迷信の 結果 は往々 甚だしく 滑稽な 事に なって 來る。 極めて 不適 當 

或は 誤った 考を 前提と して そして 恐ろしく 面倒な 高等 數學 の數式 を取极 ひ、 その 解式が 得られる 

と、 その 數 式の 神 祕な 力に よって、 瓦礫の 前提から 寶 玉の 結果が 生れる かの やうな 氣 がしたり、 

叉 その 計算が 六 かしく 面倒で あれば ある 程、 その 結果の 物理的 價愤が 高められ るかの 如き 幻覺を 

生ぜし める こと も 稀で はない やうで ある。 併し 數學の 應用は 畢竟 前 措の 分析で ある。 紛を 化して 

金と する 魔力 はない ので ある。 同じ やうに 立派な 高價な 器械 を 使へば 使 ふ 程 何 かしらい、 結果が 

得られる とい ふやうな 漠然たる 豫感も 矢張り 器械に 對 する 一 つの 迷信で ある。 如何に 良い 器械で 

も 下手に 使へば、 惡ぃ 器械 を 上手に 使 ふよりも 惡. S 結果 を 得る 例も少 くない。 尤も 有り 来りの 陳 

腐な 方法 を 追求す る 場合に は、 器械の 良い 程 良い 結果 を 得られる の は 普通で ある。 併し 本 當な意 S 


味での 新しい 獨创 的の 硏 i 九 をす るのに 市場 に寶り 卜：： されて 保證の 付いて 居る 程陳. M な 器械ば かり 

寄せ集めて 出來 たためし は 恐らくない であらう。  • 

尤も かう 云った からと て 私 は、 定石 的 數學應 用の 理論 ゃ旣成 的の 方法 器械に よる ル ー ティ ン的 

の實驗 則定の 仕事の 價値を 少しで も賠 さう とする もの ではない。 さう い ふの が 無數に 寄り集まつ 

てこ そ、 初めて 現在の 如き 科學の 壯麗な 殿堂が 築き上げられ たとい ふこと は 毫も 疑ふ餘 地の ない 

ことで ある。 

阱し 如何に 建築 材料 だけが 立派に 堆積され てあつても それだけ では 殿堂 は 出来ない。 殿堂の 建 

設には 設計者の ファ ンタジ ー が 必要で ある G 

科學の 殿堂と 云っても、 その 建設 は 勿論 家屋の 建築と は譯 がちが ふ。 家屋の 建築 は 設計者の 氣 

隨 になる。 必要な 建築 學 上の 規則に 牴觸 しない 限り は あらゆる 好きな 恰好の もの を 設計して もよ 

い it^ である。 然るに 科學の システムの 設計 はさう 勝手に 出來る もので はない。 相手が 旣に與 へら 

れた 自然界で ある。 例へば さ 中 を 落下す る 石塊 を 我等の 意志の 力で 止める 譯には 行かない。 それ 

で、 强 ひて 科學の 系統の 建 f-lB を 建築に 譬 へようと すれば、 其れ は數 限り もない 種々 な 所定 條 件の 

どれに もうまく 適合す る や、 クな家 を 造り上げ ると いふ 事で ある。 さう いふ 建築、 さう いふ 系統が 
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究極 的に 果して 出來 得る かどう か。 それ はル クレチ ウス の 時代に もよ く 分らなかった と 同様に 現 

在に 於ても 分らな いこと である。 併し それが 出來 ると いふ 信念の 下に 努力して 來た 代々 の學 者の 

莫大な 努力の 結果が 卽ち 現在の 科學の 塔で ある。 

科 學の高 塔 は 未だ 曾て 完成した 事がない パべ ルの 塔で ある。 此れで もう 大體 出來 上った と 思 ふ 

と、 實 は出來 上って 居ない とい ふ 證據が 脚ー兀 から 發 見され る。 職工 達の 言葉が 混亂 して 分らな く 

なる。 併し、 凡ての 時代の 學者は その 完成 を 近き 將來に 夢み て 来た。 現在が さう であり、 未来 も 

恐らく さう であらう。 

此の 恐らく 永遠に 未完成で あるべき 物理的 科學の 殿堂の 基礎 は 誰が 置いた か" 此れ は 勿論 一 人 

や 二人の 業績で はない。 ^し 其の 最初の プラン を 置き 最初の 大黑 柱を樹 てた もの は、 恐らく ルク 

レチ ウス の 書物の 內容 を寄與 した H ピキ ユリアン の哲學 者で なければ ならない。 人 はァリ スト テ 

レ スゃ ピタゴ ラス を擧げ るか も 知れない。 前者 は 多くの 科 學的素 村と 問題 を 供し 後者 は 自然の 研 

究に數 の觀念 を 導 人した とい ふやうな 點で 彼等 も 亦科學 者の 祖先で ない と は 云 はれない。 ^し 彼 

等の 立って 居た 地盤 は 今の 自然 科學の それと は 寧ろ 對摭 的に 反對な ものであった やうに 見える。 

形而上 學 的の 骨條に 自然 科 學の肉 を 着けた ものと 云 ふ 批評 を 免れる こと は 六 かし い。 併し さう い 
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ふ 目的論 的 形而上 擧 的の. 1^ を掎 置に^ 却して、 殆んど 現在の 意味に 於け る 物理的 科 畢の棍 本 方針 

を 定めた も © は 恐らく ェ ビク ti ス 澱の 人. V でなければ ならない- 彼等 は少 くも 現在の 科擧の 道 

或 は 骨 像 を 殆んど 決定的に 定めて しまった とも 云 はれる。 後^^^の摹者は此れに肉を着け皮を着せ 

る 事に 努力して 来た やうに も 見られる C  . 

此の 大 IKisti 決して 數畢ゃ 器械の 力で る ものではなくて、 唯 哲人の 直觀の 力に よって *E 來 

得る ものである. - 古代の 哲畢 者が 元 子の 考を導 *5 したの は 畢竟 唯 元 子の 存在 を 一 嘆ぎ 付けた」 に 

過ぎない： そして彼等が眠を閉ぢて嗅ぎ付けた事柄がぃょく讒明される迄には實にニ千年のネ^^ 

月 を 要した ので ある。 

眞理を 嘆ぎ 付ける 事の 天才 はファ ラデ I であった C 許し 彼の 直觀の 能力に 富んで 居た とい ふ 事 

は 少しも 彼の 科舉者 と し て の 面目 を 傷け る ものではなかった。 彼が もし 眞理 に對す る 喫覺を 恥と 

したので あったら、 十九せ 紀の 物理 擧の 進歩 は 多分 少なから. f 漉 滞 を 来たした に 相違ない。 

フ ァ ラデ I は 併し 彼の 直觀を 周到 ssilN な實 驗の岭 味に かける 事 を 忘れなかった。 此の 事が なか 

つたら 彼 は 恐らく 十九 世紀の 科學 者で あり 得なかった に 相違ない、 ところで デ モクび トス、 M ピ 

クロス、 ル クレチ ウス はたし かに ファ ラデ T の やうな 實驗 はしなかった。 さう いふ 意味で は 彼等 
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に科畢 者で は ある まいれ 維 L 若 L 被 等が その 驚ん へき 直 觀のカ を 具有して 雨 L てガ 

後に 生^、 フ ァラデ 時代に 生れた と假定 L たら どうで あらう. - 

尤も ル タレ チウ スを 科！ i 者と 名づ るか、 名 づけ i 成 S かと^ ふやうな 事は實 はどう f もよ S 事 

で、 叉 ど うで も 云へ る 事で ある" 誉 Ls© 兹で鬭 題と する 處は、 現代の 镛密科 * に 取って ルクレ 

チウ ス の, C 容若 しく は 其の 凰 想 精神が 何等か に 立ち 得る かと S ふこと である。 ルタ A チウ ス 

の,^ 容そ © ものよ ゆ は 寧ろ、 ル タレ チウ ス 流の 方法 ゃ鏞 神が 現在の 科畢の 追突に 有厢 であるか ど 

う 4 とい ふこと である ゆ 

91 上で は 何等かの 劃紀ー 1 的 © 進展 を 奥へ た 新しい 觀念ゃ 擧讒 が 踏ん ど 普 優れた 頭 腦の直 齦に 

基く も 0 であると いふ 事 は 令 更に 賛言を 要しない 事で あるに 銜ら す、 昔 も 令 も 通有な 一 種の 褫 t: 

. ^ァ. M ァ ミッタ ©學 風 は、 無差別 的に 直觀 そのもの を 輕んに 或は 避 忌す る やう &頻向 を 生に て 居 

るな 歡れは^本ゃ穩逸ばかゅに^隱ら^$^ぃと見ぇて米國©畢者で此の事を癱切に論にたものもぁ 

つ I。 此れ は 科 拳に とって 自殺的な 偏 見で ある- 近代 物理 舉に 新紀元 を颥 した 栢對的 原理に して 

k 素 量 カ摹ゃ 波動 力 * に しても、 直觀 なしの 推理 ゃ解柝 だけで 維み 立てられ ると 考 へる 事が 

う L て 11 来よう。 私 は アイ ンシ ユタ イン や、 F  - ブ a  Ts,c^^ ル タレ チウ ス を藿ん だで あらう と 
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迄 は 思 はな いが、 彼等の 仕事 に 最初 の 衝動 を與 へ 幾度 か 行； ^.iu 勝ち の 考 に 常 に 新し い 活路 を與 へ 

たの は、 私に 云 は せれば 彼等の 頭の 中に 居る ルク レチ ウスの 仕業で ある。 決して 彼等の 圖 IW 至に 

滿 載され た 中の どの 物理 學書 でもない ので ある。 

し 何も ァ イン シュ タイ ンゃブ 口— リ ー 等の 如き 第 一 流の 大家 だけに は 限らない。 殆んど 如何 

なる 理論的 或は 實驗 的の 仕まで も、 少しで も獨創 的と 名の 付く ii 事が 全然 直觀 なし に 出来ようと 

は 到底 考 へられない C 「見當 をつ ける」 ことなしに 何事が 始め 得られよう： 「ゆ、 ぐ」 ことなしに 

は如问 なる 實驗も 一 歩 も進涉 する こと はあり 得ない。 噓 だと 思 ふ 人が あらば 世界の 學界を 一 ほで 

も 見れば 利る ことで ある。  . 

ゲル ヴィ ンゃマ タス ゥェ ルがル タレ チウ ス を讀ん だの は 何の 爲 であるか はよ く 分らない。 併し 

彼等が 此の 書の 中に 彼等に 親し い. 何物 か を 感じた に は 相違ない と 想像され る。 實際ル クレチ ウス 

に 現 はれた 科學者 魂と 云った やうな ものに は それだけ でも 近代の 科學者 の 肺腑 に强ぃ 共鳴 を感 じ 

させないで はおかない ものが ある。 のみなら す、 假 令具體 的に は 如何に 現在の 科學と 齟齬しても 

考の 方向 に 於て 多くの 場合に 狙 ひ を 外れ て 居ない 此の 書物 の 內容 から 如何 に 多く の 暗示が 得られ 

るで あらう かと い ふ 事 は 誰でも 自然に 想 ひ 及ばない 譯には 行かない であらう。 
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原子 素 量の 存在、 其の 結合に よる 物質の 構成 機巧、 物質 總 量の 不滅、 • 原子の 運動 衝突と 物性の 

關係、 さう いふ やうな ものが 豫 想され て 居る ばかりでなく、 見方によっては 電子の やうな もの も 

考 へられて 居り、 分子 格子の 如き も ひも 考 へられて 居る。 叉 恐らく 一一  ゥ トンが 直接 或は 間接に 受 

けつ いだと 思 はれる 光 微粒子 說 でも 一 時 全く 忘れられて 居た のが、 最近に 又 新し い 形で 復活して 

来たの は 著し い 事で ある。 叉 彼が 生物の 母體 から 子孫に 傳 はると 考 へた 遣 傅の 元 子の やうな もの 

が 近代の 生物 學 者の 考 へる 遣傳 素と 如何によ く 似た ものである か。 さう いふ 事を考 へて 見る C 十 

九 世紀 二十世紀 を豫言 した 彼が どうして 來 るべき 第二 十  一 紀を豫 言して ゐ ない と保證 する 事が 

出来よう か。 今 吾々 がル クレチ ウス を 讀んで 一 笑に 附し 去る やうな 考が、 百年の 後に 新な 意味で 

復活 しないと 誰が 斷 言し 得る であらう か。 

私 は 自分の 頭に 何等の 一考 二 を もたない 科學 者が 假り にある として、 さう いふ 人が ルクレ チウ 

スを百 遍讀ん でも 何の 役に も 立た うと 思 はない " 女學校 上り の 若い 細君が 料理法の 書物 を 讀むゃ 

うな 氣で 此の ？ it 篇 の 隅々 迄 捜した とこ ろで、 す ぐ晝食 の 間に合 ひさ う な 材料 は 到底 見付から な い 

さう いふ 目的なら ば、 ざら にある 安い 職業的 料理 書 を 見て、 {-兀 全なる 總菜 料理 を した 方が い、 

ので ある。 
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併し 多くの 科學の 探究者 は それで は飽 足らない であらう。 其の 當 代の 其の 科學の 前線 迄 進んで 

來て、 其處で 何等かの 自分の 仕事 をしょう として 居る 人達 は、 眼前の 闇黑な 霧の 中に ある 何物 か 

の 影 を 認めようと あせつ て 居る ので ある。 さう して その 闇の 底に 何 かしら 名狀の 出来ない 動く も 

の、 影 か 幻の やうな もの を 認める やうに 思 ふ。 併し それが 何で あるか ははつ きり 分らない。 さう 

いふ 狀 態が 鑌 いて 居る うちに 突然 天の 一 方から 稻 妻の やうな 光が 閃いて 瞬間に 眼前の もの、 正體 

が 見える C それから いよく 其の 目的物 を 確 實に摑 む 迄に は 勿論 石橋 を 叩いて 其處迄 歩いて 行か 

なければ ならない。 行って 見る と、 それ は實體 のない 幻影であって 失望す る 事 も 勿論 往々 ある。 

併し 此の 天来の 閃光な しに は 彼等 は 一 歩 も 踏み出す 事 は 出来ない。 

今 若し ルクレ チウ スが 現代の 科學 者に とって 有效に 役立ち 得る とすれば、 それ は 正に 此の 稻妻 

の 役目 をつ とめ 得る 點 である。 例へば 化學的 分子の 立 體的搆 造 を考へ て 居た 化學者 や 渦動 原子の 

結合 を 夢み て 居た 物理 事 者に はル クレチ ウスの 曲ったり 角立った りした 元 子 は 必す 何等か の 暗 示 

を與へ 得た であらう と 思 はれる。 のみなら す 例へば 最近に ボ ー ァが ネチュ ァ— 誌上に 出した 

，rlle  ^E-^^^^--^  postula-te  and  Atomic  Theory. 

と 題す る與味 ある 論文 を 讀んだ 後に、 ル クレチ ウスの 第一 卷を 開いて . 
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さ ven  till--  exists  not  of  itself  ；  but  s (ささ 

Reads  out  <)f  thln.l^.s  wliat  13apl:-0n21  lonp-  a9d. 

What  ； presses  now,  sind  wllat  shall  follow  after  : 

N.O  man,  Ave  iiiust  adiiiit,  feels  time  itself. 

Disjoined  froj-l i -lotion  an-l  reposo  of  thins^-s. 

とい ふ 詩句 を 玩味して IK- ると、 如何に 最新の 學說に 含まれた 偉大な 考が 其の 深い 根抵に 於て 此の 

言葉の 內容と 接近して ゐ るかに 驚かざる を 得ない。 若し ルク レチ ウスの ま nse を 「實 驗觀測 一と 

置換し 又 彼の ョ otisl  a, ミー repose を」 H 等で 置換 すれば 此れ は 正に ボ ー ァ の所說 となる ので 

ある。 勿論 私はボ ー ァ、 ハイゼ ン ベル ヒ 等が ルク レチ ウス を 讀んで 暗示 を 得た と は 思 はない 。併 

し 彼等の 考が識 域の 下に 於て 正に 醱酵 しょうとして 居る 際に 彼等が 若し 偶然 此の 詩句に 逢着した 

としたら、 そして 彼等の 心の 窓が 啓示の 光に 對 して 開放され て 居た としたら、 恐らく 彼 は デスク 

を 敲レて 立上り、 「ュ ー レ— 力」 を 叫んだ ので は あるまい か。 此れ は 勿論 私の 想像で あり. ドラ マ で 

あるが、 さう いふ 場面が、 何時か 何處 かで 起り 得ない と は 保證し 難い ことで ある。 

暗示の 閃光が 役に立つ 爲には 勿論 見るべき ものに 直面して 兩 眼 を あけて 居な ナ比 ズ なら，^, - いの 
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である。 それで 科 學の旣 得の 領土に 隱 居して、 虎の子の 勘定で もして 樂んで 居る やうな 人に は此 

の 書 は 何にも ならない。 义戰 線の 夜の 野； 5^ の屮を 四つん 這に なって しかも 眼 かくしされ たま、 で 

手搜 りで 遣 利 を 拾得しょう として 居る 「落穗 拾 ひ」 にも 此れ は 足しにならない。 要するに 私が 假 

りに、 「科 學舉 者」 と 名 づける 部類の 人々 に は 役に立たな いが、 一 科學 研究者」 と 名 づけるべき 階 

級の 人々 に は、. 此の ルク レチ ウス は 充分に 何 かの 役に立つ であらう と 信じる ので ある。 

. 方に 於て 私 は^い 科 學の學 生に 此の 書の 一 讀 をす 、めても よいと 思 ふ ものである。 畢生 達 は 

到底 消化し 切れない 程の 榮養を 詰め込まれて 知識 的 HE 病に か、 つて 居る。 人 は 決して S 粉 蛋白^ 

肋 だけで 生きて 行かれる もので はない。 ヴ イタ ミンが 必要で ある。 ヴ イタ ミン だけで は 生きて 行 

かれない が、 併し ヴ イタ ミン を缺 いだ 榮養は 壊血病 を 起し 脚氣症 を， J^l 發 する。 實際 現代の 多くの 

科學の 畢生 は 此れと よく 似た 境遇に あり はしない かと 心. g される。 さう いふ 畢生に 取つ て ルクレ 

チ ウス が 確に 一 種の ヴ ィ タ ミ ン の 作用 を 生じ 得る であらう と考 へ るので ある。 

以上 長々 L い 前 ^ きに よつ て 私 は 多くの 讀 者の 倦怠 を 招いた であらう と 思 ふ。 ^し 多 數の讀 者 

を 導 いて 此の ルク レチ ウスの 花！ i に 人る ベ き 小徑の 荊棘 を 開く に は 是非共 此れ だけ の露拂 ひの K 力 


62 


とスゥ チレ クル 


力が 必要で あると 思った" それ 程に 現代 科學の バベルの塔の 頂上に 住む 吾々 は、 ii 、の 脚下に 遙か 

な 地上の 事 を 忘れて 居る と 思った からであった。 

此れから 私 はルク レ チウ ス の內容 に. 就いて 極めて 概略ながら 紹介 を 試みようと 思 ふ。 

勿論 私 は 哲學史 に 就いては 何も 知らない ものであるから 此の 書の 所 說の折 I： 學 史的の 意義な ど は 

よく 分らない。 义何處 迄が， デモ クリ トス、 H ピ クロスの 說で、 何處 からが ル クレチ ウスの 獨创に 

よる か、 さう いふ 考證も 私の 柄で はない。 私 は 唯 現代に 生れた 一 人の 科學の 修業 者と して 偶然 ル 

クレチ ウス を讀ん だ、 その 讀 後の 素朴な 感想 を 幼稚な 一 百 葉で 述べる に過ぎない。 此の 厚顔の 所行 

を敢 てす るに 就いての 唯 一 の巾譯 は、 唯 ルクレ チウ スが 未だ 恐らく 一  度 も 日本の 科學 者の 間に 此 

の 程度に すら 紹介され なかった とい ふ 事で ある。  . 

ル クレチ ウスに 關 する あらゆる 文献、 內 容に關 する 詳細の 考證、 釋は マン n 1 に讓 りたい。 

以下 ルク レチ ウスと 私の 呼ぶ もの は、 必 しも 口  — マの f;.^ 入 ル クレチ ウス . 力 ー ルス を 指す の で 

はなくて、 彼の 書に 示された 學說の 代表者 を 抽象して 其れ を 指す ものである 事 を 承知した 上で 以 

下の 解 說を讀 んで貰 ひ 度い と 思 ふので ある。 
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ル クレチ ウスの 第一 篇は 女神 ヴィ ナ ス に 呼びかけた 祈りの 言葉で 始まって 居る。 此れ は あら ゆ 

る 神と 宗教と を 無視し 否定 せんとす る 彼に ふさ はしからぬ やうで あるが、 實は 此の 彼の ヴィ ナ ス 

は 一. 自然」 と 其の 一生 成の 方 則」 を 指して 居る やうに 思 はれる。 さう 思って 讀 むと 彼の 言葉が 生 

きて 來る やうで ある。 それから ヴィ ナスに 訴 へて、 どうか 其の 愛人た る 軍神 マルスが、 自分の 此 

の 詩 を 書く 邪魔 をし ないやう に 心配して くれと 賴んで 居る。 此れ もシ ー ザ ー ゃボ ン ペイの 活躍し 

て 居た 恐怖 時代の 口  I マ の 片隅で 靜 かに 科學の 搖籃を 緩って 居た 此の 人の 心境 を 窺 はせ るに 足る 

ので ある。 

要するに 此の 冒頭 は 詩篇の 形式 を 踏襲す る爲に S かれた 装飾の やうで あるが、 此れ も 亦 彼の 全 

卷を蔽 ふ 情調の 前奏曲と して 見る と 面白い ので ある。 . 

次に 名 は 指して ない が ロイ キッ ボ ス 或は H ビ クロス の禮 讚の 詞が 出て 來る。 そして 此の ギリ シ 

ャの 賢人が 宗教の 抑 壓の爲 に 理智の 光を蔽 はれて 居た 人類に 始めて 物の 成立と 其の 方 則 を 明示し 

た 功績 を稱へ て 居る。 さう してな マ自 分が 此の > ^職人の 發 見した 眞理の 敎を傳 へんと する に當 つて 
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自分の 母語 ラテ ンが餘 りに 貧しい ものであると こぼして 居る。 併し 精々 骨折って 「物の 中心の 隱 

れた心 核 を 見る 爲の 彼方よりの 光」 を 傅へ、 物の 最初の 胚芽た る 元 子に 就いて 物語らう とい ふの 

である。  -  - 

さう いふ 事 を 自分が 論す るの は 神 を冒瀆 する ものと 思 はれる かも 知れない。 併し それより もも 

つと 冒瀆 的な 事 を屢、 、犯す もの は實 は宗敎 自身で ある。 さう 云って、 ィ フィゲ ユアの 犠牲の 悲慘 

な 例 を 擧げ、 犠牲の 罪惡 である 事、 その 罪惡を 犯させる もの は卽 ち宗敎 である 事、 さう いふ 事に 

なる の は 畢竟 人間が 死 を 恐れる 爲 であるが、 死が 何物で あるか を本當 によく 知り さへ すれば、 そ 

んな 恐怖 も なくなり、 從 つて 宗教が 罪 を 犯す 事 もなくなる。 かう 云って 後に 論ぜん とする 靈魂非 

不滅 論 の 伏線 を おいて 居る。 僅に 此れ だけ 讀ん でも 彼が 如何に 生え 拔 きの 徹底し た 自然 科學者 で 

あるか 分って 面白い。 現代の 職業的 科學 者のう ちに は科學 者の 着物 を 着た 迷信家が 澤山 あるの 

に、 二十世紀 前に 生れて、 ヱ レクト ロンの 何で あるか も 知らなかった n 1 マの 詩人に、 此の 徹底 

し た 科學者 魂を發 見す る の は 聊か 皮肉 である。 

さう して 彼 は 次の 數句を 歌 ふ 

-This  terror,  then  this  (一 al.kness  of  Inind,- 
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Not  sunrise  メ vitli  its  flal.in. 叫 spolss  of  ligh ク 

Nor  elitterin^  arrows  of  Inol.nln.l^  can  disperse, 

wul;  only  Naturews  aspect;  and  lier  law, 

比の 句 は 後に も ffir リフ レインと して 繰 返さる、。 私 は 此の 四 句 を何處 かの 科學 研究所の 喫煙 

窒の 壁に でも 記銘 してお いて ふさ はし いもので あると 思 ふ。 

此の 次の 二 句 は 

.wllich,  teachin.?  us、  hath  this  exordium  : 

Nothing  f さ m  n-othillu  yet  was  bor さ. 

迷 言から 來る 精神の 不安 を 除くべき 魔除けの 護符 は卽ち 「物質 不滅の 方 則」 である、 とい ふの 

である。 勿論 彼 は 彼の 物質 元 子 論から 出發 して、 結局 それから 靈 魂の 可 死 を 論ぜん とする ので は 

あるが、 彼の 此處に 云 ふ ヱキ ソルディ アム は、 恐らくもう 少し 一般化して 「自然 科學的 世界 觀」 

を 指す ものと 解釋 しても、 多分 彼の 眞意を 離れる 恐れ は あるまい と考へ るので ある。 

現在の 物理 學に 於け る 物質 不滅 則、 原子の 實在は 誰も 信す る 如く 實驗 によって 歸納 的に 確かめ 

ら たもので ある。 一 一千 年 前の ル タレ チウ スの 用ゐた 方法 は 此れと はちが ふ。 彼 は 唯 眼 を 眠り 懷 
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手 をして 考へ ただけ であった。 それに 拘らす 彼の 考が 後代の 學 者の 永い 間の 非常の 勞 力の 結果に 

よって、 大體に 於て 確かめられた。 此れ は 果して 偶然で あらう か。 私 は玆に 物理 學 なる もの、 認 

識論 的の 意義に 就いて 極めて 重要な 問題に 逢着す る。 約言 すれば 物理 學其他 物理的 科學の 系統 は 

ュ 二  —ク である や 否やと いふ ことで ある。 併し 私 は今兹 でさう いふ 岐路に 立 人るべき ではない。 

唯 ルクレ チウ スの 筆法 を 紹介 すれば よい。 

今日の 科學の 方法に 照らして 見れば、 彼が 「無より 有 は 生じない」 とい ふ 宣言 は、 要するに 彼 

の 前提で あり 作業 假說 であると 見られる。 尤も、 無から 有が 出来る とすれば、 或る 母體 からち が 

つた子が 生れる 害 だと 云った やうな 議論 はして ゐ るが、 これ 等 は 決して 證 明で はあり 得ない 事 は 

明で ある。 さて、 有から 有が 生じる とすれば、 そこに 有の 種子 を假定 する 必要 を 生じて 來 るので 

あるが、 此の 種子の 考へ 方に 於て H ピキュ リア ンは 其の 先輩 同輩に 對 して 實に 比較に ならぬ 程 進 

歩して ゐる、 或は 寧ろ 現代の 原子 觀に 肉薄した 考へ方 をして 居る。 此れ も 厳密な 推理から 得た 結 

果 ではなくて、 結局 は 直觀で 透視した もので あらう。 ル クレチ ウス は 正直な 態度で Tims  Bsier 

His  hold け liat;  many  things  liJive  pl.illlal  }>odies  in  commcn  (as  we  see  Uie  single  letl;ers 

commcn  to  many  words)  than  aught  exists  ^^?os^  its  origin. と 云って 居る。 そして 鼓に 述 
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ベ られた アル フ アベ ッ トが 寄り 集つ て 色々 な 語 を 作る やうに、 若干の 異種の 原子が 色々 に 結合し 

て 色々 の もの を 作る とい ふ 彼の 考は 殆んど 現在の 考へ 方と 同様で ある。 のみなら す 面白い 事に は 

現在 吾々 は 原子の 符 號にァ ルフ アベ ッ トを 用ゐ、 しかも 叉 色々 の 物質 を此等 符號の 組合せで 表 は 

すので ある。 此れ は 全然 ルク レチ ウスの 直傳 である。 

さう いふ 元 子 を 人間が 眼で 視る 事が 出來 ないから と 云って、 その 實在を 疑って はいけ ない。 例 

へば、 風 は 眼に 見えない けれども あらゆる 作用 をす るで はない かと 論じて 居る。 卽ち 作用に よつ 

て 物理的 實在を 規定す るので ある。 此の 數行を 讀んで 私 は 十九 世紀末に 行 はれた 原子の 實 在に 關 

する 烈しい 論 爭を思 ひ 浮べざる を 得なかった。 又 物理 學に 於け る 「アンス n ボモ 1 フ イズムから 

の 解放」 を唱 へた ブラ ンク 一 派の 主張 や、 又 一 方 最近に 到って、 直接 可 測 的の もの 以外の 實在性 

を 否定しょう とする 新 素 量 カ學の 先驅者 等の 叫び を 想 ひくら ベ て、 如何に 此の 問題が 古い もので 

あるか を 知り 得た ので ある。 

眼に 見えぬ 實 在の 他の 例と して は 彼 はな ほ、 香氣 ゃ濕氣 など を擧 げてゐ る。 又 物體の 磨滅の 現 

象から も、 眼に 見えぬ 微小 部分が 存 する 所以が 引證 されて 居る。 

元 子に よって 自然 を說 明しょう とする のに、 第一 に 必要と なって 來る もの は 空間で ある。 彼 は 
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吾々 の 空間 を 「空虚」 (void) と 名 づけた- 「空間がなければ 物 は 動け ない」 ので ある。 彼の 空間 

は眞の 空虚であって ヱ —テ ルの 如き もので ない。 此點も 寧ろ 近代的で あると 云 はれよう。 

物質 原子 の さ 間 に 於け る 配置と 運動 によって 凡ての 物理的 化學的 現象 を說明 せんとす るの が實 

に 近代の 少 くも 十九 世紀末 迄の 物理 學の 理想であった" さう して 二十世紀の 初めに 到る 迄 此の 原 

子と 空間に 關 する 吾々 の考 はルク レ チウ ス の考 から、 本質的に は 恐らく 一  歩 も 進んで 居ない もの 

であった。 近年に 到って 原子 は 電子と プ n ト ー ン によって 置き 換 へられ、 極々 最近に 波動 カ學の 

出現に よって 此等 物質的 素 量に 關 する 觀 念に 始めて 眼 立った 變 化を來 たしつ 、ある。 又 一 方相對 

性 理論の 發展 によって、 所謂 空間に 屬 する 考も亦 此の 素朴な 狀態を 離れて 來 たので ある。 ^し 現 

在に 於ても 普通の 大多數 の具體 的の 問題 は 依然として 昔の 儘の 空間 及び 原子で 間に合って 居る の 

である。 . 

さて、 次に、 物質 は 原子と 空虚の 混合で あると いふ 考 から 物の 有孔性 や、 比重の 差違の 生じる 

事 を 述べて 居る。 音響 も 亦 原子の 發散 による ものと 考へ るから、 音が 壁 を 通過す るの も 壁の 原子 

間に さ 隙が あるから だと 云って 說 明して 居る。 此れ は 今の 學 生の 答案と して 見れば 誤謬で ある。 

併し 實隙 壁の 元 子 間に 空隙が 少しもな く、 從 つて 完全 剛體 であったら、 音の H ネル ギ ー は 通過し 6 


得ないで あらう。 さう いふ 意味で は 此れ も 矢張り 本當 である。 ル クレチ ウス は その 次に 水中に 於 

ける 魚の 運動 や、 又 物體の 衝突 反撥の 例 を 擧げて 空虚の 說 明に 用 ゐてゐ るが、 此の 解說は 遺憾な 

がら 今の 言葉に 飜譯し 難い やうに 見える。 

次に は、 さ 間と 物質と が 「其 自身に 存在す る」 唯 二つの ものであって、 それ 以外に 第三の もの 

はない とい ふ 事 を 宣言して 居る。 その 意味 は旣に 前述の 如く 器械 的 カ學的 自然 觀の 基礎と して 現 

代に 保存され たものと 同義で ある。 此れ は 物の 作用 や 性質 や 迄 も 物體視 せんとす る ストア 派の 擧 

者に 對 する 手強い 論難と して 書かれた ものである らし い。 そして それ は 又 今の 物理の 擧生 達が 恰 

も當り 前の 事で ある やうに 敎 はり、 又 さう 思って 曾て 一度 も 疑って 見る 車す らしなかった 事で あ 

る。 此れ も 皮肉な 事で ある。 今の 學 生の 頭が 二 千年 前の 詩人よりも 劣って 居る のか、 それとも 今 

の敎 育法が 惡 いの かそれ は 分らない。 

玆で 注意す べきもう 一 つの 事 は 、「時間」 なる ものが 矢張り 其 自身の 存在 を 否定され て、 物性 や 

作用な ど k 同 部類の 所謂 偶然 的な、 非 永存 的の ものと 見做されて 居る 事で ある。 此れ も 一 つの 面 

白い 考へ 方で ある。 十九 世紀 物理 學の カ學的 自然 觀は、 凡ての 現象 を さ 間に 於け る 質點の 運動に 

よって 記載しょう とした。 その 爲 にさ 間 座標 三つと 時間 座標 一 つと、 此の 四つの 變數を 含む 方 程 
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式 を もって あらゆる 自然現象の 表現と した。 後に 相對性 理論が 成立して から は、 時 も 亦 穴ェ間 座標 

と 同様に 見做され 取扱 はれる やうに なった が、 時と いふ もの 、根本的な 位地 を 全然 奪ば うとした 

物理 學 者はなかった。 併し もとく 相對性 理論の 存在 を 必要と する に 至った 根 原 は、 畢竟 時に 關 

する 從來の 考の瞹 味 さに 胚胎して 居る ので はない かと 考 へられる。 時間 も それ 自身の 存在 を 有た 

ない と 云った ル クレチ ウスの 言葉が 其處 に 何等か の 關係を もつ やうに 思 はれる。 「物の 運動と 靜 

止 を 離れて 時間 を感 する 事 は 出来ない」 とい ふ 言葉 も、 深く く考へ て 見る 價 値の ある 一 つの 啓 

示で ある。 彼 は 「運動」 或は 速度 加速度に 兎も角も 確實 なる 物理的現象、 可 測 的 現象と しての 存 

在 を 許容して、 時間の 方 を 寧ろ 從屬 的の ものと 考 へて 居る かの やうに 見える。 此の 考は 果して そ 

れ程價 値の ない もので あらう か。 

普通 カ擧の 問題に 於て、 運動 方程式が 完全に 解かれた 場合に は、 凡ての 質點の 各位 置に 於け る 

速度、 加速度、 運動量、 或は ヱ ネル ギ ー の 如き ものが、 それぐ 時の 函數 として 與 へられる。 逆に _ 

假令 常に 單義 的で はない 迄 も、 此の 後者の 數 値が 與 へられ、 ば、 それから 時間が 此 等の 函数と し 

て與 へられ 得る ので ある。 又 面白い 事に は 可逆 的 週期 運動の 場合に はかくして 得られる 「時， 一 は 

單義 的に 決定され ない。 而 して 實 際さう いふ 運動の みの 世界に は 物理 學 的に 非 可逆の 時 は 存在し 
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ない ので ある。 そこで 私 は 一 つ の 夢の やうな もの を考へ させられる。 吾々 は 時の 代りに 或る 何 か 

の エネ ルギ ー 或は 「作用」 の 如き 量 を 基本的の ものと して 此れ を 空間と 對 立させる 事に よって、 

新しき カ學的 系統 を樹て 直す 事 は 不可能で あらう か。 さう する 事に よって 色々 の 現代の 物理 學當 

面の 困難が 解決され 得る 見込 はない もので あらう か。 少 くも ルクレ チウ ス の 言葉 はかう いふ 問題 

を 示唆す る もの k やうに 思 はれる。 

次に 彼 は 論じて 云 ふ。 元 子から 色々 の 硬さの ものが 造られる が、 元 子 自身 は 完全に 剛體 である 

と考 へなければ ならない。 何となら ば、 元 子が 柔 かいもの であれば、 此れ は その 中に 空虚 を 含ん 

で 居る。 然るに 空虚と： 兀 子と對 立すべき 其の 元 子の 中に さ虚が 含まれて 居る 譯には 行かな い。 

where ビ： T  1>3  empty  space,  tliere  t>ody 一 s  not  ；  iuid  sc  where 一】 Gdy  t>ides,  tnel.c  uot  at  all  exists 

the  void  inauj. である。 玆で私 は 想 ひ 出す。 會て 分子 や 原子の 「 彈性」 とい ふ 事が 問題に なった 

事が ある。 可觸的 物體の r 彈性」 を說 明す る 爲に持 出された 分子 や 原子に、 可 ，觸 的 物體と 同じ や 

うな 「彈 性」 を考 へようと する ことの 方法論 的の 錯誤 或は 拙劣 さが、 今 此の ルク レチ ウスの 言葉 

によって 辛辣に 諷せられて 居る とも 兑られ ない 事 はない。 

鬼 も 角 も 物質 元 子に、 物體と 同様な 第二次 的屬 性を與 へる 事 を 担み、 唯 その 幾何 學的 性質 卽ち 
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その 形狀と 空間 的 排列と その 運動との みに よって 偶然 的なる 「無常」 の 現象 を說 明しょう とした 

のが、 驚くべく 近代的で ある。 そして 正に 此點で 彼が、 彼の 驳擊を 加へ て 居る ヘラ タリ トス、 ェ 

ムぺ ドク レ— ス、 アナ クサ ゴ ラスの 楚. を 如何に 遙に 凌駕して 居る か を 見る 事が 出来よう。 そして 

現在で. 於ても 科學 者と 稱 する もの、 中に、 此の 三者の 後體 が、 なほ 稀に は 存在して 居る 事 を 彼に 

錄 

よって 敎 へられる ので ある。 

元 子 は恆久 的な 剛單體 solid  singleness でなければ ならない。 そして 微小で は あるが 有限の 大 

きさ を もたなければ ならない とい ふ 事を證 明しょう と 試みて 居る。 剛體 でなければ、 それから 剛 

體が 作り 得られない であらう。 恆久な もので なければ、 谊久に 無常な 此の世界 を 補充 sl>r-"ish 

する 事が 出来ない であらう。 又 若し 大きさが 有限で なければ、 物質 は 無限に 分裂し 得る、 從 つて 

過去 無限の 年月の 間に 破壞し 分解され たもの が 再び 合成し 復舊 される 爲には 無限大の 時 を 要し、 

結局 何物 も 成立し 得ない とい ふので ある。 此れ は 明に ボル ッ マ ン の 學說の 提供す る 宇宙 進化の 大 

問題に 觸れて 居る こと を 見 脫す事 は 出来ない。 なほ 此の 議論の 根柢に は 後に 述べ る 時の 無窮 性の 

假定が 置いて ある 事 は 勿論で ある。 

私 は 近代 物理 學 によつ て 設立され た 物質 や H ネル ギ ー の 素 量の 存在が 所謂 經驗 によつ た 科學の 
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事實 である 事 を 疑 はない と 同時に、 又 此の 如き 素 量の 存在の 假定が 物理 學の 根本 假定 の何處 力に 

抑 もの， S めから 暗默の 中に 包含され て 居る ので はない かとい ふこと を厦" 疑つ て 見る 事が ある。 

吾々 が 自然 を 系統 化する 爲に 用ゐ來 つた 思考 形式の 機巧の 中に 最初から 與へ られ たもの 、必然的 

な 表象 を 近頃に なって 追々 に 認識し つ 、あるので はない かとい ふ氣 がする ので ある。 ルクレ チウ 

スは 別に 此の 疑問に 對 して 何等の 明答 を與 へる もので はない が、 少 くも 彼 は 私の 此の 疑 をもう 少 

し 深く 追究す る 事 を獎勵 する もの 、やうに 見える。 

Fcl., lo,  each  tllill.s;.  is  quickel.  iiiarrcd  ？ PS  made  ； 

とい ふ 句が ある。 此れ を 試に 熱カ學 第一 一方 則の 最初の 宣告と 見る の も 興味が あり はしない か。 

皮 はな ほ、 もし 物質に 最小限がなければ、 最小な もので も 無限 を包藏 し、 從 つて 微分と 總 和の 

15^ 別が なくなる とい ふ 哲學者 流の 議論 をして 居る。 此の あたりの 議論 は 恐らく 科擧 者に は 餘り興 

味がない であらう。 哲學 的の スケ プチ ズム に對 して は 何 かの 意味 は あるか も 知れない が、 吾々 に 

は 大して 直接の 必要の ない 議論で ある。 何となら ば、 科畢は 畢竟 「經驗 によって 確かめられた 臆 

斷ー に過ぎないから である。 吾々 は 鼓で は 唯 ヱピキ ユリアンの 此 等の 驚くべき 偉大なる 臆 斷を嘆 

美 すれば よい。 
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ル クレチ ウス は、 かやう にして、 彼の 所謂 元 子の 何物で あるか を說 明した 後に、 ヱピキ ユリア 

ンに對 立した 他の 學說 に對 して 峻烈な 攻撃 を 加へ て 居る ので ある。 萬 物が 火より 成る とか、 地 水 

火 風から 成る とか、 又 金 は 金、 骨 は 骨と、 所謂 ホメ オメ リアより 成る とか、 さう いふ 考 から 来る 

困難 を列擧 し、 又 一 方で は 自説に 對 する 此 等他學 派の 持 出すべき 論難に 對 して 敢 に應戰 して 居 

る。 併し、 要するに、 此れ は、 彼の 元子說 特に 元 子に 第二次 的屬性 を附與 する 事が 不穩當 である 

とい ふ 前提の 延長で あるが、 併し それ は 又 今の 物理 學が 當然の 事と して 採用して 居る 處 である。 

此の 條を 讀んで 居る と、 今の 物理 擧 者が 若し 昔の 希 臘の學 者 達と 議論した としたならば、 必す云 

ひさうな 事が 數々 見出されて 面白い。 

此の 論議の 中に、 熱 は 元 子の 衝突 運動で あると いふ 考ゃ、 元 子 排列の 順序の 相違 だけで 物の 變 

化が 生じる とい ふやうな 近代的の 考も 見えて 居る。 

そこで、 ル クレチ ウス は 言葉 を 改めて い ふ。 自分 は ミュ —ズの 神の ィ ン スビ レ —シ ョ ン によ 

つて、 以下 更に 深く 眞理 の解說 をしょう とする。 併し かう いふ 面倒な 六 かしい 事柄 を說 くに は、 

「詩」 の 助け を かりなければ ならない。 苦い 藥を飮 ませる に は 盃の緣 に 蜜 を 塗らなければ ならな 

い、 と 云って 居る。 
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さて、 それから、 空間に は 際限がない とい ふ 事 を 論す るので あるが、 此れ は、 一先き に は 先き が 

ある」 とい ふだけ の 事であって、 此れ は アイ ン シュ クインの 一 般相對 性 理論の 出る 迄 は、 素人 も 

科 學者も 同様に 考 へて 來た素 扑的觀 念であって 別に 珍ら しい 事 はない G 

次に は 物質 總 量が 無限大で ある 事を說 いて 居る。 若し 無限大の 空間に 唯 有限の 物質が あると し 

たら、 物質 は 凡て 其の 組成 元 子に 分解し 盡 して、 最早 何物 も 合成され 得す、 從 つて 何物 も 存在し 

得ない。 何となら ば、 物質 世界の 保存に は 「彼方」 からの 不斷の 補充 を耍 する。 それに は 無限の 

物質 素 村 を 要する とい ふので ある。 此れ は、 後に 述べる やうに、 彼の 考 へる 一元 子の 雨」 が 無 際 

涯の 空間の 果てから 地上に 落下し つ" ある、 とい ふ 前投が 頭に あるからの 議論で ある。 ル クレチ 

ゥ スが 今の 科擧に 照して 最も 不利益な 地位に 置かれる の は、 彼が 玆で地 を 平面 的に 考へ、 「上. 一と 

「下」 と を 重力と 離れて 絶對 的な ものに 考 へて 居る 事で ある。 それで 彼 は 此の 條 下で 地の 球形 說 

に對 して、 コ U ンバ ス 時代の 坊さんの 稱 へさうな 反對說 を稱へ て 居る。 併し 無限の さ虚の 中に 如 

何に して 或る 「中心」 が 存在し、 且つ 支持され 得る かとい ふ 論難 は、 一一 ゥ トン 以前の 當 時の 擧者 

に は 答 へられなかった であらう のみなら す、 現在に 於ても 實は 決して 徹底的に は 明瞭に 答へ 難い 

ものである。 それ 程に 此 等の 問題 は 宇宙の 構造に 關 する 科學 上の 問題の 急所に 觸れて 居る。 物質 
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的 宇宙の 限界、 その 進化の 諸問題に 就いて、 吾々 が 知り 得た と 思って 居る 事 は 今日で も實は 未だ 

極めて 僅かで ある C 

此の 物質 量の 無限大 を 論す る條 下に 現 はれて 居る もう 一 つの 重要な 考が ある。 元 子が 集合して 

物 を 生す るの は、 元 子の 混亂 した 衝突の 間に 偶然の 機會 で出來 上る ものであって、 何物の 命令 や 

意志に よるので もない。 さう いふ 偶然に よって 物が 合成され 得る 爲には 無限の 物質 元 子の 供給 を 

要する とい ふので ある。 此の 「偶然」 の 考も實 に 近代の IS 子說の 根柢た る 統計 カ學の 內容を 暗示 

する やうに 見える。 偶然の み 支配す る 宇宙で は H ント cT ヒ— は 無 際限に 增 大して 死滅への 道 をた 

どる。 此れ を 呼び 歸 して 囘 生の 喜び を與 へるべき 別の 「理」 はない もので あらう か。 ボル ツマ ン 

ゃァ ー レ 一一 ウス は、 さう いふ プリンシプルの 夢 を 蚩曰 き殘 した。 併し 此の 夢 は 未だ 誰も 實 現し 得な 

い。 此の 問題に 對 して 何等かの 示唆 を與 へる もの は 

J1; IS ま escTvcd,  wlien  once  it  has  been  thrown 

Into  t;he で ros^r  motioits,  

とい ふ 言葉で ある。 此れ は 云ひ換 へる と、 偶然の 產 物に 或る 「選 擇の 原理」 が 作用す る 事 を 意味 
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する。 此の 選 擇を行 ふ 魔物 は 何で あるか。 此れに 就いては 彼 は 何も 述べて 居ない。 併し さう いふ 

もの 、存ま を 比處で 暗示して 居る ものと 見る の は 果して 不倫で あらう か。 マ クスゥ H ルのデ モン 

は 或は 正に 其の 一 つの 魔物で はあり 得ない か。 

第一 ー卷に 於て ル クレチ ウス は 元 子の 運動の 狀況 や、 其の 形狀ゃ 結合の 機巧 等 を 前よりも 詳しく 

具體 的に 記述して ゐ るので ある。 

列に よって 冒頭に は、 富貴 權勢は 幸福の 源泉でなくて、 却って 不幸の 種で ある。 唯理智 による 

眞理の 探究が 眞の 心の 平 靜を與 へ る もの だとい ふ 意味の 前置きが ある。 そして 前に 擧 げた 四 行の 

リフレイン が 再び 繰 返されて 居る。 

元 子 は 結合す るが、 その 結合 は 固定 的で はなく、 不斷に 入れ 代り、 離れ 又 捕 はれる。 eternal 

give  and  take である。 併し その物 質の 總和 は恆 久不變 であると 考 へる。 此處 の考は 後代の 物質 

不滅 說を想 はせ る 事 は 誰も 認める であらう が、 又 見方によっては、 例へば 溶液 分子の やうな もの 

の 化學的 平衡 を 思 はせ る 何物 か を 含んで 居る から 面白い。 
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元 子 は 互に 衝突す る。 その 速度 は 一部 は 固有の もので あり、 一部 は 衝突に よって 得る もので あ 

る。 衝突の 結果 は 色々 である。 或る 元 子 は 其の 複雜な 形 狀の爲 に 互に 引掛 つて 結合して 剛ぃ物 を 

造る が、 或る もの は 反撥して 柔ぃ物 賢と なり 或は 全然 離れ 合って しま ふ。 此れ は 云 は 固 液氣三 

態の 原子 構造の 說 明と 見られる。 

-元 子が 集って 微小な 物體を 作り、 それが 集って、 又 それより 大きい もの を 作り、 順次に 目に 見 

える 物が 出來 上る とい ふので ある。 此れ も 原子から 微晶、 微晶 から 多 晶金屬 の 組成、 或は 又コ 口 

イドから 有機 體の 生成 等の 機巧と 相 通じる 考 である。 

日光に 踊る 微塵の 有名な 譬喩の 出て 來 るの は 此の 條 である。 私の 面白い と 思った の は、 元 子の 

寄 合って 出来る 細 粒が、 不可視 的 元 子の 衝動に よって 動かされて、 粒全體 としての 運動 を 生す る 

とい ふ考が 述べ て ある ことで ある。 それが 丁度 ブラウ ン 運動の 記述に 相當 する 事で ある。 

元 子が 動いて 居る のに その 組成 物 體が靜 止して 居る やうに 見える 事の あるの は 何故か。 それ は 

吾々 の 「知 覺には 限界が ある」 からで ある、 と 云って、 遠い 小山に 綠草を あさる 羊の 群が 唯 一抹 

の 白い 斑に しか 見えない とい ふ、 詩人ら しい 例證を 擧げて 居る。 此の 知覺の 限界と いふ 事 を 延長 

させれば、 「觀 測の 限界」 と い ふ 最近の 物理 學の 標語になる ので ある。 


79 


元 子の 速度 は 如何に 大きい もので あるか。 太陽が 出る と 一 瞬時に 世界 は 光に 包まれる。 此の 光 

の 元 子 はさ 虚を 通る ので はなく、 物質の 中 を 通って 來 るのに 拘ら す、 此れ程に 早い ものであると 

すれば、. S 虚を 飛び 行く 場合の 速度 は 更に 大きな もので なければ ならない と 論じる。 

此處で 光の 速度と いふ 觀念、 又眞空 と 物質の 中と での 速度の 相違と いふ 事が 想像され 意識され 

て 居る。 

次に 元子說 の反對 者が 「神の 意志」 を 持 出す のに 對 する 辯 駁が插 人され て 居る が、 此れと 本文 

との 連絡が よく 分らない と マ ン Etl も 述べて 居る。 併し 或は 元 子が 一種の 自然 方 則に 支配され て 

居る、 その 記述に 移らん とする 爲の 前置きと も 見られない 事 はない。 卽 ちその 次に 彼 は 凡ての 物 

質 は 自分の 力で は 「上方」 に は 上らない とい ふ 方 則 を 持 出す ので ある。 

見かけの 上から 「上」 に 浮ぶ もの は 色々 あるが、 それ は 別に 働 力の 爲 であると 考 へて 居る。 此 

れも ストア 派に 對 する 反對 ださう である。 

此の 考 からする と、 凡ての 元 子 は 皆 「下」 に眞 直に 落ちる。 その 場合 如何にして 元 子 相互 間の 

衝突が 可能と なる か。 此の 困難 を 切り抜ける 爲に持 出された 一 つの 今から 見て 奇抜な 考は、 此の 

：兀 子の 各、、 は その 直線 的 並行 落下の 途中で、 或る 不定な 時、 不定な 場所に 於て、 折々、 極めて 少 
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し 其の 經路を 曲げる と いふので ある。 

^し 各種 元 子の 中で、 重い のと 輕 いのと で 各自の 落下 速度が ちが ふと すれば 相對 距離が 變 化す 

るから 相互の 衝突が 起り 得る ではない かとい ふ 人が ある だら う。 併し それ は 誤って 居る。 何とな 

らば、 眞 空中で は 抵抗が ないから、 凡ての 元 子 は 同 速度で 落下す るからで ある、 とル クレチ ウス 

は斷 言して 居る。 彼が 恐らく 何の 實驗 にも よらす して 如何にして 此の 落 體に關 する アリス トテ レ 

ス の 誤 謹 を 認め 得 たかは 分らない。 强 ひて 想像 すれば 空氣 中と 水中と に 於け る 落體の 偶然な 觀察 

が 彼の 直覺 を誘發 した かも 知れない。 

元 子が 互に 衝突す る爲に 物が 生成し 變轉 するとい ふ 考と元 子が 同 速度で 並行に 動く とい ふ考と 

の 矛盾 を 融和す る 爲に持 出された 此の 原子の 偶然 的 任意 的 偏向 をー轉 して 「自由意志」 の 存在と 

結び付けよ うとして 居る。 此れが 甚だ 注目すべき 考 である。 

彼 は 人間 や 動物に 自由意志なる もの 、存在 を無條 件に 容認す る C さて 彼の 元 子 論に 從 つて 凡て 

の 元 子が 自然 方训 によって 直線 落下 をつ にけ るか、 或は 少 くも 何等かの 確定 的の 方 則に よ つ て 

支配され て 居るならば、 凡ての 世界の 現象 は 全然 豫定 的に 進行す るの みであって、 その 間に 何等 

「自由」 なる 意志の 現 はれ 得べき 餘地 はない ので ある。 併し 一 方で 意志の 存在 を 許す とすれば、 ^ 


此れ は何處 から 這 人り 込んで 來 るか。 徹底的 物質 論者で ある 彼 はさう いふ もの を 物質 以外の 世界 

から 借用し て來 ると いふ 一 一元論 的 態度 はどうし てもとれ なか つ た。 從っ て 當然の 必要から 彼 は 意 

志の 根元 を 彼の 元 子に 附與 したので ある。 

此の 考は 一 見 甚だ 非科學 的に 見える であらう。 當 時で もキケ a によって 兒戲視 された もので あ 

る。 併し 今の 科 學の狙 ひ 處を何 處迄も 徹底 させて 生物界の 現象に 迄 も 物理 學の 領土 を擴 張しょう 

とする 場合に は、 誰でも 當然に 逢着すべき 一 つの 觀念 である。 私 は 會て雜 誌 一思 想」 の 昭和 二 年 

九月 號に 出した 「備忘 錄」 の 中で、 生命の 起 元に 關 する 未熟な 私見 を 述べた 際に、 生命の 胚子 は 

結局 原子 そのものに 附與 する のが 合理的で あると いふ 考を 述べ. て 置いた。 此れ は、 數年 前、 同種 

元素の 原子に 個性の 存在 を 暗示した ウィリアム . ソ ディの 說に 示唆され てから 考 へた 事であった 

が、 な 「になって 考 へて 見る と 此の 私の 考へ方 は 全然 ルク レチ ウスの 此 處の考 を、 知らす に 蹈襲し 

たものと も 云 はれる ので ある。 

自然の 漸進的 死滅 を 救 ひ 得べき 「選擇 原理」 の 有無に 就いて 前章に 述べた 事 を 此處で 再び 繰 返 

し考 へて 見る と、 私 は 此の ルク レチ ウスの 元 子の 任 意志的 偏向のう ちに、 その 求む る 原理の 片鳞 

の 如き もの を 認め 得る ので はない かと 思 ふので ある。 
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さて：： 儿 子の 形 狀ゃ 大きさ は どんな もの かとい ふ說 明に 移る 前に、 此 等の 元 子の 種別の 多種多様 

である 事 を 述べて 居る。 此の 種別に 關 して は、 現今で は 有限 數の 元素 を區 別す るが、 同一 元素の 

凡ての 原子 は 凡て 同等 である 如く 考へ. る C 尤も 化學 の 方面で は 炭素 原子 の 種々 の 化合 價を 有す る 

もの を 酉 別し、 又 スペクトルの 物理で は 同 元素 原子の 種々 の 素 量的 狀態 を區 別す るが、 さう いふ 

變態は どの 原子に も 共通に 可能と 考へ るから、 結局 同 元素 原子に は 個性 を 認容して 居ない ことに 

なる。 然るに ル クレチ ウスの 言葉から 判斷 すると、 人間が 銘々 に異る 如く、 羊と 羊と が異る 如く、 

全く 同 一 なる 元 子 は 一 つもない と考 へ て 居る らし い。 卽ち ウイ リア ム . ソ ディ の 暗示した 如く 原 

子の 個性 を 認める 事に 相當 する。 此の 現代 科 學の考 へ 方と ちがった 考へ方 をした の は、 如何なる 

必要 もしくは 動機に よる か 分らない が、 併し 前述の 元 子の 自由意志の 考と は、 可也 迄よ く 融合し 

得る ものである こと を 注意して おきたい。 

元 子に は 大きさの 種類が ある。 例へ ば 雷電 の 火の元 子 は 薪炭の 火の元 子よりも 微小で あるから、 

よく 物 を 透す 力が ある。 光 は 提灯の 羊 角 を 透る が 雨 は 撥ね 返される。 此れ も 光と 水の 元 子の 大き 

さの 差に よる、 とい ふやうな 例が 擧げて ある。 

次に は 元 子の 形狀の 差違 を 述べて 居る。 酒 は 流れ 易い のに 油が 流動し にく いのは、 後者の 元 子 
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が 「曲り もつれ 合って 居る」 ためで あると 考 へて 居る。 卽 ち液體 粘度の 差 を 原子の 形狀 から 說明 

しょうと いふので あるが、 此の 問題 は 現在に 於ても 實は 未だ 充分に は 解決され て 居ない もので あ 

る 以上、 吾々 は 輕卒に 彼の 所 說を笑 ふ 事 は 出来ない。 

吾々 の 官能 を 刺戟す る 光、 音、 香、 味 は、 いづれ も 各、、 目的物から 飛來 する 元 子に よる 一種の 

觸覺 であると いふ 考 である。 そして、 凡て 吾々 に 快い 感覺 を與 へる 光 音 香味の 元 子 は 丸く 滑 かで 

あり、 不快に 感ぜら る、 もの 上 兀子は 角が あり 粗鬆 であると 考 へる。 暑さと 寒さの：； 儿子は いづれ 

も 刺が ある。 その 刺の ある 樣子 がちが ふとい ふやうな 考 である。 此等は 勿論 可也 勝手な 想像で は 

ァロ マティック 

ある。 併し 例へば 芳香 屬の 有機化合物に 共通なる 環狀 分子 構造の ことな どを考 へて 見る と、 少く 

も 嗅 覺味覺 の 如き 方面で、 將來 此の やうな 考が 何等かの 意味で 確かめられな いと は 保證し 難い や 

うに 思 はれる。 音 や 光で さへ も、 音波の 形が 音色 を與 へ、 光波の 波長の 大小が 色彩 を與 へる 事 を 

考へ ると、 今より 百年 後の 生理 學の 立場から 見て 或は ルク レチ ウス の 一一 一一 口 葉 を適當 に飜譯 する 事が 

出来る やうに なり はしない か。 不規則に 角立った 音波 は噪 昔と して 聞かれ、 振動 急速な 紫外線 は 

眼に 白內障 を惹き 起す。 その 何故で あるか は 完全に は說 明され て 居ないで はない か。 況んゃ 光の 

量子 說の 將來は 未知数で ある。 現に 光の 網膜に 對 する 作用が 光 電 現象で あると かないと かい 
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ふ 議論が 行 はれつ、 ある。 若し さう であると すれば、 その 場合の 光 は 結局 素 量的で あつ， て 卽ち 

光の 元 子で ある。 その 波の 量子 H ネル ギ ー を 定める 振動 數は 或る 意味での 量子の 「形」 とも 見ら 

れる では あるまい か。  ， 

それ は 鬼に 角 凡ての 感覺 を、 器械 的 現象に 引きなら してし ま はう として 居る 處に、 吾々 はルク 

レ チウ スの 近代 科學的 精神の 發現を 認めなければ ならない。 

次に は、 固 體元子 は 曲り 或は 分岐して 居る の に對 して 液 體の元 子 は 圓く滑 かで あると して 居る 

此れ も、 一方に 結晶 體の 原子 格子の 一 小 部分 を考 へ、 他方に 液體の 分子 集合の 緩 舒な狀 態 を考へ 

れば、 或る *^ 迄 は 中って 居る と 云 はれる。 煙 や 火の元 子 は 尖鋭な 形 を もって 居る が、 もつれ 合つ 

て は 居ない と 云って 居る の はよ く 分らない。 又 海水の 如き は 水の 圓 滑な 元 子の 間に 鹽の粗 面 的な 

元 子が 混合して 居る が、 地下で 濾過され \ は、 水 だけが 通過す ると 云って 居る。 此等も 面白い、 

一 概に 笑って しま はれない 處が ある。 

元 子の 形狀は 多種多様 であるが、 併し その 種類の 數は 有限で ある。 若し 無限の 種類が あると す 

れば、 その 一種と して 吾々 は 無限に 大きな 形態 を もった 元 子 も あると しなければ ならない とい ふ 

議論が 述べて ある。 此の 議論 は その 儘で は科學 者に は 了解し 難い ものである。 併し 今假 りに 次の 
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やうな 言葉に 翻譯 して 見る と 彼の 言葉が 幾分 か活 きて 來る やうに 思 ふ。 卽ち彼 は 形の 變化 は、 形 

を 定める 「部分」 の錯列 によって 生す ると 考 へる。 そして その 「部分」 に 有限な 大きさ を考 

へる とすれば、 無限の 種類 を 生す る 爲には 結局 無限大の 大きさの もの 、生す る 事 を 許容し なけれ 

ばなら ない ことになるの である。 此の 考は 或點に 於て 現代の 原子 內部 構造の 豫想 として 見る 時に 

興味が 深い。 卽ち 原子 は 其の 核の 周 圍を繞 る 電子 を 一 つづ k 增す ことによって 一 つの 物質から 他 

の 物質に 移って 行く。 卽ち 原子 數を增 して 行べ。 もしも 元素の 種類が 無限に 多樣 にある とすれ 

ば、 原子 數、 或は 原子量の 無限大な 物質 原子が 存在す る 事になる 害で ある。 併し 實 際に そんな も 

の はない。 卽ち 原子の 「形」 の 種類に は 制限が あるので ある。 

 ？ ®M0  ； primal  G-erlns  4 

vary  yet  only さ itli  fmitc  tale  oj  shapes. 

此の 言葉が 現代の 原子 模型 を 如何に 適切に 表 はす もので あるか。 又 云 ふ 


！ Betwixt;  the  two  extiremes  ..  the  tihin お s  crea-lje 

IVIust  differ,  l^erelore,  t-y  a  finite  cliange. 
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此 れ は 寒と 熱と の 間の 段階の 素 量的 推移 を 述 ベ た 言葉で 、云 は^ 溫度 の 素 量說と して 述べ た 言 

葉で ある。 併し これ は 叉 極めて 徹底的な 一般的 素 量說の 標語と しても 見られる。 而 して 現在 洪水 

の 如く 物理 學 の 領土 を汎濫 しつ、 あ る 素 量 の 觀念 の 默示 の 如く にも 響く ので は あるまい か。 

元 子の 種類が 有限で あると いふ 考と、 最初の 元 子 個性 說とは 一 見 矛盾す る やうに 見える。 併し 

此の 矛盾 は 甚だ 貴重なる 矛盾で あり、 實に 無機 界の 科畢と 生物界の 科學 との 矛盾で ある。 さう し 

て 此の 矛盾 を 融和す る ことこ そ、 未来の 科畢の 最も 重大な 任務で なければ ならない。 

元 子の 種類 は 有限で あるが、 各種 元 子の 數は 無限で ある。 此れ は 物質 總 量の 無限大と いふ 前提 

から 來る當 然の歸 結で ある。 

此等無 數の元 子 は 其の 運動の 結果と して 不斷に 物 を 生成し、 又 生じた 物 は不斷 に破壞 され、 生 

成と 破 壞の戰 ひに よって 世界 は 進行す る。 生の 傍に は 死、 死の 傍に は 生が あるので ある。 此の 考 

に は 所謂 一 平 衡， 一 の觀 念が 包まれて 居る。 

物の 性能が 複雜 であれば ある 程、 その物の 組成 元 子 は 多種多様 である。 我等の 母なる 地の 如き 

もの は その 最も 著しい ものである。 彼女 は あらゆる もの、 母で あるから である。 その 爲に 昔の ギ 
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リシ ャ人は 此の 地 を 人格化して 神と 祭り上げて しまった。 併し それ は 譬喩で ある。 地 は 唯の 無 生 8 

の 物質の 集合に 過ぎない。 

！ S 植物 は 地から 食物 をと つて 生長す る C 從 つて 彼等の 中には 共通な 元 子が 多分に 包まれて 居る。 

併し 共通な 元 子から 出来ても、 その 元 子の 結合の 仕方 や 順序に よって 異種の 物が 出来る。 恰も 種 

種に 異る 語に 共通な ァ ルフ アベ ッ トが ある やうな もの である。 

併し 元 子の 結合の 仕方に 或る 定則が あって、 勝手 放題な もの は 出来ない。 その 爲に 生. 物 は その 

祖先の 定型 を 保存し、 出来損な ひの 妖怪 は 出来ない。 卽ち 鼓で 初めて 遣 傅の 問題に 觸れて 居る。. 

さう いふ 事が どうして 出來 るか。 それ は 動植物が 攝取 する 食物の 中で、 各自に 適當な もの は殘 

存し、 不適 當な もの は 排出され るからで ある。 卽 ち此處 にも 「選擇 の 原理」 の 存在 を 持 出して ゐ 

る。 此れと 同じ 事 は 無機 界 にも 行 はれて 居る。 卽ち元 子の 結合に は 或る 定まった 方 則が 支配して 

居る。 そのお かげで 個々 の 一定の 物質が 別され ると 考へ るので ある。 此れ も 化學に 於け る あら 

ゆる 方 则全體 の 存在 を 必要と する 根本原理 を 述べ たものと 見られる。 

次に は旣に 前に も 述べた 如く、 元 子に 可觸的 物體と 同じ やうな 一 一次 的屬性 を附與 する 事の 不都 

合 を 詳述して 居る。 例へば 元 子に 色が あると して は、 同じ もの、 色の 變 化する こと を說 明し 難い。 
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色の 變化は 元 子の 排列 順序の 變化 或は 元 子の 交代に よって 說 明せられ 得る と 云って 居る これ も 

甚だ 近代的で ある。 

色 は 光あって 始めて 生じる ものであると 云って 居る の も 正しい。 暗中で は 色の 見えぬ 事、 照す 

光に よって 色の ちがって 見える 事が 引證 されて 居る。 有色 物質 を 粉末に すると 次第に 褪色す ると 

いふ 事實が 引用され て 居る の も 面白い。 つまり、 彼の 考 では 一層 細かく 分割して 元 子 迄 行けば 無 

色になる と 云 ふつ もりら しく 讀 まれる。 併し 玆 にい ふ 色彩と それが 眼 を 刺戟す る 元 子との 關係は 

よく 分らない のが 遣憾 である。 

光が 當 つて 色 を 生す るの は 光の 元 子の 衝突し 方に よる もので、 その 仕方の 差 は 物質 元 子の 形狀 

によると 述べ て ある。 此れ は 或る 程度 迄 近代的に 鑼譯 する 餘 地が あるかと 思 はれる。 

同様に 元 子 は 香 も 味 もな く、 聲も發 せす、 叉 熱く も 冷く もない。 さう いふ 變り 易い 無常 的なる 

一 一次 的屬 性が 永遠 不變 なるべき 元 子に ある 害がない。 

色の ない ものから 色が 生じる やうに、 感覺 のない 土から 蚯蚓が 生れる。 草 や 水が 牛馬に 變る。 

同じ： 兀 子が 混合 排列の 仕方 や 運動の 仕方に よって 色々 の ものが 出来る。 鼓で 彼 は 生物が 如何にし 

て 無機物から 生じ 得 るか を說明 せんと 試みて 居る。 後條で 精神 の 元 子 を 論す るので あるから 玆で 
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さう いふ 議論 は 必要が なさ さう にも 思 はれる が、 併し 此處 では 心 や 精神と 切 離して 感覺 を考へ て 

居る らしい。 それ は 鬼に 角、 感覺を 有する もの、 素 成 元 子 は 感覺を 有すべき だとす る 事 は 必要と 

しない。 寧ろ ありと する 方が 不合理 だとす る 彼の 所 說には 可也 重要な 意義 を 含蓄して 居る やうに 

思 はれる C 結局 は 此れ も 矢張り 前に 度々 繰返した、 物質と 生命との 間の 「見失 はれた 鎖 環」 に關 

する 考察の 一端で ある。 平たく 云へば、 もし 元 子が 生物の 如き 纏まった 感覺を もっとしたら、 そ 

れの 集合した ものが 如何にして 一 つの 纏まった 感覺を 有ち 得る かとい ふ考 であると 讀 まれる。 

その 次に、 生物が 烈しい 衝擊を 受ける と 肉體と 精神との 結合が 破れて 後者が 前者の 孔 から 逃げ 

出す とい ふやうな 考 から、 苦痛 や 快樂の 物質的 說明を 試み、 「笑の 元 子」 など 、いふ もの はない と 

云ったり して 居る。 此の 邊の 所說は 併し 私の 今の 立場から 詳說 すべき 範圍 外に あるから 凡て 省略 

する 事と する。 

此 等の 所說は 畢竟す るに 人間 靈魂非 不滅 論に 導く ベ き 前提と して ル クレチ ウス の 可也 力瘤 を 人 

れて 居る 處 であるら しく 見える。 

以上の 所說の 如くに して 造られた 世界に は、 同じ やうな ものが 澤山 共存 するとい ふ考 から、 我 

我のと 同じ 世界が、 他に もい くつ も 存在す るで あらう とい ふ考が 述べて ある。 比れ も 一 つの 卓見 
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であると 云 はれよう。 さやう に 限りなき 宇宙 を 一 人の 力で 支配す る 神様 はない i.lia だとい ふ 處へ鋒 

先 を 向け、 そして 例の 宗教の 否定が 繰 返される。 ， 

此の 條 下に 此の世界の 誕生、 生長、 老衰、 死滅に 關 する こと も 述べられて 居る。 此等を 省略し 

て 直ちに 第三 卷に 移らう。 

第三 卷の 要項と する 處は、 人間 精神の 本性 を 論じ 此れ も 亦 物質的なる 元 子より 成る ものである 

こと を 論じ、 それから 靈魂は 死滅す る ものであると いふ 事 を r 證 明し」 最後に 死の 恐る、 に 足り 

ない 事 を 結論す るの にある。 

此 等の 所論 はルク レ チウ ス の哲學 的の 立場から すれば 最も 重要な 役目 を 務める もので あらう が、 

今の 私の 立場から 見る と餘 りに 現在の 科學の 領域 を 逸出した 問題で ある 事 は 止む を 得ない。 尤も 

今から 百年 一 一 百年 後の 精神 物理 學 者が 今の 私の やうな 立場で 此の 卷を讀 めば 或は、 此の 卷に 於て 

最も 與味ぁ る發見 に出會 ふか も 分らな いとい ふ 事 は 想像し 得られる。 阱し 私と して は 此の 卷を極 

めて 概括 的な、 主として マン の 摘要に 依る 紹介 だけで 通過し なければ ならない。 此 等の 所說 W 


の哲學 史的の 意義に 就いては 他の 哲舉 書に 讓る外 はない。 

冒頭に は 例によって H ピ クロスに 捧げた 禮 讚の 言葉が ある。 さう して、 あらゆる 罪惡を 生む も 

の は 死の 恐怖で ある。 もし、 精神と いふ もの、 本性 を 明に さへ すれば、 死 は 決して 恐ろしい もの 

ではなくなる であらう から、 此れから 其の 說明を 試みようと いふの が 前置きで ある。 

先づ心 (mind,  slinsts  or  $i は 他の 學 者の 說く 如く 人 體の 調和 原理で もな く 生命 原理で も 

なく、  丁度 頭 や 脚が 人體の 部分で あると 同様の 意味に 於て 人體の 「部分」 であるに 過ぎない。 そ 

の 證據に は肉體 が病氣 でも 心 は 幸福で あり 得る し、 心が 悪くても 健康で あり 得る。 丁度 脚が 痛ん 

でも 頭 は平氣 であり 得る と 同じで ある。 

同様に 精神 (sohl, §£ も 矢張り 人體の 一部で 全體の 調和で はない。 體の 部分 を 取り去って 

も、 生命 は持續 する。 此れに 反して 「熱と 空氣の 粒子」 がほんの 僅か 逸出す ると 死んで しま ふ。 

此れから 考へ ると 生命 持 續の爲 に は 或る 特別な 要素が 必要 だとい ふ 事が 分る。 倂 しそれ は 人體に 

含まれて 居る 元素であって、 全體の 調和 原理で も 何でもない G 

此處で 心と 精神 animus と anima をル クレチ ウスが どう 考 へて 居る かとい ふと、 兩者は 相互 

に聯關 した ものであるが、 心 は 支配者と して 胸の 中樞 なる 心臟に 坐し、 精神 は 全身に 分布して 心 
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の 命令に 從ふ ものと して 居る。 私の 讀み 得た 處が 誤りで なければ、 彼の 所謂 心は腦 に相當 し、 精 

神 は 全身に 擴 がれる 知覺 並に 運動 神經 に相當 する やうに 見える。 さう 思って 讀 むと 彼の 一一 一一 n 葉が 了 

解し 易くなる ので ある。  . 

心の 衝動に よって 精神が 刺戟され、 此れが 肉體を 動かす。 物質的 肉體を 動かす もの は 叉、 物質 

でなければ ならない。 故に 精神、 從 つて 心 も 亦 物質的の もので なければ ならない と 論す る。 此れ 

は 彼の 唯 物 觀の當 然の歸 結で あり、 叉 恐らく 現代の 多くの 物理的 生理 擧 者の 暗 默の 中に 假定 しつ 

つ ある 事で なければ ならない。 

精神 は 物質で あると すれば、 それ は 矢張り 物質的 原子より 成る 害で ある。 但し 心 や 精神の 一： 儿子 

は 非常に 微細で 其の 速度 は 非常に 犬なる もの でなければ ならない。 何と なれば 考の 速さ は 何より 

も 早い。 そして 人が 死んでも、 少 くも 見かけの 上で、 大きさ も 重量 も變ら ない。 恰も 酒の 氣の拔 

けた やうな ものである、 とい ふので ある。 ル クレチ ウス は 勿論 神經 の傳播 速度の 實際 など は 知ら 

なかった が、 兎も角も 考の 速さと いふ 事 を 物質的なる 或 物の 速度で 置換した。 

人間の 息 を 引取る 前と 後と に 於け る 體重を 比較しょう とする 學者は 今 恐らく 一  人 もないで あら 

う。 併し 徹底的なる 現代 科學的 精神から すれば、 此の 實驗を 遂行せ すして 始めから 結果 を 斷定す 
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る 事 は 許されない であらう。 

精神 を 組成す る もの は、 「精」、 一 執 u、 「{ 仝 氣」、 とそれ に 第 四の 或る 「名のない 者」 とで ある。 

此の 第 四の 者は最 細最微 にして 且つ 最も 急速 度の もので、 此れが 感覺の 基になる もので あり、 此 

れが 害せられる &と 生命はなくなる と說 き、 又 此の 四つの ものが？^ 合して 或る 一 つの 全體を 成す 

と 云って 居る。 

人間 や 動物の 性情 性質の 相逮は 此の 熱と 精氣 と、 空氣 との 含有の 割合によ つて 生す る。 例へば 

獅子 は 熱 を、 鹿 は空氣 叉 精氣を 多く 有って 居る、 とい ふ 筆法で ある。 

精神 は肉體 によって 結合され、 更に 肉體を 活かす。 兩者 いづれ か 一 を 引き はなせば 兩者 は破壤 

され 生命 は 亡びる、 又兩 者の 相對的 運動に よって 感覺が 生じる。 

肉 體の元 子と 精神の 元 子と が 一 つづ 、對 になって ゐ ると いふ デ モク リ トス の說は 誤りで ある。 

後者の 數は 前者に 比して 遙に 小さい、 と 論じる 條が ある。 

此 等の 考を 基に して ルク レチ ウス は、 精神 は 肉體の 死と 共に 死滅す る ものであると いふ 彼の 信 

條を 「說 明」 する 爲に凡 二十 八 箇條を 擧げて 彼の 雄 辯を發 揮す るので ある。 併し 此れ を逐條 鼓で 

述べる こと は 私の 任務で ない のみなら す、 徒らに 讀 者の 倦怠 を 買 ふに 過ぎない であらう。 唯 その 
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一箇 條 として 各種の 生物に 特有な 性狀の 親から 子へ 遣傳 する 事實に 論及し、 そして、.； P も 亦 「定ま 

れる 種子」 を 有する 事 を假定 しなければ 此の 現象 は說 明し 難いと 云って 居る の は 注目す ベ きで あ 

る。 又もし 靈 魂なる ものが 肉體へ 突然 入り込んで 來る ものである とすると、 一人の 子供が 正に 出 

産しょう とする 際に は、 いくつもの 靈 魂が 産婦の 枕元に 詰め かけて、 己れ がくと 爭ふ であらう 

と 云って 居る の は讀者 をして 自ら 破顔 微笑させる ものが ある G 

さて、 靈 魂が 母體 と共に 死滅して しま ふと すれば、 死 は 少しも 恐ろしく なくなつ てし まふ。 口 

1 マが 勝た うが カルタゴが 勝た うが、 靈肉 飛散した 後の 我に は 何の 係 はり もない。 假令 我が 精神 

の 元 子 は 元 子と して 世界の 何處 かに 存在して 居ても、 肉 を 離れて 分解した 元 子 は 最早 「我」 では 

ない。 尤も、 現に 我 を 構成して 居た 凡ての 元 子が、 測るべからざる 未来に 於て、 偶然に 再び 元の 

通りに 結合して 今の 我と 同じ もの も 作る やうな 事 はあり 得る かも 知れない が、 その 再生した 我が- 

前生の 我 を 記憶して 居ようと は 思 はれない。 

死後に 自分の 死 を 悲しむべき 第二の 我は存 しないから 我が 死 は 我に 取って 悲しみで ない。 死と 

共に 愁望も 死ぬ るから、 誰も、 充 されなかった 望に 未練 を感 する もの はない。 そして 假令 精々 幾 

年生き 延びた ところで 永遠の 死に 對 して は その 餘命は 無に 等し い。 
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死後に 行く と 云 はれる 地獄 は、 實は 目前の 慾の 世界で ある。 此れ を遁 る" 唯一 の 道 は 萬 物の 物 

理の 研究で ある。 

私 は 此の ヱゴィ ストの 哲擧に 就いては 何等の 批評の 言葉 も 持ち合せない。 併し 私 は、 現代に 於 

て 若しも 腹 わたの 奥底 迄 も科學 的に 出來 上った 科學 者が 居た としたら、 少 くも 彼の 死に 對 する 觀 

念 だけ は、 餘程 此れと 似た もので あり はしない か を 疑 ふ ものである。 

は 上 彼の 所說 中で 今の 物理 學 者に 取って 最も 興味 ある ものと 思 はる、 の は、 一 且 成立して 後に 

分解し 離散した 多數元 子の 或る 特定の 集團 が、 假令 殆んど 無限の 時間の 後で あると しても、 再び 

元通りに 复活し 得る 機會を 有つ とい ふ考、 しかも それ は 何等の 神の 意志に も 依らす して 單に 統計 

學的 偶然の 所產 として 起り 得る とい ふ考 である。 此れ を 讀んだ 多くの 物理 擧者 はボ ルツ マ ンが其 

の 瓦斯 論の 第 九十 章に 11 曰き 殘 した 意味 深き 謎 を 思 出さない 譯には 行かない であらう。 

もう 一つの 注目すべき 事 は、 此の 卷 のみに 限らない が、 一般に ー兀 子の 大きさが 小さければ 小さ 

い 程 その 速度が 大き いとい ふ考 が默認 されて 居る らしく 見える ことで ある。 如何なる 根據 或は 機 

緣 によって かう いふ 觀 念が 生じ たかは 勿論 不明で あるが、 鬼 も 角 も 此れ は 後代の 瓦斯 論に 現 はれ 

た エネ ルギ— の 等分 配 の 方 则を少 くも 質的に 豫想 する ものと 見れば 見られる とい ふ 事で ある。 
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私 は 想 ふ。 直觀と 夢と は 別物で ある。 科學 とい ふ もの は 畢竟 「判り 易い 言葉に 書き直した 直 

觀」 であり、 直觀は 「人間に 讀 めない 國 語で 誌され た科擧 書の 最後の 結論」 ではない か。 ルクレ 

チウ スを讀 みながら 私 は Ji^ -ー  この やうな 妄想に 襲 はれる ので ある。 

因に 我國の 神官の 間に 傳 はる 云ひ傳 へに、 人間の 靈魂は 「妙に 圓き」 たまで あると いふ 考がぁ 

る さう である。 此の 事 を 私 は 幸 田 露 伴 博士から 聞いて、 此の 條の心 や 精神の 元 子と 多少で も 似た 

考が我 民族の 間に 存 した 事 を 知り 奇異の 感に打 たれた ので ある。 此れ は ギリシャ 語の テュ モスが 

國 語の タマ シヒ に似て 居る と 同じく、 果して 偶然で あるか、 さう でない か 全く 分らない。 

第 四卷に 移る に當 つて、 私 は 以上の 三卷を 取扱つ て來た 私の 紹介の 態度と 方法に 多少の 變更を 

加へ る 必耍を 感じる。 

以上 紹介した 處 によって、 私はル クレチ ウスの 根柢に 存 する 科學的 精神の 一般的 諸相と、 彼の 

一： 儿子說 の 主なる 前提 並に その 運用 方法の 概念 だけ を 不完全ながら 傳 へる ことが 出來 たやう に 思 ふ" 

以下の 三 卷に現 はる、 此 等の 根本的な もの は、 多く 述べ 来った もの 、變 形で あり 敷衍で あると も 
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見られる。 

又 一方、 以下 各 卷に現 はる k 具體 的の 自然現象の 具 體的說 明と なれば、 此等は 其 儘で は 當然現 

在の 科擧に 照らした 批判に 堪へ 得る もので はない。 

さう いふ 譯 であるから、 此れ 以後 も從 前の 如く 逐條的 詳細の 紹介 解說 をす ると すれば、 それ は 

餘 りに 屢、、 無用な 重複に 陷り、 叉餘 りに 煩 はしき 些 末の 詮索に 墮 する 外 はないで あらう。 假令そ 

れは讀 者の 寛容 を 得る としても、 編輯 者から 私に 與 へられた 紙 數には 限りが ある。 

それで、 私 は、 以下に はなるべく 重複 を 避けながら、 主として 科學 的に 興味 あるべき 事柄 を、 

稍隨 意に 摘出しながら 進行し ようと 思 ふ。 

第 四卷の 初めに 於け る 重要 題目 は 物體が 吾人の 視官 によって 知覺 さる 、機巧に 關 する もので あ 

る。 ァ リスト テレス や ピタゴ ラス 等 は、 眼から 發射 する 或 物が 物體を 打った めに 物が 視 える と考 

へたのに 反して、 此の 著者が 物體 から 飛來 する 何物 か V 服 を 刺戟す るので あると 考 へた 點は、 兎 

も 角 も 一歩 だけ 眞に 近い。 しかし その物 體 から 來る もの は 今日の 光線で も 光波で もなくて 「像」 

(image) と 名 づける 薄膜 狀の 物質で ある。 此れ は 恰も 蛇の 皮を脫 する 如く、 物體の 表面から 剝が 

れて、 後から くと 八方に 飛び出す。 その 速度 は 莫大な ものである。 此れが 眼 を 打つ と 同時に 吾 
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吾 は その物 體の 形と 色 を知覺 する。 此の 像が 鏡に 衝突す ると、 反射し、 そして 「裏返し」 になつ 

て歸 つて 來る。 物の 距離の 感ぜられ るの は、 像が 飛んで 来る 時に 前面の 空 氣を 押して 眼に おしつ 

ける 爲 である。 その 爲に 鏡に 映った もの は、 鏡の 後に ある やうに 距離が 感ぜられる とい ふやうな 

解說が ある。 

反射角と 入射角と 等しい とい ふ 意味の 一 百 葉 も ある。 水中に 插 人した 權の 曲って 見える 事 は 述べ 

て あるが、 屈折の 方 則らし いもの は 見出されない。 又數 多の 鏡に よる 重複 反射の 事實 にも 兎も角 

も 觸れて ある。  - 

表面の 粗なる 物體に 此の 「像」 が 衝突した 場合に は、 此の 薄膜の 像が 破れて しま ふから、 映像 

を 生じない とい ふ說明 や、 又 遠方の 物體が 不鮮明に 見える の は 長く、 空中 を 飛行す る 間に 無數の 

衝突 を 受けて、 像の 鋭った 角が 次第につ ぶれて しま ふからで あると いふ 光の 擴亂 の說明 は、 稍 近 

代 的な もの を 含んで 居る。 

知 覺が與 へ る もの は 常に 正しくても、 其の 判斷の 誤りから 錯覺を 生す ると 云って いろ/ \ 'の 例 

も あげて ある。 そして 此れに 辏 いて 自然の 認識の 基礎と なる ベ きもの は 併し 結局 吾人の 感覺に 外 

ならない とい ふ 感覺論 的 方法論の 宣言が ある。 此れ は 後に マツ ハの 一派に よって 展開され たもの 


の先驅 をな す ものと 見られる。 そして プランク 等の 「感覺 からの 開放」 とい ふ 言葉が 彼等の 意味 

では 正當 であると しても、 吾々 は 此の ル クレチ ウス の 所 說も亦 同時に 眞理 として 認容し なければ 

ならない。 如何に 人間が 思 ひ 上って 見たところで、 五せ を 封 じられ てし まって、 さう して 物理 學 

の 課程 を學ぶ 事が どうして 出来る であらう か。 

音響 は 矢張り 一種の 放射 物で あるが 「像」 の やうな ものと は考 へられて 居ない らしい。 そして 

音の 散亂、 反射と いふ やうな もの も、 どうにか 論じて ある。 面白 いのは 音の 廻 折の 事實を 述べて 

ある 處に、 ホイ ゲン スの！ S 理に 似た 考が 認められる。 卽ち 一 つの 音から 次の 音が 生れる。 丁度 一 

つの 火花から 多くの 火花が 生れる やう だと 云って 居る ので ある。 そして、 光 は 影 を 作る が 音 は 影 

を 作らない 事實に 注意 を 向けて 居る。 

私 は 昔 或る 場所の 人 學試驗 の 問題と して、 音波と 光波の 見かけの 上の 廻 折の 差を證 明す る 事 を 

求めた が、 正解ら しい 要點 に觸れ たもの は 稀であった。 多くの 學生等 は 敎科書 に 書いて ない 眼前 

の 問題 は 餘り考 へて a ない ものと 思 はれる。 そして 敎 はった ものなら、 どんな 面倒な 數式 でも 暗 

記して 居て、 所 問に 當 らうが 當 るまい が、 その ま、 に 答案 用紙に II 曰き 並べる ので ある。 二 千年 前 

のル クレチ ウスの 方が よりよ き科學 者で あるの か、 今の 敎育 方針が 惡ぃ のか、 此れ も 問題で ある 
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香 や 味の 問題 其 他生 理學 的の 問題の 所說は 全部 略す る。 唯 此の 條に 聯關 して 人間の 生活 官能 は 

人間の 用途の 爲に 設計して 作られた ものではなくて、 能が あって 後に 其の 用が 生れる もので あ 

ると 云って、 目的論 的 自然 觀に 反對 す-る 所論の ある 事 を 注意して おき 度い。 

卷 末に 性愛 を 論じた 部分の 中に 遣傳 素に 關 する 考が 見出される。 此の 考は餘 程 迄具體 的に 現代 

の 遣 傳學說 に 近似す る ものであって、 此の 事 は旣に 近頃の ネチュ ァ ー の 寄書 欄で 注意した 人 も あ 

つた 位で ある。  . 

第五 卷の 初めに 於て、 ル クレチ ウス は、 更に 鋒 先 を 取り直して 彼の 敵手た る 目的論 的 學說に 反 

杭して 居る。 さう して 神 を 敬遠して 世界と 沒 交渉な 天の 一方に 持ち込んで 居る。 世界が 神の 所產 

でない こと は 世界の 缺點 だらけな ことから も 分る と 論じて 居る。 此れ をン クラ テ ス が 神 は 善なる 

故に 世に 惡 はない、 と 云った のと 比較す ると、 兩 者の 立場の 相 遠が よく 分る。 一は 公理から 演繹 

し 一 は事實 から 歸納 する ので ある。 此點 から もル クレチ ウス の 方が 自然 科學 的で ある。 

さう して 世界の 可 死 を 論じる 爲に水 や 签氣ゃ 火の 輪廻 を 引用して 種々 の 地文 學 的の 問題に 觸れ 
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て 居る。 又 地質 學 上の 輪廻に も 暗示 を 投げて 居る。 その 記述の 中には 當然 地震 や 津波 も 出て 來る。 2 

.  〇 

最も 興味 ある は 宇宙の 生成に 關 する 開 闘 論 的 考察で ある。 元 子 的 渾沌の 中から 偶然の 結合で 分 

離 析出が 起る とい ふ考 は、 日本 其 他 多くの 國々 の 傳說と 同様で あるが、 其れ を 元 子 論 的に 見た 點 

が 甚だ 近代的で ある こと は 前述の通り である C 

地が 靜 止して 居る とい ふ爲の 彼の 說明は 遺憾ながら 有利に 飜譯し 難い ものである。 

次に は 星の 運行の 原因 を說 明す る ものと して、 四つば かりの 可能な オルタ ー ネテ イヴ を 列擧し 

てゐ る。 此の 說 明の 內容は 鬼に 角と して、 此の 後に 於ても 彼 は 屢、、 當 面の 問題に 對 して 可能で あ 

るべき 說明 を出來 得る 限り 列擧 せんと 勉めて 居る の は 注意すべき 彼の 科學的 方法で ある。 彼 は 云 

ふ。 此 等の もの 、いづれ が、 此の 「吾々 の 世界」 で 原因と なって 居る か は 確 實には 分らない。 併 

し 宇 { 由 間に 存 する 「種々 の 世界」 は 種々 に 作られて 居る から、 此 等の 原因の いづれ もが、 何處か 

の 世界に は 行 はれて 居る かも 知れない。 唯 此の世界で その 中の どれが 行 はれて 居る かを斷 言す る 

事 は、 自分の やうに r 耍心 深く 歩 を 進める 人間」 のすべき 事で はない と 云って 居る。 

此の方 法論 は、 實は、 甚だ 科學 的な ものである。 彼の 考を 敷衍して 云へば、 經驗 によって 明確」 

に 否定され ない 凡ての 可能性 は、 凡て. 眞 であり 得る こ と を 認容し て か、 ら ねばならな いとい ふの 
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である。 此の 事 は 意外に も 却って 往々， にして 現 時の 科學 者に よって 忘却され る。 精密と いふ 言葉、 

量的と いふ 標語 を 持 出す 前に 先づ考 へなければ ならない 出 發點の 質的の オルタ ー ネ テ イヴが 案外 

に屢、 、粗略に 取扱 はれる。 その 結果 は、 甚 しく 獨斷 的に 誤れる 假定に 基いた 面倒な 數學的 理論が 

捻り出された りする やうな 現象が 起る。 さう いふ 意味で ル クレチ ウスの 此の 態度 は、 寧ろ 今の 科 

擧 者に 必須な ものと 考へ なければ ならぬ。 

此の 態度で 彼 は 太陰 太陽の 週期の 異る 理由、 晝 夜の 長短の 生す る 理由、 月の 盈虚、 日月の 烛の 

原因 等に 關 する 說 明の 可能な もの を多數 に列擧 して 居る。 此 等の 說明は その 儘に は 今日 適用され 

ない としても、 彼のい ふ 如く 「何處 かの 他の 世界」 では 適用し 得る もの を 包 有して 居る。 例へば 

盈虛ゃ 触の 說 明の 中に、 近代に 到って 變 光星の 光度の 週期 的變 化の 說明 として 提出され た 模型が 

明示され てあつた りする の は、 決して 偶然ではなくて、 寧ろ 當然の 事で ある。 卽ち 此の世界で 適 

用し なかった 一 つの ものが 他の 世界で 適用され るに 外なら ない。 將來に 於ても、 此の 邊の 彼の 所 

說の 中の 或 物が、 前衛に 立って 戰 ふ天體 物理 學 者の 或る 行 詰った 考の 中に、 何等かの 暗示の 閃光 

を 投げ込む こと も あり 得る であらう と 思 はれる。 

開闢 論、 天體 論の 次に は、 此の世界に 於け る 生物の 發生 進化の 解說が 展開され てゐ る。 先づ植 r 
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物が 現 はれ、 次に 現 はれた 最初の 動物 は 鳥であった。 此れ は 天涯から 飛来した もので はなく 矢 張 

り 地から 生れた。 それ は 丁度 現に- 则ゃ 太陽の 熱に よって 肥 土から 蟲が 生れる やうに 生れた もので 

あると 說く。 此れ は 近代 物理 舉の 大家が、 生命の 種子 を 天来の 發 生物に 歸 せようと した 拙な. ぃ說 

を 嘲る やうに も 聞え る。 人間 も 初めの 中 は 矢張り 地から 生れ、 さう して 地の 細孔から 溶 出す る 乳 

汁に よって 養 はれて 居た。 併し 其 後に 地が 段々 老袞 して 来たから、 もう 産む 事 を疾に 止めて しま 

つたと いふので ある。 此れ は 確に 奇說 である。 併し 彼の 舉說 から 見れば それ 程 不都合で は ある ま 

此處で 地の 老衰 を說 いた 後に  . 

F01.  la;psing-  sons  cliange  t;lie  o ト 

The  v-.llole  wide  wol.ld,  tuid  all  things  naeds  must  take 

0 さ e  stat-s  after  other,  nor  ps^.^^  l〕el.slsts 

For  ever  lilce  itself.   . 

と 歌って 居る" 此れ は、 或意咏 から、 自然 方 則の 變遷 を考 へて 居る ものと も られ る。 科 學の方 

則 は 果して 永劫 不變の もので あるか 。• 此れ は 極めて 稀に しか 持 出されなかった 問題で ある。 私の 
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知る 限りで は 唯 アン リ— . ボアン カレ，— がその 晚 年の ェ ッ セ ー に 於て 論じた ものである。 此れ は 

勿論 吾々 の科學 だけから は 決定し 難い ものであるが、 しかし 叉科學 者の 全然 忘却して はならない 

問題で あらう。  ， . 

最初のう ち は 色々 の 片輪 者 や 化物が 生れた。 併し それ 等 は榮養 生殖に 不適 當 である 爲に間 もな 

く絕滅 したと 云って、 玆に 明に 「適者生存の 理」 を 述べて 居る。 殘存 し繁榮 した 種族 は 自衛の 能 

力 ある もの か、 然ら ざれば 人間の 保護に よる ものであると 附加 へて 居る。 そして 半 人半獸 の；^ 物 

が 現存し 得ざる 所以 を說 いて 居る ので ある。 

次に は 原始人 類の 生活 狀 態から 人文の 發 達の 歷史を 可也 詳しく 論じて 居る。 此 等の 所說を 現在 

學 者の 所説と 比較して 見ても 恐らく 根本的に はいくら も 違 はない ので はない かと 思 はれる。 例 へ 

ば 火の 發 明の 記事 は 現に 私の 机上に あ る 科學者 の 火に 關 する 著 *1 の內容 その ま、 であり、 言語 の 

起源に 關 する 考は、 近. 代言 語學者 中の 最も 非常識なる 說 よりも、 もう 少し 要 を 得て 居る。 

:„ 川 金、 紡織、 園藝の 起源 や、 音樂、 舞踊の 濫嶋迄 も 面白く 述べて ある。 神の 觀 念が 夢から 示唆 

され、 それが 不可解 不可能なる 凡ての 事情の 持ち込み 所に 進化 するとい ふ考も 洩らされて ゐる。 

そして 結局 宗敎の 否定が 繰 返さる くので ある。 
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第六卷 では 主として 地球 物理 學 的の 現象が 取扱 はれて 居る。 此れ は 現在の 氣象學 者 や 地震 學者、 

地質 學 者に とって 可也に 興味 ある もの を 多分に 包 有し 提供して 居る。 併し 玆で此 等の 詳細に 1 つ 

て 紹介し 評註 を 加へ る こと は 出来ない。 私 は 若し 機會が あったら、 他日 特に 「ル クレチ ウスの 地 

球 ゆ 理學的 所說」 だけ を 取 出して 何處 かで 紹介した いとい ふ 希望 を もって 居る だけで ある。 

彼が 雷電 や 地震 噴火 を詳說 した 目的 は、 畢竞此 等 現象の 物質的 解說 によって、 此 等が 神の 所業 

でない 事 を 明に し、 同時に 此 等に 對 する 恐怖 を 除去す るに あるら しい。 此れ は 又 其 儘に 現代の 科 

舉敎 育なる もの & 一  つの 目的で あらう。 併し 不幸に して 廿 世紀の 民衆の 大多數 は 紀元前 一世紀の 

大多数と 比較して 此點 いくら も 進歩して 居ない。 例へば 今の 我國の 地震 學 者が 口 を 酸く して 說く 

ことに 人 は 耳を藉 さう としない。 さう して 大正 十一 一年の 關東 地震 は あれ だけの 災害 を 及ぼす に 至 

つた。 あの 地震 は實は 大した 災害 を 生すべき 害の ものではなかった。 災害の 生じた 主なる 原因 は- 

東京 市民の 地震に 對 する 非 科學的 恐怖で あつたので ある。 科學は 進歩す るが 人間 は 昔 も 今 も 同じ 

であると いふ 事 を 痛切に 感じない では 居られない。 同時に 今の 科學 者が ルク レ チウ ス から 科學そ 
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の もの は敎 はらなくても、 科學 者と いふ もの \ 「人」 について 多く を敎 はり 得る 所以 を兹 にも 明 

に 認め 得る と考 へる ので ある C 

雷電の 現象に 就いても 矢張り 種々 の， 可能な 原因 を列擧 して 居る。 其 中に 雷雨の 生 因と、 雲 及び 

風の If 動との 關 係が 豫 想され て 居る のが 面白い。 又 雷鳴の 音響の 生 因に 就いて 種々 の考が 擧げて 

あるが、 此の 問題に 就いては 現在で も 未だ 種々 の 異說が ある 位で ある。 此の方 面の 研究に 沒 頭せ 

る 氣象擧 者に 取って は、 此の 一節 は盡 きざる 示唆の 泉を與 へる であらう。 

叉 風が 速度の 爲に 熟する とい ふこと も考 へられて 居る。 壓縮 によって 熱の 種子が 絞り出される 

とい ふ 一 百 葉 も 面白い。 此等は 瓦斯 體の熱 カ學の 一部の 豫言 とも 見られる。 

雷電の 熱 效果、 器械 的 效果を 述べる 中に、 酒壺に 落雷す ると 酒 は蒸發 してし まって は 無事 だ 

とい ふやうな 例が 擧げて ある。 此れな ど は 普通の 氣象 » 書に は 見えない ことで あるが、 事 實はど 

うだか 私に は 分らない。 

雷電の 火の 種子が 一 部 は 太陽から 借りられた ものであるとの 考も正 鶴 を 得て 居る と 云 はれ 得る。 

電 火の 驚くべき 器械 的效果 は、 極めて 微細なる 粒子が 物質 間の 空隙 を 犬なる 速度で 突進す るに 

よるとの 考は、 近年の ド ルセ ー の 電撃の 假說 に似て 居る。 叉 此處の ルクレ チウ スの 記述に は、 今 
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の 電子 を 想 はせ る 或 物 も ある。 電火 によって 金屬の 熔融す るの は、 此等 粒子の 巡 入の 爲に 金屬元 

子の 結合が ゆるめら る、 とい つ て ゐ るの も 興味が ある。 

雷雨の 季節的 分布 を 論す る條に 於て、 塞 暑の 接觸を 雷雨の 成立 條 件と 考へ て 居る の も 見逃す こ 

とが 出来ない。 

龍卷 についても 可也 正しい 觀 察と、 眞に 近い 考察が ある。 

雲の 生成に 凝縮 心 核 を考へ て 居る のは^ 見で ある。 そして 天外より 飛來 する 粒子の 考 など は、 

現在の 宇宙 微塵 や 太陽からの 放射 粒子 線 を 聯想 さ せ る。 

次に 地震の 問題に 移って、 地 殼內部 構造に 論及す るの は 今 も 同じで ある。 唯 彼 は 地下に 空洞の 

存在 を假定 し、 その 空？ を充 たす に 「風」 を もってし たの は 困る やうで あるが、 此の 「風」 を熔 

岩と 飜譯 すれば 現在の 考に 近くなる。 彼は乂 地下に 「河」 や 「水溜り」 を考へ て 居る。 此れ は熔 

岩の 脈 や ポケット を 指す と 見られる。 此の 穴ェ 洞の 壁の 墜落が 地震 を 起す と考 へる。 此の ま、 の考 

は 近年 迄殘存 した。 直い もの 、墜落の 衝動が 地に 波及 するとい ふ考も 暗示され て 居る。 

「地下の 風」 の壓 力が 地の 倾動を 起し 震動 を 起す とい ふ考 が、 最近の マグマ 運動と 地震の 關係 

に關す る 學說を 聯想 させる。 
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津波の 記事の 加 へられて ゐ るの は 地震 國 たる 希臘羅 馬の 學者 にして 始めて あり 得る もので あら 

う。  -., 

次に は 大洋の 水量の 恆 久と關 係して 蒸發ゃ 土壌の 渗透 性が 說 かれて ゐる。 

火山 を 人 體の病 氣に譬 へた 後に、 物の 大きさの 相對 性に 論及し、 何物 も 全 和に 對 して は 無に 等 

し いと 宣言して ゐる。 

又 火山の 生 因と して 海水が 地下に 溶 透し、 それが 噴火山の 根 を 養 ふと い ふ 現代で も： i{ " 繰 返さ 

れる假 說も亦 その 端緒 をルク レチ ウス に 見出す ことが 出來 るので ある。 . 

ナイルの 洪水の 問題に 就いても 四 箇條の オルタ ー ネテ イヴが 擧げて ある a 此の 四箇條 など は、 

恐らく 今でも 何處 かの 河に つ いて 地文 學 者の 誰か 月並に 繰返しつ 、ある ものと 全然 同樣 である- 

次に は 毒 瓦斯 泉 ゃ井戶 水の 問題が ある。 井水の 温度に 關 する 彼の 說明 は奇拔 である。 

その 次に 磁石の 說が來 るの は 今の 科學 書の 體 裁と 比較して 見れば 唐突の 感が ある。 W し 著者の 

つもり は、 あらゆる 「不思議」 を解說 する にある のであって、 科學の 系統 を 述べて 居る のでない 

と 思 へ ばよ い。 

磁石の 作用 を考へ てゐる 中に 「感 應」 の觀 念の 胚子、 「力の場」 「指 力 線」 などの 考の 萌芽ら し 
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い もの も 見られる。 ； W し全體 としての 說明は 不幸に して 今の 言葉に は 容易に 書き直されな いもの 

である。 

終りに は 「病 氣」 に關 する 一節が あって、 其 處には 風土病と 氣 候の 關 係が 論ぜられ、 又 傳染病 

の 種子と しての 徵菌の 如き ものが 認められる。 

敎 後に ァゼ ン ス に 於け る 疫病 流行 當 時の 狀況が リアル な 恐ろし さ を もって 描き出されて 居る。 

マ ン C1  >- に 據れば 此れ は 主に ツキ ヂ デス を譯し たもの ださう であり 中には 誤 も ある さう である- 

此れ は 翳 者が 讀ん だら 定めて 面白い もので あらう と 思 ふ。 此の 中には 種 々多様の 惡疫の 症 狀が混 

合して；^ I されて 居る さう である。 此の 一節 は 所謂 空 氣傳染 をな す 病 氣の實 例と して 附加 へられた 

もので あらう。 

此のお 又 病の 記述に よって ル クレチ リスの Rerum  Nat 一  ira は 終って 居る。 此れ は 吾々 に 何 

となく 物足りない 感じ を與 へる。 ル クレチ ウス は 恐らく、 此の 後に 更に 何物 かを附 加す る 考がぁ 

つたので はない か。 私 は 此の 書に 結末ら しい 結末の ない 事 を 却って 面白く も 思 ふ ものである。 實 

際 科 學の卷 物に は始 はあって も 終 はない 害で ある。 
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後 記 

ル クレチ ウス の 書に よって 吾々 の學 ぶべき もの は、 其 中の 具體的 事象の 知識で もな く 又 其の 論 

理 でもな く、 唯 其 中に 貫流す る 科學的 精神で ある。 此の 意味で 此の 書 は 一部の 貴重なる 經典 であ 

る。 若し 時代に 應 じて 適 當に釋 註 を 加へ さへ すれば、 此れ は 永久に 適用 さるべき 科學 方法論の 解 

說書 である。 又 吾々 の 科學的 想像力の 枯渴 した 場合に 啓示の 靈水を 汲むべき 不死の 泉で ある。 又 

知識の 中毒に よって 起った 壤血症 を 治す るヴィ タミ ン である。  • 

現代 科學の 花や 實の 美し さ を 讚美す る 吾々 は、 往々 にして 其の 根幹 を 忘却し 勝ちで ある。 ルク 

レチ ウス は實に 吾々 に 此の 科學 系統の 根 斡 を 思 ひ 出させる。 さう する 事に よっての み 吾々 は科學 

の 幹に 新し い 枝を發 見す る 機會を 得る ので あらう。 

實際昔 も 今 も、 科學 の前衞 線に 立って 何 か 一 つの 新しき 道 を 開いた 第一流の 學者達 は、 或 意味 

でル クレチ ウス の 後裔であった。 現在で も 二  H ルス . ボー ァゃド . ブ 口 ー リ— の 如き は 明に 其の 

子孫で ある。 彼等 は 唯 現 時の 最高の ァカデ ミツ クの 課程 を 修得した ルクレ チウ ス に 外なら ない の 

である。 
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ェ ネル ギ ー 不 1^ 論の 祖 とせら る 、 B ベルト. マ ィァ ー は 最もよ くル クレチ ウス の 衣鉢 を傳 へ た 

後裔であった。 併し 彼 は 不幸に して 其のせ 田 代の 物理 學に 精通し なかった 爲に、 其の 偉大なる 論文 

は當 時の 物理 學界 から けられた。 而 して 當 時の 學界へ のパ ッ スを 所有して ゐた 他の ルクレ チウ 

スの 子孫 ヘルムホルツ によって 始めて 明るみに 出る やうに なった。 

現代の 科學が ル クレチ ウス だけで 進められようと は 思 はれな い。 併し ルク レチ ウスな し に 如何 

なる 科學の 部門で も 未知の 領域に 一 歩 も 踏み出す こと は 困難で あらう。 

今假 りに 現代 科學 者が 科學 者と して 有つべき 要素と して 三つの もの を 抽出す る。 一 つ は ルクレ 

チウ ス的 直觀 能力の 要素であって 此れ を L と 名 づける。 次 は 數理的 分析の 能力で 此れ を S と名づ 

ける。 第三 は 器械 的實驗 によって 現象 を 系統 化し、 歸納 する 能力で ある。 此れ を K と 名 づける。 

今 若し 此の 三つの 能力が 測定の 可能な 量で あると 假定 すれば、 LSK の 三つの もの を 座標と して- 

三次元の 八 分 一 空間 を考 へ、 其の さ 間の 中の 種々 の 領域に 種々 の 科學者 を配當 する 事が 出來 るで 

あらう 0 

ヘルムホルツ や、 ケルヴ イン や レイノ ル.. ッ の 如き は LSK いづれ も 多分に 併有して ゐ たもの 、 

列で ある。 現存の 學 者で はジ ェ ー • ジ H 1 - タム ソン が 此の タイプの 人で あらう。 フ ァ ラデ ー や 
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現代の ラ ザフォ ー ドゃゥ ー ドの 如き は LK 軸の 面に 近く 位して 居る。 ボルツマン、 ブラ ン ク、 ボ 

1 ァ、 アイ ンシ ユタ イン、 ハイゼンベルク、 ディラック 等 は LS 面に 近い 各點 に相當 する。 唯 

L  =  0 卽 ち- SK の 面內に 坐す る 著名の 大家 を 物色す る 事が 困難で ある。 或は レ— リ ー 卿の 如き は 

少 くも 此の 座標軸 面に 近い 大家であった かも 知れない。 

ゾムマ ー フニ ルトゃ 其 他の 數理 物理 學者は S 軸の 上 近くに 坐す る もので あり、 純 實驗、 純 測定 

の 大家 等 は K 軸に 羅列され る。 此等は 科學の 成果に 仕上げ を かける 人々 である。 さう して 科學上 

のビュ リタ 一一 ズム から 見て 最も 尊敬すべき 種類の 擧者 である。  - 

然るに L 軸の 眞 上に 坐す る 人 は 最早 科學 者で はない。 彼等 は 詩人で ある。 最善の 場合に 於て 形 

而上學 者で あるが 最惡の 場合に は 妄想 者で あり 狂者で あるか も 知れない。 かう いふ 人 は 西洋で も 

日本で も 時々 あって 科學者 を 困らせる。 併し 大抵の 場合 彼等の 云 ふ 事 は科學 者の 參考 になる 或 も 

の を 有って 居る。 卽ち 彼等 は 吾々 に L の 要素 を 供給し 得る ので ある。 

勿論 座標 中心の 附近に は科擧 者の 多 敷が 群集して 居て、 中心から 遠い 處に 僅少の 星が 輝いて 居 

るので ある。 

以上の 譬喩 は 拙で は あるが、 ル クレチ ウスが 現代 科 擧に對 して 占める 獨特の 位地 を說 明す る 一 
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助と なる であらう。 

,1^ 解の ない 爲に 繰返して 云 ふ。 ル クレチ ウスの みで は 科學は 成立し ない。 併し 又ル クレチ ウス 

なし に は 科學は 何等 本質的なる 進展 を 遂げ 得な い。 

私 は 科 學の舉 生が 唯 徒に L 軸の 上に のみ 進む 事を誡 めた く 思 ふと 同時に、 叉 科學敎 育に 從 事す 

る權威 者が 餘 りに SK 面の 中に のみ 學生を 拘束して、 L 軸の 方向に 飛翔 せんとす る 翼 を 盲目的に 

切斷せ ざらん 事 を 切望す る ものである。 

最後に 私 は 此の ー篇の 未熟な 解說 が、 ル クレチ ウスの 面影の 一 側面 を も 充分 正確に 鮮明に 描出 

する こ と を 得な か つたで あらう こ と を 恐れる。 さう して 此點に 就いて 讀 者の 寛容 を冀ふ もので あ 

る 0 

ルクレ チウ スを讀 み、 さう して 其の 解說を 筆に して ゐる 間に、 厦、 、私 は 一種の 興奮 を 感じない 

では 居られなかった。 從 つて 私の 冷靜 なるべき 客觀的 紹介の 態度 は、 往々 にして 甚 しく 取 亂 され、 

私の 筆端 は 強い 主觀 的の 句を發 散して 居る ことに 氣が 付く。 叉 一 方 私 は ルクレ チウ スを藉 りて 自 

分 の 年來 培養し て來た 科學觀 の 或 も の を讀者 に 押賣し つ、 あるので はない かと 反省して 見な けれ 

ばなら ない。 併し 私が 若し さう いふ 罪 を 犯す 危險が 少しもない 位で あったら、 私 は 恐らく ルクレ 
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チ ウスの 一 卷を塵 溜の 中に 投 込んで しまった であらう。 さう して 此の 紹介の 如き ものに 筆 を 執る 

機會は 生涯 来なかった であらう。  _ 

(註) 

5 ル クレチ ウスの iltomc 現代の 原子と 區別 する 爲に假 りに 元 子と 譯 する。 

g  Newton,  〇t>ticls,  r>p.  W7 ひ， 376,  secon-i  edition,  1718. 

g  Llllustration,  7  Juillet,  1928.  • 

^  Daly,  Igneous  Rocks  is 二  Their  Origin,  p.  xxii. 

^  N.  Bohr,  Nature,  April 14, 1928,  sur-ple ョ cut. 獨逸 語で：！； じ ものが Natunvissenschafteu にも 

出て 居る。 

21 に 故 日 下部 四郞太 博士が 十 年 程 前に 「時の 素 量に 就いて」 とい ふ 意味の 題目で 一 つの 面白い 論文 

を 東京 數學 物理 學會に 提出した 事が あった。 私 は 今 其 Q 內容を 記憶 しないの を 遺憾と する。 此の， 論文 

は 併し 何故か 學會の 記事に は 載らなかった。 餘り變 な もの だと いふので 何處 かで 握りつぶされ たと い 

ふ 噂 も ある。 さう いふ 噂の あり 得る 程に オリ ヂナル な ものであった ので ある。 併し 今 讀んで 見たら 案 

外變 ではない かも 知れない と 思 ふ。 日 下部 博士 は ルクレ チウ ス的耍 素 を 多分に 有った 學 者であった の. 

である。 なほ ェ ピキ ユリア ンが時 を 素 量的の ものと 考 へ たと いふ 事 を 何 かで 讀んだ ことがあ るが、 ル 
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クレチ ウス の 中で 明白に さう 云って あるの は 私に は 見當ら なかった。 义ラ スゥ イツ ッの 「京 子 論^- 

(I,  S,  Ms によると、 ァラ ビヤの ムタ カリム ン (Mutakallhmln) と稱 する 一 汲の 學者は 時 を連績 

的と 考 へないで、 個々 不連續 な 時點の 列と 考 へて 居る。 而 して 矢張り 人 問 感覺に 限界の あると いふ 事 

で 此 シ說の 見かけ上の 不都合 を 辯 護して 居る さう である。 此れ も 注意すべき 事で ある。 

3-  ti.  C.  MCLets,  Nature,  May 12, 1928,  p.  749 

^  a.  I ビ incar6.  Letzte  Gedanken の 最初の 論文 「自然 方 則は變 化する か 一 

(昭和 四 年 九月、 世界 思潮) 

(「物質と 言 紫」 への 追記) 以上の ル クレチ ウス 紹介 を 書いた 後に 入手した 關係文 默を參 考の爲 に 誌す。 

i」 T.  Lucretius  cal.us.  Von  二 er  Natiir  der  sllge,  nadi  <!2-  ueheilzl ョ g  V- ョ K「 L.  v. 

Knebel.  (Reclams  Universal  Bibliotlsk,  N-,  4257.  .4259 ン 

に」 Luc あ ce,  De  la  Nature,  Traduction  Nouvelle  de  Henri  Glouard.  (classique  Gamier.) 

3)  .scretius,  De  Kerum  Natura,  一 Vith  an  English  Translation  by  W.  II.  I).  Rouse-  (Loeb 

classical  Library.)  . 

4)  x§hl  ,\t;ln;ii6vitch,  L-AtoEiie  (rf:pii.e  (Paris,  Les  rises  Universitaires  de  France.) 
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明治 一 一十 年代の 事で ある。 今 この 思 ひ 出 を 書かう として 居る 老學 生の 未だ 紅 額の 少年て あった 

頃の 話で ある。 太平洋から まともに 烈しい 潮風の 吹きつける 或る 南 國の中 學にン コ— ドを 留めた 

有名な ストライキの のあった 末に 英國 仕込で しかも 豪傑 肌の 新しい 校長が 卒業した ての 新學士 

の 新 暾員五 六 人を從 へ て 赴任す ると 同時 に徵臭 いこの 田舍の 中學 に 急 に 新し い 文化の 風が 吹 込 ん 

で 来た。 その 新 文化の 最も 目 ざまし い 表象と して 維新 時代の 夢の 未だ さめ 切らなかった 生徒 達の 

心に 强ぃ 印象と 衝動 を與 へた もの はべ ー スボ ー ル、 フ ー トボ ー ル、 クリケ ノト、 ク ロケ ー それ か 

らボ ー トレ— ス などの 新遊戲 であった。 若く 元氣な 生徒 等の 眼に は何處 かの 別の 世界から 天降つ 

て 來た樣 な 法 學士、 農擧 士、 文 學士の 先生 達が シャツ 一 つに なって 校庭で 猛烈な 練習 をリ ー ドし 

た 0 生徒 等の 眼に は 世界が 急に 素 量的に 飛躍した 様に 感ぜられた。 さう して 更に 次に 来るべき 時 


代へ の 希望と 憧憬と いった 様な ものが 封建 期の 子供 等の 頭の 中に 勢よ く 芽生え 始めた のであった。 

ま いた 種のう ちで もク リケッ トゃ クロ ケ ー は 風土に 合はなくて ぢ きに 萎れて 枯れて しまったが、 

ベ 1 スボ ー ルとボ —トレ ー ス はの びくと 生長した。 後者 は 器具の 關 係から 學 校に 限られて 居た 

が、 前者 は當然 校外にまで も傳播 して 行くべき 性質の ものであった。 町外れの 草原 や 冬 田の 上で 

到る 處に眞 似 事の 野球 戰が 流行した。 ベ ー スには 蓆の 切れ端 ゃ雜 巾で 用が 足りた。 ボ— ルが ゴム 

毬、 バントに は 手頃の 竹片 がそ こらの 畠の 垣根から 容易に 掠奪され た。 しかし、 それで は 物 足り 

ない 連中 は、 . 母親 をせ びった 小錢で 近所の 大工に 賴ん でい、 加減の 棍棒 を 手に いれた。 投網の 重 

錘 をた 、きつぶ した 紛球 を絲 屑で 丹念に 卷 固めた もの を 心と し糅皮 —— それがなければ ネル ゃモ 

ンパ 11 の瓢簞 形の 片をー 一枚 縫合せ て 手製の ボ ー ルを 造る ことが 流行した。 横文字の トレ ー ド マ 

1 クの 付いた 本物の ボ ー ル など は 學 校の 外に は どこに も 見られなかった。 しかし この 手造りの ボ 

,1 ルが バットの 頭に 力 ー ン とくる 手 ごた へ は 今でも 當 時の 健 兒 等の 「若 かりし 日」 の 夢の 中から 

可也 リアルに 響いて くる もの 、一つで ある。 ミットな ど は 到底 手に 人らなかった。 この 思 ひ 出 を 

書いて 居る 老 書生の 左手の 藥 指の 第 一 關節 がー 一十 度 程 横に 曲って しまったの は その 時代の 紀 念で 
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ある。 先日 彼が その 話 を ある 友人に 持ち だしたら 僕 もさう だとい つて 彼 以上に 一 層 ひどく 曲った 

薬指 を 見せて 互に 苦笑した。 

彼が 高等 學 校に はいって 以來 今日まで 通って 來た 道筋 はしかし スボ ー ッの 世界と は餘 りに 懸け 

離れて 居た。 さう して 四十 年 近い 空白 を距て \ 再び 彼の 歷史 のべ ー ジの 上に バ ッ トゃボ ー ルの影 

がさし 始めた の は 漸く 咋今 のこと である。 

昨年の 或 日の 午後、 彼 は 某 研究所に 或る 若い 友人 を 尋ねた が、 いつもの 自室に その 人 は 居な か 

つた。 そこらの 部屋 を搜 しある いたが、 尋ねる 人 も その他の 人 もど こに も 見えなかった。 おしま 

ひに 或る 部屋の ドア を 押し あけて 窺く と、 そこに は 大勢の 若い 人達が 集まって 渦 卷く堙 草の 煙の 

中で ラヂォ の 放送 を 聞いて 居る ところであった。 それ は 何の 放送 だか 彼に はわから なかった。 唯 

擴聲 器から ガヤく とい ふ騷 音が 流れ だして 居る 中に 交って 早口に せき 込んで 燒 舌って 居る アナ 

ゥ ンサ ー の聲が 聞え る だけであった。 聞いて みると それ は早慶 野球 戰の 放途 だとい ふので あった- 

彼 は 何だか ひどく 淋しい 心 持が した。 自分の 周 圍には 自分の 知らぬ 間に 自分の 知らぬ 新し い 世 
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界 が廣大 に發展 して 居て、 さう して 自分に もっとも 親しい 人達の 多數は みんな 其の 新し い 世界に 

生きて 居る。 さう と は 知らす 彼 は舊ぃ 世界の 片隅の 一室に 唯一 人閉 籠って 居て、 室外の 世界 も 彼 

と 同様に 全く 昔の ま、 で 動いて 居る やうな 氣 がして 居た ので ある。 ところが、 煤けた 象牙の塔 は 

微塵に 碎 かれた。 自分 は 唯一 人の 舊 世界の 敗殘 者と して 新世界の 只 中に 放り だされた やうな 氣が 

したので ある。 

往来へ 出て 見る と、 そこの ラヂ ォ屋、 かしこの 雜貨 店の 店先に は 道 ゆく 人が 銘々 の 用事 を 忘れ 

て 立ち止まり 寄り集まって 粉 製擴聲 器の 美しから ぬ騷 音に 聽き 惚れて 居る。 それが 彼に は 全く 何 

の 意味 もない 風 か 波の音に しか 聞こえな いので ある。 小店 員 は 自轉車 を 止め、 若き サラリ —マン 

は 靴 ひもの 解けた の も 忘れ、 魂 は 飛行機に 乘 つて 青山の 空 を 翔って 居る のであった。 彼 は 再び さ 

びし い 心 持が した。 

今年の 十月 十三 日の 午後 彼 は 上野へ 出かける 途中で 近所の 某 富豪の 家の 前 を 通ったら、 玄關に 

大勢の 男女の はき 物 やかう もり 傘が 所 狭く 並べられて、 印 伸 纏の 下足番が ついて 居た。 さう して 

門に 向った 洋風の 大きな 應接 間の 窓から は ラヂォ の 放送が 騷 然と 流れ だして 居た。 成程 今日は 早 

參 

慶 野球 戰の 日で あると 思った。 それから 上野へ 行って 用 を 足して 歸 るまで、 到る 處 にこの 放送の 
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騷 音が 追跡して 来た。 罪人 を 追 ふ フユ リ ー の 如く 追跡して 來た。 さう して 宅へ 歸 つて 見る と、 彼 

の 二人の 女の子が 矢 張 茶の間の ラヂォ の 前にす わり 込んで、 こ 、でも 野球 戰の餘 響 を 撒 散らして 

居る ので ある。 一 體ぉ まへ 達に はこれ， が 分る のかと 聞いて 見る と 「さう ねえ」 とい ふ餘り 要領 を 

得ない 返事であった。 兎に角 この 放送 を 聞く こと は 現代に 生きる 事の 一 つの 要件で あるか も 知れ 

ない と 思 はれた。 

翌 日 の 午後 彼 が大學 正門 を 出て 大急ぎ で圓 タクに 飛び 乘 ると、 何と 思 ひ^へ たもの か 車掌が い 

きなり 「どちらが 勝ちました か」 と 聞く のであった。 しかし それが 當然 その 日の 早慶 野球 第三 囘 

戰に關 する 問で ある ことが、 車掌に も 彼に も 自明 的であった 程に それ 程に、 その 日の 東京の 穴ェ氣 

に は 野球 戰と いふ ものが 一 杯に なって 居た ので ある。 彼 は 返事に 狼狽した。 さう して それに 對し 

て 應答も 出来ない 自分 を恥ぢ なければ ならない やうな 心 持 さ へした ので ある。 

彼の 宅の 呼 鈴の 配線に 故障が あって、 その 修理 を 近所の 電氣屋 に賴ん であった のが 中々 來 てく 

れ なかった。 あとで 聞いて 見る と、 早慶戦の ために ラヂォ の 修繕が 忙しくて、 それで 来られな か 

つたと 云 ふので ある。  I 
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野球 戰の 入場 翁 一 枚 を 手に いれる ために 前夜から つめかけて 秋雨の 寒い 一 夜 を 明かす 勇敢な 人 

達の 話 は 彼 を 驚かし 感心 させた。 そし て 彼 自身の 學 問の 研究に これ だけの 犧 牲を拂 ふ 勇 氣と體 力 

を 失 つ た 自分 を殘念 に 思 はせ た。 

慶應が 勝つ と 銀座が 荒らされ、 早稻 田が 勝つ と 新 宿が 脅かされ ると いふ 話 も 彼 を考へ 込ませた „ 

當時 彼の 讀 みかけて 居た ゥ H ルズの モダン ュ ー トビ ァに 出て くるい は ゆる 「サ ムラ ィ」 はかう い 

ふスボ ー ッ に は 手 を 付けない ことにな つて 居る が、 それ はこの 著者の ュ ー トビ ァ における 銀座 新 

{15 の 平和の 亂 される の を 恐れた 爲 かも 知れない と 思 はれた。 

これ 等の 經驗 はこの 空想的な 老學 者に 次の やうな こと を考 へさせた。 一 體 野球 その他の スボ ー 

ッ がどうし てこれ 程までに 人の 心 を 捕へ るので あらう か。 

野球 も 矢 張ヒッ トの 遊戯の 一 つで ある。 射的で も 玉 突で も 同様に 二つの 物體の 描く 四次元の 

「世界 線」 が 互に 切 合 ふか 切 合 はぬ かに 主要な 問題で ある。 射的で は 的が 三次元 空間に 靜 止して 

居る が 野球で は 的が 動いて 居る だけに 事柄が 複雜 である。 糊篦で 飛んで 居る 蠅を はたき 落す 藝術 

とこの 點 では 共通で ある。 
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近頃 ボル ンが 新しい 統計的 物理 學の 基礎 を 論じた 中に、 ウィルヘルム- テルが 息子の 頭上の 林 

檎を射 落す 話 を 引合に だした。 昔の 物理 學者 等が 一 名 を 電子. 0 稱 する テルの 矢の 狙 ひ は 熟練と 注 

意と によって 無限に 精確に なり 得る と考 へたに 反して、 新しい 物理 學者は 到底 超え 難い ある 「不 

確定」 の 限界 を 認容す る ことにな つた。 いはに 昔 は 唯 主観の 不確定 性 だけ を 認めて 客觀の 絕對確 

定性 を 信じ て 居た のが 今で は 不確定 性 を 客 觀的實 在 の 世界へ 轉籍 させた。 この 考の 根本的な 變遷 

はい は ゆる 「因果律」 の 概念に もまた 根本的の 變化を 要求す る。 しかし それ は單に 原子 電子の 世 

界に關 する 事ば かりで なく、 これ 等の 原子 電子から 構成され て 居る すべての 世界に 於け る 因果 關 

係に 對 する 考 へ 方の 立て直し を 啓示す る やうに 見える。 

如何に 現在の 計測 を 精鋭に ゆき 亙らせる ことが 出来た としても、 過去と 未来に は末擴 がりに 朦 

朧 たる 不明の 笹緣が 付き まとって くる。 さう して 實 はさう いふ 場合に のみ 通例 考 へ られて 居る や 

うな 「因果」 とい ふ 言葉が 始めて 獨 立な 存在理由 を 有する とい ふこと に は 今まで 恐らく 誰も 氣が 

付かなかった ので はない か。 

かう いふ 漠然たる 空想 を どこまでもと たどりた どって 行った 末に、 彼 は、 確定と 偶然との 相爭 
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ふヒ ッ トの 遊戯が 何故に 人間の 心 を これ 程までに 強く 引付ける かとい ふ 理由 を朧氣 ながら 感得す 

る ことが 出来る やうな 氣 がした。 同時に 物質 確定の 世界と 生命の 不定 世界との 間に 聳えて 居た 萬 

里の 鐵 壁の 一 部が いよ/ \- 破れ 始める 日の 幻 を 心に 描く こと さへ 出来る やうな 氣 がした ので ある- 

その 曲った 脊柱の 如くへ テロ. トツ タスな 此の 老學 者が 鼠の 巢の やうな 研究室の 片隅に、 安物の 

藤 椅子に もたれて うと/^ とこん な 夢を見て 居る であらう 間に、 容赦な く 押 寄せる 野球 時代の 波 

の 音 は、 どこと もない 秋晴の 空の 果 から 聞こえて くるで あらう。 さう して、 午後の 茶 をのみ なが 

ら、 彼と 研究 を 共に する 若い 學者 達に 彼の 萎びた 左の 薬指の 第 I 關節 における 約 一 一十 度の 屈曲 を 

示し、 「僕 だって さう 馬鹿にし たもので もない よ」、 そんな こと をい つて は 皆に 笑 はれながら、 三 

十餘年 前の 手製の ボ ー ルの 力— ン とくる 手 ごた へ を追懷 して 居る であらう。 

「白 熟せる 神宮 競技」。 「白 熟せる 萬國 工業 會議， r かう いふ トピックス で 逆毛 立った 高速度 ジ 

ャズト ー キ ー の 世の中に、 彼 は 千 八 百 五十 年代の 學 者の 行った 古色蒼然たる 實驗 を、 あらゆる 新 

しきものより 新し いつもり で 繰返して 居る ので あらう。 さう して 過去の ベ ー ス を逆囘 りして 未來 

のホ ー ムべ ー ス に 到着す る 夢を見て 居る ことで あらう。 (昭和 四 年 十 一 月、 束 京 帝！： 大學 新聞) 
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月 正の つ 二 


つ の 正月 一 


九州の 武雄溫 泉で 迎 へた 明治 三十 年の 正月と 南 歐のナ ボリで 遭った 明治 四十 三年の 正月と 此の 

二つの 旅 中の 正月の 記憶が どうい ふ譯か 私の 頭の 中で 不思議な 聯想の 絲 につな がれて 仕舞 ひ 込ま 

れて 居る。 一 方 を 思 ひ 出す と必す 他方が くっつ いて 一 緖に 出て 來 るので ある。 

熊 本 高等 學校 に人學 した 年の 冬の 休みに 長 崎から 佐 世 保 へ かけての 見學 をした。 熊 本 か ら百貫 

迄 歩いて 夜船で 長 崎へ 渡り 其 處で島 原の 方から 來る 友人 四 五名と 落 合った ので ある。 なにしろ 三 

十 年 も 昔の ことで 大概の こと は 忘れて しまって 居る うちに 僅に 覺 えて 居る ことが 妙に 官能的な こ 

とば かりで あるのに 氣が 付く。 

その 頃の 長 崎に は 露 西亞の 東洋 鑑隊の 勢力が 港町の 隅々 迄 浸潤して 居た。 薄汚ない 裏町の やう 

なと ころの 雜貨 店の 軒に 口 シァ 文字の 看板が 掛っ て 居たり した。 さう した 町 を 歩いて 居る 時に 何 
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とも 知れぬ 不思議な 句が した。 何の 句 だら うと 考 へたが 終に 解らなかった こと を 思 ひ 出す。 さう 

して 其の 匂が 露 西亞の 東洋 艦隊と いふ ものと 何 かの 關係 があった やうな 氣 がする ので ある。 

長 崎 を 立って 時 津に向 ふ 途中で 露 西 亞人專 門の 遊廓 だとい ふ處を 通ったら 一 一階から 女 共が 見下 

して 何 かしら 分らない こと を 云って 呼びかけた。 それが 矢張り 露西亞 語であった ことにな つて 居 

る。 そんな こと は 解る^ がない のに、 夢の やうな 記憶で は、 それが さう であった ことにな つて 居 

るので ある。 當 時の 露國 海軍の ブ ル ー クルな 勢力の 壓 迫が 若い 頭に 何 かしら 強い 印 銘を與 へ てゐ 

たか も 知れない。 

時津の 宿で 何とかい ふ 珍ら しい 貝の 吸物 を噙 はされ た。 すっと 後に 彼 地に 於け る 切支丹 迫害の 

歷史を 讀んで 以來は 此の 貝の 吸物が 切支丹と 一緒に 思 ひ 出される の も 不思議で あるが、 要するに 

どちらも 私に は 可な りに 官能的な ものである。 

時津 から 早岐 迄、 哀れ 氣な小 蒸 汽船に 乘っ ての 大村灣 縦走 は 唯う すら 寒い 佗し い 物憂 さの 單調 

なる 速續 としてし か 記憶に 殘 つて 居ない。 佐 世 保 も 唯 殺風景な 新開 町であった。 有 田に 就いては 

陶器よりも 別な 珍奇な ものが 頭の 中の スケッ チブ ッ ク に記錄 されて 居る。 村 外れの 茶店で 晝飯を 

食った 時に 店先で 一 人の 汚ない 乞食 婆さんが、 うどんの 上に 唐辛子の 粉を眞 赤になる ほど 振り か 
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月 正の つ 二 


けたの を、 立ちな がらう まさう に 食って 居た 姿が 非常に ii 明に 記錄 されて 居る。 かう いふの は^ 

ら く 其 後 何 か の 機會に 何遍と なく 同じ 記憶の 復習 をし 修繕 を 加へ て 來た爲 に 三十 年後の 今日 迄 保 

存 されて 居る ので あらう。  ， 

其の 婆さんの 鼻の 動く 工合 迄も覺 えて 居る やうな 氣 がする ので ある、 此れ も 甚だ 官能的で ある „ 

武 雄の 溫泉 宿で 泊った のが 丁度 大晦日の 晚 であった C 明日 は此處 から 汽車に のって 一 と 息に 熊 

本へ 歸 ると いふので、 一 同 元氣づ いて 大分 賑 かに 騒いだり した。 浴場へ 行って 淸 澄な 溫 泉に 全身 

を 浸し、 連日の 疲れ を 休めて 居る と、 どやく と 一度に 五六 人の 若い 女が はいって 来て、 其處に 

居た 吾々 男性の 存在に は 沒交涉 に、 其の 華やかな 衣裳 を脫 いで、 イヴ 以来の 装 ひの ま、 で 順次に 

同じ 浴槽の 中に 人り 込んで 來た。 靈 山の 雲霧の 如く 立 昇る 湯氣の 中に、 玲瓏 玉 を 溶かせる 如き 靈 

泉の 中に 紅白の 蓮華が 一 時に き滿 ちた やうな 感じが したので あった。 此れ は 官能的より 寧ろ ヱ 

セ リアルであった。 

翌朝 は 宿で 元日の 雜煮を こしら へる のに 手 まが とれた。 汽車の 時間が 迫った ので、 みんな 店先 

で 草鞋 を はいたと ころへ やっと 出来て 来たので、 上り口に 腰かけた ま 、慌た にしい 新春 を迎へ た 

ので あつたが、 此れ も考 へて 見る と 矢張り 官能的の 出来事であった。 やっと 間に合った 汽車の 機 
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關 車に 七五三 松飾りの してあった のが 當 時の 自分に は 珍ら しかった。  お 

明治 四十 一 一年の 募に は南獨 逸から ウイ ー ンを 見物して ヴ H 一一  ス に 泊った のが 丁度 クリス マスで 

あった。 クリス マ スは 旅人 を 感傷的に する 夕 だと 誰か 云った 通りで ある。 薄暗い 狹ぃ 路地の や 

うな 町をゾ 口/^ 歩いて 居る 人通り を 見た だけであった。 フィレンツェ、 口 ー マ を經て ナポリに 

着いた のが、 丁度 大晦日であった。 妙に 生溫 かい、 晴れる かと 思 ふと 大きな 低い 積雲が 海の 上 か 

ら 飛んで 來 てばら/ \- と 潮つ ばい 驟雨 を 降らせる 天候であった。 ホテル の ボル チ H 1 が 自分 を 小 

蔭へ 引つ ばって 行つ て 何 かしら 談判 を 始める。 晚に 面白い タラ ン テラ の 踊へ 案內 する から 十 時に 

玄關迄 出て 來 いとい ふらしかった。 借りた 室の 寢臺に は 此の 眞 冬に 白い 紗の 蚊帳が か、 つて 居た。 

日本 ゃ獨 逸の 誰彼に 年賀の 鎗端書 を 書きながら 罎 詰の ミ ュ ン シ ナ ー を 飲んで ゐる うちに 眠くな つ 

て寢 てし まった。 

明 くれば 元旦で ある。 ヴ H スヴィ ォ 行きの 準備 をして 玄關へ 出る と、 昨日の ボル チ ェ ー が 側へ 

來て 人の 額 を 見つめて 顏を ゆがめて さう して 肩 を すぼめて 兩 手の 掌 をく るりと 前に 向けて お 定ま 

りの 身 振 をした。 


； 1 正ノ） つ 二 


ヴ H スヴィ ォの麓 迄の 馬車に は 年取った 英國 人の 夫婦と 同乘 させられた。 英國の 婆さん は 英語 

の わからぬ 御者と いふ ものが 此の世に 存在し 得る とい ふ事實 だけ は 夢想す る こと も 出来ない やう 

に 見えた。 併し 裾野の 所々 に 熟した ォ- レン ヂの畑 は 美しく、 又 日本の 南國に 育った 自分に はなつ 

かしかった。 フー ーク ラレの 客車で 日本人ら しい 人に 出會 つて 名乘り 合ったら、 それ は 地質 學 者の 

K 氏であった。 此の ケ ー ブル 線路の 上の 方の 部分 は 近頃の 噴火に 破壞 されて 居た ので 徒歩の 外に 

途 はなかった。 風が 餘 りに 强ぃ爲 に 他の 乘客は 皆 登山 を斷 念して 引返した ので 結局 此の 二人の 日 

本人 だけが 登る ことにな つた C 地理 學書 でも 又 物語で も 讀んで 知って 居た アト リオ. デル . カヴ 

ル 口と かソム マと か、 かう いふ 名前 も 何となく 嬉しく、 又 地質 學 者から 敎 はる 色々 の 岩石の 名前 

も 珍ら しかった と 見えて よく 覺 えて 居る。 紺碧の ナポリの 灣 から 山腹 を 逆様に 撫で上げる 風 は 小 

豆大の 砂粒 を 交へ て 吾々 の頰に 吹き付け たが、 鬼 も 角 も 火口 を 俯瞰す る處 まで は 登る 事が 出来た。 

下り坂の 茶店で 休んだ ときに そこのお 神さん が 色々 の 火山 噴出 物の 標本 や ラヴ ァ や カメ  — の 細工 

物な どを賣 付けよう としたが、 こしら へ もの 、 いかもの だけ は 我が 地質 學者を 欺く 譯に 行かない 

のが 可笑しかった。 片言の 伊太利 語で お 神さん に 「コ レ、 日本の 地質 學者。 …… ダメ」 と 云った 

やうな こと を 云って やった つもりで ある。 
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次の 日 はボッ オリに 行って 腹立たしく うるさい 案內 者に 惱 まされながら セラ ピ ス の 寺の 柱に 淺 

る 地盤 昇降の 跡 を 見、 ソル ファタ ラ舊 火口の 噴煙 を 調べ、 汚ない 家で スパゲッティの 晝食を 食つ 

て、 歸 りの 電車で、 寶 銀貨 をつ かまされた 外に は餘り 人間味の ある 記憶が 保存され て 居ない。 

異 鄕で迎 へた 正月 も數 ある 中で どうして 此の 武雄溫 泉と ナポリと 二つの 正月が 割合に 鮮明な 槍 

と つて、 さう して 對 幅の やうに なって 殘 つて 居る のか。 どちらも 南國の 旅の 正月で あつたが 

軍に それだけの ことで あるの か。 まさか 有 田の 乞食 婆の 喰って 居た あの 唐辛子の か" つた 眞 赤な 

うどんと、 ボッ オリの 旗亭の トマトの か、 つた 赤い スパ ゲッ ティとの 類似の 爲 であらう とも 思 は 

れ ない。 併し 此の 二つの、 時間 的に も 空間 的に も 遠く 距れた 心像 をつな ぎ 合せて 居る 何物 か"" あ 

る だけ は 健で なければ ならな い。 さう して 此れ は 矢張り 實に 恐るべき 現象で なければ ならない。 

(昭和 五 年 二月、 文藝春秋) 
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LllgK  STUDIO  一 SIVL 


一 

震災 後 復興の 第 一 歩と して 行 はれた 淺草 凌雲 閣の 爆破 を 見物に 行った. - 工兵が 數人 か、 つて 塔 

の 根元に コッ， （-穴 を 穿って 居た。 其の 穴に 爆藥を 仕掛けて 一度に 倒 遣させる ので あつたが、 倒 

れる 方向 を 定める 爲に、 その 倒さう とする 方向の 側面に 穴の 數を 多くして 居た。 準備が 整って 豫 

定の 時刻が 迫る と、 見物人 等 は 一定の 距離に 劃した 非常線の 外 迄 返 去 を 命ぜられ たので、 自分 等 

も 花屋敷の 鐵 檻の 裏手の 燒 跡へ 行って、 合 園の 喇叭の 鳴る の を 待って 居た。 其 時、 一匹の 小さな 

野良犬が トボ /\ と、 人間に は 許されぬ 警戒線 を 越えて、 今にも 倒 滑す る 塔の 方へ、 そんな こと 

も 知らす にう そ/ \ ひも じさう に燒 跡の 土を噪 ぎながら 近寄って 行く のが 見えた。 

ぱっと 塔の 拫 本から 眞 赤な 雲が 八方に 迸り 湧き上つ たと 思 ふと、 塔の 十一 一階 は 三 四片に 折れ 曲 
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つた 折線に なり、 次の 瞬間に は 粉々 に 揉み 碎 かれた やうに なって、 さう して 眼に 見えぬ 漏斗から 

紅殼 色の 灰で も 落す やうに する/ \ と 直下に 堆積した。 

ス テツ キを 倒す やうに 倒れる ものと 皆 さう 考へ て 居た のであった。 

塔の 一 方の 壁が サ —ベ ルを 立てた やうな 形に なって 崩れ 殘 つたの を、 もう 一 度の 弱い 爆 發で綺 

匿に も. み碎 いてし まった。 

爆破と いふ 言葉 はどうしても あの 毀れ 方に はふ さはし くない。 今迄 堅い 岩で 出来て 居た ものが、 

突然 土 か 灰 か 落雁の やうな ものに 變 つて 其 儘です るく と 垂れ 落ちた としか 思 はれない。 それで 

も 根元の ダイナマイトの 附近 だけ はたし かに 爆裂す るので、 一 一 三百 米の 距離 迄 も 碗 豆 大の凍 瓦の 

破片が 一 つ 二つ 飛んで 来て 石垣に ぶっかつ たの を 見た。 

爆破の 瞬間に 四方に 這 出した あの 眞 赤な 雲 は實に 珍ら し い 眺めであった。 紅毛の 唐獅子が 百疋 

も 一度に 躍り 出す やうであった。 

崩れ 終る と 見物人 は 一 度に 押 寄せた が、 醉 狂な 一 ニニの 人達 は 先を爭 つて 碎 けた 谏 瓦の 山の頂 上 

へ驅 上った。 中には バ ンザ ー ィと 叫んだ の も 居た やうに 記憶す る。 明治 谏瓦 時代の 最後の 守りの 

やうに 踏みと まって 居た 巨人が 立腹 を 切って 倒れた、 其の後に 來る もの は 鐵筋コ ンクリ ー トの 
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時代で あり、 ジャズ、 ト ー キ—、 プロ 文學の 時代で ある。 

あの 時に 塔の 方へ 近づいて 行った あの 小犬 はどうし たか。 當時を 思 ひ 出す 度に 考 へて 見る の だ 

が、 此れ は 誰に 聞いても 到底 分り さう.^ ない。 

此んな 哀れな 存在 も あるので ある。 

或日乘 合せた 丸の 內の 電車で、 向 側に 腰 を かけた 中年の 男女 二人 連が あった。 男 は 洋服 を 着た 

魚屋さん とで も 云った 風體 であり、 女 は その 近所の 八百屋のお 神さん とで も 思 はれる 人柄で あつ 

た。 然るに 二人の 話し合って 居る 姿態から 顏の 表情に 至って は 全く 日本人 離れが して 居る。 周圍 

の 多勢の 乘客 はたった 今 墓場から 出て 來た やうな 表情で あるのに、 此の 二人 だけ は 實に活 々とし 

て さも 愉快 さう に應 答して 居る。 それが 夫婦で もな く 勿論 情人で もな く、 極めて 平凡なる ビジ ネ 

ス だけの 關 係らし く 見えて 居て、 さう して それが アメリカの 魚屋さん と アメリカの 八百屋 さんの 

やうに 見える のが 不思議で ある。 

二人共に 或は 昔からの 活動 眞、 近頃の 發聲 映畫の ファンで V も あるかと も考 へて 見た。 さう 
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とで も假定 しなければ 他に 說 明の 仕方のない 程に、 灰汁 拔 のした ャ ンキ ー タイプ を 見せて 居た。 

喫茶店な どで 見受ける 若い 男女に 活動 仕込の 表情 姿態 を 見る の は 怪しむ 迄 もない が、 此れが 四 

十 前後の 堅氣な 男女に 迄 波及して 来たの だとす ると、 此れ は 可也 容易なら ぬ 事 かも 知れない C 

天平 時代の 日本の 都の 男女 は 矢 張 かう いふ 風に して 唐 や 新羅の タイプに 化して 行った のか も 知 

れ ない。 

三 

書店の 二階の 食堂で 晝飯を 食 ひながら、 窓 硝子 越しに 秋晴の 晴の穴 H を ながめて 居た。 遠くの 大 

きな 銀行 ビルディングの 屋上に 若い 男が 二人、 晝 休みと 見えて ブラく して 居る。 その 一人 はヮ 

イシ ャ ッ 一 つ になって 體操 をして 見たり、 驅 足の 眞似 をして 見たり、 ピッチ ャ —の樣 子 をしたり 

して 居る。 もう 一 人 は 悠然として ズボ ン のかく しに 手 を 入れさ を 仰いで 長 嘯 漫歩して 居る 風情で 

ある。 さは 眞靑 に、 ビルディングの 壁面 は溫 かい 黄土 色に 輝いて 居る。 

かう い ふ 光景 は 十 年 前に は 恐らく 見られない ものであった らう。 此の 一 一人 は 矢 張 時代 を 代表し 

て 居る。  . 
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ジャ ズ の 流行る 所以で ある。 

一 週に 一 度 永代 橋 を 渡つ て 往復す る。 橋の 中程から 西寄りの 處で 電車の 座席から 西北 を 見る と- 

河岸に 迫って 無骨な 巖 丈な 倉庫が 聳えて、 其 上から 此の 重い 橋 を 吊した 鐵の帶 が ゆるやかな 曲線 

を畫 いて 垂れ 下って 居る。 此の 景色が 又な く 美しい。 線の 細かい 廣 重の 隅 田 川 はもう 消えて しま 

つた 代りに、 鐵と コンク リ ー トの 新しい 隅 田 川が 出現した。 さう して それが 昔と はちがつた 新し 

い 美し さ を 見せて 居る ので ある。 少し 霧の か、 つた 日 は 一 層 美し い G 

邦樂座 脇の 橋の 上から 數寄屋 橋の 方 を、 晴れた 日暮 少し 前の 光線で 見た 景色 も 可也に 美し いも 

の、 一つ である。 河の 兩 岸に 錯雑した 建物の コ ン クリ— トの 面に 夕日の 當 つた 部分 は 實に溫 かい 

好い 色 をして 居る し、 日蔭の 部分 は コ バ ルト から 紫 迄 あらゆる 段階の 色彩の 變化を 見せて ゐる。 

其れ に 鏤めた 寳石 の やう に 白熱 燈ゃ 紅靑 紫の ネ ォ ン 燈が點 り 始める C 

白木屋 七 階 食堂の 西 向の 窓から 大手 町の 方 を 眺めた 朝の 景色 も 珍ら しい。 水平に 一線 を 劃した 

高架 線路の 上 を 省線 電車が 走り、 時に 機關 車が 眞 白な 蒸氣を 吐いて 通る。 それと 直交し 弓な りに 
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立って 見える „JK 服 橋 通りの 道路 を、 綠 色の 電車の 外に、 白、 赤、 靑、 綠の バスが 奇妙な 甲 蟲のゃ 

うに 這 上り 這 下り 行ち がって 居る。 遠くに は 御城の 角 櫓が 見え、 其 向に は大內 山の 木立が 地平線 

を柔 かに ぼかして 居る。 左の 方に は 小豆色の 東京 驛が横 はり、 その は づれに 黄金色の 富士が 見え 

る。 その 二つの 中間に は 新 議會の 塔. が 聳えて 居る。 昔はなかった 眺めで ある。 百年 前に 眠った ま 

まで 眠り 通し、 さう して 今 此の 窓で 眼覺 めた としたら ：.，： 。 いつも こんな こと を考 へながら 一杯 

のコ— ヒ ー をす 、るので ある。 

震災 前の 東京 は、 高い 處 から 見下ろす と、 唯一 面に 鈍い 纷の やうな 灰色の 屋根の 海であった。 

それが、 震災 後 は 一 體に溫 かい 明るい 愉快な 色の 調子が 勝って 來た。 それと 同時に さう いふ 所で 

仰ぎ見る 穴ェの 色が 以前よりも 深く 靑く 見え 出した やうな 氣 がする。 此れ はコ ン トラスト のせ ゐで 

あらう。 これ 程 著しい 色彩の 變 化が 都人の 心に 何 かの 影響を及ぼさない 箸 はない とい ふ氣 がする。 

實際は 東京の 空氣は 年々 に 濁る 害で ある C 自動車の ガソリン の 煙 だけで も 霧の 凝縮 棂を 供給す 

る こと は 大した もので あらう。 寒い 曇天 無風の 夜 九 段 坂 上から 下町 を 見る と 所謂 口 ン ドン フォッ 

グを思 はせ る ものが ある。 此れ も 市民の モ ー ラル を 支配し ない 譯には ゆかない であらう。  
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五 

上野の デバ ー トメ ント ストアの 前 を 通 つ たら 廣 小路 側 の 鋪道 に 慕 を 張り 廻し て、 中に 人形が 動 

いて 居た。 周圍に 往来の 人だかり のす るの を 巡査が 制して 居た。 何となく 直感的に 其の 幕の 中に 

は 人が 死んで 居さうな 氣 がした が、 夕刊 を 見る とやつ ばり 飛 降 自殺であった。 餘り 珍ら しくない 

それであった。 

其れから 數日 後に 又 同じ 屋上庭園から 今度 は 少しば かり 前と ちがって 建物の 反對 側へ 飛んだ 女 

があった。 さう して 庭園 は 終に 閉鎖され た。 

又 數日經 つて 某 大學の 搆內を 通ったら 壯麗 な圖書 館の 屋上に 立って 唯 一 人玄關 前の 噴水 池 を 見 

下ろして 居る 人が ある。 學生 であるか 巡視で あるか 遠い のでよ く 分らなかった が、 少し 變な氣 持 

がした。 其 後 更に 數日 たって 後、 同じ 大學の 中央に 聳えた 講堂の 三階から 飛んだ 畢生が あつたと 

いふ 夕刊 記事 を讀ん で、 又 變な氣 持が した。 此の 終の 自殺者と、 前の 圖書館 屋上の 人と は 恐らく 

何の 關係 もない かも 知れない が、 併し 自分の 頭の 中で は 前後 四 人の 「屋上の 人. 一 がちゃんと 一 つ 

の鏈 でつな がれて 居る。 
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億 病 者の 常と して 自分 も厦 • 一  高い 處 から 飛び下りる こと を 想像して 見る ことがある。 乾坤 一 攝 

と いふ 言葉 はこん な 場合に 使って はいけ ないだら うが、 自分に はさう いふ 言葉が 適切に 思 出され 

る。 飛び下りて しまへば 自分に は 其の 建物 も 其の 所有者 も、 國土も 宇宙 も 何もかも 一 べんに 永久 

に 無くなる の だから、 飛ぶ 場所の 適否の 問題 も 何もない であらう が、 他の 人に はやつ ぼり 世界 は 

殘存し 其の 建物と 事件の 記憶 は殘 るで あらう。 

叉數 日た つて 後の 雪の ふる 日、 或る 婦人が その 1: つ て 居た 十 姉妹の 四 羽と も 一度に 死に か、 つ 

たの を 手の平 へのせ て 一 生 懸命 火鉢で 暖めて 居た。 見る と、 もう 全く 冷くな つてし まって 居る。 

併し、 「假令 駄目で もさう しないと 氣 がすまない」 の だとい ふ。 「人間が 死んだら 御經を あげる と 

同じ ぢ やありません か」 と 其 人 はいふ。 

かう い ふ 唯心論 者 も 未だ 少し は 居る ので ある。 

或る 大學 講堂の 前へ 突當 つて 右の 坂道へ 下りよう とする 曲 角に、 パ レツ ト ナイフの やうな 形の 

芝生が ある。 几 面に ちゃんと 曲り角 を 曲って あるく のと、 其の 芝生の 上 を 踏みに じって 行く の 
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とで、 歩く 距離に すれば 三尺と はちが はない。 併し 多くの 人が 其の 三尺の 距離の 歩行 を 節約す る 

と 見えて 芝生が 其處 だけ 踏み つぶされて 可哀相に 禿げて 居る。 此事を 人に 話したら、 それ は 設計 

が惡 いの だと いふ。 そんな 處へ 芝生 を. こしら へ るの が 間遠つ て 居る と 云 はれて 成程 それ もさう か 

と 思った。 

上野 竹の 臺の 入口に 二つ 並んで 喷 水が 出来た。 其の 周 園の 芝生に 立 人るな と 書いた 明白な 立札 

は あるが、 事實は 子供 も 大供も 中 供 も 矢 張 芝生に 立 入って 水の面 を观 かなければ 氣が濟 まない の 

である。 此れ もた しかに 設計が 惡 いと 云 はれなければ ならない のが 所謂 時代の 推移で あらう。 二 

十 年 前 だったら、 設計 も 立札 も當然 自明 的であって、 制札 を 無視す るの が 沒公德 的で 惡 いので あ 

つた。 

自分の 鄕里 では、 今 は 知らす 二十 年 も 以前 は、 婚禮の 三々 九 度の 盃を 擧げて 居る 座敷へ、 誰で 

も搆 はす、 ドャ/ \ と 上がり込んで、 片手に は 泥 だらけの 下駄 を ぶら下げ たま、 で、 立ちはだか 

つて 花嫁 や 花婿の 鼻の 高低 眼 尻の 角度 を 品評した。 それ を 制すれば 門の 扉の 一枚 位 毀 たれても 苦 

情 は 云へ なかった。 此れ は 寧ろ 一 九 三 〇 年 を 通り越して 居た とも 考 へられる。 

今度 法令が 變 ると 他人の 家へ うっかり 默 つて 這 入って 來る もの にはピ スト ルを 向けて 打 放して 
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もい、 ことになると いふ 話で ある。 此れ は 芝生の 場合と は 逆の 方向への 推移で ある。 尤も ァフリ 3 

カ內 地へ でも 行けば、 今でも、 うっかり 國 境へ 人り 込んで 視察で もして 居た とい ふだけ でもす ぐ 

拘禁され、 場合によ ると 命が 危ぃ處 も あるか も 知れない。 

此 等の 事 實の關 係 は 甚だ 錯綜して 居て、 考 へても/ \、 考が隱 れん 坊 をして 結局 分らなくなる 

ので， ある。 時代 は 進む ばかりで 後へ は戾ら ない iliC であるが、 時代の 波の 位相の やうな もの は 略 同 

じこと を 繰 返す のか も 知れない。 併し 唯 繰 返す だけではなくて、 矢 張 何 かしら 或 もの、 積分 だけ 

は 蓄積して 居る に は 相違ない。 さう して 其の 積分され たもの 、掛 値な しの 正味 はと 云へば 結局 科 

擧 の收穫 だけで はない かとい ふ氣 がする。 思想 ゃ智惠 など 、 い ふ 流行 物 はどう も いつも 一 方 だけ 

へ 進んで 居る と は 思 はれない。 

妙な 夢を見た。 大河の 岸に 建った 家の 摟 上に 居る。 どうい ふ譯 か： tf 分らない が、 此の 自分 はも 

ぅ數 分の 後に は、 別室に 入って、 自分から は 希望し ない 自殺 を 決行し なければ ならない ことにな 

つて 居る。 其の 座敷と いふの が 此方から よく 見える。 大きな 河に 臨んだ 見晴 しのい、 綺麗な 部屋 
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で、 川 向う に 見える 山は鄕 里の 記 億に 親しい あの 山で ある。 誰と も 知れす 四 五 人の 人々 が 傍に 居 

ておし 默 つて 居る." 五分、 三分、 一分い よ/ \ 時刻が 迫った のです つと 席 を 立って 其の 別室へ 這 

人った C 其 時 迄 は 死ぬ ことに 對 して は 全く 平氣で 居た のが、 其處へ 坐った 瞬間に 急に 死ぬ のが 嫌 

になった" それ は 丁度 大河の 堤 を 切り放した やうに、 生命への 欲望が 一度に 汎濫 した C と 思 ふと 

大きな 恐ろし い 唸聲の やうな ものが 聞こえて 眼を覺 した。 

二三 日 前に 或る 友人と ガリ レ ー や ブルノ や デカルトの 話 をした。 さう して、 學說と 生命と を 天 

枰 にかけ た 三人が 三 様の 解決 を 論じた。 其 時に 頭 を 往来した 重苦しい 雲の やうな もの 、中に 何 か 

しら かう いふ 夢を見させる ものが あつたか も 知れない。 

ブルノ は學 問と 宗敎と 生命と を 切り離す 事が 出来なかった。 デカルト では 此れが 分 化， れ 

て 居た やうに 見える。 ガリ レ ー は 其の 一 一人の 途中に 立って 惱んで 居た ので あらう。 

此の 夢を見た 夜は寢 しなに 績 日本 記 を讀ん だ。 さう して 橘奈 良麻呂 等の 事件に ひどく 神 經を刺 

戟 された、 そのせ ゐも いくらかあった かも 知れない。 臆病者 はよ くこん な 夢を見る。 

(昭和 五 年 三 H:、 改造) 
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一 デパ. -トの 夏の 午後 

街路の ァス フ ァ ルトの 表面の 溫 度が 華氏の 百 度を越す やうな 日の 午後に 大 百貨店の 中 を 歩いて 

居る と、 私 は ドビュ シ ー の r フォ ー ヌの 午後」 を 思 ひだす。 一面に 陳列され た 商品が さき 盛った 

野の花の やうに 見え、 天井に 囘る ファンの 羽ばたきと うなりが 蜜蜂 を 思 はせ、 行 交 ふ 人々 が 鹿の 

.0、ぅ こ^111?の やう に又 二 ム フ の やう に思はれてくるの である。 あらゆる 人間的なる ものが 暑さの 

爲 に蒸發 してし まって、 夢の やうな おとぎ 話の 世界が 殘 つて 居る とい ふ氣 がする ので ある。 この 

夢の 世界 を 逍遙して 居る 幾千 人 かのうち の幾プ 口 セ ントか は 叉 恐らく 單 にこの フォ ー ヌ の 夢を見 

る だけの 目的で、 あてもなく 彷徨して 居る かも 知れない。 かう いふ 意味で デパ ー トメ ント ストア 
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は 一 つの 公園で あり 民衆の 散歩 場で ある。 さう して 同時に 博物館で あり、 百科 辭典で あり、 また 

一種の ュ ニヴァ ー シティで あるので ある。 さう して それが さう である ことによって、 それ は 現代 

世相の 索引で ありまた 縮圖 ともなって 居る ので ある。 

食堂 や 寫眞部 は 勿論、 理髮 店、 ッ ー リスト . ビュ 口 ー、 何でも ある。 近頃 郵便局の 出来た とこ 

ろ も ある。 職業 紹介 所と 結婚 媒介 所 はい まだない やうで あるが、 そのうちに 出来ても よさ さうな 

ものである。 今でも 見合 ひの ランデ ヴ ー に は 毎日の やうに 利用され て 居る 位で ある。 球戲 場な ど 

もあって も 差 支 はない。 

併し 百貨店の 可能性が まだ どれ 程殘 されて 居る か は 未知 數 である。 その 一 つの 可能性と して 考 

へられる もの は、 輕 便で 安 價な 「知識の 卽賣」 である。 法醫ェ 文理 農 あらゆる 擧 問の 小賣部 を設 

ける ことで ある G 

親類に 民事上の 訴訟 問題で も 起り か \ つた 場合に、 我々 は ある 具體 的の 法律上の 知識の 概要 を 

得て おきた くなる。 さう いふ 時に、 もし 百貨店で 買物 をした 節に 十分 か 十五 分の 時間と 二 圓か三 

圓の金 を 費して 要領 を 得る ことが 出来れば 便利で ある。 

わざく 醫者 にか.^ る 程で もない 一 寸 したでき もの を 診て もらって 適當な 療法 を敎 はったり、 
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又病氣 であるか ないか 分らない やうな からだの 工合 を 話して 意見 を 聞く やうな ことが、 あたかも 

紛筆 一本、 ハ ンケチ 一枚 買 ふやう に 氣輕に 出来れば 便利で ある。 

家 を 建てようと 思 ふ 人が 自分の 素人 設計 圖を 見せて まづ い 所 を 直して もらった リ、 一 寸 した 器 

械 でも 買 ふ 場合に 目的 を 話して 適當な もの を 選定して もら はれ \ぱ 好都合で ある。 メ  n ンを 作つ 

て 見たい と 思 ふ 人が 自分の 畑の 適否 を 相談し、 栽培 法の 要領 を敎 はれ、 ば輕 便で ある。 

もう 少し 實用を 離れた 知識で も 我々 は 時に 自分の 畑逮 ひの 事で 一 通りの こと を 心得て 置きたい 

場合が ある。 *1 物を讀 めば い 、としたと ころで 第 一 どうい ふ 本 を讀ん でい 、のか それが 分らな い- 

さう  いふ 場合に もし 百貨店で 買物の 節に 輕便 安直な 知識 を 購入 出来れば 工合が  い  k。  例へば 相對 

性 原理と は どんな 事 か、 マルキシズムと は 何 か、 バロック 藝 術と は 何、 ベ— スボ ー ルとは 何、 ジ 

ャズと は 何、 さう いふ ことが 望みの ま、 に 早 分りが すれば 甚だ 便利で あり、 又 時代に 適應 する 所 

以 であるか も 知れない。 

現代に 隆盛 を 極めて 居る 各方 面の 通俗的な 雑誌 はかう いふ 安 價で輕 な 皮相 的な 知識 を 汽車 辨 

當 のお かすの 如く 詰め込ん であるが、 唯 自分の 丁度 欲しい と 思 ふ もの を 自分の 欲し い 時に 手に い 

れ ようとす るに は 不便で ある。 それに は 百貨店に 私の この 提案が 採用され ると 便利で あらう。 
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これ 等の 一， 知識の 賫 子」 に はさう 大したえ らい 本 當の學 者 は 人 用 はない のみなら す、 却って 甚 

だ 厄介で かつ 不都合で あらう。 この 選定 はむしろ 百貨店の 支配人に 一任 すれば よい。 

某 百貨店の 入口の 噴水の 傍の 椰子の 葉 蔭の ベ ンチに 腰かけて うっとりして 居る うちに、 私 はこ 

んな 他愛 もな い 夢を見て 居た ので ある。 (昭和 四 年へ r'? 東京 朝 H 新 閗) 

二 地 圖 をた どる 

暑い 汽車に 乘 つて 遠方へ 出かけ、 わざ 不便で 窮屈な 間に合せの 生活 を 求めに 行く よりも、 

馴れた 自分の 家に ゆっくり 落着いて 心と からだの 安靜を 保つ のが 自分に は 一 番 涼しい 銷夏 法で あ 

る-じ 

日中の 暑い 盛りに は 矢 張 暑い に は 相 遠ない C しかし 何か與 味の ある 仕事に 沒頭 する ことが 出來 

れげ 暑さ を 忘れて しま ふこと は 容易で ある。 それに は 餘り頭 も 苦しめなくて、 唯 器械 的に 仕事 を 

進めて 行く うちに 自ら 興味の 泌み 出して 來る やうな ことが 適當 である。 例 へ ば 或 年の 夏 は 江戶時 

代の 大火の 記錄を その 時代の 地 圏と 較べながら 燒失 酉 域圖を 作って 過ごした。 仕事 は 或 意味で は 

器械 的で あるが 一 つくの 記錄を 讀んで 行く うちに 昔の 江戸の 生活が、 小說ゃ 歴史-の 書物で 見る 
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よりも 遙に如 實に窺 はれて 實に 面白かった。 昔の 地 圏と 今の 電車 線路 人の 地圖と へ てゐ るう ち 

に 色々 のこと を發 見して 獨 りで 面白がる こと も 出来た。 

今年 は 或る 目的が あって、 陸地 测量部 五 萬 分 一 地形 圖を 一 枚 一 枚 調べ て 河川の 流路 を靑紛 筆で 

記入し、 また 山岳 地方の いは ゆる 變形地 を赤纷 筆で 記 人す る こと を やって ゐる。 河の 流れ をた ど 

つて 行く 紛 筆の 尖端が 平野から 次第に^ 谷 を 遡って 行く に隨 つて 溫 泉に ぶっかり 瀧に 行當 りして 

ゐる うちに 幽邃な 自然の 幻影が おの づ から 眼前に 展開され て 行く 。豁 谷の 極まる 處には 時が あつ 

て、 その 向 側に は 又 他の 路 谷が 始まる、 それ を 次第にた どって 行く といつ の 間に か 思 はぬ 國の思 

はぬ 里に 出て 行く。 

去年の 夏 は 研究所で 油の 蒸 餾に關 する 實驗を やった。 ブ ンゼ ン燈の バリ.. -\ と 音を立て 、吹き 

付ける 焰の 射 を ワイ シャ ッ の 胸に 受けながら フ ラス コの 口から 滴下す る 綺麗な 寶 石の やうな 油 

滴 を 眺めて ゐ るの は 少しも 暑い ものではなかった。 

夕方 井 戶水を 汲んで 頭を冷やして 全身の 汗 を 拭 ふと 藤棚の 下に 初 嵐の 起る の を 感じる。 これ は 

自分 の 最大 のラ キジ ュ リ ー である。 

夜 は 中庭の 藤 椅子に 寝て 星と 雲の 往来 を 眺めて ゐ ると 時々 流星が 飛ぶ。 雲が 急いだり、 立 止ま 
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つたり、 消える かと 思 ふと 又 現 はれる。 大きな蛾がぃくっとなくとんで來て垣根の烏^^の花をせ 

せる C 矢 張 夜の 神祕な 感じ は 夏の 夜に 盡 きる やうで ある C  (昭和 五 年 七 s、 大阪朝 H 新聞) 

三 暑さの 過去帳 

少年 時代に 昆蟲 標本の 採集 をした ことがある。 夏休み は 標本 採集の 書 いれ 時な ので、 毎日 捕蟲 

網 を 肩に して 舊 城跡の 公園に 出かけた ものである。 南國の 炎天に 蒸された 樹林 は 「小さな うごめ 

く 生命 一 の 無盡藏 であった。 人の は ひらない やうな 茂みの 中には 美しい フェアリ ー や 滑稽な ゴブ 

リンの 一 大王 國が あつたの である C 後年 「夏 夜の 夢」 を觀 たり ーフォ ー ヌ の 午後」 を 聞いたり す 

るた びに 自分 は必す こ の 南國 の 城 山の 茂みの 中の 昆蟲の 王 國を想 ひだした。 併し 暑い こ とも 無類 

であった。 それ は 乾燥した さわやかな 暑さと ちがって 水 蒸氣で 飽和され た 重々 し い 暑さであった。 

「いつ でも まるで 海老 をう でた やうに 眼の 中まで 眞赤 になつ て ゐたニ と い ふ 母の 思 ひ 出 話 をよ く 

聞かされた。 もっとも 蟲 捕りに 涼し いのもあった。 朝 まだ 暗い うちに 舊 城の 靑苔滑 かな 石垣に よ 

ぢ 上って 鈴蟲の 鳴いて 居る 穴を搜 し、 火 吹 竹で 靜 かに その 穴 を 吹いて 居る と、 憐れな 小さな 歌手 

7 

は、 この 世に 何事が 起つ たかを 見る ために、 隱れ 家の 奥から 戶 口に 葡 ひだして くる。 それ を待搆 1 


へた 殘 忍な 惡太郞 は、 蚊帳の 切れで 作った 小さな 玉 網で 忽ちに これ を 俘 慮に する。 さう して 询の 

光の 溢る、 露の 草原 を 蹴散らして 凱歌 を あげながら 家路に 歸 るので ある。 

中學 時代に、 京都に 博 覽會が 開かれ、 學 校から 夏休みの 見學 旅行 をした。 高 知から 三 四百 トン 

位の 汽船に 壽司 詰に なっての 祌戶 までの 航海 も 暑い 旅であった。 荷物 用の 船 食に 席 を 敷いた 上に 

壽司を 並べた やうに 寢 かされた ので ある。 英語の 先生の H とい ふの が 風貌 魁偉で 生徒から こ はが 

られて 居た が、 それが 船 暈で ひどく 弱って 手ぬ ぐ ひで 鉢卷 して うん/ \ぅ なって 居た。 それでも 

講義の 時の 口調で 「これで は ブラ ッ クホ ー ルの 苦しみに 優る とも 劣る こと はない」 といって 生徒 

を 笑 はせ た。 當寺マ コ —レ ー の クラ イヴ 傅 を 講じて 居て、 ブラ ッ クホ— ルの慘 劇が 一 同の 記憶に 

新 tti であった ので ある。 

酷寒の 李 節に 酷暑に？ 3 つた 例が ある。 高等 學校 時代の 或る 冬休みに 大牟田 炭坑 を 見學に 行った 

時の ことで ある。 冬服に メリ ヤス を 重ね着した 地上からの 訪問者に は、 地下 増溫 率に よって 規定 

された 坑內深 所の 温度 は餘り に 高 過ぎた。 おまけ に 所々 に 蒸 汽機關 がるり、 その スチ ー ム パ イブ 

が 可 本 も 通って 居る ので ある。 坑夫 等 はもち ろん 裸體で 汗に ぬれた 膚にカ ンテ ラの光 を無氣 味に 

反映して 吾た。 ：！ 几內 では 時々 人殺しが ある、 併し 下手人 は 決して 分らない。 こんな 話 を 聞かさ わ 
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たりして 威され て 居た 爲に、 一層の 暑さ を 感じた のか も 知れない。 やっと 地上へ 出た ときに 白日 

の 光の 有難 味 を 始めて 覺 えたので ある。 

高等 學校を 卒業して いよく 熊 本 を 引上げる 前日に 保證人 ゃ敎授 方に 暇 ご ひに 廻った。 その 日 

の 暑さ も 記憶の 中に 際立つ て殘 つて 居る ものである。 卒倒し さう になる と 水屋 へ は ひって 休み 休 

みした ので、 たうとう 一日に 十一 杯の 氷水 をのんだ。 さう して 下宿へ 歸 ると 井戸端へ 行って 水 ご 

り をと つた。 それでも、 あるひ は そのお かげで、 からだに 別條 はなかった。 

滞歐 中の 夏 は 遂に 暑さと いふ もの を覺 えなかった が、 アメリカへ 渡って いは ゆる 「熱波」 の 現 

象 を體驗 する こと を 得た。 五月 初 句であった かと 思 ふ。 二 ュ ー ョ ー クの 宿へ 荷物 を あ づけて 冬服 

のま、 でヮ シ ン トン へ 出かけた 時には 春の やうな 氣 候であった。 華府 を根據 にして マウント. ゥ 

^ ザ— の 氣象毫 など を 見物して、 歸 つてく ると 非常な 暑さで 道路の ァ ス フ ァ ルトは 飴の やうに な 

り、 馬が 何 頭 倒れた とい ふうは さで ある。 その 暑さに 冬服 を萧て 各所 を歷訪 した。 夜寢 ようとす 

ると ベットが 燒 けっく やうで 眠られない。 心臓の鼓動が 異常に 烈しくなる。 堪へ 兼ねて ボ— ィを 

呼んで 大きな 水 塊 を 取 寄せて それ を 胸に 載せて 辛うじて 不眠の 一夜 を 過ごした C その 時に 氷塊 を 

持って ぬつ と 出現した 偉大な 一一 グ a のボ， I ィの 額が 記憶に 燒 きつけられて 殘 つて 居る。 それから、 
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ゥ H ザ ー . ビュ a  の 若い 學 者と 一緒に あるいた。 或る 公衆 食堂で 晝飯を 食った ときに 「君、 デ 

ヴィ ルド. クラブ を 食って 見ない か 一とい ふから、 何 だと 聞く と、 蟹 肉に 辛い 香料 を いれて ホッ 

ト にして あるから、 それで 一 デヴィ ルド」 だとい つて 聞かされた。 この ワシントンの 「熟 波. 一 の 

記憶に はこの デヴィ ルド . クラブと 彼の 二 グ 口 の顏 とが 必すク a 1 ズ アップ に 映 出される ので あ 

る。 用事 をす ませて バルチ モ ー ァに 立つ とい ふ 日に、 急に 「熱， 波」 が 退却して 寒暖計 は 一とと び 

に 九十 五 度から 六十 度に 下って しまったの である。 

父が 亡くなった 翌年の 夏、 鄕 里の 家 A- 疊んで 母と 畏女を 連れ、 陸路 琴 平 高 松 を 經て岡 山で 一泊 

した その 晚も 暑かった。 宿の 三階から 見下す 一 町 位 先の ある 家で、 夜更ける まで 大聲で 歌 ひ騷ぎ 

怒鳴り 散らす のが 聞こえた。 雨戶 をし めに 來た 女中が この 騒ぎ を 眺めながら 「又お 米が あがった 

さうな」 といった。 聞いて 見る と、 それ は 米 相場 を やる 人の 家で、 この 家の 宴 樂の聲 が 米の 値段 

のメ ー トル だとい ふので あった。 

その後 再び 高 松 を 通過した 時に 遭った 暑さ も、 私有 レコ ー ド 中の 著しい ものである。 風に， V 、か 

れ ると 却って 餘 計に 暑くて 窒息し さう で、 かうな ると 街路の 柳の 夕風に 搖ら ぐの が、 却って 暑さ 

そのもの 、象徵 である やうに 思 はれた。 
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シン ガボ ー ルゃ コロン ボの 暑さ は、 たしかに 暑い に は 相違ない が、 その 暑さ はい は 板に つい 

た 暑さで、 自然の 風物 も 人間の 生活 も その 暑さに ぴったり 調和して 居る ので、 暑さが 美化され 純 

化されて 居る。 今 思 ひだす だけで も 熱帶の 暑さの 記憶 は實に 美しい 幻影で 装飾され て 居る。 併し 

岡 山 や 高 松の 暑さの 思 ひ 出に は それがない。 後 樂園ゃ 栗 林 公園 は 矢 張 春秋に 見る ベ きで あらう。 

九十 五 度の 風が 吹く と 溫帶の 風物 は 赤土 色の 憂愁に 包まれて しま ふので ある。 

喉元 過ぎれば 暑さ を 忘れる とい ふ。 實際 我々 に は 暑さ 寒さの 感覺 そのもの 、記憶 は 薄弱で ある 

やうに 見える。 唯 その 感覺と 同時に 經驗 した 色々 の 出来事の 記憶の 印銘 される 濃度が、 その 時の 

暑さ 寒さの 刺戟に よって、 强 調され るので はない かとい ふ氣 がする。 さう して その 出来事 を 想 ひ 

だす 時には その 暑 寒の 感覺 はもう 單 なる 概念的の 拔殼 になって しまって 居る やうで ある。 

今年の 夏 も相當 に 暑い。 宅の すぐ 向 ふ 側に 風呂屋が 建つ ことにな つて、 昨日から 取 毀し が 始ま 

つた。 この 出来事に よって 今年の 夏の 暑さの 記憶 は 相當に 濃厚な ものになる であらう と 思 はれる- 

(昭和 五 年 八 n:、 東京 朝 n 新聞) 

夏  四驗潮 旅行 
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明治 三十 七 年の 夏休みに 陸 中签石 附近の 港灣の 潮汐 を 調べ に 行った ときの 話で ある C 鹽 築から 

小さな 汽船に 乘 つて 美しい 女攀 生の 一行と 乘 合せた が、 土用波に ひどく 搖られ て へとへとに 醉っ 

てし まって、 仙臺で 買つ て 來たチ ョ コ レ ー トを すっかり 叶 いてし まった。 釜 石の 港へ はいると、 

何とも 知れない 惡 臭が 港 內の空 氣に渗 み 渡って ゐて、 濱邊に 近づく ほど それが 猛烈になる。 夥し 

いか もめの 群が 渦卷 いて ゐる。 いかの 大漁が あつたの が 販路 を 失って 濱で 腐った のであった。 上 

陸 後半 日 もす ると、 我々 一行の 鼻の 神 經は惡 臭に 對 して 無感覺 となって、 うまく 飯が 食へ る やう 

になった。  • 

千^と いふ 岬 端の 村で 半日 位觀 測した 時 は、 土地の 豪家で 晝食を 食 はして 貰った。 生来 見た こ 

とのない 無氣 味な 物の なます を 御馳走に なった。 それが ホヤであった。 海へ はいって： 冰 いでみ 

たら、 恐ろしく 冷たい ので、 ふるへ 上って しまった。 そこから 吉濱 まで 海岸の 雨の 山道 を、 驗潮 

器 を 背負って、 苫を かぶって あるいて ゐ ると、 ホ トトギ スが啼 いた。 根 白と いふと ころで 煙草 を 

買 はう と 思った が、 卷 K はおろ か 刻 煙草 もない。 宿屋の 親爺の のみしろ を 一服め ぐんで 貰った の 

で、 甚んで 吸って みると、 それ は實に 不思議な 強烈な 原始的の 味 を もった 煙であった。 煙草と い 

ふ ものに 對 する 我々 の 概念の 擴 張の 可能性の 極限 を 暗示す る ものであった" . 
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吉濱へ 行っても 煙草が なく、 菓子がない C 里 一砂 搪で もない かと 聞いて 歩いた が徒勞 であった。 

煙草と 菓子の 中毒に か、 つて ゐる 文明 病 恵 者 は、 かう いふ 處へ來 ると、 頭が ぼんやり してし まふ- 

さう して 朝から 晚 まで 鱲 一 點 張の 御 1 をう けた。 實にテ ムポの ゆるやかな 國 であった。 

日露 戰爭當 時であって、 つい 數 n 前 露 艦が この 邊の 沖に 見えた とい ふ 曙 もあった。 我々 が驗潮 

器 を 濱に据 ゑて、 紛管を 海中へ 引つ ばって ゐ たので、 何 か 水雷で もし かけて ゐ ると いふ 曙 をされ 

たさう である。 

この 濱の 便所 は 恐らく 世界一 の廣々 とした 明るい 便所で、 二人 並んで、 ゆる/, \談 じながら 用 

を 達す ことが 出来る しかけで ある。 そして 子供の 時分から 話に だけ は 聞いて ゐたチ ウギなる もの 

が、 目前の 事實 として ちゃんと 鼻の さきの 小函に 入れて あった。 これ は敎育 博物館 あたりに 保存 

して 欲しい 資料で ある。 (昭和 四 年 七：：：；、 大阪朝 曰 新聞) 


幼少の 頃、 高 知の 城下から 東に 五六 里 離れた 親類の 何 かの 饗宴に 招かれ、 泊り がけの 訪問に 出 

かけた ことが 幾度 か ある。 饗宴の 輿 を 添へ る 爲に來 客の 誰彼が 色々 の 藝盡し を やった 中に、 最も 

吾々 子供 等の 與味を 引いた もの は、 或る 大工さん のお はこの 影獪の 踊であった。 それ は、 僅に 數 

本の 箸と 手拭と だけで 作った 屈伸 自在な 人形に 盃の笠 を 着せた もの & 影法師 を 障子の 平面に 踊ら 

せる だけの ものであった。 其 頃の 田舍の 饗宴の 照明と 云へば、 大きな 燥燭を 燃やした 昔ながら の 

燭臺 であった。 併し あの 徵燭 の焰の 不定な ゆらぎ は あらゆる もの 、陰影に 生きた 脈動 を與へ るの 

で、 此の グ n テスタな 影 人形の 舞踊に は 一層 幻想 的な 雰圍 氣が附 纏って 居て、 幼い 吾々 のファ ン 

タジ ー を 一種 不思議な 世界へ IJ^ ふので あった。 

ジ ャヴァ の 影 人形の 實演は 未だ 見た ことがない が、 其の 效果 には自 から 此の 田舍 大工の 原始的 
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な 影 人形の それと 似通った 點が ありさう に 思 はれる。 踊る 影鎗は 其れ 自身が 目的ではなくて、 そ 

れ によって 暗示され る 幻想の 世界へ の 案內者 をつ とめる ので あらう。  ゾ 

それ は 鬼に 角、 もし 現代の 活動 映畫が 「影の 散文 か 散文詩」 であると すれば、 かう いふ 影 人形 

は 例へば 「影の 俳句」 の やうな もので は あるまい か。 

幻燈と いふ ものが 始めて 高 知 の 或 る 劇場 で 公開 さ れ たの は 多分 自分 等 の 小學 時代 で あつたかと 

思 ふ。 箸と 手拭の 人形の 影法師から 幻燈 映畫 へは餘 りに 大きな 飛躍であった。 見て 來た 人の 說明 

を 聞いても、 自分の 眼で 見る 迄 は、 色彩の ある 繪畫を 映し出す 影獪の 存在 を 信す る 事が 出來 なか 

つた。 そして 始めて 見た 時の 强ぃ 印象 は 可な り 强烈な ものであった。 ホワイト ナイルの 岸 逢に 生 

れた 或る 黑扠 少年の 數奇 な冒險 生涯 を 物語る 績 きもの &映畫 を中學 校の 某 先生が 黄色い 聲で說 明 

した ものである。 其れから すっと 後の 事で は あるが 日 淸戰爭 時代に も屢、 - 「幻燈 會」 なる ものが 

剝 場で 開かれて 見に 行った。 縣 出身の 若き 將校 等の 悲壯な 戰死を 描いた 平凡な 石版 畫の 寫眞 でも 

中 畢生の 吾々 の柔 かい 頭 を 刺戟し 興奮させる に は 充分であった。 そして 其 等の 勇士 を 吊 ふ 唱歌の 

女學校 生徒の 合唱な どが 一層 若い 頭 を 感傷的に した ものである。 一 っは觀 客席が 暗がりで ある 爲 

の效果 もあった ので ある。 同じ 效果は 活動 寫眞の 場合に 於ても 考慮に 加 へらるべき であらう。 
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疾に 故人と なった 甥の 亮が 手製の 原始的な 幻燈 を 「發 明」 したの は 明かに 此 等の 刺戟の 結果で 

あつたと 思 はれる。 其の 「器械」. は實に 原始的な ものであった。 本箱の 上に 釘 を 二本立て、 其 間 

に 僅に 三寸 四角 位の 紙 を 張った のが スクリ I ン である。 略、、 此れと 同大の 硝子 板に 墨と 赤 及び 綠 

の インキで 好い加減な 緖を 描いた の を 此の 小さな ス タリ— ン の 直接の 北 n 後へ くつ つけて 立て 、、 

其 後に 石油 ラ ムプを くだけで ある。 尤も 其の ス タリ— ン の 周 圍の同 平面 を 風呂敷 ゃボ ー ル 紙で 

鬼 も 角 も 塞いで しまって 樂屋と 見物 席と を 仕切る 方が 中々 の 仕事で はあった。 觀客 は亮の 兄弟と 

自分 等 を 合せて 四 五 人位 はあった が、 映畫 技師、 說明 者が 同時に 映畫 製造者 を 兼ねる のみなら す、 

肝心の 硝子 板が やっと 一 一枚 位し か 掛け 眷 へがない の だから 亮の 骨折り は 一 通りでなかった らうと 

思 はれる。 後に は 自分の 父に 賴ん でもう 少し 大きい 板 ガラス を、 ちゃんとした 木箱の 前面の 溝に 

插し 入れ 插 しか へ る やうに した もの を 大工に 作らせ、 映 畫も十 枚 か 一 一十 枚豫め 仕入れて S いて、 

さう して 吾々 の 外に 近所 中の 少年 を かり 集めて やる やうに なった C 映畫の 外に 餘興 とあって 似 

事の やうな 化學 的の 手品、 卽ち 無色の 液體を 交ぜる と 赤くな つたり 黄色くな つたり する の を 懇意 

な醫 者に 準備して 貰った。 それ は先づ い、 としても、 明治 十 年頃に 姉が 東京の 樱井學 校で 敎 はつ 

た 英語の 唱歌と 稱 する もの を 合 i? したりし たの は實に 妙であった。 其の 文句 は 今でも 覺 えて 居る 
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が 其の 意味に 至って は 今に 分らない。 想 出しても 冷. t が 流れる C  ^し 兎に角 こんな 西洋 臭 ひ 遊戯 

が 明治 一 一十 年代の 土 伎の 田舍の 子供の 間に 行 はれて 居た とい ふこと は鄕土 文化史 的に も 多少の 意 

味が あるか も 知れない。 それよりも 自分の 生涯の 上に はこん な 事件が 思の 外に 大きな 影響を及ぼ 

したの かも 知れない。 

其 後抚具 屋で蟲 眼鏡の レンズ を 買って 來て、 正式の 幻燈 器械 を 作らう としたが 失敗した。 今考 

へ て 見る と光學 上の 初歩の 知識 さへ 皆無で あり、 それに 使った レ ンズが 極めて 粗惡な ものである 

のみなら す、 焦點 距離が 長いのに、 原畫を あまり 近く 置き 過ぎた 爲に 鮮明な 映像 を 得られな かつ 

たの は當然 である。 それでも 此の 失敗した 試みが 自分の 理學的 知識 慾 を 刺^す る效 のあった 丈 

は 確で ある。 南國め 盛夏の 眞晝閒 の 土藏の 二階の 窓 をし め 切って、 滿 身の 汗 を 浴びながら 石油 ラ 

ムプ に顏を 近寄せて、 一 生驟 命に 朦朧たる 映像 を 鮮明に 且 大きく する ことに 苦心した 當 時の 心 持 

は 昨日の ことの やうに 記憶に 新で ある。 靑と 赤の インキで 塗った 下手な 鳥の 繪の ぼやけた 映像 を 

今でも 想 出す こ と が 出来る。 其の 鳥 は逆樣 になって 飛んで 居た ので ある。 

明治 一 一十三 年で あつたか、 父が 東京の 博覽會 見物に 行った 土産に 本當の 幻燈 器械と 數 十の 映 畫 

を 買って： S つたので、 長い間の 希望 は 終に 實 現された 譯 であるが、 妙な ことに は此， の 遂げられた 
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希望の 滿 足に 關 する 記憶の 濃度の 方が、 彼の 失敗した 試みに 作うた 強烈なる 法悅の 記憶に 比べ て 

却って 稀薄で ある。 

其 時の 映畫の 種板 は 大抵 一 枚 一 枚に 長方形の 桐 製の 枠が ついて 居て、 映畫の 種類 は 東京 名所 や 

日本三景 などの 彩色 寫眞、 それから 歴史 や 物語からの 抜萃の 類であった。 其 外に 活動 映畫の 先祖 

とも 云 はれるべき 道化 人形の 踊る 繪 があった。 眼 を 開いたり 閉ぢ たり、 古 を 出したり 引 込ませた 

りする やうな 簡單な 動作 を單 調に 繰 返す だけで ある。 叉 美し い 五彩の 花形 模様の ぐる/ \廻 りな 

がら 變 化する もの もあった。 此んな 幼稚な もので も當 時の 子 洪に與 へた 驚異の 感じ は、 恐らく は 

ラヂ ォゃト ー キ— が 現代の 少年に 與へ る ものよりも 或は 寧ろ 數等 大きかった であらう。 一 から 見 

た 十 は 十倍で あるが、 百から 見た 同じ 十 は 僅に 十分の 一 だからで ある。 <fr の 子供 は餘 りに 新しい 

驚異に 對 して 麻痺 させられて 居る やうな 氣が ある。 

活動 寫眞を 始めて 見た の は 多分 明治 三十 年代で あつたかと 思 ふ。 夏休みに 歸省 中、 鏡 川原の 納 

涼 場で、 見すぼらしい 蓆圍 ひの 小屋掛けの 中で あった。 折 柄 驟雨の あとで 場內の 片隅に は 河水 

が ピタ/ \ 溢れ 込んで 居た。 映畫 は家鸭 泥坊 を 追つ かける と 云った やうな 他愛ない ものであった 

が、 此れ も 「見る 迄 は 信じられなくて、 昆れば 驚く と 同時に、 やがて は當然 になる」 種類の 經驗 
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であった。 兎も角も、 始めて 幻燈 を 見た とき ほどに は 驚かなかった やうで ある。 

明治 四十 一年から 三年 迄の 滯歐 中には、 誰もと 同様によ く 活動 を 見た ものである。 當時 伯林で 

は 此れ を 俗に キ ー ン トツ プと 云って ゐた。 常設館 はいくつ もあった がみん な 小さな もので 僅の 觀 

客し か容れ なかった やうに 覺 えて 居る. - 邦 樂座ゃ 武藏野 館の やうな もの は何處 にもなかった やう 

である。 各地に 旅行 中の 夜の 忙し さ を まぎらせ るに は 矢 張 一番 活動が 輕 便であった、 ブリュ ッセ 

ル の 停車場 近くで 見た 外科 手術の 映 畫で腦 貧血 を 起し かけた こと もあった。 それ は 象の やうに 膨 

大した 片腕 を 根元から 切り落す のであった。 

歸朝後 唯 一 度淺 草で 劍劇 映畫を 見た。 さう して 始めて 所謂 活 辯なる もの を 聞いて 非常に 驚いて 

閉口して しまって 以來 それ 切りに 活動 映畫と 自分と は 一 先づ 完全に 緣が 切れて しまった。 4r でも 

自分に は活 辯の 存在理由が どうしても 明かで ない ので ある。 

自分が 活動 寫眞の 存在 を 忘れて 居る うちに、 活動の 方で は、 さう いふ 自分の 存在な ど は 問題に 

しないで 悠々 と 日本 全國を 征服して 居た。 長男が 中學 へ人畢 したと きに 父兄と して 呼 出されて 行 

つた。 其 時に 控窒 となって 居た 敎 場の 机の 上に ナイフ で 丹念に 刻んだ 色々 の 樂書を 見て 居たら、 

其 中に 稚拙な 西洋 婦人の 立 姿の 周 圍にリ 、アン-ギッシュ、 メリ ー . ピク フォ— ド など、 いふ 名 
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前が 彫り 込んで あった。 自分の 中擧 時代の 惡戲を 思 出す と 同時に、 ひどく 時代に おくれた もの だ 

とい ふ氣 がした G 

荒物屋 駄 菓子屋の 店先に 客引きの 意味で か 、 つ て 居る 寫眞の 顔が 新聞 ゃビ ラ の 廣吿に 頻繁に 現 

はれる。 聞いて 見る とそれ がみん な 活動 俳優の 所謂 スタ— ださう である。 幕末 勇士な どに 扮 した 

男優の 顔 は 如何なる 蠻 族の 顔よりも グ C1 テスタで 陰惨な ものであるが、 それが 特別に お 衆に 受け 

ると 見えて それ 等の 網目 版が 到る 處の 店先で 自分 を 睨みつ け、 脅かし 壓 迫した。 

- 水い 間緣の 切れて 居た 活動 映畫が 再び 自分の 日常生活の 上に 折々 投射され る やうに なった のが 

つ い 近頃の ことで ある。 飛行機から 爆彈を 投下す る 光景 や 驟留氣 球が 燃え 落ちる 場面が あると い 

ふので 自分の 目下の 研究の 參考 迄にと 見に 行った のが 「ウイ ング」 であった" それから 後、 象の 

大群が 見られる とい ふので 「チ ャ ング」 を 見、 ァ フ リカの 大自然が あると いふので 「ザ ン バ」 を 

見た。 そのうちに ト ー キ ー が 始まる とい ふので 後 學の爲 に 出掛ける。 さう して 居る うちにい つの 

間に か 一 通りの 新米 フ ァ ン になり 了せ たやう である。 

一 番 面白い もの は實寫 ものである C こしら へ たものに は 矢 張何處 かに 一允 實 しない 物足りな さが 

あり. 、魔 化し 切れない 穴 が ある。 さう いふ 意味で 一一 ュ —ス 映畫は 自分に とって 最も 面白い もの 
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の 一 つで ある。 例へば マクドナルド とか フ ー ヴァ ー とかい ふ 人間が 現 はれて 短い 挨援 をす る。 其 

の 短い 場面で 吾々 は 彼等が 如何にして、 又 如何に、 英國勞 働內閣 首相で あり、 北米 合衆國 大統領 

であるか を讀み 取る ことが 出来る やうな 氣 がする ので ある。 世界中の 重要 不 重要な 出来事 を 短い 

時間に 瞥見す る ことによって 世界が 恐ろしく 狹ぃ空 間に 凝縮され て來 る。 さう して 人類 文化の 進 

歩の 急速な 足音 を 聞いて 居る やうな 氣も する。 

「ザ ンバ」 の 如き 自然 描寫を 主題に した もので も、 恐らく 映畫 製作者の 意識に は 上らなかった 

やうな 些事で、 却って 最も 强く 吾々 の 心 を 引く ものが 少 くない。 例へば 獅子 や ジラフ ゃゼ ブラ そ 

の もの、 生活 姿態の 面白い こと は 勿論で あるが、 其の 周圍の 環境 並に 其の 環境との 關 係が 意外な 

新し い 知識と 興味 を 呼 起こす 場合が 甚だ 多い。 例へば ライオンと 風に 藤く 草原との 取合せ などが 

さう である。 此の 如何にも 水に 渴 したやう に 風に 戰ぐ 草に よって 始めて 本當に 生きた ァ フ リカの 

ライオンが 眼前に 現 はれる。 ジラフの 奇妙な 足 取 は それ 自身に も 面白い が、 其の 背景の 珍ら しい 

矮樹 林に よって 始めて 此の 動物の 全 生命が 見られる。 驚いて 河に 飛込む 鰐 魚 は、 其の 飛込む 前に 

安息して 居る 河岸の 石 原と 茂みに よって 一 段の 腥氣を 添へ る。 此れがない 位なら 吾々 は 動物園で 

滿 足して よい 譯 である。 それ だから 吾々 はもう 少し 充分に 此 等の 背景と 環境と を 見せて 貰 ひたい 
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ので あるが、 通例の フィルム では 此れが 惜しい やうに 節約され て 居る。 其爲に 折角の 難 有い 體驗 

が 動もすれば 概念 化される 恐れが ある。 

フ ー ヴァ ー の演說 にしても さう である。 當 人の 顏 だけ 寫 つてし やべ るのより も、 例へば 假 小屋 

の 壇上に 立って 大勢の 老幼 男女に 圍 まれて 居る 方が 如何にも アメリカの 大統領に なって 居る。 周 

圍の アメリカン • シ チズ ンスの 不用意な 表情 姿態の 上に 反映した フ ー ヴァ ー の 方が 遙に 多く フ ー 

ヴァ —其 人 を 物語る ので ある。 半分 はフ —ヴァ —を寫 し 半分 は聽 衆の 方に カメラ を 向けた の を 撮 

つた 方が 有效 である。 

かう いふ 現實 味から いふと 演劇 フィ ル ムは 多く は 甚だ 空疎な ものである。 プ II ッ ト にない 餘計 

な もの は 塵 一 筋も寫 さない とい ふの が 立て前で あるら し い。 此れ は 劇の 性質 上當然 のこと かも 知 

れな いが、 舞 臺で行 はる 、演劇と フィルム 劇と は必 しも 同じで ない 以上、 フィルム にして 始めて 

生す る 可能性 を. 活用す る爲に は、 もう 少し 天然の 偶然 的な プ ロッ トを 巧に 活かして 取り 人れ て、 

それによ つて 必然的な 效果を あげたら よく はない か。 

有名な 映畫 「ベ ルリ ー ン」 の 如き は 可也に 此の 意味の 天然 を 活かして は 居る。 早曉の 街の ァス 

フ ァ ルトの 上 を 風に 吹かれて 行く 新聞紙 や、 スプ レ —河の 濁水に 流れる， 渦紋な ど は 其の 一 例で あ 
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る。 此 等の 自然の 風物に は 人間の 言葉で は說 明し 切れない、 さう して 映畫 によって のみ 現 はし 得 

る 或 物が あるので ある。 「銀嶺」 の 如き は 元 來實寫 を 主題に した もので あらう が、 軒の 氷柱の 瀬 

ぃ举に 悠久の 悲しみ を 物語らせ、 鍋の 中に 熔け 行く 雪 塊に 運命の 不思議 を 歌 はせ、 永 河の 上に 映 

る 飛行機の 影に 山の 高さ を示揚 させたり する の も 他の 例で ある。 併し 寫實を 目的と しない 劇的 映 

畫 にも、 もう 少し 自在に 天然 を 取 人れ る こと は 出来ない か。 恐らく 此れ はいくら でも 出来る 可能 

性が あるので あらう。 何の 映畫 であった か 忘れた が 東洋 物の 場面の 間に、 毒蛇と マング— ス との 

命が けの 爭鬪 を寫 した もの を插ん だのが あった。 それ は餘り 大した 成 效とは 思 はれなかった が、 

併し 鬼 も 角 も 人間の ドラ マの シ ー ン の 中間に 天然の ドラ マの 短い シ— ンを 插んで 效果を 添へ ると 

いふ こと は、 從來 よりも もっとく 自由に 使用して よい 譯 である C 

此れに 對 する 有益な ヒ ントは 例へば 俳諧 連句の 研究に よっても 得られる。 連句に 於け る 天然と 

人事との 複雑に 入り 亂 れたシ 1 ン から シ— ン へ の 推移の 間に、 吾々 は 其 等の シ ー ゾ の 底に 流れる 

或る 力強い 運動 を 感じる。 例へば 「猿 蓑」 の 一 卷を とって 讀んで 見ても 

鳶の羽 も 刷 ひぬ はっし ぐれ 

一 ふき 風の 木 葉 しづ まる 
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股引の 朝から ぬる 、川 こえて 

たぬき をお どす 篠 張の 弓 

の やうな 各 場面から 始まって 

うき 人 を 积殼羅 よりく  らせん 

今や 別の 刀 さし 出す 

せ はしげ に 櫛で 頭 を かきちらし 

おも ひ 切た る 死ぐ る ひ 見よ 

の 次に 去来の 傑作 

靑 天に 有 明月の 朝 ぼらけ 

が來 る。 此 處に來 ると 自分 はどうい ふ もの か 屹度、 ドスト H フス キ ー の 「ィ ディ オット」 の 死刑 

場へ 引かれる 途上の 光景 を 思 出す ので ある。 此 等の シ ー ンの 推移の テム。 ホは 緩急 自在で、 實に眼 

にも 止まらぬ やうな 機微な ものが ある。 試みに 此の 一 卷を 取って 此れ を 如實に 表現すべき 映畫を 

作る ことが 出来た としたら、 彼の 「ベ ルリ ー ン」 の 如き もの は實に 幼稚な 子供の 片言に 過ぎない 

もの になる であらう。 
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併し 話の 筋が 通らなくて は 物足りな いとい ふ觀 客が 多數 にある かも 知れない。 それならば 嘗て 

漱石虚 子に よって 試みられた 「俳體 詩」 の やうな もの を 作れば 作れな く はない" 

本當を 云へ ば映畫 では 筋 は 少しも 重要な もので ない。 人々 が 見て 居る もの は實は 筋で なくして 

シ— ン であり、 或は 寧ろ シ ー ン から シ ー ン への 推移の 呼吸で ある。 此の 事 を 多くの 觀客は 自覺し 

ないで、 さう して 唯つ まらない 話の つながり をた どる ことの 興味に 浸って 居る やうに 思って 居る 

ので は あるまい か。 アメリカ 喜劇の ナンセンスが 大衆に 受ける 一 つの 理由 は、 つまり 此處 にある 

ので はない か、 有名な 小 說ゃ劇 を 仕組んだ ものが 案外に 失敗し 勝ちな 理由 も 一 つ は此處 にある の 

ではない かとい ふ氣 がする。 

連句に は 普通の 言葉で 云 ひ 現 はせ る やうな 筋 は 通って 居ない が、 音樂 的に ちゃんと 筋道が 通つ 

て 居り、 三十 六 句 は 渾然たる 樂章を 成して 居る。 さう いふ 意味での 筋の通った 連句 的な 映 畫を見 

せて くれる 人 はない もの かと 思 ふので ある。 

パラ マウント. ニュ ー ス の やうな もの 、組合せ は 場合によって は、 偶然で は あるが、 前述の 連 

句 的の 效果を 持ち 得る。 近頃 朝日 グラフで、 街頭の スケッチ を 組合せた 頁が 出る が、 あ、 いふ も 

の を 巧に 取合せ て 「連句， 一 にす る こと も 出来る。 
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器械の 活動 美 を 取 入れた フィルム も あるが、 矢 張 こしら へ もの は實に 空疎で 面白くない。 例へ 

ば 「メトロポリス」 に 現 はれる 器械な ど は 幼稚で 愚鈍で、 無意味と いふより は 不愉快で ある。 此 

れ に反して 平凡な 工場の リアルな 器械の 映 畫には 實物を 見る と は 又ち がった 深い 味が ある。 見な 

れた 平凡な 器械で も 適 當に映 出される とそれ が 別な 存在と して 現 はれ、 實物 では 見逃がして 居る 

內容が 眼に 飛び込んで 來 るので ある。 

實 物と 同じに 見せる とい ふこと は 檎畫の 目的で ない と 同様に 映畫の 目的で もない。 實物を 見た 

ので は 到底 發見 する ことの 出来ない もの を發 見させる ところに 映畫の 特長が あるので はない かつ 

例 へ ば 吾々 が 自身で ライ ォ ン 狩の 現場に 臨んだ としたら、 どうして 草原の 戰ぎ など を 味 ふこと が 

出来る であらう か。 殺されて 行く 獅子 を 憐れむ 心 を 生じる だけの 餘裕が あるで あらう か。 「何の 

權利 があって 人間 は 此の 自由な 野の 住民 を 殺戮す る だら う」 例へば そんな 疑 を 起す だけの 離れた 

立場に 身 を 置き 得る であらう か。 

映畫に 下手な 天然色 を 出さう とする 試みな ども 愚な ことの やうに 思 はれる。 さう して 芝居の 複 

製に 過ぎない やうな ト ー キ ー も 矢 張 失敗で あると しか 思 はれない。 云 ふ 迄 もな く獨 立な 藝術 とし 

ての 有 聲映畫 の 目的 は、 矢 張 他に 旣 にある もの、 複製ではなくて、 寧ろ 現實に はない もの を 創造 


166 


代 時畫映 


する のでなければ なるまい。 折々 餘 興に 見せられる 發 聲漫畫 など は 此の 意味で はたし かに 一 つの 

藝 術で ある。 品は惡 いが 一 つの 新しい 世界 を 創造して 居る。 此れに 反して 環 夫人の 獨唱の 如き は、 

唯 極めて 不愉快なる 現實の 暴露に 過ぎない。 

樓畫 が寫實 から 印象へ、 印象から 表現へ、 又 分離と 構成へ 進んだ やうに 映畫も 同じ やうな 道 を 

進む ので はない か。 さう して 最後に 生殘る 本然の 要素 は 結局 自分の 子供の 頃の 田舍の 原始的な 影 

法師に 似た ものになる ので はない か。 

歐洲 の何處 かの 寄席で 或る 伊太利 人の 手先で 作り出す 影法師 を 見た ことがある。 頭の 上で 兩手 

を 交叉して、 ー點の 弧光から 發 する 光で スクリ ー ンに影 を 映す だけの ことで あるが、 それ は實に 

驚くべき 入神の技であった。 小 猿が 二 匹 向 ひ 合って 爱を とり 合ったり 喧嘩 をしたり する のが、 ど 

うしても 眞物 としか 思 はれない のに、 それ は 矢 張 唯 何の 仕掛 もない 二つの 手の 影法師に 過ぎない 

ので ある。 その外に、 例へば、 飮ん だくれ の 亭主が 夜 遲く歸 つて 來て戶 をた、 くと 女房の ク サン 

チべ がバ ル コ ン から 壺の 中の 怪し ぃ液體 をぶ つかけ、 結局つ かみ 合 ひになる とい ふ 活劇 を も 僅か 

な 小道具と 背景 を 使って 映し出して 見せた。 此の 同じ 觀せ ものに 其 後 米國へ 渡って、 又 偶然 出會 

し..^^。 比 だけの 特技が あれば 世界 を 跨に かけて 食って 行ける の だと 感心した。 此れ を 見て 面白 
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がる 人々 は 唯 妙技に 感心す る だけではなくて、 矢 張 影繪の もつ 特殊の 魅惑に 心酔す るので ある。 8 

此 等の 原始的の 影法師と 現在の 有 聲映畫 には數 世紀の 隔たりが あるに 拘ら す、 現在の 映 畫は此 

の 唯の 影法師から 學 ぶべ きもの を 多く もって 居る かも 知れない。 

有 聲映畫 に 取り入れられる 音聲 も、 單に 話の 筋道 を はこぶ 爲の會 話の 使用に は 大抵 先き が 見え 

て 居る。 矢 張 「音の 影法師. 一 の やうな ものに 遠い 未来が あるで あらう。 

此頃 見た うちで、 アメリカの 河 船 を舞臺 とした ロマンスの 場面 中に、 船の 荷 倉に 折 重なって 膝 

の やうに 寢て 居る 二 グ n の 群 を 映 じて それに 衝氣に 哀し い 鄙歌 を唱 はせ るの があった。 此れ を 聞 

いて 居る うちに 自分 は アメリカ の 黑奴史 を通覽 させられる やうな 氣 がした。 

沙漠で 路駝が 蹲踞って 居る と 飛行機の 音が 響いて 来る、 すると， 驗駝が 驚いて ー聲 高く 嘶いて 立 

上がる。 此れ だけで 芝居の 喊が 活かされて 熱沙の 海が 眼前に 擴 げられ る。 ホテルの 一室で 人が 對 

話して 居る と、 窓越しに 見える 遠見の 屋上で アラビア 人の アル ラ ー に 捧げる 祈りの 歌が 聞え る。 

すると 平凡な 一室が 突然 テヘランの 町の 一角に 飛んで 行く。 かう いふ 效果は 恐らく 音響に よって 

のみ 得られるべき ものである。 探偵が 来て 一， 可能 的 惡漢」 と 話して 居る と、 隣室から 土人 娘の 子 

守 歌が 聞え る。 それに 探偵が 聞き耳 を 立てる 處に ー篇の 山が ある。 かう いふ 例 は 擧げれ ば 際限な 
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く擧 げられ るか も 知れない が、 併し 概して 自動車の 音、 ピストルの 響の 紋切 形が 餘 りに うるさく 

幅 を 利かせ 過ぎて 物足りない。 外に いくらでもい 、ものが あるの を 使 はないで 居る やうな 氣 がす 

る。 試みに 自動車と ビ ス トルと ジャ ズ の 一 つも 現 はれない ト ー キ ー を 作って 見たい ものである。 

俳句に は 矢 張實に 巧に 「聲の 影法師」 を 取り入れた 實 例が 多い。 例へば 「鐵 砲の 遠音に 曇る 卯 

月 哉」 とい ふの が ある。 同じ 鐵砲 でも アメリカ ト ー キ ー の ビス トルの 音と は 少し わけが ちが ふ。 

「里 見え そめて 午の 貝 吹く」 とい ふの が ある。 ジャズの 喇叭と は 別の 味が ある。 「灰汁 桶の I 下 や 

みけり きりぎりす」 など はィ ディ ル レ の 好點景 であり、 「物う りの 尻聲 高く 名乘 すて」 は 喜劇 中の 

モ ー メント である。 少 くも 本邦の ト ー キ ー 脚色者に は 試みに 芭蕉 蕪 村 等の 研究 をす、 め 度い と 思 

ふ。 

未来の 映畫の テク 一一 ック はどう 進歩す るか。 次に 來る もの は 立 體映畫 であらう か。 此れ も單に 

雙眼 的效果 による もので なく、 實 際に 立體 的の 映像 を 作る こと も必 しも 不可能と は 思 はれない G 

しかし それが 出来た としたと ころで どれ だけの 手柄になる か は 疑 はしい。 映畫の 進歩 は 矢 張 無色 

平面な 有 聲映畫 の 純化の 方向に のみ 存す るので はない かと 思 はれる。 それに は映畫 は舞臺 演劇の 

複製と いふ 不純 分子 を 漸次に 排除して 影と 聲 との 交響 樂か 連句の やうな ものに なって 行くべき で 


169 


はない かと 思 はれる ので ある。 

こんな 話 をして 居たら 或 人が ァヴァ ン ガルドと いふ 一 派の 映畫 がいくら かさう いふ 方向 を 示す 

もの だと 敎 へて くれたが、 未だ 實見 する ことが 出来ない。 

此處迄 書いて 後に ゥ ー フ ァ 社の 敎 育映畫 で 海の 浮游 生物 を寫 した もの を 見た。 顯微 鏡で 見る 場 

合で は、 眼前の 顯微 鏡と、 其の 鏡 下の プレ パラ ー ト との 相 對 的の 大きさが ちゃんと 意識され て 居 

るので あるが、 それが ス タリ— ン の 上に 大きく 寫 された ので は 全く 其 ま、 の 大きさの 怪物と しか 

思 はれない。 其の 怪物の 透明 1^ 肢體の 各部が 色々 複雜 微妙な 運動 をして ゐる。 併し 吾々 愚かな 人 

間に は 其 等の 運動が 何 を 意味す るか、 何 を 目的と して 居る か 全く 分らない。 分らない から 見て 居 

て 怖ろ しくな り 凄くなる。 憐れな 人間の 科 學は唯 茫然と して 口 を 明いて 此れ を 眺める 外 はない。 

此れが 神祕 でなくて 何で あらう か。 此の 實 在の 怪物と、 例へば ゥヱ ルズの 描いた 火星の 人間な ど 

を 比較しても、 人間の 空想の 可能 範圍が 如何に 狹 小食 弱な もので あるか を 見せつ けられる やうな 

氣 がする。 

此れ を 見た 眼で 「素浪人 忠彌」 とい ふの を靦 いて 見た。 それ は 唯雜然 たる 小刀細工 や 糊 細工の 

行列と しか 見えなかった。 ダイ アモン ドを 見た あとで ガラスの 破片 を 見る やうな 氣 がした。 併し 
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觀客は 盛に 拍手 を 送った。 中途から 返 席して 表へ 出で 人口 を 見る と 「滿員 御禮」 と 貼 札が して あ 

つた。 「唐人お 吉 J にしても 同様であった。 

此 等の 邦 釗映畫 を 見て 氣の 付く こん は、 第一 に 芝居の 定型に 捉 はれ 過ぎて 居る ことで ある、 書 

割 を 背に して 檜 舞 臺を蹈 んでフ ー トラ イト を 前にして 行って 始めて 調和すべき 演技 を不 了簡に も 

其 ま、 に 白日の 下 大地の 上に 持 出す からで ある。 それ だから、 して 居る ことが、 新米の ファ ンの 

眼に は氣狂 ひとし か 思 はれない。 ちょん 髭 をつ けた 吾等の 祖父母 曾祖父 母と はどうしても 思 はれ 

ない。 第二に は 群衆の 使 ひ 方が 拙で ある。 大勢の 登場 者の 配置に 遠近の パ ー スぺ クチ ー ヴが なく、 

粗密の リズ ム がない から 畫 面が 單 調で 空疎で ある。 例へば 大 評定の 場で も 唯 慈姑 を 並べた 八百屋 

の 店先の やうな 印象し かない。 此點は 舶来の ものに は 大概 ちゃんと 考慮して ある やうで ある。 第 

三に はフィ ルムの 毎秒の コ マ數 によって 自ら 規定され た 速度の 制約 を 無視して、 快速な 運動 を 近 

距離から 寫 した 場面が 多い。 さう いふ 處は唯 眼 まぐ るし いだけ で 印象が さ 疎になる 許りでなく 寧 

ろ 不快の 刺戟し か與 へない。 此れ は フィルムの 上に 於け る 速度の 制限 を 考慮して、 快速 度の もの 

は 適當の 距離から 撮るべき である。 此れ も舶來 もの を參照 すれば 分かる であらう。 第 四に はセッ 

トの 道具 立が 餘り 多過ぎて、 印象 を 散漫に し 五月 蠅く する 場合が 多い。 例へば 「忠 彌.」 の 貧民窟 
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のシ ー ン でもが さう である。 セットの 各 要素が 却って 相殺し 相剋して 感じが 纏まらない。 此 等の 

點 についても、 監督の 任に ある 人 は 「俳諧」 から 學 ぶべき 甚だ 多く を もつ であらう。 それから 又 

縣 土木 技師の 設計 監督に よる モダ ー ン縣道 を德川 時代の 人々 が 闊歩したり、 ナマ コ板を 張った 群 

の 前で 眞劍 試合が 行 はれたり する のも考 へ ものであるが、 此れ は 止む を 得な いこと かも 知れな い „ 

此れに 比べて 現代 を 取扱った 邦畫 はいくら か 有利な 地位に ある。 前記 第一 の點の 不自然 さから 

免れ 易く、 第 四の セットに 關 しても 自ら 無理の ない ものに なり 易い 傾向が ある。 從 つて 見て 居て 

たまらなく 不快な 破綻 を 感じる 程度が 劍釗に 比して 少ない やうに 思 ふ。 それにしても 自分の 趣味 

から 見る と 矢 張 ー體に 芝居 をし 過ぎる。 さう して 柄に 合 はない 西洋人の 表情 を眞似 過ぎる。 もう 

少 し當り 前の 日本人の 當り前 の 表情 をす る ことによって 却って 眞實味 を 深める 工夫 はない もので 

あらう か。 吾々 の 日常生活に 於 て 日常 交涉 の ある さま^ \- な 人間 の 生きた タイプ を 映 出す る こと 

が 出来ない もので あらう か。 現在で は唯與 へられた 所謂 スタ ー の 生地と マ ンネ リズムと を 前提と 

して 脚色 は 後から 生れる から、 スタ— 崇拜者 は 喜ぶ であらう が、 出來 たもの は 千篇一律 である。 

尤も 此れ は 日本の 映畫に 限らない 世界的の 傾向 かも 知れない が、 自分の 不滿は 此の 一般 傾向に 對 

する 不滿 である。 映畫の 使命 は單に 大衆の スク ー 崇拜の 禮拜堂 を 建てる のみで はないで あらう。 
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甚だ 無意味で つまらない やうで 或 意味で 非常に 進歩して 居る の は アメリカの ナン セ ン ス映畫 や 

ミ ュ ー ジ カル. コ メ ディ の 類で ある。 或 人の 說の 如く、 藝術は 在る ところの もの \ 再 出現で はな 

くて、 在って 欲しい ものへの 意欲の 演出で あると すれば、 此 等の 映畫は ヤン キ ー に 取って は 最高 

の藝 術で ある。 此 等の 映畫を 見る こと は 卽ち觀 客 自ら 踊り 歌 ひ、 放縦な 高速度 戀愛 をし、 矢 露に 

ピストル をぶ つ 放す ことなの である。 酒の 自由に 飮 めない 彼等 は、 か、 る 映畫の 上に 自分 を 投射 

して、 其處に 酌み 交 はされ る 美 ft に醉 ふので ある。 此 等の 點で此 等の 映畫は ジャズ 音樂と 正に 同 

種類の 藝術 である。 ジャズ も客觀 的に 鑑賞す る ものではなくて、 自分で 踊り狂 ふと 同價 値の 活動 

そのもの だからで ある。 其の 證據に は、 街頭 を 歩いて ゐる 喇叭 ズボンの ボ ー ィ 等が 店頭から 洩れ 

出る ジャ ズ レ コ ー ドの音 を 聞けば 必. f 安物の 器械 人形の やうに 踊り 出す。 それ だから 此れ は野蠻 

民の 戰爭 踊りが 野蠻 民に 訴へ ると 同じ 意味に 於て 最高の 藝術 でなければ ならない ので ある。 此れ 

と 同じ 意味に 於て 叉 我 邦の 劍！； の大立 廻りが 大衆の 喝采 を 博す るので あらう。 荒木 叉 右衛門が 三 

十 餘人を 相手に 奮鬪 する の を 見て 理窟 拔 きに 面白い と 思 はない 日本人 は 少ないで あらう。 所謂 プ 

a 藝 術の 狙 ひ處も 此處に 共通 點を もって 居る やうに 思 はれる。 

元來 アメリカに ジャズ 音曲と ナ ン セン ス映畫 とが 流行す る事實 は、 彼の 國に 古い 意味での 哲學 
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と 科 擧と藝 術の 振 はない 事實の 半面であって、 其 代りに 黄金 哲學 と鐵コ ンクリ ー ト科學 と 摩天樓 

犯罪 藝 術の 發 達する 所以で あらう。 

此れに 反して 獨 逸に 古い 意味での 哲學科 舉の發 達した の は 畢竟 彼の 國 民の 「頭の 惡ぃ」 爲、 容 

易に 要領 を 得ない 爲、 萬事ォ ー ケ ー ィ式 でない 爲 であらう。 其 爲に獨 逸の 映畫に 於て は、 矢 張 一 

九 三 〇 年 以前の 藝 術と 哲學を スクリ ー ン の 上に 求めん として 努力して 居る やうに 感ぜられる。 

フランス 人 は 頭の い、 人種で ある。 マチス を 生み ドビュ シ— を 生んだ 此の 國は やがて 映 畫の上 

にも 新鮮な 何物 か を 生み出し さうな 氣 がする。 ァヴ アン ガルドと いふの は 未見で あるが、 鬼 も 角 

も 吾々 はフラ ン ス映畫 の 將來に 或る 期待 を かけても い i やうに 思 はれる。 

我等の 祖先に も、 少 くも 藝 術の 上で は、 恐ろしく 頭の い k 獨創的 天才が 居た。 光琳 歌 麿 寫樂の 

如き、 叉 色 蕉西鶴 蕪 村の 如きが それで ある。 彼等 を 昭和 年代の 今日に 地下より 喚び 返して それ ぞ 

れ無 聲映畫 並に 發聲 映畫の 脚色 監督の 任に 當ら しめたならば どうで あらう。 恐らく 彼等 はァ メリ 

力 式 も ドイツ 風 も 完全に 消化した 上で、 新しい 純 粹國民 映畫を 作り上げる であらう。 光琳 や 芭蕉 

は少數 向きの 藝術 映畫、 歌 麿 や 西 鶴 は 大衆 向きの H  £1 チシ ズム、 寫樂ゃ 京 傅 は社會 的な 諷刺 畫と 

でも 云った 役割で も あらう か。 又廣重 をして 新 東京 百景 や 隅 田 川新鐵 橋め ぐり を 作らせる の も 
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妙で あらう し、 北齋 をして 日本 アルプス 風景 や 現代 世相の ベ ー ジ H ントを 映 出させる の も 面白い 

であらう。 さう して 此 等の 新 日本 映畫が 逆に 丁度 江戶 時代の 浮世 獪の 如く、 歐 米に 輸出され る。 

かう いふ 夢を見る こと は 大した 愛國 者で なくても 餘り 不愉快な ことで は あるまい。 

こんな 空想に 耽りながら 自分 は 古来の 日本 畫 家の 點呼 をして 居る うちに、 ひよ つくり 鳥 羽儈正 

に 逢着した。 儈 衣に 櫸 掛けの 儈覺 獣が 映畫 監督と なって メガ フォ ンを 持って 懸命に 彼の 傑作の 動 

物 喜劇 撮影 を やって 居る であらう ところの 光景 を 想像して 獨 りで 微笑した りした。 さう して 彼の 

有名な 高山 寺藏 の檎卷 物の 畫面を 想 ひ 起こしながら、 「翁卷 物と 活動 時代」 とい ふ 一 つの 論題に 想 

ひ 及んだ" 

卷 物と いふ もの 、最初の イデ ー は 恐らく 舶来の もの かも 知れない が、 兎も角 此れ は 可な りに 

偉大な イデ ー である。 さう して 或 意味で 活動 映畫の 先駆者と 見做しても よい ものである。 實 在の 

三次元の さ 間の 一 次元 を 割愛して 唯一 一次元の 斷 面に 限定す る 代りに、 第 四次元た る 時間 を 一 次元 

空間に 投射す る ことによって 時間の 經過を 吾 々 の 任意 に 支配す ると い ふ 考は兩 者に 共通 の ものと 

考 へられる" 器械 的 技巧の 點に 於て は 殆ど 問題に ならない 程の 距離が あるが、 若し 此れ を 藝術的 

批判の 立場から 見れば 必す しも 容易に 兩 者の 優劣 を 決定す る こと は 出来ない かも 知れない。 鎗卷 
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物で は、 一 つの 場面から 次の 場面へ の 推移 は觀覽 者の 頭腦の 中で 各自の フ ァ ンタジ ー に隨 つて 進 

轉 して 行く。 卷 物に 描かれた 雲 や 波 や 風景 や 花鳥 は、 其の 背景と なり、 モンク ー ジュ となり、 雰 

圍氣 となり、 さう して 來 るべき 次の 場面への 豫 感を釀 成す る。 そこへ いよ/ \ 次の 畫 面が 現 はれ 

て觀 者の 頭腦の 中の 連續 的な シ ー ンと 「コイン シデ ン ス」 をす る。 さう して 觀 者の 頭の 中の 映畫 

に 強い アクセント を與 へ、 同時に 次の 進展への 衝動と 指針 を與 へる。 此れ は 驚くべき 藝術 である 

とも 云 はれな く はない。 此れ は 鬼 も 角 も 一 つの 問題で ある。 さう して 此の 問題 を 追究 すれば 其 結 

果は必 す映畫 製作者に とって 極めて 重要な 幾多の 指針 を與へ 得る であらう と考 へられる ので ある" 

ゥ ェ ルズの 小說に 「時の 器械」 とい ふの が ある。 此の 精妙なる 器械に よって 吾々 は 自由に 過去 

にも 未來 にも 飛んで 行く ことが 出來 ると いふので ある。 想 ふに 繪卷 物と、 其の 後裔で あると ころ 

の 活動 映 畫も云 はに 矢 張 一種の 一時の 器械」 である。 時の 歩み を 順に も 逆に も 速く も遲 くも 勝手 

に 支配す る ことが 出来る。 尤も 物理的 機構に 賴る 活動 映畫 では、 物質的 實在 世界の 未 來は寫 され 

ないし、 フィルムに 固定され なかった 過去 は 永久に 映 出し 得られない。 併し 心の 世界の 過去と 未 

來は 色々 な總卷 物の 紙面に 自由に 展開され て 居る から 面白い C 「世界の 一 億 年」 と 名 づける 映畫 

は 未だ 見ない が、 成 效不成 效は刖 問題と して、 製作者の 意 圖は矢 張 此の 「時の 器械」 を 狙った も 
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の であらう。 

現代の 映畫を 遠い 未来に 保存す るに はどう すれば い 、かの 問題が ある。 音聲の 保存 は旣 に金屬 

製の 蓄音機 レ コ ー ド 原板に 依って 實 行され て 居る。 映 畫フィ ルムも 現在の ま、 の 物質で は 永い 時 

間 を 持 越す 見込がない やうに 思 はれる から、 矢 張 結局 は 完全に 風化に 堪へ 得る 無機物 質ば かりで 

出來 上った 原板に 轉寫 した 上で 適當な 場所に 保存す る 外 はないで あらう。 例へば 熔融 石英の フィ 

ル ム の 面に 還元され た 銀 を、 その ま、 石英に 燒 付けて しま ふやうな 方法が あり はしない かとい ふ 

氣 がする。 鬼に 角、 何等かの 方法で 此の 保存が 出来た として、 さう して 數十 世紀 後の 吾等の 子孫 

が 今の 吾々 の 幽靈の 行列 を 眺める であらう とい ふこと は、 面白く も 可笑しく も 叉 怖ろ しく も 悲し 

くも あり、 叉賴 もしく も 心細く も あるで あらう。 

甚だ 纏まらない 此の 一 篇 の映畫 漫筆 フィル ム に 此の 邊で 一 先 づ欽を 入れる こと \ する。 

(昭和 五 年 九月、 思想」 
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レ ー リ ー 家の 祖先 は 一 六 六 〇 年頃 H セッ クス (Essex) 州の モルドン (Maldon) 附近に 若干の 水 

車 を 所有して 粉 磨 業 を 營んで 居た。 一 七 一 一 〇 年頃 タ ー リング (Tcn.ling.) に 新しく 住家 を 求め、 其 後 

，rerlhlg  2ace の 莊園を 買った。 その 邸宅 はもと ノ リツ チ儈正 (Bishops  of  Norwich) の 宮殿で 

あった。 其 後へ ンリ— 八 世の 所有と なった こと もあった。 其 時の 當主ジ ョ ン . スト ラッ ト (John 

strutt) は Mald<m からの M.  P. として 選出され た。 この 人の 長子 は 早世し、 次男の Jcsepil 

Halden  Strutt  ( 一  七 五八— 一 八 四 五) が 家を繼 いだ。 彼 は 陸軍 大佐と なり 王黨 の國會 議員と なり、 

Duke  of  Ifeinster の 娘の ILady  Fitzgerald と 結婚した。 此れが 兹に 紹介しょう とする 物理 學者 

レ— リ— 卿の 祖父で ある。 勳功 によって 貴族に 列せられ ようとい ふ內 意が あつたが 辭 退した ので、 

爵位 は 其の 夫人に 授けられ、 夫人から そ の 一 人 息子の John  James  Strutt  ( 一  七 九 六 I 一  八 七 
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三) に傳 へられた C 此れが 最初の Lord  Rayleig.h となった 譯 である。 Ka-ylu お. h は 附近の 小 *w 市 

の 名で、 口調が い 、とい ふだけ の 理由で この 名 を 採用し たもの らし い。 彼 は cls-a  Elizabeth 

La  Touchc  Vicars と 結婚して、 rln.;;-f ミ -d に 住んで 居た c 此處で Johll W ョ ia=-  stl-utt が 生れ 

た c 此れが 卽ち 物理 學 者の レ ー リ— 卿で ある c 

レ ー リ— の 血筋に 科學 的な 遣 傅が あると すれば それ はこの 外戚の ヴィ 力！ ス 家から 来て 居 るら 

しい。 卽ち 外戚 祖父と 其の 兄弟 は 工兵 士官で あり、 又 外戚 祖母の 先祖に も 優れた 砲 工兵の 將官が 

居た。 又 祖母 I.ady  Mt7 お el.ald は 有名な ボイル (Robert  woyle) の 兄弟の 裔 ださう である。 

一 八 四 一 一年の 一 一月  一二 日に John  William を 生んだ ときに 母 は 年 僅に 一 八 歳で あった。 さ 

うして この 子 は 所謂 七月 子と して 生れた ので ある。 三 歳になる まで 物が 云へ なかった C 併し 物事 

に はよ く氣 がつ いて、 何でも 指さして 「ァ ー、 ァ ー、 ァ 1J と 云った。 さう して 一. あれ はお 家で 

す， 一、 一犬です 一とい ふ 返事 を 聞かない 內は 中々 滿 足しなかった。 祖父の 大佐が 此の 子 を 始めて 見 

たと きに 一， 此れ は餘程 利口 か、 それとも 大 馬鹿 だ」 と 云った。 其れ は 此の 兒の 頭蓋骨の 形 を 見て 

さう 云った ものら し い。 

9 

生れて 二 〇 箇月 後に 階段から 轉 がり 落ちて、 頭に 靑ゃ黑 の 斑點が 出来た" 其 後に も 海岸の 波 止 1 


場から 落ちて 溺れ か . ^つた 事 もあった。 又 射的 をして 居る 人の 鐵 砲の 筒 口の 正面へ 突然 顔 を 出し 

て危く 助かった 事 もあった。 大きくな るに 從 つて 物 を 知りた がり、 4^ にこぼれた 水が 干 上る と 

どうなる かな ど. - 聞いた。 內氣で そして 淚臉 く、 或 時 羊が 一 匹 群に 離れて 彷徨って 居る の を 見て 

不便が つて 泣いたり した。 記憶が よくて 舊約 全書の 聖歌 を 暗誦した りした。 環境に は 何等 科學的 

の 刺戟はなかった が、 鹽 水に 卵の 浮く 話 を 聞いて 喜んで 實驗 したり、 機關 車ニ臺 つけた 汽車 を 見 

て 其の 效能 を考 へたり した。 伯母に 貰った 本で 火薬の 製法 を 知り、 藥屋で 其の 材料 を 求めて 製造 

にか、 つて 居る ところ を 見付かって 沒收 された 話 も ある。 

一 八 五一 一年 卽ち 一 〇 歳のと き學 校へ 人る ために Kton に 行った が、 疱瘡に 罹り 又 百日咳に 煩 は 

さ 5^ たりした。 それで Wimlbledon  Common にあった George  Murray とい ふ 人の 私塾の やう 

な學 校に 入って、 そこで 代數ゃ 三角 や 靜カ學 初歩 を敎 はった が、 其 頃から もう 彼の 優れた 擧才が 

芽 を 出して 師を 感嘆 させた。 同時にい たづら 好きの 天分 をも發 揮して、 瓦斯 管內 にさ 氣を押 込み、 

先生の 祈禱が 始まる と燈 火が 自然に 消える とい ふ 趣向 を 案出し 實 行した。 其 頃 彼の 父 は 彼に 農業 

の 趣味 を 養 ふ 爲に鄕 里で 隊を飼 はせ、 その 收入を 彼の 小 使錢に 充てた。 此の 錢は 多く は 化 學村料 

を 買 ふ爲に 費され、 或 時 は 燥で 指を燒 いた。 後年 ケル ゲイ ン 卿が 化學會 の晚餐 演說で 此の 事 を 引 
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合に 出し、 レ— リ ー 卿 は  一二 歳のと きに 燐で 指を燒 いたさう だが、 自分 は 八 二 歳のと きに 全く 同 

じ 火傷 をした と 云った。 

一 四 歳のと き Harrow に 入った が、 ， 二 年 級に なつてから 胸の 病 を 得て 退學 した。 生命 もどう か 

と氣遣 はれた が 幸に 快癒した ので 今度 は Kov.  G.  T.  Wixrner の學 校に 人って 其 處で四 年間の 修 

業 をした。 其 間に 一 度 calhhi-i  二. の Trinity  cale, に. t- に 於け る 或る IVIh ョ  一- s<. 一… lilr.sl-ip の 試 

驗を 受けた が 失敗した。 師の Warner は 「今度 はいけ なかった が 決して 二度と は 失敗し まい」 と 

云った。 其 頃の 彼の 惡戲の 傑作 は、 >Iilt21 の Semite を その ま、 自作の やうな 顏 をして 田舍新 

聞に 投書した ことで ある。 勿論 新聞 は 夢にも 知らす に 其れ を 掲載し た。 

一 五 歳の 頃から 寫眞を 始めて 可也 身 を 入れて やった。 其 外の 娱樂 は乘 馬、 クリケット、 フ ー ト 

ボ ー ル、 ク a ケ ー、 射的 等であった。 其 頃 彼 は 休暇の 度に 近親の 年上の 誰かに 淡い 戀を したが、 

次の 休暇に は 前の 戀人 はすつ かり 忘れて、 又 別の 初戀 をす るので あった。 又 或 時 は 若い 婦人に 扮 

装して 午餐 會に現 はれ、 父の 隣席に 坐って 一 座 を 驚かせた。 

いよ/ \  cambridy-e に 入った。 貴族の 子弟で あるので 1  つ ellow  (；o 一… Holler として 入學 した ( 

しかし 極めて 質素な 生活 をして 居た。 此處で 有名な Roiitli の 下に 嚴 しい 數學的 訓練 を 受けた 事 
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が、 後年の 彼の 爲に 非常に 有益であった こと は 彼 自身 も 認めて 居る。 其 頃 彼 はよ く 長椅子に 凭れ 

て ぼんやりして 居る ことがあった。 友人に は、 面白い 作り話 を考 へて 居 るんだ と 云った が、 實は 

數學の 問題 を考 へて 居たら しい。 彼 は 生涯 樊堙 はしなかった。 

一 八 六 四 年の 秋に は Sheepshanks  ExhibitioneL- に 選ばれた。 此れ は 大變な 名譽な ことで あつ 

たが、 此れに 就いて 母に 送った 手紙に は 「試験官が 私の 書いた ナ， ンセ ンスに 感服した の は 可笑し 

い」 とあった。 此の 秋から 彼 は 始めて スト ー タスの 光學の 講義に 出席し、 特に 其の 講義で やって 

見せる 實驗を 喜んだ。 スト ー タスの 考へ方 や 表現の 仕方が すっかり 氣に 入って しまった。 其內に 

Mathcslatical  Tripos の 試驗が 近づいた。 彼の 伯母が 心配して 師の ラウスに 見込み を 聞いたら、 

ラウス は 丄 le ョ do." と 答へ たさう である。 

在擧 中の 彼 は 試驗官 の銘々 の 癖 をよ く吞 込んで、 例へば ド 、マ ハ ンタ ー 先生の 出す 問題 を豫 知し 

たりした。 或る 試 驗官は ース トラ ッ トの 答案 は 多くの 書物より もい 、」 と 云った。 

一八 六 五 年の 正月に 彼 は 遂に Senior  wrangler の 榮冠を 獲た。 其の 表彰式に 彼の 母も參 列し 

たが、 人々 は 「我 Senior  Wrangler の 姉 君の 爲に萬 歳 を 三唱」 した。 實際母 は 彼より 唯一 八歲 

の 年長者で あつたので ある。 彼の 鄕閭の 人々 の 內には 彼の 攀者 として 立つ 事が 彼の JLord として 


182 


卿一',一 


の 生活と 利害の 相反す る こと を 恐れる もの もあった。 此の 學位を 得た 後に 一 一人の 友人と イタリア 

旅行 をした が、 美術 見物に は 大した 興味がない やうであった。  ， 

1 八 六 五 年の 四月に 始めての 講演 を， した。 ひどく 「はにかみや」 であった ので 此 時の 演說 はよ 

く 聞き取れない 位であった。 ^し 晚年は 可也 講演が うまくな り、 政治 演說 など も 相 當有效 にやつ 

ての ける やうに なった。 

自分の 研究 をす る 自由 は 得た が、 實驗を 始めよう としても 器械 や 道具が 手に入れられ なかった。 

定性分析の コ ー スをー 擧期 やらせて もらった 位の ものであった。 併し 讀 物に は 事を缺 かなくて マ 

クスゥ ヱ ル の 電磁 氣論 r 一八 六 五) や、 マ クスゥ H ル及び ヘルムホルツ の 色の 硏究、 それから ス 

ト ー クスゃ ウィリアム. タム ゾ ンの 主要な 論文 を讀 み、 傍ら 叉 ミルの 論理 學ゃ經 濟論を 讀んで 居 

た 0 

一 八 六 六 年 一 一四 歳で Trinity の Fellsvsl-ip を 獲た。 其 頃の 友人の 中には cccrg-e  Darwin も 

居た が、 違った 方面の 友で は Arthur  Bfllfom- 卽ち 後の 首相 バ ルフォ ー ァ 卿と 親交 を 結んだ。 此 

れが 彼の 生涯に 大きな 影響 をす る ことにな つたので ある。 

一 八 六 七 年の 八月に 始めて 大西洋 を 越えて アメリカの 旅 をした。 歸 つて 見る と 彼の 鄕里 では 窒 
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抉斯が 流行して 居た ので 家族と 共に 五哩 離れた Tofts へ轉 地し、 父の レ— リ ー 卿が 唯一 人 Ter- 

ling に 止って 居た。 此れが 動機と なって 後に 此の 莊園內 にあった 「白鳥 池」 を 利用して 水道工事 

が 出來、 此れが 後に 水力 學の 實驗に 利用され る やうに なった ので ある" 

其 頃 彼 は國會 議員と して 政治 生活に 人る やうに 彼の 父 其 他から も勸 めら れた。 政治に 對 する 興 

味 は 可也 あつたが 國會 議員と して 立つ 事 は 好まなかった。 さう して テ ー トゃマ タス ゥェ ル など、 

文通 をしながら 研究 をして 居た。 又 チヤ— ルス . ダ —ウィンと も 知合に なった。 後年 彼の 走 曰いた 

もの 、中に こんな ことがある。 「 一 八 七 ◦ 年に ダ— ウイ ンと 一 緒に なった とき、 或る ァ メリ 力 入 

からよ こした 手紙の こと を 話した。 其れ は 『失禮 です が責 方の 顔が 著しく 猿に 似て 居る とい ふ 事 

實が 貴方の 學說を ひどく 左右した の だと 思 ひます』 とい ふので あった。」 

一 八 六 八 年の 米國 旅行から 歸 つてから、 彼 は 自分の 實驗に 着手した。 ルム コル フコ ィ. -、 グロ 

1.^>電池、 無 定位 電流計、 大きな 電磁石、 タム ソンの 高 抵抗 ガル ヴァ など を 買 人れ た。 最初に や 

った實 驗は、 電流計の 磁針が 交流で ふれる ことに 關 する ものであって、 其 結果 は 同年の wl.£s 一- 

Association で 報告して 居る。 其 外の 實驗は 色に 關 する もの や、 電氣 感應と 惰性との アナ ロジ ー 

などに 關 する もので、 此れに 關 する マ タス ゥェ ル との 文通が 保存され て 居る。 
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一八 七 一年に、 ケムブ リツ ヂに 新設され た キヤ ヴ H ンデ イソ シ 講座に 適せ 田な 人 を 求める 問題が 

おこった。 其時レ —リ ー から マ クスゥ エル に 達った 手紙 を 見る と、 ウィリアム - タム ソ ンは 決定 

的に 辭 退した から、 是非共 マ クスゥ 丄ルが 就任して くれる やうに と勸 誘して 居る。 その 手紙の 中 

でかう 云って 居る。 「此の 地位に 望ましい 人 は、 唯 講義 をす る だけの 先生ではなくて、 實 驗に體 

驗を もった 數學 者で、 さう して 若い 學者 達の 活動 を 正しい 道に 指導す る ことの 出来る 人で なけれ 

ばなら ない c」 マ タス ゥェ ルは途 に 承諾して 最初の Cavendish  Profess ミ- となった。 其 年に タム 

ソンが へ ルム ホルツに 途 つた 手紙に よると、 若し マ クスゥ H ルが斷 つたら、 この 椅子 はレ ー リ ー 

に 廻る のであった らし い。 

此の 年に マ クスゥ H ルの 紹介で、 共鳴に 關 する 彼の 論文が pl-il.  Trails. に 出た。 此の 論文が 

評議 會を 通過した こと を吿 げたの は、 ソ リス ベリ ー 卿であった。 「此の間 評議 會で 君の 破れ 德利 

が 出た よ」 と 云った さう である。 此れが 音響に 關 する レ— リ ー の 研究の 序幕と なった ので ある。 

彼が 音響の 問題に 觸れる やうに なった 動機 は、 或る 先生から 是非共 ドイツ語 を 稽古し ろと 勸 めら 

れ、 其の 稽古の 爲に ヘルムホルツの ：ros>W^J/?§?~s52l を讀んだのが始まりださぅでぁる。 この 

最初の 研究 實 驗はタ ー リ ングの 邸宅の 古. S グラ ンド ピアノの 上で 行 はれた ので ある。 
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色の 研究 をして 居る うちに、 空の 色の 影響に 氣が 付き、 それから、 さの 色 そのもの "研究に 移 

り、 終 有名な V- 一の 方 則に 到達した。 さう して クラウ ジゥ スゃ ティ ン ダルの 說を 永久に 否定し 

てし まった。 

比れ より 先、 一 八 六 九 年に n ン ドンで 彼の 舉友ァ —サ ー . バルフ ォ —ァの 二人の 姉妹 H リ ー ノ 

ァ (ElKmor) と イヴ リン (Evelyn) とに 紹介され、 其 後！ IT 、出 遭 ふ機會 があった。 イヴ リン は 音 

樂を 好んで 居た ので、 レ —リ— は ヘルムホルツの 書物 を 貸して やり、 其れが 二人に 共通の 興味 あ 

る 話題 を 提供した。 其 頃 彼はソ リス ベリ— 卿の 實驗窒 を 訪れて 磁 氣に關 する 實驗を 見せられたり 

した。 其 時 母に 送った 手紙に 「あんなに 不器用で は實驗 家と して 成效 しさう もない」 と 云って こ 

の 政治家の 餘技を 評して 居る。 此頃 また グラド スト ー ン にも 會 つた。 さう して 此の 大政 治 家の 能 

力と 獨創的 天分と に 感服す ると 同時に、 科擧的 考察 力の 缺乏を 認めた。 グラド スト— ンは 雪が 長 

靴の 革を渗 透す る 特殊な 力が あると いふ こと を 主張した。 レ ー リ ー は、 それ は 靴の 上部に か、 つ 

た 雪が 靴の 中へ 落ち込む の だと 云って 說 明した が、 結局 どうしても 了解 を 得る ことが 出來 なかつ 

た。 
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一 八 七 一 年の 五月に イヴ リン - バ ルフォ ー ァと 婚約し、 七月 一 九日に 結婚式 を擧 げた。 大學に 

於け る fellowship は 未婚者の みに 許される とい ふ 規則であった ので、 結婚と 同時に 大學 との 緣 

は 切れる ことにな つた。 此れ は r 將に， 來 らんと する 私の 生活の 轉 機の 暗黒面 だ」 と 云った。 新婚 

旅行の 途次に エディ ン バラの British  Association に 出席し、 そこで 始めて ウィリアム - タム ソ 

ンゃテ ー トと 親しく 言葉 を 交 はした。 旅行 後タ— リングに 歸 つて 秋と 夂. \ を 送った。 其 間に 彼等の 

新 家庭 を營 むべき Tofts  (Littlo  waddow に 於け る 邸宅の 名) の 工事 を 監督す るた め 毎週 一 ニニ 度 

は 新郎新婦 駒 を 並べ て 出かけて 行った。 

一八 七 二 年 正月 ケント 州の 13edgebul.y の 親戚 の 宅で 泊って 居る うちに 劇烈な 熱病 (rheumatic 

fever) に 罹り、 一 時 は 心許ない 容態であった。 關 節と 肺と を 胃され たのであった。 幸に 治癒した 

が、 急に 年を取った やうに 見えた。 

Toi-ts の 新居に 實驗窒 を 造らう と考へ て マ クスゥ H ル の知慧 を 借りたり したが、 結局 此處に は 

僅に 四 箇月 位し か 居な いこと になった。 此處 では 主に 廻 折 格子 を 寫眞で 複製す る 實驗を やつ た の 

である。 後年 此の 家の 後繼者 はこの 實驗窒 を 玉 突 室に 改造した さう である。 

病後の 冬の 寒さ を 避ける ために 埃 及 旅行に 出掛けた。 夫人の 姉 H リ— ノア も 同道した。 其 頃 は 
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未だ 珍， L かった ス H ズ 運河 を 見、 髮氣樓 に 欺され たりして、 カイロに 着き、 其處 から 小船に 乘っ 

て ナイル 河 を 遡った。 南京 蟲ゃ S 蚊に 攻められながら、 野 羊の 孰を飮 み、 アラビア 人の コックの 

料理 を 食って、 一八 七 二 年の  一二 月  一二 日から 翌年 三月 中旬に 亙る 單 調な 船 住 ひ をつ f けた。 こ 

の 退屈な 時間 を 利用して 彼 は 其の 名著 TJieory  of  So 一 md の 草稿 を 書いて 居た。 午前中 は 大抵 キ 

ャビ ンに篛 つて 此の 仕事に 沒 頭して 居た。 併しす つかり 戶ロを 締め切って 蠅を 殺して しまって か 

ら 仕事に か、 る 必要が あつたの である。 義姉の H リ ー ノア はレ —リ ー の 机の 前に 坐って 彼から 數 

舉を敎 はって 居た。 どんな 面白い 見物が あっても 午前中 は 中々 上陸しょう としなかった。 午後に 

はデ ツキへ 出て ェ ヂプ トコ ー ヒ ー をす k りながら、 ェ ヂプ ト ロギ— を ひやかし などした。 

歸途は ギリシャから プ リンデ イシ、 ヴ H  ニス を經て 一八 七三 年 五月 初旬に C1 ン ドンに 着いた。 

さう して ァ ー サ—. バルフ ォ ー ァの 近頃 求 めた ；N.O.  4  Carlton  Gardens に 落着いた。 此れが 晚 

年 迄 も 彼の a ンド ン での 定宿と なり、 殆ど 毎年 數週 乃至 數月を 此處に 送る ことにな つたので ある。 

旅から 歸 つた 翌月、 卽ち 六月 一四 日に 彼の 父の レ ー リ ー 卿が 死んだ。 此れ は 彼に とって 大きな 

悲しみであった のみなら す、 父の 遣 産の 管理と い ふ 新な 責任が 彼 の 科 學的生 活 の 前途 を 妨げ は し 

ないかと いふ 心配が あった。 
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一 八 七三 年の 秋に 新しき レ ー リ— 卿と なった 彼 は トフ ッの 邸から 父祖の 莊園ク I リングに 移つ 

た。 それ迄 は 石油 ラム プを 使って 居た の を 瓦斯 燈 にし、 又實驗 用の 吹管 や 何 かに 使用す る爲 に、 

新に 自家用の 瓦斯 發生器 を 設備した。 其 他に は 客間に あった オルガン を 書齋に 移した 位で、 外に 

は 別に 造作 を 加へ る やうな こと はしなかった。 晚 年に 到る 迄、 彼 はこの 舊 宅に 手 を 入れる こと は 

容易に 承諾し なかった。 さう して 彼の 幼時の 思 出の か、 つて 居る 家具の 一 つで も 取 除け る こと を 

許さなかった。 

此の 年に 彼 は 1ク K.  S.  ^選ばれた。 さう して 一八 七 四 年から 一八 七 九 年 迄 は 平 穩にタ —リン 

グ の 邸で 募して 居た。 一 八 七 四 年の 夏 頃 始めて 所謂 心靈 現象 (spiritualistic  phenomeml) の 研究 

に 興味 を もつ やうに なった。 それ は クルックス (W.  cl.ookes) が 此の方 面の 研究に 熱心であった 

のに 刺戟され たもの らしい。 彼 は、 もし 此 等の 現象が 本當 であれば、 それ は 凡ゆる 他の 科學 的の 

發 見よりも 遙に 重要で あると 考 へたので あった。 併し 色々 の 實驗に 立 合ったり した 結果 は 彼 を 失 

望 させた。 もし さう でなかったら、 彼 は 恐らく 生涯 を 此の方 面の 研究に 捧げた かも 知れない とい 

ふこと である。 併し 彼が 最後 迄 此の方 面の 興味 を 捨て 切れなかった こと は、 彼の 死んだ 年 一 九 一 

九 年に 心靈 現象 研究 會の p-residential  Ac-dress を やって 居る の を 見ても 分る であらう。 何事 も 
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容易に 信じない 代りに、 又 疑 はしい もので も 容易に は 否定 しないの が 彼の 特長であった。 

一，， -ヒ五 年に 上院で 演說を させられた。 それ は 衛生 問題に 關 する ことで あつたが、 云 ひたいと 

思 ふこと は 皆 口止め されて 結局 何も 云 ふこと がなくて 困った と 云って こぼした。 此れ はソ リスべ 

リ— 卿が 彼 を 政治 界へ 送り出す 初舞臺 として やらせたら しいので あるが、 當時旣 にレ— リ— の 心 

は 科學の 方へ 決定的に 傾いて 居た C 一八 七 六 年に は動椒 虐待 防止法 案の 修正 を 提出した。 一八 七 

二 年 こ， は グラド スト ー ン から 大學の 財界に 關 する 調査 委員 會の 一員と なること を勸 めら れた。 一 

八 七 七 年大學 令の 改正 委員が 選ばれた 時 も、 彼 は 仲間に 入れられた. - 舊師の スト ー タス も 其の 員 

に 加 まって 居り、 わざ/ \ アイルランドから 出かけて 来たが、 會議中 唯の 一語 も發 せす に 坐って 

居た さう,^ ある。 レ ー リ— も 會議に は 餘り執 一がなかった と 見えて、 或 人が 彼に 或る 科學 上の 問題 

を 話しかけた とき、 それ は 午後の 委員 會 のとき に ゆっくり 考 へて 見ようと 云った。 此點 「職務 不 

忠實」 であった ので ある。 

一 八 七 五 年 八月、 ブリストルの 大英學 術 協會に 出席 中に 鄕 里から 電報で 呼び か へ された" 彼の 

長子で 現在の レ— リ ー 卿た る Robert  John  Strutt が 生れた のであった。 

一 人 七 五 年から 七 六 年に 亙る 冬の 數 箇月 間ビ— チヤ ム • タヮ ー {Bt-aucllal-lp  Tower) と レぶェ 
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ンヂ 二  了 ー を 助手と して 水力 學の 實驗 をした。 此人は 有名な フル ー ド CVVilliam  Froude) の 弟 

子であった。 前に 述べた 「白鳥 池」 を 利用して 水力 實驗窒 を 作り、 色々 の 形の 穴から 水 を 流出 さ 

せる ときの 孔內 の壓カ 分布 を 測らう と いふので あった。 此の 實驗は 其 後に マロック (Arnaph 

gallock) が 完成し、 而 して レ ー リ ー の 理論的の 計算と 一致す る 結果 を 得た。 

一八 七 六— 七 七 年の 冬に は、 矢 張 フル ー ドの 弟子で、 また 親戚であった 前記の マロック を 助手 

として 液 體カ擧 の實驗 をした。 不思議な ことに は此時 やった 實驗 のこと をす つかり 忘れて しまつ 

て、 四 一年 後に なって 同様な 實驗を やる ことの 提案 をして 居る。 

クヮ ー や マ 。 ッ クの やうな、 自分で 獨 立の 研究の 出来る やうな 人 は 彼の 助手と して は餘 り適當 

でなかった. - それで 一 八 八 〇 年 迄 は 全く 助手な しで 獨 りで 實驗 して 居た。 併し 後で は 矢 張 助手の 

なかった 事 を 悔いた。 

一 八 七 六 年の Cambridge  mathematical  Tl-ipos の 試 驗には 補助 試 驗官に 選ばれた。 其の 試驗 

レ 問題の 討究の 爲に 試驗官 仲間 をタ ー リングに 招待した が 其 爲にソ リス ベリ ー 卿と ディ ス レリ ー と 

リ の 和解の 饗宴と いふ 歴史的の シ ー ンに 出席す る 機會を 逸した。 レ ー リ ー の 出した 試驗 問題 ，-. 

卿 rap., 1, p.  M に は オリ ヂナ ルな點 があった。 問題が 急所に 觸れて 居て 唯の elegant  academic 
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exercise ではなかった。 

一 八 七三 年に レ— リ ー が 家督 を相鑌 した 頃 は 農業 も相當 有利で あつたが、 一 八 七 四 年に 外國貿 

易の 頓挫した 影響から、 引いて 農民の 窮迫 を 来たし、 從 つて 地主の 財政 も 極めて 不利に なった が、 

一 八 七 九 年から 翌年へ かけて は 小作人が 段々 土地 を 返上して 来たので、 地主 は 自作す るより 外途 

が なくなった。 この 財政の 困難と いふ ことが、 レ ー リ ー をして ケムブ リツ ヂの 敎授 としての 招聘 

に應 じさせた 主要な 原因で あつたと 云 はれて 居る。 

相續 後の 家政 は 大概、 書記 や 執事 や 代言人に 任せて あって、 彼 自身 は 大審院の 役 をつ とめる だ 

けであった。 家作の 修理な ど を 執事が す、 めても 中々 受 入れなかった。 

農業に 關 する 知識 は相當 にあって、 人工 肥料の 問題に も 興味が あり、 此點 では 却って 舊 弊な 執 

事 等より 進取 的であった。 

弟の Edward  Strutt が大學 卒業後 農事に 身 を 入れる やうに なった ので、 一 八 七 六 年に 家產全 

部の 管理 を 弟に 一任し、 生涯 再び 家事に は 煩 はされ なくても い、 やうに なった。 此時 弟の ヱドヮ 

—ドは 僅か  一 二 一歳で あつたので ある。 吾々 はこの H ドヮ ー ドに 感謝したい 氣 がする。 

一 八 七 七 年の 春 は マデイラ へ の 航海 をした。 昔 夫人の 父が 肺病で 此處に 避寒に 行って 亡くなつ 
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たので ある。 其 時の 乘 船に ケ ルヴィ ンの 羅針盤が 三 臺備へ てあつた。 タム ソ ンはレ —リ ー に 手紙 

を やって、 どうか 此の 器械 を 見て 意見 を 聞かせて くれと 賴ん だ。 其の 手紙に 添へ て 彼の 測深 器の 

論文 も 送る と ある。 マデイラの 斷 崖で 氣 流の 實驗 をして 鳥の 飛翔の 問題 を考 へたり した。 歸途プ 

リモ ー スに 上陸し、 其處 から フル ー ドの 船型 試 驗窒を 訪問した。 レ ー リ ー は フル ー ドの 才能と 人 

柄 を 尊敬して 居た。 二人の 行き方 は 何處か 共通な ところがあった。 最も 簡單な 推理に よって 問題 

の 耍點を 直進す ると ころが 似て 居る と、 今の レ ー リ— 卿が 評して 居る。 

一 八 七 八 年の 五月に 王立 研究所 (Royal  Institution) で 色に 關 する 講演 をした。 十月 二日に は 

次男の Artluu- (後に 海軍 士官) が 生れた。 一 八 七 八 七 九 年に は 王立 研究所の 評議員 を 務めた。 

一 八 七 七 年に 彼の Theory  of  xd の 初版が マ ク ミラ ン (Macl-lillall) から 出版され た。 一 

八 七三 年の ナイル 旅行の 船中で 稿 を 起した のが、 足 かけ 五 年 目に 晩 稿した ので ある。 書いて 行く 

間に 色々 の 新しい 問題が 績出 する、 それ を 一 々追究して は 其 結果 を 別々 の 論文で 發 表して 居た。 

此の 著書の 草稿 は Math2F  Trip. の試驗 答案の 裏面 を 利用して 書いた のであった。 ヘルム ホル 

ッはネ ー チュ ァ ー 誌上に 此 書の 紹介 を 書き、 此書は 正に タム ゾ ン、 テ ー トの 「物理 學」 に 比肩す 

べき 名著で あると 云った。 タム ソン、 テ ー トの 書物が 遂に 完結せ すに 了った 一 つの 理由 は、 レ— 
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リ— の此 書と マ タス ゥ- ルの 「電磁 氣學 J が 出て、 それで 大體 書くべき こと は盡 された からと い 

ふので あった。 此れ は タム ソン 自身の 言明した ことで ある。 ヘルムホルツ も 亦 出版者 も 此の 「音 

響 論」 の 第三 卷を 書く こと を勸 め、 自分で も その 氣 はあった が、 遂に 書か 十に 了った。 併し 再版 

のとき に 色々 な增補 をした。 

レ— リ— の 初期の 研究の 中で、 可也 永い 間の手し ほに かけて 宵て 上げた もの、 一つ は、 廻 折 格 

子の 問題と 分光器の 分解能 (resolving-  power) に關 する 問題と であった。 初めは 大きく 畫 いた 格 

子 を寫眞 で縮寫 しょうと 試みた がう まく 行かなかった 。併し 其の 研究の 副產 物と して 所謂 zone 

plates  (光 を 集中す る圓形 格子) を 得た。 併し、 別に 發 表する 程の 珍ら しい こと、 も 思 はな かつ 

たらしい。 それから 四 年後に ソ レ—  (soletr 七 年後に ウッド (R  W.  wood) が 此れに 就いて 論 

じたので 世に 知られた が、 レ— リ— の やった こと は 誰も 知らない。 

當 時の 格子と 云へば ナ ベルト  一 Nab3rt) の 作った 砲 子 製の ものし かなかった。 オング ス トレ— 

ムの 太陽 スペクトルの 圖版も 此れで 取った のであった。 レ— リ— は 縮寫に 失敗した 後 ( 一八 七 一)、 

この 砲 子 格子 を寫眞 種板に 直接に 重ねて 燒 付ける こと を 試みたら すぐ 成效 して 大層 嬉しがった。 
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粒の 粗い 今の ゼラチン 乾板で は 恐らく 不成效 であった であらう が、 タン 二 ン 蛋白 鹽化コ ロヂ 

ォ ンを使 ふ 古い 方法が 丁度 適當 であった ので ある。 叉重ク & 1 ム酸ゼ ラチ ン法を 用ゐて 著し い 結 

果を 得た。 さう して 透明な 棒の 生す る 光波 位相の 反 轉に氣 付いた。 此の 考は 後に 發展 して 階段 格 

子 (echelon  gTatins-) となった ので ある。 

其 後 アメリカで 口 ー ランド、 マイケルソン、 アン ダ— ゾン 等に よって 優秀な 金屬製 格子が 作ら 

れ、 又ソ ー プ、 ゥォレ ー ス (Thorpe  &  Wallace) の セル ロイド 鑄 型な どが 出来て、 レ— リ. I の轉 

寫は實 用に はなら なくなった。 併し レ —リ ー の貢獻 はこの 研究から 導かれた 分光器の 分解能に 關 

する 理論的 研究であった。 今から 見れば 誰でも 氣の 付き さうな 此の 問題に 當時 未だ 誰も 氣が 付い 

て 居なかった ので ある。 レ— リ， I は 五 年 か、 つて 此の 研究 を 完成し、 格子の みならす、 プリズム 

の 場合 を も 補足した。 此 等の 結果 を 纏めて Phil.  IVIag. に 出した とき wonder  how  it  will 

strike  others.  To  me  it  now  seems  too  obvious." と 私信の 中に 書いて 居る。 これ も 一つの コ 

口 ン バ スの 玉子で あらう。 

一 八 七 九 年の 一 一 月 五日に マ タス ゥェ ルが 死んだ ので、 ケムブ リツ ヂ では キヤ ヴ ュ ン ディ ッ シ 

講座の 後任 者が 問題と なった。 ウィリアム . タム ソン は 到底 引受ける 見込がなかった ので、 人々 
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の 目指す ところ はレ ー リ ー 卿であった。 タム ソン はレ ー リ ー に 手紙 を 書いた。 「自^ は 生涯 ダラ 

スゴ ー を 離れられない 因緣が ある。 貴方が 引受けて くれ、 ば 誠に 喜ばしい。 併し 敎授の 職に 附帶 

したうる さ い 仕事の 爲に 研究が 出来なくなる とい ふ 心配が あれば、 叉 適當な 後任 者の 出来る 迄當 

分の 間 だけ 引受ける とい ふの だったら、 寧ろ 御斷 りになる 方が い、 と 思 ふ」 とい ふ 意味の こと を 

忠告した。 萬 事控へ 目な スト ー クスは 一切 默 つて 居た。 . 

當時レ —リ— の 家の 財政 は 前述の やうに 可也 困難な 狀態 にあった。 相續當 時計 畫 して 居た やう 

な 大規模な 研究室 を 作り、 數 人の 有給 助手 をお くやうな 望は絕 えてし まった。 かう いふ 環境の 下 

にレ ー リ ー は 遂に 就任 を 承諾した。 さう して 一 八 七 九 年  一二 月 一一 一日に この 名譽な 椅子に 就いた- 

當 時の キヤ ヴ H ン ディ ッシ 研究 窒は 可也 貧弱な ものであった。 日常の 費用 はマク スゥェ ルの小 

使錢 から 出る やうな 始末で あつたので レ— リ— は取敢 へす 研究 資金の 募集に か k つた。 先づ 自分 

で 五 〇〇 谤、 當 時の 名 譽總長 デヴォ ン シャ ャ— 公が 五 〇〇 磅 出した。 其 他の 寄附 を 合計して 一 五 

〇〇 磅を 得た。 又 敎授の ボケ ッ トに はいる 畢生の 授業料 も 此方に つぎ 込む とい ふこと にした。 

學 生に 一 般 的な 初歩の 實 驗を敎 へる とい ふ 案 を 立てた が、 其 頃 未だ 學生 用の 器械な ど は 市場に 

なかった。 幸に ジ. I  —ムス. スチュ アルト 敎授の 器械 工場の 援助 を 得て、 簡單で 安い ガル ヴァな 
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ど を澤山 作らせる ことが 出来た。 

マ クスゥ 二 ル から 引繼 いだ 助手 は、 事務家で はあった が餘り 役に立たなかった。 それが 間 もな 

く 死んだ ので 後任 者 を 募集した ときに 出て 来たの がヂョ —ヂ - ゴ ルド ゾ (Go …お C  is であ 

つた。 もと リヴ アブ ー ル の船ェ であった だけに、 木工、 金工に 通じて 居た のみなら す、 暇 さへ あ 

れ ば感應 コイル を卷 いたり、 顯微 鏡の プレ パラ— トを 作ったり する やうな 男であった。 田舍 辯で 

饒舌り 立てる に は 少し 弱った が、 併し 大變氣 に 入って、 此れが たうとう 終迄レ ー リ— の 伴侶と な 

つたので ある。 レ ー リ ー の 立派な 仕事 の 樂屋に はこの 忠實な 田舍漢 の かくれて 居た 事 を 記念した 

レ— リ— は 器械が 役に立ち さへ すれば 體裁 など は 構はなかった。 それで ゴ ルド ン がいよ/,、 最 

後の 一， 仕上げ」 にか、 る 頃に は、 早速 召し上げて 行って 使った。  - 

マク スゥェ ル 付き の d(-monstl-at<n- が辭 任した あと へグレ ー ズ ブルック と シ ョ 1  一 R.  T.  (uaze- 

hL-ock  &  W.  X.  slm\v) が 就任した。 此の 一 一人の 手 を 借りて 學 生の 實驗 演習の 系統的な コ —スを 

設立した。 この、 現在 我國 の大學 でも やって 居る やうな 規則正しい コ ー スが ケムブ リツ ヂに無 か 

つたので ある。 この コ ー スを 書物に 纏めた のが 卽ち (uazcbldok  &  Shaw  ：  Practical  Phvsirs で 
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ある。 感じ 炎の 實驗 などが あると ころに レ ー リ ー の 面影が 出て 居る。 

レ —リ— の 最初の 講義 は 「物理 器械 使用法」 で 次 は r 濕電氣 (galvanic  electricity) と 電磁 氣」 

であった。 當時 未だ galvanic  electricity など、 いふ 語が 行 はれて 居た ので ある。 聽講者 は 只の 

十六 人であった。 此の 數は 彼の 在職 中 餘り變 化はなかった。. 當 時の 思 出 を 書いた シヂゥ イツ ク夫 

人 ( レ ー リ ー 卿 夫人の 姉ヱリ ー ノア) の 記事に 據 ると 「彼が 人々 の 研究 を 鼓舞し、 叉 自分の 仕事 

の 援助 者 を 得る に成效 した 所以 は、 主に 彼の 温雅な 人柄と、 人の 仕事に 對 する 同情 ある 興味と で 

あった CI 彼 はこの 敎授 としての 仕事 を 充分 享樂 して 居る やうに 見えた。 「彼の 特徵 として、 物 

を觀 るのに 廣ぃ 見地から 全體 を概觀 した。 樹を 見て 森 を 見遁す やうな 心配 は してな かつ たビ 

「いつでも 大きな 方の はしつ こ (bis-  2-,0 をつ かまへ て か、 つた。」 「手製の 粗末な 器械 を 愛した 

の も 畢竟 同じ 行き方であった。 無用の もの は 出来るだけ なくして 骨まで 裸に する こと を 好んだ =」 

ナイルの 河 船で レ ー リ— から 數學 を敎 はった ヱリ ー ノア 孃は、 其 後 シヂゥ イツ ク 夫人と なって 

から は ケムブ リツ ヂに居 を 構へ て 居た。 さう して レ —リ— の 在職 中 は 絡え す 彼の 研究の 助手と な 

つて 働く こと を樂 しみと して 居た。 する ことが 綿密 丹念で 手綺麗で、 面倒な 計算 をチ H ック した 

り、 實驗の 讀取を 記帳し、 又 自分で も 讀取を やった。 レ— リ— の 論文に 此の 婦人と 共著に なった 
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ものが いくつか ある。 

就任 當時 は從來 やりかけて 居た 「水の ヂ 二 ッ トに對 する 電氣の 作用」 など を やって 居た がその 

うちに 彼の 頭の 中で は 大規模の 仕事の， 計畫が 熟しつ 、あった。 卽ち 電氣單 位の 測定 を 決定的に や 

り 直す ことであった。 先づ 最初に ォ ー ム の 測定に か 、つた。 一 八 六 三 i 四 年に マ クスゥ H ル其他 

の 委員に よって 設定され た B.  A. 單位は 其後コ ー ル ラウシュ、 。—ランド、 ゥェ— バ— 等の 測 

定で 十一 一。 ハ — セ ントの 開き を 生じて 居た ので ある。 此の 仕事に はァ ー サ ー . シ ュ スタ— が加檐 し、 

シヂ ウイ ッ ク 夫人 も手傳 つた。 R  A. の 方法に よって 一 八 八 一 年に 得た 結果 は、 此れと 同時に グ 

レ ー ズブ ルツ クが 他の 方法で やった ものと よく 一致した。 叉 此の 結果が 熱の 器械 的 等量の 電氣的 

測定の 結果と 器械 的 測定の 結果との 齟齬 を撤囘 したので、 ジュ —ルは 大層 喜んだ 手紙 をレ ー リ ー 

に 寄せた。 ^しレ ー リ ー は 此れ だけで は滿 足せす に 更に D レンツ (Lorenz) の 方法に よって やり 

直し をして、 其の 結果 を 確かめた。 結局 三年 か k つて 得た 彼の 結果 は、 其 後 多数の 優秀な 學 者に 

よって 繰 返された 測定に よっても 事實上 何等の 開き を 生じなかった。 

次に は アムべ ー ァの 測定に か、 つた。 此際 クラ ー ク 電池の 長所 を認. め て 所謂 H 型の もの を 工夫 

した。 レ， I リ ー の 定めた 此の 電池の ミー,. f. の 價も其 後の 時の 試 埭に堪 へたので ある G 
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電氣單 位に 關 する 國際的 會議の いきさつ は 玆には 略す るが、 此の 問題に 關 して レ ー リ— の 仕事 

が 重要な 要石と なった こと は 明で ある。  . 

彼の 指導 を 受けて 居た ジ H 1 ニン H 1 • タムソ ン が引繽 いて e.s.u. と ejll.u. との 比 を 測定す 

る ことに か、 つた。 タム ソンの 仕事ぶ り を 見て 居つ たレ ー リ ー は" Thosscn  -.p^^s^.  1-all  away 

with  it." と 云って 一 切 を 此の 若者の 手に 任せて しまった。 後進の 能力 を 認め 此れに 信賴 する こ 

との 出来ない 大御所 的 大家ではなかった ので ある。 

ケ ムブ リツ ヂ 在職 中の 私生活 も 吾々 に は 中々 與 味が ある。 此處 でも ゾ リスべ リ ー の 別莊に 住ん 

で 居た。 講義の ない 日の 午前 は 大抵 宅で 仕事 をして 居た。 晝 飯の 時には 子息の ため 叉 自分の 稽古 

のために、 なるべく 佛 語で 話す こと を 主張した。 それから 二 頭の 小馬 をつ けた 無蓋 馬車 をレ ー リ 

—男爵夫人が 自ら 御して 大擧へ 出勤し、 そこで 午後中、 時には 衣 迄 實驗を やった。 午後のお 茶 は 

實 驗窒內 の敎授 室で 催され、 夫人と 姉の シヂ ウィック 夫人 も 屡、、 列席した。 茶瓶の 口が 缺 けて 居 

たので 夫人が 新しい のと 取換へ ようと 云った が、 「此れで も 結構 間に合 ふ」 と 云って、 その ま、 に 

なった。 夕食 前の 數分 間に は 子供部屋 をお とづれ て 居る 彼 を 見かけた。 一八 八 〇 年 七月に は 三番 

目の 子息の ジ ュ リア ンが 生れた。 其 年の 八月に はス コ ッ トラ ンドに 旅して アル ヂル 公の 客と なり- 
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ヨットに 乘 つて 一長 湖」 に 浮んだり、 公爵の 子供の 時に 見た とい ふ 狐火 (will-OM.-lle-wisp) の 話に 

與味を もったり した。 

一 八 八 一年 三月に TMnity の licncrilry  Fellow になった。 マ クスゥ H ル の 後を繼 いだので- 

ある。 丁度へ ムル ホルツ も 學位を 受けに 來 合せて 夫婦連れで ニ晚 泊った。 「へ ルム ホルツ は對話 

では さつば り 要領 を 得なかった が、 併し 彼 は very  fine  head を もって 居る」 と 評した C 

一八 八 ニ年サ ザムプ トンに 於け る 大英學 術協會 では Section  A の 座長 をつ とめた。 その 時の 

座長の 演說の 中に 物理 學 者の 二つの 流派、 卽 ち實驗 派と 理論 派との 各自の 偏見から 来る 無用の 爭 

を 誠め た 一節 は、 其 儘 現代に も あてはまるべき ものである。 會の あとで プリ モ— スへ 行って 其處 

で 始めて 電話と いふ もの を實 見した。 そして 何よりも 其の 器械の 簡單 さに 驚いた。 「此れ は 確に 

驚くべき 器械で ある。 し 大した 實 用に はなり さう もない」 と 云って 居る の は 面白い. - 

一 八 八 一 一年 十月に 發 熱性の リュ ー マチス に 罹つ て數 週間 出勤が 出来なかった。 丁度 此 時に 王立 

レ 協會 から 恩賜 賞 (Royal  Medal) を 貰った が 受取りに 出る ことが 出來 なか つ た。 實驗窒 では グ レ 

7 1 ズ ブルックと ショ ー が 引受けて 居て 時々 病床へ 何 かの 相談に 来た。 加減の い 、時 は小說 「巖窟 

卿 王」 を讀 んでゐ た。 二三 年後 長子と 散歩して 居た ときに この 話 をして 聞かせた。 そして 此の 主人 
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公 の 1 揚は クリス チヤ ン として は餘り ひ ど 過ぎ ると 云った。 

病後の 冬休みに は 伊太利へ 轉 地し、 フ。 レンス 近くの バルフ ォ— ァ 家の 別莊に 落着いた。 ピサ 

の 頃^！ゃ ガ リ レ ー の 振子 よ り も 彼 を 喜ば せた もの は 其の 浸禮堂 の 圓塔 の 不思議な 反響 の 現象で あ 

つた。 

此の 病氣は 時々 再 發の氣 味が あつたので、 再び 轉 養の 爲 にホム ブルク (Hosburg.) に 行った。 

其 處で毎 午前 はマク スゥェ ルの 色の 圖に對 する 面倒な 對數表 計算 を やった。 夫人が 一 々驗箅 をし 

た。 レ ー リ ー はかう いふ 計算 は餘り 得意でなかった ので ある。 ホム ブルクから ハイデルベルクへ 

行って クインケ (Quincke) を 訪ねた。 ク敎授 は 新 醸の ワイン を 取 出して 能書 を 並べた。 瑞西行 を 

思 立って ムル レ ン (MluTeu) 迄 行ったら 病氣 が再發 して 動け なくなった。 四日 目に 少しよ くな つ 

たので、 四 人异の 椅子に のって 山 を 下り 一 路 ケムブ リツ ヂに歸 つた。 それで 次の クリス マスの 休 

暇に は バス (Bath) に 行って 溫泉 療養 をす る ことにな つた。 浴槽の 中で 掌を擴 げた ま \ 動かす と 

指が 振動す る 現象 を 面白がった。 其 時に 浮んだ 考が 三十 年後に 論文と なって 居る。 (全集、 五、 

1). 315)0 

一 八 八 四 年 カナダの モ ン トリ オルで 大英學 術 協會が 開かれた ときに レ ー リ— が會 長に 選ばれた _ 
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當時彼 は 四 二 歳、 此ん なに 若くて President になった 例 は 珍しかった。 彼 は 承諾 はした が、 阱し 

その Presidential  Address が 苦になり、 その 豫想 にうな され、 さう して ひどく 悄氣 たりした。 

ァ— サ ー . バルフ ォ —ァは 手紙で 彼 を. 激勵 した。 「科學 と 英國と 貴族と を 代表し なければ ならな 

い， 一と 云 ひ、 又 眼前の 政治的 危機に 對 する カナダ 新聞 界の 判斷 は、 レ ー リ ー の 印象に よって 左右 

される だら うと 云ったり した。 タエべ ッ ク 迄の 航海 中の 或 夜 ロバ— ト -ォ —ス チンが ナンセンス 

科 學演說 を やった。 レ ー リ I は 大層 感心し、 又乘 客の 或 ものが 其れ を 本氣に 受取って 居る の を 見 

て 嬉しがって 居た。 

いよく 彼の 座長 演說を やる 日に、 入場券 を 持た すに 會 場へ 行って 門番と 押 問答 を やった。 此 

時の 演説の 一部 は科學 者の 敎育 問題に 觸れ、 古典的 死語に 代へ るべき 佛獨 語の 效能を 述べて 居る。 

又、 科學は マテリアリズムに 導く、 とい ふ 一般的 謬見 を排 し、 計算 ゃ實驗 では 解けない" bi. さ 2. 

mysteries  -f ぎ in.EJ し- の ある こと を 暗示した。 此の 會の エキスべ ヂショ ンで彼 は インディアンの 

國土を 見舞 ひ、 シカゴで 始めて 電車 を 見、 又 マイケルソン や B 1 ランドと 親しく 一一 一一  n 葉 を 交 はし 又 

エヂ ソ ン の 有名な 晝寢を 驚か した。 ゲル ヴィ ン の 有名な Baltimcro  .L-.Hiture の 一 部に も 顏を出 

した。 此れに 就いて レ— リ— が 後に 息子に こんな 話 をした。 r 實 にあの 講義 は 驚くべき 藝當 だつ 


た。 午前の 講義 を 聞いて 居る と、 たった今、 朝食のと きに 吾々 の 話して 居た 問題が もう 講義の 種 

子に なって 居る のを發 見す る ことが 屢. - あった。」 叉 母へ の 手紙に も 此の 講義が 「例の タム ソ ン 

式で、 つまり 情熱 的で、 取り止め もな く聲を 出しながら 考へ ると いふ 行き方」 であった と 評して 

居る。 

カナダから 歸る とすぐ ケムブ リツ ヂへ辭 表 を 出した。 在職 五 年間に 出した 論文の 數は 六十 餘ぁ 

つた。 「あの 調子で 永く はとても 糗 けられなかった」 とい ふの が 後年の 述懐であった。 

鄕里ク ー リングに 引上げてから、 自分の 研究室の 準備に か、 つた。 厩の 二階の 物置 を 二つに 仕 

切って 一方 を暗窒 とし、 壁と 天井 を、 煤と ビ ー ルの 混合物で 塗った。 此の 窒の兩 窓に ヘリオス タ 

1 トを取 付け、 此處へ 分光器 其 他の 光舉 器械 を据 付けた。 片方の 仕切りに は テプラ —ボン プゃ附 

屬の マ ノメ  — ク— など を 置いた。 後に アル ゴ ン の發 見され たの は 此の 室であった。 感應コ ィルの 

第一 次 電路 を ビス トルで 切る 實驗も 此處で 行 はれた。 此の 窒と谏 瓦 壁 を 隔てた 一室が 寢窒 でめつ 

て、 此の 隔壁に 穴 を あけて 音響 學實驗 の 際に 便利な やうに した。 實驗窒 の 階下が 工場で、 其の 隣 

室の r 學校 部屋」 に 棚 を 吊って 薬品 をなら ベた。 此處 で、 液體 運動の 實驗が 行 はれ、 叉寫眞 現像 

も 出来た。 彼の 書齋は 無頓着に いつでも 取り散らされ、 大きな 机の 上 は 本 や 論文で 大方 埋められ 
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ほんの 僅かの 面積 だけが 使 はれて 居た。 机の 片隅に は 彼が 元服 祝に 貰った 鳶色の 革函が 載って 居 

り、 此れに 錢と 大事な 書類が しまって あった。 右手の 書架に は學生 中の ノ ー ト ブックが あり、 ス 

ト— クスの 講義の 筆記 も 其 中に あった。 自著 音響 學が 一 部、 此れ は 紙片に かいた ノ ー トが 一 杯 這 

人って 居た。 彼が 何 か 大層 熱心に 讀んで 居る と 思ったら 大抵 自分の *1 いた もの だと 云って 家族達 

はよ く 笑った。 窒の 照明 は 私設 瓦斯 タンクの 瓦斯に よって、 儉 約と 保守的な 氣 分と 面倒が りとの 

爲 に電燈 設備 をし ないで しまった。 

雜誌類 は 人に 貸さなかった。 ケルヴ インが Phil.  Mag. を 借りよう としたと きも 許さなかった _ 

古い 包紙 ゃボ ー ル函ゃ 封筒な ども 棄て すに 取って おいて 使った。 

地下室の 物置 部屋へ 行く 隨 道が 著し い 反響 を 示す こと は 彼の 音響 學に 書いて ある。 此の 隧道の 

一端で、 水面に よる 干渉縞の 實驗 や、 マイケルソン 干涉 計の 實驗が 行 はれた。 

タ— リングで やらう と計畫 して 居た 研究の 一 つ は、 主要な 瓦斯 元素の 比重 を 精密に 測定して プ 

ラウト 方 則を驗 しょうと いふので あった" 此れ は 何でもない やうで 中々 の大 仕事であった。 レ— 

リ— の 手 一 つで は 間に合 はない ので、 ケムブ リツ ヂの 助手 前記の ゴ ルドン を 呼び寄せた。 彼 は 家 

挨を擧 げてタ ー リングの 邸內に 移り、 死ぬ 迄此處 でレ— リ— の 片腕と なって 働いた。 村人 は 時々 


「旦那 様の 遊戲 部屋」 の 「實 驗窒」 に 就いて ゴ ルドン に 質問し "That  ain ぶ much  good,  is  it で 

など 上 ぶった。 

瓦斯 比重 測定 は、 一八 四 五年レ 一一 ョ—  (Rognault) の發 表した もの 以來 誰も やらなかった。 レ 

—リ— はレ 一一 ョ —の 實驗に 於け る 浮力の 補正に 誤の ある ことに 氣 付いた ので、 もう 一 度 詳しく や 

り 直す 必要 を 感じ たので ある。 

地下室の 中に 作った 天秤 窒 のさ 氣を 乾かす のに、 毛布 を 使ったり したと ころに レ —リ ー の 面目 

が 現 はれて 居る。 二つの 硝子 球の 容積の 差 を 補正す る爲に 添へ た U 字 管に、 眼に 見えぬ 位の 龜裂 

があった のを氣 付かないで 居た 爲に 不可解な 故障が 起って、 殆ど 絶望し かけた とき、 珍しい 低氣 

壓が やって来て、 其 時の 異常な 結果から やっと 此の 故障の 原因が 分った とい ふやうな 插話も あつ 

た。 

酸素 對 水素の 比重に 關 する 最初の 論文 を 出した の は 一 八 八 八 年で、 つまり 此の 仕事 を 始めて か 

ら 三年の 後で ある。 其 後の は 一 八 八 九 年と 一 八 九 一 一年に 出た，。 結果の 比 は 一 五 . 八 八 二であった „ 

水素の 純度に 就いて 苦心して 居た とき、 デュ ヮ ー (Dewar) はス ベクトル 分析 をす、 めた。 其れ 

に關 する レ —リ ー の 手紙に 「ス べクト ロスコ ピ ー の 泥沼に 蹈込 むこと になっても 困る が」 と 書い 
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て ある。 

此の頃 大英 百科全書の 第 九 版の 編輯が 進行して 居た。 此れに レ ー リ I の 「光 學」 と 「光の 波動 

論」 が 出る ことにな つた。 彼の 原稿が 餘り專 門 的であった 上に 豫定の 頁數を 超過す るので 編輯 者 

の 方から 苦情が 出た。 其爲に 一部 を 割愛して 後に "Aberration" と 題して ネ ー チ ユア— 誌に 揭 

載した。 後日 彼 は、 或る アメリカの 農夫が 百科全書 を •  買って A から Z 迄通讀 して 居る とい ふ 噂 を 

して 「私の 波動 論 を どう 片付ける か 見 もの だ」 と 云った。 

一 八 八 四 年に レ ー リ ー は 王立 協會の 評議員 をつ とめた ことがあった。 其後當 時の 薛事 スト— ク 

スが會 長になる ことにな つたので 後任 轮 事の 席が あき、 其れに レ ー リ— が推擧 された。 色々 の雜 

務 をなる ベく 他の 人に やらせる からと いふ 條 件で 彼 を說き 伏せた。 主な 仕事 は 論文の 審査で あつ 

た。 彼 は 四 〇 年 前の 審査員に 握り 清され て 居た 論文 反古の 中から ，一.」. watel-stou とい ふ 男の 

仕事 を 掘 出し、 それが 瓦斯 論に 關 する ジュ ー ル、 クラウジウス、 マ タス ゥ. エルの 仕事の 先驅 をな 

して 居る こと を發 見して、 此れ を 出版し、 同時に 隱れた 此の 著者の 行 衞を設 索したり した。 此の 

奇人 は數年 前行 衞 不明に なって 居た。 

協會の 集會に 列席す る 以外 は 大抵 タ— リングに 居て 書信で 用 を 足した。 さう して 一八 九 六 年 迄 
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十 一 年間 此の i をつ とめた。 協會 幹事と して 彼 は ウイ ラ ー ド . ギブ ス の酬 はれさる 貢獻を 認め 此 

れを 表彰した いと 望んだ が、 化學 方面の 評議員が 「あれ は 化學ぢ やない」 と 云って 承知せ す、 ケ 

ルヴ イン 卿まで も反對 した。 レ— リ ー はかう 云って こぼした。 「ケ ルヴ イン は、 自分の 考 がいろ 

いろ あるから だら うが、 それなら それで、 ちゃんと それ を發 表すべき だと 思 ふに 併しす つと 後 

になって 最高 の 榮 譽と考 へられる コ プリ ー 賞牌が 授與 される ことにな つたので ある。 其 以前に ギ 

ブスが レ— リ— に 送った 手紙に 「自分で も 此の 論文 は 長過ぎる のが 難 だと 思 ふ。 併し 此れ を 書い 

たと き は、 自分の 爲 にも 讀 者の 爲 にも、 時間の 價値 など 考 へなかった」 と ある。 

王立 協會 幹事 在職 中に 色盲 撿査 法に 關 する 調査 委員 會の 委員長 をつ とめた。 一 方で は 此の 期間 

に 彼 は 政治 界の 嵐に 捲 込まれ、 鄕 里で 演說 をしたり、 弟の 立候補の 聲援 運動 を 助けたり した。 義 

兄弟の バ ルフォ —ァ、 當 時の アイ ルラ ンド 政務 總監 がタ ー リング へ 遊びに 來た時 は 護衛の 警官が 

十一 一人 もつ いて 来たりした。 スコットランド へ 旅行して 鳶色 をした 泥炭地の 河水の 泡に 與味 を感 

じて 色々 實驗 をした の も 此の 時代の ことであった。 

家産の 管理 を 引受けた 弟の H ドヮ ー ドは 始めは 月給 を 貰って 居た が、 後に は 利益 配當の 方法に 

よった。 小麥が 安くな つたので、^ 牛 を 飼 ひ 始め、 一八 八 五 年に 十二 頭だった のが、 一九 一九 年 
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レ —リ— の 死んだ 年に は 八 〇〇 頭の 牝牛と 六十 人の 搾乳 夫が 居た。 。 ンド ン 中に 八 箇所の 牛 孰 配 

達 店 を もって 居た。 王立 美術 協會の 搶畫展 覽會に 彼の 肖像が 出品され た 時に、 觀 客の I 人が 一 三 

四 ニ號、 口 ー ド. レ ー リ—、 ァ ー、 あ. の 牛^屋 か」 と 云って 居る の を 聞いた 友人が あった。 或 時 

は營業 上の 事で 警察へ 呼ばれた が、 出頭し なかった ので 五磅の 罰金 を 取られた。 

酸素と 水素の 比重 を 定めた 次の 仕事 は當然 窒素の 比重 を 定める ことであった。 その 結果が アル 

ゴ ンの發 見と なった の は 周知の 事實 である。 空氣 から 酸素と 水素 を 除いて 得た ものと、 Ver ミヨ- 

warcourt 法で 得た ものとの 僅かな 差違 を 見逃がさなかった のが 始まりで ある。 彼 は 其 結果 をネ 

1 チ ユア ー 誌に 載せて 化學 者の 批評と 示敎を 乞うた。 さう して あらゆる 方法で、 あらゆる 可能 in 

を 考慮して、 周到な 測定 を 繰返した 後に、 結局 空氣 から 得た あらゆる 窒素と 化學 的に 得られる あ 

ら ゆる 窒素と が、 それ/^ 一定の しかも 異なる 比重 を もっとい ふ 結果に 到着した。 其 間に 皮 は、 

昔 キヤ ヴェ ン ディ ッシが 自分と 同じ 道 を あるいて 居た こと を 知って 驚いたり した。 ラム ゼ— が 司 

時に 同じ 目的の 研究 を 進めて 居る ことが 分った が、 喧嘩に はならないで、 二人 は 手を携 へて 稀 有 

瓦斯 發 見の 途を 進んで 行った。 「穴 ェ氣 中の 新 元素 アル ゴ ン」 と 題す る 論文が 王立 協 #1 で發 表さ- d 


たの は 一 八 九 五 年の 正月であった。 此れと 一 緒に 此の 瓦斯の 性質に 關 する オル ッ ェ ウス キ— とク 

ルックスの 論文 も 出た。 同時に、 此の 新 元素に 對 する 疑惑の 眼 も 四方から 光って 居た 爲に 色々 な 

下ん g 決 も經驗 一なければ ならなかった。 後年 彼 は 「この 仕事で 得た もの は 愉快よりも 寧ろ 苦痛の 

方が 多かった」 とつぶ やいて 居た。 併し 模範的に 周到な 注意に よって 築き上げた 結果 は、 時の 試 

煉こ甚 へて、 あらゆる 襄疑者 は泣寢 人と なった。 アルゴンに 次いで 他の 稀 有 瓦斯が 發 見され た。 

今日 帝都の 夜 を 飾る ネオ ン サイン を 見る 時に、 吾々 はレ— リ— 卿の 昔の 辛苦 を傯ぶ 義務 を感 する 

であらう。 

一 八 九 四— 九 六 年に 一音 響學」 の 第二 版が 出た。 此れに 增 補され た 交流に 關 する 章の 一 節 は、 

十 年 程 前に 大英學 術 協會に 提出した ものであるが、 其 時 どうした 譯か 出した 論文 原稿に 著者の 名 

が拔 けて 居た。 審査 委員 はつ まらぬ 人の 寄稿 だと 思って 危く 此の 論文 を^ 第 させよう とした。 併 

し 著者の 名が 判って から、 早逑 及第と いふ ことにな つたので ある。 

一八 九 五 年に 彼 は 再び 心靈 現象の 實 驗に携 はった が、 矢張り 失望す る 外はなかった。 此 年の 八 

月に は Dieppe で 疲勞を 休めた。 其 時 母へ の 手紙に "I  suppose  however  that  one£31.ain  has 

a  chance  of  recruiting  itself," と 書いた。  ^ [ 
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一 八 九 七 年に 王立 研究所 {Royal  Institution) の 自然 科 學敎授 になった。 先任者 ティ ン ダルが 

病氣で やめた その後 を繼 いだので ある。 主な 仕事 は 毎年 復活祭の 前の 土曜の 午後 六 同の 講演 をす 

るのと、 その外に 一 囘 金曜の 晚專門 的な 研究 結果の 講演 をす る だけであった。 講義に は 色々 の實 

驗を やって 見せる ので 其の 助手に は 例の ゴ ルドンが 任命され た。 此處の 設備 は 極めて 食 弱で、 例 

へば 標準 抵抗 一 つ さへ なかった。 午後の 通俗 講演の 聽衆 三百 人 程の 中には 專門家 も 居れば 素人 も 

居た。 彼 は 一枚の 紙片に 書いた 覺ぇ 書に よって 講演し、 實驗を やって 見せる 時には 一寸 手品師の 

やうな 所作 をして 聽衆を 喜ばせた りした。 一八 九九 年 この インス ティ テュ ー ショ ンの 創立 百年 記 

念 式に はト ー マス- ャ ングの 業績に ついて 講演した。 レ ー リ ー が 深く ャ ングに 私淑して 居た であ 

らうと いふ こと は、 二人の 仕事の ー體の やり 口 を 比 すれば 自ら 首肯され るで あらう。 レ— リ ー 

の 持って 居た ャ ングの 「自然 科學 講義 一 ( 一 八 〇 七) は紛 筆で つけた しるしが 一 杯で ある。 一 九 〇 

五 年に この 椅子 を 去った が、 其 後に も 一 九 一 〇 年と 一 九 一 四 年に 金曜の 講演 をつ とめた。 

ク ー リングに 於け る 日常生活 を 紹介す る。 朝 九 時 家族が 集って 祈禱、 寢坊 して 出ない もの は 睨 

まれた。 それから 朝飯まで *t 齋で *1 信の 開封、 朝飯 中 は 手紙 を讀 むか、 さもな くば 大抵 默 つて 居 

たが、 子供 等に は 冗談 を 云ったり 一緒に 騷 いだり した。 朝飯 後書 齋で 手紙の 返事、 十 時に 助手の 
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ゴ ルドン 出勤、 其 日の 仕事の 打合せ、 午前中 は 大抵 讀書か 書き もの、 て hil.  Mag. か i\ml.(L21. 

が來 ると 安樂 椅子で 約 半時 間 それに 目を通してから 書棚へ 入れる。 書 卓で 實驗の 結果の 計算、 數 

式の 計算 叉 は 論文 原稿 執筆、 途中で 時々 安樂 椅子 へ 行って 參考書 を讀ん だり 紙片 へ 紛 筆で 何 か 書 

きながら 默 想したり、 天氣 のい、 日 は 溫窒ゃ 庭 を 行ったり 來 たりして、 午前中 ニー 度 實驗窒 をの 

ぞいて 何かと 指圖 をす る。 晝飯前 三十 分 位 子供 や 孫に 數學の 敎授、 詰 込 主義でなくて 子供 等を自 

然に 導く とい ふやり 方であった。 晝 飯時に 午後の プラン をき めた。 例へば 夫人と 馬車で ドラ イヴ 

する 相談、 何時に 何處へ 行く とい ふやうな 事で も必 す先づ 相手に 意見 を 出させ、 あとから 自分の 

說を 出す のが 彼の 流儀であった。 食後 新聞 を 一 通り 讀む。 新聞 を熟讀 する のが 彼の 生涯の 樂 しみ 

の 一 つであった。 晝 飯後コ ー ヒ— を 出す 習慣が 始まった 頃、 どうも 段々 世の中が 贅澤 になって 困 

ると 云 ひく コップ を 手に した。 午後の 散歩に は 農園 を 見 巡る 事 もあった。 隊と 其の 習性に 興味 

があった。 夏 は 散歩の 代りに n 1 ンテ 一一 ス もやった。 可也う まかった が、 五十 歳 後 は 止めて しま 

つた。 實驗窒 で  一、 二 時間 仕事 をして からお 茶になる。 一杯の 茶が 有效な 刺戟 劑 であった。 仕事 

の 難點が 一 杯の 茶 をのんで しま ふとす る/ \と 解決 するとい ふこと も 珍しくなかった。 お茶の 後- 

殊に 冬季 はよ く 子^達と 遊んだ。 ボン チの 漫畫を 見せたり、 又 En. 巧 iupel.in.K- サ i の 器械の 圖を見 


212 


卿一 リ一 


せたり 乂 「口 ン ド ンを 見せて やる」 と稱 して 子供に 股視 きを させ、 股の 間から 出した 腕 をつ かま 

へて、 ひつ くら 返す 遊戲 をした。 併し 子供の 不從 順に 對 して は嚴格 であった。 「子供 を 打擲す る 

の はい やな もの だ、 あと 一 日氣 持が 惡. い」 と 云った。 六 時に 實驗 室へ 行って 八 時 迄 仕事。 着物 を 

更 へて 晚餐、 食後 新聞、 雜誌、 小說 など。 トランプ もやった。 若い うち 就寝前の 一時間 を 實驗室 

か 書 卓で 費した が、 晚年 はやめた。 さう して、 十一 時から 十二時 頃 迄 は 安樂 椅子で うた、 寢 をし 

てから 寢窒 へ 行く と い ふ 不思議な 薛が あつ た。 

煙草 は 生涯 吸 はす、 句 ひも 嫌 ひであった。 音樂は 好きで あつたが 深入り はしなかった。 政治 上 

の^ 論に 與味 があった" 

タ— リ ングの 家の 来訪者 名簿に は內 外の 一 流の 學 者の 名前の 外に 英阈 一 流 政治家の 名前 も 見え 

る 0 

一 八 九 二 年に はソ リスべ リ ー 卿の 懇請で ェ セック ス 州の 名譽 知事 (L  -  d  ； Lieut2mllt) を 引受け 

させられた。 一 九 〇 一 年ボ ー ァ戰爭 後 *m 隊 組織に 關する 新しい 職責が 加 はった ので 辭 職した。 其 

時の 辭 表が 一 枚の 紙片に 纷 筆で 書いた もので あつたので 當局者 は 苦い 顏 をした さう である。 彼 は 

其 頃 色 紛攀を 愛用して 居た。 


213 


一八 九 五 年 こ_ は トリ, 一 ティ • ハウス (海事 協會) の學術 顧問に 聘 せられた。 曾て はファ ラデ— 

ティンダルの 務めた 職で ある。 一八 九 七 11 九 一三 年の 間、 屢ミ 所屬の ヨット、 イレネ 號に、 國 

王 や 王子 其 他の 所謂 Elder  Brethren と 一 緒に 乘 込んで 燈臺 の檢分 をしたり 燈光ゃ 霧 報 (f<^g.- 

signals) の試驗 をした。 此れに は 色 や 音に 關 する 彼の 知識が 役に立つ たので ある。 

國 民！^ 學 研究所 (Naticlml  Physical  Laboratory) の 設立が 問題と なって 調査 委員 會が 出来た 

ときに レ ー リ ー が議 5 に 選ばれ、 いよく 設立と なった ときには 副 委員長と なった。 研究所 長に 

グレ ー ズ ブルックが 推擧 された の は、 レ ー リ— の考 から 出た に 相違ない。 此の 創立に 際して 中心 

人物と なる にはレ ー リ— は 最も 適任であった。 科學 者の 側から も信賴 される と 同時に 政府 側の 有 

力 者、 叉 貴族の 間に 信用が 厚かった からで ある。 

1 九 〇 三年に 「肝油 禀件」 とい ふの が 起った。 それ は 所長が 知人から 賴 まれて 肝油の 分析 をし 

て やった、 その 分析表が 訴訟事件の 證據 物件と なり、 分析 業者 ゃ化學 者の 團體 から 抗議が 出て 大 

分 面倒な 問題に なった ので ある。 此れが 動機と なって 研究所の 存在の 理由に 關 する 質問が 議會に 

出たり したが、 此れに 對 する 答 辯に は 同所で 出版され た 論文 集 ニ卷が 役に立った。 其 後 も 此の 研 

究听 の 財^^問^?-.^ど で 心 を 煩 はす こ とが 多 か つた やうで ある。 純粹な 自由 研究と 政府の 要求 に應 
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する やうな 功利的 研究との 融和 鹽梅も 最も 痛切な 困難であった らしい。 一 九 一 九 年 彼の 死ぬ る少 

し 前に 辭表を 出し、 間もなく グ レ ー ズブ ルツ クも 停年で 退職した。 

一 八 九 七 年頃 レ ー リ ー は 自分の 仕事が 少し だれ 氣 味になる の を自覺 した。 それで 氣を變 へ る爲 

に 休暇の 必要 を 感じた。 一八 九 八 年の 初めに 印度の プ ー ナ ー (poouah) で皆旣 日蝕が 見られる と 

いふので 思 立って 十月 末に コ a ンボ 行の 船に 乘 つて 出掛けた。 印度で は 到る 處で 歡迎 された が、 

それ は責 族と して^あって、 彼を迎 へた 人達 は 彼の 科學 上の 仕事な ど は 全く 知らない やうに 見え 

た。 彼 は 印度 魔術 を 面白がり、 夫人が いろ/ \ の、 彼から 見る と 無駄な 買物 をす るの を氣 にした 

りした。 

一 九 〇〇 年 軍務 局で 爆發物 調査 委員 會が 設置され たと き、 レ 1 'リ ー が 委員長に 選ばれた。 彼の 好 

みに は 餘り合 はない 此の 仕事 を 彼 は 愛國的 感情から 引受けた と 云 はれて 居る。 無煙火薬の 形 を 管 

狀に する 方が 有利で あると いふ こと を 論じた 論文が 全集の 第五 卷に 出て 居る の はかう いふ 機緣に 

因る ので ある。 

一 九 〇 一 年に は Chief  (；as  Kxaminel- (瓦斯 受給に 關 する 監督 局の 長官) に 任命され、 瓦斯 法 
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規 修正案の 調査 會の 議長と なり、 又 訴訟 問題の 判定に 參與 したりした。 此の 職に は 死ぬ 迄 停まつ 

て 居た ので ある。 

一 九 〇 一年に a ン ドンの チュ ー ゾ 地下 鐵 道が 開設され たが、 この 爲に 家が 振動して 困る とい ふ 

苦情が 出た ので、 政府 は 其爲に 調査 委員 を 設け、 レ ー リ ー が 委員長に なった。 色々 實驗の 結果 モ 

l タ— の 取 付けに 適當 な彈條 をつ けた だけで、 此の 問題 は 容易に 解決され た。 

靑年 時代に 手 をつ けた 「さの 青色」 に關 する 問題が、 二 六 年後の 一 八 九九 年に 現 はれた 論文で 

取极 はれて 居る。 空氣 分子 自身に よる 光の 分散に よって 靑 色が 說 明され、 それから 分子 數が 算定 

される 事 を 示した。 

. 水い 間レ— リ— の 手足と なって 働いて 來 たヂョ ー ヂ . ゴ凡ド ンが 一 九 〇 四 年の暮 に 病死した。 

それから 一 年 程 は 助手な しで あつたが、 子息 卽ち 現在の レ ー リ— 卿が 休暇で 歸 つて 居る とき は 父 

を 助けて 硝子 吹 や 金工 を やって 居た。 一 九 〇 五 年に 新し い 助手 J.  C.  Knock を 得た が、 此人は 

一九 〇 八 年に タ— リング を 去った。 

二八 七 六 年頃から 昔の 方向 知覺の 問題に 興味 を 感じて 居た が、 一九 〇 六 年に 到って、 兩 耳に 來 
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る 波の 位相の 差が この 知覺に 重要な 因子で ある こと をた しかめた。 

一 八 九 ill 'に 彼の 全集の 第一 卷が 出た。 この 卷 頭に 聖歌の 一 節 "The  works  of  the  Lord  are 

great, …… "を 刷る つもりで あつたお、 出版 所の 祕 in が 云 ひにく さう に 「此れで は、 ひょっとす 

ると、 ：L01-d 卽ち 貴方 だと 讀 者が 思 ふか も 知れません が」 と 注意した」 なる 程と いふので この 句 

は 別の 句に 移した。 

全集の 終の 第 六卷は 彼の 死んだ 翌年に 出た。 論文の 總數四 六 六で ある U 彼の 論文の スタイル は 

コ ンサ イスで 一種 獨特の 風貌が ある。 數學的 論文と 純 實驗的 論文と が^ 立して 居る の も 目に 立つ- 

彼 は 叉 論文の 終に 短い 摘要 を 添へ るの が 嫌 ひであった。 理由 は、 摘要 だけ 見た ので は實驗 の內容 

に はない もの 迄 も 責を負 はされ る 虞が あると いふので あった。 

彼 は 自分で も 崖、、 言明した やうに 全く 自分の 樂 しみの 爲に學 問 をし、 研究 をした。 興味の 向く 

ま、 に 六 かしい 數學的 理論 もやれば、 甲 蟲の色 を 調べたり、 コ ー ヒ ー 茶碗 を ガラス 板の 上に 滑ら 

レ せたり した。 彼に は 所謂 專 門はなかった。 併し 何でも、 手 を 着ければ 端的に 問題の 要點に 肉迫し 

T た。 

I 彼 自身 は樂 しみに やって 居ても、 學界は 其の 效績を 認めない 譯には 行かなかった。 一九 〇 二 年 
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エド ヮ— ド 王が Order  of  Merit を 設けた 時に 最初に 選ばれた 一 一 一人の 中に レ ー リ ー の 名 も 人つ 

て 居た。 ケルヴ イン や キチナ ー 將 軍ゃ畫 家の ワッツな ども 顔 を 並べて 居た。 又 一九 〇 四 年に はノ 

1 ベル 賞 を 受けた。 一 九 〇 五 年に は 王立 協 會の會 長に 選ばれた が 五 年の 期限が 滿 たない 三年 後に 

辭 任した。 其の 理由 は、 長い 海外旅行 をしたい とい ふのと、 少し 耳が 遠くて 困る とい ふのと、 外 

國語 がよく しゃべれな いので 外國 人との 交涉に 不便 だとい ふので あった C 一  九 〇 八 年 ケムブ リツ 

ヂの名 4 〈：總 長 デヴォ ン シャャ ー 公が 死んで 其の 椅子が レ ー リ ー に 廻って 来た。 就任式の 仰々 しい 

行列 は 彼に 聊か 滑稽に 思 はれた やうであった。 見物人の 群衆の 中に 交った 自分の 息子 を發 見した 

時、 眼 をパチ くと させて 眼く ばせ をした。 さう いふ 心 持 を 眼で 傳 へたので ある。 此 時の 記念と 

して レ ー リ ー 賞の 資金が 集められた。 彼 は 叉大學 財政の 窮乏 を 救 ふ 爲にカ ー ネギ ー を說 いたり、 

タイム ス紙を 通して 世間に 訴 へたり した。 一 九 〇 九 年の ダ ー ウイ ン 百年祭 はレ ー リ ー 總 長の 司會 

で 行 はれた が、 其 時の 彼の 追懐 演說に 現 はれた タ ー ウィンの 風貌 は與 味が 深い ものであった。 又 

一九 一 一年に 出た 版權法 修正案が 大學の 權利を # かす ものであった ので、 總長レ ー リ— は 上院で 

反 對演說 をした。 

レ ー リ— は 前から 南洋の 島々 を 見たい とい ふ 希望 を もって 居た。 一 九 〇 八— 九 年の 冬の 間に 南 
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アフリカ へ 遊びに 來 ないかと いふ 招待 を、 時の 南阿の 長官 セル ボ ー ン 卿から 受けた ので 其 序に 南 

洋へも 廻る 氣で 出かけた。 併し ケ— プ から シド 一一 1 へ の 荒い 旅路 は 遂に 彼の 南洋 行 を 田」 ひ 止まら 

せた。 アフリカで キム バ ー レ ー、 ヴィク トリ ァ謂を 見て プレトリアへの 途上 赤痢に 罹り、 其の 報 

知 は 口 ン ド ン を 驚か せた。 それから ナタ ル 、 ザンジ バ ー ル を も 見舞 つた。 アフリカ 沿岸 航海 中 に 

深海の 水色に ついて 色々 の觀察 をした。 其 結果 を 一 九 一 〇 年に 發 表した が、 彼の 說は 後に ラ マ ン 

等の 研究に よって-汀 正された。 此の 旅行の 歸途ナ 。ホリ で カプリの 琅纤洞 を も 見物 したので あった- 

南阿 旅行から 歸 つたと き は、 病後の せゐ もあった が、 餘 り元氣 がなかった。 もう 仕事 をす る氣 

力が なくなつ たので はな いかと いふ 氣 がした。 それでも 歸る とから 水の 色に 關 する 實驗を ぼ っぽ 

つ 始めた。 此 頃から 以後 は 全く 實驗 助手な しであった から 仕事 は 思 はしく 進まなかった。 從 つて 

自然に 數學 的な 方面の 仕事に 傾いて 行った。 彼 は 六 七 歳に なった が 研究の 興味 も 頭 腦の鋭 さも、 

少しも 衰 へなかった。 唯 全く 新しい 馴れぬ 方面の 仕事に 立 人る 氣は なくなって 居た。 或 時 彼の 長 

レ 子が 「科 學者も 六 〇 過ぎる と、 役に立たない ばかり か、 寧ろ 害毒 を 流す 一 と 云った ハク スレ ー の 

^  一一 一一 n 葉 を 引いて、 どう 思 ふかと 聞いたら、 「それ は、 年寄って 若い 人の 仕事 を 批評したり するとい け 

i ない 事になる かも 知れない が、 自分の 熟達した 仕事 を 追究して 行くなら 別に 惡ぃ事 は あるまい」 
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と 答へ たリ 

一九二 一年の 募に レ— リ ー の 末男が 死んで、 幸福な 彼の 晚年 にも 一 抹の黑 い 影が さした。 一 九 

一 三年の 春 は 肋 膜 を 病んだ。 そのと き 一もう 五 年生き て 居たい の だが」 と 云った。 一 九 一 四年ル 

ムフォ ー ド 賞牌 を 受けた ときに 人への 手紙に 「私の 光學 上の 仕事が 認められ たの は 嬉しい。 あれ 

は 外の 仕^よりも 一 層道樂 半分に やった の だが 一 と 書いて 居る。 

大戰 屮タ— リ ンゲ は 軍隊の 駐屯所と なった。 或 時はッ 二べ リン の燒け 落ちる のが 見えたり、 西 

部戰 線の 砲聲が 聞こえた りした。 音響 學に 於け る 彼の 深い 知識 は 戰爭の 役に立った。 飛行機 や 潜 

航艇の 所在 を 探知す る 方法に 就いて 絶えす 軍務 當 局から 相談 を 受け、 又 一 方で は國 民科學 研究所 

と 航空 硏究 顧問 委員 會 の 軍事的 活動 の 舞臺 でも 主役 を 勤め て 居た ので、 其 頃 の 彼の 書齋は 机の 上 

も" ：1£のヒ も タイプライタ— でた、 いた 報吿 書類な どで 埋まって 居た。 

レ— リ— の 航空 趣味 は 久し いものであった。 子供の 時分に 燈火 をつ け た 紙 蔦 を 夜 の 空 に 上げて 

田 舍 の 村 入 を 驚かし、 一 八 九 七 年に は 箱 形の 紙 蔦 を 上げ、 絲を樹 につない だま、 一 晚 揚げ 切りに 

してお いた こと もあった。 一八 八 三年に は 鳥の 飛翔に ついて、 ネ— チ ユア ー 誌に 通信 を 寄せた し 

此れが リ、 ヱ ンタ— ルの滑 翔の 研究 を 刺 欲した こと は 本人から レ— リ— に 寄せた 手紙で 分る。 ラ 
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イト：： 儿弟も 亦レ， リ— の 影響 を 受けたら しい 形跡が ある。 一 九 o〇 年 マ ンチ スタ— での 講演で 

は 飛行機の 原理 を 論じ、 ヘリ コプ テル や 垂直 スク リュ ー にも 論及した。 それで 航空 研究 顧問 委員 

會が 組織され たと きに 彼が 委員長に なつ. たの も 偶然で はない。 航空 研究に 關 して 彼の 極めて 重要 

な 貢獻は 「カ學 的 相似の 原理」 (principle  of  dyllal-li  (さ 1 similarity) の 運用であった。 此れが な 

くて は 凡ての 模型 實驗は 役に立たな いので ある。 短い 論文 唯 二つで はあった が、 此れが 此の方 面 

の 研究の 基礎と なった。 

レ— リ ー が 公衆の 面前に 現 はれた 最後 は 心 靈學會 の會長 就任 演說 (一九 一 九) をした 時で あつ 

た。 この 演說も 全集に 收 めら れて 居る。 

一 九 一 七 I 一  八 年の 冬 頃から どうも 脚が 冷えて 困る と 云って こぼして 居た。 一 九 一 八 年の 夏 は 

黄疸で 二 箇月 寝込んだ。 彼 は 自分の 最期の 日の 餘り 遠くない の を 悟ったら しかった。 それでも 矢 

張り 仕事 を繽 け、 一九 一八 年に は 五篇、 一九 一九 年に は 七篇の 論文 を 出した。 

一 九 一 八 年の 暮バ キン ガム 宮で 大統領 ウィル ソ ンの爲 に 開かれた 晚餐會 に 列席した。 明けて 一 

九 一 九 年 正月の 國 民科擧 研究所の 集會に 出た 時に 所長の 重職 を辭 したいと 申出た が、 一 同の 強い 

勧誘で 一 先 づ思ひ 止まった。 其 時の 序に 彼 はィム ベリア ルカ レ ッ ヂ の實驗 室に 長子 をお とづれ た。 
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丁度 其 時 子息が 實驗 して 居た 水銀 燈を 見た ときに、 彼 は、 干涉 縞の 寫眞を 撮って、 それで 光學格 

子 を 作る とい ふ、 自分で 昔考 へた 考察 を 思 出した C しかし タ ー リングの 設備で は實 行が 出来ない 

のであった G それで、 次に 口 ンド ン へ來た 折に 一 一人で 一 緒に やって はどう かとい ふ 子息の 申出 を 

喜んだ やうに 見えた. - それから 歸 宿の 途中、 地下 鐵の 昇降 器の 中で 卒倒した が、 其 時 はすぐ に囘 

復 した。 

丁儿 一九 年 五月 一八 日の 日曜、 例の 通り 敎會へ 行った が氣 分が 惡 いと 云って 中途で 歸 宅し、 午 

後 中 ソファで 寢て 居た。 翌朝 は 臥床 を 離れる 元氣 がなかった。 五月 二七日と 二八 日と は 好天 氣で 

あつたので、 戶 外の 美しい 日光の 下で お茶に 呼ばれる ために、 二階から やっと 下りて 來た。 六月 

一日 長子が 週末で 歸 省した ときに、 自分 はもう 永く はない が、 唯一 つ 二つ 仕上げて おきたい こと 

が あると 云った。 六月 二 五日に は 一 移動 低 氣壓」 に關 する 論文の 最後の 一節 を 夫人に 口授して 筆 

記させ、 出來 上った 原稿 を 1*1  =  1. ？ i^. に 送らせた。 六月 三 〇 日に は 少し 氣分 がよ ささう に 見え 

た。 晚 餐後ミ ス-ォ ー ス テン の小說 「H ム マ」 を 讀んで 居た。 併し 從 僕が 膳部 を 下げに は ひって 

見る と、 急に 心臓麻痺 を 起して 居た ので、 急いで 夫人 を 呼んで 來た。 それから 間もなくもう 凡て 

が 終って しまった。 
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葬式 はタ ー リングで 行 はれた。 キング は 名代 を 遣 はして 參列 させ、 其 他 ケムブ リツ ヂ大學 やに 

立 協會の 主要な 人々 も會 葬し、 莊 園の 勞働者 は 寺の 門前に 整列した。 墓 はタ— リング • プレ ー ス 

の 花園に 隣った 寺の 墓地の 靜な 片隅に ある。 赤い 砂岩の 小さな 墓標に は "For  new  we  2s  in  ； i 

glass  darkly, Imt  then  face  to  face." と劍 して ある。 其後ゥ H スト ミンス タ—. アベ ー に 記念 

の 標石 を 納めようと いふ 提議が 大學總 長 や 王立 協會會 長な どの 間に 持 出され、 其の 資金が 募集 さ 

れた。 檩 石の 上の 方に は 橫顏を 刻した メダ リオンが 付いて 居る。 レ ー リ ー の 私淑した と 思 はる \ 

ト ー マス. ャ ングの 記念 標と 丁度 對稱 的に 向 合って 居る。 除幕式 は 一九二 一年 一 一 月 三 〇 日、 ジ 

H 1 . ジェ ー . タム ソン の 司會の 下に 行 はれた。 其 時の タム ソ ン の 演說は 流石に レ— リ ー 一 代の 

仕事に 對 する 簡潔な 摘要と も 見られる ものである。 其の 演說の 要 3 曰の 中から、 少しば かり 抄錄し 

て 見る。 

「レ ー リ ー の 全集に 收 めら れた四 四 六篇の 論文の どれ を 見ても、 一 つと してつ まらない と 思 ふ 

もの はない。 科學 者の 全集のう ちに は、 時の たつう ちに は單に 墓石の やうな ものに なって しま ふ 

の も あるが、 レ ー リ ー の は 恐らく 永く 將來 まで も 絶えす 參考 される であらう。」 

「レ ー リ ー の ±1 事 は 殆ど 物理 學 全般に 1 つて 居て、 何が 專 門であった かと 聞かれる と 返答に 困 
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る。 また 理論家 か 實驗家 かと 聞かれ、 ば、 その 各 ： であり、 又 凡て V あつたと 答へ る 外 はない。」 

「彼の 論文 を讀 むと、 研究の 結果の 美し さに 打 たれる ばかりでなく、 明晰な 洞察力で 問題の 新 

しい 方面へ 切り込んで 行く手 際の 鮮 かさに 心 を 引かれる 。叉 書き方が 如何にも 整然として 居て、 

粗 雜な點 が 少しもない C, 一  「優れた 科學 者のう ちに、 一 つの 問題に 對 する 『最初の 言葉』 を 云 ふ 人 

と、 『最後の 言葉』 を 述べる 人と あつたと したら、 レ ー リ ー は 多分 後者に 屬 した かも 知れない。」 

^^し彼は又可也多く 「最初の 言葉」 も 云って 居る やうに 思 はれる。 

(附記) 以上 は 殆ど 凡て Kobert  John  Strutt 卽ち 現在の レ ー リ. I 卿 S 著書 " .Jchv-  ーー7 ミミ Sintt, 

Third  Barsl  Bay  一  eigh" から 抄錄 した ものである。 兹 では 彼の 科學 的な 仕事より は 寧ろ この 特色 ある 

學 者の 面目と 生活と を 紹介す る 方に 重き をお いた。 近顷の 流行語で 云 へば 彼 は 代表的の ブ ー ルジョ ァ理 

學 者であった かも 知れない。 併し 彼？ 業 は 世界人 類の 共有財産に 莫大な 寄與を 残した C 彼は义 見方に 

よれば 一種の ディレッタントであった やうに も 見える。 併し 如何なる ァカデ ミ ッ クな 大家に も 劣らぬ 古 

典 的な 仕事 をした。 彼 は 「英國 の E 舍貴 族」 と 「物理 學」 との 配偶に よっての み 生み出され 得べき 特產 

物であった。 吾々 は 彼の 生涯の 記錄と 彼の 仝 集と を 左右に 置いて 較べ て 見る ときに、 始めて 彼？ 眞 面目 

が 明になる と 同時に、 义 彼の 凡ての 仕事の 必然性が 食 得される やうな 氣 がする。 科學の 成果 は箇々 の 科 

學 者の 個性 を 超越す る。 併し 一 人の 科學 者の 仕事が 如何に 其 人の 人格と 環境と を 鮮明に 反映 寸 るか を 示 
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-マ 好適 例 の 一 つ を 吾々 はこの レ ー リ ー 卿に 見る ので ある。 

冒頭に 褐 げた寫 眞、 (省略) は 一九 〇 一 年 五九歲 のとき である。 マ クスゥ H ルと ケル ゲインと レ ー リ I 

と 此の 一 一一 人 の- 寫 W を 比べ て 見る と 面 お い。 マ クスゥ H ルの に は 理智が 輝い て 居り、 ケル ゲインのに は强 

い 意志が 睨んで 居り、 レ —リ I の に は？， I 情と 輕 ぃュ— モア ー が 見える やうた 氣 がす る。 此れ は 自分 どけ 

の 感じ かも 知れない。  . 

(昭和 五 年 十二月、 物理 學 及び 化學」 


225 


時事 雜感 


煙突 男 

或る 妨績會 社の 勞働 爭議 に、 若い 肺病の 男が 工場の 大 煙突の 頂上に 登って 赤旗 を飜 へし 演說を 

したの みならす、 頂上に 百 何十 時間 居 据わって 何と 云っても 下りなかった。 段々 見物人が 多くな 

つて、 わざく 遠方から 汽車で 見物に 來る人 さへ 出來 たので、 おしま ひに は それ を 相手の 屋臺店 

が 出たり した。 此れに 關 する 新聞記事 は 折 柄の 陸軍 大演習の それと 相 交錯して 天下の 耳目 を そば 

だた せた。 宗敎も 道德も 哲學も 科學も 法律 もみん な 唯 茫然と 口 を あいて 此の 煙突の さの 一 個の 人 

影 を 眺める のであった。 

爭議が 解決して 煙突 男が 再び 地上に 下りた 翌日の 朝 私 はいつ も 行く 或る 研究所へ 行った。 丁度 
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感雜事 時 


若い 軍人 達が 大勢で 見 學に來 て 居た が、 四 階 屋上の 露臺 から 下 を 見下ろして 居る 同僚の 一群 を 下 

の 連中が 見上げながら 大聲で 何 かから かって 居る。 「お、 い、 もう 爭議は 解決した ぞ、 下りろ 下 

りろ」 とい ふの が 聞こえた。 其 後 或る 大學の 運動 會 では 餘 興の 作り もの k 中に 矢 張 此の 煙突 男の 

おどけた 人形が 喝采 を 博した。 

かう して 此の 肺病の 一 勞働靑 年 は 日本中の 人氣 男と なり、 其の 波動 は 又 恐らく 世界中の 新聞に 

傳 はった ので あらう。 

此の 男の した 事が 何故 これ 程に 人の 心 を 動かした かと 考へ て 見た。 新聞と いふ もの 、勢力の せ 

ゐも あるが、 一 つに は 其の 所業が 可也 獨創 的であって 相手の 傳 統的對 策を少 くも 一時 戶迷ひ を さ 

せた、 その オリ ヂナリ ティに 對 する 讚美に 似た 或 ものと、 もう 一 つに は、 其の 獨創 的計畫 を何處 

迄 も 遂行し ようとい ふ 耐久力の 強さ、 しかも 病弱の 體艉を 寒い 上空の 風雨に 爆ら し、 おまけに 渦 

卷く 煤煙の 餘 波に 咽びながら、 饑渴ゃ 甘言の 誘惑と 戰 つてお しま ひまで 決意 を飜 さなかった 其の 

强 さに 對 する 歎賞に 似た 或 ものと が、 自ら 多くの 人の 心に 共通に 感ぜられ たからで あらう と 思 は 

れる。 併し 一 方で は 又 彼が 不治の病 氣 を自覺 して 死所 を 求めて 居た に過ぎないの だと 云 ひ、 或は 

一 種の 氣狂 ひの 听業 だとして 簡單に 解釋を 付け、 さう して 此の所 業の 價値を 安く 踏まう とする 人 
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も あるで あらう。 さう いふ 見方に も 半面の 眞理は あるか も 知れない。 さう いふ 批判な ど はどうで 

もい、 が、 私 は 此の 煙突 男の 新聞記事 を讀 みながら、 ふと 「此れが 妨績會 社の 勞働 者でなくて、 

自分の 研究室の 一 員であった としたら」 と考へ て 見た。 鬼 も 角 も 誰の 眞似 でもない、 さう して 甚 

だ 合目的な 此の 一 つの 所行 を、 自分の 頭で 考へ ついて、 さう して あらゆる 困難と 戰 つて それ をお 

しま ひまで 遂行す る ことの 出來る 人間が、 t 右し 充分な 素養と 资 料と を 與 へられて、 さう して 自由 

に 或る 專 門の 科 學 研究に 從事 する ことが 出來 たら、 どんな 立派な 仕事が 出来る かも 知れない とい 

ふ氣 がした。 勿論 一寸 さう いふ 氣 がした だけで ある。 

m 本人に は獨创 力がない とい ふ。 义 耐久力がない とい ふ。 此れ は 如何なる 程度 迄の 統計的 事實 

であるかに 分り かねる。 併し 小ズ 、とも 學術 研究の 方面で 從來 此の 二つの ものが 餘り 尊重され なか 

つたこと だけ は 疑 ひもない 事實 である。 從來 誰も 餘り 問題に しなかった やうな 題目 をつ かまへ、 

或は 從來行 はれなかった 毛色の 變 つた 研究方法 を 遂行しょう とする もの は、 大抵 誰から も 相手に 

されない か、 ^,ぉで或はまともに馬鹿にされる.か、 或は 正面の 壇 h から 叱られる にき まって 居る。 

さう して それ に搆 はす 何時 迄 も そ れに 執着して 居れば おしま ひに は氣 狂ひ极 ひに され、 其の 喑示 

に 食け て 本當 の氣 li- ひになる か、 或は 何處か ら かの 權 威の 力で 差しと め を 喰 ひ 手 も 足 も 出な く な 
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つてし まふと い ふ 事に なつ て 居る やうで ある C 尤も 多くの場合に 此の やうな 獨创 力と 耐久力 を^ 

有して 居る やうな 種類の 人間 は、 同時に 其の 性狀が 奇矯で 頌强 である 場合が 多い から、 學 者と 云 

つ て も 同じく 人間で あると ころの 同學ゃ 先輩の 感情 を 害する ことが 多い とい ふ 事 實も爭 はれない 

ので ある。 さう いふ 風變 りな 學 者の 逆境に 沈む の は 誠に 止む を 得ない ことか も 知れない C さう レ 

て、 叉 さう いふ 獨创 的な 仕事の 常と して 「疵 だらけの 玉」 と 云った やうな ものが 多い から、 ァカ 

デ £ ッ クな 立場から 批. 評して 其の 疵 だけ を 指摘 すれば 此れ を 葬り去る の は 赤子の 手 を 拾お 上げる 

よりも 容； である。 さう して 磨けば 輝くべき 天： 卜の 美 玉が 魔 塚に 埋められ るので ある。 此れ も 人 

間 的 自然現象の 一 つで どうに もなら ないか も 知れない。 ^しさう いふ 場合に、 もし 感情 は感 と 

して、 本 當の學 問の 爲に 冷靜な 判斷を 下し、 泥土に 汚れた 玉 を 認める ことが 出來 たら、 世界の、 

或は 我 邦の 學問 ももう 少し どうにかなる かも 知れない。 

日本人の 仕事 は、 それが 或る 適 當な條 件 を 具へ たパッ スを 持つ もので ない 限り 容 に は 海外の 

學界に 認められ にくい。 さう して 一度 海外で 認められて 逆輸入 される 迄 は 中々 日本の 學界 では 認 

めら れな いこと になって 居る。 海外の 學界 でも 矢 張 國際的 封建的の 感情が あり、 又 色々 な學 閥が 

あるので、 殊に 東洋人の 獨自の 研究な ど は 中々 眼 をつ けない ので あるが、 ^^し假令東洋人のでも 
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それが 本當 にい k もので さへ あれば、 遂に は それ を 認める とい ふこと にならない 程に 世界の 學界 

は 盲目で はない から、 認められ なくと も 不平な ど 起さないで、 機嫌よ く根氣 よく 研究 をつ けて 

IT けば 結局 は 立派な もの になり 得る であらう。 多くの 人から あんなつ まらな いこと、 云 はれる や 

うな 事柄で も 深く/ \ 研究して 行けば、 案外 非常に 重大で 有益な 結果が 掘 出され 得る ものである。 

自然界 は 古い も 新しい もな く、 つまらぬ もの もつ まる もの もない のであって、 其れ を 研究す る 人 

の考と 方法が 新しい か 古い か 等が 問題になる ので ある。 最新 型の 器械 を 使って、 最近 流行の 問題 

を、 流行の 方法で 研究す るの が 果して 新しい のか、 古い 問題 を 古い 器械 を 使って、 しかし 新しい 

獨自の 見地から 傳統を 離れた 方法で 追究す るの が 果して 古い か 分らない ので ある。 

今年 物理 學 上の 功績に よって ノ ー ベ ル賞を 貰った 印度人 ラ マ ン の 經歷に 就いては 自分 は あまり 

確かな 事 を 知らないが、 人の 話に よると、 印度の 大學を 卒業して から 衣食の 爲に 銀行員の 下つ ば 

かなん か を 勤めながら、 樂 しみに ケムブ リツ ヂの マセ マチ カル . トライ ボス の 問題な ど を 解いて 

英 國の學 者に 見て 貰ったり して 居た。 そんな 事から 見出されて 力 ル カツ タ大學 の 一 員に なった の 

が 踏 出し ださう である。 始めのう ち は 振動の 問題 や 海の 色の 問題 や、 鬼 も 角 も 見たところ 餘り尖 

端的で ない、 新しがり屋に 云 は せれば、 所謂 古色蒼然たる 問題 を、 自分 だけ は 面白さう にこつ こ 
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つと やって 居た。 併し 彼の 古い ティ ン ダル 效果の 研究 は 何時の間にか 現在 物理 擧の 前線へ 向って 

密かに 溺 手から 近付きつ あった。 研究 資金に 餘り惠 まれなかった 彼 は 「分光器が 一 つ あると い 

いがな あ」 と 歎息して 居た。 さう して、 やっと 分光器が 手に 人って 實驗を 始める と 間もなく 一  つ 

の 一. 發見」 を 拾 ひ 上げた。 それ は 今日 彼の 名に よって 「ラ マ ン 效果， 一 と 呼ばれる ものである。 田 

舍 から 出て 來 たばかりの 田 吾作が 一 躍して 帝都の 椅舞臺 の 立 役者に なった やうな ものである。 さ 

うして 物理 學者 としての 最高の 榮 冠が 自然に 此の 東洋 擧 者の 頭上 を 飾る ことにな つてし まった。 

想 ふに 此人も 矢 張 少し 變 つた 人で ある。 多數の 人の 血眼に なって いきせ き 追つ かける 所謂 尖端 的 

前線な ど は、 てんで 搆 はない やうな 顏 をして 吞氣 さう に 骨董 いぢり をして 居る やうに 見えて 居た- 

さう して 思 ひも かけぬ 間道 を 先く  りして 突然 前哨の 面前に 顏を 突出して 笑つ て 居る やうな とこ 

ろが ある。 

尤も、 ラマンの 眞似 をす るつ もりで、 同じ やうに 古臭い 問題ば かりこつ/, \ と硏究 をして 居れ 

ば、 遂に は ラマンと 同じ やうに 新しい 發 見に 到達す るかと いへば、 さう いふ 譯には 行かない。 此 

れも 確で ある。 唯た まに は ラマンの やうな 例 も あるから、 吾々 はさう いふ 毛色の 變 つた 學者達 も 

氣 永い 眼で 守り 立 てたい と 思 ふので ある。 
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此の世界 的 物理 學 者の 話と、 川 崎の 煙突 男の 話と に は 何等 直接の 關係 はない。 前者 は 賞 を 貰つ 

たが、 後者 は 家宅 侵 人 罪 其 他で 吿發 される とい ふ 話で ある。 此れ は 大變な 相違で ある。 唯 二人の 

似て 居る の は人眞 似で ない とい ふこと、、 根氣の い \ と いふ 點 だけで ある。 

それでもし 煙突 男の 所業の 眞似 をしたら、 その 眞 似と い ふ 事 自身が 人の 眞似 をし ない 堙突 男の 

眞 似ではなくなる とい ふこと になる。 のみなら す、 昔 噺の眞 似 爺と 同様に 餘程 ひどい 目に 合 ふの 

が 落ちで あらう。 

オリ ヂナリ ティの 無い と稱 せらる、 國の 昔噺 に 人 眞似を 警める 說話 の 多い の も與 味の ある こと 

である。 

それから、 叉 IC 力 働爭議 とい ふ 甚だ オリ ヂナル でない 運動の 中から かう いふ 侗 性的に オリ ヂナル 

な ものが 出現して 喝采 を 博した の も 亦 一 つの 不思議な 現象と 云 はなければ ならない。 . 

金曜 H 

總理 大臣が 亂 暴な 若者に 狙擊 された" それが 金曜日であった。 前に 或る 首相が 同じ 驛で 刺され 

たのが 金曜日、 其 以前に 某が 殺された の も 金曜日であった。 不思議な 暗合で あると いふ やうな 話 
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が もてはやされ たやう である。 實 際さう 云 はれ、 ば 誰でも 一 寸 不思議な 氣 がしない 譯には 行かな 

いで あらう。 

或る 特定の 事枘 が三囘 相互に 無關 係に 起る とする。 さう して 其の 各 ： が 七 1  一日の いづれ に 起る 

確率 も 均等で あると 假定 すれば、 三度 鑌 けて 金曜日に 起る とい ふ 確率 は 七 分の 一 の 三 乘卽ち 三百 

四十 三分の 一 である。 併し 此れ は 叉、 木曜が 三度 來る 確率と も 同じで あり、 又 任意の 他の 組合せ 

例へば 、「木金土」、 「月水金」 …… となる のと も 同じで ある。 併し 若し 此れが 冽へば 木金土と いふ 

組合せで 起った としたら、 誰も 不思議と も 何とも 思 はないで あらう。 其れ だのに、 同じ 珍ら しさ 

の 「金 金 金. 一 を 人 は 何故 不思議が るで あらう か。 

三百 四十 三の 場合の 中で 「同じ」 名前の 三つ 績く 場合 は 七 種、 此れに 對 して 「三つ 共同 じで は 

ない」 場合が 三百 三十 六 種、 從 つて 二つの 場合の 種別 數の比 はー對 四十 八で ある" 人々 の 不思議 

は 此の 對 比から 來る こと は 明かで ある。 

三つ 同じと いふ 場合 だけ を 特に 取 出して 一 方に 祭り上げ、 同じで ない とい ふの を 十 把 一 とから 

げに 安く 踏んで 同じ 處へ 押し込んで しま ふとい ふこと は、 抽象的な 立場から は 無意味で あるに 拘 

らす 人間的な 立場から は 色々 の 深い 意味が ある やうに 思 はれる。 此れ を 少し 突 込んで 考へ て 行く 
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と隨分 重大な 問題に 觸れ て來る やうで ある。 併し 今 それ を此處 で取极 はう とい ふので はない。 

現在の 「金曜 三つ」 の 場合で も、 人々 は 通例 同様の 事件で しかも 金曜 以外の 日に 起った の は、 

はじめから 捨て 、しまって 問題に しないの である。 さう して 金曜に 起った の だけ を 拾 ひ 出して 並 

ベ て 不思議が るの が 通例で ある。 此點 が科學 者の 眼で 見た 時に 少し 可笑しく 思 はれる ので ある。 

今度の 場合が 偶然 ノト リアスに 有名な 「金曜」 卽ち 耶蘇の 「金曜」 であった ので、 それで、 「曜」 

が 問題に なり、 前の 首相の 場合 を當 つて 見る と、 それが 丁度 又 金曜であった。 さう して 過去の 中 

からもう 一 つの 「金曜」 が 拾 ひ 出された とい ふの が、 實 際の 過程で あらう。 

此れと 似通って 居て、 しかも 本質的に 大分 違 ふ 「金曜日」 の 例が 一 つ ある。 

私 は 過去 十 何年の 間、 殆ど 毎週の やうに 金曜日に は、 深 川の 某 研究所に 通って 來た。 電車が 隨 

分 長く か、 るのに、 電車 を 下りて からの 道が かなりあって、 しかも それが 餘り 感じの よくない 道 

路 である。 それで 特に 雨の 降る 日な ど は、 此の 金曜日が 一倍 苦になる のであった。 ところが 妙な 

ことに は、 どうかして 金曜日に 雨の ふるま はりが 來 ると、 來る週 も 來る週 も 金曜日と いふと 雨が 

降る。 前日 迄 はい、 天氣 だと 思うて 居る と、 金曜の 朝 はもう 降って 居る か、 さもな くば 行きに は 

晴 であった のが 歸 りが 雨になる。 かう いふ こと を 5" 感じる ので ある。 さう かと 思 ふと 叉 天氣の 
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い、 金曜が 續き 出す とそれ が 幾 週と なく 繼續 する こと も ある やうに 思 はれた。 勿論 他の 週 R に 降 

る 降らぬ は 全く 度外視しての 話で ある。 

此れ も 矢 張、 他の 多くの場合と 同様に 自分の 注冃し 期待す る 特定の 場合の 記憶 だけが 蓄積され、 

此れに 中ら な い 場合 は 全然 忘れられ るか 或は 採點を 低く して 値踏み される 爲 かも 知れない。 併し 

必し もさう いふ 心理的の 事實 のみではなくて、 實 際に 科學 的な 說 明が 幾分 か 付け 得られる かも 知 

れな い。 其れ は 氣壓變 化に 略 一 週間に 近い 週期 或は 擬似 的 週期の 現 はれる ことが 屢 " あるからで 

ある。 

朝鮮で 三寒四温と いふ 言葉が ある さう で、 此れ は 正に 七日の 週期 を 暗示す る。 自分が 先年、 東 

京に 於け る 冬季の 日々 の 氣壓を 曲線に して 見た ときに 著し い 七日 位の 週期 を 見た ことがある。 此 

れ につ いて は 旣に專 門 家の 眞 面目な 硏究も ある やうで あるから、 時々 同じ 週日に 同じ 天氣が 廻つ 

て來て も、 此れ は それ 程 不思議で はない 譯 である。 

深 川の 研究所が 市の 西郊に 移轉 した。 此の 新築へ 初めて 出かけた 金曜日が 雨、 それから 四 週間 

か 五 週間つ けて 金曜 は 天 氣が惡 かった。 耶蘇の 祟りが 千 九 百 三十 年後の 東洋の 田舍迄 追究して 

ゐる のかと 冗談 を 云ったり した。 ところが やっと 天氣 のい、 金曜の 廻りが やって来て、 それから 
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數 週間 はすつ とつ ^ いた。 さう した 或る 美 じ い 金曜日の 晝食 時に 美し い n 光の さした 一 一階 食堂で 

其 朝突發 した 首相 遭難の こと を 聞き 知った。 それから も 未だに 好晴の 金曜が つに いて 居る。 晝貪 

後に 研究所の 屋上へ ヒ つて 武藏 野の 秋 を 眺めながら、 それにして ももう 一 遍 金曜日の 不思議 をよ 

く考へ 直して 見なければ ならぬ と 思 ふので ある。 

也 0  ^ 方 

^豆 地方が 強震に 襲 はれた。 四日 n に n 歸 りで 三島町 迄 見學に 出かけた。 三 島驛で 下りて 見た 

が 瓦が 少し 落ちた 家が ある 位で 大した 損害 はない やう に 見えた。 -个 和な 小春 R が 長閑に 野 を i: ら 

して 居た。 三 島 町へ はいっても 一 向 強震の あったら しい 様子がない ので 不審に 思って 居る と 突然 

に 倒 滑 家屋の 一 群に ぶっかって 成程と 合點が 行った。 町の 地圖を 三十 錢で 買って 赤 靑の纷 筆で 倒 

れ屋と 安全 な 家 と の 分布 を しるして 歩いて 見た。 厳 丈 さ う な 家 が くち や/ \- につ ぶれて 居る 隣に 

元來 のぼろ 家が 乎氣で 居たり する。 さう かと 思 ふと ぼ ろ 家が 遣れ て 丈夫 さうな 家が ちゃんとして 

居る とい ふ當然 すぎる やうな 例 も ある。 家 は大體 蛇の やう にぅねった線^-にぁたる區域に限ら 

れて 居る やうに 見えた。 地震の 割； H か、 昔の まか、 もっとよ く 調べて 見なければ 確な 事 は 分ら 
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ない。 線に あたった 人 は不仕 合せと いふ 外 はない" 科學も 今の 處 其れ 以上の 說明は 出来ない。 

震央に 近い 町村の 被害 は 中々 三 島の 比で はない らし い。 災害地の 入々 を 思 ふとき に 明 H は 誰が 

身の上と いふ ことに 考へ 及ばない では 居られない。 

軍縮 問題が 一 時 國內の 耳目 を 紫 動した。 問題 は 一 に國 防の 充實 如何に か 、つて 居る。 陸海 軍當 

局 者が 假想 敵國 の 襲 來を豫 想 し て 憂慮す るの も 尤もな 事で ある。 此れと 同じ やうに 平生 地震と い 

ふ もの 、災害 を 調べ て 居る もの 、眼から 見る と、 此の 恐る ベ き强 敵に 對 する 國 防の 餘 りに 手薄 過 

ぎる のが 心配に ならない 譯には 行かない。 戰爭の 方 は 會議で 幾らか 延期され るか も 知れない が、 

地震と は 相^が 出来ない。 

大正 十二 年の 大震災 は 帝都と 關東 地方に 限られて 居た。 今度の は 箱 根から 伊豆へ かけての ：帶 

の 地に 限られて 居る。 何時でも 此の程 度です むかと い ふと さう は 限らない やうで ある。 安政. -儿年 

十 一 月 四日 五日 六日に 1 る 地震に は 東海 東 山 北陸 山陽 山陰 南海 丙 海 諸道 悉く 震動し、 災害地 帶は 

或は 繽き 或は 斷 えて は 又績 いて 此 等の 諸道に 分布し、 到處の 沿岸に は 恐ろしい 津浪が 押 寄せ、 震 

水火に よる 死者 三千 數百、 家屋の 損失 數萬を もって 數 へられた。 此れと よく 似た のが 寶永四 年に 

もあった。 かう いふ 大規模の 大地震に 比べ ると 先年の 關東 地震な ど は 寧ろ：：？ 部 的な ものと も 云へ 
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る。 今後い つか 又 此の 大規模 地震が 来たと する。 さう して 東京 橫濱沼 津靜岡 濱松名 古屋大 阪神 戶 

岡山廣 島から 福 岡邊迄 一 度に 襲 はれたら、 其 時 は 一 體 我が 日本の 國 はどうい ふこと になる であら 

う。 さう いふ ことがない と は 何人も 保 證出來 ない。 寳永 安政の 昔なら ば 各地の 被害 は 各地 それ ぞ 

れの 被害で あつたが 次の 場合に はさう は 行かな いこと は 明かで ある。 昔の 日本 は 珊瑚 か ボリ ポ水 

母の やうな 群生 體で、 半分 死んでも 半分 は 生きて 居られた。 今の 日本 は 有機的の 個體 である。 三 

分の 一 死んでも 全體が 死ぬ であらう。 

此の 恐ろしい 強敵に 備 へる 軍備 は どれ だけ あるか。 政府が 此れに 對 して どれ だけの 豫箅を 組ん 

で 居る かと 人に 聞いて 見ても よく 分らない。 唯 極めて 少數 な學者 達が 熱心に 地震の 現象と 其の 生 

因 並に 此れに よる 災害 防止の 研究に 從 事して 居る。 さう して 實に 僅少な 研究費 を與 へられて、 そ 

れで 驚くべき 能率 を 上げて 居る やうで ある。 恐らく は戰鬪 艦の 巨砲の ー發 の價、 陸軍 兵員の 一 日 

分の 澤 庵の 代金に も 足りない 位の 金を使って 懸命に 研究し、 さう して 世界的に 立派な 結果 を 出し 

て 居る やうで ある。 さう して 世間の 人 は 勿論 政府の 御 役人 達 も 其れに 就いては 何にも 知らない。 

今度の 伊豆 地震な ど、 地震 現象の 機構の 根本的な 研究に 最も 有用な 資料 を 多分に 供給す る もの 

であらう が、 學 者の 熱心が 如何に 強くても 研究 資金が 乏しい 爲、 思 ふ 研究の 萬 分の 一 も 出来ない 
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であらう から、 恐らく 此の 責 重な 機 會は又 いつもの やうに 大部分 利用され すに 逃げて しま ふで あ 

らう 0 

蟻の 巢を 突崩す と 大騒ぎが 始まる。 ， しばらく すると 復興 事業が 始まって、 いつの 間に かもとの 

やうに 立派な 都市が 出來 る。 もう 一 遍 突崩しても 亦 同様で ある。 蟻に はさう する より 外に 道が な 

いで あらう。 

人間 も 何度 同じ 災害に 遭つ て も 決して 利口に ならぬ ものである こと は歷 史が證 明す る。 東京 市 

民と 江戶 町人と 比べる と、 少 くも 火事に 對 して は 寧ろ 今の 方が 大分 退歩して 居る。 さう して 昔と 

同等 以上の 愚 を 繰返して 居る ので ある。 

昔の 爲政 者の 中には 眞 面目に 百年 後の 事 を 心配した もの もあった やうで ある。 さう いふ 時代に、 

もし 地震 學が 現在の 程度 位 迄 進んで 居た としたら 其の 子孫た る 現在の 吾々 は 地震に 對 してもう 少 

し 安全であった であった らう。 今の 世で 百年 後の 心配 をす る ものが あると したら 恐らく は 地震 學 

者 位 の もので あらう。 國民 自身 も 今 の やうな スピ ー ド 時代 で は 到底 百年 後 の 子孫の 安否 まで 考へ 

る 暇がな ささう である。 倂 しその 所謂 「百年 後. 一 の 期限が 「何時からの 百年」 であるか、 事に よ 

9 

ると もう 三年 二 年 一年 或は 數日數 時間の 後に その 「百年目」 が 迫って 居ない と は 誰が 保 證出來 る ？ 3 


であらう。 

昔 支那に 妙な 苦勞 性の 男が 居て、 天が 落ちて 來 ると 云って 大層 心配し、 たうとう 神經 衰弱に な 

つたと かいふ 話 を 聞いた。 此の 話 は 事によると 丁度 自分の やうな 人間の 惡ロ をい ふ爲に 作られた 

かも 知れない。 此の 話 をして 笑 ふ 人の 眞意 は、 天が 落ちない とい ふので はなくて、 天 は 落ちる か 

も 知れない が、 しかし 「何時」 かに 分らない からと いふので あらう。 

三 島の 町 を 歩いて 居たら、 向う から 兵隊さん が 二三 人 やって来た。 今 始めて 此の 町へ はいって 

來て さう して 始めて 潰 家の ある 地帶 にさし か、 つたと ころであった。 其 中の 一 人が 「面白い. な。 

ゥム、 こり あ 面白い な」 と 云って しきりに 感心して 居た。 此の 「面白い な」 とい ふの は 決して 惡 

意に 解釋 して はならない と 思った。 此の 「面白い な」 が數 千年の 間に 吾等の 祖先が 受けて 來た試 

谏の總 勘定で あるか も 知れない" そのお かげで 帝都の 復興が 立派に 出来て、 さう して 七 年後の ベ r. 

日に 於け る圓 タクの 洪水、 ジャズ、 レヴュ —の 嵐が 起った のか も 知れない。 

三 島の 町の 復舊 工事の 早い のに も 驚いた。. 此の様 子で は 半月 もた つた 後に 來て 見たら もう 災害 

の 痕跡 は 綺麗に 消えて 居る ので はな いかと いふ 氣 もした。 もっと 南の 方の 損害の ひどかった 町村 

では 恐らく さう 急に は 囘復が 六 かし いで あらう が。 
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三 島 神社の 近くで 大分 ゆすぶられ たらし い 小さな 支那 料理店から 強大な 蓄音機 演奏の 音波の 流 

れ 出す のが 聞こえた。 レコ ー. トは淺 草の 盛り場の 光景 を 描いた 「音 畫」 らしい、 コルネット、 ク 

ラ リネッ ト の-チン タ音樂 に 交って 花屋敷 を案內 する 聲が 陽氣 にき こえて 居た。 警備の 巡査、 兵士、 

それから 新聞社、 保險會 社、 宗 敎團體 等の 慰問 隊の 自動車、 それから、 何の 目的と も 知れす 流れ 

込む いろ/ \ の 人の 行 交 ひ を、 美し い 小春 日が 照らし 出して 何 か 御祭で も あるの かとい ふ氣 もす 

るので あった 今度の 地震で は 近い 處の 都市が 幸に 無難で あつたので 救護 も 比較的 迅速に 行 届く 

であらう。 併し もしゃ 寶永 安政 タイプの 大規模 地震が 主要の 大都市 を 一 撫でに 薙 倒す 日が 来たら 

吾等の 愛する 日本の 國 はどうな るか。 小春の 日光 は 恐らく 此れ程 うら.^ かに は國土 蒼生 を 照らさ 

ないで あらう。 軍縮 國 防で 十に 對 する 六 か 七 かに 大 問題であった のに、 地震 國防は 事實上 ゼロで 

ある。 さう して 爲政 者の 間で は 誰も 此れ を 問題に する 人がない。 戰爭 はした くなければ しなくて 

も濟 むか も 知れない が、 地震 はよ して くれと 云っても 待って はくれ ない。 地震 學者 だけが 口 を 酸 

ばくして 說 いて 見ても、 救世軍の 太鼓 程の 反響 もない。 さう して 恐ろしい 最後の 審判の 日 はじり 

じりと 近づく ので ある。 

歸 りの 汽車で 夕日の 富士を 仰いだ。 富士の 噴火 は 近いと ころで 一 五一 一、 一 五六 〇、 一 七 〇〇 
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から 八、 最後に 一七 九 二 年に あった。 <{r 後 何時 又 活動 を 始める か、 それとももう 永久に 休息す る 

か、 祌樣 にも 分るまい。 しかし 十六 世紀に も 十八 世紀に も 活動した ものが 二十世紀の 千 九 百 何十 

年 かに 又 活動 を 始めない と 保證し 得る 學者 もないで あらう。 こんな 事を考 へながら、 うと/ \ し 

て 居る うちに 日が 暮れた。 川 崎驛を 通る ときに ふと 先日の 「煙突 男」 を 思 出した。 さう して あの 

男が 十 一 月 一 一十 四日の. iHs 四時 迄 まだ 煙突の 上に 留まって 居て、 さう して あの 地震に 大きく 搖ら 

れ たので あったら、 彼 は 下りた であらう か、 ド りなかった であらう か。 そんな こと も考 へて 見る 

のであった。 

自分 も. M 處 かの 煙突の 上に 登って 地震 國難來 を 絶叫し 地震 研究 資金の はした 錢 募集で もしたい 

やうな 氣 がする が、 擅て 誰も 到底 相 乎に して くれさう もない。 政治家 も 實業家 も 民衆 も 十 年後の 

日本の 事で さ へ問题 にして くれない。 天下の 畸人で 金 を澤山 持って 居て さう して 百年 後の 日本 を 

思 ふ 人で も 探して 歩く 外 はない。 

汽車が 東京へ はいって 高架線に か、 ると 美し い 光の 海が 眼下に 浪 立って 居る。 七 年 前の す さま 

じい 燒 野原 も 「百年 後」 の 恐ろしい 破 壌の 荒野 も 知らす 顔に、 昭和 五 年の 今日の 夜の 都 を 享樂し 

て 居る のであった。 
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今月に 人って から 防火 演 pi や 防空 演習な どが 賑々 しく 行 はれる。 結構な 事で あるが、 火事より 

も 空軍よりも 數百層 倍 恐ろしい 害の 未来の 全 日本的 地震、 五六 大都市 を 一 難に する かも 知れない 

大規模 地震 に對 する 防備 の 豫行 演習 を やる やうな 噂 はさつ ば り 聞か ない。 愚なる 吾等 祀人 の 後裔 

から 見れば、 密かに 垣根の 外に 忍び寄る 虎 や 獅子の 大群 を 忘れて 油 蟲ゃ鼠 を 追驅け 廻し、 はたき 

ゃ摺 古木 を 振り 廻し て 空騷ぎ を やって 居る やうな 氣 がする かも 知れない 。此れが 杞 人の 憂で ある C 

(昭和 六 年 一 月、 中央 公論) 
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日本から 南洋へ かけての 火山の 活動の 時間 分布 を 調べ て 居る うちに、 火山の 名前の 中には 互に 

よく 似通った のが 廣く 分布され て 居る ことに 氣が ついた。 例へば 日本の  ー| ァソ， 「「ウス」、 「ォソ 

レ」、 「ヱ サ ン」、 「ゥ ン セ ン」 等に 對 して 力 ム チヤ ッ 力の 「ゥソ ン」、 マリアナ 群島の 一. ァゾ ンソ ン」、 

ス マトラの 「ォサ ー ル」 などが あり、 又 我 邦の r ッ ル ミ嶽」 、「タル マ ィ 山」、 「ダル マ 山」 に 對しジ 

ャヴァ の 「ティエリ マイ」、 一. デ ラメ ン」 などが あると いふ 類で ある。 それで、 此れ は 偶然の 暗合 

であるか、 或は 此 等の 間に 幾分 かの 必然的 關 係が あるか を出來 るなら 統計 學 的の 考 から 決定した 

いと 思った ので ある。 

此の 統計の 基礎的の 材料と して 第一 に 必要な もの は 火山 名の 表で ある。 併し 此の 表 を 完全に 作 

ると いふ ことが 可也な 難事業で ある。 先づ澤 山の 山の 中から 太 山 を 拾 ひ 出し、 それ を活太 山と 消 
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火山に 分類し、 或は 形態 的に コ 二— デ、 ト B イデ、 ァスビ —テ 等に 區別 する こと は 地質 學 者の 方 

で 完成され て 居る としても、 各、、 の 山に は 多くの場合に 二つ 以上の 名稱が あり 义ー つの 火山 系の 

各峯 がそれ ぐ 別々 の 名 を もって 居る の を 如何に 取扱 ふかの 問題が 起る。 

又 火山の 名が 同時に 郡の 名 ゃ國の 名であった りする ことが s^、、 ある。 其 場合 其の いづれ が 先で 

あるか^ 問題と なる。 國 郡の 如き 行政 區 劃の 出来る 遙に 前から、 火山の 名が 存 し、 それが 顯 著な 

目標と して 國郡 名に 適用され たで あらう と は 思 はれる が、 此れ も確證 する こと は 六 かし い。 

山の名の起原に就ぃてはそれ/^色々 の 傳說が あり、 又 北海道の 山 名な どで は 如何にも 尤もら 

しい 解釋 がー つくに 付けられて 居る。 此れ を 悉く 信用す ると すれば 自分の 企て、 居る 統計的 研 

究の 結果が、 出来た としても、 それ は 言語 學 的に 貢獻 する こと は 僅少と なる であらう。 併し 自分 

の 見る ところでは 此 等の 傳說は 自然 科學的 の 立場から 見れば 殆ど 無價 値な も ので あり、 又 アイヌ 

語に よる 解釋も 部分的に は 正しい かも 知れない が 到底 全部が 正しくな いこと は、 入に よって 說の 

違 ふ事實 から で も說明 さ れ る 

それで 唯一 の 科學的 方法 は此 等の あらゆる 不確實 な 傳說ゃ 附會說 を 一先 づ 全部 無視して、 さう 

して 現在の 山 名 そのもの を 採り、 全く 機械的に 統計に かける ことで ある。 例へば 硫黄 嶽 とか 硫黄 2 


山と 云っても、 其れが 果して 硫黄 を 意味す る もので あるか 實は 不明で ある。 のみなら す 寧ろ あと 

から 「硫黄」 をう まく はめ込ん だものら しいと 思 はれる ふし も ある。 寧ろ 北海道の 岩 雄 山 や 九州 

の 由布嶽 など 、關 係が あり はしない かと 疑 はれる。 鬼 も 角も此 等の 名前 を 一 定の 方式に 從っ て統 

計 的に 取扱 ひ、 其 結果が よければ 前提が 是認され、 惡 ければ 否定され るので ある。 

完全な 村 料 は 中々 急に は 得難い ので、 此處 では 先づ 最初の 試みと して 東京 天文 臺編 「理科 年 

表」 昭和 五 年 版の 「本邦の 主な 火山， 一 を 表 を 採る ことにする。 此れ は 現在の 目的と は 何の 關 係な 

しに 作られた ものであるから、 自分の 勝手が 利かない ところに 强 味が ある。 此れ を 採用 するとし 

た 上で 山 名の 讀 方が 問題と なる が、 此れ は 「大日 本 地名 辭 書」. に據 り、 其 外に は 小川 氏 著 「日本 

地圖帳 地名 索引」、 又 「言 泉」 等に 據る ことにした。 それにしても、 例へば 海門 嶽が は 開 聞で ヒ 

ラキ、 と 呼ばれ、 ヒラキ 、神社が あるな ど 上 K はれる と 一寸 迷 はされ るが、 よく/、 考 へて 見る 

と 寧ろ カイ モ ンが 始めで あらう とも 考 へられる 節が あり、 千島の カイ モ ンと 同系と 考へ る 方が よ 

ささう にも 思 はれ、 少 くも 兩 方に 同等の 蓋然性が ある.^ それで 此等も 凡て 現在の 確實 な事實 とし 

ての 名 だけ を拔る 事に する し 千島の 分 だけ は 色々 の 困難が あるので 除き、 又 臺灣、 朝鮮 も 除く 事 

とする。 
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さて Aso,  Usu,  uns(z)ell,  Ksan の 四つ を 取って 見る。 此れ は いづれ も 母音で 始まり、 次に 子 

音で 始まる 綴 音が 來る。 終の n は 問題外と する。  , 

一般に 母音で 始まり 次に いづれ か itt 意の 一 つの 子音の 來る 場合が 火山の 表 中で 何個 あるか を數 

へて 見る。 此の 數を Nrvd) で 表 はす。 すると 此の 中で 或る 特定の 一 つの 子音、 例へば S なら S 

が 出現 するとい ふ 事の プ 口 バ ビリテ ー はいくら か。 此の 確率 は 可能な 子音の 種類の 數 (Q とする ヮ 

の逆數 となる。 それで 全然 偶然 的 暗合なら ば 現 はれるべき 此の 型の 火山 名の 數 n は N(v(.〕)+Q に 

なる 答で ある。 然るに 實 際に は 此の 特定 型の ものが m 侗 あると する (ァゾ の 場合で は ln  =  4)。 

さすれば 

讓舞 m  SQ 

なる 比が 大きい 程 暗合で ない らしい、 何か關 係が あるら しい 確率が 增 すので ある。 少 くも. S 個の 

うちの 若干 は 互に 關 係が ありさう だと いふ ことになる であらう。 尤も 嚴密に 云 へ ば 此の 外に 日本 

語の 特徵 として は 此の やうな 組合せの 現 はれる 一 般 的の 確率 を 考慮に 人れ るべき であるが、 此れ 

は容 でない からしば らく 度外視す る。 
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子音 liRQ を どう 取る か.. 可也 六 かしい 問題になる が、 一 ァソ」 の 場合 は、 假 りに 此れ を y と 取る。 

卽ち (k,,£(s,zm,d)£(p,b,hH--,f--lb,np)(yKr)7.) の 9 とする。 义山 名と して は 山 二獄. 2 

島. 登 • ヌブリ -峯 等の 文字 を 引 去った 续り だけ を 取扱 ふ 事に する。 但し 白山.：^ 山 は その ま、 

に 取る。 又シ ラブ ルの 終りの n は 除外す る ことにする。 

先 づ歷史 時代に 噴火の 記錄の ある もの だけに 就いて 見る と さ vc)  =  8 である。 、旦し 硫黄、 I ぼ 

雄 も hvo,  iwac として 此の 部分に 算入す る。 卽ち わざと 都合の 惡ぃ方 を 選ぶ ので ある 。) さす 

れば Rix【f  8  =  4.5 となる。 少し 蟲の よい 取り 方 をして 硫黄、 岩 雄 を Y 靈， Y 厘 C と 見て 

除けば N(vc)  となり .R 丄 J となる。 

次に 消火 山 活火山 を も 合せて 取扱 ふ 場合に は、 x、(vc¥.l】 となり、 R",,3 に 減す るが、 硫黄. 

岩 雄の 頭が y なる 子音 だとして、 此の ァソ 型から 除けば Kn5.1 となる。 

次に Kia  (駒 嶽) Kaii 一一，  K 、き- e  (久米 島)。 Kispu  (Ki  Kl>u,  KIb 一一，  Kal を 

取れば ミ =7 である。 此 場合 は 子音 始まりで 子音 二つの 場合と して、 一般の 子音 二つの もの、 數 

N(cc) を 求める と、 消火 山 も 人れ て， i るから である。 此處 でも 子 昔 fQ とする 

偶然の 確率 は l+QSIl) (但し 子音 二つが 異る として」 であるから 
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ル J, 1--=7,  N  =  48 であれば K=  二 0.5 となる。 活火山 だけ だと 111  = に なる， 弋 りに J^  =  14 と 

なる ので KHKUi で 矢 張 略 同値と なる。 いづれ にしても 偶然の 場合と は析數 がちが つて 多い。 

此 場合で も 一 般の 日本語に km なる 結合の 起る 確率 を 考慮に 人れ て 補正 すれば よいが、 此れ はし 

ばらく 省略す る 外 はない。 併し 此れ は 現在の 場合 結果の 桁 數を變 へ る 程の 影響が ありさう もない 

こと は 少し あたつ て 見ても 分る と 思 ふ G 

，rul.umi,  Tarumai  一) anll-la の 場合 は、 活火山 だけ だと タ凡 マイ 一 つ、 卽ち -=  =  .- で 铳計厦 値 

が餘 りに 少ない から、 消火 山 も 人れ て 11  =  3 の 場合 を考 へる. - 此 場合 は 子音 三つであって X の最 

多數な 場合で ある。 それで 若し 此 場合の 數 N(CCCJ) を 現在の 表 中の 火山の 總數に 等しい と 取れ 

ば、 此れ は 結果の R を少 くす る 方の 取り 方で あるから 此れで 得られた R が 大きければ、 本當 はも 

つと 大きい 事になる C それで 假り にさう して 見る。 さすれば 此 場合 N(ccc)  =  ln7, 一一  1=3 叉 子 

音 三 個の 組合せの 順列の 數は ！ -X8X7H52 であるから、 11  =  3x504+1 07  =  9.0 强 となる。 

鳥 海山 は トリノ ゥミと 云ったら しい 形跡が あるので、 此れ も 入れる とすると R は 更に 四へ 刀の 4d  ^ 


倍 だけに 增す譯 である。 

次に 問題になる の は I、(H)uz(d,t)一,  tliuti  I 〈ミー yfi,  K:r>-lu  (sillla)  Kuti  (uo  sili) の 類で ある。 

K とお は 日本語 で も厦 " 轉 訛す るから 此處 で は假り に 同じと 見て、 次の やう な 子音 分類 をす る。 

卽ち (k,^  b,f) と (t,d,s,z) とを對 立させる と 子音群 數は となる。 此 場合 N(cc)  =48 で 

あって 11ー=！」 (■ 火山 名 略) であるから f?  =  7b となる。 

次に は Yuwoc,  Ymvao,  Yufu を 取り 三つの 「硫黄」 を 名と する 火山 を 三つに 數へ ると 11  =  -^ 

となり、 子音 數 y とすれば R  =  nx72+47  =  7.5 となる。 

以上の 場合に 得た R の價は いづれ も 1 に對 して 相當 多い ものである。 從っ て單 なる 偶然と 見る 

事 は 少し 六 かしく 思 はれて 來 るので ある。 勿論 此 等が 全部 關 係が あると いふ こと は 云 はれない が、 

此 等のう ち 若干 は聯關 して 居る であらう とい ふこと を 暗示す るに は 充分で あると 思 ふ。 それでも 

し 偶然で ない とすれば 以上に 擧 げたやうな 言語 要素が 色々 な 形で 他の 火山 名の 中に も 現 はれて 居 

はしない かと 思 はれる C 又 一方で 同じ 要素が 南洋 其 他の 方面に あり はしない かと 思 はれる。 叉 南 

洋 の 言語 中 に は 從來の 言語 學者 の說の 如く 世界中の 言語が 混合し て 居る とすれば 逆に 遠い 外國の 

意外の 邊 にも 同じ 要素が 認められ はしない かとい ふ 疑が 起る。 それで 試に 同型の 疑の ある 火山 名 
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を 次 頁の 表に 列擧 して 將來の 參考に 供して 置きたい と 思 ふので ある" 中には 現在の 形での 意味 力 

可也 明白 だと 思 ふの があって も假 りに 除かないで 採錄 してお くこと にす る。 (外國 火山 名 は 主に 

ゥ オルフ に據 る。) 

此外 こまだ コ マ - カンプ 型、 ク. チウ 型 及び イソ ゥ 型が あるが 此れ は 今囘は 略し、 他日の 機會に 

讓る こと 、する (〕 

此の 表 中に 歐羅巴 や 阿 米 利 加な どの 火山が 出て 來 るの を 見て 笑 ふ 人 も あらう と 思 ふが、 W し 南 

洋語と 歐洲 語との 間の 親族 關 係が 可也 明に されて 居る 今日、 日本 だけが 特^な 箱入りの 國 土と 考 

へる のは餘 りに を かしい 考 である。 此れに 就いては どうか 私が 先年 「思想」 に 出した 「比 言語 

擧に 於け る 統計的 研究 法の 可能性に 就て」 (本 仝 集 第二 卷 所収 錄) を參 照され た. い。 

叉 言語 學 者の 方から は、 私の 以上の 扱 ひ 方が 音韻 轉 訛の 方 則な ど を 無視して 居る ではない かと 

いふ 非難 を 受ける かと 思 ふ。 併し グリムの 方 則の やうな 簡單 明瞭な もの は 大陸で 民族の 大集團 が 

移 S し妾觸 する 時には 行 はれる としても、 日本の やうな 特殊な 地理 的關 係に ある 土地で、 小さな 

集團 が、 色々 の 方面から、 幾度と なく 人 込んだ かも 知れない 處 では、 此の方 則 は あるに はあって 

も 直 雜.， H もので あらう と豫 期す る 方が 合理的で ある。 此れ を 分析 的に 見付けて 行く のが 此れ 力 
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第一 表 


型 


本 


邦） 


(外 


國） 


Aso 
Usu 

Onsen,  Unzen. 
Esan 

Unsyo  (阿蘇の 樂名） 
Ozyo  ( リ ) 

Osore 

Rausu 
Eausi 
Easyowa 

Gwassan 

Bessan  ( 白 山の 一峯） 
Buson 

Nasu 
Kasa 
Kesamaru 


Uson 《 力 ム チヤ ッ 力 ） 
Asson お ong  ( マリアナ'） 
Azuay  ( 南米、 
Asososco 中米） 
Asur,  Yasowa,  Yosur,  Yosua 
(ニュ 一^ > ■ ブリ デ ス J 

Ossar  (ス マトラ) 
Azul (南米：） 
Osorno  ( グ ) 
Izaico 中米） 
Lesson  (ニュー ギ ニァ) 
Lassen  (カル フ才ル ニァ) 

Vesuvio  (イク リ アジ 
AssatFcha  ^^カムチャッカリ 
Askja  (アイスランド） 

Kara  Assam  (ス ン ダリ 
Pasaman  Telament ス マトラ ノ 
Pasema  ( " ) 


Asakusa 
Asitaka 
Asahi 

usisir  (     'z  : 

Asama  ( 
Aduma,  Azuma 

Sanhe 

Samhon 

Sumon 

Samasana  (火燒 鳥) 

Shumshu 

Shimsbir 


Soemoe  (ス マトラ) 
Semeroe  ( ジャ ゲァリ 
Soembing  (ノヽ 
Semongkron に-,, ヽ 
Gle  Samalanga  (ス マト： 
Samasate  ( 中米） 
Saba  (西 印度） 

Etna  (イタ リャリ 
(此 外の at -， ad- 型 略す） 


izuna,  Iduna 

Udone 
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第二 表 

、、； ノレ       ミ • タ       ラ  型 


(本  邦） 

(外  國） 

Tururoj 

1 

Tjerimai  (ジャ ゲァ" ） 

Daruma 

T^.、  "A  a1、          /"        >V  ヽ 

丄 aroeh          " ) 

Taruinai 

T)plfi  mpTj  ク"^ 

Sahen  Daroeman  (サン ギ) 

Tormoumi 广 尊 海 、 

Pasaroan  Telamen  〔ス マト ラ)： 

lalla-ma-Kiee  (ノ、 ル マへ フ J 

Chiripu 

丄 u la  bug  C 兩术） 

Chiripoi 

Talima    ("ヽ , 

Toliman  (中米：） 

Patarabe-  i^entaribe 

丄 OIO にノ、 ル マへ フ ジ 

Tara 

上 は し  ジ 

Tanra  (濟州 島） 

丄 a>a>i (グ ― ル) 

rri- 1__   /"一  •     w» ヽ 

丄 alu  (^ス ンダク 

Tori  (鳥 嶋） 

Tiiiiro  (^サ ロモン ) 

ハ" ■••"■Ti      t*i 山 is  "ヽ 

丄 enryu  WfeJ^J 

Toro    ほ 米） 

Te  erep  ( シ' ャヴァ > 

Adatara 

Teleki  r 東 ァフリ 力） 

Tarakan しノ、 ルマ ヘラ ) 

Hutara 

Telok  (ス ンダ） 

Kutara 

Tulik  (ァ リ ゥ シャン ■、 

Madarao 

Telica  (中米） 

Talan^  (ス マトラ リ 

Tarawera (  ニュー シ―ラ ン に） 

Talasiquin  (ズ一 'レ— ） 

Tultul (南米） 

Turrialba  (中米、 白 塔； 

Tjilerlng  ( ジャ ゲァ） 
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らの 長い 將來の 仕事で なければ ならない。 それで 私の 現在の 仕事 は、 さう いふ 方面への 第一歩と 

して、 一 つの 作業 假說の やうな もの を 持 出した に過ぎないの である。 

以上の 調べ の 結果で、 例へば iVso,  Usu,  Esan,  Usoii,  Asm.,  osol.e,  ossal- 等が 意味の 上で 關 

係が あると 假定 すれば、 此れ は 一 體何を 意味す るか：：^ 問題と なる。 例へ ば 南洋 H ファテ の ASC 

(燃る) に \sua  (煙る) サ モアの Asu  (煙) や、 マレ ー の Asap  (煙) (マレ ィ では 火山 は Gun- 

ong-  bel.asap 卽ち煙 山と も Gunong-  火山と もい ふ。 ivsal- は Asaiua にも fi ふ )o 或はへ 

ゾ リウの ssh  (火) ,ls、en  (煙る) ぶ. s、an  (燥る) などが 示唆され、 此れと 關係 ある 了 ラビアの 

-taua  (煙る； から 西の方へ 手繰って 行って イタリアの Mtna 火山 を 思 はせ、 更に 飜 つて 我國 

の 】dlula を 思 はせ る。 然 らば 此れ はセ ミテ ィ ク 系の 言葉 かと 思って 居る と 又 例へ ばスキ ー トの 

說 によれば ギリシャの §sehi  (燃える、 焦げる) は インド ゲル マ ン の 理論 上の 語 ."SK  eus とつな 

がり、 アン グ。 サ クソ， 力の Yslan  (熱 灰) の 源で あり、 サン スク リツ トの 語根 Ush  ( 燃える ) と 

もつな がると ある。 了 イスラ ン ..ト の 火山 Askja は同國 古語 の Aska  (灰) であると すいしば、 

れは 英語の ashes  (灰； と 親類 ださう である C そこで 今度 は 試に 「灰」 を 意味す る 語 を 物色して 

見る と、 サ ンスク リットに Bhasll-all  whuti が あるが、 此の 前者 は Asal-la 後者な Huti  (Fuzi) 
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を 思 はせ る。 頭の 子音 Kh と； B を. ド P ッ / させる のが 面白い。 一 方 で 我國に wuson と い ふ 消 

大山の あるの はな ほ 面白い。 白山の 一峯 を wcssau とい ふの も 此れに 類す る。 此れ も B を 除去す 

れ ば了ソ 型と なる ので ある。 叉 此れに つ いて 考 へる こと は Rausu,  Rausi,  K-ilsyowil の アイヌ 

系の ものから 始の R を 除き Lesson,  l-assen から L を 取る とァソ 型に 接近す る。 此れ も與 味が あ 

る。 マ レイ 語から 語頭の L を 除く と 日本語に 似る もの 、多い 事 は 旣に先 覺者も 注意した 事で ある。 

其 他に も 頭の 子音 を 除いて ァソ 型になる もの Kasa,  Daiseii,  T.yausu,  Nasu が ある ことに 注意し 

たい。 併し 私 は 此の やうな 僅の 材料から 語原 說 など を 提出す る 意 は 毛頭ない。 唯、 一 つの 興味 あ 

る 事實を 注意す る だけで ある。 

コマ 型、 クラ 型、 フヂ • クヂゥ 型、 ュ ワウ 型に ついても 同様な ことが 云 はれる ので あるが、 此 

等 は 後日 更に 詳しく 考へ て 見たい と 思 ふ。 今囘は 紙数の 制限 も あるので 以上の 豫備的 概論に 止め、 

唯 多少の 見込の ありさうな 一 つの 道 を 暗示す る だけの 意味で 誌した に過ぎない。 從 つて 意 を盡さ 

ない 點の 甚だ 多い の を遣憾 とする。 鬼 も 角 も か 、る 研究の 對 象と して は 火山の 名が 最も 適 當なも 

の、 一 つで ある こと は 明で あらう C 例へば 河の 名で はかう いふ 方法 は 到底 六 かしい と考 へられる。 

最も 顯 著な 特徵を もって 原始 民の 心に 最も 强く訴 へ たで あらう と 思 はる 、地上の 目標と して 火山 
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に まさる もの はない ので ある。 しかし さう いふ 目標に 名前が 付けられ、 其の 名前が いよ 固定 

してし まひ、 生き 殘り 得る 爲には 特別な 條 件が 具足す る ことが 必要で あると 思 はれる レ 單に 理窟 

がうまい とか、 口調が い、 とかい ふだけ では 決して 永い 時の 試練に 堪 へない かと 思 はれる。 從來 

の 地名の 研究に は 私の 知る 限り 此の 必耍條 件の 考察が 少しも 加 はって 居ないで はない かと 思 はれ 

る。 此の 條 件が 何で あるかに 就いては 他日 叉 愚見 を 述べ て學 者の 批評 を 仰ぎたい と 思って 居る。 

(昭和 六 年 一 月、 鄉土) 
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題 問 諸 的 理物ノ ク 邊身常 H 


日常 身邊の 物理的 諸問題 


毎朝 起きて 顏^ 洗 ひに 湯殿の 洗面所へ 行く、 さう して 此の 平凡な 日々 行事の 第 一 箇條を 遂行し 

て 居る 間に 私 は 色々 の 物理 學の 問題に 逢着す る。 さう して いつも 同じ やうに 其れに 對 する 興味 は 

引かれながら、 何時 迄 も y (ま、 の 疑問と なって 殘 つて 居る ので ある。 今 試に 其 中の 二三 を 此處に 

誌す ことにする。 

第一 は 金盥と コップとの 摩擦に よって 發 する 特殊な 音響の 問題で ある。 普通の 琺瑯 引の 鉢 形の 

洗面 盤に 湯 を 半分 位 入れる。 さう して 矢 張鼓瑯 引で 把手の ついた 大きい 筒形の コ ッ プを其 脇に 並 

ベて 置き、 さう して コップの 圓筒面 を 鉢の 緣邊 に輕 く接觸 させる。 さう して 顏を洗 ふ爲に 鉢の 水 

が動搖 すると、 此の 水の 定常 振動と 同じ 週期で 一種の 樂 音を發 する ことが 逮. 、ある。 それでよ く 

氣を 付けて 見る と、 此れ は 鉢の 緣とコ ッ プ との 摩擦に よって 起る 鉢の 振動の 爲 らしい 事が 分った。 


257 


宅の 洗面 臺は 極めて 粗末な 普通の 所謂 流しに なって 居て、 木製の 箱の 上に 亞紛板 を 張った もので 

あるが、 それが 凹凸が あって 下の 板と しっくり 密着して 居ない 爲に、 洗面 鉢の 水が 動搖 する につ 

れて鉢 自身が 矢張り 少しの 傾斜 振動 をす る。 然るに 鉢の 底面から は相當 離れた 處に 固定して 居る 

コップ は 不動で あるから、 そこで 相互 間の 週期 的の 摩擦 運動が 起り、 其爲に 丁度 弓で クラ ドー 一 板 

を こする 場合に 似た 事柄が 生す るので あるら しい。 扨て 此れ だけなら ば 問題 は 甚だ 平凡で あるが、 

. ^處で 問題になる の は、 右の やうな 條 件が 具備した 時で も必 しも 綺 魔な 音響 を 出さぬ 場合と、 又 

，常によ く 鳴る 場合と が ある ことで ある。 

古い 物理 書な ど に 書いて ある 通り ガラスの フィン ガ ー ボ ー ルの緣 を 指頭で 摩擦して 樂音 を發せ 

しめる 場き に、 指 を 水で 漏らして おいて 摩擦す る 事に なって 居る が、 現在の 場合で も接觸 面が ガ 

で 濡れて 居る 事が 必要 條件 であるら しく 見， える。 此れ も 十分に 實驗を 重ねた 上で なければ 斷言は 

出来ない が、 此れ迄の 經驗 では さう 思 はれる。 併し 次に 起って 来る 問題 は、 單に 水で 濡れて 居る 

だけで それで 十分で あるか どうかと いふ ことで ある。 

近年の 所謂 「表面化 學」 の發 達に よって 次第に 明に なって 来た 通り、 固體 殊に 硝子 や 陶器な ど 

の 表面に は 瓦斯の みならす 或 種類の 液體ゃ 固體の 薄膜 を 頑固に 附着せ しめる 性質が ある。 さう し 
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て、 普通人 間の手に 觸れる 物體は 自然に 油脂 類の さう いふ 皮膜で 蔽 はれて 居て、 其れ を 完全に 除 

去す るの は 中々 容易で ない 事が 知られて 居る。 そこで 洗面 鉢 や コ ッ プ などに は殆ん ど當然 にさう 

いふ 皮膜が ある ものと 假定 しなければ ならない。 さう して 其の 皮膜が 厚い 時 も あり 又 薄い 時 も あ 

り、 其の上 を 濡らして 居る 水と 皮膜との 境界 面の 分子 構造 も 亦 時に より 一 樣 でない かも 知れない 一 

それで 差し 當り 行って 見たい 實驗 は、 先づ 出来るだけ 注意して 油脂 類 を 除去した ものと、 一方で 

は、 又 故意に 一定量の 油脂 を蔽ら せた のに 就いて それぐ 發 音の 模様 を驗 する ことで ある。 尤も 

此れに 聯關 して は昔レ ー リ ー が ガラス 板の 上で 茶碗 を， U ら せたり した 草分けの 實驗 から 始まって、 

其の後 ハ ー ディの 有名な 研究 (物理 學文 獻抄第 一 輯ー 一 五八 頁) などに 引績き 色々 の 方面に 關 係し 

ての 文 獻は少 く はない。 併し それだけ では 此の 洗面 鉢の 問題 はま だ 中々 解決され さう もない C 第 

1 水の 存在が 必要 だと すれば その 水が 如何なる 役目 をす るかに 就いては、 恐らく 何人も 未だ 適確 

な 答 解 を與へ る ことが 出来ない であらう。 

自分の 經驗 では 金盥の 緣が ひどく 脂 垢で 汚れて 居る とき は 鳴らない。 石鹼で ー應 洗った 時に よ 

く 鳴る やうで ある。 併し 絕對に 油脂 を 除去す るの は 簡單に は 出来ない ので、 其の 場合に どうなる 

か は 不明で ある。 
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此の 場合に 油 膜の 存在と 摩擦の 關 係が 明に なった としても、 此の 場合の 摩擦に よって 金 藍の 規 

則 正しい 振動の 誘發 される 機巧に 就いては 未だよ く 分らない ことが かなりに 多く 伏在して 居る の 

である。 クラドニの 實驗 や、 又 ヴァイオリンの 場合に 松脂 を 付けた 毛で 摩擦す る 際に どうして 振 

動が 繼續 される かの 問題に ついてはへ ルム ホルツ 以來 本質的に は 殆んど 一 歩 も 進んだ 解 釋は與 へ 

られて 居ない やうに 思 ふ。 勿論た ヌ 通り 一 邊の說 明 はついて 居る。 卽ち 振動 體の 滅衰 する H ネル 

ギ— を 弓の 仕事で 補給す る、 其の 補給の 囘數と 適當な 位相と を 振動 體の 振動 自身が 調節 するとい 

ふので ある。 此點で は實際 ラヂォ などに 使 ふ眞穴 H 管 と よ く 似た 場合 である。 

併し 此れ だけの 說 明で 滿 足しない でもう 一 歩 深く 立 人って 考へ て 見る と、 もう 一 切が 暗闇に な 

つてし まふので ある。 りの 毛髮と 报動體 とが 複雜な 週期 的相對 運動 をして 居る 際に 摩擦 係 數が果 

し て 靜的 係数と 動的 係数と の 間 を 不連績 的 に 往復し て 居る のか、 それとも もつ と 複雜な 變化を し 

て 居る のか、 此れに 就いては 未だ 誰も 徹底的に 研究した 人 はない やうで ある。 

クントの 實驗 でも 同様で ある。 あの 場合に 何故 金 屬棒は 松脂 を 着けた 革で しごき、 硝子 棒 だと 

ァ ル コ —ルを 着けた 綿布で こする か、 此の 幼稚な 疑問に 對 して 腑に 落ちる 說明 をして くれる 敎 帥 

は 稀で あらう。 其れに も拘 らば 物理 學を デモ ンス トレ— ト する 先生方 は 中々 此の 目前の 好 箇の問 
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题を に 取り上げて^ ：!^ いて 熟視しょう と はしない ので ある C 

同じく 摩擦に 關 した 問題で 日常 面白い と 思 ふ ものが もう 一 つ ある。 それ は 雨の 日の 東京の 大通 

り を 歩いて 居る ときに M  ： 經驗 させ. られる ことで あるが、 人造 石 を 敷いた 鋪 道が 非常に 滑り 易く 

なる ことがある。 棟瓦 ゃァス ファ ル トの處 は. U らな いのに、 適當に 泥の 皮膜 を 被った 人造 石 だと 

中々 よく 滑る C それが 面白い ことに は 靴底の 皮革の 部 は 滑らないで、 踵の ゴムの 部分 だけが よく 

るので ある。 それで かう い ふ 際 は 踵 を 浮かして 踮の 前半に 體重を 託して あるけば 安全 だとい ふ 

こと を發 明した 譯 である。 人造 石が 乾いて 居る 場合に は 勿論 滑る 心配 はない。 多分 適當な 軟泥の 

層 を 被って 居る 事が 條件 であるら しい。 ^し 若しも 軟泥の 層が 單 なる リ ュ ブリケ —タ， として 作 

用して 居る のなら、 何も 人造 石對 ゴムに 限る 必要 はない 害で ある。 それが 事實は 特に 人造 石と ゴ 

ム との 組合せに よって 特別な 現象が 起る ので あるから、 此れ は必 しも 旣 知の 單 純な リ ュブ リケ— 

、ンョ ンの 問題と して 不問に付 する こと は 出来ない やうに 見える。 此れ も 一 つの 眞 面目な 研究題目 

とすれば なり 得る であらう し、 此れ を 深く 追究 すれば、 一； 儿來 極めて 不明瞭な 「摩擦」 其 物の 本性 

に關 する 諸問題に 意外な 曙光 を赏す やうな ことに ならない とも 限らない。 從來は 唯一 一つの 物質 間 

の 摩擦 係數さ へ 測定され、 ば それで 萬 事が 解決した と考 へられて 居た やうで あるが、 分子 物理 舉 I  ^ 


の 立場から すれば 摩擦の 問題 は 未だ 殆んど 空白と して 殘 されて 居る やうで ある。 尤も 最近に 於け 

る 物質 表面 層の 分子 狀 態に 關 する 研究の 成果に は 可な りに 目 ざまし いものが あるから、 遠から す、 

私の 金盥の 場合 や 靴底の 場合に 對 しても、 いくらか 滿足 is?? 解釋が 得られる であらう と 期待され る" 

併し 私の 希望す ると ころ は 誰か 日本人で 此の方 面に 先鞭 をつ けて くれる 人が あれば い 、と 思 ふの 

であるが、 日本で は 大抵 西洋の 擧 者が 先づ やり 始めて、 さう して 相當 流行 問題に なって 來な いと 

手 を 着ける 人が 少ない やうで あるから、 先 づ當分 は 此等も 例の 「馬鹿らしい 問題 一 として、 私の 

洗面 臺 とさう して 東京の 街路の 上に 殘 される ことで あらう。 

近頃 ネ ー チ ユア 誌 を 見る と、 コップに ビ— ルを 注ぐ 時に ビ— ルの 泡が 立つ、 其の 泡の 多少 を 決 

定 する 條 件が 問題に なって 居て、 さう して 其の 條件 中に コ ッ プ 表面に 存 する 油脂 皮膜 も 問題に な 

つて 居る やうで ある。 人間の 手 を 觸れる 限りの 物 體には 大抵 此 種の 皮膜が 知らぬ 間に 附着して 居 

るので、 ガラスの 表面の 性質と 思って 居る ものが 實は 此の 皮膜の 性質で ある ことが 甚だ 多い。 從 

つて 吾々 身邊の 物理的現象に は、 此の 皮膜の い たづら が 意外な 處迄も 人 込んで 居る かも 知れない 

ので ある。 

例へば、 此れ も 矢張り 私の 洗面 臺の 問題の 一 つで あるが、 前夜に たてた 風呂の 蒸 氣が窒 に 籠つ 
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て 居る 處へ、 夜間 外氣が 冷える のと 戶 外への 輻射との 爲に、 窓の 硝子に 一面に 水滴 を 凝結させる „ 

冬の 酷寒に は 水滴の 代りに 美しい 羽毛 狀の 水の 結晶 模様が 出来る。 面白い ことに は、 水滴が 附着 

する 場合に、 一枚 一枚の 硝子の 上の 方と 下の 方と で、 水滴の 大きさ や 並び 方に 一定の 統計的な 相 

違が ある ことで ある。 此れ は溫 度の 相違に よる か、 それとも 硝子の 汚れ 方の 相違に よる かとい ふ 

問題が 起って 來る。 次の 問題 は 水滴が 多量に なると、 それが 自分の 重さで 硝子 面に 沿うて 流れ 下 

りて 來る 際に、 いくつかの 水滴が 時々 互に 合流し 綺麗な 樹枝狀 の 模樣を 作る ので あるが、 其れが 

其 時々 で 又 色々 の 模様の 變化を 示し、 しかも 同じ 時には 自ら 一 定の 統計的 平均の 形 を 示す ので あ 

る。 此の 合流の 統計的 方 則が 何で あるか、 此れ を 支配す る 物理的 與 件が 何と 何とで あるか、 此れ 

も直ちに發せられる疑問でぁ^^。 ガラスの 面の 一部 を 石； i で こすって 趕 くと、 其處 だけ は 此の 水 

滴の 凝結に 對 して 叉 全くち がった 作用 をす るので ある。 

硝子 面に 水滴の 着く 事に 關 して は 所謂 「呼氣 像」 (Hauchbild,  wrstth  Figure) の 問題と して 從 

來 多少の 研究が あった。 特に 近来の 表面化 學の 進歩に つれて かなり 迄 解答の 絲 口が 得られ か、 つ 

たやう では ある。 併し 具體 的の 諸問題に 就いて 追究すべき 事柄 は 未だ 非常に 多い。 私の 洗面所の 

問題の 如き も 其の 一 つで あると 思 はれる。 
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水滴の 合流す る 仕方の 統計的 方 則に 關 して は 現在の 物理 學は 殆んど 無能に 近いと 云っても 過言 

ではない" 此れに 類す る 多くの 問題 は 到處に 散在して 居る。 例へば 本誌 (科 學) の 當號に 掲載され 

た 泖三郞 氏の 「割れ目」 の 分布の 問题、 リヒテンベルク 放電 像の 不思議な 形態の 問題、 落下 

する 液 滴の 分裂の 問題、 金米糖の 角の 發 生の 問題、 金屬單 晶のヒ り 面の 發 生に 關 する 問題 叉 少し 

ちがった 方面で は 例へば 河流の 分岐の 様式 や、 樹木の 枝の 配布 や、 アサ リ 貝の 縞模様の 發生 など 

の やうな 極めて 複雜な 問題 迄 も、 問題の 究極の 根底に 横 はる 「形式的 原理」 に は 皆 多少と. も 共通 

な 或 ものが 存在す ると 思 はれる。 卽ち いづれ にも 「安定、 不安定」 の 問題が 係 はって 居る やうに 

見える ので ある U 不安定の 人 込む 多くの 場合 に は 事柄が 統計的 になる ので 從來の 物理 學 から は 鬼 

角 疎外され 勝ちであった。 通例 かう いふ 場合に は 「事柄が 再起 的 reproducible でない から」 と 

いふ ロ實 で、 惜氣 もな く 放棄され て來 たので ある。 成程 從來の 再起 的と いふ 言葉 は 所謂 デ テルミ 

一一 ステ イツ クな 意味での 再起 性 を 意味す る ものであるから、 さう いはれ るの は 一 應は尤 らし いや 

うで あるが、 併し 以上の 所謂 非 再起 的の 場合で も、 統計的の 意味で はちゃん と 決定的 再起 的で あ 

る。 さう して 「方 則 一 も 統計的に は 立派に 存在して 居る ので ある。 翻って 從來の 決定 派の 物理 學 

に 就いて 考へ て 見ても 一 度 肉 服 的 領域 を 通り越して 分子 子 電子の 世界に 入れば 最早 總 ての 事柄 
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は 統計的、 蓋然 的な 平均と 其の 變異 との 問題に ほごされ てし まふ。 のみなら す 今 n では 其の 統計 

的 知識に さ へ も 或る 不可 超 限界が 置かれよ うとして 居る ので ある。 さて 此の やうな 時代に 吾々 が 

物理的 統計 學 につ いて 果して どれ だけの 知識 を 有って 居る かとい ふと、 此れ も 見方によっては 實 

に 食 弱な 知識し かもって 居ない。 所謂 古典的 統計 法が" £ 小 子 物理 學の 大海に 難破 して、 此れに 代る 

新しい 統計が 發明 されても、 其れと 此れとの 關係も それん，、 の 意味 も 中々 吞 込めない。 其れ は 別 

問題と したと ころで、 私の 眼前の 硝子の 水滴の 合流 を 如何に 統計的に 取扱ったら よい かと 思って 

諸文獻 を涉獵 して 見ても 結局 得る 處は 甚だ 少ない ので ある。 それ は 私が 結局 何物 もな ぃ處に 何物 

か を 求めて 居る ためで あらう か。 それが さう ではない 證據 にはち やん と 眼前の 事象が 存在して 居 

る。 卽ち 事象 は 決して 滅茶苦茶に は 起って 居ない。 唯 吾々 が 未だ 其の 方 則 を 把握し 記載し 說 明し 

得ない だけで ある〕 

私が 宅の 洗面所で 日常に 當 面する 物理 學 上の 諸問題 は 未だ 此の 外に も いくつか ある」 例 へ ば 湯 

の溫 度に よって 湯 氣の立 上がる 様子が ちが ふので、 其の 湯氣の 立ち 方で 溫 度の 大凡の 見當 がっく G 

此れに は對 流に よる 渦動の 問題が ある。 又 卞ば滿 たした 金邀の 中央に つ ッ プ の 水 を 注入す る 時に 

水面に 菊花 狀の 隆起 を 生じる 事が ある。 此れ も 亦. 渦動の 一問 題で あるら しい。 乂半 球形の 湯 \ ^茶 冗 


碗に 突然 水 を 放射す ると 水 は 器 壁に 沿うて 走り 上り、 緣 から 外に 傘 狀に擴 がる、 さう していつ 迄 

たっても 茶碗に は 水が 充た されない。 此れに 就いても 流體 運動の 一問 題と して 追究すべき 事柄 は 

いくら も ある。 さう して、 此 等の 問題 は いづれ もェ學 上の みならす 氣象學 や 海洋 學 上の 重 な 諸 

問題と 可也 密接に つ ながつ て 居る こと は 恐らく 說明 する 迄 もな いこと であらう。 其れに も 拘ら. F 

此等 眼前の 問題に 對 して いくらか でも 知識 を 得たい と 思って ライブ ラリ ー を涉獵 しても 滿 足な 答 

解 を與/ て くれる もの は 稀で ある。 さう かと 云って 自ら 此 等の 多くの 問題の どれ もに 手 を 着ける 

こと は 到底 不可能で ある。 それで 私が 今 本誌の 責 重な 紙面 を かりて 此 處に此 等の 問題 を 提出す る 

ことによって、 萬 一 にも、 好 學な讀 者の 誰かに 此の 中の 一 つで も を 取上げて、 假令 僅かな 一 歩 を 

でも 進めて くれる とい ふ 機緣を 作る ことが 出来たら、 其 結果 は單に 私の 喜び だけに は 止まらない 

であらう と a ふので ある。 (昭和 六 年 四月、 科學) 
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像 « 衣靑 


肯 衣 童 女 


木 枯の夜 遲く神 保 町 を 歩いて 居たら、 版镜と 額緣を 並べた 露店の 片隅に 立て かけた 一 枚の 彩色 

石版が 目についた。 靑 衣の 西洋 少女が 合掌して 上 眼に 聖母 像 を 見守る 半身像で ある。 此れ を 見る 

と 同時に 或る 古いな つかしい 記憶が 一 時に 火 をつ けた やうに よみが へ つ て來 た。 木枯に また、 く 

街路の 彩燈の 錦の 中に さまぐ の 幻影が 浮び 又 消える やうな 氣 がする のであった。 

十四 五 歳の 頃であった かと 思 ふ。 其 頃田舍 では 珍ら しかった 舶来の 彩色 石版の 美し さに ひどく 

心醉 した ものであった。 我々 は それ を 「油 鎗」 と 呼んで 居た が、 本當 の油禱 とい ふ もの は 勿論 未 

だ 見た 事がなかった ので ある。 此の 版畫 の油繪 はたし かに 一 つの 天啓、 未知の 世界から 使者と し 

て 一 人の 田舍 少年の 柴の戶 ぼ そに 音づれ たやうな ものであった らしい。 

7 

當時は 町の 夜店に 「覼 きから くり」 が 未だ 幅 を 利かせて 居た 時代で ある。 小 栗 判官、 賴 光の 大 お 


. ば 山 鬼 退治、 阿波の 鳴 ー户、 三莊 太夫の 鋸 引、 さう いった やうな もの ゝ陰慘 に グロテスクな 映畫が 

おびえた 空想の 闇に 浮き上がり、 しゃがれ 聲を ふりしぼる からくり 師の 歌が 力 ン テ ラの 煤と 共に 

亂れ 合って 居た 頃の 話で ある。 さう して 東京 土産の 「江 戶繪」 を 染めた ァ 一一 リン 色素の なまく 

し い 彩色が 未だ 柔か い 網膜 を殘 忍に た. V ら せて 居た 頃の 事で ある。 かう いふ もの に比べ て 見た と 

きに、 此の所 謂 「油^ 一  の S 稚で 明媚な 色彩 はたし かに 驚くべき 發見 であり 啓示で なければ なら 

なかった。 遠い 美しい 夢の 天國が 夕榮の 雲の 彼方から さし 招いて 居る やうな ものであった" 

當 時の 自分の 此の 「油 繪」 の 貧しい コレ クシ ョ ン の 中には 「シ ョ ン の 古城」 があった。 それ か 

ら たしか ルツ ェ ルン かチュ ー リヒ 湖畔の 風景 もあった。 瑞 西の 湖水と 氷河の 幻 は それから 約 二十 

年 の 間 自分 にっき 練って 居た。 さう してた うと う 身 親 し く 其 地 を音づ れる日 が來た のであった が- 

其 時から 又 更に 二十 年を距 てた 今の 自分に は、 此の 油 繪の瑞 西と、 現實 に體驗 した 瑞 西との 間の 

差別の 障壁 は 大方 取拂 はれて しまって、 却って 二十 年 前の 現實が 四十 年 前の 幻像の 中に 溶け込む 

やうに も 思 はれる の である。 

ナポリの 灣內に イタリアの 艦隊の 並んだ 鎗も 一枚あった。 北 リ景に はゲニ ス. ヴィォ が 紅の 焰を^ 

き、 前景の 崖の 上に は イタリア 笠 松が 羽 をのして 居た。 一九 一 〇 年の- 兀日： に 此の.^ 山に 登って 灣 
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像 女 童衣靑 


を 見下した 時には、 矢 張 此の 総が 眼前の 實景の 上に 投射され、 又 同時に 鴨 外の 一， 卽與 詩人 一 の 場 

面が まざ/, \ と映寫 された のであった。 

靜物 がー 枚あった。 テ— ブルの 上に 酒罎、 葡萄酒 の 入った コップ、 半分 皮を剝 い た 蜜柑、 そ ん 

な ものが 並んで 居た。 そして それ は 其 後に 眼で 見た 現實の あらゆる 罎ゃ コ ッ プ や 果物よりも 美し 

いものであった。 凡てが ほの 暗い さう して 底光りの す る 雰圍氣 の 中から 浮 出した 寳玉 の やうな も 

の であった。 

さう して 其 外に  一 ； 靑 衣の 少女の 合掌した 半身像が あった。 此れ は兩 親と 自分との 居間の 楣間 

に揭 げられ たま 、 で 長 い 年月 を經 た。 中學の 同級生の うちで 自分が かう い ふ 少女 像の 額なん か掛 

けて 居る の を 可笑しい と 云って 非難す る もの もあった。 十九の 年に 中學を 出てから 他鄕に 流寓し 

た。 妻 を迎へ て 東京 を 彼方此方と 移り 住んだ C その 間に 年に 一 度位歸 省す る 其 度に 此の 少女 像 は 

昔の 儘に 同じ 楣 間に 同じ 姿勢の ま、 に 合掌して 聖母 像 を 見守って 居た ので ある。 

父が」」 くな つてから 鄕 里の 家 をた、 んだ 時に 此 等の 「油 输」 がどうな つた か。 不思議な ことに 

は 此れに 關 する 自分の 記憶が 全く 空白に なって 居る。 事によると 自分が 家の 始末に 歸る 前にもう 

取 £r 付に 着手して 居た 母の 手で 何かと 一 緒に 倉の 中へ 仕舞 込まれて 今でも 何處 かに 自分の 所有物 
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として 現存して 居る のか、 それとも 雜 品の 中に 交って 屑屋の 手に 渡って しまったの かも 知れない。 

鄕 里の 家 は 人に 借して あるので、 適ぺ歸 省しても、 締切った 儘の 座敷 倉へ 這 人る 機會は 稀で ある ( 

のみなら す此 等の 繪の 事は實 際にもう 永い 間 自分の 識 域の 底 深く 沈んで 居た のであった。 神 田の 

夜店の 木枯の 中に 認めた 此の 靑衣 少女の 一 一重 像 は 此の 殆ど 消えて しまって 居た 記憶 を 一 時に 燃 

え 上らせた。 少女 は 四十 年 前と 同じ 若々 しさ、 あどけな さ を 其 ま、 に 保存して H  メラ ルド 色の 隨 

を 上げて 壁 間の 聖母 像に 見入って 居る ので ある。 着物の 靑も豐 頰の紅 も 昔よりも 却って 新鮮な や 

うに 思 はれる のであった。 

唯 一 臀を與 へた だけで 自分 は 惰性 的に 神 保 町の 停車場 迄來 てし まった。 此の 次に 見付けたら あ 

れを 買って 來 るの だと 思 ひ 付いた 時には、 自分 をのせ た 電車 はもう 水道 橋 を 越えて 霜夜の 北の 空 

を 向って 走って 居た。 昔の 我家の 油 緒 はどうな つた か、 それ を 聞き出す 唯一 の 手が、 り はもう 六 

年 前に 亡くなった 母と 共に 鄕 里の 久萬 山の 墓所の 赤土の 中に 埋もれて しまって 居る のであった。 

其 後 折々 神 保 町の 夜店 を ひやかす やうな とき は、 それとなく 氣を 付けて 居る が、 此の 靑衣 少女 

に はめぐ り會 はない。 夏が やって来た。 夕方 浴後の 涼風 を 求めて 神 田の 街路 を そ ろ 歩きす る 度 

に は 此の 「初 戀」 の 少女の 姿 を 物色す る 五十 四 歳の 自分 を發 見して 微笑す る。 さう して ゥ H ルズ 
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の 短篇 「壁の 扉」 の 幻 覺を想 出しながら、 此の 次に 何時 如何なる 思 ひも かけぬ 時と 場所で 再び 此 

の 童女 像に めぐり 會ふ であらう かとい ふ 可能性 を、 匙の 先で かき 廻しながら 一 杯の 不一 一家の コ ー 

ヒ ー をす  >, るので ある。 (昭和 六 年 九 R: 、雜 味) 


量的と 質的と 統計的と 


古代 ギリシャの 學 者の 自然 觀 照 並に 考察の 方法と 其の 結果に は往々 現代の 物理 * 者、 化學者 

の それと、 小グ、 も範噏 的に は 同樣な ものが あった。 特に ルク レチ ウスに よって 後世に 傳 へられた 

H ピキ ユリアン 派の 所說 中には、 さう いふ ものが 數へ 切れない 程に ある やうで ある。 恐らく これ 

等の 所說 も、 全部が" ィキッ ボス や. デモ タリ トスな どが 創 成した ものではなくて、 もっと/ 古 

い 昔から 朧氣な 形で 傳 はり 進化した もの に 根 を 引いて 居る ので あらう と 想像され る。 しかし これ 

等 哲學者 の 植付け た 種子が 永 い 中せ の 冬眠 期 の 後 に、 急 に 復興し て 現代 科學 の 嫩葉を 出 し 始めた 

の は、 勿論 一般的 時代精神の 發 現の - つの 相に は相逮 ない" しかし 復興 期の 學 者と 古代 希 臘の學 

者との 本質的な 相， ハば 一は、 後者 特に ァ テンの 學 派が 「實 驗」 を賤 しい 業と して 手 を觸れ なかった の 

に反して、 前者が さう いふ Si 昆を脫 却して、 本當の 意味の ヱ キスべ リメ ントを 始めた 點 にある と 
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思 はれる 。ガリ レ ー 、 ト リツ エリ、 ヴ イヴ ィァ 二、 オット—. フォン- ゲ— リケ、 フック、 ボイ 

ル など、 いつ たやうな 人が 甚だ 粗末な 今から 見れば 子供の 玩具の やうな 道具 を 使つ て、 それで 活 

きた 天然と 格闘して、 而 して 驚くべき. 大な 劃期的 實驗を 矢繼 早に 行った のが 抑 もの 始まりで あ 

る 0 

此の 歷 史的 事 實は往 々、「質的の 研究が 量的の 研究に 變 つた 爲に、 そこで 始めて 本 當の科 學が初 

まった」 とい ふ 御題目の やうな 命題の 前提と して 引用され る。 此れ は、 此の 一一 一一 n 葉の 意味の 解釋 次 

第で は 正に 其 通りで あるが、 併し かう いふ 簡單 な、 僅か  一 二 行の 文句で 表 はされ た 事 は le^ 角 誤解 

され 誤傳 される ものである。 一 體に 此の 種類の 誤 傅と 誤解の 結果 は往々 不幸に して 有害なる 影響 

を科擧 自身の 進展に 及ぼす 事が ある。 それ は その 命題が ボピュ ラ— でさう して 傳統 的權 威の 高壓 

を 利かせ 得る 場合に 於て 特に 甚 しいので ある。 

量的と いふ だけなら ば 古代 民族の 天文 學的 測定 は 甚だ 量的な ものであった。 併し 彼等 は 實驗は 

餘 りしなかった。 上記の 科學の 黎明期に 於け る此等 實驗の 中の 或 物 はいくら か 量的と 云 はれ 得る 

もので あつたが、 併し 此 等の 凡て は必 しも 今頃 云 ふやうな 量的ではなかった ので ある。 此の 時代 

として 最 重要であった こと は、 「卵大」 のガラ ス 球に 附 いた 「藁 位の 大きさの」 管 を 水中に 入れて 


「溫 める と」 ぶく/ \ 「泡が 出」、 冷す と 水が 管 中に 一 上る」 ことであった。 また， 銅 球の 中の 

水 を 强く吸 出す と 急に 高い 音を立て、 球が ひしげ たりした 「こと」 であった。 或は 寧ろ かう いふ 

「實 驗」 をして 見ようと 思 ひ 立った こと、 それ を實 行した 事であった。 水が 上る ことが 知られ さ 

へ すれば それが 何寸 上つ たかを 計り 度くな り、 ボ ンプを 引く のに ひどく 力が 要れ ぱ それが 何人 力 

だか 計りた くな り、 さう して それ を 計る 事なら ば 誰に でも 出來 るので ある。 

ガリ レ ー、 ゲ— リケ 以後 今日 迄 同様な ことが すっと 續 いて 跡を絶たない。 ヴ オルタの 電 盆ゃ電 

堆、 ガル，. ヮ 一一 の 細君の 發 見と 云 はれる 蛙の 實驗 いづれ も 質的なる 割 期 的實驗 である。 ォ H ルス テ 

ッ トが 有名な 實驗 をした 時の 彼 自身の 考は 質的に さへ 勘逮 ひし. て 居た。 ル ムフォ ー ドの 有名な 實 

驗は 「水が 沸き さ へ もした」 事に 要點 があった。 ロバ I  • マイヤ ー が フラスコ の 水 を 打 振った 

後に ジ ヨリ ー の 窒へ驅 け 込んで "Ks  iscbtso!" と 叫んだ の は 水が 「温まった」 爲で、 それが 何度 

點何々 上った 爲 ではなかった ので ある。 ン チェ ン 線の 發 見が 學界を 驚かした の は 其の 波長が 

幾ォ ング スト 口  H  —ム あった 爲 ではなく、 さう いふ ものが 「在る」 とい ふこと であった。 ベ タレ 

ル線も 同様であった。 シ ー. ティ ー. ァ —ル. ウィルツ ンの膨 腿函の 實驗が 劃期的であった 所以 

は先づ 何よりも 粒子の 實在を 質的に 實證 した 點 であった。 ラウ H、 菊 池の 實驗 と雖 も、 先づ 第一 
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と 的 計 統と的 質と 的 量 


着に 本質的に 何よりも 大事な こと は 「寫眞 板の 上に あの やうな 點 模様が 現 はれる」 ことであった。 

それが 現 はれた 上での 量的 討究 の 必要と 結果の 意義の 大切な こと はもと より 云 ふ 迄 もない ことで 

あるが、 第 一 義 たる 質的 發見は 一 度、 ，而 して 唯 一 度 選ばれた る 人に よっての みなされる。 質的に 

間違 つ た假定 の 上に 量的に は 正し い 考究 を いくら 積 上げ て も科擧 の 進歩に は 反古 紙し か 貢獻し な 

いが、 質的に 新し いもの 、把握 は 量的に 誤 まって 居ても 科學の 歩みに 一 大 飛躍 を與へ るので ある。 

ダイ ァ モ ンドを 掘り出せば 加工 は あとから 出て 來 るが、 硝子 は 磨いても 寳 石に はならない ので あ 

る 0 

現代の やうに 量的に 進歩した 物理 化學界 で、 昔の やうな 質的 發見は 最早 あり 得まい とい ふ 人が 

あると すれば、 それ は餘り 人間 を 高く 買 ひ 過ぎ、 自然 を 安く 踏み 過ぎる 人で あり、 さう して 餘り 

に 歷 史的 事實を 無視す る 人で あり、 約言 すれ ば科學 自身 の 精神 を 無視す る 人で なければ ならない。 

重大な 發 見の 中で 所謂 Residual  phenslKnla の 研究から 生まれる ものが ある。 此等は 勿論 非常 

に 精密なる 最高級の 量的 實驗の 結果と しての み 得られる ものである。 たと へ ば餘 りに 有名な ルヴ 

H リ H の 海王星に 於け る、 レ ー リ— の アルゴンに 於け る 如き ものである。 又 近頃の 宇宙線 (COS- 

1 一 lie  ray) の 如き もの もさう である。 此 等の 發 見の 重大な 意義 はと 云へば、 それ 等の もの、 精密 
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なる 數値的 決定より 先に 其 等の ものが 一 在る， 一 とい ふこと を 確立す る ことで ある。 尤も 其 爲には 

精密な 計畫 と行屆 い た 考察な し に は 手 を 出 せない こと は 云 ふ 迄 もない ことで あ るが、 其 際 得る 數 

字の 最高 精度 は少 くも 最初に は必 しも 問題に ならな いので ある。 面白い ことに は此 種の Residual 

effect の は屢、 、それが 「發 見. 一 される よりす つと 前から 多くの 人の 二つの 開いた 眼の 前にち やん 

と 現在して 眼に 觸れて 居ても、 それが 「在る」 とい ふ 質的 事 實を掘 出し、 しっかり 把握す る 迄に 

は 中々 永 い 時 を 待たなければ ならな い ので ある。 此れ は 畢竟 量 を 見る に 急な 爲に質 を 見る 眼が く 

ら むので あり、 雜 魚を數 へて 吞 舟の 魚 を取遁 がすので ある。 又 面白い ことに は、 物理 學 上に 於け 

る 劃期的の 理論で も、 殆ど 皆 其の 出 發點は 質的な 一思 ひ 付き，」 である。 近代の 相對性 理論に して 

も、 量子 カ學 にしても、 波動 カ學 にしても 基礎に 橫 はる もの は 殆ど 哲學 的、 或は 質的なる 物理的 

考察で ある。 此れな しに は 如何な る數學 の 利器 を 如何 に 驅使 し て も 結局 何物 も 得られ ない こと は、 

寧ろ 初めから 分った ことで なければ ならない" 實際此 等の 理論の 提出され た當 初の 論文の 形 は 或 

意味に 於て は 殆ど 質的の ものである。 それが 量的に 一 部 は 確定され 一 部 は 修正され るのに は 矢 張 

可な りに 永い 月日 を 要する ので ある。 

勿論 質的の 思 ひ はきだけ では 何にも ならない こと は 自明 的で あるが、 又 此れな しに は 何も 生れ 
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ない こと もより 多く 自明 的で ある。 西洋の 學界 では 此の 思 ひ 付き を 非常に 尊重して 愛護し、 保有 

し、 又 他人の 思 ひ 付き を 尊重す る學 者が 多い ので あるが、 我 邦で は その 傾向が 少ない やうで ある" 

1 唯の 思 ひ 付きで ある」 とい ふ 批評ば 多く 非難の 意味 を もって 使 はれる やうで ある。 思 ひ 付き は 

矢 張 愛護し 助長させる ベ き であら う。 

此等は 極めて 平凡な ことで ある。 それに 拘ら す玆で わざく かう いふ こと を 事新しく 述べ 立て 

るの は、 現 時の 世界の 物理 學界に 於て 「全て を 量的に. 一 とい ふ 合言葉が 往々 甚 しく 誤解され て 行 

はれる 爲に 凡ての 質的なる 研究が ensurag. (- される 代りに 無 批評 無條 件に dis き ui.a.l;e せられ、 

叉 一 方で は 量的に 正しく； W し 質的に は餘 りに 著しい 價値 のない やうな ものが 過大に 尊重され る や 

うな^ 向が、 いつでも 何處 でもと いふ 譯 でない が、 折々 は 所々 に 見られ はしない かと 疑 ふからで 

ある。 その 爲に、 物理的に 見て 如何に 面白い もので あり、 又 それ を 追求 すれば 次第に 量的の 取扱 

を 加へ 得る 見込が あり、 さう した 後に 多くの 良果を 結ぶ 見込の ありさうな もので あっても、 それ 

が單に 現在の 形に 於て 質的で ある ことの 一. 罪」 のために 省みられす、 或は かへ つて 忌避され る や 

うな ことがあり はしない か、 かう いふ こと を 反省して 見る 必要 はあり はしない か。 

寧 ろ さ う い ふ 研究 を 獎勵す る ことが 學 問の 行詰り を 防ぐ 上 に有效 であり はしない か。 
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勿論 多くの 優秀なる 學徒達 は 何も わざ/ \ さう いふ 質的の、 容^な やうで 實 はむ づ 力し ぃ實驗 

など を やらなくても、 立派に 量的であって、 しかも 面白くて 有益で ある やうな 研究に 從事 する 方 

が 賢明で あり 能率が 良い と考 へる であらう し、 又 それ は 正に その 通りで ある。 それだけ ならば 何 

も 問題 はない ので あるが、 併し 若し さう いふ 人達が 假り にさう いふ 人達と は反對 にわ ざ/ \ 難儀 

で 要領 を 得ない 質的 研究 をして 居る 少数な 人達の 仕事 を、 意識的、 乃至 は 無意識的に discourage 

し 或は 積^的に 阻止す る やうな ことが、 たまにな らば 兎も角、 學界 一般の 風 をな す やうな ことが 

あつたと すれば どうか、 さう いふ 事が 實際 にある かない か。 此れ もー應 反省して 見なければ なら 

ない。 

a 代に 於て 行 はれて 居り 或は 行 はれ 得べき 質的 研究 は必 しも 初めから 有益で あり 面白い と は 限 

ら ない。 十中八九 は實際 恐らく 何等の R 立った 果實を 結ぶ ことなく！ ，^.54 の 闇に 葬られる かも 知れ 

ない。 しかし さう いふ もの はいくら あっても、 決して 科學の 進歩 を 阻害す る 心配 はない ので ある- 

科學 とい ふ靈 妙な 有機 體は 自分に 不用な もの を 自然に 淸箅し 排泄して、 唯 有用なる ものの みを攝 

取し 消化す る 能力 を もって 居る からで ある。 併し もしも 萬 一 此等 質的 研究の 十 中の 一 から 生れ 得 

ベ き 健全なる もの 丄明 芽が 以上に 假 想した やうな 舉 風の 嵐に 吹き ちぎられて しま ふやうな 事が あ 
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り、 或は 少しの 培養 を與へ さ へ すれば ものになる ベ きもの を 水 を やらない 爲に 枯死 させて しま ふ 

やうな ことがあった としたら、 それ は 鬼 も 角 も 科學の 進歩 を假令 一時で あっても、 遲滯 させる と 

いふ だけの 惡ぃ 效果は あるで あら ゲ。 さう いふ 事が 現代に あるかな いか を 考慮して 見る 必耍 はな 

いで あらう か。 眞逆 それ 程の こと はない としても、 それに 似た 傾向 はあり はしない かを考 へて 見 

る 方が よく はない か。 

すっと 昔から 質的に しか 知られて 居ない やうな 現象の 研究に は 通例 異常な 困難が 伴 ふ。 結局の 

目的 は 矢 張 此等を 量的 分析に かける にある が、 現象の 如何なる 相貌 をつ かまへ て 此れに 其 やうな 

分析 を 加 へるべき かの 手 掛りを 得る に 苦しむ のが 常で ある 。それが 困難で あれば こそ 從來の 自然 

探究者から 選み 殘 され 繼子极 ひに されて 昔の ま 、に 吾々 の 眼前に その だら しのない 姿を橫 たへ て 

居る ので ある。 併し 一 方で は 又、 誰も さう いふ 現象の 量的の 取扱が 不可能 だとい ふことの 證明を 

した 人 もない ので ある。 「永久 運動， 一 や 一角の 三等 分」 の 問題と は 自らち がった 範# に屬 する も 

の である こと は 明で あると 思 はれる。 

かう いふ 種類の 問題の 一例 は、 御 馴染の リヒ テン ベルグの 放電 像の それで ある。 此の 人が 今 か 

ら百 何十 年 前 に 此の 像 を 得た 時 に は 多分 當時 の 擧者 の 眼 を 驚か せた に 相違な いので あるが、 それ 
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が 其 後の 永い 年月の 間に 唯 僅少な 物好きな 學者 達の 手で 幾度と なく 繰 返され、 少 しづ 、量的 分析 

へ の覺 束ない 歩み を はこんで 居た だけであった。 やっと 近年に なって 此の 現象が 電氣 動力 線の 瞬 

時 的 高壓の 測定に 利用され さう だとい ふので 若干の ヱ ンヂ 一一 ァ ー によって 應 用の 方面の 見地から 

取扱 はれ はした が、 それ も 本質的に 物理的な 意味で は 何等の 果實を 結ぶ こ ともなし に 終って 居る 

やうに 見える。 さう して 此の 現象の 物理的 本性に 就いては 勿論 色々 の 解說も あり、 或 程度 迄は說 

明され たと 信ぜられて 居る ので あるが、 現在 迄の 所では 唯從來 他の 方面で よく 知られた 事 |< を 適 

用して、 それだけで 說 明し 得られる 限りの 問題 だけに 觸れて は 居る が、 あの 不思議な 現象の もつ 

と 本質的な 根本 問題に つ いて は、 敢て 試みに でも 解析の メ スを 下さう とする ことが 稀で あるの み 

ならす、 其の 問題の 存在と 其の 諸相 を 指摘しょう とする 人 もない やうに 見える ので ある。 今日で 

もま だ 奇妙で つまらぬ もの 、 こと を 「リヒ テ ンべ ルグの やうな」 とい ふ 言葉で 云 ひ 現 はす 人 さ へ 

ある やうで ある。 此れ も尤な ことで ある。 

かう いふ 種類の 現象 は 分類 的に 見る と 大抵 事柄が 偶然 的に 統計的であって、 古典的 物理 學の意 

味に 於て deteriiiinistic でない やうな 部類に 馬して 居る ので ある。 

統計的 數卞 を取极 ふこと が 「量的」 であるか ないか、 從來の 占 典 物理 學で謂 ふ 所の 量的で ある 
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二い か、 此れ は 議論に もなら ないやうな 事で あるが、 併し 事實上 往々、 例へば 地球 物理 學の問 

題に 於け る 統計的 研究 は 物理 學 上の 量的 研究と は 全然 別種の ものと 見做され、 どうかす ると それ 

が 可也 有益で あり 興味 ある もので あ ひても、 「統計的 だから」 とい ふ譯を もって 物理的なる もの 、 

圏外に 置かれ、 さう いふ 仕事 を 行 ふ 人達に は 「統計 星」 なる 餘り 愉快で ない 名前が さづ けられる 

場合 もあった。 實際 多く は 統計 星であった かも それ はわから ない。 しかし さう いふ 事實 からして- 

統計的 研究 --— 物理 學方 法論から 見た 一 つの 方法と しての 11 が 本質的に 無價 値なる が 如き 「感 

じ， 一 を與へ る やうになる としたら、 それ も 又 憂 ふべき ことで ある C 

近代 物理 學 では 實際 統計的 現象の 領土 は 次第々 々 に擴 張され て來 た。 さう して 古い 意味で の 

deterministic な 考へ方 は 一 つの 假 りの 方便と してし か 意味 を もた なくなって 來た。 同じ 原因 は 

同じ 結果 を 生す ると い ふ 命題 は、 「同じ J と い ふ 概念の 上に 蒎 ひか 、つた 黑 雲の 爲 に焦點 を 外れた 

寫眞の やうに 漠然たる 言 詞 となって 來た。 此の やうな、 此れに 關聯 した あらゆる 物理 學 概念の 根 

本 的な 革命 は Reproducibility とい ふ 概念に も 根本的な 革命 を责 したやう に 見える。 今迄 はなる 

ベ くなら 避け 度く 思 つ た 統計的 不定の 渾沌の 闇の 中 に、 統計的 に のみ 再現 的な 事 實と方 則と を 求 

める やう に 餘儀 なくされ たので ある。 しかも さう いふ 場合の 問題の 解析に 必， 要な 利器 は 未だ 極め 
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て 不備であって、 正に 此れから 始めて 製造に 取り か、 るべき である。 此の やうな 利器の 或 もの は 

旣に 偉大な 現代 擧 者の 手で 創 成された と は 云へ、 此れで 凡てが 終った と はどうしても 考 へられな 

いやう である。 

かう い ふ 時代 に 於て 、 それ 自身 だけ に 委せ てお くと 鬼 角立 祜 になり M 勿い 理論 に 生命の 水を灌 ぎ、 

行詰りに なり =NW い 抽象に 新しい 疏通孔 を あける に は、 矢 張 色々 の 實驗が 望ましい。 それに は 行 ひ 

古した ことの 精査 もよ いが、 又 別に 何 かしら 從來 とは餘 程ち がった 方面 をち がった 眼で 見る やう 

な 實驗的 研究が 望ましい。 殊に 此の 眼前の 生きた 自然に 於け る 現實の 統計的 物理現象の 實證的 研 

究 によって、 凡そ 自然界に 如何に 多様なる 統計的 現象が 如何なる 形に 於て 統計的に 起って 居る か 

を、 出来るならば 化 端から 虱 滑し に 調べて 行って、 さう して 其 等の 現象の 中に 共通なる 何物 か を 

求める ことが 望ましく 思 はれる。 さう いふ 共通な ものが 果して あるかと いふ 疑に 對 して は、 從來 

の 物理 學 から 見て 丸で 異る 方面の 現象と 思 はれる もの、 間に、 少 くも formal な 肖 似の 著しい も 

の 、ある こと は 多くの 人の 認める ところで あらう。 少 くも 肖 似して 居る と 多數の 人に 思 はせ る や 

うな 何物 か、 にある こと だけ は 確で ある。 此の 何物 か は 何で あるか。 それ を說 明すべき 方 則 は 未だ 

何人も 知らないの である。 併し 鬼 も 角 も 何 かしら 一 種の 方 則な しに、 どうして 一 體 さう いふ 事が 
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起り 得る であらう か。 

比の 難儀の""^ 通の 黑 幕の 背後に 控 へて 居る もの は、 吾々 の 此の 自然に 起る 自然現象 を 支配す る 

未知の 統計的 自然 方 則であって、 そん は -I 若し 甚 しいさ 想 を 許さる 、ならば —— 熱カ學 第一 一方 

刑の 統計的 解釋に 比較 さるべき 種類の もので はあり 得ない か。 マ クスゥ ニル、 ボルツマン ァ ー 

レ 二 ウス 等を惱 ました 宇宙の 未来に 關 する 謎 を 解くべき 鍵と しての 「第三 第 四の 方 則 一 がそ こに 

もしゃ 隱れて 居る ので はない か。 

此の やうな 可能性への 探究の 第一歩 を 進める 爲の 一 つの 手掛り は、 上記の 如き 統計的 質的 現象 

の 周到なる 實驗的 研究と、 其れの 結果の 質的 整理から 量的 決算への 道程の 中に 拾 ひ 出され はしな 

いで あらう か。 

要するに、 從來の 所謂 統計 物理 學は 物理 學の 一方の 庇 を 借りた 寄生 物であった ので あるが、 今 

では 此の 店子に 主家 を 明け渡す 時節が 到来し つ 、あるので はない か。 本 當の新 統計的 物理 學は此 

れ から 始まるべき ではない か。 此れ は 勿論 筆者の 甚だ 氣 じみた 空想で あるか も 知れない が、 鬼 

も 角 も 多くの 人の 少 くも 一 應は 考慮しても よい 事で はない かと 思 ふので ある。  3 

最 麦て 序ながら 私が 近頃 出逢った 面白い 經驗 を兹に 誌して おかう。 それ は 或る 會 合の 席で ブラ 2 


ンク トン の 調査に 關 する 講演 を 聞いた 時、 「今囘 の 吾々 の 調杳は 未だ 單に 量的であって 質的 の 點 

化-は 進んで 居ない」 とい ふ 一一 一一 n 葉を聽 いて 愕然として 驚いた のであった。 物理 學 者に はいつ でも 最 

初が 質的で 次に 量的が 來 るのに、 兹 では それが 正反對 なので ある。 併し あとでよ く考 へて 見る と、 

物涯 でも 矢 張 ブラ ン タト ンと 同様な もの を、 水 產學に 於け ると 同様に 取扱つ て 居る こと は 少しも 

珍しくない。 つい 近く 迄 吾々 は 鐵の彈 性と か 磁性と かいふ こと を 平 氣で言 つて、 その 「鐵」 を 作 

る 微晶ゃ 固 溶 體のプ ランク トンの 人別 調べ は 略して 居た。 何萬ボ ル ト の 電撃と い ふ 一 語で あら ゆ 

るサ ー ヂの形 を 包括して 居た。 放電 間 と 電位差と 全 荷電と が 同じなら ば 凡ての スパ ー クは 同じ 

として 數 へられた。 卽ち 吾々 は 矢 張 量 を 先にして 質 を 後に して 居た のであった。 此の 或 日の 經驗 

は 私 に 有 で あ つ た。 吾 々 が 平生 餘り に 簡單に 質的 量的と い ふ こと を考 へ 過ぎて 居る とい ふこと 

を 痛切に 反省 させられた のであった。 

以上 未熟な 考察の 一 部 を 誌して 貴重なる 本誌の 紙面 を 汚し 讀 者から の^を 招く であら. つ こと を 

恐れる。 紙 數の限 ある 爲に 意を盡 さない 點の 多い の を遣憾 とする" 唯 量的に 餘 りに 抽象的な、 や 

. ^も すれば 知識の 乾物の 貯藏 所と なる 恐れの ある 學界の 一隅に、 時々 は-水 遠に 若い 母なる 自然の 
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^：^を通はせる ことの 必耍を今更らしく强調する爲にこんな^辭を連ねたに過ぎな い ので ある.^ 若 

くて 暢氣で 自由な 頭腦を 所有す る學生 諸君が 暑苦し い 硏學の 道程で 餘 りに 濃厚に なった であらう 

と 思 はれる 血液 を 少しば かり 薄める 爲の 一杯の ソ ー ダ水 として、 或は 叉ァカ デ、、 、ッ クな 精白米の 

滋味に 貪 飽きて 一種の. ウイ タミ ン缺乏 症に 罹る 恐れの あるときの 一 匙の 米糠 位の つもりで 此の 一 

篇の 所說の 中に 暗示され た 何物 か を 味 はって 貰 はれ" ば、 筆者の 望外の 仕 合せで ある。 

(昭和」 ハ年十 =«、 科學) 
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此 ご ろ 時 々 寫眞機 を 提げて 新 東京 風景 斷片 の 採集に 出掛ける。 技術 の 未熟な ため に 失敗ば かり 

多くて 獲物 は 甚だ 少ない。 しかし 寫眞を 撮らう とい ふ 氣で街 を 歩いて ゐ ると、 今まで は 少しも 氣 

の 付かす にゐた 色々 の 現象 や 事實が 急に 服に 立って 見えて 來る。 つまり 寫眞機 を 持つ て 歩く の は、 

生來持 合せて ゐる 二つの 眼の 外に、 もう 一 つ 別な 新しい 眼 を 持って 歩く とい ふこと になる ので あ 

る 0 

顕微鏡 も、 矢 張 我々 の 眼の 外の もう 一 つの 眼で ある。 此の 眼で 手近な 平凡な もの を覼 いて 見る 

と 自分の 居る 周圍の 世界が 急に 全然 別物の やうに 見えて 來る。 此れ は 物の 尺度の 相違から 來る觀 

の 相違で ある。 寫眞 機の 眼の 特異性 は 此れと はまた 大分ち がった 方面に ある。 此の 眼 は 先づ極 

端な 色盲であって 現實の 世界から あらゆる 色彩 を 奪って しま ふ。 さう して 空間 を 平面に 押し ひし 
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いでし まふ。 さう して、 その上に その 平面の 中の 或る 特別な 長方形の 部分 だけ を 切り 祓いて、 殘 

る 全部の 大千 世界 を惜氣 もな くむ ざく と 捨て 、しま ふので ある。 實に亂 暴に 贅澤な 眼で ある。 

それだけに、 ならう 事なら その 限られた 長方形の 中に、 切り捨てた 世界 を も 一緒に 押し 縮めた や 

うな もの を收 めた くなる ので ある。 それ だから、 カメラ を 提げて 秋晴れの 郊外 を 歩いて ゐる 人達 

は 恐らく 幾 平方 極の 紙片の 中に 全武藏 野の 秋を壓 縮して 持って来る つもりで 歩いて ゐ るので あら 

う。 少 くも 自分の 場合に は 何枚 かの 六 X 九 極の コダック . フィル ムの 中に 一 九 三 一 年に おける 日 

本文 化の 縮 圖を收 める つもりで 歩く ので あるが、 中々 さう うまく は 行かない。 しかし さう いふ 積 

りで、 この 特別な 眼 を ぶらさげて 歩いて ゐる だけで も 可な り 多くの 發見 をす る ことがある。 

手近な 些 末な 例 を擧げ ると、 銀座の 裏 河岸の 或 町の 片側に 昔風の 荷車が 十臺 ほど もやら りと 並 

ベて おいて ある、 その 反對 側に はォ 1 'ト バイが これ も 五、 六臺 ほど 並んで 置かれて あった。 その 

平凡な 光景が カメラの 眼から は 非常に 面白く 見える のであった。 昭和 通りに 一 一つ 並んで 建ち か 、 

つて ゐる大 ビル ディ ングの 鐵骨搆 造 を ねらった ピ ントの 中へ 板 橋 あたりから 來 たかと 思 ふ 駄馬が 

顏を 出したり、 小さな 敎會 堂の 門前へ 隣の カフ H の 開業 祝の 花環 飾りが 押 立て チ あったり、 また 

日本 一 モダ I ンなシ ョ ー ウイ ン ドウの 前にめ ざしの 頭が 二つ 三つ ころがって ゐ たりす るの も 矢 張 
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力 メ ラの眼 を 通して 得られた 小さな 發 見であった。 

かう い ふ 眼 を もって 見て 歩いた 新 東京の 市街 ほど 不思議な 市街 は 恐らく 世界中 何 處を搜 しても 

ないで あらう。 極端な 古い ものから 極端な 新しい ものまで が、 平氣で 極めて 當り 前な 顔 をして 隣 

合 ひ 並び 立って、 仲よ く 賑やかに 一九 三 一年ら しい 東京 ジャズ を 奏して ゐ るので ある。 かう いふ 

ものに 永い 間 馴らされて 來た 我々 は 最早 それ 等から 不調和と か 矛盾と かを感 する 代りに、 却って 

その 間に 新しい 一種の 與趣 らしい もの を 感じさせられ るので あらう。 現代人 は 相 生、 調和の 美し 

さは 最早 眠 氣を誘 ふだけ であって、 相剋 爭鬪の 爆音の 方が 古典的 和絲 などよりも 遙に 快よ く 聞か 

:d るので あらう。 さう い ふ 爆音 を 街頭に 放散して ゐる もの \隨 一は カフ ヱ ゃバ ー の 正面の 装飾 美 

術で あらう。 丁度 色々 な 商品の レッテル を 廓 大して 家の 正面へ 貼付けた とい ふ 感じで ある。 考へ 

やうで は 中々 美し いと 思 はれる の も ある が^し 何れにしても 實に 瞬間 的な 存在 を 表象す る やうな 

ものば かりで ある。 この やうな 珍ら し い 現象の 記錄を それが 消えない 今の 內に宽 集して おくの は 

切手 や マ ツチの レツ テルの i 集より は 有意義で あらう と 思って ゐ たが、 近刊の 板 垣 鷹 穗氏著 ー藝 

術 的 現代の 諸相」 の 中に、 此の やうな 宽 集の 一部が 發 表されて ゐ るの を 見て 成程と 思 ふので あつ 

た。 これ 等の 特殊な インス ザチュ ー ショ ンの 名前が 叉實に 興味 ある ものであって、 これ も 記錄し 
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てお く價 値が ある。 近頃 見かけた 珍ら しい もの - 一 つと して はサ ン ス ク リツ トで 孔雀と いふ 意味 

の 言葉 を 人口の 頭上の 色 硝子 窓に デ ヮナ ガリ ー 文字で 現 はした のさ へあった。 ダミ了 ン ティ ゃシ 

ャ ク ン タラ の やうな 妖 姬がサ —ヴ する かと 思 はせ るの も 面白い。 

かう いふ もの、 並んで ゐる 間に 散點 して また 實に 昔の 儘の 日本 を 代表す る 鹽煎 餅屋 や 袋物 屋 や 

藝者屋 の 立派に 生存して ゐ るの も 矢 張 印晝記 錄の價 値が 十分に ある。 

六國史 など を讀ん で、 奈良 朝の 昔に 支那 文化の 洪水が 當 時の 都 人士の 生活 を 浸した ころの 狀態 

を 色々 に 想像して 見る と、 恐らく 今の 東京と 可な り 共通な 現象 を呈 して ゐ たので はない かと 思 は 

れる ことが しば z\ ある。 惜しい ことに そのころ の寫 眞が殘 つて ゐ ない。 しかし そのつ もりで 後 

れ の 風俗 繪卷物 で も 細か に 研究し て 見たら 矢 張 各 時代 に 同様な 現象 を發 見す るので はない かと も 

想像され る。 

鳥 羽 僧正の 鳥 獸戲畫 など も當 時の ス ポ ー ッゃ 色々 の享樂 生活の カリ カチ ュ 了 と 思つ て 見れば こ 

の 儈正は 矢 張 一 種の カメラ を 提げて 歩いた 一 人であった かも 知れない。 この 僧正に アメリカ 野球 

選手との 試合 を記錄 させなかった のは殘 念で ある。 

新 東京の 街路 や 河岸に 立って、 ありと あらゆる 異種の 要素の 細かい 切片の 入り 亂れた 光景 を 見 
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ると きに、 私 は 自然に 日本 帝 園の 地質 圖を思 ひ 出す。 色々 の 時代の 色々 の 火成岩 や 水成岩が 實に 

細かぃきれ-^ になって綴れの錦を織出してゐる。 この 事實は 一 方で は 地震 や 火山の 多い ことと 

も關 係す るが、 一方で はまた 日本の 風景の 多種多様な こと や、 ひいては また 國々 の 鄕土的 色彩の 

變 化の 多い ことと も聯關 して ゐ ると 思 はれる。 我々 の 祖先から 住み 古した この 國 土の 地質 自身 か 

らが旣 にあら ゆる 世界中の もの、 縮圖 的に 出来て ゐ るので はない か C その上に、 人種の 上から 考 

へても、 灰色の 昔から、 日の出る 方 を 求めて 世界の あらゆる 方面から 自然に この 極東の 島 摸國に 

集中した 種族の 數は 決して 二通り や 三 通りでなかった であらう とい ふこと は、 我々 の 周 園の 人々 

の 顔の 中に ギリシャ 型、 口 ー マ 型、 ユダヤ 型 を はじめ インディアン 型、 マ レイ 型、 エス キモ ー 型 

から 一一 グ 0 型まで 悉く 標本 的に 具備して ゐ ると いふ 簡單な 事實 からで も 想像され る。 あらゆる 民 

族の 中の 勇敢な 進取 的な 連中が 自然に 寄り集まって 出 來た國 だと すれば、 日本 は 世界中で 一 番ぇ 

ら ぃ國 でなければ ならない 害で ある。 

それ は 疑問と しても その上に まだ 山川 風土で ありと あらゆる 多様の タイプ を 具備して ゐる。 實 

際 千島 樺 太の 果 から 臺 灣の果 まで 算 へれば、 氣 候で も先づ 文化 民の 生活に 適する 限り 一 通り は 揃 

つ てゐ る。 かう い ふ 入 らし い 千代紙 式に 多様な 模様 を染 付けられた 國の 首都と して の 東京 市街で 
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あって 見れば、 玩具 箱 や 塵芥 箱 を 引っくり返へ したやうな 亂雜 さ、 乃至 は 綴れの 錦の 美し さが 到 

處に 見出されても それ は 別に 不思議な ことで もなければ、 慨 する にも 當ら ない ことで あるか も 

知れない。 そして 恐らく 古い 昔から 贤 質的に は 今と 同じ 狀 態が 何遍と なく 少し づ 、ちがった 形式 

で 繰 返されながら、 あらゆる 異種の 要素が 自ら 消化され 同化され、 無秩序の 混亂 から 統 整の 固有 

文化が 發 育して 來 ると、 假令 誰が どんなに 骨 を 折って 見ても、 日本 全體を 赤色に しろ 白色に しろ 

唯の 一色に 塗り つぶさう とい ふ 努力 は 結局 無效に 終る であらう と 思 はれる。 それに は先づ 日本の 

地質から 氣 候から 改造して か、 ら なければ 恐らく 出来ない 相談で あらう。 日ごろから 懷 いて ゐた 

こんな 考が 昨今 カメラ を 提げて 復興 帝都の 裏 河岸 を 歩いて ゐる 間に 更に いくらか でも 保證 される 

やうな 氣 がする ので ある。 

西洋 を 旅行して ゐる 間に 出會ふ 黄色い 顔 をした 人間が 日本人で あるか 支那 人で あるか を 判斷す 

る 一 つの 簡單な 目標 は 寫眞機 を さげて ゐ るか ゐ ないかで あると いった 人が ある。 當否は 別と して 

面白い 話で ある。 一 體 日本人ぐ らゐ 所謂 風景に 對 して 關心を もつ 國 民が 他に あるか どうか 自分に 

は 疑 はしい。 文人 畫の 元祖で ある 中華 民國 でも、 美術の 本場で ある フランス でも、 一般 人士の 間 

に 果して 日本の 老幼 男女に 共通な 意味での 好い 景色 を 賞觀 する 心 持が あるか どうか 判らない。 少 
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くも ァ メリ 力の 百 萬 長者が ァ ルプス の { 仝氣と 光線に 健康と H ネル ギ ー を 求めて 歩く 間に、 多くの 

日本人の 觀光客 は その外に おまけと して 山水の 美の 中から 日本人ら しい 詩 を 拾って 歩く であら ケ。 

さう して、 もう 一 つのお 土産に は 思 ひ-— の カメラ の 眼に ァ ルプ ス の 魂を壓 縮して 持歸 らうと す 

るで あらう。 

年中 同じ 天 氣の國 では 天氣 とい ふ 言葉が 無意味で あると 同じ やうに、 何處 まで 行っても 同じ や 

うな 景色ば かりの 國に生 ひ 立った 民族に は 風景と いふ 言葉 は 存在理由がない はすで ある。 シべ リ 

ァ の 農民 や モ ンクナ の 印度人に この 言葉が あるか どうか 聞いて 見たい。 英語 や ドイツ語 ゃフ ラ ン 

ス 語の 風景と いふ 言葉に しても、 それが 我々 の いふ 風景と 果して 何處 まで 內容 的に 一 致す るか も 

研究に 値する。 それ は いづれ にしても、 日本の やうに 多種多様な 地質 氣 候が 僅かな 距離の 範圍內 

で錯雜 した 國 であって こそ、 はじめて 風景と いふ 言葉が 本當に 生きて 働いて 來る やうな 氣 がする 

ので ある。 かう い ふ 風景 國 日本に 生れた 旅客に 力 メ ラ が缺 くべ からざる 侶伴で あるの も 不思議 は 

ないで あらう。 

親讓 りの 眼 は物覺 えが 悪い ので 有名で ある。 朝晚に 見て ゐる懷 中 時計の 六 時が どんな 字で 書い 

て あるかと 人に 聞かれる と まごつく くら ゐ であるが、 寫眞の 眼く らゐ 記憶力の すぐれた 眼 もまた 


292 


てげ 提を ラメ 力 


珍ら しい。 一秒の 五十 分の  一く らゐな 短時間に でも あらゆる もの をす つかり 認めて 一度に 覺ぇ込 

ん でし まふので ある。 

その上に 我々 の 一 一つの 眼の 網膜に は 映 じて ゐ ながら 心の 眼に は 少しも 見えなかった もの をち や 

んと 克明に 見て取って 細かに 覺 えて ゐ るので ある。 例へ ばシ ョ ー ウイ ン ドウの 內の 花を寫 すつ も 

りで 撮った 寫眞を 見る と、 撮る つもりの 夢にもなかった あらゆる 街頭の 人影の 反映が 寫 つて ゐる 

の である。 盛り場で 或 人が 何の 氣 なしに 撮った 寫眞に 掏摸が 椋鳥の 懐へ 手 を 人れ たのが ちゃんと 

寫 つて ゐ たとい ふ 話 を 聞いた こと も ある。 

記憶の い 、寫眞 の 眼に もしく じり は ある。 

飛行船が 北氷洋 上で 水 原 を 撮った 寫眞を 現像したら 思 ひも かけぬ 飛行機の 氷の 上に 橫 たはる 姿 

が 現 はれた ので、 これ は 屹度 先年 行方不明 になった 有名な 老探檢 家の 最後 を 物語る もの だら うと 

いふ 事に なった が、 よく，， ^調べて 見る と、 これ は寫眞 技師が うっかり 一枚の フィルムに 二度 寫 

し を やった ために、 平凡な 無事な 飛行機の 幽靈が 極北の 氷 上に 出現した ことにな つたの ださう で 

ある。 我々 の 記憶に はこん な 失策 は 有り勝ち であるが、 此の やうな カメラの 思 ひち が ひ は 珍ら し 

い。 活動 映 畫のォ ー ヴァ ー ラップの 技巧 はつ まり 故意に 此の カメラの 記憶の アベ レ ー ショ ンを利 
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用 z て觀 客の、 レの アベ レ ー ショ ン を誘發 しょうと する ので あらう。 此 ごろの アサ ヒ グラフの 表翻 

裏に 出て 居る 一 一重 寫 しのお 慰みの 當て ものな ど は 一 番 罪が 淺ぃ 方で あらう。 

カメラ を 提げて 歩いて 居る 途中で 知人に 會 つて 一寸 立 話 を するとす る。 そのと き、 相手の 人に 

よると 自分の カメラ を 提げて ゐる ことな どに は餘 り無關 心な やうに 見える が、 また 人に よると、 

何よりも 第一 にす ぐ寫眞 機に 眼 をつ ける 人 も ある。 同病 相 憐れむ 所以で あらう か。 

銀杏の 黄葉 は 東京の 名物で ある。 しかしい くら 撮っても 寫眞に は あの 美し さは 出し やうがない ハ 

その 銀杏 も 次第に 落葉して、 箒 をた てた やうな 梢に NW の 木 枯がィ オリ アン ハ ー プを かなでる の 

も 遠くない であらう。 さう なれば 自身の 寒がりの カメラ もしば らく 冬眠 期に 入って 来年の 春の 若 

芽の 萌 立つ ころ を 待つ ことになるで あらう。 广 昭和 六 年 十一 n、 大阪朝 Hffe し 


294 


生 先 田 蓑 


蓑 田 先生 


明治 一 一 十七 八 年の 頃 K 市の 縣立 中擧 校に 新しい 英語の 先生が 赴任して 来た。 此の先 生が 當 時の 

他の 先生 達に 比較して あらゆる 點で 異彩 を 放って 居た。 第一 に 年が 若くて 生徒 等の 兄さん 位に 見 

えた。 さう して 年取って 黑く 萎びた 先生 や、 堂々 とした 鬚 を 立てた 先生 等の 中に 交った 此の 白面 

無 鬚の 公子の 服装 も 著しく ス マ ー トな ものであった。 ズボンの 折目が いつでも キチ ンと 際立って 

居る だけで も周圍 のく た/ \ の ホ— ズとは 類 を 異にして 居た。 さう して 敎員窒 から 敎 場へ 来る 迄 

の 廊下 を必す 帽子 を かぶり、 冬なら 外套 を 着て 歩いて 来た。 敎 場へ はいって から 其の 黑ぃ 中折帽 

子 をと つて 机の 上に おき、 寒い と 外套 は 着た ま \ で 授業 を 始める のであった。 金緣の 眼鏡 を 一 つ 

しゃくり 上げて さう して 劇しく 眼ば たきをして 「ゥ H ル ：：： 」 といって 始める のであった。 

生徒 等 は、 此の 未だ かって 見た ことのない タイプの 先生 を、 どう 取扱って よい かに 迷った やう 
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に 見えた。 尊敬して よいの か、 輕 蔑して よいの か 見當が 付かなかった 程に 此の先 生の 身 邊を不 思 

議な 雾圍氣 が取卷 いて 居た。 

先生 は 子供の 時分に アメリカへ 行って、 それから 十 何年の 間す つと あちらで 育ち、 シカゴの 大 

拳で 修學 して 歸朝 するとす ぐに、 此の 南海の 田舍へ 赴任して 來 たとい ふこと であった。 鄕里は 鹿 

兒 島で あつたが 少 くも 見たところ では 生徒 等の 描いて 居た 薩摩隼 人の 型に は 全く 嵌まらない 人柄 

であった。 

段々 馴染んで 来る につれ て、 此の先 生の 氣 象の 鋭 さがい たづら 盛りの 惡太郞 共 を 押さ へ つけて 

しまった。 在来の 先生なら 當然 困惑し なければ ならない やうな 場面 を 仕組んで 持って行っても、 

此の先 生から は 一 向に 豫定の 反 應を呼 出す ことが 出来なかった。 怒る だら うと 思 ふと、 光る 眼鏡 

の 奥の 鋭い 眼で 笑 はれたり、 さう かと 思 ふと、 思 ひも かけぬ 弱點を 見つかって 烈しく 罵倒され て 

すっかり おびえて しま ふので あった。 鬼 も 角 も 此の先 生の 頭の 中には 生徒 等の 今迄 見て 來た 世界 

と は 全くち がった 世界が あると いふ ことが 朧氣 ながら も 子供 等に 感ぜられた やうであった。 

當時 漢文で は 孟子 や 八 大家 文集 を MM 先生から 敎 はって 居た。 MM 先生 は 勿論 若い 時には 脅 を 

® き 大刀 を 腰に した ことの ある 人であった。 非常な 近眼で 文字の 大きい 漢籍で も 眼鏡に くっつけ 
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る やうに して 讀ん だ。 授業中に よく 生徒が 後の方の 窓から 拔 出した。 誰かに 話しで もして 居る と 

敎 擅から 下りて 來て、 いきなり 嫌疑者 をつ かまへ て 叱責した、 はたから 人 違 ひ を 辯 明しても 「ィ 

ン ニヤ、 ふだんが 惡ぃ」 と 云って 聞 がれなかった. - 作文の 時間に はよ く黑板 一杯に 南畫の 風景 を 

描いて 「サ ァ、 此れ を 書いて」 と 云って 獨り悅 に 人る のであった C 

國語 では 徒然 草 や 大鏡を MZ 先生から 敎 はった" 此の先 生の 時にはよ く 昔話 をね だって、 色々 

の 面白い 懷舊談 を 聞かされた。 此方が 正則の 授業より は 逢に 面白かった のみなら す、 實際 有益で 

もあった やうに 思 はれる。 維新 前の 死罪、 打 首、 鎗 試し、 火 あぶりの 實見談 など を、 昔の 人に は 

珍ら しい 科學 的な 記載に よって 話された 時な ど は 一 人の 生徒が 腦 貧血 を 起して 退席した 位で あつ 

た 0 

新しい 英語の 先生と、 それと は 全く 對樜 的な 此 等の 先生との 中間の 地帶に は、 大學を 出てから 

間の ない 若くて 元氣で 愉快で 生徒の 信望 を 集めた 先生 達が 光って 居た." 漢文 國 語の 先生から 祖先 

の 日本に 關 する 知識と 親しみ を 植付けられる 一 方で、 此 等の 若い 先生 達から 新しい 日本へ の 憧憬 

と 希望 を 吹 込まれて 居た 先生の 眼前に 突然 此の 新しい 英語 敎師の 蓑 田 先生が 現 はれて、 批評の 焦 

點を狂 はせ てし まった のであった。 
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蓑 田 先生 は 主に 作文 ゃ會話 やの 實用 英語 を受 持って 居た が、 其の 教授法 も 生徒 等に は 新し かつ 

た。 最も 力 を 注いだ の は パラ フレ— ズの 猛練習であって、 一 つの 章句 を ありと あらゆる 仕方に 書 

きかへ させる ので、 語彙の 總 ざら へ をす ると 同時に、 シンク キスの 可能性 を拂 底させる とい ふ徹 

底 的な やり方であった。 それが 火の 出る やうな 性急で 鞭撻され るので、 大抵の 生徒 は 悲鳴 を あげ 

た。 併し 此のお かげで 生徒の 實カは 急 加速度で 進んだ とい ふこと は 後日に なって 思 合 はされ た。 

寺に はェ ロキュ ー ショ ンの やうな 稽古 もやつ た 。「ピ ー タ ー - プ ラングル、 ザ 、ブリック リ ー 

プラン ダリ ー、 ビ ー ァ、 ピツカ ー …… 」 とい ふ 種類の を 早口で 云 はせ たりした。 「英語で も 日本 

語で も 口調 は 同じ ぢ や」 と 云って テキスト と 其の 譯とを 同じ ァク セント で 讀んで 聞かせた りした 

が、 其の 「先生の 日本語」 は 成程 英語と 同じ 調子で あるが、 それ は 「生徒 等の 日本語」 と は餘程 

毛色の 變っ たもので ある こと だけ はたし かであった。 

敎授の 合間に 時々 雜談 をして 聞かせる こと もあった が、 さう いふ 時に 生徒 等 は 先生の よく 口に 

する 「社 會」 とい ふ 言葉 を 珍ら しく 感じた。 恐らく 此の 言葉 は 始めて 此の先 生から 聞かされ たか 

も 知れない。 同じ 人間の 集圑を 人は國 家、 國 民の 名で 呼ぶ の を 此の先 生 は社會 とい ふ 名で 呼んで 

居た ので ある。 
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先生 は K 市で 一等の 旅館 延命 軒の 二階に 下宿して 居た" 黄八丈の どてら の 上に 白 縮緬の 兵 兒帶、 

鳥 打 帽に白 襟卷、 それに 赤 皮の 編 上靴と いふ 全く 獨創 的な 出で立ちで 本 町の 人通り を 歩いて 居る 

こと もあった。 時には 新地の 妓樓に 上って 豪遊 をす る さう だとい ふ ゴシップ もあった が、 それが 

假 令事實 であっても 惡ぃ 感じ はしない 程に 先生の 行動 は周圍 から 切り離され たもの 、 やうに 見え 

たのであった。 

當 時の 中 畢生に は、 夜間 や 日曜 祭日に 先生の 私宅 や 下宿 を 訪問して 遊ばせて 貰 ふこと が 流行し 

て 居た。 勿論 大抵 最上級の 生徒の、 中で も 元氣で アム ビシ ァス で、 善い ことに も惡 いこと にも リ 

1 ダ ー になる やうな 連中が 三 四 人、 五六 人と 連立って は、 矢 張 若くて 愉快な 先生 を 訪問した。 先 

生 達の 大 畢生 時代の 思 出 話な ど は 最も 濃厚に 生徒 等の 夢 を 彩った。 或る 先生 は 火鉢の 炭火 を 火 吹 

竹 で 吹き 起し て 手づ か ら 餅を燒 いて 喰 はせ る と 同時 に 、 自分 でも 迅速 に 且最 多量 に 頻 張り ながら 

墨 田 川の ボ ー トレ— スの話 をしたり した。 又 或る 先生の 處 では 正月 前後に カル タ會を 開き、 新婚 

の 夫人 も 交って 賑 かに 夜 を 更かし、 寒月の 映る 河岸 を 「鞭 聲 肅々」 で歸 つて 行ったり した。 

併し、 大學 出で もな く、 スポ— ッ もやら す、 さう して 鋭くて 愛想 氣 のない 蓑 田 先生の 宿 を 訪問 

する 生徒 は少 かった やうに 見える。 其の 少数の 訪問者の うちに、 今 此の 思 出 を 書いて 居る 筆者の 
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私の 前身で あると ころの 十八 歳の 少年 も 交つ て 居た"" 

宿屋の 二階の 先生の 居窒は 他の 多くの 先生の 窒 よりも 一 體に 綺麗で 明るく 色彩に 富んで 居た。 

見た 事 もな いやうな 立派な トラ ンク にべ た/ \ 色々 の ホテルの 札 を 貼った の も 珍ら しかった。 コ 

ス モ ボリ タンと か レビ ュ ー . ォヴ. レビ ュ ー ス とかさう いふ 雜誌を 見せられて 世界の 出来事 を 話 

され、 又 パリの サロンの 寫眞帳 を ひろげて、 アム プ レシ ョ ニズム や ボアン ティ リズムの 講釋を 聞 

かされた。 此 等の 話 は 凡て 當 時の 自分に 取って は 全く 耳新しく 眼 新しい ものば かりであった。 さ 

うして 自分の 將來に 見るべく 聞くべき 廣ぃ 世界へ の 憧憬の 焰を 燃え立た させる のであった。 

襖の 紙の 上に 一 枚の 小さな 油畫 が額緣 もな しに 畫布 のま、 ピ ン で 止めて あった。 それ は 黑田淸 

辉畫 伯の 描いた 簡單な 風景の スケッ チ であった が、 普通の 油 畫とは 餘程變 つた 色彩と 描法と が 眼 

についた。 先生の 說明 によると、 それ は 簿具を 解く のに 石油 を 使って、 畫布も 特別な もの を用ゐ 

ると いふ ことであった。 今考へ ると アブ ソ ルバ ン のこと であった らしい。 黑田畫 伯と 蓑 田 先生と 

は 同 縣で舊 知の 間柄で あつたので ある。 此の 一 枚の 油畫 にしても 先生の 身 邊を繞 る 一 種 特別な 雰 

圍氣を 色 づける に 有力な も のであった" 當時 先生から 話された 具體 的の 事柄 は 大抵 忘れ てし まつ 

た。 恐らく 多く は 六ケし 過ぎて 當 時の 田舍の 中學 生に は 理解 出來 ないやうな 事が 多 か つ たか も 知 
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れ ない。 併し 先生の 元 氣な話 を 聞く 事が 自分に は 愉快であった。 何よりも 愉快な の は、 それ迄 は 

唯 一 色の みに しか 見えなかった 世の中が、 思 ひも かけなかった 色々 の 光で 照らし 出される ことが 

可能で あると いふ 啓示であった。 - 

自分 等が 中 學校を 出て、 九州の 高等 學 校へ 行って 居る 留守に 蓑 田 先生 は K 市の 中學を 去って し 

まった。 校長と 喧嘩 をした 爲と いふ 噂 もあった。 去る に 臨んで 生徒 を 講堂に 集めて 舊 思想 打破の 

大演說 を やって 職員 一同 色 を 失った とい ふたよりも 聞いた。 其の 演說を 評して 「六尺の 音叉 一時 

に 振 ふが 如し」 と 手紙に 書いて 来た 友人 もあった。 其 後の 先生の 消息に 就いては、 しばらく 何事 

も 知らないで 數年を 過ぎた。 大學ニ 年の 夏休みに 逗 子へ 遊びに 行って、 夕. S 神亭の 裏の 海岸 を 

歩いて 涼風に 吹かれて 居た 時、 と ある 別莊 らしい 家の 門前で 思 ひも かけす 出 遭った のが 蓑 田 先生 

で、 その 別 莊が卽 ち 先生の 別莊 であった。 先生の 方で も 未だ 自分の 顔と 名前 を覺 えて 居て くれた。 

さう して 久し 振で 昔に 變らす 元氣で 愉快な 話 を 聞いた。 一 寸 東京へ 歸 つて 居たい から 今夜 一 晚此 

處へ 泊って 留守 番をしない かとい ふこと になって、 計らす 先生の 別莊に 一夜 を 過ごした、 さう し 

て緣 側の 籐椅子に 凭れて 海 を 見ながら 先生の 葉卷を 吹かし、 風月の ボンく を かじり、 生れて 始 

めての 綺麗な 羽根 蒲 圑で寢 た。 食事 も 養神亭 から 女中が 運んで くれた、 雨戶の 開閉 もやって 貰つ 
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て、 留守番と はい ひながら 天晴れ 一 夜の 別莊 生活 をした のであった。 

歸京後 一 度 雜町區 一 番 町の 邸に 先生 を 訪ねた。 鄕 里の 田地 を寶 つて 建てた とい ふ 洋館の 應接間 

に 通されて、 此處 でも 生れて 始めての 工合の い、 安樂 椅子に 坐ら された。 此頃ソ —シォ a ジ-を 

研究して 居る と 云って 色々 の 書物 を 見せられた。 どうい ふ 話の つ きで あつたか 忘れた が 「鬼に 

角 君 ま，、 人間 も 別にえ らくなら なくても い、 とい ふこと を 承知して 居る から 感心 だよ」 と 云つ 

て譽 めら れて 嬉しがった 事を覺 えて 居る。 此れ は^し 恐らく 其當 時の 先生 自身の 心境 を 語る 意味 

の 曾 葉であった かと 思 はれる。 

其 後 唯一度 帝 釗で會 つた ことがある。 東京 朝 n の GC 氏と 一緒であった。 それが S 氏で ある こと 

は、 先生が 戯れに 藝者か 何 かの やうな 口調で 「s さん」 と 云って 呼びかけ たので 分った ので あつ 

た。 當時 先生 はたし か ジャパン タイ ムス 紙に 筆 を 執って 居られた やうで ある。 - 

先生の 報に 接して 市ケ 〔介の 邸に 吿 別に 行った の は 何年 頃で あつたか 思 出せない。 其 時の 會葬 

者の 中には 前の S 氏の 顏も 見えた。 番 町の 廣ぃ 邸宅に 比べて、 此の 新居で 臨終の 地と なった 市ケ 

谷の 家 は 何となく 淋しく 見えた。 それでも 座敷の 装飾 や 勝手 道具な どの 何でもな いやうな 處に矢 

張 如何にも 先生ら しい 雰圍氣 を 感じて、 中學 時代の 昔 をな つかしく 思 出す のであった。 何でも、 
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うすら 寒い 雨の 降った あとで あつたかと 思 はれる。 會葬 者に 踏み荒された 庭の 土が ありく と 思 

3? される やうな 氣 がする。 (昭和 六 年 十二 H:、 理學 部き 誌) 
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風呂の 寒暖計 

今から もう 二十 餘年も 昔の 話で あるが、 獨 逸に 留學 して 居た とき、 あちらの 婦人の 日常生活に 

關 係した 理化學 的 知識が 一 般に 日本の 婦人よりも 進んで 居る とい ふこと に氣 のつ いた 事が ST あ 

つた。 例へば 下宿のお かみさん などが、 呼 鈴 や、 その 電池な どの 故障が あつたと き 少しの 故障な 

ら、 大抵 自分で 直す のであった。 當時は 勿論 現在の 日本で も、 さう いふ 下宿のお 神さん は 多分 比 

較 的に 少 いで あらう と 思 はれる。 窒內 電燈の スウィッチの、 一寸 開けて 見れば 分る やうな 簡單な 

故障で も、 大抵 電燈會 社へ 電話 を かけて 來て貰 ふの が 普通で あるら しい。 

些細な やうな ことで 感心した の は、 風呂 を 立て 、貰 ふのに 例へば 四十 一 度に して くれと 頼めば 
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ちゃんと 四十 一度にして くれる。 四十 二度に と 云へば、 そんなに 熟くても い、 のかと 驚き はする 

が、 ちゃんと 四十 二度 プラスマイナス 〇- 何度に して くれる ので ある。 勿論 此れ は U お 沸の 装？ y が 

うまく 出来て 居る から、 さう いふ 温度の 調節が 誰に でも 容：： 勿に 出來 るので あって、 吾々 の 家の- £ 小 

始 的な 風 K 桶な どと は譯 がちが ふこと は 確で ある。 併し さう いふ 裝 5^ を 使って 居る だけに、 攝氏 

一 度 だけの 高低が 人間の 感覺に 如何なる 程度の 差 遠と なって 表 はれる かとい ふこと が、 可な り 明 

瞭に 意識され て 居る やうであった。  - 

今から 數年前 三越 か何處 かで、 風 《: の の 温度 を 見る 爲の塞 暖計を 見付けて 買って 來て、 宅の 

女中に其の使用法を校けて：：！^たのでぁるが、 此れ は 結 W 处收に 終った。 先づ 初めは、 浴 糟の水 を 

搔き 廻さないで、 水面下 二 三寸の 處へ 装暖 計の 球 を さしこんで、 所定の 溫 度に 達した 頃に 報知し 

て來 るの だから、 かき 廻さないで 飛び込めば 上の 方 は 適度 だが、 底の 方 は 未だ 水で ある。 搔き交 

ぜれ ば、 ぬるくて ふるへ 上って しま ふ。 义 よく かき 廻して 丁度に なって 居ても、 一方で 燃料が t わ 

つて 燃え 上って 居る の では 這 入 つて 居る うちにす ぐ に 猛烈に 熟くな つ て來 るから ェ 合が 惡 い。 此 

等 も 少し 科學 的に 頭 を 使って やれば、 燃料が 燃え 切った 頃に 大體 丁度になる やうに する 位 は、 何 

でもない 事で あらう が、 此れ は 現在の 狀況 では、 要求す る 方が 無理で あらう と 田 ：3 つて、 とう/ \ 
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一して しまった。 それから 一 年 位 は その 寒暖計が 風呂場の どこかの 隅に 所在な ささう にころ が 

つ て 居た やうで あつたが、 いつ 無くなる ともなく 見え なくなって しまって それつ 切り 永久に 消え 

て なくなって しまったの である。 此れ は 適者生存 自然淘汰の 原理に よって、 元來 寒暖計な どの あ 

る まじき 原始人の 風呂場 にあつ た 寒暖計が、 當然に 自然に 消失 した もので あらう。 

チヤ ムバ— レ ンと いふ 人が 云った 皮肉な 詞に 「日本人に 獨自な もの は 風呂桶と ボ ェ トリ— だけ 

だ」 と 云 ふの が ある。 其の 風呂なる ものが 實に 甚だ 科學 的に は 不合理 不經濟 に 出来て 居る もので 

ある。 その 不合理 不經濟 なと ころに ボ H トリ— は あるが 現代に は 少し 不向きで ある。 

今日は 暑くて 九十 度を越した など 、 い ふ あの 寒暖計、 體溫が 三十 九 度 も あると い ふ あの 寒暖計- 

それから 風呂 を 四十 度に して くれな ど 、 いふ あの 寒暖計、 いづれ もみな 物理 畢上 でい ふところの 

「溫 度」 を 測り 示す ものであるが、 非 科 學的國 民の 頭に は、 此の 三つの もの 丄 不す溫 度が どうも 

別々 の もの、 やうに 感じられる こと も あるら しい。 そのせ ゐ でも あるまい が、 體溫 計と その 度 盛 

は 大層 大事 がられ、 風呂場の 寒暖計 は ひどく 虐待され る やうで ある。 

話 は 横道に 外れる が、 盥に 人れ た 湯の 湯氣の 上り 方 を 見れば、 大 體の溫 度の 見當 がっく もので 

ある。 併しい つか 赤ん坊 をい きなり 盥の熱 湯へ 人れ て、 大火 傷 を させた 女の 話 を 聞いた ことがあ 
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る。 此れな ど は 一寸 想像の つき かねる ことで ある。 多分 そのと き だけ 頭の 內が 留守に なって 居た 

ので あらう と 思 ふ。 

併し 風呂に 限らす、 我々 の 日常生活で 我々 の 科學的 知識の 缺乏 の爲に 色々 な 損失 をし、 色々 な 

危險を 冒 して 居る こと は數へ 上げれば 其 外 にも 隨分澤 山に あるで あらう と 思 はれる。 普通 敎育 に 

も 理科の 課程が 可な り豐 富に ある やうで あるから、 それが よく 呑み込めて 居れば、 それだけ でも 

一通り は 可な り 役に立つべき 害で あるが、 實際 それが さう でな いのは、 敎 へる 方と 敎 はる 方と 兩 

方に 罪が あるで あらう。 敎程 ゃ敎授 法に も 改良の 餘 地が 澤 山に ある やうに 思 はれる が、 第一 敎は 

る 方に 心掛けと 興味がなければ 結局 何の 效果 もない 譯 である。 此の 興味と 心掛け は何處 から 生れ 

るか。 此れが 一番 重大な 問題で ある。 一 つに は 國民性 も あるか も 知れない が、 叉 一 つに は 幼ない 

頃からの 家庭の 敎 育に 最も 多く 影響され るで あらう と 思 はれる。 此れに 就いては 特に 母と なる 人 

達の 理化學 的 知識に 對 する 理解と 興味の 水準 をもう 少し 引上げる ことが 肝要で あらう と 思 はれる。 

科 學に對 する 興味 を 養成す るに は、 六 かしくて 噓 だらけの 通俗 科擧 書ゃ淺 薄で 中味の ない 所謂 科 

學雜 誌な ど を讀ん でも 大した 效能 はない。 寧 ろ-日常 身邊 の 自分 に 最も 親 しい 物質の 世界の 事柄 を 

深く 注目し 靜に觀 察して その 事柄の 眞相 をつ き 止めようと いふ 人間 本然の 傾向 を 助長し 發育 させ g 


る のが 第一 の 近道で あら う。 それ の 手始めに は、 例へ ば 風 M,:: 場 に 一本の 塞 暖 計を備 へる の も 一策 § 

である。 さう していろ/ \ やって 見て、 考 へて 見て どうしても 分らない 疑問が 起った ときに 行き 

あたって、 其 處で 適當な 書物 を讀 めば、 其 時に 初めて 書物の 知識が 本 當の活 きた 知識になる ので 

ある。 それ迄は何度讀んでも^|:5は唯の活-午の行列を@-物して居るのも大したちがひはなささぅ 

である。 r 昭和， ベ 〔4^, ぺ =:、 .：〈个 お) 

こ はい もの、； 他 服 

ある ハ牛 取った 科學 者が 私に こんな 話 をして 問 かせた。 私 は 子供の 時から 人並 以上の- 16 わ 病 者で あ 

つたら しい。 併し 私 は 此の 臆病者であった とい ふこと を 今では^に 恥.：：^ 寸 だと は 思って 居ない。 寧 

ろ^って さう であった ことが 私に は 幸 速で あつたと 思って 居る。 

子供の 時分に この 脇 病な 私の 膽玉を # かした もの 、 一 つ は 雷鳴であった。 鄕 里が 山 阈で： 及屮は 

.ま 闹 が 非常 に 頻繁 であり、 乂 その 音響 も 東京な ど で 近 頃聞く の と は 比^5^ に な ら ぬ ほ ど 猛烈 な も の 

で あ つ たやう な氣 がす る。 これ は § 早に 心理的に さ う 思 はれた ばかり で なく 實際 物理的に もさう で 

あらう と 田 i はれる。 さう して その 恐ろし さは 單に 落雷が 危險 である からと い ふ 功利的な 理由から 
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よりも、 ろ 超自然的な^ 力が 空 一面に 5^ れ 廻って 居る やうに 感じられる ためであった。 中學 校、 

高等 學校 で 電氣の 學問 を敎は つても、 この 子供の 頭に 溶み 込んだ 恐ろし さは さう 容；= ^く は 拔け切 

ら なかった。 併し 後に 自分で 電氣 に關. する 色々 な r 實驗」 を體驗 する やうに なつてから は、 かう 

いふ 超自然的な 感じ は 何時の間にか 綺麗に 消えて しまった。 尤も 一 つ は 年を取って 祌經が 鈍くな 

つたせ ゐも あるか も 知れない が、 一 つに は 自分が 昔お どかされた 雷の 兄弟分と 友達に なって 毎 n 

の やうに 一 緒に 遊ぶ ことにな つたた めと 思 はれる。 かう して 雷鳴に 對 する 神秘的の 恐ろし さがな 

くな り はした が、 多分 その 恐ろし さの 變 形した ものと 思 はれる 好奇心と 與 味と は 却って 增す ばか 

りであった。 「恐い もの 見た し」 とい ふ 古い 諺 は、 私の場合に は 普通の 解釋 よりももう 少し 込み 

人った 意味 を もって 適用され る ことにな つた やうで ある。 それで 雷鳴の する 度 毎に 私は顿 かすに 

空 を 眺めて は 雲の 形態 や 運動、 電光の 形狀、 時間 關係、 雷鳴の 音響の 經過 等を觀 察する のが 無上 

の樂 しみに なつ て 來た。 さう し た 雷 の 現象に 關す る あら ゆ る 研究 に 興味 を 引か れて その 方面 の 文 

獻を、 別に 搜す氣 になる 迄 もな く、 自然に 涉獵 する やうに なった し ^しどれ ほど 色々 の學 者の 研 

究の結 を 調べ て 見ても、 ；：^ 自身 體驗 としての 雷の 觀 察から 示 咬され て 日常に 懐いて 居る 色々 の 

疑問 を滿 足に 說 明して くれる もの は 一 つもない。 さう いふ 行きが、 りで 晚年 自分が 某 研究所に 入 
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つ て 自由に 好きな 研究の 出來 ると いふ 幸福な 身分に なった とき、 別に わざく 選ぶ ともなく 自然 

に 選んだ 研究題目の 一 つ は 空中 放電 現象の それであった。 勿論 それに 關 して 私の これ 迄に 得た 硏 

究の 結果 は、 學 界に對 する 貢獻 として は 誠に 些細な お 恥 かしい ものであった であらう が、 唯 自分 

だけで は、 自分自身の 多年の 疑問の 中の 少 部分 だけで も、 いくらか それによ つて 明に する ことが 

出來 たと 思 ふこと に 無限の 菩びを 感じる ので ある。 

同じ やうに 地震 も 亦 臆病な 子供の 私 を ひどく おびえさせ たもの、 一 つで ある。 兩 親が 昔 安政の 

地震に 遭難した 實話 を、 子供の 時から 聞かされて 居た こと もこの 長 怖の 念 を 助長す る 效果は あつ 

たか も 知れない ので あるが、 ； W しそれ に は拘ら す、 恐らく 地震に 對 する この 恐怖 は 本能 的な もの 

であった。 少 くも 私の 子供の 時分の それ は 丁度 野蠻 民の それと 同様な 超自然的な もので あつたに 

相 遠ない と 思 はれる ので ある。 それ は 鬼に 角、 後日 理化學 を 修める やうに なった から 私の 興味 は 

矢 張 自然に 地震 現象の 研究と いふ 方に 向って 行った。 さう して 自分で 其 後 この 現象の 研究 を 手が 

ける やうに なつてから は、 もう 恐怖の 感じ は 全く 忘れた やうに なくなって しまった。 勿論 烈震の 

際の 危險は 充分に 分つ て 居る が、 如何なる 震度の 時に 如何なる 場所に 如何なる 程度の 危險が ある 

かとい ふことの 概念が はっきりして しまへば、 無用な 恐怖と 狼识 との 代りに、 それ- f- の 場合に 
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對 する 臨機の 所 置と いふ ことが すぐに 頭の 中 を 占領して しま ふので ある 地震 だな と 田=- ふと す 

ぐに その 初期 微動の 長さの 秒 數を數 へたり、 主要 動が 始まれば その 方向 や 週期 や 振幅 を 出来る だ 

け 確實に 認識しょう とする 努力が 先ぎ に 立つ。 さう して それ を やって 居る 間に 同時に その 地震の 

强弱 程度が 直觀 的に 可な り 明瞭に 感知され るから、 大抵の 場合に はすつ かり 安心して 落着いて 居 

られ るので ある，) 關東 地震の 起った 瞬間に 私 は 上野の 一 ー科會 展覽會 場の 喚 茶店で 某畫 伯と 話 をし 

て 居た。 初期 微動が 餘り 激し か つたの で それが 主要 動 であると 思って ゐる うち に本當 の 主要 動が 

やって来た とき は 少し はび つくりし ない 譯に 行かなかった。 併し その 最初の 數 秒の 經 過と、 あの 

建物の 搖れ 工合と を 見てから もうす つかり 安心して しまった。 さう して 凡ての 人達が 屋外へ 飛 出 

してし まった 後に 一 人淺 つて 飮み殘 りの 紅茶 をな めながら 振動の 經過を 出来るだけ 詳細に 觀 察し 

ようとして 5^ 力して 居た。 あとで この 事 を 友人に 話したら 腰が 拔 けて 逃げられ なくなつ たん ぢゃ 

ないかと いって 笑 はれた 位で あつたし これ は 要するに 地震と いふ もの 、經 過の 方 則と いった やう 

な もの をよ く 知つ て 居る 人なら 誰でも 同じで ある 害で ある。 

つまり 私は瞭 病であった 御藤で この 臆病の 根 を 絶やす ことが 出來 たやうな 氣 がする。 私 は 臆病 

では あつたが 未練ではなかった の だと 思って 居る。 だから 自分の 臆病 を 別に 恥 かしい と は 思って 
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居な い の である。 

比の 年取った、 そして、 少しば かり 風變 りな 科學 者の この 話 は、 子供 を敎 育す る 親 達に も 何 か 

の參考 こなり さう である。 又 同時に 凡ての 人々 にと つても 「こ はい もの」 に對 する 對 策の 一般的 

導.， ぉ理を 暗示す る やうに も 思 はれる ので ある (昭和 六 年 十二 n、 家庭) 
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ラヂ才 二 センタ ー ジ ュ 


プド— フ キン や ヱイ ゼ ンシ ュ ティン 等の 映 畫の藝 術 的價： g が 世界的に 認められ ると 同時に 彼等 

の 所謂 モ ンタ ー ジ ュ の 理論が 大分 持て 嚷 され、 日本で も 或 方面で は 此の モ ンタ— ジ ュ とい ふこと 

が 一 種の 流行言葉 になった かの やうに 見える。 此の 言葉の 意味に つ いて は 本家本元の 一 一人の 間に 

も 異論 が ある さう であって、 此れに 就いては 近頃の 讀寶 新聞紙 上 で 八 住 利 雄 氏が 紹介され たこと 

も ある e 

此の モ ンタ— ジ ュ なる もの は 西洋人に 取って はたし かに 非常な 發 見で あつたに 相逮 ない。 さう 

して 此れに 對 する 解說を 近代的な 言葉で 發展 させれば 色々 六 かしく も 云へ る やうで あるが、 併し 

吾々 n 本の 舊 思想の 持主の 眼から 見れば 實 質的に は 一 向 珍ら しく もなん ともない ことの やうに 思 

はれて 仕方がない。 つまり 日本人が 疾 くの 昔から、 別に 六 かしい 理論 も 何もな しに やって 居た 筆 
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法 を 映畫の 上に 應 用して 居る やうに しか 思 はれない ので ある。  4 

例へば 昔から ある 緣卷 物と いふ ものが 今の 映畫、 しかも 所謂 モンク— ジュ 映畫の 先驅の やうに 

も 見られる。 乂 所謂 俳諧 連句と 稱 する ものが、 此の モンク— ジュの 藝術を 極度に 進歩 させた もの 

であると も考 へられる ので ある。 さう して 叉 此の モンテ— とい ふ 言葉 自身が 暗示す る やうに、 例 

へば 日本の 生花の 藝術ゃ 又 造 庭の 藝術 でも、 矢 張 色々 の もの を 取り合せ、 附け 合せ、 モンク ー ジ 

ュを 行って、 さう して 其處に 新しい 世界 を 創造す るので あって、 其の 藝 術の 技法に は 相 生 相剋の 

配合 も、 テ ー ゼ、 アンチ テ ー ゼの 綜合 も 勿論 暗默の 間に 諒解され て 居る が、 唯 それが 何等 哲學的 

な 術語で 記述され て は 居ない ので ある。 

ところが 面白い ことに は、 日本で ェ ィゼ ン シ ュ ティンが 神様の やうに 持て 囀され て 居る 最中に、 

當の H ィゼ ン シ ュ ティン 自身が、 日本の 傳統的 文化 は皆モ ンタ— ジ ュ 的で あるが、 唯 日本 映畫だ 

けがさう でない と 云った とい ふ 話が 傳 へられて 來た。 彼 は 日本の 文字が さう であり、 短歌 俳諧が 

さう であり、 浮世 繪 がさう であると 云 ひ、 叉 彼の 生れて 初めて 見た カブ キで左 圑次ゃ 松 蔦の する 

芝居 を 見て、 其の 演技の モ ンク— ジ ュ 的な のに 驚いた とい ふ 話で ある。 此れ は 近頃 來 朝した ェ シ 

オビアの 大使が、 ライオン を 見て 珍ら しがら すに、 金魚 を 見て 驚いた 話と も 何處か 似た ところの 
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ある 話で ある。 又 日本の 浮世 獪藝 術が 外國 人に 發 見さ れ て 後に 本國 でも 認められる やうに なった 

話と も 矢 張 似て 居て、 甚だ 心細い 次 11^ である。 

それ は晃 に角モ ン ク— ジュ 藝術 技法 は 使用す る メデ ィ アム が 何で あつ て も 可能で ある。 例へば 

食物で も 巧に 取り合 せられた 料理 は 一 種の モ ンタ ー ジ ュ 藝 術と 云 はれな くもない。 さう だと すれ 

ば、 ラ. チォ による 音響 放 達の 素材の 適當 なる 取り合せ、 配列に よって 一種の 藝術的 モンク ー ジュ 

放送 を创 作す る ことが 十 分 可 能な 譯 であらう。 

尤も、 從來行 はれた ラヂォ ドラマ 風の もの、 中には、 稍 前記の モンク— ジュ に 類す る 要素 を 幾 

分か 具 へ たと 思 はれる もの も あるか も 知れない。 それ は 其の 創作者に さう い ふはつき りした 意圖 

はなかった にしろ、 自然に それと 同様の 效果を 狙った ものが あつたか も 知れない。 ； W し、 若し か 

うい ふ 明白な 意識 を 設定した 上で その 創作 をす ると すれば、 可也 新しくて 面白い 試みが いくら も 

行 はれ 得る ので はない かと 思 はれる ので ある。 

唯一 つ ラヂォ の 場合に 他の 場合と 區別 しなければ ならない 本質的の 相違の ある 點は、 ラヂォ は 

大體 現在の 瞬間に 或る 場所で 發 して 居る 音樂を 殆ど 同時に 他の 場所に 放 達して 居る とい ふところ 

にある。 それ故に、 色々 な 時に 色々 な 場所で 進行した 音響 的シ— ンを 勝チな 順-; It や 間隔 を もって 
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乇 ン タ— ジ ュ 的に 配 する ことが 出来ない やうに 見える。 併し 此れに は 蓄音機と い ふ ものが あつ 

て、 その 盤が 丁度 映畫の フィルムの 如く 記録的に 保存され 得る ので あるから、 此れ を 使へば 可也 

色々 の 勝手な 技法 を 活用す る ことが 出来ても い 、譯 である。 

さう 云へば、 全部 を レコ— ド にして 編輯し、 その 編輯の 結果 を 又 一つ^きの レコ— ド としてし 

まへば、 結局 ラヂォ の 必要はなくなる ので はない かとい ふ 議論が 持 出される であらう。 それ は 或 

意味で は實 際さう であるが、 ゆし 必， すし もさう ばかりで はない。 第一 に、 蓄音機の 存在に 拘らす 

音 樂放途 が 行 はれて 居る 事實が 此れに 對 する 一 つの 答 辯で あるが、 それば かりで はない、 もっと 

重要な こと. が ある。 現在 同 刻に 他所で 起り っト ある 出来事の 音響 效 架 の 同時 放送 中に、 過去に 於 

け る^の 場所の 音 的シ— ンを適 當に插 入 或は ォ— ヴァ， I ラップ させ、 或は 又フ H 1 ド • イン、 フ 

H  IK  . アウトさせる ことによって、 現在の シ 1 ン の效果 をい 乂 配し 調節 するとい ふ ことが 出来る 

とすれば、 それ は 蓄音機 だけの 場合に て は；^ して 有り得ない 一 つの 現象 を 出現させる ことになる 

からで ある。 

例へ ば 滿洲に 於け る戰 況の經 過に 關 して ss^ 務當 W 者の 講演が ある 場合に、 もし 戰 地に 於け る實 

際の 昔 的シ— ンのレ コ ー ドを適 當に捅 入す る ことが 出来れば、 聽 衆の 實 感は甚 しく 强 調され るで 
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あらう。 又 少し 極端な 例を假 想して 見る とすれば、 例へば フ ラ ゾ ス でナボ レオン の紀念 祭に 大統 

領 が演說 したりす る 際に、 もしも 本物の ナボレ オンの 聲ゃ、 ゥォ ー タ— ル ー の砲聲 や、 セントへ 

レナの 波の音の レ コ ー ドが (さう いふ ものが あつたと して、 それが 保存され て 居た として) 適當 

に插 入され たと したら、 それ は實に 不思議な 印象 を與 へる であらう。 それ 程で なくても、 例へば 

議院 新築 落成式 の 日に、 過去の 議會 に 於け る 色々 な 故人の 演說 の 斷片 を 聽く こ と が出來 て も 多少 

の 感慨 は あるで あらう C 

若しも、 レコ— ドと 現場の 放 逢との 繼ぎ： Z を 自由に、 丁度 フィルム をつな ぐ やうに つなぐ こと 

が 出来れば、 旣に 故人と なった 名優と 現に 生きて 居る 名優と せりふの やり取り をさせる こと も 出 

來る であらう。 九 代： ZX 十郞と 十一 代 目 X 十郞 との 勸進帳 を 聽く事 も 可能で あり、 同じ Y 五郎の- 

若い 時と 晚 年との 一 一役 を對畤 させる こと も 不可能ではなくなる。 

若し 又、 色々 な 自然の 雜音 を忠實 に記錄 し放途 する ことが 出来る 日が 来れば、 本 當に藝 術 的な 

音的モ ンタ— ジュ が 編成され 得る であらう が、 現在の やうな 不完全な 機械で、 擬音の 方が 却って 

實 際に 近く 聞こえる やうな 狀態 では 到底 理想的な もの は出來 ないで あらう。 しかし、 かう いふ 機 

械 的の 缺點は 段々 に 除去され るで あらう から、 いっか は玆で 想像され たやうな 音響の 乇 ンク— ジ 
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ュ による 立派な 詩 ゃ繪の やうな ものが 創作され て 一般の 鑑賞 を 受ける 日が 來る であらう と ff- はれ 

る C 

かう いふ ものが 出来る やうに なった 場合に、 其の 「音 畫. 一 の シナリオ は どんな ものが 可能で あ 

らう か C 此れに は實に 恰好な 典型的な ものが 旣 に元祿 時代に 出来て 居る やうに 私に は 思 はれる G 

それ は 芭蕉と 其の 門下の 共同 制作になる 連句で ある。 其の 多数な 「歌仙. 一 や 「百 韻」 の 如何なる 

部分 を 取って来ても、 其處に 此の 「放送 音畫」 の シナリオ を發 見す る ことが 出来る であらう。 勿 

論此 等の 連句 は 更により 多く 發聲 映畫の シナリオ として 適切な ものであるが、 併し 適當に 使へ ば 

此處に 所謂 モ ンタ ー ジ ュ 的 放送の 臺本 としても 亦 立派に 役立つ ものと 思 はれる。 

以上 は 唯、 放送 事業の 實 際に 疎い ー學 究の甚 しい 空想に 過ぎない ので あるが、 未来の 放送に 關 

する 可能性に ついての 一 つの 暗示と して、 思 ふ 儘 を 記して みた 次第で ある C 

(昭和 六 年 十二り、 ：= 本 放送 協  調査 時報) 
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靑磁 の モン タ ー ジ ュ 


一— 黑 色の ほがらか さ」 ともい ふ もの 、象徵 が 黑樂の 陶器 だとす ると、 「綠 色の 憂愁」 のシ ン ボル 

はさし むき 靑磁 であらう。 前者の 豪 健闘 達に 對 して 後者に は 何處か 女性的な セ ンチメ ンタ リズ ム 

の 句が ある。 それで 多分、 年中 胃が 惡 くて 時々 神經 衰弱に 見舞 はれる 自分の やうな 人間に は樂燒 

の 明るさ も戀 しいが 又 同時に 靑磁 にも 自然の 同情が あるの かも 知れない。 

故 夏 目漱石 先生 も 靑磁の 好きな 人間の 仲間で あつたが、 先生 も 胃が 惡 くて 神 經衰 弱で あつたの 

である。 先生 は 青磁の 鉢に 羊羹 を 盛った 色彩の 感じ を 賞した ことがあった やうに 記憶す る。 

青磁の 皿に 眞 赤な まぐろの 刺身と 眞 白な おろし 大根 を 盛った モ ンタ— ジュ は 一 寸 美しい もの 、 

一 つで ある。 いきの よい 刺身の 光澤 は 何處か 陶器の 光澤と 相 通す る ものが ある。 逆に 云へば 陶器 

の 肌の 感觸に は 生きた 肉の 感じに 似た ものが ある。 或 意味に 於て 陶器の 飘賞は H  a チシ ズムの 一 
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變形 であるの かも 知れない。 

青磁の 德 利に す 、きと 桔梗で も 生ける と實に 淋し い 秋の 感覺 がに じんだ。 餘 りに 淋し 過ぎて 困 

るか も 知れない。 

靑磁 のぶ ：！ 爐 にぶ 樂 の，^ 合の モ ンタ— ジ ュ も 一 寸 美しい もの だと 思 ふ。 秋の 空 を 北；：： 景 とした W 紅 

紫 を 見る やうな 感じが する。 

物 館な どの やうに 靑磁は 靑磁、 樂は樂 と 分類 的に 陳列して あるの も 結構で は あるが、 ^しさ 

うい ふ 器物の 效 を 充分に 發 揮させる やうな モ ンタ— ジュ を 見せて くれる！^ 覽會 など も 遇に は あ 

つてい -、 かも 知れない。 尤も 茶會の 記事な ど を 見る と實際 自分の 考へ て 居る やうな モ ンタ— ジ ュ 

展を實 行して 居る ので あるが、 それ は 限られた 少數の 人 だけの 爲の もので 淮 でもい つ でも 见られ 

る 種類の もので はない。 

西 川 一 は r 一 やの 生花の^ 覽會 など は 或 意味で 花やお 物と 容器との モ ン タ— ジ ュ の 展覽會 であるが、 

あれ を もっと 摘 張した やうな：^ 觀 方法が あっても い 、と 思 ふ。 

器物の 美に は 勿論 それ 自身に- M: 在す る 美が あるに は 相 遠ない が、 其れ を 十分に 鼓^ させ る 爲 に 

は 其の 器物の 用と 相關聯 した モ ンタ— ジュ の 把 撮が 必要で はない かと 考へ るので ある。 
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> 磁靑 


赤樂の 茶碗 も トマ トス ー プ でも 入れられて は 困る であらう。 (昭和 六 年 十二月、 雜味) 
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讀 書 の 今 昔 


s% 代で は 書籍と い ふ もの は 見やう によって は 一 つ の 商品で ある。 それ は 岐阜 提灯 や 絹 \ ンケチ 

が 商品で あると 同じ 樣な 意味に おいて 商品で ある。 その 一 つの 證據に は どこの デバ ー トメ ント . 

ストア ー でも ちゃんと 書籍 部と いふの が 設けられて ゐる。 さう して 大部分 はよ く寶れ さうな 書物 

を 並べ て あるで あらう が、 中には また 恐らくめ つたに は賣れ さう もない 立派な 書籍 も 陳列され て 

ゐる。 それ は 丁度 手拭 浴衣 も あれば 綴れ錦の 丸帶も あると 同様な 譯 であって、 各種 階級の 購買者 

の 需要 を滿 足す る やうに それ/ての 生産者に よって 企圖 され 製作され て 出現し 陳列され てゐ るに 

相違ない。 

商品と して 見た 書籍 は 如何なる 種類の 商品に 屬す るか。 米、 味噌、 茶 椀、 箸、 飯櫃の やうな、 

吾々 の 生命の 維持に 必需な 材料 器具で もない。 衣服 や 住居の 成立に 缺く ベから ざる 品物と もちが 
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ふ。 それ かとい つて 棺桶 や 位牌の 如く 生活の 決算 時の 入用で もない。 先づ なければ ないでも 生き 

て 行く だけに は 差 支 はない もの 、うちに 數 へても い 、やうに 思 はれる。 實際 今でも 世界中に は 生 

涯 一冊の 書物 も 所有せ す、 ； 行の 文章 も 讀んだ ことのない 人間 は、 かなり 澤 山に 棲息して ゐるこ 

とで あらう。 かう いふ 風に 考 へて 見る と、 書物と いふ 商品 は、 岐阜 提灯 ゃ賴 ハンケ チゃ 香水 や 白 

粉の やうな ものと 同じ 部類に 屬 する 商品で ある やうに 思 はれて 來 るので ある C 

毎朝 起きて 顔 を 洗って から 新聞 を 見る" 先づ 第一 ぺ— ジ において われ/ \.- の 眼に 大きく 寫るも 

のが 何で あるかと 思 ふと、 それ は 新刊 書籍、 雜 誌の 廣吿 である。 世界中の 大きな 出来事、 日本 國 

內の 重要な 現象、 さう いふ もの、 一一 ュ —スを 見る よりも 前に 先づ この 商品の 廣吿が 自然に われ わ 

れの 眼前に 現 はれて 來 るので ある。 

自分の 知る 範圍 での 外國の 新聞で、 かう いふ 第一 ぺ ー ジを もった もの は 思 ひ 出す ことが 出来な 

い。 日本に オリ ヂナル な 現象で はない かとい ふ氣 がする。 この やうな 特異の 現象の 生す るに は そ 

れ だけの 特異な 理由がなければ ならない。 また、 かうな るまでに は、 かうな つて 來た 歷史が ある 

であらう が、 それ は 自分に はわから ない。 

しかし この 現象から、 日本人 は 世界中で 最も 甚だしく 書籍 を 尊重し 愛好す る國 民で あると いふ 
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こと を 推論す る こと は 出来ない。 何と なれば、 この 現象から むしろ 反對の 結論に 近い もの を 抽出 

する こと も 不可能で はない からで ある。 卽ち、 もしもす ベての 人が 絕對 必要と して 爭 つて 購買す 

る ものなら ば 何も 高い 廣吿 料を拂 つて 大 新聞の 第 一 頁の 大半 を 占有す る 必要 は 少しもない であら 

う。 反對 に廣吿 など は 一切せ すに 祕密 にして 置いても、 人々 は それから それと 聞き 傳 へて、 どう 

かして 一 本 を 手に入れ たいと 思 ふ 人が おの づ から 門前に 市 を なすこと 恰も 職業 紹介 所の 門前の 如 

くなる であらう 0 

商品の 新聞 廣吿で 最も 廣大な 面積 を 占有す る もの は 書籍と 化粧品と 賣藥 である。 この 簡單 明瞭 

なる 一 つの 事 實は何 を 意味す るか。 これ はこの 三つの ものが、 商品と しての 本質 上 或る 共通な 性 

質 を もって ゐる こと を 示す ものと 考 へ られ る。 

その 第一 の 共通 點は、 內容 類似の 品が 多數 であって、 從 つて 市場に おける 競爭の はげしい とい 

ふこと である。 もしも それ 等の 或る 商品の 內容が 他の 類 品に 比べて 著しく 優秀であって、 さう し 

て、 その 優秀な ことが 顧客に 一目です ぐ わかる ので あったら、 廣吿の 意義と 效能は 消滅す るで あ 

らう。 しかるに 化粧品 や 賣藥の 類 は 實際使 ひくら ベ て 見た 當人 にも 優劣の 確な 認識 は 出来ない。 

評判の い. T 方が 何となくい、 やうに 思 はれる 位の ものである。 書籍の 場合 は眞 逆に それ 程で はな 
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いとしても、 大多 數の讀 書界の 各員が 最高の 批判 能力 を もって ゐ ない 限り、 矢張り 評判の 高い 方 

を 選む。 さう して 評判 は廣吿 と宣傳 によって 高まる とすれば、 書籍の 生産者が 賣藥 化粧品 商と 同 

一 の 手段 を 選ぶ の は 當然 のこと であって、 これ を 咎める の は 無理で あらう。 た 現在 日本で 特に 

この 現象の 目立つ の は、 想 ふに それぐ の 方面に おい て 書籍の 價値 批評 をす る權威 あり 信用 ある 

機 關が缺 乏して ゐ るた めか、 或は さう いふ ものが あっても、 多数の 人が それに 重き を 置かす して、 

却って 矢張り 新聞 廣吿の 坪 數で價 値 を判斷 する やうな 習慣に 養成され、 さう して 敢て 自ら 疑つ て 

見る 暇がない ためで あるか も 知れない。 

化粧品 ゃ賣藥 と、 商品と して 見た 書籍と を 比較す る 場合に 一 つの 大きな 差別の 目標と なる の は、 

古本屋と いふ ものに 對 する 古 化 被 品屋、 古賫 薬屋の 存在し ない ことで ある。 神 田の 夜店 を ー晚中 

搜し て も 多分 明治 年間に 流行した 化莊品 賣藥を 求める こと は 出来な いで あらう。 倂し 書籍なら ば 

大概の もの は 有数な 古 書籍 店に 賴んで 置けば 何處 かで 掘り出して 來て 貰へ る やうで ある。 

それにして も 神 保 町 の 夜の 露店の 照明の 下 に 背 を 並 ベ て ゐる圓 本な ど を 見る 感じ は先づ バ ナ ナ 

や 靴下の はたき 賣 りと 實 質的に もさう 大した 變り はない。 寧ろ バナナの 方 は 景氣が 好い が、 書物 

の 方 は tt; しい。  - 
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「一 一人 行脚」 の 著者 故 日 下部 四郞太 博士が 未だ 大學 院學 生で 岩石の 彈性を 研究して ゐカ 頃の こ 

とで ある。 一 H 氏の 机上に おいて ある 紙 £；： を 見る と 英語で 座右の銘と でもい つた やうな 金言の 類 

が數 行書いて あった。 その 冒頭の 一 句が 「少 く讀 み、 多く 考 へよ」 とい ふので あった。 他の 文句 

は 忘れて しまったが、 その 當 時の 自分の 心境に この 文句 だけが 適應 したと 見えて 今でも はっきり 

記憶に 殘 つて ゐる。 今から 考へ て HI- ると 日 下部 博士の やうな オリ ヂナル な 頭腦を もった 人に は、 

多く 讀み少 く考へ ると いふ 事 はたと ひしょうと 思っても 出来ない 相談であった かも 知れない。 in 

物 を 開いて、 もの、 半 頁 も 讀んで 行く うちに、 色々 の 疑問 や 思 ひっきが 雲の 如く むらがり^き 起 

つて、 其方の 始末に 興味 を吸收 されて しま ふやうな 場合が 多かった ので はない かと 想像され る。 

かう いふ 種類の 頭 腦に對 して は 書籍 は 一 種の 點 火器の やうな 役 n をつ とめる だけの 場合が 多い 

やうで ある。 大きな 焰を あげて 燃え上がるべき 燃料 は 始めから 內 在して ゐ るので ある。 これに 反 

して 例へば 昔の 漢學の 先生のう ちの 或 型の 人々 の 頭 はい はに 鐵筋 コンク リ— トで 出来た 明き 倉庫 

の やうな ものであった かも 知れない。 さう して その 中に 集 精され る 材料に は 悉く 防火 劑が 施され 

て 居た もの、 やうで ある。 

いづれ にしても 無批判 的な 多讀が 人間の 頭 を 空虚 にす るの は 周知の 事實 である。 書物の なかつ 
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た 或は 少 かった 時代の 人間の 方が 遙に 利口であった やうな 氣 もす るが、 これ は 疑問と して 保留す 

ると して、 書物の 珍ら しかった 時代の. 人間が 書物に よって 得られた 幸福の 分量な り 強度な りが 現 

代の 吾々 の それよりも 多大であった こと は 確で あらう。 蘭學の 先驅者 達が たった 一 語の意味 を 判 

讀し發 見す るまでに 費した 辛苦と それ を發 見した ときの 愉悅と は 今から 見れば 滑稽に も 見える で 

あらう が、 また 一面に は實に 羨ましい 三味の 境地で もあった。 それに 比べて、 求める 心の ない 內 

か ら 嘴 を 引き 明けて 英語、 ド ィ ッ 語 と 咽喉 佛を押 し 倒す やうに 詰め込まれる 今の 學童 は 實に仕 合 

せな もので あり、 また 考 へやう では みじめな もので も ある。 

子供の 時分に やっとの 想 ひで 手に する ことの 出来た 雑誌 は 「日本の 少年」 であった。 毎月 ー囘 

これが 東京から 郵经 されて 田舍に 着く 頃になる と、 郵便屋の 聲を 聞く 度に 玄關へ 飛 出して 行った 

ものである。 甥の 家で は 「文庫」 と 「少國 民 一 をと つて ゐ たので これで 當 時の 少靑年 雜誌は 全部 

見られた やうな ものである。 さう して 夜 は 皆で 集まって 讀ん だもの 、話し くら をす るので あった。 

明治 一 一十 年代の 田舍の 冬の 夜 はかくして グリム ゃァ ンデ ル セン で賑 かに ふけて 行った ので ある。 

「IW- 取り I や 「化物 力 ルター や 「ャ マチ、 の 話」 の 中に、 かう いふ 異國の 珍ら しく 美し い 物語が 

7 

次第に 人；； < 一んで 雜 居して 行った 徑路は 文化史 的の 與 味が あるで あらう。 今 書店の 店頭に 立って 夥 


しい 少年少女の 雜誌を 見渡し、 あのな ま-^ し い 色 刷の 表紙 を 眺める 時に 今の 少年少女 を 羨まし 

く 思 ふよりも 却つ てより 多く 可哀相に 思 ふ ことがある。 

生れて 初めて 自分が 敎 はった と 思 はれる 書物 は、 ^in の 小學讀 本であって、 その 最初の 文句が 

「神 は 天地の 主宰に して 人 は 萬 物の 靈 なり」 とい ふので あった。 多分、 外 國の讀 本の 直譯に 相違 

ない ので あるが、 今考へ て 見る とその 時代と して は 恐ろしい 危險 思想 を 包 有した 文句であった。 

先生が 二 句づ、 讀んで 聞かせる と、 生徒 はすぐ 聲を 揃へ て それ を 繰返した ものであるが、 意味な 

ど はどうで もよ かった やうで ある。 その 讀本 にあった ことで 今でも 覺 えて ゐ るの は、 家鴨の 卵 を 

力へ した 牝 鶴が、 その 養 ひ 子の ひよ つ この 「水に 溺れん こと を 恐れて」 鳴き 立てる 話と、 他鄕に 

流寓 して 故 鄕に歸 つ て 見る と 家が すっかり 燒 けて 灰ば かりにな つて ゐた話 位な ものである。 さう 

して この 牝 幾と 歸鄕者 との 二つの 惡夢は その後 何十 年の 自分の 生活に 附 纏って、 今で も 自分 を 脅 

かすので ある。 その 頃福澤 翁の 著 はした 「世界 國盡 し」 とい ふ 和装 木版 刷の 書物が あった。 全體 

が 七五調の 歌； 離體 になって ゐ るので 晤 記し 易かった。 その 插畫の 木版 畫に 現れた 西洋 風景 は 恐ら 

く 自分の 幼い 頭に エキゾチズムの 最初の 種子 を 植付けた ものであった らしい。 テヘラン、 イス パ 

ハ ン といった やうない は ゆる 近東の 天地が その 時分から 自分の 好奇心 を そ、 つた、 その 嗜 生が 今 


328 


昔 今の 書讀 


日まで 消えないで 殘 つて ゐ るの は 恐ろしい ものである。 r 團々 珍聞」 とい ふ 一 ボン チ」 のまね を 

した もの、 あつたの も その 顷 である。 月給 鳥と いふ 鳥の 漫畫に は 「此の 鳥 は モネ—/ \- と 鳴く」 

としたの があった のを覺 えて ゐ る。 {R 衝黨對 自由 黨の 時代であった ので ある。 今の ブル 對プ 口に 

當る であらう。 歷史は 繰 返す ので ある C 

「諸 學須知 J 「物理 階梯」 などが 科學へ の 最初の 與味を 注 人して くれた。 「地理 初歩」 とい ふ 薄 

ベら な 本 を夜學 で敎 はった。 その 夜學 とい ふの が當時 盛であった 政 社の 一 つであった ので、 時々 

さう いふ 社の 示威運動の やうな ものが 行 はれ、 大勢で 提灯 をつ けて 夜の 町 を 驅けま はり、 また 時 

時 は 南 磧で繩 奪 ひ 旗 奪 ひの 競技が 行 はれた。 或 時 は 或る 社の 若者が 中し 合せて 一 同 頭 をクリ /\ 

坊主 に 剃 落し て 市中 を 練 歩 いた こと もあった。 

宅の 長屋に 重兵衞 さんの 家族が ゐて その 長男の 楠さん とい ふの が 裁判所の 書記 をつ とめて ゐ た。 

その 人から 英語 を敎 はった。 ウィルソン か 誰かの 讀 本を敎 はって ゐ たが、 楠さん は 多分 獎勵の 目 

的で 將來の 敎案を 立て、 見せて くれた。 パ ー レ ー 萬 國史、 ク ワツケ ン ボス 文典な ど、 いふ 書名 を 

連ら ねた 紙片に 過ぎなかった が、 それが 恐ろしく 幼い 野心 を 燃え立た せた。 いよ/^ パ ー レ— を 

買 ひに 行った とき 本屋の 番頭に 「大層 御 進みで 御座いま すねえ」 とい はれて ひどく うれしがった 
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ものである。 その 時の 幼稚な 虚榮 心の 滿 足が 自分の 將來の 道 を 決定す る 色々 な 因子の 中の 一 つに 

なった かも 知れない とい ふ氣 がする。 この 摘さん は义ゲ ー テの 「狐の裁！^ー  の飜譯 書を豫 してく 

れた 人で ある。 「漢楚 軍談」 「三國 志」 「眞田 三代 記」 の愛讀 者であった ところの 明治 一 一十 年頃の 

田舍の 子供に この ライ ネフ ッ ク ス の 御伽 噺は 蓋し 天啓の 稻 妻であった。 可能の 世界の 限界が 急に 

膨 帳して 爆發 してし まった やうな もので あつたに 相逮 ない。 

矢張り その 顷 近所の 年上の 靑 年に 佛 語を敎 はらう とした ことがある。 「レ クチ ュ ー ル」 とい ふ 

讀 本の 一番 初めの 二三 行を敎 はった が、 父から 抗議が 出て やめて しまった。 英語が 未だ 初歩な の 

に佛語 をち やん ぼんに 敎 はって は 不利益 だとい ふ 理由で あつたが、 實際は その 敎師 となるべき 靑 

年が 近隣で 不良の 一 一字 を 冠ら せた 靑年 であるが ためだと いふ ことが 後に 分って 來た。 想 ふに かれ 

は當 時の 新 思想の 持主であった ので ある。 それから 十 年の 後 高等 學校 在學 中に 熊 本の 通 町の 古本 

星で 佛語讀 本に 鉛筆で 隙間な しに 假名の 書 入れ をした の を 見付けて 來て獨 習 を はじめた。 抑壓さ 

れた 願望が 眼覺 めた ので ある。 子供に 勉強させる に は 片端から 讀み 物に 干涉 して 良書 をなる ベく 

見せない やうに する の も 一 つの 方法で あるか も 知れない。 さう して 讀ん でい けない と 思 ふ 種類の 

書物 を 山積して 1 母 日の 日課と して 何十 頁づ 、か讀 む やうに 命令す るの も 一 法で あるか も 知れない „ 
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楠さん も、 この 不良と 目され た 不幸な 靑年も 夭死して 疾の 昔に 亡くなつ たが、 自分の 想 ひ 出の 

中には 一 一人の 使徒の やうに 頭上に 光環 を 頂いて 相 並んで 立って ゐ るので ある。 この 一 一人 は 自分の 

幼い 心に 翼 を 取りつ けて くれた 恩人であった。  . 

楠さん の 弟の 龜 さん はハ ゴを 仕掛けて 鳥 を 捕へ たり、 色々 の 方法で を 取ったり する ことの 天 

才 であった。 この 龜 さんから 自分 は 自然界の 神秘 について 如何なる 書物 にも 書い .て ない 多くの も 

のを學 ぶこと が 出来た。 

中學 時代の 初期に は 「椿 說弓張 月， 一 や 「八 犬傳」 など を讀ん だ。 田舍の 親戚へ 泊って ゐる 間に 

「梅 唇」 を 所々 拾ひ讀 みした 記憶が ある。 これ 等の 讀物は 自分の 五體の 細胞の 一 つづ、 に 潜在し 

てゐた 傳統的 日本人 を 喚び さまし 明るみへ 引出す に有效 であった。 「椿 本 西遊記， 一 を讀ん だの も 

その 頃で あつたが、 これ はフ ァ ン クジ —の 世界と 超自然の 力 へ の 憧憬 を挑發 する ものであった。 

さう いふ 意味で は その 頃に 見た 松 旭齋天 一 の 西洋 奇術 もまた 同様な 效果 があった かも 知れない の 

である。 ジュ ー ル. ヴ H ルスの 「海底 旅行 一 はこれ に反して 現實 の^ 界 における 自然力の 利用が 

如何に 驚く ベ き 可能性 を もつ て ゐ るか を 暗示す る ものであった。 それから Si 十 年後の 近頃に なつ 

て 新聞で 潜航艇 ノ ー チラスの 北極 探 檢に關 する 記事 を讀 み、 パラ マウント 發聲 映畫ー 1 ュ ー スでそ 
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の 出發の 光景 を 見る ことにな つた 譯 である。 この 「海底 旅行」 や 「空中 旅行」 「金星 旅行」 の やう 

な ものが 自分の 少年 時代に 於け る 科學へ の 輿 味 を 刺戟す るに 若干の 效果 があった かも 知れない。 

洪水の やうに 押し込んで 來る 西洋 文擧の 波頭 は先づ 色々 なお 伽噺 の飜譯 として 少年の 世界に 現 

れた。 大人の 讀み 物で は 民 友 社の たしか 「國民 小說」 と 名 づける シリ ー ス にいろく の飜譯 物が 

交って ゐた。 矢 野 龍溪の 「經國 美談」 を讀 まない 中 舉 生 は 幅が利かなかった。 「佳人の 奇遇」 の 

第 一 へ —ジを 暗誦して ゐる もの \ 中に 自分 もゐ たわけで ある。 

宮 崎湖處 子の r 歸省」 が 現れた とき 當 時の 中 畢生 は 驚いた。 尋常一様な 現實の 生活の 描 寫が立 

派な 文學 であり 得る のみ か、 あらゆる 在來 の文學 中に 求め 得られない 新鮮な 美し さ を 包藏し 得る 

とい ふ 事 實を發 見して 驚いた のであった。 ァ— ヴ イングの 「スケッチブック」 が英學 生の 間に 流 

行して ゐ たの も その 頃で あつたと 思 ふ。 

松 村 介 石の 「リンカ ー ン傅」 は 深い 印銘を 受けた もの \ 一  つ である。 リンカ— ン はたった 三 冊 

の 書物に よって かれの 全 性格 を 造り上げ たとい ふ 記事が 强く 自分 を 感動 させた ので あつたが、 こ 

の 事實は 書物の 洪水の 中に 浮沈す る 現在の 青少年へ の氣 付け 藥 になる かも 知れない。 

「リンカ ー ン傅」 で 喚び さまされた 自分の 中の ある ものが ュ ー ゴ ー の 「ミゼラブル」 で 一層 强 
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く 煽り 立てられ たやう である。 當時 未だ 飜譯は 無かった やうに 思 ふが、 自分の 見た のは英 譯の抄 

譯本 でた 物語りの 筋 だけの ものであった C さう して 當 時の 自分の 英語の 力で は 筋 だけ を 了解す 

るの も 中々 の 骨折りで あつたが、 そ ひお かげで 英語が 急に 進歩した の も事實 であった。 學 校で 敎 

はつ てゐた 「クラ イブ 傳 J や 「ヘス チ ング」 に 何の 興味 も 感じる ことの 出来なくて 乾き 切つ てゐ 

た 頭に 溫 かい 人間味の 雨 を そ、 いだので あった。 この 雨が 深く 滲み込んで、 善 かれ 惡 しかれ その 

後の 生活に 影響した やうな 氣 がする。 

當時は 「明治 文庫，」 「新 小說」 「文 藝俱樂 部」 などが 並立して 露 伴、 紅葉、 美妙 齋、 水薩、 小波 

とぃったゃぅな人々がそれ/^ の特色をもってプ レ アデ ス の 如く 輝いて ゐ たもので ある。 氏 等が 

當 時の 少靑 年の 情 緖的敎 育に 甚大な 影響を及ぼし たこと は 恐らく われ/ \ のみなら す 又い は ゆる 

教育家 達 の 自覺を 超越す る もので あつたに 相違ない。 

たしか 「少年 文學」 と稱 する 叢書が あって 「黄金 丸」 「今 辨慶」 「寶の 山」 「寳の 庫」 など 、いふ 

のが 魅惑 的な 装幀に 飾られて 績々 出版され た。 富 岡 永 洗、 武內桂 舟な どの 木版 色 刷の ロ鎗 だけで 

も當 時の 少年の 夢の 王國が 如何なる もので あつたか を 示す に 十分な もので あらう。 

これ 等の 讀み物 を 手に 人れ る こと は當 時の われ/^ に は それ 程 容易ではなかった C 一 一十 錢 三十 
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綫を 父母に もら ひ 受ける 手數の ほかに 書店に たのんで 取 寄せても らふ 手鑌 きがあった。 しかし 何 

度 も 本屋へ 通って まだ かま だかと 催促して やっと 手に 人れ たと きの 悅びは 恐らく その 頃の われ わ 

れ 仲間の 特權 であった かも 知れない。 

當 時の 田舍の 本屋 は 威張った ものであった やうな 氣 がする。 われ/ \ は 頭 を 下げて 賣 つて 貰つ 

てゐ たやうな 感じが ある。 これ は當然 であった かも 知れない。 少 くも われ/ \ に 取って 書物 は 決 

して 一， 商品」 ではなかった。 それ は 尊い 師匠で あり、 なつかしい 戀 人であって、 本屋 は それ を わ 

れ われに 紹介して 吳れる 大事な 仲介者であった わけで ある。 

讀 書の 選擇 やまた 讀 書の 仕方に つ いて 學生 達から 質問 を 受けた ことが 度々 ある。 これに 對 する 

自分の 答 はいつ も 不得要領に 終る 外はなかった。 如何なる 人に 如何なる 戀 をしたら い 、かと 聞か 

れ るのと 大した 相違 はない やうな 氣 がする C 時には こんな 返答 をす る こと も ある。 「自分で 一 番 

讀 みたい と 思 ふ 本 を その 興味の つ く 限り 讀む。 そして いやにな つたら 途中で も かま はす 投 出し 

て、 また 次に 讀 みたくな つた もの を讀ん だら い、 でせ う」 大根が 食 ひたくなる 時 はきつ と 自分の 

身體が 大根の 中の 或る ヴ イタ ミン - エツ キス を 要求して ゐ るので あらう。 その 時 われ-^ は 何も 

大根 を 食 ふことの 必然性 を證 明した 後でなければ それ を 食つ て いけない 譯の もので はない。 叉 友 
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人の I が 大拫を 貪って よろ づ の 病 を 癒 やし 百年の 壽を 保つ としても、 自ハ 刀が その 眞似 をして 成效 

するとい ふ保證 はつ いて ゐ ない。 或る 本 を 讀んで 興味 を 刺戟され るの は 何 かしら さうな るべ き必 

然な 理由が 自分の 意識の 水平面 以下に 潜在して ゐ る證據 だと 思 はれる。 それ を われく の 意識の 

表層 だけに 組立て た淺 はかな 理論 や、 人からの 人智 惠 にこ だはって 無理に 押へ つけ 捻ち 向ける 必 

要はない やうに 思 はれる。 人々 の 頭腦の 現在 は その 人々 の 過去の 履歷 の函數 である。 それで 或 人 

が 或 時に A とい ふ 本に 興味 を 感じて 次に B に 引きつ けられる とい ふこと が 一 見 如何に 不合理で 偶 

然 的に 見えても、 それに は 矢張り さうな るべき 箸の 理由が 內 在して ゐる であらう。 唯 それ を正當 

に 認識す るに は、 丁度 精神分析の 大家が 吾々 の 夢の 分析 判斷を 試みる よりも 一 層 深刻な 分析と 綜 

合の 能力 を 要求す るで あらう。 

そ れ だから、 或 時 に ち つと も與 味の なかつ た 書物 をち がった 時に 讀んで 見る と 非常な 輿 味を覺 

える こと も 珍ら しくない。 子供の 時に 嫌 ひであった 墜 辛が 年取って から 好きに なった といって、 

別に 子供の 時代の 自分に 義理 を 立て、 鹽辛を 割愛す るに も 及ばない であらう。 

何遍 讀ん でも 面白く、 讀 めば 讀む程 面白味の 深 入す る 書物 も ある。 それ は 作った もの、 こしら 

へた ものに は 稀で、 生きた ドキュ ー メント とい ふやうな 種類の ものに 多 いのはむ しろ 當然 のこと 
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であらう。 

二、 三 頁讀ん だきり で投 出したり、 又 頁 を 繰って 插畫を 見た だけの 本で も、 すっと 後に なって 

意外に 役に立つ 場合 も ある。 若い 時分に は、 讀み 出した 本 をお しま ひまで 讀 まない のが 惡事 であ 

る やうな 氣 がした ので あるが、 今では 讀み 度くない 本 を 無理に 讀む と は 第 一 出來 ないし 叉讀む 

方が 惡 いやうな 氣 がする。 時には 小說 など を 終りの 方から 逆に はじめの 方へ 讀 むの も 面白い、 さ 

うして いけない 理由 もない。 活動の フィルム の逆轉 をして はいけ ない 事 はない と 同じで ある。 

色 々 な 書物 を 遠慮なく かじる 方が い， - かも 知れない。 宅の 花壇へ 色々 の 草花の 種を播 いて 見る 

やうな ものである。 そのうちで 地味に 適應 した ものが 榮 えて 花實を 結ぶ であらう。 人に す、 めら 

れた種 だけ を播 いて、 育たない 害の もの を 育てる 努力に 一 と 春 を 浪費. L なくても よさ さう に 思 は 

れる。 それ かとい つて 一度 育たなかった 種 は 水久に 育たぬ ときめる こと もない。 前年に 植ゑ たも 

の 、如何によ つて 次の 年に 適當な もの 、種類 はおの づ から 變るこ とも あり 得る ので ある。 

健康で ある 限り われ-/ \の 食物 はわれ/ \ が 選べ ばよ いが、 病氣 のとき は醫 者の 藥も 必要 かも 

知れない。 併し 藥な どのます にな ほる 人 も あり 藥を のんでも 死ぬ 人 も ある。 書物に ついても 同じ 

ことが いはれ はしない か。 
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クリス マ ス の 用意に 鵞鳥 をつ かまへ て 膝の 間に 插んで 頸つ 玉 をつ かまへ て 無理に 開かせた 嘴の 

中へ 五穀 をぎ う/ \ 詰め込む。 これ は 飼養 者の 立場で ある。 驚 鳥の 立場 を 問題に する 人が あらば 

それ は 天下の 嘲笑 を 買 ふに 過ぎないで， あらう。 鵞鳥 は 商品で あるから である。 人間 もまた 商品で 

あり 得る。 その場合には いやがる 書物 をぎ う/ \ 詰め込む の もまた やむ を 得な い ことで あらう。 

さう いふ 場合に この 飼料と なる 書籍が 一 層 完全なる 商品と して 大量 的に 生産され るの もまた 自然 

の 成 行と 見る ベ きで あらう か"" 

日本で は 外國の 書物 を 手に入れる のが 中々 不便で ある。 書店に 注文す ると 一 一ヶ月 以上 も か、 る- 

さう して 注文 部と 小賣 部と 述絡 がない ため か、 店の 陳列棚に それが 現存して ゐても 注文した 分が 

着荷し なければ 送って くれなかった りする。 賴ん だつ もりの が 頓んだ ことにな つて ゐ なかったり 

する こと も ある。 雜 誌の バ ック ナム バ ー など 注文す ると 大概 絶版 だと 斷っ て來 るが ラ ィ プチ ヒの 

本屋に 賴 むと 大抵 はおき に 捜し出して くれる ので ある C 天下の 愚 書で も 賫れる 本 はいつ でも 在庫 

品が あり、 賣れ ない 本 はめった にない。 これ も 書物が 何々 株式 會 社の 「商品— 一 であると すれば 固 

より 當然 のこと である。 それで 自然に 起る 要求 は、 さう いふ 商品と してで ない 書籍の 供給 所を國 

家 政府で 經營 して 大概の 本が いつでも すぐに 手に入れられる やうに しても らふ こと は 出来ない か 
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とい ふこと である。 尤も かうな ると 自然に 書物の 種類に 或る 限定 を 生じる に 相違ない が、 それで 

も 構 はない と 思 ふので ある。 少 くも 科學ゃ 技術 方面の 書物 だけで も 差しせ 田って さう して ほし いと 

田，、 J ふ。 國立圖 書 館と いった やうな ものと 少 くも 同等な 機關 として 必要な もので あり はしない 力 

かう いふ 蟲 のい 、空想 も 起る 位に 不便 を 感じる 場合が 多い ので ある。 

若い 恐らく 新參 らしい 店員に 或る 書物が あるかと 聞く と、 ない と 答へ る。 見る とちやん と 眼前 

の 棚に その 本が 收 まって ゐる 事が ある。 さう いふと きに 吾々 は 甚だ 淋しい 氣持を 味 ふ。 商/か 自 

分の 商品に 與 味と 熱 を 失 ふ 時代 は、 やがて 官吏が 職務 を 忘却し、 擧 者が 學 問に 倦怠し、 職人が 仕 

事 を 誤 寶 化す 時代で あり はしない かと い ふ氣 がする こと も ある。 しかし 老巧 忠實な 店員に 接し 掌 

を 指す やうに 求める ni 物に 關 する 光明 を 授けられ ると 悲觀が 樂觀に 早變り をす る。 現代の 日本が 

矢張賴 母し く 見えて 來 ると 同時に 眼前の 書籍 を 知らぬ 小店 員 を氣の 毒に 思 ふので ある。 

ドイツ の 或る 書店に まる 書物 を 注文したら 間もなく 手紙 をよ こして、 その 本 は アメリカの 某 博 

物 館 で 出版した 非賫 品で あるが、 御 希望 ゆ ゑ 差 上げる や う に 同 博物館 へ掛 合って やった から 間 も 

なく 屆く であらう と 通知して 來た。 さう して 間もなく それが 手 もとに 屆 いたのであった。 有 舞く 

も あれば また ドイツ 人 は 恐ろし いと も 思った。 これが 日本の 書店 だと 三月 も 待った 後に 御 注文の 
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書籍 は非賣 品の 由に つき 左様 御 承知 下され 度し とい ふ 一 枚の 端 書 を 受取る のではなかった かと 想 

像す る。 間違ったら ゆるして もら ひ 度い。 さう 想像させる だけの 因緣は あるので ある。 

書店に はなるべく 借金 を澤 山に こしら へ る 方が い 、とい ふ 話 を 聞いて 感心した ことがある。 正 

直に 月々 ちゃんと 拂を すませる やうな 顧客 は、 考へ て 見る と 本屋で もてなくても よい 譯 であった。 

それで バ ック ナム バ ー でも 注文す る 時 は その 前に 少 くも 五六 百圓の 借金 を こしら へ て 置く 方が 有 

效 であるか も 知れない。 これ は 近頃の 發見 である やうな 氣 がした。 

將來 書物が 一 切 不用になる 時代が 來る であらう か。 英國 のさ 想 小 說家は 何百 年間 眠り 辏 けた 後 

に 眼を醒 した 男の 體驗を 描いて ゐる うちに その 時代の ライブラリ ー の 事 を 述べて ゐ る。 卽ち、 書 

物の 代りに 活動の フィル ムの卷 物の やうな ものが 出来て ゐて 文字 を讀 まなくても 萬 事が 悉く 分る 

ことにな つて ゐ る。 併し これ は 少し 書物と いふ もの 、本質 を 誤解した 見當 ちが ひの 空想で あると 

思 はれる。 

それにしても 映 畫フィ ルムが 段々 に 書物の 領分 を 侵略して 來る事 はたし かで ある。 恐らく 近い 

將來 において 色々 のフィ ル ムが 書店の 商品の 一 部と なって 出現 するとき が來 るので はない か。 も 

しも 安直な ト ー キ— の 器械 ゃフィ ル ムが 書店に 出る やうに なれば 敎育 器械と しての プ ti フ H ッサ 
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1 など は 大分 暇になる ことで あらう。 

令からで も 大蚩曰 店で 十六 ミリ フ ィ ル ムを賣 り 出しても よく はない か。 さう して 小さな き 寫窒を 

設けて 客足 を ひくの も 一 案で はない かと 思 はれる ので ある。 近頃 寫眞 ばかりの 本の 流行る の はも 

うこの 方向への 第一歩と も 見られる。 

竇 みたい 本、 賨 まなければ ならない 本が 餘り 多い。 みんな 讀 むに は 一生が いくつ あっても 足り 

ない。 また、 もし かみんな 讀ん だら 頭 は 空つ ほになる であらう。 頭 を さつ ぼに する 最良 法 は讀蚩 曰 

だからで ある。 それで 日 下部 氏の いは ゆる 少く讀 む、 その 少数の 書物に どうしたら めぐり 會 へる 

か。 これ も 親の かたきの やうな もので、 私の 尊ね る 敵と 他の 人の 敵と は^ 人で ある やうに 私の ま 曰 

物 は 私が 尋ねる より 外に 途 はない。 

或る 天才 生物 學者 があった。 山 を 歩いて ゐ て？^ S つて ころんで 尻餅 をつ いた 拍子に、 一握の 草 を 

つかんだ と 思ったら、 その 草 は 未だ て 知られざる 新種であった。 さう いふ 事が 度々 あつたと い 

ふので ある。 讀 書の 上手な 人に もどう もこれ に 類した 不思議な ことがあ りさう に 思 はれる。 のん 

きに 書店の 棚 を 見て あるく 內に 時々 氣 紛れに 手を延 して 引っぱり だす 書物が 偶然に も その 人に と 

つ て 歡 も、 ふ 要な 本で あると い ふやうな ことになるの ではない か。 さう いふ 工合に 行ける ものなら 
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さ ぞ 都合 がい、 であらう。 

一冊の 書物 を讀 むにしても、 ぺ ー ジを パラ/. -と緣 るう ちに、 自分の 緊要な こと だけが ぺ ー ジ 

から 飛び出して 眼の 中へ 飛び込んでくれ たら、 一層 都合が い、 であらう。 これ は餘 りに 蟲の よす 

ぎる 注文で あるが、 或 度まで は 練習に よって それに 似た こと は 出来る もの、 やうで ある。 實際何 

十卷 もの ェ ンチク 口べ ディ ー ゃハ ン ドブッ クを通 讀出來 る譯の もので はない ので ある。 

間 f j ひだらけ で 恐ろし く 有益な 本 も あれば、 ど こ も 間遠 ひがなくて さう してた ぐ 間逮 つて ゐな 

いとい ふだけ の 事 以外に 何の 取 柄 もない と 思 はれる 本 も ある。 これ 程 立派な 材料 を これ 程豐 富に 

寄せ集めて、 さう してよ くも これ 程までに 面白くな く つまらなく 書いた もの だと 思 ふ 本 も ある。 

飜譯 *t を 見て ゐ ると 時に 面白い ことがある。 譯 文の 意味が どうしても 分らない 場合に、 それ を 

一 べん 原語に 直譯 して 考 へて 見る と 成程と 合點が 行って 思 はす 笑 ひ 出す ことがある。 例へば 「禮 

服 を 着ないで サラダ を 出した」 といった やうな 種類の もの である。 

尖端 的な もの 、流行る 世の中で 古い もの を讀 むの も 氣が變 つ て 却つ て 新 «i 味 を 感じる から 不思 

議 である。 近 「ダフ 二 スと クロ ェ」 の戀 物語 を讀ん でさう いふ 氣 がする のであった。 今の モボ、 

モガよりも 遙に 尖端 的な 戀 をして ゐ るので ある。 アリス トフ ァ— ネスの 「雲」 を讀ん で學者 達が 3 


蚤の 一躍 は s の 何 歩に 當 るか を 論す ると ころな どが、 今の 學 者と ちっとも 變ら ない 生寫 しで ある 

こと を 面白い と 思 ふので あった。 「六 國史 J を讀 んでゐ ると 現代に 起って ゐ ると 全く 同じ ことが 

た 少しば かりちが つた 名前の 着物 を 着て 古い 昔に 起って ゐ たこと を 知つ て 或は 悲觀し 或は 樂觀 

する ので ある。 段々 讀 んでゐ ると、 古い 事 程 新しく、 一番 古い ことが 結局 一番 新しい やうな 氣が 

して 來 るの も、 不思議で ある。 古典が 績々 新版になる 一 方で は 新 思想 ものが 露店から 屑籠に 移さ 

れて 行く の も 不思議で ある。 

それにしても 日々 に增 して 行く 書籍の 將來 はどうなる であらう か。 毎日の 新聞 廣吿 だけから 推 

算 しても 一 年間に 現れる 書物の 數は數 千 或は 萬 を 以て 數 へる であらう。 さう して その 增加率 は 年 

と共に 增す とすれば 遠から す地殼 は 書物 の 荷重に 堪へ かねて 破壞 し、 大地震 を 起こして 復馨を 企 

てる かも 知れない。 さう いふ 際に は セリュ 口 ー ズ ばかりで 出来た 書籍 は 哀れな 末路 を 遂げて、 却 

つて 石に 刻した 楔形文字が 生殘 るか も 知れない。 さう でな くと も、 また 暴虐な 征服者の ー炬 によ 

つて 灰になら なくと も、 自然の 誤りな き化學 作用 は 何時か は 確實に 現在の 書物の セリュ a— ズを 

ぼろ/ \ に 分解して しま ふで あらう。 

十 年来む し 込んで おいた 和本 を 取 出して 見たら 全部が 蟲のコ n  二 ー となって 無 數の隨 道が 三次 
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元 的に 貫通して ゐた。 はたき 集めた 蟲を 庭へ はふり 出す と 雀が 來て喧 つてし まった。 書物 を 請ん 

で 利口になる ものなら、 この 雀 も 定めて 利口な 雀に なった ことで あらう。 

.  .  (昭和 七 年 一月、 東京 曰 日 新聞) 
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物理 學 は元來 自然界に 於け る 物理的現象 を 取扱 ふ學問 であるが、 さう かと 云って あらゆる 物 

理的 現象が 何時でも 物理 學 者の 研究の 對象 となると は 限らない。 本来の 意味で は 立派に 物理的 現 

象と 見る ベ き 現象で も、 時代に よって 全く 物理 學の圈 外に S かれた かの やうに a- える ことがあり 

得る ので ある。 

物理 學と いふ もの は 矢 張 一 つの 學 問の 體 系であって、 夫れ が 黎明 時代から 今日 迄發 達する に は 

矢 張 夫れ だけの 藤史 があった ので、 其の 歴史 は 絶 對單義 的な 唯一 の 道を迎 つて 来たと 考 へる より 

は、 寧ろ 多くの 可能な 道のう ちの 一 つ を 通って 來 たものと 考 へられ、 其の 實際 通った 道 を 決定し 

たもの は 矢 張 偶然の 事 であった とも 考へ られ る。 丁度 夫れ はナボ レ ォ ンが 生れた か 生れな 力つ 

たかに より、 世界の -te^, 史は逮 つ た 內容を も つたで あらう とい ふのと 必 すし も 本質的 の 差训 はな レ 
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やうに 思 はれる。 勿論 物理 畢の 場合に は 自然と いふ 客觀的 存在が 嚴 然として 控 へて 居る から、 假 

令 研究の 道筋に 若干 偶然 的な 變 化が あっても、 最後の 收穫は 結局 同じで あるべき だと 云 ふ說が 一 

般には 信用され るで あらう C さう して 人類の 藤史 との 比較 は 全然 不當 として 斥けられ るが 普通で 

あらう と 想像され る。 併し 此れ は 果して さう であるか どうか、 よく/ \ 熟考して 見なければ なら 

ないやう に 私に は 思 はれる。 第一 に 客觀實 在と 稱 する ものが 物理 學體 系と 獨 立に 存在し 得る かど 

うか、 t 疑問で ある C 叉、 物理 寧の 系統 は實驗 上の 新發 見と 新 概念の 構成と によって 本質的の 進歩 

を 遂げる ので あるが、 其の 發 見や 構成の 時間 的關 係は必 すし も 必然的 唯一 の ものが 實 際に 存在し 

たと は考へ られな い。 例へば ハ ミルト ン が もっと 長生き をした とか、 アイ ンシ ュ クイ ン が 病氣し 

たと か、 歐 洲戰爭 がなかった とか、 そんな やうな 事情の 爲に、 物理 學の體 系が 現在と は 幾らかで 

もちが つた 形 をと る こと は 可能で はない か、 少 くも 斯う い ふ 疑問 を 起して 見る こと は必 すし も 無 

益の 業で はない やうに 思 はれる。 

併し 夫れ 程 根本的な 問題 は 暫く 措き、 もう 少し 具體 的な 問題 を 取って 見る と、 各 時代に 於て 物 

理學 上の 第一線の 問題と 看做され、 世界中の 擧 者が 競って 總攻擊 をす る やうな 問題が あり、 さう 

して その 問題の 對象物 は 時代から 時代へ と 推移して 行く。 此の 推移の 經路が 果して 單. 義 的な もの 
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であるか どうかと いふ 問題が 提出され 得る やうに 思 はれる。 此れ は少 くも 或 程度 迄 は 偶然 的 人 問 

的な 事情に 支配され る こと は 疑ない やうに 思 はれる〕 例へ ば 電子 波 廻 折の 實驗が X 光線 廻 折の 實 

驗の行 はれた 頃に 旣に行 はれた とい ふやうな 事 も、 夫れ 自身に 於て 必す しも 不可能でなかった と 

思 はれる から、 若しも さう であった としたら、 其の後の 物理 學界の 動き は 餘程實 際と は 違った も 

の になった ので はない かと 想像され るので ある。 

夫れ と 同様に 未来の 物理 學 進歩の 經 路も必 すし も單義 的に 唯 一 筋の 豫定の 道筋 を 通る であらう 

と は考へ られ ない。 將來 なされ 得べき 或る 二つの 割 期 的な 發 見の どちらが 先き に 行 はれる か は 偶 

然 的な 事情に よって 左右され 得る であらう。 さう いふ 譯で あるから、 今から 十 年後の 物理 學界を 

豫想 する 事 は 如何なる 大家に も 困難で あらう。 何時 如何なる 問題が 勃興して、 現在の 第一線の 問 

題に 取って 代る かも 知れない。 現在 世界中の 學 者が 爭 つて 研究して 居る やうな 問題が、 やがて 行 

詰りになる であらう とい ふこと は 當然の 事で も あり、 又 過去の 歷史が 悉く 此れ を證 明して 居る や 

うに 思 はれる。 さう いふ 場合に、 突然に 何處 からか 現 はれて 來て 新生面 を 打開す る やうな 對 象が、 

往々 それ迄 は 殆ど 物理 擧の圈 外 か、 少 くも 邊 鄙な 片隅にあって 存在 を 忘れられて 居た やうな 場合 

である こと も敢て 珍ら しく はない ので ある。 冽 へ ば 昔 或る 僧侶の 學 者が 顯微鏡 1^ で 花粉 を^いて 
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居る 間に 注意して 研究した 微粒子の 運動が、 後日 物質 素量說 の實證 的根據 として 一時 盛に 研究 さ 

れる やうに なった。 叉瑞 西の 山間の 中學 校の 先生が 粗末な 驗 電器の 漏電 を 測って 居た ことが、 少 

くも 間接に は 近代 電子 的 ゅ質觀 への 導火線と なり、 放射性物質の 發見 にも 一 つの 衝動 を與 へた や 

うな 形に なった。 現在 尖端 的な 問題の 一 つと 考 へらる、 宇宙線の 研究で も、 實は 此の 昔の 粗末な 

實驗の 後裔で あると も 見られな く はない ので ある。 叉昔レ ー リ— 卿が 紅茶々 碗 を 硝子 板の 上です 

ベら せて 見て、 硝子の よごれ 方で ひどく 摩擦の ちが ふこと を 見て 考 込んで 居た ことがあ るが、 此 

れは 近年に なって 固體ゃ 液體の 表層に 吸着した 單 分子 層の 研究の 先驅 をな した ものであった" 此 

れと 似寄った ことで は、 レ ー ノ ルヅ の 減摩 油の 作用の 研究な ども 矢 張 それ迄 は 殆ど 物理 學の圈 外 

にあった 問題 を 其の 圈內に 引 入れた もの だと 云 はれよう。 又 同じ レ ー ノル ヅ の 砂の 膨膜性 (Dila- 

tmicy ) に關 する 研究 は、 其 後餘り 注目す る 人 もなかつ たやう である。 此れ は 土木 ェ擧の 基礎と な 

る 土壓の 問題に は當然 考慮 さるべき ものと 思 はれる ので あつたが、 極 最近 に 此の 考を 採用して 土 

壓の 問題 を 新しく 考へ 直さう とする 人 も 現 はれた やうで ある。 

此れ だけの 例から 見ても、 其當 代の 流行 問題と は 何の 關係 もなくて、 物理 學の圈 外に ある やう 

に 見える 事柄の 研究で も、 將來 意外に 重要な 第 一 線の 問題へ の 最初の 歩みと なり 得ない と は 限ら 
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ない。 それで さう いふ 意味で、 現在の 物理 學 では 餘 り問题 にならない やうな 物理的現象に どんな 

ものが あるか を 物色して 見る の も、 強ち 無用の 業で はない かも 知れない。 

さう いふ 種類の 現象で 自分が 多年 心に かけて 居た ものが 色々 あるが、 それ 等の 多數は 何れも 事 

柄が 偶然 的 偏差に 支配され る爲 に、 結果が 決定的 再起 的で ないやうな 種類に 屬 する ものである。 

例へ ば 硝子 板 を 平坦な 臺の 上に 置いて 上から 鐵の球 を 落して 放射線 形の 割れ H を 生 するとい ふ 場 

合に、 板の 厚さ や、 球の 重量 や 落下の 高さ を 一定に して 見ても、 生す る 割れ： H の 線の 數ゃ 長さ は 

千 差 萬 別であって 中々 一 定 しない。 多 數の實 驗を繰 返せば 統計的に は 自ら 一 定の 規則 は あるに し 

て も、 一 つくの 場合に それ 等の 價を豫 測す る こと は 不可能で ある。 此れと よく 似た 場合 は 所謂 

リヒテ ンべ ルクの 放電 像で ある C 此れ も 陽 像 或は 陰 像の 各-、 の 場合に 放射線の 長さ ゃ數に 就いて 

統計的の 規則 は 見出され るが、 個々 の 場合の 精確な 豫想は 到底 出来ない。 此の 二つの 場合に 何故 

に對稱 的な 同心 圓 形が 現 はれないで 有限 数の 放射線が 現 はれる か。 此れ は 今の 處 不思議 だと 云つ 

て 置く より 外に 仕方がない。 

金 米搪を 作る ときに 何故に あの やうな 角が 出る か。 角の 數が 何で 定まる か、 此れ も 未知の 問題 

である。 煤けた 障子紙へ 一滴の 水 を 滴らす としみ が出來 るが、 其の 輪郭 は！； にならなくて 菊の花 
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形になる。 筒井 俊 正 君の 實驗で 液 滴が 板 上に 落ちて 分裂す る 場合 も 此れに 似て 居る 事が 知られた r 

葡萄酒が コ ッ プを這 上がる 現象に も 類似の 事が ある。 

剃刀 をと ぐ 砥石 を 平坦に する 爲に 合せ 硬 石 を 載せて 擦 合せて 後に 引き！： がすと 綺麗な 樹枝狀 の 

縞が 現 はれる。 平 田 森 三 君が 熱した 硝子 板 を 其の 一方の 緣 から 徐々 に 垂直に 水中へ 沈めて 行く と 

此れに よく 似た 模様が 現 はれる と 云って 居る。 寫眞 乾板の 感光 膜 を 硝子から 刹が す爲に 特殊の 藥 

液に^；；はすと膜が伸張して著し い 皺が 出來 るので あるが、 其の 皺が 場合によって は 上記の 樹枝狀 と 

可な り 良く 似た 形 を 示す ことがある。 又寫眞 乾板 上の 一 點 に高壓 電極の 尖端 を當て 、暗處 で 見る 

と 其の 尖端から 小さな 火 球が 現 はれて 徐々 に 膜 上 を 這って 行く。 其の 痕跡が 膜の 燒 けた 線に なつ 

て续 るので あるが、 其の 線の 形 狀が矢 張 上記の ものと 似た 形 を 示して 居る。 夫れ から 又 硝子 窓な 

どに 水 蒸氣が 凝結して 露 を 結んで 居る のが、 段々 露の 生長す るに つれて 硝子 面に 沿うて 落下し 始 

める。 其 際に 露の 流れが 次第に 合流して 樹枝狀 の 模様 を 作る。 此 場合 は 前の 多くの場合と は反對 

に 枝の 末端の 方から 樹幹の 方へ 事柄が 進行す るので、 此點 でも 地上の 斜面に 發 達する 河流の 樹枝 

狀 系統に よく 似て 居る。 

此 等の 現象 を 通じて 云 はれる こと は、 普通の 古典的な 理論的 考察から すれば、 凡そ 一様に 均等 
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に連績 的に 或は 對稱 的に 起る であらう と考 へらる" ものが、 實 際に は 不均等に 非對稱 的に 不連續 

的に 而も 統計的に 起る ので ある。 此の やうな 場合 を適當 に處理 すべき 理論 は 勿論の こと、 其の 理 

論の 構成に 基礎と なる ベ き 概念す らも 未だ 全然 發 達して 居ない ので あるから、 今の 處 では 物理 學 

者 は 此等を どうしてよ いか 分らない。 從 つて 問題に しょうと もしなければ、 又 見ても 見ない つも 

りで 眼 をつ ぶつ て 通り過ぎる のが 通例で ある。 

上記の 如き 現象が 純粹な 自然 探究者に 取って 決して 興味が なく はない ので あっても、 夫れ が 現 

在の 學 問の 旣成體 系の 網に 引つ か 、ら ない 限り は、 夫れ が 一 般學 者から 閑却され るの も 亦 自然の 

成 行で あつたと 思 はれる. - ところが、 最近に 到って 物理 學の 理論の 基礎に 著しい 革命の 起った 結 

果 として、 物理現象の 決定 性と 云った やうな 基礎 觀念 にも 亦 若干の 改革が 行 はれる やうに なった" 

その 結果と して 面白い ことに は、 吾々 が從來 捨て 、顧みなかった 上記の 種類の 不決定な 事柄に 對 

して、 最早い つ 迄 もさう く無關 心で は 居られ なくなって 来たと 私に は 思 はれる。 何故かと いふ 

と、 上記の 種類の 現象の 根本に 横た はる 形式的 要素が、 新 物理 學の 基礎に 存 する それ 等と 何處か 

共通な もの を 具へ て 居る からで ある。 

原子の 構造と 其の 性能に 關 して 吾々 は 個々 の ヱ ネル ギ ー 水準の 考を 導入した。 而 して 夫れ は 或 
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る 方程式の 固有値と 稱 する ものと 聯關 して 居る と考 へる。 此れ は 最も 簡單な 類型的の  一 ^とさる 

る 被の 振動の 場合なら ば 其の 節 點の數 を 決定す る もので あり、 要するに 連績 的な もの * 中で 唯特 

定な もの だけの 實在を 決定す る ものである。 ところで 例へば 鈴 木 清太郞 博士の 實驗 で、 圓 板の 中 

心 を 衝撃す る 際に 生す る ® 射 形の 割れ目が 衝動の 強さに 應 じて 整數 的に 增 加して 行く 現象の 如き、 

恐らく 或る 方程式の 固有値に よって 定まる であらう とい ふこと は、 嘗て 妹澤 博士 も 私に 指摘され 

たこと であるが、 此れ は當 面の 解式 を 得る まで もな く豫 想し 得られた ことで ある。 此れから 想像 

すると、 恐らく 其 他の 類似の 問題で も、 基礎 形式的に 此れと 類す る ものが あるで あらう と 思 はれ 

るので ある C 唯此等 の 多くの 場合 はより 多く 事柄が 複雜 であ つ て 到底 簡單 な少數 有限 の 方程式 等 

で 解決され るべ きもの ではな いで あらう と豫 測され る。 

ハイゼンベルクの マト リツ キス を 一 つの ォ ー ケス トラ に譬 へ た 人が あつたが、 例 へ ばガ ラスの 

割れ目の 如き も、 矢 張 一種の ォ ー ケス トラが 個々 の 場合に 應 じて 夫々 の 曲 を 奏して 居る やうな も 

ので あるか も 知れない。 原子の 場合に 吾々 は 個々 の 原子の 狀態を 確定す る 代りに、 唯 其の 確率 を 

知る と 同様に、 例へば 割れ目の 場合で も 精密な 形 を 記載す る こと は出來 なくても、 其の 統計的 特 

^を 逼 する ことが 出来る であらう と 想像す るの は、 必す しも 不倫で は あるまい と 思 はれる。 
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此等は 4r の處 し い 空想で あるか も 知れない が、 此の 穴 H 想に は 多少の 物理的 极據が あると すれ 

ば、 事柄が 鬼 も 角 も 物理 學的 認識の 根本 觐念に 觸れて 居る だけに、 少 くも もっと 深く 追究して 見 

る價： ig が あるで あらう。 假令其 結果が 消極的に 終る としても、 其の 考究の 經路 には少 からぬ 據物 

が あるで あらう と 思 はれる。 ； W し 夫れ は 別問題と しても、 上記の 如き 特殊の 部類に 屬 する 現象の 

實驗的 研究から 色々 な 統計的の 規則正し さを發 見し 得る に は、 如何なる 方法 をと るべ きかと いふ 

事が 少 くも 當 面の 問題の 一 つで あり はしない かと 思 はれる。 さう いふ 實驗の 結果 を 整理す る爲に 

吾々 は 種々 な 新し い 概念と 方法の 導 人 を 必要と する であらう。 さう いふ ものが 段々 に發 達し 整理 

されて 行く 經路 は、 やがて 新しい 理論の 形成と なる であらう。 新 物理 學の考 へ 方が 色々 な 點で古 

典 的 物理 學の 常識に 融合し ないやう に感 する の は、 畢竟 古典的 物理 學が唯 自然界の 半面 だけ を特 

殊な 視野の 限定され た 眼鏡で 見て 居た 爲 に過ぎないの であって、 其の 藪睨みの 一例と して は、 私 

が 此處で 特に 聲を 大きく して 宣傳 したやうな 部類の 統計的 現象 を 全然 閑却して 居た こと も 引證さ 

れ ようかと 思 ふ。 

物理 學圈 外の 物理的現象と 稱 すべき もの は 決して 上記の 部類に 限らない。 廣大 無邊の 自然に は 

尙ほ 無限の 問題が 伏在して 居る のに、 吾々 の 盲目な 爲に 夫れ を 問題と して 認め 得ない 結果、 それ 
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が 存在し ないかの やうに 枕 を 高く して 居る ので ある。 

多年 藤 原 博士の 心に かけて 来られた 渦 卷に關 する 各種の 現象で も、 實に 色々 の 不思議な 問題が 

包藏 されて 居る やうで あるが、 現在 迄の 物理 畢は 未だ それ 等 を 問題と して 捕捉し 解析の 俎上に 載 

せ 得る だけに 進んで 居ない やうに 見える。 流 體カ學 の 專門家 は 其の 古色蒼然たる 基礎 方程式 を 通 

しての みし か 流體を 見ない から、 何時 迄た つても 其の 方程式に 含まれて 居ない 種類の 現象に 眼の 

明く 日 は 来ない。 

又 物理 學者は 電子 や 原子の 問題の 追究に 忙しくて、 到底 R 常 眼前の 現象 を 省る 暇がない 有様で 

あるから、 1^ 卷の 現象が 吾人に 啓示し つ 、ある 問題の 方に ふり 向く 機會が ありさう に は 思 はれな 

い。 併し 例へば 液體の 渦の 生成 や 分布 や 相互作用に ついては、 矢 張 前述の 割れ目な ど 、共通な 

「固有値」 の 問題の 伏在す る ことが 想像され、 或は 又 マト リツ キスの 槪 念の 導 人 可能性 も考 へら 

れる。 

又 嘗て 藤 原 博士が 私に 話された やうに、 古来の 大家に よって 夢想され て 来た 熱カ學 第一 一法 則の 

アンチ テ ー ゼの樣 な もの も， 渦の 觀 察から 豫想 されな く はない ので ある。 併し さう いふ ものが 渦の 

現象の 中に 實 際に 伏在 するとしても、 誰も 此れ を 捜し出さう とする 人がなければ 何時 迄 待つ て も 
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夫れ が 見付かる 道理 はないで あらう。 併し 世界の 廣 ぃ學界 の 中には 稀に 變り 種の 人間 も 居て、 流 

行の 問題 等に は 眼 も くれす、 自分の 思 ふ 儘に 裸の 自然に 對 面して 眞 なる もの 、探究に 沒頭 する 人 

も あるから、 何時の 日に か此 等の 物理 學圈 外の 物理現象が 一 躍して 中央 壇上に 幅 を 利かす ことが 

ない とも 限らない であらう。 さう いふ 革命的の 仕事 は、 恐らく アカデミックな 學 者の 手に よって 

ではなく、 意外な 方面の 人の 自由な 頭腦 によって なし 遂げられ はしない かとい ふ 蒙が する。 

物理 學圈 外の 物理現象に 關 する 實驗的 研究に は、 多くの場合に 必す しも 高價な 器械 ゃ豐 富な 設 

備を 要しない。 從 つて 中等 學 校の 物理 窒 でも、 又 素人の 家庭で も出來 得る ものが 澤 山に あると 思 

はれる。 併し 如何なる 場合に でも、 其の 研究者が 物理 舉 現在の 全 系統に 就いて、 正しい 要約 的な 

理解 を 持って 居る こと だけ は 必須な 條件 である。 日本で も 稀に 隱れた 篤志な 研究者が 居て、 面白 

い 問題 をつ かまへ て、 面白い 研究 をして 居る 人 は ある やうで あるが、 惜しい ことに は 物理 學の第 

一 義的 根本 知識の 正しい 理解が 缺 けて 居る 爲に、 折角の 努力の 結果が 結局 何の 役に も 立たぬ 場合 

が 多い やうで ある。 過去 百年の 間に 築き上げられた 此の 大規模の 基礎 を 離れて 空中に 樓閣を 築く 

事 は 到底 不可能な ことで ある。 併し 物理 擧の 基礎的 知識の 正當な 把握 は 少しの 努力に よって 何人 

にで も 出来る ことで あるから、 夫れ を 手に した 上で 篤志の 熱心なる 研究者が、 囚 はれざる 頭腦を 
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象 現的理 物の 外 圈學理 物 


もって 上記の 如き 現象の 研究に 從事 すれば、 必す 興味 あり 有益なる 結果が 得られる であらう と考 

へ る。  . 

想. ふに 本誌 「理 學界」 の讀 者の 中には、 正に さう いふ 問題に 理解と 興味 を 持ち、 又 同時に 必耍 

の豫備 知識 を 持ち、 而 して 自分自身の 研究に， 從 事し 得る だけの 時間と 便宜 を 有する 人 も多數 にあ 

るで あらう。 さう いふ 人達に さう いふ 研究 を勸 めたい と 思 ふの が、 私の 此の ー篇を 書く に 至った 

動機で あつたので ある。 正統 的 教養の 樂 園に 安住す る 專門的 物理 學 者の 眼から 見れば、 餘 りに 穴ェ 

想を逞 うした 叙述が 多かった やうに 見える かも 知れない。 

併し 此 等の 空想に も、 自分と して は 相當な 物理 學的 實證の 根據は 持って 居る つもりで あるが、 

此處 では 此れに 就いて 詳說 する ことの 出来ない の を遣憾 とする。 唯 若し、 虚心に、 正當な 光の 下 

に 讀んで 貰 ひさへ すれば、 此 等の 空想の 中には、 それ 等の 專門 家に とっても、 幾らかの 意義と 興 

味の ある 暗示 を 含んで 居る であらう とい ふ 希望 を もって、 玆に 此の 拙ない 敍說の 筆を擱 くこと に 

する。 (昭和 七： や  一 理 學界) 
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日常の 環境の 中で 餘 りに 吾々 に 近く 親しい 爲に、 却つ て 其の 存在の 價値を 意識し なかった やう 

な ものが、 一 と 度 其の 環境 を 離れ 見失った 時に なって、 最も 强く 吾々 の 追憶 を 刺戟す る ことが ®r 

ある。 それで 鄕 里に 居た 時には 少しも 珍ら しく もなん ともなかった ものが、 鄕里を 離れて 他國に 

移り： ん でから は 却つ て 最も 珍ら しくな つかし いものになる。 さう いふ 例 は 色々 ある 中に も 最も 

手近な ところで 若干の 食物が 數 へられる。 その 一 つ は 寒竹の 筍で ある。 

高 知 近傍に は 寒竹の 垣根が 多い。 隙間な く 密生しても 活力 を 失 はない とい ふ 特徵が ある 爲に垣 

根の 適當な 素材と して 選ばれた ので あらう。 あれ は 何月 頃で あらう か。 鬼に 角う すら 寒い 時候に 

可愛らしい 筍 をに よき./ \ と 簇生させる。 引拔 くと、 きうつ/ \- と小氣 味の 好い 音 を 出す。 軟ぃ 

綠の 壁に 紫色の 隈取りが あって 美しい。 なまで 嚙 むと 特徵 ある 靑 臭い 香が する。 


覺味 的土鄕 


年取った 祖母と 幼い 自分と で 宅の 垣根 をせ、 り 歩いて さう け (ilo に 一杯の 寒竹 を 採る のは容 

易であった。 さう して 黑 光りの する 臺 所の 板 間で、 薄暗い 石油 ランプの 燈 下で， 一 つ/^、 皮 を剝ぃ 

で 居る。 さう いふ 光景が 一 つの 古い 煤けた 油 畫の畫 面の やうな 形 をと つて 四十 餘 年後の 記 億の 中 

に 浮上って 來 るので ある。 自分の 五 歳の 頃から 五 年 程の 間 熊 本 鎭臺に 赴任した 切り 一 度 も 歸らな 

かった 父の 留守の 淋し さ、 恐らく 其當時 は自覺 しなかった 淋し さが、 不思議に も 此の 燈 下の 寒竹 

の 記憶と 共に、 はっきりした 意識と なって Sil つて 來 るので ある。 

il^ 杖 もな つかし いもの 、 一 つ である。 日曜日の 本 町の 市で、 手製の 牡丹餅な ど 、 一 緒に 此の い 

たどり を賣 つて 居る 近鄕の 婆さんな どが あった。 そのせ ゐか、 自分の 虎杖の 記憶に は、 幼時の 本 

町 まの 光景が 密接に つながって 居る。 さう して、 肉桂 酒、 甘蔗、 竹 羊羹、 さう 云った やうな アツ 

トラ クシ ョ ン と共に 南國の 白日に 照し 出された 本 町 市の 人い きれ を 思 浮べる ことが 出来る。 さう 

して 更に のぞき や 大蛇の 見世物 を 思 出す ことが 出来る。 

iV 欲の 溪間 へ 虎杖 取りに 行 つたこと もあった。 薄暗い 濕 つ ぼ い 朽葉の 句の す る 茂みの 奥に 大き 

な 虎杖 を 見付けて 折 取る ときの 喜び は 都 會の兒 等の 夢にも 知らない、 田園の 自然 兒に のみ 許され 

た 幸， であらう C これ は 決して 單 なる 食慾の 問題で はない。 純な 子供の 心は此 時に 完全に 大自然 
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の 懐に 抱かれて 其の 乳房 をし やぶる ので ある。 

やま もも 

楊 梅 も國を 離れてから は 珍ら しい もの、 一 つに なった。 高等 舉校 時代に 夏期休暇で 歸省 する 頃 

に はもう いつも 盛り を 過ぎて 居た。 「二三 日 前 迄 は 好い のがあった のに」 とい ふ 場合が 歷、、 あつ 

た。 「お 銀が つくった 大も、 は」 とい ふ 賣聲に は 色々 な鄕 土傳說 的の 追憶 も 結 付いて 居る。 それ 

から 十 市の 作さん とい ふ 楊 梅賣り のと ぼけた やうで 如才 のない 人物が 昔の 我家の 臺所を 背景と し 

た 追想 の 舞臺 に 活躍す るので ある。 

大正 四、 五 年頃、 今 は 故人と なった 佐 野靜雄 博士から 伊豆 伊東の 刖莊 に試植 する からと 云って 

土 佐の 楊 梅の 苗 を 取 寄せる こと を依賴 された。 鄕 里の 父に 頼んで 良種 を 選定し、 數 本の 苗 を 東京 

へ 送って もらった。 これが 更に 佐 野 博士の 手で 伊東に 送られ 移植され た。 さう して 此の 苗の 生長 

を樂 しみに して 居られた 博士 は 不幸に して 夭折され たので ある。 亡くなられる 少し 前に、 たしか 

此 等の 楊 梅が 始めて 四つと か 五つと かの 實を 着けた とい ふ 消息 を 聞いた ことがあった やうに 思 ふ。 

其 後 更に 数年 を經 過した 現在の 此の 楊 梅の 苗の 運命が どうな つて 居る か。 伊東へ 行く 機會が あつ 

たら 必す 訪ねて 見ようと 思 ふ もの 、 一 つ に は 此の 楊 梅の コ n  二  —が あるので ある。 

色々 の 木の 實を 食った こと を 想 出す。 昔の 高 坂 橋の 南 詰に 大きな 禝樹 があった。 橙 紅色の 丸藥 
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覺味 的土鄕 


の やうな 實の 落ち 散った の を 拾って 嚼み碎 くと 堅い 核の 中に 白い 仁が あって それが 特殊な 甘味 を 

もって 居る のであった。 此の 複樹 から 東の 方に 並んで 數 本の 大きな 椋の樹 があった。 椋の實 は 一 

寸 干葡萄の やうな 色と 味 を もって 居る。 これが 馬糞な ど、 一緒に 散らばって 居る の を 平氣で 拾つ 

て 喰 ふので あった。 吾々 當 時の 自然 兒には それが 汚ない ともなん とも 思 はれなかった。 此 等の 樹 

の實を 尋ねて 飛んで 來る木 椋鳥の 大群 も 愉快な 見物であった。 「千 羽に 一 羽の 毒が ある」 と 云つ 

て 此の 鳥の 捕獲 を 誠め た 野中 兼 山の 機智の 話 を 想 出す。  . ， 

おさ くら やま 

公園の 御 櫻 山に 大きな 橋の 樹 があって 其の 實を拾 ひに 行った こと もあった。 綠 色の 楕圓形 をし 

た 食へ ない 部分が あって 其の 頭に 此れと 同じ 位の 大きさで 美し い 紅色 をした 甘い 團 塊が 附着して 

居る。 嚼み 破る と 透明な 粘液の 絲を 引く。 これ も國を 離れて 以來 再びめ ぐり 逢 はない もの \ 一  つ 

である。 

舊 城のお 濠の 菱の實 も 今の 自分に は 珍ら しい ものに なって しまった。 あの、 黑檀で 彫刻した 鬼 

の 面と でも 云った やうな 感じの する 外 殼を嚼 み 破る と 中には 眞 白な 果肉が あって、 その 周 圍には 

ほのか な 紫色が にじん で 居た やうに 覺 えて 居る。 

公園と 監獄、 卽ち、 今の 刑務所との 境界に、 昔 は 濠が あった。 其 處には 蒲 ゃ菱が 叢生し、 さう 
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して 吾々 が 「蝶々 崎 絵」 と 名付けて 居た 珍ら しい 靖^が 澤 山に 飛んで 居た。 此の とんぼ は 其當時 

でも 他處 では 餘り 見た ことが なく、 其 後他國 では 何處 でも 見なかった 種類の ものである。 此の 濠 

は餘り 人の 行かない ところであった。 それが 自分の 夢の やうな 記憶の 中で は 二 ムフ の棲處 とで も 

云った やうな 不思議な 神秘的な 雰圍氣 につ 、まれて 保存され て 居る ので ある。 歸 省して 此の 濠の 

あった 害の 場所 を 歩いて 見ても 一 向に 想 出せない やうな 昔の 幻影が、 却って 遠く 離れた 現在の 此 

處 での 追憶の 中に あり/ \ と 浮んで 來 るので ある。 

此 等の 樹の實 の 記憶に は數 限り もない 少年 時代の 生活の 思 ひ 出が つながって 居る。 さう して 此 

等の 自然界と つながって ゐる もの ほど 其の 思 ひ 出の 現實 性が 深い やうに 思 はれる ので ある。 

交通の 發 達に つれて 都會と 田舍の 距離 は 次第に 短縮す る。 今では 大抵の 田園の 產物も デパ— ト 

の 陳列棚で 見られる ので あるが、 それでも 未だ 楊 梅 や 寒竹の 筍 は 見られない。 菱ゃ 色々 の 樹の實 

は 土 佐に 限らぬ もので あらう が、 併し 此 等の 都 會の食 味の 中に 數 へられない 爲か、 何處 でも 手に 

人れ る ことが 出来ない。 さう いふ ものが 食物に なり 得る とい ふ 事 さへ 都會の 子供 等 は 夢にも 知ら 

ない ので ある。 考 へて 見る と 可哀相な やうな 氣 がする。 

滯歐 中の 或 冬に 伊太利へ 遊びに 行った。 &  — マの 大學を 訪ねた とき、 物理 學敎窒 の 入口に 竹の 
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一叢 を 見付けて なつかしい 想 ひ をした。 其 日の 夕方、 ホテルの 食堂で 食事の あとに 出した 菓物鉢 

の數々 の菓 物の 中に 唯一 つ 柹の實 がの つかって 居た。 同時に 食事して 居た 客の 誰よりも 眞 先に 自 

分の 處へ 此の 菓物 鉢が 廻って 来たので、 自分 は 遠慮なく 此の 唯一 つの 柹を 取上げた。 少し はした 

ないやうな 氣 はした が、 天涯の 孤客 だからと 自分で 自分に 申し 譯を 云った。 此の 口. 1 マの 宿の 一 

顆の柹 の 鄕土的 味覺は 未だに 忘れ 難い もの、 一 つで ある。 

味覺 の 追 意な ど は餘り 品の 好い 話で はない やうで ある。 併し それだけ に 原始的 本能 的 に 深刻 な 

眞實^ を もって 居る。 さう して 其の 背後に は 矢 張 自分の 一生涯の 人間 生活の 記 錄が隱 されて 居る 

ので ある。 (昭和 七 年 二  H:、 鄉土讀 本) 


映畫の 世界 像 


映畫の スクリ ー ンの 平面の 上に 寫し 出される 光と 影の 世界 は 現實の 吾等の 世界と は 非常に かけ 

はなれた 特異な ものであって 兩 者の 間の 肖 似 は 寧ろ 極めて 僅かな ものである。 それに も 拘らす 吾 

吾 は 習慣に よって 養 はれた 驚く ベ き 想像力の 活動に よって、 此の 僅かな 肖 似の 點を 土臺 にして、 

可也 迄實 在の 世界に 近い 映畫の 世界 を 築き上げる。 さう して、 何時の間にか 映 畫と實 際との 二つ 

の 世界の 間 を 遠く 距て る 本質的な 差違 を 忘れ てし まって 居る ので ある。 あらゆる 映畫の 驚異 は此 

處に 根ざし 此の 虚 につけ 込む ものである。 從 つて 未来の 映畫の あらゆる 可能性 も 亦 此の 根本的な 

差違の 分析に よって 撿 討され るで あらう と 思 ふ。 

それに は先づ 物理的 カ學 的な 世界 像 を 構成す る耍 素が 映畫の 上に 如何なる 形で 代表され て 居る 

かを考 へて 見る のが 一 つの 让事 である。 
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像界 世の 畫映 


映 畫の觀 客は必 すし も畢 問と しての 物理 學を 學ん では 居ない。 併し 凡ての 人間 は 皆無 意識に 物 

理 的カ擧 的に 世界 像 を 把握す る 事 を 知って 居る。 卽 ち先づ 三次元の 空間の 幾何 學に 一 次元の 時間 

を 加へ た 運動 學 的の 世界 を 構成し、 更に 此れに 質量 或は 力の 觀念 を附 加した カ學 的の 世界 像を搆 

成し、 さう して 日常の 生活 を 此れに よって 規定して 居る こと は事實 である。 若しも、 此れが なか 

つたら、 吾々 は 食膳に 向って 箸 を 取上げる こと も 出来ない であらう し、 門の 閬を 跨ぐ こと も出來 

ないで あらう。 

さ 間の 概略な 計測に は必 すし もメ ー トル 尺 はいらない。 人間の 身體 各部が 最初の 恰好な 物差で 

ある。 手の 届かぬ 距離の 計測に は兩 眼の 距離が 基^と なって 無意識の 間に 巧妙な 測量 術が 行 はれ 

る。 時間の 測定に は必 すし も 時計 はいらない。 短い 時間に は 脈搏が 尺度に なり、 もう 少し 長い 時 

間の 經過は 腹の 減り 方 や 睡氣の 催しが 知らせる。 地下の 坑道に 居て 日月 星辰 は 見えなくても 此れ 

で 幾分の 見當は 分る であらう。 質量と 力の 計測に も必 すし も 秤 は 要らない。 吾々 の 筋肉の 緊張 感 

覺 がそれ に 役立つ。 

此 等の 原始的な 併し 驚歎すべき 計量 單 位の 巧妙な 系統に よって、 吾々 の 祖先 は 遠い昔から 立派 

な カ學的 世界 像 を 構成して 居た。 近頃に なって 吾々 は 其れ を 少しば かり 整理し 磨き上げて、 さう 
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してい かめし ぃ學 とい ふ 名 をつ けたので ある。 

担て、 此 等の 原始的な 世界 像 構成要素が 映畫 では どうい ふ 風に 置き 換 へられて 代表され て 居る 

か を考へ て 見る。 

先づ 「質量」 はどうな つて 居る か。 映像に は 勿論 普通の 意味での 質量 は缺 けて 居る。 影と 幽靈 

に は E 方 はない ので ある。 俳し映畫の觀客は各自の想像にょっ てそれ^-の映像に相應する質量 

を附 加し 割當 てながら 見て 行く。 それで、 もしも 映畫の トリック によって 一人の 男が 三 井寺の 鐘 

を 引きちぎって 輕々 と 片手で さし 上げれば、 其 男 は 異常な 怪力 を もって 居る やうに 見える ので あ 

る。 叉、 大きな 岩と 見える ものが 墜落して 來て、 其の 下敷に なって 一 人の 人間が 隱れ、 ば 其 人 は 

本 當に壓 死した ものと 考へ られ るので ある。 それ は 影に 質量が なく 從っ て 運動量の ない こと を 忘 

れて 居る からで ある。 

次に 「空間」 はどうな つて 居る か。 此れ は、 云 ふ 迄 もな く、 三次の さ 間が 二次の 平面に 投影 さ 

れて 居る。 三次元の 實體は 二つ 同時に 同一 空間 を 占める 事 は 出来ない が、 平面 は 何枚 重ねても 平 

面で あるから、 映 畫の寫 像 はいくつ でも 重ね 寫 しが 出来る。 ォ I ヴァ ー ラップの 技巧 は 此點を 利 

弔した ものに 過ぎない。 しかも、 此れに よって、 生きて 居る 人 を その ま、 に 透明な 幽靈 にして 壁 
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へ でも 何でもべ た ノ\ と 張り付け 或は 自由に 通り 拔 けさせる ことが 出來 るので ある。 

映畫に 於け る 空間の 特異性 は 此の 二次元 性 だけで はない。 此れに 劣らす 重要な こと は、 其の 空 

間 の 尺度が 或 度 迄 は 自由に 變 へられる ことで ある。 廣大な 戰場ゃ 都市 を 空中 寫眞 によって 壓 縮し 

て スクリ ー ンの枠 內に收 める こと も 出来れば、 スタ ー の 片方の 眼 だけ を 同じ スクリ ー ン 一杯に 寫 

し 出す こと も 出来る。 從 つて、 此の 特徵と 重寫の 技巧と を 併用 すれば、 一粒の 芥子 種の 中に 須彌 

山を收 める ことな ど は 造作 もない ことで ある。 巨人の 掌 上で 悶える 佳姬 や、 德 利から 出て 來る仙 

人の 映畫 など は斯 くして 得られる ので ある。 此の やうに カメラの 距離の 調節に よって 尺度の 調節 

が出來 るの みならす、 又、 カメラの 角度に よって 異常な パ ー スぺク ティ ー ヴを 表現し、 それによ 

つて 平凡な 世界 を 不思議な 形態に 歪める こと も出來 るの は 周知の 事實 である。  ， 

并 しかう いふ 程度の 尺度 ゃパ ー スぺ タティ —ヴの 變更は 寧ろ 平凡な ことであって、 或 度 迄 は 吾 

吾の 眼の 網膜の スクリ ー ンの 上で 行 はれて 居る 技巧の 延長の やうな もので あり、 從 つて 吾々 に 新 

しく 敎 ふるところ は 僅少で あるが、 眞に 驚異の 念 を 喚起して 夢にも 想像の 出来ない 未知の 世界 を 

展開 させ る もの は 顯微鏡 的 映畫で ある。 例へば 水晶で 作られた やうな プランクトンが スクリ ー ン 

一杯に 活動して 罟 るの を 見る 時には、 吾々 の 月並の 宇宙 觀は 急に 戶惑ひ をし 始め、 獨斷 的な 身 勝 
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手 イデ ォ 口ギ ー の土臺 石が ぐらつき 始める やうな 氣 がする であらう。 不幸に して かう いふ 映畫 の、 

殊に、 日本で 見られる もの k 數が餘 りに 少 いのは 殘念 である。 

「時間」 に關 する 映畫の 世界の 特異性 は 更に 顯 著な ものである。 さう して 映畫の 驚異の 多分な 

可能性が 此れに 聯關 して 居る こと は 疑 もない ことで ある。 

穴ェ 間て 就 ハては 吾々 はパ ー スぺク ティ —ヴ の 原理に よって 日常 或 點迄は 映畫に 於け ると 同様な 

尺度の 變更 を體驗 して 居る ので あるが、 時間に つ いて は 此れに 相應 する 經驗を 全然 もって 居ない 

と 云っても よい。 それで、 若しも 吾々 の 身邊の 現象の 時間 尺度が 吾々 の 「生理的 時間」 の 尺度に 

對 して 少しで もちが つたら、 實に 大變な ことになるの である。 例へば 音樂 にしても 聞 馴れた ラル 

ゴ の 曲をプ レ ストで 演奏したら 最早 何人も それが 何で あるか を再認 する こと は 出来ない であらう" 

叉 もし 蓄音機の 盤 を 正常な 速度の 二倍 或は 半分の 速度で 廻轉 させれば 單に 曲の テ ム ボが變 るの み 

ならす、 音程 は 一 ォクテ —ヴ だけ 高く 或は 低くな つてし まふので ある。 東京 市民 を 驚かせる やう 

な强 震が 一 一日に 一 度 三日に 一 度づ 、襲つ て來 ると したら どうで あらう か、 市內の 家屋 構造 は 一 變 

してし まひ、 地震 研究所の 官制 は廢 止になる であらう。  . 

映畫の 世界で は實 際に、 或 度 迄 は、 此の 時間の 尺度が 自由に 變更 され 得る の は 周知の ことで あ 
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る。 一 粒の 草花の 種子が 發 芽して から 滿開 する 迄の 變化 を數 分の 間に 完了させる こと も 出来る 一 

方で は、 叉、 彈 丸が 鋭 口を出て 行く 瞬間に 此れに 隨伴 する 煙の 渦 環 や 音波の 影の 推移 を ゆるく 

と 見物す る こと も 出来る。 眠って 居る やうに 思って 居る 植物が 怪獸の 如く 暴れ 廻ったり、 世界的 

拳闘 選手が 芋蟲の やうに 蠻 動す るの を 見る こと も出來 るので ある。 

時間の 尺度の 變更 は、 同時に、 時間 を 含む あらゆる 量の 變更を 招致す る こと は 勿論で ある。 先 

づ 第一 に 速度で あるが 此れ は 時間に 逆比例す る。 運動量 も 同様で ある。 併し 加速度と なると 時間 

の 自乘に 逆比例す るから 時間の 方が 二倍に 延びれば 加速度 は 四 分の 一 になる。 それで、 例へば 煙 

突の 崩 壌す る 光景の 映畫を 半分の 速度で 映寫 すると、 それ は 地球の 四 分の 一 の 質量 を 有する 遊星 

の 上での 出来事で あるかの やうに 見える ので ある。 同様な わけで 器械の 工率の ディ メン ショ ンは 

時間の マイナス 三乘を 含む から、 映寫 機の ハンドル を 二倍の 速さで 廻せば、 一馬 力の 器械が 八 馬 

力 を 出して 見える ので ある。 尤も 此れ は 映像の 質量と 距離と を 略 正當に 評價し 想定す る爲 にさう 

なる のであって、 もしも 前述の 崩壞 する 煙突が、 實 物でなくて 小さな 雜形 であると 信す る ことが 

出来る とすれば 現象 は 不自然 さ を 失って しま ふ 害で ある。 起重機の 吊上げて 居る 鐵 塊が 實 は張拔 

き だと 信す る ことが 出来れば、 矢張り 不思議な 感じはなくなる であらう。 併し 實 際に は 普通 誰も 
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さう は 信， f る ことが 出来なくて、 此等を 立派な 驚異と して 感す るの は、 畢竟 見なれ たもの、 映像 

に それ， <\- の 質量 や 大きさ を適當 に評價 して 附 加す ると いふ 吾々 の 無意識な 能力 が 如何に 根強く 

活動して 居る か を 示す ので ある。 此の 事 實は旣 に 或 度 迄 は從來 の映畫 にも 利用され て は 居る が、 

まだく 澤 山な 將來の 可能性が 此の 事實の 基礎の 上に 存在す るで あらう。 

同じ 理由から、 吾々 の 見馴れない、 從 つて 其の 大きさ も 質量 も見當 のっかな いやうな 物の 運動 

を 示す 映畫 では 全く 速度 加速度の 見當 がっかない。 例へば 透明な 浮游 生きの 映畫 などで も、 考へ 

やう 一 つで あの 生物の 或 ものが 人間 程の 大きさ を もった ダ ン サ ー の 化物の やうに 思 はれて 來る。 

さう すると 其の 運動 は 非常に 輕 快に 見え、 さう して 今にも 吾々 に 食って か、 りさうな 無 氣味さ を 

感じる。 併し 顯微鏡 下の 微粒子 を 親 いて 居る つもりで 見て 居る と 感じ はまる でちがつ たものに な 

る。 凡てが 細かい 蔬動 になって しま ふので ある。 薄暮の 緣 側の 端 居に、 たまく 眼前 を 過ぎる 一 

匹の 蚊が、 大{ 仝 を 快 翔す る 大鵬と 誤認され ると 同様な 錯覺が はたらく ので ある。 

一 層 面白 いのは 時間の 逆行に よる 世界 像の 反轉 である。 所謂 カツ トバ ッ クの 技巧で 過去の シ ー 

ンを 現在に 引き 125、 す ことが 隨 意に 出来る の も 面白くな いこと はない が、 此れ は 云 はぐ 「フィルム 

の 記憶」 の 利用であって、 人間の 腦の 記憶の 代用に 過ぎない。 併し 眞に 不思議な の は フィルムの 
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逆行に よる 時の 流れの 逆流で ある。 例へば 燃え 盡 した 殘骸の 白い 灰から 火が 燃え 出る さう して 

其の 火焰が 段々 に 白紙 や 布 片に變 つて 行ったり する。 或は 又、 粉々 に 崩れた 煉瓦の 堆積から むく 

むくと 立派な 建築が 建 上ったり する C 

昔 或 る 學者 は、 光 の 速度より もはや い 速度で 地球から a け 出せ ば 宇宙 の 歷史を 逆様 にして 見ら 

れる とい ふやうな 寐言を 云った。 併し 此の やうな 超 光速度 は 出来ない 相談で あるし、 それが 出來 

たと しても 矢 張 歴史の 逆様 は 見られ さう もない。 併し 映畫の 時間 は 確に 或 意味で は 立派に 逆轉 し- 

從 つて 歷史は 本 當に掛 値な しに 逆様に 流れる。 厳密に 云へば、 時間の 連續な 流れの 中から 斷績的 

に 規則正しい 間隔の 斷片を 拾 上げた もの を 逆の 順序に 展開す るので あるが、 吾々 の 視覺的 效果の 

上で は 正しく 時の 逆行と なる ので ある。 

時の 逆行に よって 物の 順序が 逆にな り 原因と 結果が 入り 代る とい ふだけ では 此の 重大な 變轉の 

意義 は 說き盡 されない。 

時が 逆行しても 本質的に 變ら ない もの は、 完全な 週期 的 運動 だけで ある。 併し、 そんな もの は 

實 際の 世界に は何處 にもない。 如何なる 振子の 運動で も 若干の ヱ ネル ギ ー の 消耗が ある 限り その 

運動 は必す 減衰して 行く 害で ある。 それが 時 を逆轉 した 映畫の 世界で は反對 に、 靜 止した 振子が 
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段々 搖れ 出し 次第に 增 幅す るので ある。 もっと 一 般に 云へば，： 十 の ヱント a ピ ー が 次第に 減少し、 

世界 は 平等から 差別へ、 涅 盤から 煩惱 へと 此世は 進展す るので ある。 此れ は實に 驚くべき 大事 件 

でなければ ならない。 もっと 言葉 を變 へて 云へば、 凡ての 事柄 は、 現世で 確率の 大きい と 思 は 

れる 方から 確率の 僅少な 方へ と 進行す るから 不思議で ない わけに は ゆかない ので ある。 例へ ば 吾 

吾の 世界で は 桶の 底に 人れ た 一 升の 米の 上層に 一 升の 小豆 を 人れ て、 それ を 手で 搔 廻して 居れば、 

米と 小豆 は 次第に 混合して、 おしま ひに は、 大體 同じ やうな 割合に 交り 合 ふので あるが、 此の 狀 

況を寫 した 映畫 のフィ ル ム を逆轉 する 場合に は、 禮 伴す るに 從 つて 米と 小 S が 段々 に 分離して、 

最後に は 綺麗な 別々 の 層に 收 まって しま ふので ある。 此の やうな 熱カ學 第一 一方 則の 完全な 否定 は、 

實に 吾々 固有の 世界 觀を 根抵 より 覆へ すに 足る ものである。 

時 を 逆行させる ことによって 起る もう 一 つの 不思議 は、 決定的の 世界が 不決定に なること であ 

る。 例へば 摩擦の ある 撩球臺 の 上で 球を轉 がすと する。 球 を 突き出した ときの 初速 度が 與 へられ 

れば其 後に 球の 動き 行く ベ き 道程 は豫 言され、 それが 最後に 靜止 する 位置 も少 くも 原理 的に は 立 

派に 豫 報され る 害で ある。 然るに 逆 轉映畫 の 世界で 最初に 靜 止して 居る 球が 與 へられて 居る 場合 

に、 どうして、 叉 誰が、 其 後の 運動 を 少しで も豫 測し 得る であらう か。 可能な 道 は 無限に 多様で 
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あって、 其の 中の 一 つ を 指定す ベ き 與件は 一 つもない ので ある。 

此れと 反對 に、 現世で 豫 測の 出来ない 事柄が 逆 轉映畫 の 世界で は 確定 的になる から 妙で ある。 

例へば 一 本の 紛筆を 垂直に 机上に 立て 、手 を 離せば 紛筆は 倒れる が、 それが どの 方向に 倒れる か 

は 所謂 偶然が 決定す るの みで 正確な 豫言は 不可能 である。 併し 時 を 逆行させる 場合 に は 色 々な 向 

きに 倒れた：^ 筆が みんな 垂直に 起き直る から 事柄 は簡單 になる。 

時の 逆行 を現實 化する 映畫の 世界 は、 此れと 比較す る ことによって 吾々 の 世界 像に 於け る 「時」 

の 意義 を 徹底的に 理解させる に 恰好な 對照 となる ので ある。 さう いふ 比較に よって 始めて 吾々 の 

哲學も 宗教 も 科學も 其の 完全な 本 體を現 はすで あらう。 

此れ程に 深い 意義の ある 逆 轉映畫 を 見せられる 機 會が餘 りに も 稀な の は 遺憾な ことで ある。 此 

の 驚くべき 技巧が もっとも つと 自由に 應 用され、 觀 客が 次第に それに 馴らされて、 さう して 其れ 

に 固有な 效果を 十一 一分に 感受す る ことの 出 来る日が 來る としたら、 その 日から 人間の 子孫に 取つ 

て は 全く 新しい 世界が 生れる であらう。 

映畫に 於け る 「時」 に 就いて、 もう 一つ 忘れて ならない こと は、 フィルムの 記錄 が連績 的で な 

くて 斷片の 接合から 成立って 居る ことで ある。 毎秒に 例へば 十六 コ マづ、 を 撮影 するとして、 其 
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の 一と コマが 又 シャツ タ ー の！！ 轉 速度と 其の セク トルの 大きさに よって 規定され た 或る 一定の 長 

3 

さの 照射 時間 中に 起った だけの 凡ての 事柄の 重複した 像 を 現 はして 居る ことで ある。 此れが 爲に、 

所謂 ス ト 。ボスコ ー プ 的效果 によって、 進行せ る 自動車の 車輪 だけが 逆 廻り をしたり する やうな 

怪異が 出現し、 舞踊す る 美人が 千手觀 音に 化けたり する ので ある。 さう して、 一 とコ マの 照射 時 

間に 其 物 自身の リ船 I ギ 長 に對 して 比較 さるべき 程の 距離 を 動く 凡ての もの は 最早 夢の やうに ぼ 

やけて しか 現 はれない。 此の 明白な事 實 すら 理解 しないら しい 監督の 作 =i に 時々 出會 ふのに 驚か . 

される ので ある。 

此の やうな 影像の 間歇 的な ことに 起因す るフィ ル ム の 世界の 特異性 も、 現在で は 利用され よう 

と はせ す、 却って 寧ろ 出来るだけ 避けよう として、 其方に 苦心が 費され て 居る やうで ある。 併し 

此處 にも 色々 な 未来の 可能性が 伏在す るで あらう。 

フィル ムの 露出が 間歇 的な 上に、 更に 撮影 さるべ き 實體の 照明 を 週期 的に して 兩 者の 週期 を 加 

減 すれば、 其處 から も 亦 色々 な 技巧が 生れる であらう。 例へば シ ー ンの 中の 一 人物が 幽靈の やう 

に 見えたり 消え か 、つたり する やうな こと も、 重寫 によらす して 出來 るで あらう と 想像され る。 

間歇 的でなくて 本 當に連 綾 的な 映 鏊 は 不可能で あらう か。 少 くも 吾々 は 未だ 其の 不可能 を證明 


像界 iit の畫映 


する こと は 出来ない。 此れが 出来る やうに なったら、 記錄の 器械と しての 映 畫の價 値 は 一段 高く 

なる であらう。 

以上 は 映畫の 世界 像に 於け る 力 擧的各 要素 を 筋 書 的に 略記した に過ぎない。 他日 機會 があった 

ら、 もう 少し 詳しく 此 等の 各"、 について 撿討を 試み、 更に その 結果に 基いて 映畫の 未来の 可能性 

に 就いて 具體 的な 考察 を 遂行した いと 思って 居る。 

0， 此 外に、 寫眞 レンズの 影像の 特異性 や、 フィルムの 感光 能力の 特異性から 來る 色々 の 問題 

が ある。 更に 發聲映 畫に關 して 新に 起って 來た 多様の 興味 ある 問題 も あるで あらう が、 此等も 一 

切 省略し て玆に は觸れ ない ことにした。 

若し、 此の 一 篇の覺 え 書の やうな 未定稿が、 映畫の 製作者と 觀賞 者に 何等かの 有用な 暗示 を提 

供す る ことが 出来れば 大幸 である。 (昭和 七 年 二月、 思想) 
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バイ オリ ンゃセ a を彈 いて 好い 音 を 出す の は 中々 六ケ しい ものである。 同じ 樂器を 同じ 弓で ひ 

くのに、 下手と 上手で は 丸で 別の 樂 器の やうな 音が 出る。 下手な 者 は 無理に 弓の 毛 を敍に 押し 付 

けこ すりつけて さう して 强 ひてい やな 昔 を 搾り 出して 居る やうに 見える が、 上手な 玄人と なると 

實にふ はりと 輕く あてがった r, フを 通じて 恰も 樂 器の 中から 易々 と美し い 音の 流れ を抽き 出して 居 

るかの やうに 見える。 此れ は 吾々 素人の 眼に は實際 一種の 魔術で あると しか 思 はれない。 玄人の 

談 によると、 强ぃフ オル テを 出す ので も必 しも 弓の 壓カゃ 速度 だけで はう まく 出る もの ではない 

さう である。 例へ ば イザイの 持って 居た バ ィ オリ ンはブ リヂが 低くて 殺が 指 板に すれ/ \- になつ 

て 居た、 他人が 少し 强く彈 かう とすると 被が 指 板に ぶっかって 困った が、 イザイ は 此れで 易々 と 

驚く ベ き 強大な 好い 音 を 出した さう である。 此の 魔術の 大事の 品 玉 は 全く あの 弓 を 導く 右手の 手 
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首に あるら しい。 手首の 關 節が 完全に 柔 かく 自由な 屈撓 性を備 へて 居て、 極めて 微妙な 外力の 一 一: 

化に 對 しても 鋭敏に 且つ 規則正しく 彈 性的に 反應 するとい ふこと が 必耍條 件で あるら し い。 勿論 

此れに 關 して は 未だ 十分に 科學 的な 研究 は 出来て 居ない から 餘り 正確な 事 は 云 はれない であらう 

が、 併し、 所謂 ボ ー イングの 祕密の 最も 主要な 點 が此處 にある だけ は 疑 ひの ない ことの やうで あ 

る。 物理 學 的に 考 へて 見る と、 一度 始まった 敍の 振動 を 其の 自然の 進行の ま ^ に 進行 させ、 さう 

して 其の H ネル ギ、 -の逸 散 を 補 ふに 足る だけの 供給 を、 殺と 弓の 毛との 摩擦に 打 勝つ 仕事に よつ 

て 注ぎ込んで 行く ので あるが、 其 際 もし 用 弓に 少しで も 無理が あると、 折角 規則正しく 進行して 

居る 振動 を 一 時 邪魔したり、 叉 急に 途中から 別な 餘 計な 振動 を 紛れ込ませ たりして 其爲に 音が 汚 

なくなって しま ふので ある。 さう いふ ことのない やうに する 爲には 弓が 極めて 敏感に 鉉の 振動 狀 

態に 反應 して、 丁度 殺の 要求す る ヱ ネル ギ， I を 必要に して 且つ 有效な 位相に 於て 供給し なければ 

ならない。 此の 微妙な 反應 機巧 は敍と 弓と がー つの 有機的な 全 系統 を 形成して 居て、 さう して 外 

部から 我儘な 無理押しの 加 はらない 事が 緊要で ある。 併し弓の毛にも多少のむらがぁるのみ^5;^り 

す、 弓の 根元に 近い 方と 尖端に 近い 方と では 色々 の關 係が ちが ふから、 さう いふ 變化 にも 臨機に 

適當 に順應 して 自由な 殺の 運動 を 助長し 一 様に 平滑に 好い 音 を 出す 爲に は、 唯 機械的に 一 定壓カ 
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一定 速度で 直線 的に 弓 を 動かす だけで はいけ ないで あらう。 それに は、 もっと デリ ケ— トな 調節 

器官が 入用であって、， その 大切な 役目 を 務める のが 弓 を 持った 演奏者の 手首で あるら しい。 普通 

の 初等 物理 舉敎科 書な どに は； _ ^が獨 立した 振動 體 である やうな ことにな つて 居る が、 あれ も嚴密 

に 云へば 敍も樂 器 全 體も弓 も 演奏者の 手 も 凡そ 引 くるめた 一 つの 系統と して 考 へる 方が 本當 だと 

自分に は 思 はれる。 さう して 音の 振動 數は 主として 敍で 決定す るが、 音色 を 決定す る 因子 中の 最 

も 主要な ものが 手首の 運動 を 司る ところの 筋肉の 微妙な 調節に ある やうに 思 はれる ので ある。 

此の やうに 樂 器の 部分と しての 手首、 或は 寧ろ 手首の 屈曲 を 支配す る 筋肉 は、 少しも 强 直しな 

い、 全く 弛緩した 狀態 になって 居て、 しかも 如何なる 微細の 力の 變 化に 對 しても 彈 性的に 反應す 

るので なければ ならない ので ある。 

此 の 手首 の 自由 の 問題 は 敍樂器 のボ ー イング に 限らす 其 他 の 色々 な 技術 の 場合に も 起 つて 來る 

から 面白い。 

球 突き をす るのに キ ュ ー 尻の 方 を 持つ 手の 手首 を强 直しない やう 自由に 開放す る ことが 必要 條 

件で ある。 手首が 硬直 凝固の 狀態 になって 居て はキュ ー の眞 直な ピストン 的 運動が 困難で あるの 

みならす、 種々 の撞き 方に 必要な キュ ー の 速度 加速度の 時間 的 經過を 自由に 調節す る こと も 不可 
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題 問の 「首 手」 


能で ある やうに 見える。 特に 輕 快な 引き 球な どの 出來 ると 出来ない は 主として 此の 手首の 自由 さ 

に 係 はる やうに 思 はれる ので ある。 

ゴ ル フ に 就いては 自分自身に は 少しの 體驗も 持 合せない ので あるが、 T 氏の 話に よると あれの 

クラブ の 使用に も 矢張り 自由なる 手首の 問題が 最も 大切 だと いふ ことにな つて 居る さう である。 

所謂 ス モ —クボ ー ル を 飛ばして 打者 を 眩惑す る 名投手 グ P 1 ブ の 投球の 秘術 も 矢張り 主として 

手首に あると いふ 說を 近頃 或 人から 聞いた。 眞偽は 別と して、 それ はカ擧 的に も 極めて 理解し 易 

いこと だと 思 はれる。 

中擧 時代に 少しば かり 居 合拔の 稽古 を させられた ことがある。 刀身の 拔き 差しに も 手首の 運動 

が 肝要な 役目 を 勤める。 叉 眞刽を 上段から 打 下ろす 時に ピ ュ ー ッと 音が する やうで なければ なら 

ない。 それに は 勿論 刃が 眞 直になる こと も 必要で あるが、 その上に 手首が 自由な 狀態 にある こと 

が 必耍條 件で ある やうに 思 はれた。 從っ て 人 を 斬る 場合に でも 同様な ことが 當 嵌まる であらう と 

思 はれる。 擊劍 でも 竹刀の 打ち込まれる 電光石火の 迅速な 運動に、 此の 同じ 手首が 肝心な 役目 を 

務める であらう と い ふこと も 想像され るで あらう。 

此んな 話 を 偶然 或る 軍人に したら、 それ は 面白い ことで あると 云って 其 時 話して 聞かせた とこ 
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ろに 據 ると、 乘 馬の 稽古 を するとき に、 手綱 を かいくる 手首の 自由な 撓性を 養ふ爲 に、 手首 を 

ぐる/ \. 廻轉 させる だけの 動作 を 繰返し やらされる さう である。 

どうも 世の中の 事が 何でも 彼で もみん な 手首の 問題に なって 來る やうな 氣 がする のであった。 

さう 云へ ばす りこぎ でと ろ、 をす つ て 居る のな ど を 見ても、 どうも 矢張り 手首の 運用で 巧拙が 刖 

れる やうな 氣 がする。 

ところが、 手 宵に も 矢張り 人に よって 異なる 個性の ある もの だとい ふ 事實を 或る 偶然な 機會に 

よって 發 見した。 それ は、 セ！ 1 の 曲 中に 出て 來る 急速な アルべ ヂォ を彈 くのに、 殺から 殺と 弓 を 

手早く 移動させる 爲に 手首 を 色々 な 角度に 屈曲させる。 其の 練習 をして 居る 際に 私の 先生の 手首 

と 自分の 手 竹と では、 手首の 曲る 角度の 變 化の 範圍は 略 同じで あるが、 併し 其の 兩 極端の 位置、 

從っ て 其の 平均の 位 S に 於け る 角度が 可也 著しく 違 ふとい ふこと に氣 がつ いたので ある。 それで、 

先生に は 最も 自然で 無理の ない 手首の 姿勢が 弟子の 自分に は 非常に 苦しい、 無理な、 寧ろ 不可能 

に 近い ものになる のであった。 ^しその 先天的の 相 遠 を 認めて 貰って、 それ 以外の 要領 を 授かれ 

ば、 結果に 於て は 同じ 事に なって しま ふので ある。 それで 先生 は 弟子の 手首の 恰好 を 見た だけで 

弟子 を 叱る わけに は ゆかない。 
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手首の 問題に 就いての 自分の 經驗 は先づ 此れ だけで あるが、 よく 考 へて 見る と、 此の 手首の 

題 を 想 出させる やうな 譬喩 的な 手首の 問題が いろ/ \ ある ことに 氣が 付く。 

科學の 研究に 從事 する ものが 或る 研究題目 を 捕へ て 其の 研究に 取り か &る。 何 かしら 或る 見當 

をつ けて、 かう すれば かうな る だら うと 思って 實驗を 始める。 其 場合に、 若し 研究者の 自我が 其 

の 心眼の 明 を 曇らせる やうな ことがあ ると、 とんでもない 失敗 をす る 恐れが ある。 さう でない 結 

を さう だと 見誤ったり、 或は 期待した 點は その 通りで あっても、 それだけで なく 外に 色々 もつ 

と 重大な 事實が 眼前に 歴然と 出現して 居ても、 其れに は 全く 盲目であって、 其爲に 意外な 誤った 

結論に 陷 ると いふ 危險 が往々 ある。 それで 科 學者は 眼前 に 現れる 現象に 對 して 云 は f 赤子の 如き 

無私 無我の 心 を もって 居なければ ならない。 止水 明鏡の 如くに あらゆる もの 、姿 を その 有りの 儘 

に寫す ことが 出來 なければ ならない。 武藝の 達人が 夜半の 途上で 後から 突然 切り かけられても ひ 

ら りと 身 を か はすこと が 出来る、 それと 同じ やうな 心の 態度 を 保つ ことが 出来なくて は、 瞬時の 

間に 現れて 消える やうな 機微の 現象 を發 見す る こと は 不可能で ある。 それに は 心に 私が なく、 云 

は 「心の 手^」 が 自由に 柔 かく 彈 性的で ある ことが 必要な ので はない か。 

誰で あつたか 或る 學者 が 次の やうな こと を 云って 居た。 「自然 の 研 究者は 自然 を 捻ぢ伏 せ よ う 
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として はいけ ない。 自然 をして 自然の 赴く 處に 赴かし める やうに 導けば よい。 さう して 自然 自身 

をして 自然 を 研究 させ、 自然の 神祕を 物語らせれば よい」 さう して 吾々 は 心 を 空虚に して、 その 

自然の 物語に 耳 を 傾け、 忠實 なる 記錄を 作れば よいので あらう。 此れ を 自分の 現在の 場合の 言葉 

に飜譯 すると、 「研究の 手首 を柔 かくして、 實驗の 弓で 自然の 敍 線の 自然の 妙 音 を 引き出せ ばよ 

い」 とも 云 はれる であらう。 研究者に よって 先天的の 手首の 個性の 差異から 來る 手付きの 相 遠 は 

あ つ て も、 結局 本當 の 音 を 出せ ばよ いので はない か。 

子供 を敎 育す るので も、 同じ やうな ことが 云 はれる。 此れに 就いては 今更 云 ふ 迄 もな く、 旣に 

昔から 云 ひふる された ことで ある。 敎育 者の 手首が 堅くて は 折角の 上等な 子供の 能力の 絃線 も 十 

分な 自己 振動 を 遂げる ことが 出来なくて、 結局 生涯 本音 を 出さす におし まひになる であらう。 

政治の 事 は 自分に は 分らない。 ^し 歷史を 讀んで 見る と、 爲政 者が 君國 のために、 蒼生の ため 

に 其の 國の 行政 機關 を運轉 させる に は、 唯 其の 爲政 者た る も の が 誠意 誠心 で 報國の 念 に 燃え て 居 

ると いふ だけで は 十分で ない らしく 思 はれる。 如何なる 赤誠が あっても、 其れが 其 人 一人の 自我 

に 立脚した ものであって、 さう して 其の 赤誠 を 固執し 强 調す るに のみ 急であって、 環境の 趨勢 や 

民心の 流路を 無視した ので は、 到底 其の 機 關の圓 滑な 運轉は 望まれない らしい。 內閣 にしても 其 


380 


題 問の 「首 手」 


の 閣僚の 一 人 一 人が 如何に 人間と して 立派な 人が 揃って 居ても、 其の 施政方針が 如何に 理想的で 

あっても、 爲 政の 手首が 堅 過ぎて は國 運と 民心の 敍線は 決して 妙 音を發 する 譯には 行かない ので 

はない か。  . 

官海游 ：冰 術と いふ ものに つ いて 其 道に 詳しい 人の 話 だと 云 ふの を傳 聞した ことがある。 それに 

よると 學校を 卒業して 役所へ はいって 屬 僚に なっても 餘り 一 生 iH 叩に 眞 面目に 仕事 をす ると 却つ 

ていけない、 さう かと 云って 怠けても 無論い けない の ださう である。 どうも 甚だ 腑に 落ちない 不 

都合な 話 だと 思った ので あつたが、 しかし 翻って 此れ を 善意に 解釋 して 見る と、 矢張り 役人 達が 

銘々 思 ひくの 赤誠の 自我 を 無理押しし 合った ので は 役所と い ふ 有機的な 機 關が圆 滑に 運轉 しな 

いから 困る とい ふ 意味で あるら しい。 役所で も會 社で も 云 はに 一 つの ォ ー ケス トラの やうな もの 

であって 自れ ば、 その メ ムバ ー が 堅い 手首で 銘々 勝手に 劇しい 櫟昔を 放散して は 困る であらう と 

思 はれる。 惡く 云へば 「要領よ く 誤魔化す」 とい ふ 甚だ 不祥な ことが、 善く 云へば 一 つの 交響 樂 

の 演奏 を するとい ふこと にもな り 得る。 銘々 がソ 口 をき かせる つもりで は 成り立たない ので ある „ 

中學 時代に はよ く 「おれ は 何々 主義 だ」 と 云って 力瘤を入れる ことが 流行った。 南瓜 を 食 はぬ 

主義 や、 いがくり 頭で 通す 主義 や、 無帽 主義な ど、 いふの は 愛嬌 も あるが、 併し 他人の 迷惑 を考 
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慮に 人れ ない 主義 もあった。 例へば 風呂に 人らぬ 主義な どが それで ある。 年を取って 後 迄 も中學 

時代に 仕入れた さう いふ 種類の 主義に 義理 を 立て 、忠實 に 守りつ けて 来た 人 も 稀に はあった。 

此等は 珍ら し い 手首の 堅い 人で あらう。 併し 手首の 柔 かいとい ふこと は 無節操で もなければ 卑屈 

な盲從 でもない C 自と 他と がー つの 有機 體に 結合す る ことによって その 結合に 可能な 最大の 效率 

を 上げ、 それによ つて 同時に 自他 一 一つな がらの 個性 を 發揚 する ことで なければ ならない。 

孔子 ゃ釋： i! や 耶蘇 も 色々 なち がった 言葉で 手首 を柔 かく 保つ こと を說 いて 居る やうな 氣 がする" 

併し 近頃の 新し い 思想 を說く 人の 說 だとい ふの を 聞いて 居る と、 正しく それと は反對 でなければ 

ならない ことになる らしく 見える。 何でも 相 生の 代りに 相剋、 協和の 代りに 爭鬪で 行かなければ 

嘘 だとい ふやう に敎 へられる ので あるら し い。 その 理論が 未だ 自分に はよ く 分らない G 

三つの 音が 協和して 一 つの 和敍を 構成 するとい ふこと は、 三つの 音が それぐ 互に 著しく 異な 

る 特^ を もつ て 居る、 それ を 一 緒に 相戰 はせ る ことによって そこに 協和音の シン セ シ ス が 生す る- 

併し その 場合の 爭鬪 相剋 は爭 鬪の爲 の爭鬪 ではなくて 協和の 爲 の爭鬪 である。 勝手な 音 を 無茶 苦 

茶に 衝突 させ 合った ので は 徒らに 耳 を 痛める だけで あらう。 

バイオリンの 音 を 出す ので も、 弓と 敍 との 摩擦と いふ、 云 は. V 一  つの 爭鬪 過程に よって 絃の振 
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題 間の 「首 手」 


動が 誘發 される とも 考 へられる。 しかし それ は 結局 は絃の 美し い 音 を 出す 爲の 爭鬪 過程であって、 

決して 鋸の 目立ての やうな、 如何なる 人間の 耳に も 不快な 音 を 出す 爲 ではない ので ある。 併し 弓 

を 動かす 演奏者 の 手首が 我儘に 堅く て は、 それ こ そ 我利我利と い ふ 不快な 音 以外の 音 は 出な い で 

あらう。 さう して さう いふ 音で は 決して 聞く 人 は 踊らな いで あらう。 

歐 洲大戰 前に 於け る カイゼル • ウィル ヘル ムの獨 逸 帝 國も對 外方 針の 手首が 少し 堅 過ぎた 様に 

見受けられる。 その 結果が 世界 を あの やうな 戰 亂の禍 中に 卷 込んだ ので はない かとい ふ氣 がする。 

鬼 も 角 も 此れに も 矢張り 手首の 問題が 關 係して 居る と 云っても よい。 此れ は 盛運の 上げ潮に 乘っ 

た 緊張の 過ぎた 結果で あつたと 思 はれる。 深く 鑑みるべき である。 

近頃 スペインの 舞姬テ レジ ー ナの 舞踊 を 見た。 此れ も 手首の 踊で ある やうに 思 はれた。 さう し 

て その 餘 りに 不自然に 强 調され た 手首の ァクセ ントが 自分に は 少し 强 過ぎる やうな 氣 もした。 倂 

し 此れが 却って 所謂 近代 人の 鬪爭 趣味に は 合 ふの かも 知れない と 思 はれる のであった。 . 

倂し、 時代 思想が どう 變 つても バイオリンの 音の 出し 方に は變 りがない の は 不思議で ある。 所 

謂 思想 は 流動しても 科學 的の 事實は 動かない からで あらう。 馬の 手綱のと り 方の 要領の 變ら ない 

の は、 千年 や 二 千年 位經 つても 馬 は 矢張り 同じ 馬 だからで あらう。 一人の 哲學 者が 一言二言 云つ 
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たとい ふだけ で 人間 全體が 別種の 存在に 變 つて 人間界の 方 則が あべこべ になる とい ふこと は 想像 

が出來 ない。 

序ながら、 搖れる 電車 や バスの 中で 立って 居る ときの 心得 は、 膝の 關節も 足首の 關 節も柔 かく 

自由にして、 さう して 心 もち 踵 を 浮かせて 聰の 前半に 體重を もたせる とい ふ 姿勢 をと るの ださう 

である。 大地震の 時に 倒れない やうに 歩く の も 同じ 要領 だとい ふこと である。 此れ も 云 は^ 脚の 

場ん 口に 於け る 「手首の 問題」 とで も 云 はれる であらう か。 (昭和 七 年 三 n、 中央 公論) 
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1)R0PESS〇；R  TAKEMA.ru  OK:a:DA 


psf.  Takematu  Okada 麵 bs.n  ou  August 17, 1§,  in  Husa  of  Tiba  Prefecture,  a 

i  I 11a ーォ I き t 肅 of  the  Great  Tl,  within  forty  fi  of  the  pad- 

iic  it.  When  attending-  the  Imperial  University  of  I  as  a  -stint  of  the  coif 

of  Science  he  chose  physics  as  his  special co 環. After  graduating-  in  July li,  he  I 

t  g  § ま 一き け Metelol  in  the  Central  Meteorological  fi  cf  To- 

kyo. This  一 vas  at  the  tii  when  iteorology  in  OS.  country 應 ，£1 in  its  infant 

stage  under  the  i  of  its  fost2-fath  J  §1  f  I  I き if  i  f 

Nakg 一 酉， f 一き き of  the  fi  I  i. き  一 f  of 

zini  Ob 層 al  in  f  >^  that  tii  the  I.  la  of  the  stints  of  pf  cs 


cared  little  for  logy  and  perls  no 瞧 (h-eaid  of  the  dint  of  this  ^ 

branch  of  science  in  this  si.  a  (lilopment  reserved  for  fut-n.e  accomplishment  by 

the  hand  of  this  young  post-gl.aduatc  in  physics. 

The  tasks  which  were  entrusted  to  him  were  the  nit  Icult  ones、—no  less  than  thi 

of  the  daily  weler  Hi  and  storm-warnings.  A  physicist  snrid  in  his  labora- 

tory or  lecture  room 藝 scarcely  imagine  the  dimglties  met  Ih  by  those  who  are  in 

chle  of  this  kind  of  work,  which  is  in  hiediate 薩 nection  with  the  daily  life  of i 寧 

pie  lo  have  little  or  no  understanding  of  things  scientific.  He  has  had,  indeed,  to  endure 

not  only  ill-trnmoured  complaints  of  people  but  also  the  most  unsympathetic  criticii  by 

jom-nalists  and  in  by  some  scientists.  He li,  however,  stood  manfully  i-  this  difficult 

situation  by  ？ dually  improving-  the  scientific  basis  of  the  method  of  prediction  as  well 

as  the  organization  of  the  nct-work  system  of  observation.  For  If.  the  reception  of 

observation  data  from  ships  at  sea  I  i  t  into  practice  upon  his  initiative  in  1910, 

previous  to  any  other  country,  as  his  insight  promptly  perceived  the  m.gl  need  of  this 


iiieans  c£  CI>tainln-ti-  (一； i け a  from  tilie  neighi lb ourlng-  seas, lu  view  of  tlic  peculiar  e.eograplncal 

location  of  Uiis  country.  .  olbsel.vBiol.les  were  also  founded  a け Sionomisaki  in  .19112,  at;  IVTU- 

r<)tc  Zaki  ami  ali  Shanghai  in  1919  k-  facilitate  wal.nings  of  coming  cyclones.  Tn  ？ 0 

J-leantlm (-,  he  felt  tlic  need  o:t  founding  a  Marine  IVIeteorological  observatory  for  a  ful.thel- 

developlnera  CI け h(i  system  of  prediction  and  succeeded  in  raising  lilie  necessary  funtl  Irclll 

amcn.u:  the  duef  shippin. め companies  and  ship—owners.  T- 一  1(！  institute  was  founded  in  .19 W 

CI さ lucli  he  was  af>l:-clnted  the  :lirst  Director. IVL  S.  t  svunpfl—I-rtru  "  (SJJring-wreezo)  was 

constructed  Is-  the  exclusive  use  of  tiie  oljsel.vatory  cqfuiljpsd  with  all  the  instrumonts  and 

accessories  necessary  for  res-ular  oceanographical  investigation.  ，rlK!  results  of 

work  carried  out  cn IJOal.u  tliis  slul,>  have  t-een  puWishecl  in  ii iium び er  cf  Reports  and 

Memoirs.  On  the  other  hand  ； Professor  Okada さ as  keenly  alive  to  the  necessity  of  a 

scliool  devotetl  t:o 1;lie  1;112.0ugll  education  of  t;he  ycuna:er  mc1;oorolo2.isl;s  who  were  destined 

to  Iscome  the  staff  iiiemlbers  of  the  central  as  well  as  of  tlic  local  observatories.  He 

7 

ttieref ore  planned  and  founded  a,n  —institution  attached  tc  the  dentral  Meteorological 3 


Observatory  in  which  the  students  were  to  attil a  system  of  regular  courses  m  ierent  g 

departments  of  physical I  ithitical  sciences.  Ami  the  list  of  the  teachers  we 

i  the  names  of  a  number  of  the  most  emiit  meteorologists  of  this  country.  In  1919 

the  installation  of  the  wireless  system  for  meteorological 8 画 unication  was  completed  in 

the  Imperial  Marine  Observatory,  for  the  first  time  in  this  country.  Further  development 

of  this  system  of  communication  i き cted  by  the  installation  of  the  li  stations 

at  Okinawa,  Naze  and  Isigaki,  besides  thi  in  Tokyo  and  p  by  which  the  first  foiast- 

^  of  approaching  typhoons  was  observed  il  speedily  reported  to  the  central  station. 

In  1923  Prof.  K.  Nakamura  resigned  and  the  chair  of  the  Director  cf  the  Central 

Meteorological  Observatory  was  tilled  by  Prof.  Okada  while  at  the  sie  time  he  retained 

t;he  directorship  of  the  Imperial  Marine  Observatory. 

Seismological  observations  which  were  being  regularly  made  fro ミ the  earlier  dates  were 

established  on  an  entirely  I  status  under  his  supervision,  after  the  bitter  il  of 

the  Great  Kwant6  Earthquake  of li,  by  improving  il  amplifying-  the  instrumental 


eqluijmsnts  m  a  number  of  selected  local  observatories.  The  activity  of  the  seismologists 

unclel-  his  g-uldanee  iiiay  t>e  judg-ed  from  the  numlber  of  the  imfsrtant づ apers  already 

T-o l)l.ovlde  for  the  l.apKl  develclmleut  of  aeronautical  practices  lie  founded  a  special 

department  of  prowow^pc^^op^  meteorology  iu  the  Central  Meteorological  Observatorv  and, 

connected  witli  it,  a  numt-er  of  ^M.ppra-^  observatories  in  the  vicinities  of  the  chief  aero- 

dromes aud  also  alou ね- the  main  routes  of  coimuunicatiou. 

Tlsse  local c 一) sel.vatorics  which  are  situated  on  islands  or  IJl.omontories  and  Imtl  Isen 

llo^ol.Knls  for  the  frequent  damage  by  exceptional  severity  of  cvclonic  storms  on 

account  OH  tbeir  frail  wooden  structures  一 veld  rebuilt  into  massive  reinforced  collel.elie 

IDUilalng-s,  so  that  they  8uld  stand  from  now  on  as  uudtiunted  sentinels  in  the  faee  of 

ra. さ Ig-  typlsous. 

The  Masnetic  Observatory  at  Kakioka  which さ， as  founded  by  the  late  p«3f.  K.  N,al£a- 

Ilmra-, 1ms  also  be21  reconstructed  and  considerably  anslifled  in  its  instrumental  equiljment- 


389 


The  extent  and  variety  of  the  routhu-  work  cflicially  carried  out  in  tlK-  Central  Jvlse-  w 

oldlo に. ical  Observatory  were  conspicuously  enlarged  sinco  tll。  (lay  of  his  directorship,  as 

may  bt>  judg-21  fl.<)=- f  ilsl.sse  in  the  nui 一一 IK-r  <)f  the  chairs  (二-  experts  in  charge  of 

their  respective  special  branches  <)f  work,  such  as  precipitations,  tlnm 二 s.storl-s,  wireless 

ccllsiunicatiolls,  aeronautics,  agricultural ョ etsn.clos^  terrestrial  inagnetisni,  clocks,  tides, 

radiations,  library  and  cartography.  Moreover,  workshops  Avel.cJ  installed  respectively  How 

printins.,  iiietal 霞 1 き cd  workil.  On  th(>  other  hand,  the  Mountain  Observatories  on 

Huzi,  Tukuba,  all(一  i^.^  wsv  (-ither  a  s. 1.2 ミ nstl.ucted  under  his  sups.vlsl()n. 

Ill  l)rof.  Okada  wo  lin(一 u,  happy  csllbination  of  adlllinistl.ative  ability  with  scientific 

talent,  which  is,  as  it  If  rather  rarely  the  case  at  k-ast  in  this  8untl.y.  While  busily 

cnmed  in  his  ^2-.opc  work  which  his  official  duty  necessitates  lie  manages  somehow  to 

find  leisure  to  be  devoted  to  his  favoul.it3  research  work.  Al=<mg  his  wcl.ks,  wc 

say  mention  his  papers  d31in,14- さ ith  the  undersrcullcl  tsllperature,  the  conductivity  of 

snow,  the  evaporation  in  the  Inland  s( さ districts,  the  foehn-wiuds  etc.  Ilis  exhaustive 


investilTaticns  <m  the  ori,s;-hl o「 the  rainy  season,  "  Bn-iu,"  is  a  -l^-21ulno  classs  in  this  field. 

】Iis  wdrk  ,n\l;.sxrdh お- the  typlKxm  of  tlie  Far  Hast  colllpriss  the  fruits  01 his  Kms-  practi- 

さ. 1 t!xr-2.i2-2-  of  pl.21icti<m  sorvic?  .It  is  intercstin.l^-  to  l.el-lark  that  the  11-ost  ll-1151.tant 

Ituv  of  motion  of  cy つ lolK-s  a-rul  a.uticyd< ヨウ s  under  imitiial  influences,  which  he  <liscc-v2.e 二 

JUKI  lat2-  -w:--s  15-11121  aft(>r  l-il-l  hy  prcf.  Fujiwlljll.a,  was  des3.ib2l  not  iii any  of  his  PJIP2.S, 

1 ョ ill  his  --12--rnta,ry  tt\xt-b<5k  <>f l--etoorolo.s4-y. 

T112. つ ！ 11 づ ；. llsc  SOJm-  of  his  15」>,rs  of  a lllathesatical nat ョ .c  such  as  those  l.e.ljl-ardlng-  tlie 

ち- £1K 二 .-rieal  collstl.ueticn  for  .lindill.l^-  th (-  contlrf  and  trnek  of  cyclone.  T-hanKS  to  ms  0, 

sysll 一 Jitliv  to.vvill.<ls  the  IHlthollla.tiral  sr, 一- <51 <)f  JlK>teorc-lo-i;-y,  a  I)leladc,-S  01 abli!  matlle- 

Illaticia-lls  ll;lv<-  risen  iii>  :ul- ョ. t;-  t.lic  younger  g.enera1Jioll ci*  I-le1:eorolog.lst;s  ull-lol-  liis  un- 

.vvt さ l.yinlr  y-.aidan2>  an 二  cordial  <-112ml.a-.1^.2=21T-. 

At  tl-o  s:l-m-  till---  IK-  is  deeply  interested  in  tlio  】>l.actit-al  problem  of  pel.Jod  woa-thor 

prediction,  esj^eeially  iii  2Jnn<3ction  with  the  a お ricultul-al  一二- obleiii  of  the  rl<s  crop,  p 

II 一 ilttel-  of  llsst  important  national  concern  iii this  (smltry.  A  S01-K!s  of  papers  have 


bil publish,,-  by  hi--  as  Avdl  as  h -，  ll-r  r ト， 

ft  。f  I  s  f き- f  1 1  i  ？  If  。r  i  I 

ま i 蒙 f  i  i=l  a  i  I  i 歲 r- (一  き u  r 

.  g  f 摩- 房ョ- r  f  o.  i  .1  ,  i 一  ？ 
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r  Uini  to  Sora ジ which ヒ rcrtl  -very  lnterestln.g^  reading-  lK)t  only  ior luetecrolog-ists  but; 

also  for  sriontist  ;it large ノ llailll;-  is  en 一  1)0 二 iii 一 21t  cf long-  year ノ s  experiences  ot  a,  veteran 

scientist;. 

Well  dcs<-l-ve<l  SSK-^^^.^C-^  oi. Ins  "IchKnT 三 oiits  as  a  nmn  of  sclcuc, 】s  -shown Ijy  tlie  f-act; 

thilf.  in  ,1924 15  was  awanlod  the  Symons ノ s  (お) 1(1  Medal  by  tho lioyal  IVIetccrck お- ical  Society 

of  Lontlon  luid  in 1! に r>  he  was  elected  Mn  Jlonorarv  AI 211135-  oi-  the  sauie  Society.  Again, 

ill 1 二； 二" 】lo  was  elr*ct£.l  a  ivkmiljor  CH  the  JIllp2-lal  A,a<1211y  oi 乙 alwllu. 

pl.cf.  ckadazs  (h-op  love  of  S221ce  is  jperhaps  ccllnectcd  with  his  bn:>lioplli.nstic  Inelllla- 

tioii  wllidl  is  well  known  a-lloul^,  ins 1 riends.  二 is  | こ "vate  collection  aljssds  witli  rare 

hnoks  not  onlv  in  the  dclmlllls  of  Jneteol-olcfii-y  ami  ,t;-oophysl,s  Init  also  in  othel-  fields  of 

tlie  n;ttiiial  sciences.  It  seems  i-lmt  the  lilM-ilry  OL-  t」le  cent:l-al  JVI0t2 こ- ol{>iL;-lcal  obsel-voxory 

owes  its  --^-^^^^^i  iiud  aiuplitude  tc  tins  \vek-cn5  propousity  of  the  Du-ecror.  The  pivsenl; 

■wl-itor  Ijiis  involuntarily  flcqnired  a  Wi,k2l  Imbit  CI  apjioalinij  at  onLS  for  Ivor  Oka 二 aAS 

assistance  whcnevel-  jluNzled iii search  oi llt【M-atlu.e  2>ncel-llulg-  soiue  Iniltr ョ -s lylul^-  outsides 


O.I  beaten  ^-.P^.K^.  ivga5,  his  o 一 vn  k>v。  of  science  251bin2l  with  tlK-  cordiality  of  his 

J.sl.sonallty さ Inch  is  reveals 一  in  liis  pl-olllpt  assistance  and  kind  21eouragell-21t  c-iv21 to 

any  one  cngaj,?e(l  in  any  Idiid  CM  orif^-inal  ITSen-rch,  has  resulted  in  fosterinJT  a  fervent: 

atluosj-hcre  of  scientific  enthusiasm  amcn.i;-  the  yclmgcl-  staff  nieiiibers  of  the  003^ ^.p^  Mctc- 

oslo.n-i(-al  obsorvatcry  as  一 voll  as  of  its  branch  observatories,  wliit-h  lla-ve  now  ristm  to  the 

level  of  the  most  active  nos^-.OK  of  scientific  ^.owop-.« of  this  ccuntry.  This  latter  fist 

say  be  recognized  also  by  tlK-  rel-larkabk  activity  on  tlio  part  of  the  mc-llllsrs  of  tl5 

Meteorolog-lcttl つ c (二つ ty  oi Japan.  Its  IVIeeting-  wliic 一-  -.as  1.2-1112-1 v  一- eld  cncc  a lucutll  is 

now  res-ularly  1101(1  twice. 

At  tlic  p.^c  pi  fifty  clg-ht  he  is  still  in  his  pl.hllc  of  youtliful  activities,  witll  his  evcu-- 

lastlng-  zetil lu  \veavln,s4-  toy-other  the  luc-n!  15(1  more  elat-crate  net-work  oi-  the  weather 

service  of  Jn-llall, a-t  the  sal-lp  tiiiie  devoting-  his  sj:>aro  time  as  ever  tc  his  own  l.csealTll 

work,  fas  it  seeiiis,  PS  his  llsst  favourite  hol-t>y,  a ョ 1 never  neglecting-  his  (さ re  for  his  t>e- 

lovea  loster-chil 二 1-21,  who  一 in  prof. こ knda- ； i 二 irector.  a-  teaeher,  a  fl.ien-l ;i ヨ 1 at  t-lle 
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same  thi  their  most  afeectionatc  father,  rt  is  merely  the  humblest  expression  of  the 

profound  fcding  of  gratitude  on さ e  r-arl;  of  Uiis  younger  generation  s.  Jajmnese  mete- 

orclo に- ists  that  they  have  hel-e  undcl.takon  to  8mpilo  the  present  Anniversary  Volume  and 

to  dcvctc!  it  to  the  colllmcm2.ation  of  his  thirty  years-  service  in  the  Central  Meteorologi- 

cal Observatory  -ith  their  lloal.tfdt  d(-sil.e  that  I-sf.  Okada ii 一 ay  always  sntinuo  his  activ- 

ity in  s;.ood  health,  on  behalf  of  th21 轉 Iws  as  well  as  fol-  tll(-  fiitim!  prcspol-ity  of  mete- 

cl.clog-ical  science  in  JaI)arL 

IGecphysical  Magazine,  Mar.  1923.〕 


去年の 暮 から 春へ かけて、 缺食兒 童の 爲の 女學 生の 募金 や、 メガ フォン 入の 男學 生の 出征 兵士 

や 軍馬の 爲の 募金が 流行した が、 此等 はいつ の 間に か 下火になった。 さう して 此頃 では 到 處の街 

頭で 千人針の 寄進が 行 はれて 居る。 此れ は 男子に は關 係の ないだ けに、 街頭 は 街頭で も、 何とな 

くしめ やかに しとやかに 行 はれて 居る。 それだけに 救世軍の 鍋な ど、 は餘 程ち がった 感じ を傍觀 

者に 與へ る ものである。 如何にも 兵隊さん の 細君ら しい 人な どが 赤ん坊 を 負ぶ つて 居る のに 針 を 

通して やって 居る 人が 矢 張 同じ 階級ら しいおば さんや 娘さんら しい 人であった りする と實に 物事 

が 自然で 着實で どうに も 惡ぃ心 持の しゃう がない。 さう した 事柄が 如何にも 純粹に 日本的 だと い 

ふ氣 がする ので ある。 迷信 だと 云って けなす 人 も あるが、 假令 迷信 だとしても 此 等は餘 程た ちの 

い、 迷信で ある。 どの 途 迷信 は 人間に はっき ものであって 此れの ない 人 は何處 にもない。 科擧者 
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に は科學 上の 迷信が あり、 思想家に は 思想 上の 迷信が ある。 迷信で たちの 惡 いのは 國を 亡し 民挨 

を危 くす るの も あり、 或は 親子 兄弟 を 泣かせ 終に は 我 身 を 滅ぼす のが いくらでも ある。 併し 千 人 

針に はそんな 害毒 を 流す 恐れ は 毛頭な ささう である。 戰 地の 寒さの 塹壕の 中で 生きる 死ぬ るの 瀨 

戶 際に 立つ 人に 取って は、 たった 一片の 布 片とは 云へ、 一針 一針の 赤絲に 籠め られ た心盡 しの 身 

に 沁みない 日本人 はま づ少 ないで あらう。 どうせ 死ぬ にしても 此の 布片を もって 死ぬ 方が、 もた 

十に 死ぬ よりも 心 淋し さの 程度に いくらか のちが ひが あり はしない かと 思 はれる。 戰爭 でなくて 

も、 此れ だけの 心盡 しの 布片を 着込んで 出で立って 行けば、 勝負事なら 勝 味が 付ぐ だら うし、 例 

へ ば 入 學試驗 でも 屹度 成績が 一 割 方よ くなる であらう。 務め 人なら 務めの 仕事の 能率が 上がる で 

あらう 0 

一針 縫 ふのに 十五 秒 乃至 三十 秒 か、 るで あらう し、 それに 針 ゃ絲を 渡し 受取り、 布片を 延べた 

り、 〇 印 を 一 つ 選定した りする にも かれこれ 此れと 同じ 位 はか k る。 それで あとから く 縫 ひ 手 

が 押し かけて くれ 、ば 鬼 も 角、 さう でない とすると 一 分に 一 針 平均 は餘程 六ケし いで あらう。 ^ 

し假 りに 一 分に 一 つと しても、 千 針に 對 して は 十六 時と 四十 分 を 要する。 八 時間 勞働 としても 一 一 

日で は 少し 足りない。 中々 大變な 仕事で ある。 閑人の 道樂 ならばい、 が、 ii 事の あるお 神さん や 
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おばさん 達に は 餘り樂 な 仕事で はなさ さう である。 

上野 廣 小路の 喫茶店へ はいった。 年若い 藝者を 二人連れた 若旦那. の 一 組が コ ー ヒ ー をのんで 居 

る。 その 前に 女學 生が 二人 立って 居る。 二人の 藝者は それん \ 一  つづ、 千人針の 布片を 手に もつ 

たま、 で女擧 生と 何 かしら 問答して 居る。 千人針が 緣 となって 玆に 二つの 可な り 遠く かけはなれ 

た 若い 女の 世界が 接近して、 互に いくらか 物 珍ら しい 與味を もって 交涉 して 居る ので ある。 若旦 

那も待 々助太刀に 出かける。 それが 大變 に 丁寧な 言葉 を 遣 つて 居る のに 對 して 女學生 の 言葉が 思 

の 外に ぞんざい である。 問答ば かりで 中々 容易に は 肝心の 針の 方に 手が 行かない。 對 話の 末に、 

今日の 四時 何十 分と かに 出發 する 人々 に 贈る の だと いふ ことが わかって から やっと 針が 動き 始め 

て 間もなく 出來 上った。 その 前に 其處の 給仕の 少女 等に も 縫って 貰った の だと 見えて、 此れに も 

禮を 云って さっさと 出て 行った。 若且那 が、 僕 は 御 役に立たな いがせ めても、 と 云った やうな こ 

と を 云って、 さう して 「萬 歲」 と 云って 片手 を 上げた。 それ は 鬼に 角、 此の 場合 はたった 二 針 縫 

つて 貰 ふのに 少 くも 十分 はか、 つた やうであった。 四時 何十 分の 汽車に 間に合つ たか どうか、 そ 

れは 知る よし もない。 

日淸 日露 戰爭に は嚴島 神社の しゃもじが 流行した やうに 思 ふ。 あれ は 「めしとる」 とい ふ 意味 
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であった さう である。 千人針に も 序に 五錢 白銅 を 縫 付け 「しせん を 越える」 とい ふお まじな ひに 

する 人 も あると いふ 話で ある。 此れ も 後世の 爲 に記錄 してお くべき 史實の 一 つで ある。 いづれ に 

しても 愛嬌が あって、 さう して 何等の 害毒 を 流す 恐れの ない のみなら す、 結果に 於て は 意外に 好 

果をも 結び 得る 種類の 事柄で ある。 此れに 反して どんなに もっと 恐ろし い 色々 の 迷信が 今の 世に 

行 はれて、 其爲 にどん なに 恐ろしい 害毒 を 流して 居る か、 そっちの 方が 實に 大切な 問題 だとい ふ 

氣 がする。 國家國 民の 將來 を危 くす る やうな 迷信が 眼前の 日本に 流行して は 居ない か。 よく/ \ 

、い を 落 付けて 反省して 見なければ ならない。 (昭和 七 年 四月、 セル。 ハン) 
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一 

r バ ー ド 南極 探險」 は 近頃 觀た映 畫の內 で 面白い もの、 一 であった。 これまで にも 他の 探險隊 

の 撮った 寫眞 やその 記事な ど を 色々 見て 可也まで は 極地の 風物の 概念 を 得た つもりで 居た の だが _ 

併し 活動 映畫 として 映し だされた のを昆 ると、 唯の 靜 映像で 見た だけで は 到底 想像の 出來 なかつ 

た 色々 の 眞實を あり/ \ と 見せられ 體驗 させられ るので ある。 例 へ ば 流氷の やうな もので も 舷側 

で 押し 崩される 工合 や、 海馬が 穴から 顏を だす 樣子 などから、 その 氷塊の 堅さ や 重さ や 厚さな ど 

が、 ほとんど 感覺 的に 直觀 される。 雪原の 割れ目な どで も、 橇で乘 越して 行く 時に 崩れる さまな 

どから、 その 割れ目の 狀況ゃ 雪の 固まり 工合な どが 如實に 看取され るので ある。 

食糧 品 を- m 側に 高く 積 上げた 雪中の 廊下の 光景な ども 面白い。 食糧 箱の 表面 は 一 面に 柔 かい 凝 
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霜で 蔽 はれて 居て、 見た だけで は どれが 何だか 分らない が、 糧食 係の 男 は 造作 もな く 目的の 函を 

見出して、 表面の 凝 霜 を 接き 除け てから 蓋 を 開き 中味 を 取 出す。 この 廊下 一面の 凝 霜の 少 くも 一 

部分 は、 隊員 四十 餘 名の 口から 吐き だされた 水 蒸氣が この 廊下へ 擴 散して 來て徐 々に 凝結した も 

ので はない かと 想像して 見た。 さう 想像す る ことによって 隊員の 忍苦の 長い 時間 的 經過を 味 ふこ 

とが 出来る。 

バ —ドが 極 飛行から 無事に 屯 營に歸 つて 来たの を 皆が 狂喜して 迎へ、 機上から 人々 の 肩の 上に 

かつぎ 上げて 連れてく る。 その 時バ ー ドの 愛犬が 主人に 飛びつ かう 飛びつ かう とする の だが 人々. 

に 遮られて 近寄れす 不平で 無 簡に驅 廻って 居る が 誰も 問題に して くれない。 これ も 面白い 場面で 

ある。 それから バ ー ドが 宿舍に はいって くると たれ か 熱い 珈琲 (？) を 一杯 持って くる。 それ を 

一 口 飲んだ 時の 頰の 筋肉の 動きに 一 寸說 明の 出来ない 眞實 味が あると 思った。 

病 犬 を 射殺す る 稍 感傷的な 場面が ある。 往 きに は 人と 犬との 足跡の つ いた 同じ 道 を 歸りは 唯 入 

だけが 歸っ てく るので ある。 安價な 感傷と 評した 人 もあった が 併し それが 可也な 眞實味 を もって 

表現され て 居る。 殺す 相談 をして 雪の 中に 立って 居る 四 人の 姿が よく 出来て ゐる。 

この 映畫 では その外に も 犬が 非常に 活躍して 居て、 この 映 畫の現 實味を 助けて 居る。 地質 學者 
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の  一^が 中權の ステ— ショ ンへ 向って 突進す る、 その 荷物 を橇で 引いて 行く 犬 群の 賴 もしく 勇ま 

しい 姿 は 何 かしら 我々 の 心の奥底に 觸れる 美し さ を もって 居る。 人間 は それぐ の 明白な 心の 

標 があって、 それに 向 はんため に 十分 納得して 寒 苦と 戰 つて 居る が、 犬 は 何のた めだか、 ちっと 

も 分らないで、 唯賴る 主人の 向 ふ 所なら、 さも 嬉しげ に 死の 雪原に 突進す るので ある、 犬で も 矢 

張り 苦しくな く はな いで あらう。 

同じ こと は映畫 「沈默 の 敵」 の 中の 犬に つ いても いはれ る。 併し この 映畫 でもつ とも 面白い の 

は- 雪の 林 中での 馴鹿と 犬との 格闘の 場面で ある。 馴鹿が 死地に 陷 つて 敢然た る 攻勢 を 取り 近寄 

る 犬 ども を 踏み つぶさう とする 光景 は獸 類と はいへ 悲壯 である。 如何なる 名優の 活釗 でも、 これ 

に ± ベ て は 恐らく 茶番の やうな ものである。 それからの 後の 場面で 荒涼たる 大雪 原 を 渡って くる 

馴鹿の 大群の 實寫 は、 あれ は實に 驚くべき 傑作で ある。 理窟な し說 明な しに 端的に 凡ての 人の 心 

を 奪 ふ 種類の フィル ム であり、 活動 映畫 とい ふ もの 獨自な 領域 を 鮮明に 主調した ものである" 

鎗 では 勿論の こと、 如何なる 言葉で も 叉音樂 でも、 かくの 如き 映 畫を說 明す る こと は 不可能で あ 

らう。 それにして もこの 映 畫に現 はれた 人間の 芝居が 如何にして あれほど 愚鈍で 不愉快で あるか 

が 不思議で ある。 少 くも 映畫 俳優と して は 人間 は 犬 や 馴鹿の 脚下に 跪いて 敎を こふ 必要が ある。 
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これと 聯關 して 自分の 常に 感 する こと は、 映 畫に現 はれる 一 機械」 の眞實 不眞實 による 價 俯の 

懸隔で ある。 古い 映畫 では 「メトロポリス」 に 現 はれた 機械の 馬鹿らし さな どが 代表的で ある。 

機械 文化の 頂點を 示すべき 映畫の 中で、 一 人の 職 H は 有り 餘 つて 居るべき 動力の 洪水の 中に 居な 

がら、 最も 原始的な その 筋肉 H ネル ギ ー を 極度に 消費して 大きな ダイアルの 針 を 廻し、 さう して _ 

疲れ切って 倒れ、 そのために 大破 壤が 起ったり する。 あの 魯 鈍な 機械に 比べて 一べ ルリ— ン」 に 

映 出される 眞 物の 機械の 美し さは、 實に 見て 居て 胸が すく やうで ある C 同じ 意味で ソビ H ト映畫 

「トルク シヴ」 に 現 はれる 紡績 機械 も 面白い。 さう して 「自然の 破壤」 (Blastill, パ 一ぐ 2vatol.) に 

おける 大仕 かけの 機械 架 構が、 どうも 物足りなく 思 はれる ので ある。 

「トルク シヴ」 も 可也 面白い と 思って 見物した。 いは ゆる モン タ— ジ 1 の藝 當を餘 りに わざと 

らしく 感じさせる やうな ところ も ある。 例へ 紡 紡績 機械の 流動の リズムと、 雪 解の 豁 流の それと 

叉もう 一 つ 綿羊の 大群の 同じ 流れとの 交互 映 出の 如き も、 いくらか さう である。 しかし かう いふ 

i 流動に、 更に 貨物車の 影が レ ー ルの上 を 走る 所な ど を 重出して、 結局 何 かしら 莫大な 運動量 を 有 

つた ある 物が 加速 的に その 運動量 を增 加し つ 、， あの 茫漠たる アジア 大陸の 荒野の 上 を 次第に 南 

に 向つ て 進んで 居る とい ふ 感じが 可也まで 强く 打ち だされて 居る こと は 十分に 認められる。 
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これに 比べて 「アジアの 1 風」 は全體 として 見る と 自分に はどう も餘り 面白くなかった。 これ は 

自分が 「赤い 眼鏡」 を 持 合せない せゐ かも 知れない。 唯 この 映 畫に現 はれる 多數 多様の アジア 人 

種の 顏 つき や 表情 は、 注意して 見て 居る と 中々 舆 味が ある。 毛皮 市場 や 祭禮の 群衆の 中に 我々 の 

親兄弟 や 朋友のと 同じ 血が 流れて 居る 事 を 感じさせられ、 我々 の 遠い 祖先と 大陸との 交涉 につい 

ての 大きな 疑問 を 投げ かけられろ のであった。 最後の クライマックス として、 荒野 を 吹き まくる 

砂 風に 乘 じてい は ゆる 「アジアの 嵐」 が襲來 する 場面が ある。 これ は 自分の やうな テンポの のろ 

い 頭に は 少し ごた，/ \ し 過ぎて 居る やうな 氣 がした。 唯錯雜 した 混亂の 嵐の 中に、 時々 瞬間 的に 

映 出される 白馬の 羅を焰 の やうに 振り 亂 した 顏の大 寫しは 「怒」 の象徵 として 可也に 强ぃ 效果を 

もつ て 居た やうで ある。 

「西部 戰 線異狀 なし」 は、 今日の 映畫 として は、 別に これと いって 頭に 殘る 程の もの もなかつ 

たやう である。 唯餘り わざとら しい やうな 芝居が 割合に 少く思 はれた の は成效 かも 知れない。 河 

畔の營 舍の晝 飯 後の 場面が、 どこか 長閑で 懶氣 で、 さう して 日光が 眩しい といった やうな 氣持を 

だして 居る。 そこに 却って 「裏側から 見た 戰爭」 とい ふ ものが わりによ く 出て 居る やうで ある。 

か、 つい ふ 所の 面白味 は 矢張り 映畫 にの み 可能な もので あらう。 さう して、 言葉の 說 明で つかまへ 
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ようとす ると ふいと 消えて しま ふ 不思議な 陽炎の やうな ものである。 それで 居て、 もっとも 確實 

に觀る 人の 心 を 動かす 動力と なり 得る ものである。 一 口で いってし まへ る やうな 效果 だけ を 並べ 

ようとした 映畫 はどう も 面白くな いやう である C この 點で 存外 ロシア、 ドイツの えらい 理論家 達 

が 却って アメリカ 邊の 「純 無意義 映畫」 から 新しい 「火」 を もらって くる 必要が あり はしない か 

と い ふ氣 がする。 (昭和 五 年 十 一 ； 十二月、 東京 帝 國大學 新聞) 

「モ a ッ コ」 とい ふ發聲 映畫を 見た。 先づ 一 匹の 驢馬が 出現す る。 熱帶の 白日に 照らされた 道 

路の遙 か 向 ふから 兵隊の 喇叭と 太鼓が 聞え て來 る。 アラビア 人の 馬方が 路の眞 中に 突立った 驢馬 

を牽き 寄せよう とする が 中々 い こ ぢに云 ふこと を 聞かない。 馬方 はたう とう 自分です ベ つ て 引つ 

くり かへ つて 白い 埃が ばつと 上がる。 大勢が どっと 笑 ふ. - 此れが 序曲で ある。 

一 篇の終 章に は 矢張り 熱帶の 白日に 照らされた 沙漠が 展開され る。 その 果なき 地平線の 唯 中 を 

さして 一隊の 兵士が 進む。 前と 同じ 單 調な 太鼓と 喇叭の 音が 段々 に 遠くな つて 行く C 野 羊 を 引き 

風呂敷 包 を 肩に した 跣 足の 土人の 女の 一群が その あとに つ く。 さう して 一番 あとから 見得と 因 め 


襲の 毗を 踏み 脫ぎ すてた ヒ 。インが 追 ひかけ る。 兵隊の 旗 も 土人の 子 もみん な！^", 沙の 波の 彼方に 

かくれて、 あとに は 唯 風. の 音に 交って かすかに く 太鼓と 喇叭の 音が 淺り、 やがて それ も 聞え な 

くなる ので ある。 

比の 序曲から 此の 大圑圓 に 導く 曲折した 道程の 間に、 幾度と なく 此の 同じ 喇叭の 單 調な メ  ロデ 

ィと 太鼓の 單 調な リズムが 現 はれて は 消え、 消えて は 又 現 はれる。 喇叭 は 寧ろ 添 物であって、 太 

鼓の 音の 最も 單 純な リズ ムが 此の 一 篇の ライト モチ ー フで あり、 此の 音の 弛 張が 全篇の ドラマの 

沂を i 田いて 行く ので ある。 ヒ。 インの 心臓 は 此の 太鼓の 音と 共に 活き 共に 鼓動す る。 さう して 

皮 女の 心の 態度 は 此の ライト モチ ー フの現 はれる 度 毎に 急 角度で 轉囘 する。 さう して その ー轉 1$ 

に^々 にさう して 不可避 的に 最後の クライ マ ッ ク ス に 近づ いて 行く ので ある。 

太鼓の 描く 此の 主題の sy^ として は 喇叭の 外に 兵隊の 靴音が ある。 此れが 或 時 は石疊 みの 街路 

の 上に、 或 時 は 岩山の 嶮路の t に 义或時 は 沙漠の 熱沙の 上に、 それぐ に 異なる 音色 を もって 響 

くので ある。 

等の 音に つれて スクリ ー ンに現 はれる 映像 は、 唯の 殺風景な 兵隊の 行列で ある。 此れが 其 場 

面 場面で 色々 の 遠 つた パ，， 'スべ クチ、 ヴで 銀幕 上 に 映 出され 進行す る。 始めに ヒ P イン と 其 の 保護 
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者が 此の 行列 を 見送る 場面で はヒ 口 インと 觀客 は靜 止して 居て 行列 は 其 向 側 を撗に 通過す る。 ，^、 

に 此の 行列の 歸 還を迎 へる 場面で も 行列 は 矢張り 我々 觀 客の 前 を 横に 通過す るので あるが、 此處 

では 前と 反對に ヒロインが 其の 行列 の， 向 側 に 見え 隱れ に慌 だしく 往 つたり 來 たりして カメラ は此 

女の 行動と 表情 を 仔細に 追跡す る。 さう して 女の 心の中に 刻々 につの つて 行く 不安と 焦燥 を 克明 

に 映 出す るので ある。 最後の 場面で は 此の 兵士の 行列 は 前と は 直角 だけ 廻轉 して 居る。 卽ち觀 客 

を 背に して 遠い 沙漠の 果の 地平線に 向つ て 進行す る。 さう する 事に よって 此の ドラ マ の 行 手の 運 

命の 茫漠たる 事 を 暗示して 居る。 さう して 觀 客の 眼前で 此の 行列と それに 從ふヒ „1 インと は熱沙 

の 波の 彼方に あり，/ (^と 完全に 消えて しま ふので ある。 

此の 映畫に 取扱 はれた 太鼓の 主題 はたし かに ヒ 口 イン の 愛の 對 照の ライト モチ ー フ としての 役 

H を 立派に 果して 居る と 思 はれる。 かう いふ 點で 此の 映 畫はー つの 面白い 試みで ある。 さう して 

少 くも 有 聲映畫 に 特有な 一 つの 新しい 可能性 を 指摘す る點に 於て 可也の 程度 迄成效 した ものと 思 

はれる。 

昔 的 主題に 最も 單 調な 太鼓が 選ばれ、 さう して それが 此れ程に 成效 して 居る とい ふこと は 我々 

に 何事 か を 暗示す る C  -兀來 有 聲映畫 は 勿論 音樂 ではない。 我々 は 聽覺と 視覺を 同時に 働かせる 事 


407 


を耍 求され る。 此 場合に もし 餘 りに 複雜 な、 それ 自身の 存在 を强く 主張す る やうな 音樂を 持ち込 

ん だとしたら どうで あらう。 恐らく 我々 の 注意 は 其の 音樂の 方に 吸收 されて 視覺の 方が 消えて し 

まふ か、 或は 却って 音樂の 方が 我々 の 注意の 圏外 を 上滑りに すべり 越して しま ふこと になり はし 

ないか。 鬼 も 角 も 此れ は發 聲映畫 製作者に 一 つの 問題 を 提出す る も であらう。 

此の 映畫に 取り入れられた 僅少な 音樂も 可也に 有 效に使 はれて 居る。 ヒ P インが 病院の 病室 を 

一 つ 一つ 見廻って 愛人 を 捜す 場面で、 階下から 聞え て來る 土人 女の 廢頹 的な 民 誰も、 此 場の 陰慘 

でし かも 何處か 艷氣の ある 雰圍氣 を 濃厚に する. - それから 次の 酒場で 始終 響いて 居る ピアノの 東 

洋 的な ノクク ー ン 風の 曲が、 巧妙に ヒ 。インの 心理の 曲折 を描寫 して 居る。 愛人の 兵士が 席 を 立 

つた あとで 女が 唯一 人 ナイフと カル クを いぢって 居る。 此の 無意識な さう して 表面 平 靜な擧 動の 

奥に 暴れて 居る 心の 嵐 を、 隣室から 響く ピアノの 單 純な やうで 込 人った 抑揚が 細かに 描いて 行く。 

さう して 食卓の 上に 刻まれた 彼女 自身の 名前 を 見出した 最後の 心機の 轉囘に 導かれる 迄 此の ピ ァ 

ノ曲は 或は 強く 或は 弱く 追跡して 来る。 突然 此の 音が 絡え ると 同時に 銀幕の 眞 中には 唯一 本の 旗 

が 現 はれ、 それが 強い 沙漠の 嵐に 靡いて パリ パリと 鳴る 音が 響いて 來る。 ピアノの 音から 此の 旗 

の はためき に 移る 瞬間に、 我々 は 丁度 或る シ ン フォー 一— で パッシ ヨネ— トなー 樂 章から 急轉 直下 
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Attacca  sub.ta 」i  se.l^.lu,>ute に 明朗な フィ ナ— レに 移る ときと 同じ やうな、. li 持 を. ilf ふので ある G 

屋上で 神に 祈る 土人の 歌謠、 力 バレで 林檎 を賣る 女の 唱歌、 其 等 も 面白くない 事 はない。 又 女 

の 拾 鉢な 氣分を 表象す る やうに ピアノ の 鍵盤 を 一 と 撫でに かき 鳴らした 後で ボッ ンと 一 つ 中央の 

C を 押す の や、 兵士が 自分で 投げた 團扇を 拾 ひ 上げよう として その ブ ル— タルな 片手で 鍵盤 をガ 

チャン と 鳴らす の や、 さう い ふ 音 的效果 も餘り わざとら しくない やうに うまく 取り入れられて 居 

る。 しかし さう いふ 小 技巧 だけなら ば 何も、 此の 「モロ ッ コ」 に 限らす、 少し 氣の 利いた 映畫に 

は 到る 處に使 はれて 居る ことで あらう と 想像され る C 此の 映 畫の獨 自な與 味 は 結局 太鼓の 音と 靴 

音と 此れに 伴 ふ 兵隊の 行列に よって 象徵 された 特異な モチ ー フを もって 貫かせた 樂曲的 構成に あ 

ると 思 はれる。 さう して 其の 單純 明白な モチ— フが 非常に 多面的 立體 的に 取扱 はれて 居る 爲に、 

同じ もの \ 繰返しが 少しの 倦怠 を 感ぜし めない のみなら す、 一 歩 一 歩と 高調す る 戲曲的 內容を 導 

いて 最後の 最頂點 に 達する 迄に 觀 客の 注意の 弛緩 を 許さない ので あらう。 

此の 映畫を 見て 非常に 面白い とい ふ 人と ちっとも 面白くな いと いふ 人と 一 一通り ある やうで ある。 

此れ は 此の 二人の 人の 有 聲映畫 とい ふ ものに 對 する 心 的 態度と 要求 と の 根本的 差違 を 反映す る 現 

象で ある。 將來の 有 聲映畫 製作者に とって は 此の 二つの 對貌 的な 現象の 分析 的 研究が 必要と なる 


409 


であらう。 の 二つの もの は 併し 必 しも： 立に 相容れな いもので はない やうに 私に は 田. - はれる ので S 

4 

ある」 (； 昭^」 ハ年ん =:、 文藝春 彩) 

.「 靑ぃ 天使 一 と 同日に 「モンテ カロル」 を 見た の も 面白い 取合せ であった。 古典 音樂の あとで 

ジャズ を 聞く やうな 感じが した。 二つの もの 、行方の ちが ひが 可な りはつき り對 照され る。 前者 

は 何 かしら 考 へさせよ うくと する 思 はせ 振りが 到る 處に 鼻に つく やうな 氣 もす るが、 後者 は 反 

對て 何事 を も考へ させない やうに/ \ として 居る ところが ある。 此れ は 勿論 一 一つの 間の スト— リ 

1 の. お 本 的の 差違に よる ことで あり、 又 一方で は 劇的 分子、 一方で は 音樂的 分子が 主要な ものに 

なって 居る 爲も あるが、 阱し又 一 一人の 監督の 手法の 些細な 點迄 行渡った 違 ひに よる こと も 明白で 

ある。 侯爵 家の 家從が パッと マグネシウム をたい て ポント 寫眞を 取る と、 すぐに 機關 車が スクリ 

1 ン にと び 出して H ンヂ ン の 昔樂の 始まる ところの 呼吸な ど は 一 寸 理窟な しに 面白い。 本来なら 

ば實に 退屈で 到底 見て 居られ さう もない 筋と 材料 を 使つ て、 さう して ちっとも 退屈 させないで 緊. 

張 をつ けて 行く の は映畫 としての 編成の 上に 到る 處 非常に 氣の 利いた 取扱 方が あるお かげで あ 
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らう c さう して、 それが 簡單に  一 口に 說 明の 出 來 ないやうな ところに うま 味が あるから である。 

最後の オペ ラの 場面で も、 一 一つ の 向 合った 。 ー ジ ュ と舞臺 との 交錯した 切り合せ 方の 呼吸な どが 

それで ある。 あ. 3^ をもう 少し 下手に やらう ものなら 恐らく 見る に堪 へ な い 退屈な もの になる にち 

が ひない。 

ソビエト 映畫 「全線」 とい ふの を 見た r) 此れ も 肝心な 處が 省略され て 居る さう であるが、 それ 

でも 面白くな く はない。 牛 现壜が ー齊に 充填され て 行く ところ だと か、 耕作 機械の 大 分列式 だと 

か、 此等は 子供に も 大人に も、 赤に も 白に も、 無條 件に 面白い 何物 か を もって 居る。 映 畫のそ も 

そ もの 始めに 昆物を 喜ばせた 怒濤の 實寫 などが 無條 件に 面白がられ たの は、 決して 單に 珍ら し い 

とい ふだけ の 好奇心の 滿 足ではなくて 矢張り 映畫藝 術に 本質的な 隨ー の 要素の 一 つ を 具備して 居 

るからで あらう。 牡牛の 死ぬ る 前後のと ころも 單 なる 實寫 的の 眞 實に對 する 興味の 外に、 映畫と 

しての 取极 方のう まさ は 十分に ある C それから、 かう いふ ロシア 映畫 でい つも 面白い と 思 ふの は 

出場 人物の タイプ の豐富 さで あるが、 此れ は 他の 歐洲 諸！： では 得られない 天然の 制約に よる もの 

であらう つ 

比の 監督の 新しい 理論に 基いて 構成され たと 稱 する 此の 映畫 は、 糙に 面白い ところが あるに は 4 


相逮 ない が、 併し 未だ 何としても 未來の 映畫へ の 一 つの 試みと いふ 程 度を越え て 居ない やうな 氣 

がする。 色々 な 所謂 モ ンタ— ジ ュ や ヱ ディ ティ ングの 必然性が 觀 客の 頭へ は それ 程に 響いて 來な 

い。 恐らく 此の 監督 自身の 企圖 して 居る 道程から 見ても、 僅に 一歩 を 踏み出した に過ぎない では 

ないかと 思 はれる。 聞く ところに よると 此の 有名な 映畫 監督 は 日本の 文化の 中の 到る 處に 映畫術 

的耍 素が あるのに、 日本の 今の 映 畫には 不思議に その 要素が 缺 けて 居る、 とい ふ 意味の 批評 をし 

て 居る さう である。 さう して 日本の 俳諧 や 短歌の 中に モ ンタ— ジュ藝 術の 多分な 耍 素の 含まれて 

居る こと を强 調して 居る さう である。 

H ィゼ ン シ ュ タインが 如何なる 程度に 我國の 俳諧 を 理解して かう 云って 居る か は 分り かねる が、 

日本人の 眼から 見ても 最も 優れた 乇 ンタ— ジュ 藝 術の 典型と して 推すべき もの は 所謂 俳諧 連句 そ 

の ものである。 

ャ 一一 ン ダスと ディ ー トリ ヒの 「青い 天使」 「歎きの 天使」 とい ふの を 見た。 同じ 監督が 此の 後に 

作った 「モ。 ッ コ」 を 見た あとで 此れ を 見た こと は 一 つ の 面白い 經驗 であった。 著名な 科學 者の 

一 代の 大 論文 を 讀んで 感心した あとで、 其 人の 其の 論文 を 書く 迄の 道筋 を 逆にた どって 夫 迄の 其 

人の 著述 を 順々 に 古い 方へ と 讀んで 行く と、 最初に 感心 させられた ものが、 極めて 平凡な 當り前 
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の 落着き 處 であると しか 思へ なくなって 來 る。 此れと は 事柄 はちが ふが 多少 似た 關 係が 此の 一 一つ 

の 映畫の 間に 見出される。 卽ち 後の 「モ 。ッ コ J に 於て 純化され 洗練され て 現 はれて 居る ものが 

「青い 天使」 では まだ 色々 の 過去の 直 埃の 中に ちらばって 現 はれて 居る やうな 氣 がする。 

最初に ハム ブルダの 一 陋巷の 屋根が 現 はれ 鵞鳥の 鳴聲が 聞え、 やがて、 其 等の 鵞鳥 を 荷車へ 積 

み 込む 光景が 現 はれる。 次に は、 と ある 店先の ショ— ウィンドウの 鎧戶が 引上げられる、 その 音 

のガ ー ガ ー と 鵞鳥の ガ ー ガ— が 交錯す る。 さう して 此の 窓に ヒ 口 イン の 槍 姿の ビラが 貼って ある 

ので ある。 此れ を 彼の 「モロッコ」 の 胃 頭に 出て 來る アラビア 人と 驢馬の シ ー ン に比べ ると 面白 

い。 後者の 方が 餘程 垢が 取れた 感じが する。 前者の 方 は 容易に 說 明の 出来る 小細工の 面白味で あ 

るに 對 して、 後者の 方に は  一 口に は說 明の 出来ない 深い 暗示が あり 不思議な ァ トモ ス フ H ァがぁ 

るので ある。 ラ— ト敎授 の 下宿の 朝食の ト a スト 口， I スな 光景 はかなり よく 出来て 居る。 いつも 

鳴く 小鳥が 死んで 居る。 さう して 敎授の 唯一 の 愛が 奪 はれる ので あるが、 後に 敎授が 女の 家で 泊 

つた 朝、 二人で コ ー ヒ ー をのんで 居る ときに 小鳥の 聲が閜 える ことにな つて 居る。 かう いふ 風の 

技巧で 過去 を 現在に 反射 11- 對照 する 方法 は 此の 監督の 可也 得意な 慣用 手段で ある やうに 見える。 

例へ ば 同じ やうな ス ー トケ ー スが少 くも 四 五 度 現 はれて、 それが 皆 それ 違った 役目 をつ とめ 
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ると 同 寺に 其 物 を 通して 過去 を フラッ シュ バ ッ ク して 運命の 推移 を 意識させる。 又&ハ は 敎授の 4 

4 

出勤 時刻 を しらせる 時計の 音が 何度も 出て 来る" 敎 場の 光景 も 初めと 終りに 現 はれ それが 皆 それ 

ぞれ 全く 變 つた 主人公の 心境の 背景と して 現 はれる ので ある。 同じ 女の 檎 葉書で も 初めは 生徒の 

手から 沒收 した の を 後に は 自分で 御 客に 寶り 歩く ことにな つて 居る。 要するに 此の 映畫 では かう 

いふ ものが 餘り 錯雜し 過ぎて 居た、 何となく 渾 然とし ない 感じが する。 此れに 比べる と 「モロ ッ 

コ - の 太鼓と ラッパの 一貫した モティ フの 繰返し は餘程 洗練され たもので ある。 さう 云へば 「靑 

い 天使 一 の 舞臺ゃ 樂屋の 間の シ— ン も視覺 的效果 として 矢張り 少しうる さ 過ぎる 感じが ある。 そ . 

れが下 wan 虔の 荒涼な 環境との 對比 であるに しても 少し あくが 强遊 ぎる やうな 氣 がする がそ こが 獨 

逸 向きな ところ かも 知れない" 此處の 樂屋で 始終 影の やうに 附纏ふ 一人の 道化師が ある" これが 

不&議 な 存在で ある。 斷 えす 出入して 居る が 劇中の 人に は 見えない 聞えない、 r 度 幽靈の やうな 

役目 をつ とめて 居る。 敎授 自身が 道化師に なって 後に は 此れが 現 はれて 來 ない" 此れ は 恐らく 敎 

投の ドッペル-ゲン ガ ー の やうな もので、 さう して 未来の 悲運の 夢魔で あり、 眼前の 不安の 豫覺で 

ある (" 此れ は 監督 苦心の 産物 かも 知れない が、 效 * は遣憾 ながら 餘り上 乘とは 思 はれない." 後 n 

「乇 n ッコ」 を 作る 場合に は 此の 道化師 迄 もみん な 一 緒に 太鼓と 喇叭の 音の 中へ た、 き 込んで し 
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まった ものと 思 はれる。 

俳諧 連句に 就いては 私 は旣に 屡、、 論じた こと も あるから 兹 では 別に 述べない。 鬼に 角、 連句に 

携 はる 人 は 勿論、 未だ 此れに 就いて 何も 知らない 人で も、 試みに 「芭蕉 七 部 集」 の 岩波 本 を 活動 

歸 りの 電車の 中で も 少しば かり 觐 いて 見れば、 此頃 舶来の モ ンタ— ジ ュ 術と 本質的に 全く 同型 

で、 しかも 此れに 比べ て 比較に ならぬ 程 立派な ものが 何百 年 前の H 本の 民衆の 間に 平 氣で行 はれ 

て 居た こと を發 見して 驚く であらう C ゥンタ —二 アン . リ ンギ ンを 歩いて ゐる 女と、 タウ ェンチ 

I ン街を 歩いて ゐる 男と、 ホワイトハウス の 玄關を 接ぎ 合せたり する やうな 事 は そ も/, \ 宵の 口 

のこと であって、 もっとく 美しい 深い 內容 的の モ ンタ— ジ ュ は 如何なる 連句の 如何なる 處 にも 

見出される であらう。 さう して その モン タ— ジュ の 必然的な 正確さから 云っても 其の 推移の リズ 

ム の 美し さから 云っても、 其 ま 、 に 今の 映畫 製作者の 模範と する に 足る もの は 到る 處に 見出さる 

るで あらう C 併し 現代の 日本人から 忘れられ 誤解され てゐる 連句 は 本家の 日本で は 誰も 顧みる 人 

がない C さう して 遠い a シァの 新 映畫の 先頭に 立つ 豪傑の 慧眼に よって 掘 出され 利用され て 行く 

の を 指 をく はへ て 茫然と して 居なければ ならない ので ある。 しかも、 ロシア 人に 本當に 日本の 俳 

諧が 了解され ようと は考 へに くいのに、 それ だのに 其の U シァ 人の 眼 を 一度 通った もので なけれ お 


ば、 今の 日本人 は 受付け ない ので ある。 浮世 繪の 相場が 西洋人の 顧客に よって 制定され ると 一般 

である。 叉 日本人の 獨創 的な 科學的 研究で も、 西洋人が 一度 極め をつ けない と、 擧 位さへ 貰へ な 

い ことがあ るのと も 一 般 である。 

モン タ I ジュ は卽ち モンテ —であり、 マウンティング であり、 日本語で は 取り付け、 取り合せ、 

附け 合せ、 あしら ひで ある。 花 を 活ける の も 此れで ある。 試みに 西 川 一草亭 一門の 活けた 花 を 見 

れば、 如何に 草と 木と、 花と 花と、 花と 花器との モン タ— ジュ の 洗練され 得る か を 知る ことが 出 

來る。 文人 風 や 遠 州 好みの 床飾り も 矢張り さう である。 庭 作り も 亦 それで ある。 彼 處の山 此處の 

河から 選り 集めた 名 園の 一 石 一 木の 排置を 誰が 自由に 一 寸 でも 動かし 得る か を考へ て 見れば よ い。 

しかも 此 等の 一 切 を 一 束に しても 天秤 は 俳諧 連句の 方へ 下がる であらう。 

連句 は 其の 末流の 廢頹 期に 當 つて 當 時の プチブル ジ ョ ァ的 有閑階級の 玩弄物と なった 爲に、 さ 

うい ふ ものと してし か 現代人の 眼に は 映らない ことにな つた。 併し 本來は それ どころ か實に 深刻 

な 時代 世相の 端的 描寫 であり、 さう して 支配階級より はより 多く 被 支配階級の 悲痛な 忍苦の 表現 

を も 其 等の 中に 看取す る ことが 出來 るので ある。 

かう いふ、 I ィゼ ンシュ タインの 所謂 映畫 術の 骨髓を 昔から 傳へ來 つた その 日本 現在の 映畫は 
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誠に 彼の 云 ふ 通り、 どう ヒィキ 目に 見ても 殘 念ながら いくら も 此れ を 具備して 居ない やうで ある 一 

此れ は 併し 日本 映畫 製作者 だけの 責任で はない ので、 此れと 同様な 批評 は 正に 今の 日本 文化の 全 

體に 亙って 適用 さるべき であらう。 . 

併し 失望す るに は當ら ない。 大昔から 何度と なく 外國 文化 を 模倣し 賴吞 みに して 來た 日本に も- 

い  つか  一度 は 光琳が 生れ、  芭蕉が 現 はれ、 歌 麿が 出た こと はたし かで ある。 それで、 映畫の 世界 

にもい つか は 又 さう した 人が 出る であらう とい ふ氣永 い 希望 を懷 いてさう して それ迄 は與 へられ 

たる 一. 荒木 又 右衛門」 を、 又 「街の ル ンべ ン. 一 を その 與 へられた る 限りに 於て 觀賞 する ことに 努 

力すべき であらう。 (昭和 六 年 六月、 時事 新報〕 

r アフリカ は 語る」 を 一 見した。 この種の 實寫 映畫は 何度 同じ やうな もの を 見せられても 見る 

度に 新しい 興味 を 呼び さまされ るので あるが、 今度の は それが 發 聲映畫 である だけに 一層 實證的 

の與 味を增 して 居る やうで ある。 

一番 珍ら しいの はさ を蔽 うて 飛翔す る蝗の 大群で ある。 此れ は寫眞 として は リリュ スト ラシオ 
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ンの 捅繪で 見た 事 はあった が、 これが 映畫 になった の は 恐らく 今度が 始めて あり、 殊に 發聲映 一 

畫 として はこれ がレ コ —ド であるに ちが ひない。 螳の 羽音が どれ だけ 忠實に 再現され て 居る か は 

明かで ない が 鬼 も 角 も 不思議な 音で ある。 聞いた ことのな いものに は 想像す る ことの 出来ない 音 

である。 いくらか 似た 音 を 求めれば、 製材所の 丸 鋸で 村 木 を 引き 割る あの 音ぐ らゐな もので あら 

う。 先年 小 田 原の 濱邊で 大浪の 日に へ ル ム ホルツの 共鳴 器 を 耳に 當て 波音の 分析 を 試みた ことが 

あつたが、 > ？也ピ ッ チ の 高い 共鳴 器で 聞く と チリく くと いった やうに 一 秒 間に 十囘ー 一十； 1: 位 一 

の 割合で 斷績 する 機 音が 聞え る、 それが いくらか この 蛇 群の 羽音に 似通って 居る ので ある。 や は • 

り、 音の 生成 機巧に 共通な ところが あるから であらう。 卽 ち、. 濱邊で 無数の 砂利が 相打ち 相櫟る 

やうに 無 數の蝗 の 羽根が 櫟音 を發 して 居る、 その 集圑的 效果が あの やうに 聞え るので はない かと 

思 はれる。 さう い へ ば 丸 銀で 材木 を ひく 時に もこれ に 似た 不規則な 櫟音の 急速な 斷績が あるので 

ある。  一 

こ の蝗の 羽音 は 何 を 語る か。 蝗は何 を 目的と して 何物に 導かれて どこから ど こ へ 移動す るか。 

世界 は 自分 等の ためにの み 出来て 居る とば かり 思つ て 居る 我々 愚な 人間 は 茫然と して .テ ノトの 小； 

窓から この 恐ろしい 生命の 嵐 を 眺めて 溜息 をつ くで あらう。  一 
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湖畔の フ ラ £ ンゴ I の 大群 も 面白い 見物で ある。 一 面に おり 立った 群の 中に 一 箇所 だけ 圓 形な 

穴ェ 地が あるの はどう いふ 譯 かと 思って 考へ て 見た。 恐らく そこ だけ 湖底に 四 所があって 鳥の 脚に 

は， 罙； S ぎる ので、 それで そこ だけが 明いて 居る の だら うと 想像され た。 もし さう だと すれば 鳥の 

群の 寫眞 から 湖底の 等深線の 一 つが 分る はすで ある。 かう いふ こと も實寫 映畫の 面白味の 一 つで 

ある。 群集から 少し 離れた 前面 を 一 一列に 並んだ 鳥の 縦隊が 歩調 を そろ へ て 進行す ると ころが ある _ 

鳥 はどうい ふ氣で 何のた めにあ 、 いふ 事 を やって 居る のか 人間に は 矢張り 分らない。 

この 映畫を 見た 晚に 宅へ 歸 つて 夕刊 を 見る と早慶 三囘戰 だかの グ ラウ ンドの 寫眞が 大きく 出て 

居る。 それ を 見た とき 自分 は 愕然として 驚いた のであった。 場を埋 むる 人間の 群が、 先刻 見た ば 

かりの 映畫 中の フ ラ ミ ンゴ ー の 群と そっくりに 見えた からで ある。 もしゃ ァ フ リカ のフラ ミ ンゴ 

1 が 偶然 球戯 場の さへ 飛んで 來て 人間の 群 を 見下ろした としたら、 彼等に は 矢張り この 集 圑の意 

味 は 分らない であらう。 實 はかう いふ 自分に も 近頃の 野球 戰に 群がる 人閒の 大群の 意味 は 充分 完 

全に はよ く 分らない ので ある。 

，-. 汁し 蝶ゃフ ラ ミ ンゴ — こ 限らす、 ゼゾ ラ でも 一一 ュ —でも、 ィム パラ でも ジラ フ でも みんな 群 を 

なして 棲，： & して 居る。 ァ フ リカで は 食 ふことの 不自由 はないで あらう から 矢張り 生命の 敵に 對す 
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る 防衛の 便宜から 自然に 集圑 生活に 馴らされた のか、 それとも 生殖の 便宜から か. あるひ はスポ 

—ッ のた めだか 自分に は 分らない。 それ は 鬼に 角ァ フ リカ 映畫で これ 等の 澤 山な 動物の 群の 中に 

交った 少數な 人間の 群 を 見る と、 ァ フ リカの 原野で は少 くと も 動物 も 人間 も對 等の 存在で あると 

いふ 感じが する。 それ をい は ゆる 文明 人が 出かけて 行って 單 なる 娛樂 のために ム ザ/ \ 殺す のが 

どうも 不都合 だと い ふ氣 がして くる。 

翁 長の 息子が ライ ォ ン に 食 はれる 場面が ある。 あれ はどう も 映畫. 帥が ほとんど 計畫 的に 食 はせ 

る やうに 思 はれて 不愉快であった。 白人に とって は 黑人は 恐らく ゼブ ラゃ疣 猪と 大してち がった 

もの に は 思 はれて ない ので はない かとい ふ氣 がして ならない。 黄色 人 は どの 程度に 思 はれて 居る 

のか^ 次の 問題になる。 西洋の ある 國が 世界 を 征服す る 日 を 夢み て 居る やうな 日本人が あったら- 

さう いふ 人 はこの 映畫を 見る とい、 と 思 ふ。 

この！ la 長の 子が 食 はれた ので、 映 畫師等 は： t 長に 合 はせ る顏 がない といって 怕氣る 場面 はどう 

も 少し 芝居 じみる。 A life  for  a life とい ふ タイトルが 出た から 映畫. g が 殺される かと 思ったら 

さう でなくて 矢張り ライ ォ ンが 一 匹 やられる ので ある。 併し ライ ォ ン など は 少しも 芝居し ないか 

ら 愉快で ある。 ライオン が 自動車の タイア を 草原に 見出して 前足で つ 、 いて 見て は 腹 を 立て 、唸 
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る 場面 は 傑作で ある。 ライオンが 不機嫌で あれば ある 程 觀客は 笑 ふので ある」 もし か 自分が ライ 

ォ ン だったら、 この 不都合な 侵入者 等に 對 して どんなに 腹の 立つ ことで あらう。 

アフリカ は 世界の 動物園、 野 獸の樂 園と して 永久に 保存したい。 天然 物 保存 地帶 として 少 くも 

こ の 大陸 內地 の 大部分 を萬國 協定で 指定し て ほしいと 思 ふので ある。 

獅子の 居る 草原の 中に どうも 地震に よる 斷層 らしく 見える ものが 寫っ て 居る。 あとで 地震 學者 

に 聞いて 見る と、 あの タン ガ 一一 イカ 湖附 に は實際 大地震に よる 斷 層が 縱橫に 通って 居る ので あ 

る。 この 一部が 偶然に ライオンの 背景の 中に 出て 居る の も實寫 映畫の 妙味で あるし 

蠻 人の 顏のク 。—ズ ァ ップに はこの 映畫に 限らす 頭の 上 を はふ 蠅が寫 つて 居る。 この 蠅が 所謂 

畫龍 點睛の 役目 をつ とめる。 これ を 見る ことによって 我々 は 百度の 氣溫と 強烈な 體臭を 想像す る- 

この 際蠅は エキストラ でなくて ス タ— である。 併し 監督の 意圖 など 無視して 登場し 活躍して 居る 

から 面白い。 

蠻 人の 王城ら しい 建物が 映寫 される。 この 建物 は 極めて 原始的で あるが 一 種の 均整の 美 を もつ 

て 居る。 素人目に は 我が 大學の 安田 講堂よりも 却って 恰好が い k やうに 思 はれる。 デ ティルが な 

いだけ に 全體の 輪郭 だけに 意匠が 集注され る爲 かも 知れない。 
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ィムパ ラと いふ 動物の 跳躍 も 見物で ある" 十數 尺の 高さ を 水平距離で 四十 尺 も 一飛び にと ぶの 

で あ る。 何 か 簡單な 器械 を 人間の からだへ つけて、 この 動物の やうに とんで 歩く ス ボ — ッ を發明 

したら 面白い かも 知れない とい ふ氣 がした。 

かう いふ 實寫を 見て 居る とつく-^ 人間の こしら へ た 映畫の 馬鹿々々 しさ を 感じる。 天然の 藝 

術に はかな はぬ こと は 始めから 分って 居る ことで は あるが." (昭和 六 年 十一 n、 東京 帝 國大摩 新聞) 

三文 オペラ」 を 見た。 文明の どん底、 東 ロンドンの 娼家の. 戶 口から、 意氣で デス ペラ ドのマ 

ツキ ー . メッ サ ー が 出て くる。 その 家の 窓から お 神が 置 忘れた ス テツ キを突 だすの を、 取らう と 

すると、 スルく と 仕込みの. R 刃が 現 はれる。 ドック 近くの 裏 街の 門 々に 佇む 無氣 味な 浮浪 人 等 

の 前 を 威張って 通り 拔 けて 河岸へ くると 護岸に 突立った シルク ハットの だぶ く ルンべ ンが 下手 

な 掛圖を 棒で た、 きながら Moriat  von  Mackie  Messel- を 歌って 居る。 伴奏に 紙 腔 琴 を ま 

はして 居る 婆さんの 横顔が 象徴的で ある" 背景に は 岸 近く もやった 船の 帆柱の 林立が ある。 掛圖 

こ は 段され て 倒れて 居る 人 や、 ソホの 火事場の 粗末な 檎の 見える の も 一寸した 效 が ある。 こ、 
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の 場面が 一番 昔の 東。 ン ドンの 雰圍氣 を 濃厚に 現 はして 居る やうに 思 はれる。 これと、 すっと 後 

に 警察で 電話 を かけたり する 場面と はどう も 全く 別の 世界の やうな 氣 がする。 ボリ ー 母子が ミリ 

ナ— の 店の 前で 飾 窓の 中の マスカ ン. i 一見て 居る。 そこ へ 近づく メッ サ ー の 姿が 窓ガラ スに 映って 

段々 大きくなる のが 印象的な；？；！ 力 を もって 居る C 「烏賊」 ホテルの 酒場の ガラス 窓越しに、 話す 

男女の 口の 動きだけ を 見せる ところ は、 「パリの 屋根の 下 一 の 一 場面 を 想 ひだす C 

メッサ —の 手下が 婚禮 式場 用の 椅子 や 時計 を盜 みだす 所 はわり によく 出来て 居る。 くどく、 あ 

くどく ならない ところが-つ まいので あらう。 倉庫の 暗闇での 鼠の ク 口— ズ アツ プゃ 天井から 下つ 

た繩 にう つかり 首 を 引っかけて 驚いたり する の も、 わざとら しくない。 さう して 塵埃のに ほひが 

鼻に 迫る。 

結婚式 場の 仰々 しくて 派手で、 それで 居て 實に 陰慘で グロ-テス クな 光景 もよ く 出来て ゐる。 こ 

こで ボリ— の 歌 ふ 】ー；ニ-1>;ニ.；-  S2 ヨ- は 中々 美しい C セッ トの おぼろ 夜の 空と おぼろ 月が 却つ て 本 

物より 效果が い 、やうで ある。 

情婦 ジ H 一一— が 市松 模様の ガラス 窓に もたれて 歌 ふ 所が 一寸、 マチスの 繪を 見る やうな 感じで 

ある。 


423 


ハ乙食 頭の ビ ー チヤ ム のす る 芝居に はどう も 少しし つくりし ない わざとら しさ を 感じる し 

この 映畫の 前半 は 如何にも 昔の P ンド ンの やうな 氣 分が あるのに 後半 は 何となく 近代の ベ ルリ 

1 ン あたりの やうな 氣 持になる のが 不思議で ある。 それで 前半で は ドイツ語が 不自然に 聞え、 後 

半で は それが 當然に 聞え る。 

昔樂は 中々 面白い。 同じ ジャズの 樂器 でも ドイツ人の 手に か-ると、 かう も 美しくなる もの 力 

と 塞、. させられる。 あの サキソ フォ— ン でさへ も實に 味の こまやかな 音と して 聞かれる。 ァ メリ 

力の ジャズ は 成程 面白い と 思 ふ 時 はあって も、 自分に はどう も 妙な 臭味が 感ぜられる， 5^ へば 場 

末の 洋食 屋で食 はされ る キャベツ 卷の やうに プ ン とする もの を 感じる。 これ は 恐らく アメリカ そ 

つ.^ のに ひで あらう。 ？斤 しこの クルト - ワイルの ジャズ (？) に は それが 微摩 もなくて、 ゲ ー テ 

や-. ハツ ハを 生んだ ドイツ 民族の 情緒が 濃厚に にじみ だして 居る。 さう して それで 居て 同時に 又 ど 

^にも どこか しら ruluow  Song しかも 矢張り イギリス らしい それの 味が しみ，^ と 力みし めら 

れる やうな 氣 もす るので ある。 最後に 街の 暗闇の 中に 幽靈の やうに 消えて 行く ルンべ ンの 行列と 

共に ゆるやかに 句切って 再び 響く モリ アツ トの歌 も、 スクリ ー ンの 前の 幕が 下りて 席 を 立って さ 

うして 往来へ 出て 後まで も いつまでも 耳に 淺 つて 忘れ 難い ものである G 
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この 映畫を 見た 前夜に グスタフ - マ ー ラ ー の 第五 交響 樂を 聞いた" 餘り にも 複雜な 機巧に 充ち 

たこの 大 曲に 盛りつ ぶされ 疲らされた すぐ あとであった ので、 この 單 純な しかし 新 i: なフィ ル ム 

の 音樂が 一 層 面白く 聞かれた のか も 知れない。 さう して その 翌晚は 又滿洲 から 放 55^ の ラヂォ で 奉 

天の 女學 生の 唱歌と いふの を 聞いた。 これ は 勿論 單 純なる 女 學 生の 唱歌に は 相違なかった が、 し 

かし 不思議に 自分の 中に 居る 日本人の 臓腑に しみる 何者か を 感じさせられた。 それ は 何と 云った 

らい、 か、 例へば 「アジア の聲」 を 聞く と いった やう な 感じ であった。 アメリカの ジ ャ ズ とドィ 

ッ のジャ ズ との 偶然な 對 比の 餘 響から たま/ \ さう いふ 氣 がした かも 知れない G 

それにしても 我々 生粹の 日本人の 本當に 要求す る 音映畫 はま だ どこに もない。 さう いった やう 

な氣 がする のであった。 我々 の 要求す る もの はや はり 日本の パブ ストで あり、 日本の ルネ -クレ 

1 ル であらう。 かう いつまでも 外國 もの 、封 切 を 追 ひかけ て は 感心 させられる 事に 忙 がしい ので 

は 困る とい ふ氣 もした。 

これより 前に ソビ H ト映畫 「婦人の 衞生」 を 見た。 これ は 「三文 オペ ラ」 と は 全然 別の 畑の も 

ので、 ほとんど 純 粹な敎 育映畫 としか 思 はれない もので あつたが、 それでも 一つく のシ— ンに 

も 叉 編輯の 效果 にも 中々 美し いものが 多數に 見られる のであった。 ムジ ー クの お客さんに は 少し 
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勿 IS なく も あるし、 叉 分りに くさう にも 思 はれる 位であった。 唯 この 映畫を 見て 居る うちに 感じ 

た 一 つの こと は、 この 映 畫に使 はれて 居る 子供 や 女工 や、 その他の 婦人の 集團 やが 丁度 機械 か 何 

かの 様に 吏 はれて 居る ことで ある。 これ を 見て 居る と、 なんだか 現在の ロシアで は 三度の めし を 

食 ふので もみん な號 令で フォ ー クゃ ナイフ を 動かして 居る ので はない かとい ふやうな 氣 がして 來 

て、 これで は 自分の やうな 我儘な 人間 はとても やり切れないだ らうと いふ 氣 がする のであった。 

例へば 工場の 仕事の 合間に 號令 一 下で 體操を やって 又 仕事に とり か、 る。 海岸で 裸で 日光浴 を や 

つて 居る ォッ トゼィ の やうな 群も號 令で 一 齊に寢 返り を 打って こちら を 向く。 大勢の 子供が 原つ 

ばに 小さな 蕈の 群の やうに 並んで 體操を やって ゐる。 赤ん坊で も 丁度 蛙 か 何 かの やうに 脚 をつ か 

まへ て ぶら さず てぴ よん/^ と はねさせ るの である。 かう い ふ 風に 人間の 個性 をな くして 居る と 

ころ は 全く 軍隊式で ある。 年中 この 通り だったら 梟 や 狸の やうな 種類の 人間に は さぞ 都合が 惡ぃ 

ことで あらう と 思 はれた のであった。 これ はこの 映畫を 見た ときに 一 寸 さう 思った ことで ある。 

この 映畫 でもつ とも美し いと 思った の は アバ— トの パルコ ンの やうな 所へ 大勢の 女が 出て 來て 

體操 をす る 光景で ある。 これ は 全く 理窟な しに 明るく 力強く 新鮮で 旭の 昇る 如き 感じの する シ ー 

ン である。 同じ 體操 でも 前の 工場の 體 操と は 丸で 別な 感じが する の は 不思議で ある。 工場の 場合 
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に はすぐ 前の 勞 働の シ ー ン との 關 係上餘 りに 實感 的で あるのに バ ル コ ン の 方で は それが 餘り に 見 

なれぬ 變 つた 光景で あるた めに、 あっけに とられて 現實の 感じが どこかへ 飛んで しま ひ、 いは、 k 

レビ ュ ー でも 見る やうな 氣 になって 見た せゐ かも 知れない。 しかし どう だか それ は 分らない。 

この 映畫と 同時に a シァ の 一一 ュ ー ス映畫 を 見た 中に、 多分 カリ 一一 ン であった か、 野 羊 ひげの に 

が い 老人が 展覽會 を 見て あるく 所があった。 この 映畫を 見ながら、 英雄 崇拜は 結局 永久 普遍に 不 

可 避 的な 人間界の 事實 だとい ふやうな 氣 がした。 我々 が 見る とムッ ソ リニが 閲兵 式に 臨んで 居る 

一一 ュ —ス 映畫 もこれ と 全く 同格な 現象の 一一 ュ —ス として 實に 面白く 見られる ので ある。 

(昭和 七 年 三 3、 束 京 帝 國大學 新聞) 

評判の フランス 映 畫ー巴 里の 屋根の 下」 とい ふの を 見物した。 同じく 評判の ドイツ 映畫 「靑ぃ 

天使 一 のす ぐ 後で 此の フラン ス 的なる フ ラ ン ス映畫 を 見た こと は 望外の 面白い 廻り 合せであった- 

さもし い 譬喩で は あるが、 云 は v ビ フ テキの あとで 良い サラダ を 食った やうな 感じが ある。 或は 

父 ドイツの 近代 塾 家の 槍と フラ ン ス 近代 畫 家の 繪 との 二つの 展覽 會を績 けて 見た とい ふ 感じ もす 
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る。 此れ は 當然な ことで あらう が、 併し 此れ程 迄に 二つの ちがった 國 民に 對 する 自分の 感じの 特 

徵を 表象した 一 一つの 映畫を 此の やうに 相次いで 見得る とい ふ機會 はさう 始終 はないで あらう。 さ 

うしても う 一 つ 面白い ことに は、 その後で 又、 無聲 では あるが、 ソビエト 映畫の 「大地」 を 見て- 

さう して 最後に 大日 本 松 竹 國產發 聲映畫 「マダムと 女房」 とい ふの を觀る ことにな つたの も 思へ 

ば 妙な 廻り 合せで ある。 

「巴 里の 屋根の 下」 に は 大した ドラマ はない。 一寸した ロマンス は あるが、 それ は シャボン玉 

の やうな ロマンス である。 一寸した 喧嘩 は あるが それ も シャボン玉の やうな 喧嘩で ある。 ピスト 

ル もー發 だけ 申譯に 打つ 放す が 結果 は 街燈 を 一 つ シャボン玉の やうに 壞 すだけ である。 此の 映畫 

の 中に 現 はれて 居る 限りの 出来事と 達 引と は 恐らく 巴 里と いふ 都が 出来て 以来 今日に 到る 迄 殆ど 

毎日の やうに 何處 かの 裏町 何處 かの 路地で 行 はれて 居る 尋常 茶飯 の バナ— ルな 出来事に 過ぎない 

であらう。 それ 程に 平凡な 月並、 日 並、 夜 並の 市井の 些事が カメラと 映寫 機の レンズ を 潜り 錄音 

器の 機構 を 通過した とい ふだけ で どうして 「評判の 映畫」 となり、 世界中の 常設館に 渡り 渡って 

人 を 呼ぶ であらう か。 勿論 觀 客の 內の 一部 は 多分 それが 評判の 映畫 である 爲に 見ない うちから 感 

心して さう して 無條 件に 其の 評判 を吞 込んで しま ふで あらう が、 凡ての 觀客は それ 程の 赖の鳥 で j 
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ない 限り 此の 評判に は 何 かの 實證的 根據が ある 害で あらう。 

此の 映畫 にも 矢張り 誰でもす ぐに 案の つく、 さう して 誰に でも 簡單な 言葉で 表現され 得る やう 

なうまい 見せ場 は澤山 ある。 例へば 一番 始めに 映 出される 屋上の 「煙突の ある 風景」 が 最後に も 

う 一 度 現 はれて、 此の 一 卷の 「パリの スケッチ」 の 首尾の 表 軸と なり 締めく- -り をつ けて 居る こ 

とな どが それで ある。 又 始めに は カメラが、 從 つて 觀 客が、 恰も 鳥に でもな つた やうに 高い 空か 

ら段々 に 裏町の 鋪 道に 下りて 行って 唄 ふ 人と 聽く 人の 群の 中に 溶け込む ので あるが、 最後の 大團 

圓に は、 其の コ ー スを 逆の 方向に 取って 觀客は 段々 空中に せり 上って 行って、 たうとう 天上の 人 

か 鳥 かにな つてし まふ。 さう して 地獄 を 見物に 行って 來た ダンテの やうに、 今 見て 來た變 つたせ 

界の 幻像 をい つ 迄 もく 心の中で 繰返し 蒸 返す やうに 餘儀 なくされ るので ある。 或は 叉艷 歌師ァ 

ルべ— ル が 結婚の 準備に と 買つ て來た 女の スリッパ ー を 取 出す 場面と 切り 換 へに、 ボ ー ラが 自分 

の 室で 穿き 古した スリッパ —を カバ ン にし まって 居る シ — ンが現 はれたり、 叉 アルべ ー ルが 預か 

つた カバ ンの 係り 合で 捕 はれて 行く のと ボ ー ラが 重い カバ ンを 提げて 嫁入りして 來 るのと を 打つ 

からせたり、 かう いふ 種類の 細かい 技巧 を 擧げれ ぱい くらで も擧 げられ るで あらう と 思 はれる。 

併し かう いふ 種類の 技巧 は藝 術と しての 映畫が 始まって 以來、 恐らく 常套 的に 慣用され て來た 


技巧であって、 共れ が樣々 な 違った 着物 を て 出現して 居る に過ぎない ものであって、 かう いふ 

こと は 又、 自分自身の 頭 を 持って 生れる こと を 忘れた 三流 以下の 監叔 ti などが、 すぐに 眞似 をした 

がり、 义或 程度 迄 は 誰でも 眞 似の 出来る ことで ある。 

义 音響 效果の 方で も、 例へば 立 廻りの 場で、 すぐ 眼前 を 通過す る 汽車の 響と、 格闘 者の 群が 鋪 

道の 石 を 蹴る 靴音との 合奏 を 聞かせたり、 或は 又 終卷で アルべ— ルの 愛の 破綻と 友情の 危機 を 象 

徵 する 爲に、 蓄音機の 針をレ コ— ドの音 溝の 損 所に 追 込んで ガ ー ガ ー と 週期 的な 不快な 音を立て 

させたり、 成 は、 重要で ない 對話は 砲 子 戶の向 側で させて、 觀 客の 耳 を 解放し、 さう する ことに 

よって 想像力 を 活動させる 方に 觀 客の H ネル ギ— を 集注 させ、 さう して 却つ て 所要の 效 を强め 

たりす るの も、 此等も 決して 面. m くない こと はない。 此等は 發聲映 畫と無 聲映畫 との 特長 を それ 

ぞれ 充分に 把握した 上で、 巧に 臨機に それ を 調合 配劑 して 居る ものと 判斷 される こと はたし かで 

ある。 併し 此の やうな 見え透いた 細工 だけで あれ 程の 長い 時間 觀客を 退： させない でぐ いく 引 

すり 廻して 行く だけの 魅力 を 醸成す る こと は 出来さう に 思 はれな い。 それに はもつ と/^ 深い 所 

に 容：^ に は 簡單な 分析 的 說明を 許 さない やう な 技術が 潜伏 して 居る に 相逮 な S と 思 はれる ので あ 

る G  . 
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自分の 感じた ところでは、 此の 映畫の 最も 優れた 長所で あり、 さう して 容易に 眞 似の 出来さう 

もない と 思 はれる 美點 は、 全卷を 通じて 流れて 居る 美しい 時間 的 律動と 其の 調節の 上に 現 はれた 

此の 監督の 鋭敏な 肌理の 細かい 感覺 である。 換言すれば 映畫藝 術の 要素と しての 律動 的 要素の 優 

秀 なる 出 來榮 えで ある。 從 つて 一 つの 樂 曲の 面白さ を 貧弱な 人間の 「言葉」 と 名 づける 道具で 現 

はすこと が 困難で あると 同様に 此の 映畫の 律動 的 和聲的 要素の 長所 を 文字の 羅列で 置換へ ようと 

する こと は、 始めから 見込の ない ことで なければ ならない。 

音樂に 於け る 律動 的 要素の 由来 は、 學問 的に 云へば 中々 六ケ しい 問題で あらう が、 素人 流に 云 

へば、 要するに 人間と いふ 生理的 機關の 構造に よって 規定され た 色々 の 物理的 振動の 週期 性、 感 

せ や 運動 機 關の惯 性と 彈性 と疲勞 とから 来る 心理的な 週期 性、 猶叉 人間 常住の 環境に 現 はれる 種 

種の 週期 性、 さう いふ 色々 な 週期に 對 する 我々 の 無意識的な 經驗と 知識から 生れて 來る 律動の 豫 

感、 或は 期待が 工合よ く 的確に 滿 足される とい ふこと がー つの 最 重大な 基礎と なって 居る こと は 

疑 もない ことで ある" -牛 たく 云 へ ば 我々 が 自然に 踊り 廻る と 同じ リズ ム の昔樂 でなければ 踊る 氣 

にも なれ 十、 叉 踊らう にも 踊られぬ 譯 である。 

「巴 里の 屋根の 下」 に 於け る 律動 的 要素の 著しい 場面 を擧げ ると、 例へば 二度 R! に アルべ ー ル 
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が鋪 道で 前と はちがつた 第一 一の 歌 を 唄って 居る シ — ン である。 唄って 居る アルべ — ル の大寫 しの 

顏と 交互に 彼 を取卷 いて 居る 色々 な 顔が 現 はれる。 一 番目の 同じ やうな シ — ン では 觀客は 未だ 其 

處に現 はれる 群集の 一 人々 々 の 素性に ついて 何も 知らなかった ので あるが、 此の 二度目の 同じ 場 

面で は 一 人々 々の 來歷、 又 其の 一 人々 々が アルべ ー ル 並に 連立った 可憐の ポ ー ラに對 する 交涉が 

ちゃんと 分って 居る。 掏摸に 金 を すられた 肥った 年增 の顏、 其の 密吿 によって 疑の 目 を 見張る 刑 

事の 典型的な 探偵 づら、 それから ポ ー ラを 取られた 意趣返しの 機 會を狙 ふ 惡漢フ レッド、 さう い 

ふ顏が 順々 に 現 はれる だけで それ を 眺める 觀客は 今迄に 起って 來た 事件の 行き さつ を 一 つ/, \. あ 

り ありと 想 ひ 出させられる。 さう して 馴染に なった アルべ —ル とボ ー ラの爲 に 一 種 不安な 緊張 を 

感じさせられる。 それで ァ ルべ — ル 自身の 頭の 中に 經過 しつ \ ある 不安な 警戒の 念が 彼の 絶えす 

移動す る 眼の くばりに 現 はれて、 それが 直ちに 觀 客の 頭に 同じ やうな 感情の 波動 を傳 へる ので あ 

る G さう して 面白い ことに は 此の シ — ン の 伴奏と なり 又 背景と もなる 昔 響の 方 は 何の 滯り もな く 

すらく と 唄の 言葉と 旋律 を 運んで 進行して 居る ことで ある。 若しも 此れが 無聲 であるか 或は 唄 

はあって も 此の 律動 的な 畫像 がなかった としたら 效果は 一 一分の 一 になる どころ か 恐らく ゼ 。 にな 

つて、 倦怠 以外の 何物 を も 生じない であらう。 
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此の 雜 動的 編成の 拙の 分れる ところが 何處 にある かと 考へ て 見る と、 此れ は 矢張り 此の 畫面 

に 現 はれた やうな 實 際の 出来事が 起る 場合に、 天然 自然に アルべ— ル、 卽ち觀 客の 眼が 彼方から 

此方へ と 渡つ て 歩く と 同じ リズ ム で畫 面の 切り 換へ が 行 はれる かどう かによ るので あらう。 觀客 

が 彼方 を 見た くなる 時に 丁度 彼方の 群が 現 はれ、 此方 を 向き 度くなる 時に 丁度 此方が 現 はれ、 ァ 

ルべ —ルの 顔が 見た くなる 瞬間 を 見す まして アルべ ー ルの顏 が 現 はれる。 さう して 又 彼の 眼に 案 

內 されて 觀 客が 見たい と 思 ふ 方面が 誤た す卽 座に スクリ ー ン に 出現す るので ある。 

此れと 全く 同 一 技法 は 終卷に 近い 酒場の 場面で も 使用され て 居る。 卽ち、 一 方に は 或る 決心 を 

した ァ ルべ —ルと 不安 を かくして 居る ボ-^ ラが 踊つ て 居る。 一 方の 隅に は 能 一麿の やうな 惡漢フ レ 

ッドの 一 群が 陣取って 何氣 ない 風 を 装って 油斷 なく 睨まへ て 居る。 こ 、で 第三者た る觀客 は將に 

起らん とする 活劇の 不安な しかも 好奇な 期待に 緊張しながら、 交互に 彼方 を 見たり 此方 を 見たり 

して さう して 自分 も 劇中の 一員と なって クライマックスへの 歩み を 運んで 行く ので ある。 さう 

して 此の 場面に も 亦 背景と なる 音 樂が滑 かに 流れて 居る ので ある。 たった 此れ だけの ことで ある。 

併し 此處 でもし 下手な 監督が 此の やうな 筆法 を 皮相 的に 眞 似て 此れに 似た こと を やった としたら、 

此の 單 調な 繰返し は 多分 堪へ 難い 倦怠 を 招く 外 はないで あらう。 實 際さう いふ まづ い 方の 實列. H 
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いくらでも ある。 それ を さう させない 微妙な 呼吸 は唯此 際に 於け る 「固有な 自然の リズム」 の 正 

確の 把握に よっての み 得られる ので ある。 

上手と 下手の 相違 は大體 何事で も 言葉で は 云 ひ 現 はせ ない 處 にあり、 メ ー タ ー で 測れない 處に 

あるの が 通例で あるが、 此 等の 映畫の 切り 換へ の リズム は 一 つくの 相次ぐ フィ ルム 切片の 駒數 

を數 へて、 其の 數字を 適 當に圖 示し 曲線で も 作って 見れば、 それによ つて 此 場合の 藝術的 效果が 

いくらか 科學的 分析の メ ス にか けられる 見込が あるか も 知れない。 此れ はやって 見たら 必 す映畫 

製作に 從事 する 人達に とって 何 かの 良い 參考 になる であらう と 思 はれる。 

發 聲映畫 としての 「巴 里の 屋根の 下」 のもう 一 つの 特徵 は、， 筋 を 運ぶ 爲のー 百 葉 を 殆ど 極端に ま 

で 切 詰め 省略し てし まった ことで ある。 それで 話の 筋から 見れば 事 實上は 殆ど 無 聲映畫 と 同じ や 

うな ものである。 それが 爲に 却って 僅かに 使 はれた 人間の 聲が 可也 有 效に强 調され て來 る。 例へ 

ばァ ルべ ー ルがポ —ラの 衣の 宿の 戶 口で 彼女に 何事 か 繰返して 攝 くと 「ィ ャ」 「ィ ャ」 と 其 度に 否 

定 する。 たった それだけ である。 此れが、 大概の アメリカ ト ー キ ー だと、 恐らく、 此の アルべ ー 

ル君は 三 町 四方に 響く やうな 大聲で 「さ、 やく」 ことで あらう。 又 掏摸に すられた 中 婆さんが 髪 

をく  、りながら 鼻哏を 歌って 居る うちに 手提の 中の 肘 布の 紛失 を發 見して けた、 まし い 叫 聲を立 
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てるが、 唯 それだけ である。 此れ も アメリカ ト— キ ー だと 此處で 何とか 一つ 取って おきの 臺詞を 

云 はせ て、 さう して アメリカ 語の わかる 觀客 だけ を どっと 笑 はせ ない と氣 がすまない であらう。 

普通の 演劇に 於て は 臺詞は 本質的 要素で ある。 役者の 言葉 を 一 言 一 句 聞き 逃して はならない。 

芝居 は視る ものであると 同じ 位に 叉聽 くもので ある。 聽覺の 方が 主に なれば 役者 は 材木と 布片で 

作った 傀儡で もよ い。 人形芝居が 卽 ちそれ である。 

阱し、 令 私が 假 りに 巴 里へ 行って 其の 屋根の 下 を 流れ 渡り、 辻の 艷歌師 を 聞いたり、 酒場の 一 

隅に 陣取った りして 居る と 想像した 場合に、 猛の 眼前に 登場す る 人物の 話して 居る 言葉が 一 つ 一 

つ 明確に 私に 分る かどう か。 私が 假 りに 生え 拔 きの 巴 里 ツ子であって もさう 一 々分る 害がない の 

である。 理由 は簡單 である。 此等 登場人物 中には 舞臺の 役者の やうな 氣 になって 饒舌って 居る 人 

は 一 人 もない からで ある。 此れ は 巴 里に 限らす 我々 の 日常生活の 環境に 於け る 明白な事 實 である。 

かう いふ 意味で 我々 は 我々 の 直接の 對 話の 相手の 言葉 以外に は 可也な 聾者で あり、 叉 「外 國人」 

である。 併し、 電車の 中で 向 側に 坐った 彼と 彼女の 對話 を、 丁度 フランス 發聲映 畫に對 すると 同 

じ 態度で 視っ、 且つ 聽き、 さう して 彼等の 「ノン」 「ウイ」 だけ を 明瞭に 了解す るので ある。 但し 

電車の 二人 連に 就いては、 我々 は 「その 前」 と 「その 前々」 のシ ー ンに關 する 豫備 知識 を 有た な 
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いので あるから、 從 つて 「其 次」 のシ ー ンに對 する 好奇心 も 起らない。 結局 ト ー キ ー の 中の 唯一 

片の カット を 見物した と 同じに、 興味 は 唯 それだけで 泡の やうに 消えて しま ふので ある。 叉 或る 

四 辻で 人々 が 喧嘩 をして 居る。 交番に 引かれる。 巡査が 訊問す る。 人だかり がする。 通り か k つ 

た 私 は 立 止って 耳 を 立てる。 併し 言葉 は 殆ど 聞き取れない。 唯 人々 の 態度と 折々 聞こえる 單語 や、 

間投詞で 凡その 事件の 推移 を 臆測し、 さう して 自分の 頭の 中の 銀幕に 自製の ト ー キ ー 「東京の 屋 

根の 下」 ー卷 を映寫 する ので ある。 

それで 「巴 里の 屋根の 下」 の觀客 は、 此の 東京の 電車 や 四 辻に 於け ると 同じ やうな 態度で、 フ 

ラ ン ス の 都の 裏町 を 漫歩し つ \ 其 町の 屋根の 下に 起り つ \ あるで あらう ところの 尋常 茶飯事 を 見 

物して あるく ので ある。 此れ は 決してつ まらない ことで はない。 斯く する 事に よって 觀客 は本當 

の 巴 里と フ ラ ン ス と 其の 人間と を 其の 正常の 姿に 於て 認識す る ことが 出来る であらう。 

ルネ • タレ ー ルと いふ 作者の 意圖 が何處 にある か は 勿論 知る よし もない が、 此の 發聲映 畫は上 

記の やうな 意味に 於て 私に 發聲 映畫 とい ふ もの 一 つの 可能性 を敎 へて くれた ものである。 此の 

先驅 者の 道 を 追って 行けば 日本語 ト ー キ ー で 世界的な もの を 作る こと も 不可能で はない。 「ノ ン」 

の 代りに 「いや」 を插 人し 「ヴ— ザ レヴォ ァ ル」 のと ころ へ 「まあ 見 玉へ」 を 嵌 込んでも 效果に 
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於て は 殆ど 何もち が はない ので ある。 

ソビ H ト映畫 「大地」 も 色々 の 意味に 於て 私に は相當 面白い ものであった。 尤も ソビ ヱ トの思 

想に 充分なる 理解 を 有たない 自分に 取って は 所謂 ゾ ビ H ト映畫 として 此の 映 畫の價 値が どうかと 

いふ やうな こ と は 勿論 分る 害 はな い。 唯の あり ふれの 日本人と しての 眼で 觀て來 ただけ の 感想し 

か 持 合せて 居ない。 

此の 映畫で 一 番 自分の 注意 を 引いた の は 色々 のシ ー ンの 靜的畫 面の 美し さで ある。 實に 美しい 

タブ ill 'ヴィ I ヴ アン 

活人畫 がそれ から それと 現 はれて 來る。 それが T 度 俳諧 連句の 句々 の 連珠の 様な モン タ— ジ 

ュ によって 次々 に 展開 進行して 行く ので ある。 開卷第 一 に 現 はれる 風の 草原の 一 シ I ン から 實に 

世に も 美し いもので ある。 風に ゆれる 野の 草が さながら 焰の やうに 搖れて 前方の 小高い 丘の 丸 山 

の 方へ 靡いて 行く、 其の 行 手の 穴 ェには ー團の 綿雲が 隆々 と 勢よ く 盛り 上って 居る。 恰も 沸き 上り 

燃え 上る 大地の 精氣が 空へ./ \ と 集注して 天上 ヮ ル ハ ラの 殿堂に 流 込んで 居る やうな 感じ を與へ 

る。 同じ やうで は あるが 「全線」 の卷 頭に 現 はれる あの 平野と 其 上 を靜に 流れる 雲の 影の シ— ン 

に は、 云 ひ 知らぬ 荒涼の 趣が あり 慰めの ない 憂愁 を 含んで 居る が、 此處 では 反對に 旺盛な 活力の 
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暗示が ある。 さう して 其 後に 豐 富な 菓 樹の收 獲の 山の 中に 死んで 行く 「過去」 の 老翁の 微笑が 現 

はれ、 或は 叉 輝く 向日^の 花の 側に 「未来」 を 夢み る 乙女の 凝視が 現 はれる。 此等は 立派な 連句 

であり 俳諧で ある。 

併し 此 等の 一 つ/ \ のシ ー ンは 多くの場合に 靜的 であり 活人畫 であり ボ— ズ である。 さう して- 

これ 等の 静的な ものから 靜 的な もの へ の 推移の 過程の 中に 動的なる もの を 求め、 さう して 其處に 

「シ ー ンのメ  口 ディ」 を 作って 居る やうに 見える。 此の やうな こと は 所謂 乇 ンタ— ジュ の 一 つの 

技法であって、 何も 此の 映畫 ばかりに 限った こと はなく、 「トルク シヴ」 でも 「全線」 でも 始終に 

見せられて 來 たこと では あるが、 唯 此の 「大地」 に 於て は 特刖に 此の 一 つ/ \ のシ— ンの靜 的な 

因子が 強調され て 居る やうに 感じられた のであった。 此の 靜 的が 時には 餘 りに 鈍重の 感 があって 

聊か 倦怠 を 招く やうな 氣の する こと もあった。 例へ ば 大事の 息子 を 毒殺され た 親父の 憂 管 を 表現 

する 窒內 のシ ー ン でも 其の 畫 面の 明暗の 構圖の 美し さは 正に レ ム ブラ ントを 想起させる ものが あ 

るが、 此の 場面の 色々 なヴ アリエ ー ショ ンが少 くも 多くの 日本人に は 少し 長過ぎる であらう と 思 

はれる。 併し 又 一 方から 見れば 正に 此點が 私に は 此の 映畫 をして 一 層 口 シァ 的なら しむる 耍 素で 

ある やうに も 田 5 はれる。 卽ち、 かう いふ 遲綏な テンポと リズム を 使用す る ことによって、 ロシア 
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の 片田舍 のムジ ー クの 鈍重で 執拗な 心 持が 我々 觀 客の 心の中に しみぐ と 浸み 込んで 來る やうな 

氣 がしない こと はない。 

葬式の 行列 も 矢張り 我々 に は 多少 一， アン ボの 緩やか 過ぎる 感じが ある。 此れ. を 「全線」 に 現 はれ 

る 雨 乞の 行列と 對照 すると 矢張り 後者の 方が より 多く 動的で ある やうに 見える ので ある。 併し 此 

處 でも 我々 が、 或は 私が、 テンポの ゆるやか 過ぎる と 感じる 處は、 ロシアの 農民の 多数に は 恐ら 

くさう は 感じられない であらう。 此れ は 私が 前に 述べた リズム 感の 基礎 をな す 「固有 週期」 とい 

つた やうな ものが 口 シ ァ 農民と 日本の フ ァ ン とで 著しくち がふ 爲 ではな いかと 思 はれる。 さう し 

て 此れが 叉、 此の 映畫が 日本 或は 東京の 一般 活動 愛好者の 感激 を 促が し 得ない 理由で あらう と 想 

像され る。 

此の上 記の 點で 著しく 對艇 的の コ ン トラスト を 形成す る もの は、 日本の 劍劇 映畫に 於け る 立 廻 

りの 場面で ある。 超自然的 スピ ー ドを もって 白刃と 人形と が 場面に 人り 亂れ て旋 渦の 如く 廻轉す 

る。 すると、 過去 何百 年来 歌舞伎 や 講談 やの 因襲 的敎條 によって 確保され て 来た 立 廻りと いふ も 

のに 對 する 一 般觀 客の 內 部に 自然に 進行す ると ころの リズ ムが 正しく スクリ ー ン の 上に 躍動す る 

爲に、 それによ つて 觀 客の 心の 波 は 共鳴し つ V 高鳴りし、 さう して 彼等の 腕の 筋肉 は 自然に 運動 
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を 起して 拍手 を誘發 される ので あらう。 併し 此際此 等の 映畫 製作者 は 一 つの 大事な 事 を 忘却して 

居る やうに 見える。 それ は寫眞 器械と いふ ものと 人間の 眼と いふ もの、 間に 存 する 一 つの 越え 難 

き 溝渠の 存在 を 忘れ て 居る やうに 私に は 思 はれる ことで ある。 

急速な 運動 を 人間の 眼で 見る 場合に は、 例へば 暗中に 振 廻す 線香の 火の やうな 場合なら ば 網膜 

の 惰性の 爲に 其の 光 點は絲 の やうに 引延ばされて 見える ので あるが、 普通の 照明の 下に 人間の 運 

動な ど を 見る 場合 だと その 效梁 は少 くも 心理的に は 感じられなくて、 さう して 备 瞬間に 於け る 物 

像 はいつ も 崩れす に 見えて 居る やうに、 少 くも 感じる ので ある。 ところが、 此れが 寫眞の 場合 だ 

と カメラ の シャツ タ ー の 開いて 居る 間の 各 瞬間に 於け る 影像 は 悉く 重合し、 其の 重合した ぼやけ 

崩れた だら しのない ものが フィ ル ム に 固定され る 「，) さう いふ ぼやけた もの を 今度 は 週期 的に 一 秒 

の 何分の 一 の 間隔 をお いて 投射し、 それ を 人間の 眼で 眺める ので あるから、 結果 は 唯 全部が 雜然 

として 塵埃 箱 を ひつ くら 返した 上に とろ 、でも 打ち 撒いた やうな ものに なって しま ふ。 尤も わざ 

と 焦點を 外した 場合の やうに 全部が 均等に 調和 的に ぼやけた のなら ば刖 であるが、 明確な ものと 

瞹 味な ものと が雜 然と 不調和に 同居して 居る 處に 破綻が あり 不快が ある。 此の やうな 失敗 は 殆ど 

日本の 時代物の 映畫に 限って 現 はれる 特異 現象で あるら しく 思 はれる ので ある。 
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P シァ 映畫で 常に 氣付 くこと は カメラの 向け 方から 來る 搆圖の 美し さ、 殊に 又畫 面に 於け る 線 

や 明暗の リズミカルな 驅逐 である。 「大地， 一 の 場合に 於ても、 例へば 三人の 管理人が 小高い 處へ 

立って 櫻ん 坊か何 かつまん では 吐き 3S しながら トラ クタ —の來 るの を 眺めて 居る 處が ある。 下の 

方から カメラ を 上向け に、 對眼點 を 高く して 撮った 爲に 三人の 垂直線が 互に 傾 合って 天の 一方に 

集中しょう とした 形に 現 はれ、 しかも 三人の 頭が 畫 面の 上端に 接近して 居る ので 一 層 不思議な 效 

果を呈 する ので ある。 此れが 單に 一寸 一風 變 つた 構圖 であると いふ だけなら それ迄で あるが、 此 

の 構圖が あの 場合に 於け る あの 頭巾と あの 襯衣 を 着た あの 三人の シチュ HI ショ ン なり ム ー ドな 

り又テ ムぺ ラメ ン ト なりに 實 によく 適合して 居る。 かう い ふ 技巧 は a シ ァ映畫 では 敢て 珍ら しく 

ない、 寧ろ 旣に 傳統 的の ものである とい ふこと は、 例へば 僅に 書物の 插畫 として 見る 「ポチ ョム 

キン」 や 「母」 の 中の 色々 のシ— ンか らも 視 はれる。 此 等の 構 圖に現 はれた 空間 的 幾何 學的 構成 

美の 銳敏 な感覺 と、 それに 對應 すべき 人間の 心理的 現象の 確實な 把握と は、 要するに 此等 映畫の 

作者が 優れた 藝術 家で あると いふ 平板な 事 實を證 明す る ものである。 藝術 家で ない 凡庸 作者が 徒 

に 皮相 的 模倣 を 志して 如何に カメラ の 角度 を 超自然的に 稳ぢ廻 さう としても 到底 それだけで 得ら 

るべ きもので はない。 かう いふ 意味で は 恐らく あらゆる 他の 國々 の 作者よりも 口 シァの 作者が 斷 
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然 一頭 地 を 柚いて 居る やうに 私に も 思 はれる。 現在の „1 シァ、 或は 寧ろ 日本の 若干の „1 シァ 崇拜 

の藝術 家の 假定 して 居る P シァの 影像の 彼方に 存 する 現實の ロシアに、 かう いふ、 古典的の 意味 

での 藝 術の 存在す る こと は 寧ろ 一種の アイ a 一一  ー であるか も 知れない ので ある。 

ほこりつ ぼい、 乾 苦しい、 鹽っ 辛い 汗と 淚 の葬禮 行列の 場面が 績 いた あとでの、 沛然と して 降 

り 注ぐ 果樹園 の 雨の ラス トシ— ン も亦實 に 心 ゆく ばかり 美しい ものである。^ し 此の シ ー ンは何 

を 「意味す る」 か。 觀客は 此の シ ー ン から 何等 論理的なる 結論 を 引出す こと は 出来ない であら う- 

それ は 丁度 俳 諮 連句の  揚句の  やうな もの  だからで  ある。 

映畫 「大地」 は ドラ マ でもな く、  H ビ ッ ク でもな く、 叉 リュリ ッ ク でもな い。 此れに 比 狡 さる 

べき 唯一 の藝術 形式 は 東洋 日本の 特産た る 俳諧 連句で ある。 

甚だ 拙劣で しかも 連句の 格式 を 全然 無視した もので は あるが 唯 ヱ キス ペリ メント の 一 つと して 

試に 此處に 若干の 駄句 を 連ねて 見る。  . 

草 を 吹く 風の 果なり 雲の 峯 

娘 十八 向日葵の 宿 
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死んで 行く 人の 片頰に 殘る笑 

秋の 實 のり は 豐 なりけ り 

此んな 連績を もって 此の 一 卷の 「歌仙 式フィ ルム！ 一  は 始まる ので ある。 それから 例へば 

踊りつ 、月の 坂道 稍 更け て 

はたと 斷 えたる 露の 玉の緒 

とで も 云った やうな 場面な どが 色々 あって、 さう して 終に は 

葬禮の ほこりに むせて 萩 尾花 

母なる 土に 歸る 秋雨 


此 等の 映畫を 見た あとで 國產の 「マダムと 女房」 を 見た。 此れ は 新式の ト ー キ ー だとい ふ 話で 

ある。 どれ だけの 處に獨 創 的な 機構の 長所が あるの か 知る こと は 出来ない が、 鬼 も 角 もト— キ ー 

器械と しての 役目 を 或 程度 迄 は 果たして 居る やうで ある。 さう して 先づ、 始 から 終 迄觀た 後の 自 

分の 印象から いふと、 それ 程い やで 見て 居られな いやうな 場面 や、 退屈で 腹の 立つ やうな 長 町 場 

もない C 善良なる 一 日本人と して 時々 は 愉快な 笑 を 誘 はれる 處も ある。 此れ を あの 實に 不愉快に 


して 愚お なる 「洛 陽餓 ゆ」 の 如き ものに 比べる とそれ は 如何なる 意味に 於ても 比較に ならぬ 程好 

い。 「スビ ー ド. アップ. ホ —」 の 合唱の 如き 甚だ 馬鹿 氣て 居て ノ ン セ ン ス では あるが、 其の ノ 

ン セ ン ス の 中にはお のづ から ノ ン センス の 律動 的な 呼吸が あるから、 鬼 も 角 も 餘り人 を 返 屈させ 

ない。 役者 も 一 人 一 人に 見る と 中々 よく 役々 を 務めて 申 分ない もの 、やうで ある。 併し 此の 映畫 

全 體をー つの 藝術 品と して 批評し、 さう して 此れ を 「巴 里の 屋根の 下」 や 「大地」 と 比較し、 さ 

うして 又、 フラ ン ス 並に ロシア に對 する 日本の ものと して 見ようと する 際に は遣憾 ながら 私 は 帝 

劇の 眞 夏の 午後の 善良なる 一 人のお 客と しての 地位 を享樂 する ことの 幸福 を 放棄し なければ なら 

なくなる ので ある。 

例へば 文士 渡邊篤 君の 家庭の 夜の 風景 を 表現 するとして、 さう して 鼠が 騷 いだり 赤坊が 泣いた 

り 子供が 强 硬に おしっこ を 要求した りして 肝心の 仕事が 出来ぬ とい ふ 事件の 移 推 を 表現す るに し 

て も、 何も あれ 程 迄に. 概念的、 說明 的、 型錄 的に 一から十迄 を 一 々羅列して 見せなくても よいと 

思 はれる。 あれ だけなら ば 何も カメラ を 借りす に 筋 書を讀 まされても、 印象に 於て は 大した 變り 

はない。 此れ は 映 畫の草 味 時代に 於て、 波の 寄せて は碎 ける 様が 其 儘に 映る の を 見せて 喜ばせた 

と 同様に、 ト ー キ ー とい ふ ものに 未だ 一度 も 接した ことのない 觀 客に、 丸 髭の 田 中 銷代孃 の r ネ 
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1、 あなた あ」 とい ふやうな 聲を 聞かせて 喜ばせようと いふ だけの 目的で あるの ならば 其の 企圖 

は 明瞭に 了解され る。 我々 の 日常生活の 皮相 的 推移の 見本が そっくり、 或は 少し 誇張され て、 眼 

前に 映 出される の を 見て 珍ら しがる だけの 目的なら ば それ は 確に 成 效と云 はなければ なるまい。 

併し 此の 概念的 記述 的なる もの， -連糗 の 中には 詩 もなければ 音樂 もな く、 何 一 つ 生活の 內 面に 立 

人った リアルな 活 きた 實相を つかまへ て 我々 に敎へ て くれる もの はない やうで ある。 つまり 現代 

の 映畫の 標準から 見れば 餘 りに 內容に 乏しい 恨が あるので ある。 同じ 家庭の 一夜 を 現 はすに して 

も、 ルネ. クレ ー ルは、 又、 ドブジェンコ は、 恐らく 此の やうに は 表現し なかった であらう C 概 

念の 代りに 一， 印象」 を、 說 明の 代りに 「詩， 一 を、 さう して、 三面記事の 代りに 「俳諧」 を 提出し 

たで あらう と 想像され る。 

日本 入、 殊に 知識階級の 人々 の 中には 兎角 同胞 人の 業績に 對 して 其の 短所の み を 廓 犬し 外國人 

の ものに 對 して は 其の 長所の みを强 調したがる やうな 傾向 を もつ ものがない と は 云 はれない。 さ 

うして 可な りつ まらない 西洋の 新し いもの を ひどく 感歎し 崇拜 して、 それと 同じ 或はす つと 優れ 

たもの が、 すっと 古くから 日本に あっても それ は 問題に しない やうな 例 は往々 ある C 私が 一般に 

西洋 映 畫に對 して 常に 日本 映畫を 低く 評價 する やうな 傾向 を自覺 する の は 畢竟？？ # も 亦 此の やうな 
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藪 呪み の 眼病に 罹って 居る せゐ であるか とも 考へ て 見る。 

併し、 想 ふに 今世界 的に 所謂 名 監督と 呼ばる、 第一人者 達 は、 いづれ も 皆 群 を 祓いた 優秀な 頭 

腦の 所有者であって、 もしも 運命の 廻り 合せが 彼等 を 他の 本職に 導いた としたら、 恐らく、 彼等 

は 夫々 の 方面で 矢張り 第 一 人 者で あり 得る だけの 基礎的 素質 を備へ てゐ るので はない かとい ふ氣 

がする。 換言すれば、 アイ ンシ ユタ インと かボ ー ァ とか、 ショ ー とか、 シンク レア- リュ— ウイ 

ス とか、 或は マチスと か、 ラヴ ェ ル とか 或は 又 それ 程で ない としたと ころで 例へば 今度 S 中 を 飛 

んで卞 た リンド バ ー クの やうな、 さう いふ 階級の 頭腦を もった 人達が たま/ \ メガ フォ ンを 取つ 

て シャツ 一 枚に なって 映畫を 作つ て 居る ので はない か。 

私 は 一般 平均から 見ても、 又 個別的に 見ても、 學藝 にかけ ての 日本人の 頭が 少しで も歐米 文化 

國 民の それに 劣らな いもの だと 信じて 疑 はない ものである。 併し 今迄の 處で 未だ 舉藝 方面に 於て 

世界 第一人者 として、 少く とも 公認され たもの、 數の甚 しく 稀少な ことに 就いては、 これに は 又 

色々 の 「事情」 が ある やうで ある。 

今 此處で 此の 事情なる もの、 分析 を 試みるべき 筋で はない が、 兎も角も、 例へば リンド バ ー ク 

が もし 在の 日本に 生れて 居たら 彼 は 決して 飛行家に なって 居ないで あらう と 同様に、 ス タ ン バ 
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—グ. タレ ー ル、 ヱイ ゼンシ ユタ インが 日本に 生れて 居た ので あったら 彼等 は 又 恐らく 映畫 監督 

に はなって 居なかった であらう と 想像され る。 從 つて、 もし さう であると したら、 此の 「事情」 

が 取 除かれない 限り、 將來 日本で 本 {„i に 世界的な 映畫の 作られる 見込 も 亦 甚だ 稀薄で あらう と 思 

はれる ので ある。 此の 事情 は 何時 迄持績 する か。 此れ は 實に單 に 映畫界 だけの 問題ではなくて、 

s 本の 文化 一 般の將 來に係 はる 實に 大事な 一 問題で はない かとい ふ氣 もす るので ある。 

(昭和 六 年 十月、 中央 公論) 

ルネ . クレ ー ル作 「自由 を 我等に」 は 近頃 見た 發聲 映畫の 中で もっとも 愉快な ものである。 刑 

務所ゃ 工場 を 題材に して 居る に拘ら す、 全體に 明るい 朗らかな 諧調が 一貫して 居る。 この 面白さ 

は 勿論 物語りの 筋から 來 るので もな く、 哲學ゃ イデ ォロギ ー からく るので も 何でもなくて、 全篇 

の 律動 的な 構成から くる 廣義 の音樂 的效果 による ものと 思 はれる。 

この 映畫の 視覺的 要素で 著しく 目立った ライト モチ ー フ と 思 はれる もの は、 並行 直線と 圓 によ 

る 幾何 學的形 像の 構成、 それから 直線運動と 圓 運動との 律動 的な 交錯で ある。 
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刑務所の 仕事場と 食堂の 並行 直線。 これに 對應 して 蓄音機 工場に おける 全く 同様な 机と 人間の 

並行 線 列。 學校敎 場の 生徒の 列 も いくらか これに 應 する H ピソ ー ド である。 刑務所と 工場との 建 

築に 現 はれる あらゆる 美し い 並行 直線の 交響 樂。 脫獄の シ ー ゾ に 現 はれる 一 一重の 高 W の 描く 單純 

で 力強い 並行 線の パ— スぺ クチ ヴ。 牢屋 や 留置場の 窓の 鐵 格子、 H 場の 窓の 十字 格子。 終りに 近 

く 映 出される 圓函に 入った 蓄音機の 幾何 學的 整列。 かう いった やうな ものが 緩急 自在な 律動で 不 

斷に緣 返される。 圓 形の 要素と して は 蓄音機の 圓盤、 工場の 煙突 や 軒に 現 はれる レコ ー ドのマ ー 

ク。 工場の 人口に ある 出勤 登錄 器の ダイアル。 それから 晝顏の 花 も かすかに これに 反映す る もの 

である。 直線運動 として は 囚徒 や 職工の 行列、 工作 臺 上の 滑走 臺、 ジュ アンヌの 机の 前の 壁 を 走 

り ヒる數 字の 列 等が 著しい モチ— フ として 繰 返される。 圓形 運動で はレ コ ー ドゃ、 ダイアルの 廻 

轉が ある 外に、 新 工場 開場 式の ク ライ マックス に 吹き 起る 狂風の 複雑な 旋 轉的亂 舞が 矢張り 全篇 

の 運動の クライマックス を 成して 居る ので ある。 その後で、 解放され た 男女 職工が 野外の メ イボ 

1 ルの 下で 踊る のが 矢張り 圓 運動の 餘響 として 見られる。 最後に 愉快な ル ンぺ ン、 ルイと ェ ミ一 

ルが 向って 行く手の 道路の 並行 直線の パ  1 スぺ クチ ヴが 未知なる 未来へ の 橋と なって 銀幕の 奥へ 

消えて 行く ので ある。 
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音響 效果 として 色々 なモチ ー フが繰 返される。 例へば 刑務所と 工場の 仕事場で は 音樂に 交る 金 

鎚の 音が 繰 返され、 兩 方の 食堂で は 食器の 觸れ合 ふやうな 音の 簡單な 旋律が 繰 返される。 クライ 

マックス の 狂風の 場面の 物を搔 きむ しる やうな 伴奏 も 甚だ 特異な もので 畫 面の 效果を 十一 一分に 强 

調す る 效果が ある。 この 場面の 群衆の 運動の 排列が 實際 非常に 音樂 的な ものである。 決してい、 

加減の 狂奔ではなくて 複雜な 編隊 運動に なって 居る ことが わかる。 

役者 も 皆 それ-^ にうまい やうで ある。 アメリカ 役者に は 何 處を搜 しても ない 一種の 俳味と い 

つた やうな ものが、 この ルイと H ミ— ルのー 一人に は何處 かに 顔 を 出して 居る のが 面白い と 思 ふ。 

この 所謂 俳味と いふの は ロイド ゃキ ー ト ン になくて チヤ プリン の何處 かに ある 東洋 哲學 的の 句で 

ある。 さう い へ ば 最後の シ 1 ン で 百 萬 長者から もとの ルン ベン に 逆 房り した ルイ のメ ー キ アップ 

は 可な り チヤ プリ ン に 似た 處が ある。 

篇 中に 插 入され た 水面の 漣 波、 風に そよ ぐ 蘆疢の モンク— ジュが あるが、 この 插人 にも 一脈の 

俳諧が ある。 この 無意味な やうな 插 入が 最後の 「自由」 のシ ー ン と照應 して 生きて くる やうに 思 

はれる。 それの みならす 自分 はこの 映畫 一 體の 仕組の 上から も 一 切の 理窟 をな くした 心持氣 持の 

コンテ ィュ ユイ ティと しての 一 種の^ 諧を 感じる。 これ は 「巴 里の 屋根の 下」 でも 「百 萬兩」 で 
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も i じた ものであるが、 この 「自由 を 我等に」 でー曆 さう 思 はされ るので ある。 

勞働 至上 主義な ど、 いふ 徵 臭い 說敎 はこの 映畫の どこから も 自分に は 感じられない U この 映畫 

を 見て 居る と 工場の 中で 器械と して 働く 人間 は 刑務所に 働く 囚徒と 全く 同じ もの "やうに 思 はれ 

る。 學校 生徒 も同樣 である。 この 映 畫に現 はれる 社交界の 人々 も 矢張り 一種の 囚徒で ある やうに 

見えて くる。 開場 式の 御藤々 の 群集 も 畢竟 一種の 囚徒で、 工場 主の晩餐 會の 卓上に 列ら なる 紳士 

^女 も、 刑務所の 食卓に 並ぶ ル ンぺ ン等も 同じく ギヤ ング であり 囚人の 群で ある やうに 田 あは わて 

くる 0 

ルイと ヱミ ー ル はこれ 等の あらゆる 囚獄を 片端から 打破り、 踏破って 「自由」 の 世界へ 踏み だ 

して 行く ので ある。 晚餐會 で 腹 を か 、 へ て 哄笑す るの もキ ュ ラゾ のビ ゾ で 自分の 肖像の どてつ 腹 

に 穴 を あける の も、 工場と 富と を投 出して ギヤ ング の 前にた、 きつける の もみん な 自由へ のパ ス 

ボ ー ト である。 

自由 は どこに ある」 それ は 河 面の 漣 波に、 蘆 荻の そよ ぎに、 晝 顔の 花に、 鳥の 囀に、 ポロ 服と 

ボ U 靴に あるので はない か。 西 行 や H 蕉は 消極的に 云へば 世 を遁れ たに 相違ない が、 積極的に 見 

れば この 自由 を 求めた とも 見られる。   
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これ はしかし 唯 自分が この 映畫を 見た ときに 偶然 さう 感じた とい ふだけ の ことであって もと 

より 作者の 意圖 ではな いか も 知れない。 それにして もこの 作者の この 作品の 中に どこか さう いふ 

ェ レ メ ントが 伏在して 居な い 限り、 かう いふ 見方の 可能性 を 許す やうな 作品が 生れる こと はない 

害 だと も 云 はれ はしない か」 

世界中で いくらか でも 俳諧 を 理解す る國民 は、 フ ラ ン ス 人と 口 シ ァ 人で あるら し い。 面白い こ 

とに は 映畫で 俳諧の 要素の 認められ るの は . 張り n シ ァ映畫 とフラ ゾ ス映畫 だけで ある。 一 層 面 

白い 事 實はそ も/ \ 俳諧の 本場で ある 我が 日本の 映畫 が、 もっとも 俳諧の 缺 乏した アメリカ 映畫 

に そっくりな 手法ば かり を 墨守して 居る ことで ある。 

兎も角も ルネ. クレ— ルの 映畫の 面白味 を 十分に 味 ふに は、 その 中に 含まれた 俳諧 的 要素 を認 

める こと も 必要で はない か。 もし さう だと すれば 日本人 は 彼の 映畫を 鑑賞す る 際に、 アメリカ人 

や、 ドイツ人に は 許されない 特等席の 一 部 を 占有した 形になる ので ある。 

「百 萬兩」 に は 何となく 諧調の 統整 といった 樣な ものが 足りなくて、 違った 畑の ものが 交って 

居る やうな 氣 がした が、 <Jr 度の はさう いふ 不滿 は餘り 感じさせられない。 唯 職工の 釣 を 垂れて 居 

る tl と、 その 次の 野外 舞踊の 場面 だけが 少しし つくりし 兼ねる やうに 思 はれた。 これ だけ 切って 
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しまっても 恐らく この 映 畫價値 は 決して 損失 を 受けない ばかり か 寧ろ 一層 渾 然とした ものに なり 

はしない かとい ふ氣 がする ので ある。 

ゆがみて 蓋の あはぬ 半 榧  凡 兆 

草庵に 暫く 居て は 打 やぶり • 芭  蕉 

,  r 昭和 七 年 SH:、 束 京 帝 國大學 新聞) 


君ニ恭 廣末士 博學ェ 


ェ學 博士 末廣恭 一 一 君 


昭和 七 年 四月 九日 ェ學 博士 末廣恭 一 一 君の 死によ つて 我國の 學界は 容易に 補給し 難い 大きな 損失 

を 受けた。 

末廣 君の 家 は 舊宇和 島 藩の 士族で、 父の 名 は 重恭、 鐵 腸と 號し、 明治 初年の 志士で あり 政 客で 

あり 同時に 文筆 を もって 世に 知られた 人で ある。 恭 二君 は 其の 次男で、 兄 は 重 雄、 法學 博士で 現 

に 京都 大學 敎授 である。 恭 二君 は 明治 十 年 十月 二十四日 東京で 生れ、 芝 櫻 田小學 校から 日本中 學 

校に 人り 故 杉 浦重剛 氏の 薰陶を 受けた。 第 一 高等 學校 を經て 東京 帝國 工科 大畢 造船 學 科へ 人 學し、 

明治 三十 三年 卒業した. - 高等 學校 時代 嚴 父の 死に 會ひ、 當時 家計 豐 でなかった 爲 亡夫の 故 奮の 配 

慮に よって 岩 崎 男爵 家の 私塾に 寄食し、 大學 卒業 當時迄 引つ き 同家 子弟の 研擧の 相手をした。 

卒業後 長 崎三麥 造船所に 入って 實 地の 修業 をした 後、 三十 四 年に 歸 京して 大學院 に 人り、 同時に 
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母校の 講師と なった。 其當時 理科 大學 物理 學 科の 聽講 生と なって 長 岡 博士 其 他の 物理 學に關 する 

講義に 出席した。 翌三 十五 年 助教授と なり、 四十 ニ年應 用カ擧 研究の 爲滿ニ 年間 獨國 及び 英國へ 

留學を 命ぜられ、 此れと 同時に ェ擧 博士の 學位を 授けられた。 四十 四 年 歸朝後 工科 大學敎 授に任 

ぜ られ、 爾来 最後の 日 迄 力 寧、 應用 カ學、 船舶 ェ學 等の 講座 を受 持って 居た。 大正 七 年 一二 菱 研究 

所の 創立に 際して 其の 所長と なった が、 其の 設立に 就いては 末廣 君が 主要な 中心人物の 一 人と し 

て 活動した 事 は 明白な事 實 である。 大正 士 一年 關東 大震災 以前から 旣に 地震 學に與 味 を もって 居 

たが、 大震災の 慘害 を體驗 した 動機から、 地震に 對 する 特殊の 研究 機關 の必. 要 を 痛感し、 時の 總 

長 古在 由 直 氏に 進言し、 其の 後援の 下に 懸命の 努力 を もって 奔走した 結果 途に 東京 帝國大 學附霉 

地震 研究所 の 設立 を 見る に 到った。 爾来 最後 迄 同所 長 事務 取扱 の 職に 留まって 此の 搖藍 時代 の 研 

究 所の 進展に 骨折って 居た。 昭和 一 一年に は 帝國學 士院會 員と なった。 

昭和 六 年の 秋 米國各 大舉に 於け る 講演 を賴 まれて 出張 L 、加州 大學、 スタン フォ ー ド大學 力 

W 及び マサ チュセ "トの インス チチュ ー ト- ォブ. テク ノ。 ヂ ー 其 他で、 講義、 或は 非公式 談話 

をした" 歸路 佛國へ 渡って パリで も 若干の 講演 を 試みた。 三月 九日 歸朝 早々 から 風邪 を 引き 輕ぃ 

肺氣 腫の 兆候が あると いふので 大事 を 取って 休養して 居た が、 一度 快くな つて、 四月 五日の ェ學 
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大食に 顏を 出した が、 其 翌日の 六日の 早朝から 急性 肺炎の 症 狀を發 して 療養 效 なく 九日の 夕方に 

永眠した。 生前の 勳功 によって 殁後勳 一等に 敍し瑞 寳章を 授けられた C 此れ は學 者と して 殆ど 類 

例の ない こと だとい ふ" 此れ も 同 君^ 業績が 如何に 優れた もので あつたか を證明 する もので あら 

う。 此れ 以外に も 學界其 他から 得た 榮譽の 表 章 は 色々 あるが 此處に は 述べ 悉し 難い。 

末廣 君の 學術 方面の 業績 は多數 にあって 到底 此處で 詳しく 紹介す る こと は 出来ない し、 又 それ 

はェ舉 方面の 事に 迂遠な 筆者の 任で もない が、 手近な 主だった もの だけ を 若干 列擧 して 見る と 次 

の やうな ものが ある。 

平板に 圓孔を 穿った もの 伸長 變 形に 關 する 理論と 實驗の 結果 を 比べた ものが 舉位 論文と なつ 

て 吾る。 今日で こそ 珍ら しくない であらう が、 當時 では 可な り オリ ヂナル な 面白い 試みであった 

と 思 はれる。 船舶 ェ學 方面の 研究で は、 波浪に よる 船の ョ ー イングに 關 する もの、 同じく ドリ フ 

トに關 する もの、 いづれ も 理論的 計算の みならす、 簡單な 模型 實驗を 行って 其 結果 を 比較した も 

ので ある。 此等 は英國 造船 協 會の雜 誌に 褐 載され、 當 時の 擧界の 注意 を 引いた ものである。 同 協 

會 か ら賞稗 を 贈られ たの は 多分 これに 關聯 してではなかった かと 想像され る。 叉 船舶の 胴 體に働 

く 剪斷ま 力の 分布に 就いて 在 來の考 の 不備な 點を 考察した 論文が ある。 此れ も 重要な もので、 多 
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くの 外 國の敎 科 書 等に も 同 君の 此の 論文が 引用され て 居る。 又 船が 進水した 時に 氣 s と水溫 との 

差違の 爲に 意外な 應カを 生じる。 此れ も 以前に は 誰も 詳しく 研究した ものがなかった の を 末廣君 

が 初めて 正 當な解 釋を與 へた。 叉 陸上で は 起らぬ やうな タ ー ビ ンの 故障が 舶用タ ー ビ ンで 屡" 起 

るの はタ ー ビ ン • ディ スクの 廻轉に 船の 動搖が 作用す る爲 のヂャ ィ スコ ピック • アクションに 

起因す る 盤の 振動に よる もので あらう とい ふこと に 着目して、 此の 不可解の 問題 を 解決した。 此 

等と 聯關 して 舶 用の タ ー ビ ン . 口  — トルの ダイ ナミ カル -バ ラ ン シ ングの 問題に 興味 を 引かれた „ 

從來の 盲探し の 手数の か、 る 方法に 代 はる に 簡單で 確實な 合理的. 方法 を 考案し て 此れ を實地 に應 

用し 良好の 成績 を收 めた" 現在 我 邦で 凡そ 汽船 を 造って 居る 限りの 工場で 君の 方法の 行 はれて 居 

ない 處 はない さう である。 此れと 似た 問題と して は電氣 扇の 振動 ゃ雜音 をな くす る 方法の 發明も 

ある。 此 等の バラン シン グに關 する 各種 多様の 研究 は 皆 三菱 研究所で 行った ものである。 叉 器械 

の廻轉 軸の 捻れ を 直接 光學 的に 讀み 取る ト— シ ョ ンメ  — タ ー の 考案 も 最も 巧妙な ものと して 帝國 

學士院 から 授賞され たもので ある。 又 鐵筋コ ンクリ ー トで船 を 造る 場合に 主應 力の 方向に 鐵筋を 

人れ ると いふ 最も 合理的な 施工 法に 關 する 特許 を 得て 居る。 地震 學に 興味 を もつ やうに なった の 

は 給舶の 振動に 關 する 研究から 自然に 各種 構造 物の 振動に 關 する 問題の 方に 心 を 引かれる やうに 
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なった 爲 であるら しい。 それで 例へば 煙突の 振動の 問題で も、 從來の 理論的 取扱 方に 不滿を 感じ 

て 色々 の點 から 改良 を 試みた。 地震計の 震動 體に メル デ實驗 に相當 する 作用の あるの が 見逃がさ 

れて 居る のに 氣 付いて、 此れ を 無くす る 考案 をしたり した。 又 多數の 共鳴 體を 並列して 地震 動 を 

分析す る 装置 を 考案し 實 際の 地震の 觀 測に 使用して 可な り 面白い 結果 を 得た。 又 構造 物の 模型 實 

驗が 從來は 所謂 カ學的 相似に かま はす 行 はれて 居る のに 飽 足らす、 此點に 就いて 合理的な 模型 を 

作る 方法 を 考案し、 其の 一例と して パラ フィ ンの 混合物で 二階建 日本 家屋の 模型 を 作り 其の 振動 

を驗 測したり した。 此れから 進んで 實 際の 家 を 振動 臺の 上で 搖り 動かす 大規模の 實驗を 企て 其の 

準備に か、 らうと いふ 際に 病の 爲に 倒れた ので ある。 

末廣 君の 研究の 行き方 や 筋道 を 見る と 色々 な 優れた 特徵が ある。 一 口に 云 ふと 昔の 一般の ェ學 

者に 較べて、 凡てが 物理 學者 風であった やうに 見える。 卒業後 物理 學 科の 聽講に 出たり、 伯林 留 

畢中彼 地の 若い 擧 生の 中に 交って ブ ラジウス 敎 授受 持の 物理 實驗の 初歩の コ ー スを 取ったり した 

事實 は、 此の 特徵の 由來を 想像させる ものである。 ェ學 部の 課目 中に 物理 實驗を 加へ る やうに な 

つたの も 同 君 並に 同志の 諸氏の 考が 導因と なった もの、 やうに 記憶す るが 此點は 筆者の 思 違 ひか 

も 知れない。 能い 直觀の 力で 一 遍に當 面の 問題の 心 核 を 摘んで しま ふ。 さう して 簡易な 解析と 手 


457 


輕 な實驗 によって 問題の 大きい 輪郭 を 明快に 決定 するとい ふ 行き方であった やうに 見える。 解析 

の 方法で も、 數學者 流に 先づ 最も 一般の 場合 を 取扱った 後に- =  0  bi)  c  =  0 …… と 置く 流儀で 

はなかった やうで ある" 實驗の 方で も 高 價な旣 成の 器械 を 買って やる よりも、 自分で 考案した 一 

見ぢ にむ さい やうに 見える 器械 装置 を 使って、 さう して 必要なる 程度での 最良の 效 果を收 める こ 

とに 與味を もって ゐ たやう に 見える。 實驗 上の テク 一一 ック でも 人の 眞似 をす るより は 何 かしら 一 

工夫す るの が 好きであった。 例へば 短時間の 强ぃ 光源と しての アン ダ— ソ ンの 針金の 電 氣爆發 を 

使ふ弋 りに 水銀の フィ ラメ ントの 爆發を 使ったり、 叉電 扇の 研究と 聯關 して 氣 流の 模様 を 寫眞す 

る爲 に懷爐 灰の 火の 子 を 飛ばせる と 云った やうな こと も 試みた。 無闇に 讀み もしない 書物 を 並べ 

立て、 用 もない 孫 引の 文獻を 並べる やうな 事 も 好まなかった。 

末廣 君の 獨創を 尊重す る 精神 は、 同 君の 日本 及び 日本人 を 愛する 憂國の 精神と 結び付いて、 そ 

れが同 君の 我 國の學 界に對 する 批判の 基準と なって 居た やうに 見える。 「ケト ー の眞 似ば かりす 

るな  一 ， ^れが 同 君の モッ ト —であった。 此の 言葉の 中には 歐米 學界の 優越に 對 する 正 當 なる 認識 

と 尊敬 を 含む と 同時に、 我 園に 於け る獨創 的の 研究の 鼓吹、 小成に 安ん ぜんとす る 恐れの ある 少 

壯學 者への 警告 を 含んで 居た ので ある。 「どうも 日本人 はだめ だ」 と 口癖の やうに 言って 居た。 
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其の 言葉の 裏に も 矢張り 酌んでも 盡 きない 憂國の 至誠が 溢れて 居た ので ある。 米國 講演の 旅から 

歸 つた 時 新聞記者に 話した とい ふ 我 學界へ の 苦言に も、 日本の 學 者が 慢心す るの を 心配して 居る 

心 持が 十分に 酌み 取られる。  ， 

同じ やうな 內省 的な 傾向から、 自分で も 人で も 所謂 「大家」 になる こと を 恐れて 居た。 嘗て 筆 

者が 不精で 顋鬚を 剃る の を 怠って 居る の を 見付けた 時 「あごひげ なんか 延ばして 大家に なつち や 

駄目 だぞ」 と 云った 事 を 記憶す る。 此の 辛辣に して 愉快なる 三十 棒の 響 は 今にして 筆者の 耳に 新 

なる ものが ある。 因に 君 は 生涯 髭を蓄 へす 頭 も 五分 刈であった。 着物な どに は 一 切搆 はす、 時に 

は ひどい 靴 を はいて 居た。 住宅 を 建てた 時で も 色々 な 耐震 的の 工夫 をして 金目 を かけた が、 昆か 

けの 華美 を 求める 心はなかった やうで ある。 

末廣 君の 大學に 於け る 講義に も特徵 があった さう である。 分量 を 少なく、 出来るだけ 簡易 平明 

にして、 しかも 主要な 急所 を 洩れな く、 叉實に 適切な 例 を 使って 說明 するとい ふ 行き方で あり、 

叉 如何なる 敎科 書と も 類 を 異にした オリ ヂナル な もので あつたと いふ 事 は 同 君の 講義 を 聞いた 高 

弟 達の 異口同音の 證ー 百に よって 明で ある。 

畢き などに 於け るヂス カツ ショ ン 振りに も、 矢張り 優れた 頭腦と 蕴蓄を 示して、 常に 「最後の 
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一一 百 葉」 を 話す 人であった さう である。 

畢生の 卒業論文 などに 就いても 指導 甚だ 懇切であった。 初めに はいきな り 酷く 叱られて 慄へ 上 

るが、 敎を 受けて 引下る とき は 皆嬉々 として 引下った とい ふ 話で ある。 卒業後の 就職な どに つい 

て も 勞を惜 ます 面倒 を 見た。 又、 凡ての 人の 長所 を 認識して 適材 を 適處に 導く 事 を 誤 まらな かつ 

た。 晩年 大學 蹴球 部の 部長 をつ とめて 居た が、 部の 學生達 は 君 を 名 づけて 「オヤ、 チ」 と 云って 居 

た。 部內の 世話 は 勿論 部員 畢生の 一身上の 心配 迄した。 

鐵腸 居士 を 父と し、 天台 道士 を師 とし、 木 堂 翁に 私淑して 居た かと 思 はれる 末廣 君に は 一面 氣 

鋒の 銳ぃ點 が あり 痛烈な 皮肉 もあった C 若い 時分に は、 曲った こと、 間違った こと、 思 ふ 場合に 

は 中々 烈しく へせって か、 る こと もあった が、 弱い ものに はいつ もやさ しかった。 碑 僕な ど を 叱つ 

たこと は 殆どなかった さう である。 親 思 ひで、 子烦惱 で、 友 をな つかしが つた。 

若い 時分 キリス ト敎會 に 出 人して 道 を 求めた が 得る 所がなかった と 云って 居た。 禪に 志して 坐 

禪を やった ことがあ つたが、 そこに も 求める もの は 得られなかった。 晚 年に は 眞宗の 敎義に 可な 

り 心 を 引かれて 居た さう である。 

學生诗 代に は 柔道 もやり、 又ボ ー トの 選手で、 それが 舵 \. ^であった とい ふこと に 意義が ある や 
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うに 思 はれる。 弓術 も 好きであって、 此れ は晚 年に も 養生の 爲の 唯一 の 運動と して 績 けて 居た や 

うで ある。 昔 は 將棋を 試みた 事 も あり、 又 筆者な ど、 一 緒に 昔の 本鄕 座で 川上、 高 田 一 座の 芝居 

を 見た こと も あり はした が、 中年 以後から、 あらゆる 嫂 樂道樂 を 放棄して 專 心唯學 問に のみ 沒頭 

した。 人に は 無闇に 本 を讀ん でも 駄目 だと 云って は 居た が、 實 によく 讀 蚩曰 し、 又 人の 論文で もよ 

く 目を通した。 讀方も 徹底的で、 腑に 落ちない 處は何 處迄も 追究 しないと 氣 がすまない とい ふ 風 

であった。 朝 は寢坊 であった が 夜 は 時には 夜半 過ぐ る 迄 書齋で 仕事 をして 居た さう である。 たま 

に は ラヂォ で 長唄 や 落語な ど 聽く事 もあった。 西洋 音樂は 自分で は 分らない と 云って 居た が、 音 

樂に 堪能な 令息 恭雄氏 の 話に よ ると 相當な 批判力 を も つて 居た さ， うで ある。 

運動で 鎩 へた 身 體 であった が、 中年の 頃 赤痢に か ^ つてから 不斷 腸の 工合が 惡 かった。 留學中 

など 始終 此れで 苦しみ 通して 居た し そのせ ゐ でも あるまい が 當時獨 逸の 風俗、 人情、 學 風に 對す 

る 色々 な 不滿を 聞かされた 記憶が ある。 ^し 英國 へ 渡って から は 彼國の 風物が すかつ かり 氣に入 

つて 喜んで 居た やうであった。 それが 後年 盲腸の 手術 を 受けてから すっかり 能くな つた。 晚 年に 

は 始終 神經 衰弱の 氣 味が あつたが、 此れ は 恐らく 極度の 勤勉の 結果で あらう と 想像され た。 

米國か ら 講演 の 依賴を 受けた 時 にも 健康の 點で 可な り濤路 して 居た が、 人々 もす、 めた ので 思 
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切つ c 出かけ A- の であった。 戰 近に 出饭 された .Tohn  PVeeinan  ..  Eartliquake  Damage  and 

Earthquake  rnsul-auce を 見る と、 末廣 君が 米國に 招かれる に 到った 由來が 明に なって 居る。 此 

本の 第一 一士 一章に 地震 研究 方針に 就いて 米 國學界 へ の 著者の 提案が 列擧 して ある。 其の 冒頭に、 

先づ 有能な 學者を 日本に 派遣して 大學 地震 研究所に 於け る あらゆる 研究の 模様 を 習得せ しめよ と 

いふ こと、 次に 末廣 所長 を 米 國に迎 へて 講演 を させ、 又 米國に 於け る 將來の 研究 方針に 就いて 其 

の 助言 を 求め、 义末廣 式の 地震 分析 器 を 各所に 据 付けて 地盤の 固有 振動の 撿出を 試みよ と 云った 

やうな ことが 書いて ある。 卷 末に 貼 紙と して 添付され た 刷 物に は、 末廣 君の 講演の 梗概と 著者の 

seme  Aftel.-thouli.l ts が 述べて ある。 此 書の 著者 は米國 在来の やり方の 不備に 飽 足らす 末廣君 

の 色々 な考 にす つかり 共鳴した からの こと k 考 へられる ので ある。 同 君 歸朝後 筆者が 逢った 時に 

「反響 はどうだった」 と 聞いたら 「少し はこ ちらの 研究 も 刺戟に はなって 居る らしい ね」 とい ふ 

答であった。 

比の 講演の 旅 は末廣 君に はかなり 愉快な 旅で あったら L くも 思 はれる が、 併し 矢張り 身 體には 

こたへ たで はな いかと 思 はれる。 

墓 は染井 の 墓地 にある。 戒名 は 眞徹院 釋恭篤 居 士 で あ る。 
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(以上 は 匇卒の 間に 筆 をと つた 一 葉の 素描の やうな ものに 過ぎない のであって、 色々 の點で 間違 ひや 

思 違 ひが あり はしない かと 氣遣 はし い。 讀 者のう ちで 其 等の 誤 P ノを發 見され た 方は容 救な く 示 敎を措 

まれない やうに 願 ひ 度い。 

終りに 筆者の 乞に 應 じて 自由に 此の 草稿の 素材 を 供給して 下さった 御 遺族の 方々。 並に 故人の 同僚 

や 高弟の 方々 に對 して は 鼓に 厚く 感謝の 意 を 表 L 度い と 思 ふ。 昭和 七 年 五月 十五 日) 

(昭和 七 年 六月、 科學) 
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四十 年 程 昔の 話で ある。 鄕 里の 田 舍に龜 さんと いふ 十 歳 位の 男の子が あった。 それが 生れて は 

じめ て 芝居と いふ もの を 見せられた あとで、 誰かから その 演劇の 第 一 印象 をき かれた 時に 龜 さん 

はかう 答へ た。 「妙な ばんば が 出て 來て、 妙な ぢん まをづ いて、 づ いて づきす ゑた」 これ を飜譯 

すると 「變な 老婆が 登場して、 變な 老爺 を 叱り飛ばした」 とい ふので ある。 その 芝居の 下手 さが 

想像され る。 

つ い 近頃 或る 映 畫の試 寫會に 出席したら、 すぐ 前の 席に 矢張り 十歲 位の 男の子 を 連れた 老 紳士 

が 居た。 その子 供が 恐らく 生れて はじめて 映畫 とい ふ もの を 見た ので はない かと 想像され たの は、 

映畫中 何遍と なく 「は あ ー、 いろんな ことがあ るんだ ねえ。 …… は あ、 いろんな ことがあ るんだ 

ねえ」 とい ふ 歎 聲を総 返して 居た からで ある。 實際 その 映 畫には 大人に も 面白い 「いろんな」 こ 
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とがあった ので ある。 

見なれ た 人に はなんで もな い 物事に 對 する、 これ を 始めて 見た 人の 幼稚な 感想の 表現に は往々 

人 をして 破顔 微笑せ しめる ものが あるので ある。 

文樂の 人形芝居 につ いて は 自分 も 今迄 話に は 色々 聞かされ、 雜誌 などで 色々 の 人の 研究 や 評論 

など を讀ん では 居ながら、 つ ひ/ \ 一度 も その 演技 を實 見す る機會 がなかった。 それが 最近に 不 

思議な 因緣 から 或 日の 東京 劇場に おける その 演技 を 膀の緖 切って 始めて 見物す る やうな 勉り 合せ 

になった。 それで、 この場合 における 自分と、 前記の 龜 さんや 試 寫會の 子供と ちが ふの は 唯 四十 

餘 年の 年齢の 相違 だけで ある。 從っ てこの 年取った 子供の この 一 夕の 觀覽の 第 一 印象の 記 錄は文 

樂 通の 讀 者に とって 矢張り それだけの 興味が あるか も 知れない。 

人 場した とき は 三 勝 半 七 酒屋の 段が 進行して ゐた。 

人形 そのもの、 形態 は、 旣 にたび/^ 實物を 展覽會 などで 見たり 或は 寫眞で 見たり して 一 通り 

は 知って ゐ たので あるが、 人形芝居の 舞臺 装置の ことにつ いて は 全く 何事 も 知らなかった ので、 

まづ 何よりも その 點が 自分の 好奇 的な 注意 を ひいた。 先づ 鴨居から： « るした 障子 や 木戶の 模型が 

面白かった。 次に 面白い と 思った の は、 舞臺 面の 假想 的の 床が すっと 高くな り、 天井が すっと 低 


465 


くな つて 天地が 壓 縮され、 從っ て 縮小され た 道具と その 前に 動く 人形との 尺度の 比例が 丁度 適當 

な 比例に なって ゐる ために、 人形の 方が 現實 性を帶 びる と共に 人形 使 ひの 方が 却って 非現實 的に 

なって くると いふ ことで ある。 そのため 人形の 方が 人間に なり、 人間の 方が 道具に なって 居る の 

である。 

見ない 前に は 定めて 目障りになる だら うと 豫 期して 居た 人形 使 ひの 存在が、 はじめて 見た とき 

から 一 向 邪魔に 感ぜられなかった の は 全く この 尺度の 關 係から くる 錯覺 のお かげらし い。 黑子を 

着た 助手な ど は ほとんど 唯 ぼやけた 陰影 位に しか 見えな いので ある。 

酒屋の 段 は、 こんな 事 を 感心して 居る うちに すんで しまった。 次に は 松 王 丸の 首實驗 である C 

最初に 登場す る 寺子屋の 寺 子等 は 甚だ 無 邪 氣でグ „ "テスタな お化け 達で あるが、 この 悲劇へ の 序 

曲と して 後に 來 るべ きもの 、コント ラス ト としての 存在で ある 以上 は、 かう した 粗末な 下手な 子 

供人 形の 方が、 或は 却って 生きた よだれ くりど もより 好い ともい はれる。 

松 王 丸の 松 王 丸ら しいのに 驚かされた。 人間の 役者の 扮 した 松 王 丸の 中には、 どうしても、 そ 

の 役者が 隱 れてゐ て、 しかも 大いにの さばって ゐる ために、 吾々 は 淨瑶璃 の 松 王 丸 を 見る か はり 

に 非 優 何某の 松 王 丸し か 鬼る ことが 出來 ない ので あるが、 この 人形の 松 王 丸と なると、 それが 正 
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眞 正銘の 淨瑶璃 の 世界から 拔 けだして 來た 本物の 松 王 丸 そのもの になって ゐる。 つまり 絕對の 松 

王 丸に なって 居る ので ある。 さう して それが それ 程 誇張され ない 身振りの 運動の モンク ー ジュ に 

よって、 あらゆる 悲痛の 腹 藝を演 する から 面白い ので ある。 

松 王 丸の 妻 もよ く 出来て 居た。 源藏の 妻よりも どこか 品格が よくて、 さう して 實に 又、 如何な 

る 役者の 女形が 本當の 女よりも 女らし いよりも 更に 一 層より 多く 女らしく 見える。 女の人 形の 運 

動 は 男のより もより 多く 細かな 曲線 を 描く の はもと より 當然 であるが、 それが 人形で あるた めに 

さう いふ 運動の 特徵が 一 層 抽象 示揚 される ので あらう。 泣き伏す ところな どで も 肩の 運動 一 つで 

その 表情の 特徴が 立派に 表現され る。 見て 居る もの は 熱い 呼吸 を 感じ 心臓の鼓動 を聽 くこと が 出 

來 るので ある。 

この やうに 無 生の 人形に 魂 を 吹き込む 藝 術が 人形 使 ひの 手先にば かり ある 譯 ではない。 舞臺の 

右端から 流れ だす 義太夫 音樂 の呼氣 がか、 ら なければ 決して あれ だけの 效果を 生す る こと は出來 

な いのは 勿論で ある。 それ かとい つて、 人形の 演技 は 決して 此の 音樂の 唯の 伴奏ではなくて、 聽 

覺的音 樂に對 する 視覺的 音 樂の對 位 法で あり、 立派な 合奏で ある。 もっとも この 關係は 歌舞伎で 

も 同様な 譯 であらう が、 人形芝居 において、 それが もっとも 純化され 高調され て 居る やうに 思 は 
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れ るので ある。 

次の 幕 は 「葛の 葉の 子 別れ」 であった。 畜生の 人間的 恩愛 を 描いた この 悲劇の 不思議な S 界の 

不思議な 雾圍氣 も、 矢張り 役者が 人形で あるが ために 却って 一層 濃厚に なり 現實 的になる から 面 

白い ので ある。 

最後に 「爆彈 三 勇士」 があった が、 これ も 前に 一 見した 新派 俳優の よりも 遙に 面白く 見られた _ 

入 間が やって 居る と 思 ふと、 どうしても 感じる 矛盾 や 不自然 さが、 入 形 だと、 さう 感じられない- 

あれで、 もし 背景な ど をもう 少し 工夫して あれ 程寫實 的に しなかったら、 一層 良い 效果を 得られ 

はしなかった かと 思 はれた のであった。 

かう いふ 新し いもの を 人形芝居に 取 入れる ことにつ いて は 異存の ある 人が 多い やうで あるが 自 

へ 刀 はさう は 思 はない。 もっと S 慮な く 取り いれて 昆て もい、 だら うと 思 ふ。 見なれ ない うち は少 

し 可笑しくても、 それ は搆 はない。 百年の 後に は 「金色 夜义」 でも r 不 如歸」 でも 矢張り 古典に 

なって しま ふで あらう、 義太夫 音樂 でも 時と 共に 少 しづ、 その 形式 を 進化 させて 行けば 「モ ッ 

コ」 や 「街の 灯」 の淨 瑠璃 化も必 すし も 不可能で はないで あらう。 こんな さ 想 を 歸路の 電車の 屮 

で 描いて 見た のであった。 
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この はじめて 見た 文樂の 人形芝居の 第 一 印象 を、 近頃 自分が 興味 を 感じて 居る 映畫藝 術の 分野 

に 反映させる ことによって そこに 多くの 問題が 喚起され、 叉 その 解決の 鍵 を 投げられる やう に 思 

はれる。 特に 發聲 映畫 劇と 文樂 との 比較 研究 は 色々 の 面白い 結果 を 生む であらう と 思 はれる。 さ 

うして その 結果 は 人形 藝術 家に も 映 畫藝術 家に も、 色々 の 新し い 可能性の 暗示 を 授ける であらう 

と 想像され る。 

例へば、 スクリ ー ンの 映像で は、 その 空間 的 位置が ちゃんと 決定され て 居る のに、 音響の 方 は- 

聞いた だけで その 音源の 位置 を 決定す る 事が 出来ない。 この 事が 色々 問題に なって 居る が、 文樂 

で この 問題 は 夙に 解決され て 居る。 卽ち、 例へば、 酒屋の 段のお 園が 手紙 を 指して 「ふ、 う、 ふ、 

と 書いて ある」 とい ふところが ある。 その 音源 はお 園から は 十メ  — トル 近く も 離れた 上み 乎の 太 

夫の 咽喉と 口腔に あるので あるが、 人形の 簡單 なし かし 必然的な 姿態の 吸引 作用で、 この 音源が 

空中 を 飛躍して 人形の 口 へ 乘り 移る ので ある。 この 魔術 は、. 演技 者が もしも 生きた 人間であった 

ら 決して 仕遂げられない であら うと 想像され る。 

もし、 人間の 扮 したお 園が 人形のお 園と 精密に 同じ 身振り をした としたら、 それ は 多分 啞 者の 

やうに 見える か、 せいん \ で、 人形の 眞^ をして sa る 人間と しか 見えない であらう。 然るに 人形 
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のお 園 は 太夫の 聲 を吸收 同化して 却って 本當 のお 園 そのもの になり 切って しま ふので ある。 こ X 

に 人形劇の 不思議が あり、 祕密が ある。 この 秘密 こそ 發聲 映畫 研究家の 眞 面目に 研究し 解決す ベ 

きもので あらう。 この 現象の 原因 は どこに あるか、 それ は 自分に はま だよ く 分らない、 併し、 次 

の やうな こと も考 へられる。  ， 

吾々 は 人形が 聲を發 しない 事 を 知って 居る。 併し 人形の 表情の 暗示に よって それが 聲を發 して 

くれる 事 を 要求して 居る。 その 要求に 適合し 得べき 聲が どこかから 聞こえて くると すれば、 その 

聲は ひとりでに 人形に 乘り 移って しま ふ。 ところが、 これが 人間の 役者の 場合 だと さう は 行かな 

い。 吾々 は 人間が 聲を發 し 得る こと を 知って ゐる。 のみなら す、 その 聲が どこから、 どうい ふ 風 

に 聞こえなければ ならぬ か を 熟知し 期待して ゐる。 それが、 ちがった 見當 から、 ちがった 風に 聞 

こえて くると、 結果 は當然 幻滅で あり 矛盾で ある。 これ は 自然な ものと 不自然な ものとの 衝突 か 

ら 生じる 破綻で ある。 要するに 吾々 が 人形の 聲を 知らぬ ことが この 祕密の 鍵で あるので はない か。 

これに 似た こと は 映 畫の發 聲漫畫 においてし ばく 發 見され るかと 思 ふ。 例へ ば 黑ぃ線 だけで 

描いた 漫畫の 犬が 妙な 聲を だして 何 か 唄 ふとす る、 これが 本物の 犬の 映像 だと 甚だ 困る であらう 

が、 映 畫の犬 だと それが 極めて 自然な ことで あり、 その 唄 は 本當に 線畫の 犬が 歌って 居る としか 
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思 はれない。 不自然と 不自然が 完全に 調和す るので ある。 これ も 畢竟、 吾々 が畫の 犬の 聲を 持た 

な い 事 を 知って 居る からで ある。， それに 拘らす 吾々 の視覺 からく る 暗示 は 必然に これが 何 かしら 

歌 ふべき こと を 要求す る。 そこへ 響いて 來る 唄の 聲が、 たと ヘラ イオンの やうな 聲 であっても、 

それ は 矢張り その 映畫の 犬の 唄ら しくし か 聞かれないで あらう。 映 畫の犬 は 決して 犬で はない か 

らこ そかう いふ 事が 可能で ある。 

これと 聯關 して 考 へられる こと は、 人形の 頷の 表情の ことで ある。 嘗て 何處 かで、 人形の 顔 は 

何故に あんなに グ a テ ス ク でなければ ならぬ かと い ふこと に關 する 三 宅 周太郞 氏の 所論 を 讀んで 

非常に 面白い と 思った ことがあった。 今 はじめて 人形芝居 を實 見して、 成程と 思ひ當 るので あつ 

た。 なる 程、 もしも 人形の 顏 なり 身 體 なりが、 餘 りに 平凡な 寫實 的の ものであった としたら、 恐 

らく 人形の 劇的 表情 は 半分 以上 消えて しま ふで あらう のみなら す、 不自然、 非寫實 的な 環境の 中 

に 孤立した 寫實は 全く 救 ひ 難い 破綻 を 見せる であらう。 

女形が 女よりも 女らしく、 人形の 女形の 方が 生きた 女形よりも 更に 女らし いとい ふ事實 にも、 

矢張り 同じ やうな 理由が あるので はない か。 もとく 男 は 決して 女に はなれない。 それ だから 女 

形の 男優 は、 女と いふ もの、 特徵を 若干 だけ 抽象し、 さう して それだけ を 強調して 表現す る。 無 4 


生の 人形 は 更に 一 層 人間の 女に なれる はすが な い。 それ だから 更に 一 層 これ 等の 特徵 を强 調す る „ 

その 不自然な 强調 によって 「個々 の 女」 は 消失す る 代りに 「抽象され た 女 それ 自體」 が 出現す る- 

で あらう  0 

この 抽象と 強調と ァク センチ ュ HI シ ヨン は、 人形の 顔の みならす、 そ. の 動作に も 同じ 程度に 

現 はれる 事 は 勿論で ある。 例へば、 す、 り 泣く 女の 肩の 運動で も、 實 際の 比例よりも 廓 犬され た 

振幅で 一 汀 はれる。 人間の 役者の 場合 だったら、 却って 滑稽になる だら うと 思 はれる この 強調が、 

人形 だと 極めて 自然に 見える。 さう して、 そのす、 りなき の 現象が、 現實 以上に 現實 的に 表現 さ 

れ るので ある。 

人形の 顔と その 動作の 強調の 必要 は、 一つに は又觀 客と 人形との 距離から も 起って くる。 これ 

と 反對の 場合 は映畫 における 大{ おし、 いは ゆる ク a  — ズ アップの 場合で ある。 この 技術に よって 

觀 客の 眼 は對象 物の 直前に 肉薄す る。 從 つて 顔の 小 じ わの 一つ一つ、 その 筋肉の 微細な 運動まで 

が 異常に 廓大 される。 指先の 神經 的な 微動で も それが 恐ろしく 克明に 强 調され て 見える。 それ だ 

から 大寫 しの 顔 や 手 は、 決して 「芝居」 をして はいけ ない ことにな つて 居る。 それ をす ると 一 t 味 

で 見て 居られなくなる ので ある。 
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それ だのに、 頭の 惡ぃ 監督の 作った 映畫 では、 ちょんまげの かつら を 被って、 さう して、 舞臺 

です ると 同じ やうな グ 口 テスタな メ ー キャップ に 彩った 顏を、 遠慮なく ク n 1 ズ アップ に 映寫す 

る。 さう して、 舞臺 です ると 同じ ゃケな 誇張され た 表情 をさせる。 これで は 觀客は 全く 過度の 刺 

戟の負 擔に堪 へられなくなる ので ある。 

巧妙な 映畫 監督 は、 大寫 しの 何ともない 自然な 一 つの 顏を、 いは ゆる 乇ンタ ー ジュ によって 泣 

いて 居る 顏 にも 見せ、 又 笑って居る やうに も 見せる。 これ は その 額が 自然の 額で 何等 概念的な 感 

情 を 表現して 居ない からこ そ 可能になる わけで ある。 同じ こと は 能樂の 面の 額に ついても 人形 芝 

居の 人形の 顔に ついても いはれ る、 これ 等の 顏は 泣いて 居る ともつ かす 怒って 居る とも 叉 笑って 

居る ともつ かぬ 顏 である。 しかし 叉 それ だから、 大いに 泣き、 大いに 怒り 又 笑った 顏 となり 得る 

潜在 能 を もった 顏 である。 

それで、 巧妙な 音樂と 人形 使 ひの 技術との 適當な モンク— ジュ によって、 同一 の 額が 忽ちに し 

て 大に笑 ひ、 忽ちに して 又 犬に 泣く ので ある。 かう いふ 藝術 を德川 時代の 民間の 卑賤な 藝人 ども 

はちゃん と 心得て 居た わけで ある。 

生れて はじめて 見た 人形芝居 一 夕の アド ヴ H ンチ ユア の あとでの これ 等の 感想の くど./ \ し い 
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言葉 は、 結 nP 十 歳の 龜 さんや、 試寫會 における 兒 童の 端的で 明晰な リマ ー クに 及ばざる こと 甚だ W 

遠い やうで ある a 文樂ゃ 歌舞伎に 精通した 一 部の 讀 者の 叱責 或は 微笑 を 買 ふで あらう とい ふ 一 

種のう しろめた さ を 感じな い 譯には ゆかな い G 

自分が 文樂を 見た 頃に 丁度 チヤ ッ プリンが 東京に 來て 居た。 誰かき つと チヤ ッ プリン を 文樂へ 

案內 する だら うと 豫 期して ゐ たが、 とう，/,. \ 一度 も 見に は 行かなかった やうで ある。 この 頭の い 

ぃ映畫 監督 は、 この 文樂の 人形 藝術 のうちから、 必十 何物 か を 拾 ひ あげて 自分の 藝 術に 利用した 

のではなかった かと 想像され る。 

もっとも、 文樂を いくらか でも 理解す るた めに は、 義太夫の わかる とい ふこと が 必要 條件 であ 

つて、 義太夫 を 取 除いた 文樂の 人形芝居 は 意味 を 成さない。 さう して、 結 城 孫 三 郞ゃダ ー クのマ 

リオ ネッ ト、 メ 乃至 はギ 一一 ョ— ルの パンチと ジュ デ— などに 對 する 獨特の 地位 を 全然 喪失して しま 

ふこと は 明白で ある。 從 つて、 チヤ ムバ レ ー ン にも、 メ  — トル、 ベ リ ー にも、 ク ー シュ ー にも ハ刀 

ら なかった この 東洋 日本 特產藝 術が、 チャップリン に 完全に のみ 込めようと は 思 はれない ので あ 

るが、 しかし、 西洋の あらゆる 藝 術のう ちで、 文樂の 人形芝居に もっとも 近い もの は、 恐らく 近 

頃の 藝術的 映畫、 殊に 發聲 映畫 ではない かと 思 はれる から、 その 點 から 推して、 名 監督と しての 


形 人る け A 


チャップリン に 幾分の 期待 を かけても 甚し い 見せ 田ち が ひで はない かと 思 はれる。 實際 チヤ ッ プリ 

ンの無 聲映畫 に 現れる 一 つの タイプと しての チヤ —リ— は、 あれ はたし かに 一 つの 人形で あるか 

ら である。 

チヤ ッ プ リ ゾ よりも 或は 寧ろ ロシアの ヱ ィゼ ンシュ ティン に 文樂を 見せて、 さう して 彼の 理論 

に 立脚した 文 樂論を 聞く 事が 出来たら 定めて 面白い ことで あらう と 想像され る、 彼 は 恐らく 左團 

次の 修禪寺 物語より は 數層倍 多くの 暗示と 示唆 を發 見す るで あらう。 彼國の 「語り もの」 に似て 

ゐる とい はれる 義太夫 も、 恐らく 他の ョ—  口 ツバ 人に 比べて は、 いくらか よりょく  a シァ 入に 理 

解され る 可能性が あり はしない か。 

しかし、 結局、 文 樂ゃ俳 の やうな もの は、 西洋人に は 立 人る ことの 出来ない 別の 世界の 寶石 

であらう。 さう して、 西洋の 藝術 理論家 は、 かう いふ もの \ 存在 を 拒絕 した 城郭に たて 籠って、 

その 城郭の 中 だけに 通用す る 藝術論 を 構成し 祖述し、 それが 東洋に 舶来し、 しかも 誤譯 されたり 

して宣 傳 される こと も あるで あらう 0, 

四十 年 前の 田 舍の龜 さん は 矢張り 一 番 オリ ヂナル な藝術 批評家であった かも 知れない。 

-  (昭和 七 年 六 n:、 束 京 朝日 新聞) 
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(「蒸 發皿」 への 追記) 此の 記事が 東京 朝日 新聞に 出た の を 見た 瀧 野 川の 伊達 氏が、 わざく 手紙 を 

よこして、 チャップリンの 文樂 見物の 事實を 知らせて くれた。 最終日に 「良 辨 杉の 由來」 の- 一部分 を 

見て、 夕飯 後 明治座へ 行った さう である。 
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チュ ー インガム 


銀座 を 歩いて 居たら、 派手な 洋装 をした 若い 女が 二人、 ハイ ヒ ー ルの足 並 を 揃へ て 遊弋して 居 

た。 さう して 一 一人 とも美し ぃ顏を ゆがめて チ ュ ー ィ ンガ ムを 二 チヤく 嚼 みながら 白 晝の都 大路 

を 闊歩して 居る のであった。 

去年の 夏 築地 小 劇場の プ a 芝居 を 見物に 行った ときには、 四十 恰好の をば さんが 引つ 切りな し 

にチュ ー イン ガ ムを 嚼んで 居る のを發 見して 不思議な 感じが したので あった。 

一 一十 年 前に 大西洋 を 渡って ニュ ー ョ ー ク へ 着き ホ ボケ ン の 稅關の 檢閱を 受けた ときに、 自分の 

カバン を 底の 底 迄 ひっくり返 へした 稅關： が、 矢 張 此の チュ —インガム を 嚼んで 居た。 此れが 自 

分の チ ュ ー インガム とい ふ ものに 出會 つた 最初の 機會 であった。 勿論 その 時はチ ュ ー ィ ンガ ム と 

いふ 名前 も 知らす、 此の 稅關 吏が 何故に、 何の 爲に、 何物 を 一一 チヤく 嚼んで 居る かも 少しも 分 
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ら なかった。 併し、 鬼 も 角 も 此の 最初の チ ュ ー ィ ンガ ムの第 一 印象が 自分に とって Is- 也に 惡 いも 

のであった こと だけ は储 である。 

歐羅巴 中の 色々 な國を あるき 迥 つたが、 稅關の 撿查は 殆ど^ 式 だけの ものであった。 ロシア は 

八 かまし いと 聞いて 居た から、 自 から 進んで ス ー トケ ー ス の 內容を 展開しょう としたら 稅關史 の 

^入 は 二 コ /\ しながら 手眞 似で、 さう しなくて もい - と 制する のであった。 尤も その 前に 一 枚 

のル ー プリの 形 をした 信用 狀が 彼の かくしに 這 人って 居た ので あつたと 記憶す る。 ド— ヴァ へ 渡 

つたと き は 「エネ シン グ、 トウ、 デ クレア ー」 と 聞かれ 「ノ —」 と 答へ た、 唯 それだけであった. 

パリの ガ ー ル . デュ •  ノ  — ル では 誰 だか 知らない 人が *1 式へ い 、加減の こと を蚩 曰いて くれて それ 

で 萬 事が 滯 りなく すんだ の であった。 到る 處の靑 山に 春風が 吹いて 居た。 

アメリカへ 船が 着く 前に 二等 船客 は 囚徒の やうに 一 入々々 呼び出されて 先 づ険を 引つ くら 返さ 

^て トラフ ォ ー ムの 撿查を 受けた。 さう して 金 を 千. トル 以上 持って 居る か を 聞かれた。 さう して 

上陸 早々 ホボ ゲンの 稅關で 此の チュ —インガムの 稅關 吏の 爲に カバ ンを 底の 底 迄眞に 言葉 通り 徹 

底 的に 引っくり返され たのであった。 此れが、 つ い 一 寸前に 港 頭に 聳 ゆる 有名な 「自由の 神 像」 

を拜 して 來た 直後の ことなの である。 
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カバ ンは夏 目先 生からの 借り ものであった。 先生が 洋行の 際に 持って行って 歸 つた 記念品で、 

上面に ケ ー . ナ ッメと 書いて あるの を、 新調の ズ ッ ク の 力，. ヮ— で 包み 隱 したい かもので あった。 

其 中に ぎっしり 色々 の 品物 をつ め 込んで あった。 細心の 工夫に よって やっとう まく 詰め 合 はせ た 

もの を 引つ くら 返された ので あるから、 再び 詰める のが 中々 大變 であった。 此れが 自分の 窒內な 

ら 鬼に 角、 税關 の廣ぃ 土間の 眞 中で 衆人環視の 中に やる ので あるから シャツ 一 つになる 譯 にも 行 

かない。 實 際に 大汗を かいて 長い 時間 を 費した 後に、 やっと 無理やりに 詰め込む 事が 出來 たので 

あった。 日本への 土産に 獨逸ゃ 英士ロ 利で 買って 來 たつ まらない 雜 品に 一 つ/ \ 高 ぃ税を かけられ 

た。 其 間に 我が 親愛なる 稅關吏 は 止みな くチュ ー インガム を 一一 チヤ/ \嚙 みながら 品物 を 丹 今. J に 

引出し 引つ くら 返して は 帳面に 記入す るので あった。 アメリカ人 にしても 特別に 長い 方に 馬す る 

かと 思 はれる 此の 稅關 吏の 額 は、 チュ —インガム を 齒と齒 の 間に 引延ばす ァ クショ ンの爲 に 一層 

長く 見える のであった。 

ホボ ゲンと いふ 場所の 名まで が、 何だか 如何にも 人 を 馬鹿にし たやうな 名 だと 思 はれた の も 恐 

らく 此時 であった。 

ニュ —ョ —ク で安ホ テル を搜 しあて たと きに 帳場に 居た のつ ぼの 番頭が 矢張チ ュ ー インガム を 
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嚼んで 吾た。 さう して 「イエ— ス」 とい ふところ を 「ィ HI ァ」 と 云 ふので あった- 

更 所の 扉が たけが 使くて、 中で 用 を 足して 居る 人の 顏 こそ 見えない が、 非藝術 的な 二 本の 脚 は 

廊下から ちゃんと あけすけに 見えて 居る のであった。 

飲食店な どの 入口に も 同じ 様な 短 かい 扉が あって、 人 は それ を亂 暴に 肩で 押し あげて 出 人す る" 

あとで 扉 は パタンく と 數囘の 振動 をし なければ すぐに は靜 止の 位置に 落着かない のであった。 

電車の 中で も 人はチ ュ —インガム を 嚼んで 居た。 さう して 電車の 床の 上へ 平 氣で唾 を 吐いて 居 

た。 歐羅 巴で は 見た ことのない 現象で ある。 

ヮシ ン トンで 生れて 始めての 「1^1!^さの波」 に 襲 はれた。 此れに 就いては 前に ま 曰いた ことがある 

から 略す る。 ヮ シン ト ン から マウ ント. ゥヱ ザ ー の 氣象臺 へ 見擧に 出かけた 田舍 廻りの がた/ \ 

汽車 は アメリカと は 思 はれない 舊 式の 煤けた 小さな 客車で あつたが、 その 客車が 二つの 仕切りに 

151! 分され て 居て、 廣ぃ 方の 入口に は 「ホワイト」、 狹ぃ 方に は、 「カラ ード| 一  とい ふ 表札が 打って 

ある。 自分 は 少し 考へ 込んだ が、 どう 考 へても ホワイト ではない からと 思って カラ— ドの 方に 這 

人った、 さう して 眞黑な レデ— の 一 人と 相乘 りで 淋しい 田 舍の果 へと 搖られ て 行った。 

アメリカ でも プロ フェツ サ ー 達 は みんな 品の い \、 さう して 歐羅 巴の 國々 の 多くの プロ フェツ 
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サ ー よりも さつば りした 感じの 人が 多かった が、 此 等の 先生 逹は 誰も チュ ー インガム を嚙ん では 

居なかった。 

ボストンで、 と ある チヨ ブス ィ屋へ は ひって 夕飯 を 喰ったら、 其處に 日本人の ボ ー ィが 居て 馴 

れ 馴れし く 話しかけた。 歸 りに チップ をい つもより 奮發 して 出したら 突 返された。 さう して、 自 

分 は此處 では ボ ー ィ をして 居る が 日本へ 歸れば 相 當な家 もあって、 相 當な顏 の ある 身分で あると 

云って ひどく 腹 を 立てた。 すっかり 憂鬆 になって、 其處を 出る と、 うしろから 來た アメリカ人が 

「ビグ、 ジャ ー ッ プ」 と 云って 唾 を はいた。 見る と 矢張チ ュ ー ィ ン ガム を 嚼んで 居る のであった- 

一一 ュ ー ョ ー クを 立つ ときに ぺ ンシル ベ ユア - ステ ー ショ ンで、 いきなり 汽車に 飛び 乘 らうと す 

ると、 車掌に 叱り飛ばされた。 r レデ ー ス . ファ ー スト 一 と 云 ふので あった。 なる 程 自分の 側に 

お婆さんが 一 人 立って 居た。 此の 車掌 も 矢張チ ュ ー ィ ン ガム を 嚙んで 居た やうな 氣 がする。 或は 

さう でなかった かも 知れない が、 今考 へて 見る と、 どうして もさう でなくて は 勘定が 合 はない や 

うな 氣 がする ので ある。 

ナイ ャガ ラゃシ カゴ では 別段に 此れと いふ チ ュ 1 ィ ン ガムの ェ ピソ ー ド はなかった やうに 記憶 

する が、 此れ は 恐らく、 自分の 祌經が 此の 脅威に 對 して いくらか 麻痺し かけた 爲 であった か-? 知 
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な い。  . 

此れ は 今から 一 一十 年 前の 昔話で ある。 現在の アメリカで チ ュ ー ィ ン ガムが どれ だけ 流行して 居 

るか は 知らないが、 映畫 などの 中に 時々 此れが 現 はれる し、 モ， I リス. シ ュ、. ヮリ H  — 主演の チュ 

1 ィ ン ガム を 主題と した 映 畫が咋 年 あたり 東京で 封 切され たくら ゐ であるから、 恐らく 今でも 相 

當の 命脈 を 保って 居る ものと 考へ てさしつ かへ はないで あらう。 此れが 日本で いつ 頃から 流行し 

だし たかは 知らないが、 自分の 注意 を 引く やうに なった の は 近頃の ことで ある。 

チ ュ ー ィ ンガ ムは、 自分に は、 アメリカの ヤン キ —ズ ム の 象徵の やうに 思 はれて 仕方がな い。 

アメリカ 文化の 特徵が 悉く 此の 奇妙な 物質の 中に 集中され 包含され て 居る やうな 氣 がする ので あ 

るが、 その 理由 は 分らない。 

アメリカ人に は 勉强家 努力家が 中々 多い。 ギヤ ングも 居る が眞 面目な 努力家 も 多い。 努力の 餘 

波が 顎の 筋肉に 傅 はって 何 かしら 嚼 んで 居た くなる のかと も考へ て 見た。 自分の 知つ て 居る 老人 

で、 機嫌が 惡 くて 怒りたい の を 我慢して 居る ときに、 入齒を 止みな く 嚼み合 はせ るの が 居た。 又 

或る 精力 家 努力家で 聞え た醫 者で 患者 を 診察しながら 絶えす 奥 齒を嚼 み 合 はせ る 人が ある。 昔 か 

ら 「齒嚼 み をな して」 とい ふの は 腹 を 立てた 人の 形容と いふ ことに 相場が きまって Is るく らゐで 
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ある。 兎も角も のんびりした 氣持 やぼかん とした 氣 持と、 此の 齒嚙 みの 動作と が 餘程緣 の 遠い も 

ので ある だけ は糙 であらう。 

心理 學 者の 說 によると、 感情が あと. で 動作が さきだと いふ ことで ある。 怒る とい ふ 動作 をし な 

ければ 怒の 感情 は 發育を 遂げる ことが 出來 すに 消えて しま ふさう である。 此の 理窟 を 素人 流に 應 

用す ると、 齒を顿 み 合 はせ る 動作に よつ て 緊張 努力の 氣 持が 幾分 か は 助長され ると い ふ 效果が あ 

るの かも 知れない。 

顎の 張った 人 は 意志が 强 いとい ふから、 始終 チュ ，- インガム を 嚙んで 顎骨で も發 育したら 或は 

意志が 强 くなる とい ふの かも 知れない。 

かう 考へ て來 ると 少 くも 彼の 稅關 吏の 場合 は稍從 前と はちがつた 光の 下に 見直す ことが 出来る。 

稅關 吏の 仕事 は 要するに 一般に は餘り 面白い 仕事で ないで あらう。 それ を 忠實に 遂行す るに 要す 

る 努力の 興奮 劑 として チュ ー インガム を 使用して 居る とすれば、 いくらか 尤もらしく 思 はれて 來 

るので ある。 併し 銀座 を 歩いて 居る 二人の 洋装 婦人の チュ ー インガムが 何 を 意味す るか はどうし 

て も 分らな い。 

ク， -シュ —とい ふ フランス 人 は 一 アジアの 詩人と 賢人 一 と 題す る 書物の 一 節に 於て、 凡そ 世界 
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の 中で 日本人と アメリカ人と ほどに ちがった 國民は 先づな いとい ふ 意味の こと を 云って 居る C 此 

れには 自分 も 同感であった。 しかし 事實に 於て 服装で も 食物で も 建物で も 又 スボ— ッ でも ジャ ズ 

でも チ ュ ー インガム でも、 現在 滔々 として 日本の 社會の 或る レヴ 二 ルを 押し流して 居る もの はか 

うい ふ アメリカ 文化で ある やうに 見える の は 一 體 どうい ふ譯の もので あらう か。 地球上 層の 風 は 

西から 東へ 吹いて 居り 低氣壓 でも 大體 西から 東へ 動く の に、 ャ ンキ ー 文化が 太平洋 を 逆に 西向き 

に 渡って 押しよ せる の は 何故で あらう か。 日本人 はァ メリ 力で は 始終 排\1^ され 侮辱され て 居ても- 

其れと は無關 係に 寛大な 日本人 は アメリカ 文化に あく がれる ので ある。 さう して あの 一種 特有な 

ァ メリ 力 人の 歩き 方まで を眞 似ようと する の である。 

日本の 固有 文化 は外國 人に は 一 體に 分かりにくい。 中で も 最も 分かりに くいもの は 俳諧で あら 

う。 一 百 語 の 根本的な 相違 は刖 として も國 的 潜在意識の 相逮は 如何と もす る こ とが 出来な いので 

ある。 それにしても フランス 人 ゃロシ ァ 人に はいくら か は 俳諧の 理解が あると いふ こと は 文獻に 

徵 して 證 明す る ことが 出来さう である。 併し 恐らく アメリカ 程 一. 俳諧の 世界」 から 遠く はなれた 

國 は何處 にも あるまい と 思 はれる。 日本で は 泥坊に でも 俳諧が あるが、 アメリカの ギャングに は 

それがない。 チュ ー インガム を嚼む 稅關^ の 顔 は 日本人から 見れば 俳諧が あるか も 知れない が稅 
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關 吏の 胸の 中には 一 滴の 俳諧 も ありさう もな. い。 

チ ュ ー インガムの 流行 常用に よって 其の 齒墙 みの 動作の 反應 作用から 日本人が 生理的 並に 心理 

的に 段々 ァ メリ 力 人の やうな もの に 接近して 行く とい ふやうな こと はあり 得な いもの か。 さう い 

ふ 日 が來れ ば我國 の 俳諧 は 滅亡す る で あらう。 さ う し て 同時 に 日本 魂 も 悉く 消滅し てし まふで あ 

らう。 こんな 極端な 取 越 苦勞の やうな ことまで 考へ させられ るので ある。 

かう いふ こと を 書いて 居る 自分が、 實は 未だ 一 度 も その チ ュ ー ィ ンガ ム なる もの を 口に 入れた 

ことがない ので ある C 從 つて 此處で いふと ころの チ ュ ー ィ ン ガム 亡 國論も 畢竟 は 唯 一 場の さ 論に 

過ぎない と 云 はれても 仕方がない であらう が、 併し 此の 些 末な 嗜好品の 流行の 事實 もさう 輕々 に 

は見遁 がす ことの 出来な いもので は あらう と 思 はれる。 

叉考へ 直して 見る と 日本と いふ 國は 不思議な 國 であって 古い 昔から 幾度と なく 朝鮮 や 支那 やべ 

ル シァゃ 印度 や、 それから 恐らく は へ ブ ライ ゃァ ラビ ァゃギ リシ ァの 色々 の 文化が 色々 の 形の チ 

ュ ー インガム となって 輸入され 流行したら しいので あるが、 それ 等が 皆 何時の間にか 綺麗に 消化 

されて しまって 固有 文化の 榮養 となった ものら し い、 それで 俳諧で も 「力 ビ タン をつ くば はせ」 

たり 「ァ ラキチ ンタを あた \ め」 たりしながら 所謂 正風 を 振興した のであった。 現在の チ ュ ー ィ 
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ン ガム も、 それが 嚙み盡 されて 八 萬 四千の 毛孔から 滲み出す 頃に は、 又 別な 新しい 日本 文化と な 

つて 榮ぇ るの かも 知れない ので ある。 (昭和 七 年 八月、 文學) 
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緖 言 

映 畫は其 Q 制作 使用の 目的に よって 色々 に 分類され る。 敎育 映畫、 宣傳 映畫、 一一 ュ ー ス映畫 な 

どの 名稱が あり、 又此 等の 各、、 の 中で も 色々 な 細かな 分類が 出来る。 併し 此 等の 特殊な 目的で 作 

られ た映畫 でも、 それが 廣義に 於け る藝 術的價 値の ない もので あれば、 それ は 決して 其の 目的 を 

達する ことが 出来ない。 さう いふ 意味に 於て 凡ての 種類の 映畫の 制作 は 矢 張 廣義に 於け る 映畫藝 

術の 領域に 屬 する ものと 思 はれる から、 此處 では さう いふ 便宜上の 種別 を 無視して 概括 的に 考へ 

る ことにする 0 

映 畫は藝 術と 科學 との 結婚に よって 生れた 麒轔兒 である。 それで 映 畫を 論す る 場合に 映 畫 の 技 
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術に 關 する 科學 的の 基礎と、 其の 主要な テク 二 ー クに 就いて 一 通りの 解說 をす るの が 順序で ある 

が、 此の ー篇の 限られた 紙数の 中に 此れ を 述べて 居る 餘 地がない から， 鼓で は 一切 此等を 省略す 

る G 併し 大多数の 讀 者が 此點に 就いて 一通りの 豫備 知識 を 具へ て 居る ものと 假定 しても 恐らく 大 

した 不都合 は あるまい と 思 ふ。 

序ながら、 自分の やうな n 外漢が 此の 講座の 此の 特殊 項目に 筆 を 染める とい ふ^ 越を敢 てす る 

に 到った 因緣に 就いて  一一 一一 in して 置きたい と 思 ふ。 元 來映畫 の 藝術は 未だ 生れて 間 もない もので あ 

つて 其の 可能性に 就いては、 從來 相當に 多數な 文獻が あるに も拘ら す、 未だ 無限に 多くの ものが 

隱 され 拾 ひ淺 されて 居る であらう と 思 はれる。 從 つて、 却って さう いふ 文獻 などに 精通し ない 門 

外漢の 幼稚な 考察の 中から いくらか でも 役に立つ やうな 若干の 晤 示が 生れ 得る プ 口 バ ピリ ティ ー 

が あるか も 知れない と 思 はれる。 叉 一方で 自分 は、 從來 自分の 眼に ふれた 我 邦での 映 畫藝術 論に 

は往々 H 本人ば なれの した ものが 多い やうであって、 日本の 展 史と國 2^ 性 を 通し て 見た 映畫 の 理 

論 的 考察が 割合に 少ない やうに 思 はれる の を 遺憾と して 居た。 それで、 若し 多少で もさう いふ 方 

面からの 研究の 端緒と もなる ベ きもの に 觸れる ことが 出来れば 仕 合 だと 思った ので ある。 

もう 一 っ斷 つてお く 必要の あるの は、 發聲 映畫の 問題で ある。 始めから 發聲 映畫を 取って 考へ 
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るのと、 無 聲映畫 時代と いふ もの を 經て來 た 後に 現 はれた 發聲映 畫を考 へる のとで は、 考へ 方に 

餘 程な 隔たりが ある。 併し 此處 では 實 際の 歴史に 從 つて 先 づ無聲 映 畫を考 へた 後に、 改めて 训に 

發聲 映畫の 問題に 立 入りたい と 思 ふ？ 

なほ 映 畫に關 して は 經濟學 上から 叉 社會學 上から 見た 色々 な 問題が ある。 しかも 其 等の 問題 は 

必す しも 映 畫藝術 上の 問題と 切り離して 考 へる ことが 出来ない ものである。 併し 此 等の 重要な 點 

にも 此處 では 立 人るべき 餘裕 もな く、 叉 それ は 恐らく 自分の 任で もない から、 全然 省略して 觸れ 

ない ことにする。 此れ は遣憾 ながら 止む を 得ない 次第で ある。 此れに 就いてはべ— 口 • ボラ— ジ 

ュ の 「映晝 の 精神」 (B61a  ttaldzs:  Gel- (； eist  des l^ums,  1!K30) を讀 むこと をす、 めたい。 自 

分は此 書と プド —フ キン の 有名な 「フィルム テク 二 ー ク J との 一 一つから 最も 多く を敎 へ られ たも 

ので ある 0  — 

映畫藝 術の 特異性 

藝術 としての 映畫が 他の 色々 の藝 術に 對 して 如何なる 特異性 を もって 居る か を考へ て 見よう。 

， タ -  9 

大概の 藝術は 人類の 黎明 時代に その 原型 を もって 居る。 文學は 文字の 發明 以前から 語り ものと ^ 


して 傅 はり、 槍畫 彫刻 は 洞 壁 ゃ發掘 物の 表面に 跡 をと めて 居る。 音樂 舞踊 は 如何なる 野蠻 民族 

の 間に も 現存す る。 建築 や 演劇で も、 いづれ も 可也な 灰色の 昔に 迄 其の 發 達の 徑跻を 週る 事が 出 

來る であらう。 マ グダ レニ アンの 壁 畫とシ ャ.. ワン ヌの 壁畫の 間の 距離 は 如何に 大きく とも、 それ 

は 唯 一 筋の 路を 長く たどって 來た 旅路の 果の， 必然の 到達 點 であると も 云 はれな く はない。 ダホメ 

—の 音樂 とべ ー ト ー ヴ H ンの第 九 シン フォ 一一— との 比較で もさう である。 

映畫に 就いては どうで あるか。 例へば 昔から 我 邦で も 座興と して 行 はれる 影 人形 や、 もっと 進 

んで爪 哇の影 槍 芝居の やうな もの も、 それが 光と 影との 遊戲 であると いふ だけで は 共通な 點 がな 

く はない。 又 例へば 我 邦 古来の 緣卷 物の やうな もの も、 視覺的 影像の 連繽 系列で あると いふ 點で 

は 似た 要素 を もって 居ない と は 云 はれない。 それから 又、 眼底 網膜の 視 像の 持 鑌性を 利用す ると 

いふ 點 では ゾ ー ト 口 ー プゃソ ，1 マト 口 ー プの やうな 玩具と 似た 點も あるが、 併し 此 等の ものと 現 

在の 映畫 —— 無 聲映畫 だけ 考へ て も 11 との 間の 差別 は單 なる 進化 段階の 差 だけでなくて 可也 本 

質的な 差で あると 考 へられる。 少 くも ラヂォ や テレヴ イジ ョ ンが昔 は 無かった とい ふのと 同じ 意 

味で 映畫 とい ふ もの は 昔 は 決して 無かった 新し いもので あると いふ ことが 出来よう。 何と なれば 

現 の 精密 科學は 本質的に 昔の 自然 哲學 とちが つ た 要素 を もって 居る からで ある。 さう い ふ 全く 
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新しい 科學的 機械的の 技術が 在来の 藝 術と 何時の間にか 自由結婚 をして 其 結果 生れた 私 生 兒が卽 

ち 今日の 映畫藝 術で ある。 それが 私生兒 であるが 爲に 始めのう ち は、 父親の 藝 術の 世界で 此れ を 

自分の 子供と して 認知す る、 しないの 問題 も 起った ので ある。 併し 今では 此れ を 立派な 嫡子と し 

て 認めない 人 は 恐らくない であらう。 

オペ ラが 綜合 藝術 だと 云 はれた 時代が あった C  ^し 今日に 於て 最も 綜合 的な 藝術は 映 畫の藝 術 

である。 繪畫 彫刻 建築 はさ 間 的で あるが 時間 的で なく、 音樂は 時間 的で あるが 空間 的で ない C 舞 

踊 演劇 樂劇は 空間 的 で 同時に 時間 的で あると いふ 點 では 映畫と 同樣 である。 然 らば 此 等の 在来の 

時 さ 四次元 的藝 術と 映畫と 如何なる 點で 如何に 相違す るかと いふ 問題が 起って 來る。 

先づ 最も 分明な 差別 は此 等の 視覺 的對 象と 觀 客との 相對 位置に 關 する 空間 的關 係の 差別で ある" 

舞踊 や 劇 は 一定 容積の 舞臺の 上で 演ぜられ、 觀客は 自分の 席に 縛り 附 けられて 見物して 居る。 從 

つて 其の 視野と 視角 は 固定して しまって 居る。 胖し 映畫で • は 第 一 其の 舞臺 が窒內 にで も戶 外にで 

も 海上に でも 砂漠に でも 自由に 選ばれる。 さう して カメラの 對物 鏡は觀 客の 眼の 代理者と なって 

自由自在に 空間 中 を 移動し、 任意な 距離から 任意な 視角で、 なほ 其 上に 任意な 視野の 廣 さの 制限 

を 加へ. て對 象を觀 察し 此れ を 再現す る。 從 つて 觀客は 最早 傍觀 者ではなくて 自ら 其 場面の 中に 侵 
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入し 沒 入して 演技 者の 一 人に なって しま ふので ある。 それで、 面白い ことに は、 劇 や 舞踊の 現象 

自身 は 三次元 さ 間 的で あるに 拘ら す、 觀 客の 位置が 固定して 居る ために 其の 視像は 實にー 一次元 的 

な 投射 像に 過ぎない。 此れに 反して 映畫の 方で は、 スクリ —ンの 上の 光 像 は 正しく 二次元の 平面 

であるに 拘ら す、 カメラの 眼が 三次； 兀 的に 移動して 居る ために、 觀 客の 眼 は カメラの 眼を璲 得す 

る ことによって 却って 本 當に三 次元 的な 空間 の 現象 を觀 察す る こ とが 出來 る、 と い ふ逆說 的な 結 

架 を 生じる ので ある。 

此の やうに 映像が 一 一次：； 几 的で ある ことから 生じる 色々 な 可能性の うちに は 所謂 トリ ッ ク 撮影の 

色々 な 技巧が ある。 此れに よって 實 際の 舞 臺 演技で は 到底 見せる ことの 出来な いもの を も 見せる 

ことが 容易で ある。  , 

此の やうに して 映畫は 自由自在に { 仝 間 を 制御す る ことが 出来る 上に、 又 同様に 時間 を 勝 乎に 統 

御す る ことが 出來 るので ある。 單に フィルムの 斷 を 貼り 合 はせ る だけで、 一度 現 はれた と 寸分 

遠 はぬ 光景 を 任意に 何時でも カツ トバ ックし フラッシュ バ ッ ク する こと も 出来る。 東京の 町と a 

ンド ン の 街と を 一 瞬間に 取り 換へ る こと も 出来る。 又 撮影 速度の 加減に よって 速い もの を遲 くも、 

遲 いもの を 速く もす る ことが 出來 るし、 必要ならば 時 を 逆行 させて 宇宙の H ント C1 ピ— を 成少さ 
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せる こと さへ 出來 るので ある。 

此 等の 「映畫 の 世界 像」 の 分析に 就いては、 曾て 「思想」 誌上で 詳說 したから、 此處に は 再び 

繰返して は 述べない。 併し 以上 略說 した 所からで も、 映畫 なる ものが 如以に 自由に 時間 空間 を驅 

使し 統御し 得る か を 想像す る こと は 出来る であらう。 さう いふ 意味で、 映 畫藝術 は 本當に と 空 

間 を 一纏めに し た 所謂 四次元 § 間に 殿堂 を 築 上げる 建築 の 藝術 であると いふ こ とが 諒解され る で 

あらう。 さう して 舞 臺藝術 は 一見 此れと 同樣 である やうに 思 はれる に拘ら す、 實は 次. 兀數に 於て 

も、 叉 各 次元の 範圍に 於ても 甚 しく 制限され たもので あると いふ ことが 諒解され るで あらう。 同 

時に 何故に 映畫が 最も 廣ぃ 綜合 藝 術の 容器と なり 得る かとい ふ 理由 も 自ら 理解され るで あらう と 

思 はれる。 

映畫藝 術が 四次元 空間に 於け る 建築の 藝術 である 以上、 それ を 唯一 人の 藝術 家の 手で 完成す る 

こと は 甚だ 困難で ある。 建築が 設計者 製 圖者を 始めと して あらゆる 種類の 工人の 手 を 借りて 出来 

上る やうに、 一 つの 映畫が 出来 上る 迄に は實に 門外漢の 想像に 餘る やうな、 澤 山の 人々 の 分業 的 

な 勞働を 要する ので ある。 さう して それが 雜然 たる 群衆ではなくて、 殆ど 數學的 「鋼鐵 的」 に 有 

機 的な 設計 書の 精細な 圖 表に 從 つて、 嚴 重に 遂行され なければ ならない 性質の ものである。 しか 
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も それ は 此れに 併行す る經濟 的の 帳簿の 示す 數字 によって 制約され つ 、進行す るので ある。 細か 

く 云へ ば髙價 なフィ ル ムの代 價ゃセ ッ トの 値段 は 勿論、 n ケ— ショ ン. の 汽車賃 辨當 代から 荷車の 

代 迄 も豫算 されなければ ならない ので ある。 此れ を、 詩人が 一本の 萬 年 筆と 一束の 紙片から 傑作 

を 作り あげ、 畫 家が 输 具と 刀 ン.. ヮスで 神品 を 生み出す のと 比べる と 可也な 相違が あるの を 見遁が 

す こと は 出来ない。 映畫藝 術の 經濟的 社會的 諸問題 はこ k から 出發 する ので ある。 

映 畫の成 立 

以上の やうな 譯 であるから、 映 畫とは 何かとい ふ 問題 を考 へ. るに は、 抽象的な 議論 をす る 前に 

先 づ映畫 がどうして 作られる かとい ふ實際 上の 過程 を考へ て 見る ことが 必要で あると 思 ふ。 

一 つの 映畫が 作り上げられる 迄の 過程 は 時代に より 國 により、 又 製作者に より、 必す しも 同じ 

ではない やうで あるが、 大體に 於て 次の やうな 段階 を經 るべ き i 舌の ものである。 

第 一 に 其の 一 篇の 主題と なる ベ きものから 所謂 スト ー リ ー 或は シ ュ ジ ェ ー が 定められる。 此れ 

は 例 へ ば數行 の もので あっても よい が 鬼 も 角 も內容 の 大體の 筋 11 曰きが 出来る ので ある。 それ を も 

う 少し 具體 的な 脚本 卽ち シナリオに 發展 させる。 併し それで は 未だす ぐに 撮影 は 出来ない。 シナ 
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リオに 從 つて 精細な 撮影 臺本 が 作られなければ ならない。 それに は 撮影 さるべき 對象 選定 は 勿論 

それが 如何なる 條 件に 於て 如何に 撮影 さるべ きか 具體 的に 精細に 設計 規定され なければ ならな 

い。 それが 出来て 後に 關係 部員の それぐ の 部署が 決定され なければ ならない" 一方で は 精密な 

豫算も 組まれなければ ならな い。 

此れまでの 過程 は 凡て 「分析」 の 過程で ある。 出 發點に 於け る 主題に 含まれて 居る もの を 順次 

に 其の 構成要素に 解き ほごして 行って 其の 各部の 具體的 設計 を 完成す る 過程で ある。 

此の やうに して 出来た 設計が 完成 すれば 次に は、 此 等の 各部 分が 工人の 手に よって 實 物に 作り 

上げられなければ ならない。 卽ちー つ/ \の 場面の 一 つくの ショットの 斷片が 撮影され る。 同 

じ ものが 何度も.， \、 監督の 氣に 人る 迄 撮り直される。 此 場合に は 脚本 中に 於け る各シ ヨットの 

位置 や 順序に は 構 はす、 背景 ゃセ ッ トの 同じ もの を 便宜上 一 度に 撮って しま ふとい ふ 事 も 必要に 

なって 來る。 建築の 場合に 鑄 物 は 纏 物、 硝子 は 硝子と いふ 風に 別々 に まとめて 作らる \ と 同様で 

ある 0  . 

かう いふ 風に して 出来 上った 部分品 を 今度 は 組み立て \ 行く 「綜合」 「取り付け」 の 仕事が 此れ 

から 漸く 始まる。 卽ち藝 術 家と しての 映畫 監督の 主要な 仕事と しての 所謂 モンク ー ジュ の藝 術が 
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行 はれる ので ある。 

シナリオ を 書く まで は必 すし も 映畫の 技術に 精通し ない 素人で も 多少 「映 畫的 表現」 卽ち 「映 

畫の 言葉」 を 心得た 人なら ば 或 程度 迄 は 出来ない こと はない。 何と なれば それ は文學 から 映畫へ 

の 途中の 一段 階であって、 未だ 片脚 だけし か 映畫の 領域に 踏 込んで 居ない からで ある。 それ故に 

例へば 「貧しい 部屋の 中で」 とか 「歡 喜， に滿 ちて」 とか、 そんな 漠然とした 一 百 葉 を 使っても い 、 

かも 知れない。 しかしい よく 撮影 を實 行す る 前に は 此れで は 全く 役に立たない。 「貧し さ」 を 

一映 畫の言 葉」 卽ち、 此れに 相當 する 視覺 的な 影像に 飜譯 しなければ ならない。 例へば 極貧 を 現 

はす 爲に 水道の 止まった 流しに 猫の 眠って ゐる畫 面 を 出す とか、 放免され た 囚人の 歡喜を 現 はす 

のに 荐の雪 解の 河 面 を 出す とか、 よしや 其れ程の 技巧 は用ゐ ない 迄 も、 鬼に 角文學 的の 言葉 を 所 

謂フォ トジ ェ 一一 ックな フィル ミ ッ シ な 表現に 錁譯 しなければ ならな い。 

； W し、 それだけ では 未だ 映畫の 撖影臺 本に はなり 得ない。 一 つ/ \ の畫面 斷片の 含む フィルムの 

コ マ數、 或は メ ー トルで あら はした 其の 長さ、 或は 秒で 數 へた その 映寫 時間 を 決定し なければ な 

ら ない。 さう して 其 等の 斷片が 何箇 集まって 一 つの 系列 或は ヱ ピソ ー ドを 成す か を 決定して 其の 

全長 を 計算し、 さう い ふ 系列の 何箇が 全篇 を 成す か を 定めなければ ならな い。 
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實 際に は、 監督の 人に よって は、 可也に ル ー スな 方法に よる 人 は あるで あらう が、 原則として 

は 鬼 も 角 も 上記の 如き 有機的に 制定され た 道筋 を 通らなければ 一 篇の 有機的な 映畫は 出来る 害 は 

ない ので あるつ 所謂 「カフスに 書いた 覺書」 によって 撮影 を 進行 させ、 出た とこ 勝負の ショット 

を澤 山に 集積した 上で、 其 中から 截斷 した カツ ティ ン グをモ ンタ ー ジ ュ にかけ て 立派な もの を 作 

る こと も 可能で あらう が、 經濟 的の 考慮から、 さう いふ 氣樂な 方法 は 何時でも 何處 でも 許される 

箸の もので はない。 

以上 述べ て來 ただけ のこと から 考へ て も 映畫の 制作に は、 可也 緻密な 解析 的な 頭 腦と複 雜な構 

成 的 才能と を 要する こと は 明白で あらう。 道樂の 揚句に 手 を 着ける やうな 仕事で は 決してな いの 

である。 

「分析」 から 「綜合」 に 移る 前に 行 はる \ 過程 は 「選 擇」 の 過程で ある。 

凡ての 藝術は 結局 選 擇の藝 術で あると も 云 はれる。 藝術 家の 素材と なり 其の 表現の 資料と なる 

もの は 吾々 の 日常の 眼前に ころがって 居る。 その 中から 何を發 見して 抓み 上げる か 第 一 歩の 問 

題で あり、 第二 は 表現 法の 選み 方で ある。 映 畫藝術 家の 場合で も 全く 同樣 であって、 一 つの 映晝 

の 價値を 決定す る もの は 全く、 フィル ミツ シな 素材と それの フィル ミツ シな 表現 法の 選擇 である 
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と 云って よい。 「貧し さ」 「嬉し さ」 の 視覺的 代表者 を何處 から 拾って 來 るか、 それ を 如何なる 距 

離、 如何なる 角度、 如何なる 照明で、 フィルムの 何メ ー トルに 撮影し、 それ を 全篇の どの 部分に 

どう 人れ るか、 溶 明 溶 暗によ るか それとも 絞り を 使 ふか、 或は 重寫 を用ゐ るか。 此 等の 選び 方に 

よって 效果に は 雲泥の差が 生じる ので ある。 

如何なる 材料の 如何なる 撮影が 效果 的で あるか を判斷 する 爲には 映 畫家は 「カメラの 眼」 を も 

つ ことが 必要で ある。 プド ー フ キン は 爆發の 光景 を 現 はすのに 本物の ダイナマイトの 爆發を 撮 つ 

て 見た がー 向に 凄味 も 何もない ので、 試に ひどく 黑煙を 出す 炬火 やら、 マグネシウムの 閃光 や を 

取り 交ぜ、 おまけに 爆 發とは 何の 緣 もない、 有り合せの 河流の 映像 を插 人して 見たら、 意外に 素 

晴 しい 效果を 生じて、 本物の 爆發 より は遙 に爆發 らしい 爆發 が出來 たさう である。 又、 H ィゼン 

シュ ティン は 港の 埠頭に 於け る 虐殺の 殘酷さ を 見せる 爲に、 階段 を ころがり 落ちる 乳母車 を寫し 

た。 

「彫刻家が 大理石と ブ ン ズで考 へる やうに、 映 畫家は カメラと フィ ル ムで考 へさう して 選擇 

する ことが 第 一 義 である。」 

役者の 選擇 につ いても 同樣 である。 舞臺の 名優 は必 すし もフィ ル ム の 名優で はない。 口 シァ映 
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畫 では 唯の どん 百姓が 一流の 名優と して 現 はれる。 アメリカ 風の スク ー 映畫 でさへ も、 畫 面に 時 

時し か顏を 出さない ヱ キス トラの タイプの 選擇 如何によ つて 畫 面の 效果は 高調され 或は 減殺され 

る 0 

背景と なるべき 一 つの 森 や 沼の 選擇に 時には 多くの 日子と 旅費 を 要する であらう し、 一足の 古 

靴の 選定に はぢ むさ い 乞食の 群を氣 永く 物色す る こと も 必要になる であらう。 

此の やうに して 選擇 された 分析 的 要素の 撮影が 出来た 上で、 更に 第一 一段の 選擇 過程が 行 はれる _ 

それ は此 等の 要素 を 編輯して 一 つの 全體を 作る 所謂 モンク ー ジュ の 立場に 於け る選擇 過程で ある- 

大 體のプ ！1 ッ トに從 つて 撮影され た澤 山の フィル ムの卷 物の 中には 澤 山の 無駄な ものが 含まれ 

て 居る。 撮り 損ね、 撮り直しが あり、 或は 撮影の 際に 得られた 其竭 での ヒントに よる 餘 分の 獲物 

も あるで あらう。 それで、 使用され た フィルムの 陰畫 の點撿 によって 實 際陽畫 に燒附 けられ 映寫 

さるべき 部分 を 選び出す とい ふ 大きな 仕事が 此處 から 始まる ので ある。 ティモシ 二 ン コの擧 げた 

例で は 千 八百メ ー トルの 陽畫映 寫フィ ル ムを 作る ために 六 千メ  — トルの 陰畫が 消費され て 居る。 

使った もの、 やっと 三 割 だけが 役に立つ 勘定で ある。 此れ は 非常な 嚴し ぃ選擇 であると 云 はなけ 

れ ばなら ない。 胖 し出來 上った 最後の 作品の M 値 を 決定す る もの は實に 此の 最後の 選 擇の嚴 重さ 
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に 係 はるで あらう と 思 はれる。 

要するに 映 畫は截 斷の藝 術で ある。 例へば スタ —ンバ ー グの 「靑ぃ 天使」 の臺 本と、 いよ/ \ 

出來 上った 作品と を 比べて 見ても、 如何に 多くの ものが 截り 捨てられ たか 分る (我 邦での 撿閲 

の 切斷は 別と して-じ チヤ プリンが 其の 「街の 灯」 の 一場面 を 撮る 爲に 如何に 多くの フィル ムを 

無駄に して 居る か は、 エゴン- エルウィン-ヰ ッシュ の 訪問 記 を 一 見しても 想像され るで あらう。 

此の やうに して 行 はれる 選 擇的截 斷は云 ふ 迄 もな く 次に 來る ところの 編 树の爲 の截斷 であり、 

構成の 爲の 加工で ある。 一 瓶の 花 を 活ける 爲に 剪刀 を 使 ふのと 全く 同様な 截 斷の藝 術で ある。 

映畫 成立の 最後の： „ ^定的 過程と して 編輯 術に ついては 以下に 項 を 改めて 述べる 事と する。 

映畫の 編輯 過程 

澤 山な 陰 畫の堆 精の 中から 有效な もの を 選び出して それ を 如何につ なぎ 合 はせ るか 2^ 所謂 モ ン 

タ —ジ ュ の 仕事で ある。 

モンク ー ジュ とい ふ 一一 一一 口 葉 を 抽出し、 其の 意義 を自覺 的に 强 調した の はプド ー フ キン 一派の 人に 

始まる かも 知れない ので あるが、 要するに モン タ ー ジュは 平凡な 「編輯」 とい ふ 首 葉 を もって 
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用しても 大して 差 支へ ない とい ふ 事 はプド ー フ キ ン の 著書の 英譯に H デ イチ ング とい ふ 英語 を當 

て 、ある ことから も 想像され るで あらう C 又 此の 著者が 其の モ ンタ ー ジ ュ を 論じた 一 章の 表題に 

「素材の 取扱 ひ 方」 とい ふ 平凡な 文字 を 使 ひ、 さう して 其の 題 下に 「構成 モ ンタ ー ジュ」 「場面 

ェビソ I ド 

(景) の モ ンク ー ジ ュ 」 「捅 話の モ ンタ— ジ ュ 」 等の 小 區分を 設けて 居る ので ある C 

映畫 素材から 映畫を 作り上げる 編輯 方法と しての モ ンタ— ジ ュ は 抑 も映畫 始まって 以來行 はれ 

て來 たものに 相違ない ので あるが、 併し 初期の 映畫に 於て、 單に 海岸に 打 寄せる 浪の 遊び を 見せ 

たり、 或は 舞 臺演藝 を そっくり その ま、 寫 して 見たり したやうな 場合に は餘り 問題に ならな い 事 

であった。 併し 映 畫が單 なる 複製の 技術と しての 唯の 活動 寫眞 とい ふだけ の 境界から 脫 却して、 

其れ 自身の 獨自な 領域 を自覺 する やうに なり、 創作の 新しい ミリ ュ ー として 發 見され ると 同時に 

行 はれ はじめた 映畫 制作の 方法が 卽ち 此の モンク ー ジュ である。 云 は 映 畫の藝 術 的 編輯 法と で 

も 云って よい もの だと 思 はれる。 此の 言葉の もて 嚇 される 以前に 米の ダリ フ ィ ス や 佛のガ ンスな 

どの 實 行した 色々 の獨創 的な 效果的 手法 は 畢竟 モ ンク ー ジ ュ の 先 驅的實 例 を 提供す る ものである。 

併し 此の 言葉の 內容が 細かに 分析され る やうに なり、 「併行 モ ンタ ー ジ ュ 」 「比喻 モ ンタ —ジ ュ 」 

等 種々 の 型式が 酉 別され る やうに なつてから は 此等モ ンタ ー ジ ュ の 理論的の 討議が 色々 と 行 はれ W 


る やうに なって 來た。 例へば ヱ ィゼ ン シ ュ ティン は 其の 「映畫 の辯證 法」 に 於て、 プ ド— フキ ン 

等の モ ンク I ジ ュ 論の 基礎的 概念 を 批評し、 此れに 代るべき 辯證 法的 モ ンタ— ジ ュ 論 を 提出し、 

のみなら す 此れに 基いた 作品 を こしら へ ようとした。 併し 彼の 此 等の 試み は 又 一 派の 人から は 形 

式 主義 象徵 主義に 墮し たものと して 非難 もされて 居る。 併し かう いふ 議論 は映畫 理論家に とって、 

又 特に ソビ ヱトの 國是の 上から 重要 かも 知れない が、 一般 映 畫觀賞 者の 立場から は、 大した 意義 

を もたない 事で ある。 吾々 に 取って は 其の 映畫が 面白い ことが 第一義で ある。 八卷 なり 十卷 なり 

の 映寫を 退屈す る ことなしに 見て 居られる ことが 肝要で あり、 觀た あとで 全體 としても 細部と し 

て も 深い 感銘 を 印象され る ことが 大切で ある。 それに は イデ ォ 口 ギ— の敎 養に 無關 係に 世界の 人 

間の 心 を 捕 へ る ものがなければ ならな い。 さう して それ は 口 シァ 人に もフラ ンス 人に も 日本人に 

も 共通に 通用す る もので なければ ならない。 さう だと すれば、 それ は叉必 すし も 映 畫以來 はじめ 

て發 明され たもので はなく して、 少 くも 原理と して は旣 にあら ゆる 他の 藝 術に 存在して 居る と 同 

じ やうな 指導原理に 支配され る もので あらう とい ふ 事 は 想像しても 差しつ か へ がないで あらう。 

實際プ ド— フ キンで も H ィ ゼ ン シュ ティンで も、 ボ ラ ー ジュ で も 其 等 の 人々 の モンク ー ジュ に關 

する 論述 を讀 むに 當 つて、 其の 記述の 表面に 現 はれた 具象的な もの を 適 當にム タティ ス . ム タン 


502 


術 藝畫映 


ディ ス に 置換へ さへ すれば それ は 殆ど 完全に 他の 藝 術の 分野に 適用され 得る こと を 見出す であら 

う。 此れ は 寧ろ 當然な ことで ある C 主題の 分析、 選擇、 編成と いふ 過程に は 凡ての 藝 術に 共通な 

ものがなければ ならない からで ある。 

先づ 手近な ところで 例へば 活 花の 藝 術を考 へて 見る。 此 場合 は 簡單に 口で 云 はれる やうな 「主 

題」 はない かも 知れない が、 花 を 活ける 人の 潜在意識の 中に 隱れ たテ ー マが あって こそ 一 瓶の 花 

が 活け 上げられ るので ある。 其の テ ー マ を 表現すべき 「言葉」 として 花と 瓶と が 選ばれる。 花 は 

剪刀で カツ ト された 後に 空間 的モ ン タ ー ジ ュ を 受ける。 此 際に 例へば 靑竹 送り 筒に さ.^ げ と女郞 

花と 桔梗 を 活ける として、 此 等の 材料の { 仝 間 的 モンク ー ジュ によって、 此 等の 材料の 一 つくが 

單獨に 表現す る 心像と は 別に、 これ 等の もの を對 合させる ことによって 其處に 全く 別な ものが 生 

じて 來 る。 H ィゼ ンシュ ティン は 此れ を 二つの もの 上 早なる 組み合せ 或は 堆積 卽ち 彼の 所謂 敍事 

的な 原理と 見る 代りに、 二つの もの 、衝突の 中に 觀念を 生み出し 爆發 させる カ學的 原理 を 認めよ 

うとした やうで ある。 併し 吾々 の やうな 觀賞 者の 立場から すれば 配合 調和 相 生と いふの も、 對立 

衝突 相剋と いふの も、 作者の 主觀 以外に は 現象と しての 本質的な 差 を 認めなくても 結果に 於て 大 

した 差 はない やうで ある。 要は 結局 H ィゼ ン シュ ティ ン が 視覺的 陪 音 と 呼び、 或は 寧ろ 視覺的 
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結 合 昔 と 呼ばるべき もの を 生み出す にある ので ある。 此の 結合に よって 生じる もの は 最早：^ 

して 「花」 ではない 全然 別の 次元の 世界に 屬 する もので あり、 さう して、 それ は 唯 その 二つ 或は 

三つの 花の モン タ— ジュ によって のみ 現 はされ 得る ものである。 それでこそ 或 人の 或 日に 活けた 

,さ \ げと 女郎花と 桔梗と 靑 竹筒 は 一 つの 藝術的 創造の モ ンタ— ジ ュ 的視 像と なり 得る ので ある。 

活 花に 限らす、 造園で も 同様で ある。 砂 を 敷いた 平庭に 數箇の 石 を 並べる だけで も 其の 空間 的 

モンク ー ジュの リズムに よって、 そこに 石の 言葉で 綴られた、 しかも 石に よっての み 緩ら れ 得る 

偉大なる 詩が 生じる ので ある。 又 一 枚の 浮世 繪 からで も 吾々 は 色々 なモ ンタ ー ジ ュ の 手法 を發見 

する であらう。 H ィゼ ンシュ ティン は 特に 寫樂 のボ ー トレ ー トを 抽出して、 強調され た 顔の 道具 

の 相剋 的モ ンク ー ジュ を 論じて 居る が、 吾々 は廣 重で も北齋 でも 歌 麼 でも それ. に 特有な 取り 

合せの 手法 を 認める ことが 出来る であらう。 榑の 中から 富士を 見せたり、 大木の 向う に 小さな 富 

士を 見せたり する シリ ー ズは云 は i^n 田士を ライト モチ ー ヴ とした モ ンタ —ジ ュ の 系列で ある。 

かう いふ 意味に 於て 映畫 とい ふ もの 、一つの プ。 ト タイプと でも 云 はるべき もの は繪卷 物の 類 

である。 此れ はさ 間 的で あるの みならす、 又 幾分 時間 的で ある 點に 於て 一層 映畫に 接近す るので 

ある。 例へ ば 道 成寺緣 起と いふ 一 つの テ ー マが あり、 それの 內容 となるべき 一 とくさりの グ 口 テ 


5C4 


術 藝畫映 


スクで H  ロチッ クで 又宗敎 的な スト— リ ー が ある。 IS 卷 物の 畫家 は、 その スト ー リ— から 一 つの 

シナリオ を 作らなければ ならない。 先づ 如何にして ヒ—  D 1 と ヒロイン を 「紹介」 すべき か、 全 

篇を いくつの 場面に 分割すべき か、 1 つくの 場面に 如何なる 造型 的 視覺的 素材 を 用 ゆべき か を 

考 へなければ ならない。 卽ち 物語 を 「モ ンタ— ジ ュ 畫像」 の 言葉に 鋼譯 しなければ ならない。 此 

際に 於け る 創作的 過程 は映畫 監督の それと 可也 迄 類似した 點を もつ であらう。 道 成 寺の 場合に は 

叉、 初期の 映畫 で常套 的に 行 はれた 「追 驅け」 を 基調と する 構成の 趣が あると 云 はれよう。 

映畫の 場合に 甲の 場面から 次の 乙景に 移る 際に 所謂 溶 暗 溶 明 を 用 ゐる ことがある。 總卷物 で は 

其 代りに 雲 や 水 や 森 や 山の 模糊た る 雰圍氣 が 用 ゐられ る。 或 場合に は 紙面の 上下に 二つの 場面の 

終りと 始めと が 雲煙 を 隔て 、ォ —.. ヮ ー ラ ッ プの 形で 現 はれる こと も あるで あらう。 今 手近に 適切 _ 

な 實例を 擧げる こと は 出来ない が、 恐らく 此 等の 櫓 卷 物の 中から 「對 照」 「譬喩」 「平行」 「同時」 

等 色々 の モ ンタ— ジ ュ 手法に 類す る もの を 拾 ひ 出す こと も 可能で あらう と 思 はれる C 

映畫に 於け る 字幕 サブ タイトル に相當 する もの すら、 或る 搶卷 物に は 書き込まれて あるの も舆 

味 ある ことで ある。 

槍卷 物の 一 畫面は 云 はぐ 靜的 である。 その 静的な 一 畫 面から 次の 畫 面への 推移の リズ ム によつ 
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て 始めて そこに 動的な 效果を 生じる。 併し 映畫の 場合で も 例へば ドブジ H ンコの 「大地」 など は 

殆ど 靜 的な 畫 面のモ ン タ— ジ ュ が 多い。 有名な 「ポチ ョ ム キ ン」 の 市街 砲撃の 場面で、 石の ライ 

ォ ンが立 上って 哮吼 する ので も、 實は三 箇所で 撮った 三つの 石の ライ ォ ン の 組み合せに 過ぎな い 

と いふ ことで ある。 

此の やうに 靜 的な もの 、律動 的 配合に よって さへ 非常に 動的な 陪音を 生じ 得る ので あるから、 

動的な もの \ 結合から 更に 高次 元 的に 動的な 效果が 生れ 得る の は當然 である。 たと へば 「アジア 

の 嵐」 の 最後の 卷に現 はれる、 嵐の 描寫の 如きが それで ある。 

此れに 反して 拙劣なる モ ンク ー ジ ュ は、 動的な 畫 像の 單調無 味なる 堆積に よって 却って 觀 客の 

欠伸 を 促が す やうな 靜 的な もの を 作り出す こと. も 可能で ある。 下手な 劍 劇の 立 廻りが それで あら 

う。 

ヱイ ゼン シュ ティン は、 日本の 文化の あらゆる 諸 要素が モンク— ジュ 的で あると 論じ、 日本の 

文字で さへ も (？  )、  口と 犬と を 合せ て^える とい ふやう に出來 上って 居る と 云 ひ、 叉 歌舞伎に 就 

いても 分解的 演技の 原理と いふ 言葉 を 使って、 役者の 頭 や 四肢の 別々 な 演技が モ ンタ ー ジ ュ 的に 

結合され ると いふ 風に 解釋 した。 此の方 法を應 用した のが 近頃 封 切され た 「人生 案內」 のコ リカ 
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の 母の 死の 場合 だと 云 はれて 居る" 

彼 は 又 短歌 や 俳諧 を 論じて 「フレ ー セォ n ジ ー に 置換 へられた 象形文字」 であると 云 ひ、 二三 

の 俳句の 作例 を 引いて 其の 構成が モ ン. タ— ジ ュ 構成で あると 云って 居る。 

私 は 曾て 「思想」 や 「11 柿」 誌上で 俳諧 連句の 構成が 映 畫のモ ンタ ー ジ ュ 的 構成と 非常に 類似 

した ものである とい ふこと を 指摘した ことがある ，0 其 後 エイゼン シュ ティンの 所論 を讀ん だとき 

に 共鳴の 愉快 を感 すると 同時に、 彼が 連句に 就いて 何事 も 觸れて 居ない の を 遺憾に 思った。 恐ら 

く 彼 は 本當の 連句に 就いては 何事 も 知らないから であらう。 

映 畫 と 連句  - 

あらゆる 藝 術のう ちで 其の 動的な 構成 法に 於て 最も 映畫に 接近す る もの は 俳諧 速 句で あらう と 

思 はれる。 

所謂 發句は 其れ 自身の 中に 旣に 若干の 心像の 乇 ンタ ー ジ ュ 的 構成 を 具へ て 居る ものである。 併 

し 例へば 歌仙 式 連句の 中の 附 句の 一 つく は それぐ が 一つの モ ンク ー ジ ュ ビ ルドで あり、 その 

7 

「細胞」 である。 勿論 其 一つ/ \ は それ- ^一つの 繪 である。 併し 單に そ， S;J1- の繪， ^並んで 居る 5 


とい ふだけ では 連句の 運動 感は 生じない。 芭蕉が 「たと へば 哥仙は 三十 六 歩 也、 一歩 も あとに it 

る 心なく、 行に したが ひ、 心の 改 はたに 先へ 行 心なれば 也、 ビ と 云って 居る、 その カ學 的な 「歩 

み」 は 一 句から 次の 句へ の 移動の 過程に のみ 存 する。  - 

その 移動の モ ンタ— ジ ュ 的 手法 は 卽ち附 句の 附け 方であって 所謂、 匂と か 響と か 位と か你 とか 

いふ 東洋 的な 暗示 的な 言葉で 現 はされ て 居る ので あるが、 これ 等 は 畢竟 いづれ も 二つの 述 接：？ の 

各.、 に附屬 した 二つの 潜在的 心像が 如何なる 形に 於て 連鎖 を 作る かとい ふその 様式の 分類に 外な 

らな いので ある。 例へば 「くれ 緣に銀 土器 を 打く たき」 に附 けて 「身 ほそき 大刀の そる 方 を 見 

よ」 とする。 此の 附け方 を 「打て は 響く 如し」 と 評して あるが、 試みに 映畫の 一 場面に 此の 二つ 

の ショッ トを繼 起せ しめたと 想像 すれば、 その 觀 客に 與へ る 印象 は 恐らく 打てば 響く が 如くで あ 

るに 相違ない。 此れ を 例へ ば 「爆 發。 ゆ らぐ石 門」 「石の ライ ォ ンが眼 を さまし 吼 えて 躍り上が 

る」 とい ふ 連鎖と 比べ て 何處に 本質的の 差違が あるか。 「思 ひ 切た る 死 狂 ひ 見よ」 r 靑 天に 有 明月 

の 朝 ぼらけ」 と附 けた モ ンク ー ジュ と、 放免 狀を 突附 けられた 囚人の 畫 像の 次に 「春の 雪 解 河」 

を 出した 附け 合せと、 愤は刖 でも、 手法に 於て どれ だけの 差別が あるか。 

n ンチ |ー  ュ ィ ティ ，グラ フ ト 

映畫で 場、、 用 ゐられ る 推移の 手段と しての 接 枝 的 連接 法と も 呼ばれる 常套的 手法が ある。 例へ 
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ば 蓄音機 圓 盤が 出勤 iS レ ヂスタ ー の圓 盤に ォ ー.. ヮ. I ラップす ると か、 或は 皺 苦 茶の ハ ンケチ を 持 

つた 手 を 絞り 消して 絞り 明ける と 白い 薔薇の 花束 を 整へ る 手に 變 はる。 或は 窒內の トラ ン クが汽 

車の 網棚の トランクに 移り 變 はる ゃヶな 種類で ある。 ところが、 連句で は 此れに 似た ことが 屢. - 

行 はれる。 例へば 「儈 やや 寒く 寺に 歸 るか」 「猿 引の 猿と 世 を經る 秋の 月」 では 僧の 姿が 猿 引の 

猿に ォ ヮ ー ラ ッ プ 的に 推移す るので ある。 

映畫 で、 先づ 群集 を 現 はし、 次に カメラ を 近づけて 其 中の ヒ ー 口 ー を 抽出し、 ク。— ズ アップ 

に 映 出して 「紹介」 する。 連句で も 例へば、 「人 込に 諷訪の 涌 湯の 夕 まくれ」 「中に もせい の 高い 

山 ふし」 は 全く 此の 手法に よった ものである。 

映畫で 同時に 別々 の 場所で 起って 居る 事柄の 並行 的な モ ンタ ー ジ ュ によって 特殊の 效果 を收め 

る。 「餅 作るなら の 廣葉を 打合せ」 とい ふ 附句を 「親と 基 をう っ晝の つれく」 とい ふ 前 句に 附 

けて 居る。 座敷の 父と 息子に 對 して 臺 所の 母と 嫁 を 出した 並行で あり、 * 石 打つ手と 柏の 葉 を 並 

ベる 手が ォ ー. ヴ ー ラッ プす るので ある。 此の 一 一つの 場面の モンク— ジュ によって 吾々 は 一 つの 全 

體 として の 家庭の 雰圍氣 を實感 させられ るので ある。 

映畫の 光學的 映像より 成る 一 つ/ \ -のシ ョ ッ トに代 はる ものが、 連句で は 實感的 心像で 構成 さ 
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れた長 句 或は 短句で ある。 さう して 此 等の 構成要素 は 其の モンク— ジュ の リズムに よって 或は 急 

に 或は 緩 かなる 波動 を 描 い て 行く、 卽ち 音樂的 進行 を 生す るの である。 

映畫の 一 つの ショッ トは 音樂の 一 つ の樂 音に 比べ るよりも 寧ろ 一 つ の 旋律に 譬へ ら るべ きもの 

である。 それが モ ンタ ー ジ ュ によって 互に 對立 させられる 關係は 一 種の 對位 法的 關係 である。 前 

の ショッ トの 中の 各 要素と 次の シ ョ ッ トの各 要素との 對位的 結合に よって 其處に 複雑な 合成 效果 

を 生す るので ある。 連句の 場合で も 正に 其 通りで 前 句と 附 句と は 心像の 述 鎖の コ ン トラ プン タト 

とし ての み 其の 存在 價値を 有する ものである。 

此の やうに して 連句の 運動が 進行す る 有様 は 或 度 迄 例へば ソナタの 如き 樂 曲の 構造に 類す る。 

此の 比較に 就いては 曾て 雜誌 「漉 柿」 誌上で 細論した (本 仝 集 第七卷 收錄) から 玆には 略す るが、 

それと 全く 同じ ことが 映畫の 律動 的 編成に 就いても 云 はれる ので ある。 さう して 序破急と 云 ひ 或 

フ ァ クシ ミレ 

は 起承轉 結と 稱 する 東洋 的モ ンタ— ジ ュ 手法が 悉く 映畫 編輯の 律動 的 原理の 中に 其の 同型 を 見出 

すので ある。  - 

要するに 此 等の モンク ー ジュ の 要訣 は、 二つの 心像の 識閾の 下に 隠れた 潜在意識 的な 領域の 觸 

接 作用に よって 其處に 二つの もの、 「化合物」 にも 比較 さるべき 新しい もの を 生 するとい ふこと 
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である。  . 

識閾の 上層 だけで つながつ たもの は、 つまり 一 つの 静的な 像で ある。 所謂 附 過ぎた 連句 は、 結 

局 一 句 を 二つに 分けた だけで 「歩み」 はない。 同様に 映畫に 於ても、 例へば 單 調なる 「チヤ ンバ 

ラ」 の 場面 はいくら 績 いても、 それ は 結局 唯一 つの ショット としての 效果 しかない。 此れに 反し 

て假令 識閾の 上で は單 調な 畫面を 繰返して 居ても、 其の 底 を 流れる 情緒の 加速運動が あれば 觀客 

は 知らす 識らす 釣 込まれ 引き すられて 行く。 例へば 「巴 里の 屋根の 下」 で 街の 唄 ひ 手が 手風琴 を 

彈 いて 嘴って 居る。 その 哏ひ 手と 聽 衆が 繰返しく 映寫 される。 併し 其の 巧妙な 律動 的な モンク 

1 ジュ によって 觀 衆の 心の中の 奥底に は 一 つの 葛藤が 段々 發展し 高調され て 行く ので ある。 叉 同 

じ 映畫で ダン ス 場に 於け る 踊る 主人公と 此れ を 狙 ふ惡漢 との 交互 的 律動 的モ ンタ I ジ ュ も 此れと 

全く 同様で ある。 此れ は 二つの 畫 面の 接 觸 作用に よって 觀 客の 心に 生す る反應 作用 を 其の 自然の 

リズ ム に從 つて 誘導して 行く ので ある。 それで 此の モ ンタ— ジ ュ の リズ ムが觀 客の 期待の リズ ム 

に 共鳴 するとき に はじめて 最大の 效果 を收め 得る ので、 此れ は 音樂の 場合と 全く 同樣 である。 

此の やうに、 映 畫の畫 面の 連結と 連句の 句 間の 連結と は 意識の 水準 面の 下で 行 はれる ときには 

じめ てカ學 的な 意味 を もつ ので ある。 例へば 水面に 浮んで 居る 睡蓮の 花が 一 見ば らくに 散らば 


5!1 


つ て 居る やうで も 水の 底で は 一 つ の 根に つながって 居る やうな ものである。 

一 つくの 意識的な 具象から は 識閾の 下に 無数の 根 を 引いて 居り、 その 根の 一 つく は 又 他の 

澤 山の 具象の 根と 連結され て 居る。 かやう にして 天地 間の 萬 象 は複雜 極まる 網目に よって 無限 多 

義 的に 聯關 して 居る。 ゆから 乙に 移る 連絡 道路 だけで も 無限に 多 數に存 する。 それ 等の 通路の 中 

に は 國道も あり 間道 も あり、 又 人々 によって 通 ひ 馴れた 道と、 さう でない のとが ある。 それで 今 

E' の 影像の 次に 乙の 影像 を 示 された 觀客は 其の 瞬間 に 於て 其の 觀 客の 通 ひ 馴れた 甲乙 閒の 通路の 

心像 を 電光に 照らされる 如く 認識す るので あらう。 

それで 映畫ゃ 連句の モ ンタ 1 'ジ ュ が 普遍的な 效果 を收め 得る 爲に は、 作者が 示さう とする 「通 

路」 が國 道で あり 縣道 である ことが 必要で ある。 さう でない とき は 作者の 一 入 合 點に陷 つて 一般 

鑑賞 者の 理解 を 得る こと は 困難で ある。 

映 畫 と 夢 

の 如く 考へ て來 ると 吾々 は 自然に 映畫と 夢との 比較 を 暗示され る。 

夢の 中に 現 はれる 雜 多な 心像 は 一 見 茶 だ 突飛な もので 何の 連絡 もない 斷片の 無機 的 系列に 過ぎ 
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ないやう で ♦ あるが、 精神分析 學 者の 說く所 によると、 それ 等の 斷片を 其れの 象徵 する 潜在的 內容 

に飜譯 すれば、 さう いふ 夢 はちゃん とした 有機的な 文章に なり、 さう して 恐るべき 我が 內部 生活 

の 秘密 を 赤裸々 に 暴露す る ものである。 唯 夢の 場合に は此 等の 「夢 內容」 を 表 はす 象徵 としての 

顯在 像が 普遍的の もので なく 人々 の 個人的な 歷史 によって のみ 規定され たもので あるから 讀み取 

る ことが 困難 だとい ふので ある。 

映畫ゃ 連句の 場合に 於ても、 一 つくの 顯在 的な 映像の 底に かくれた 潜在的 內容が 多量に 存在 

して 居る。 モンク ー ジュの 秘密 は、 此の 潜在的 內容の 言葉で 文章 を 緩って 行く 方法に あると も 云 

はれる。 

夢の 心理と 連句の 心理の 比較に 就いては 曾て 雜誌 「跪 怖」 誌上で 詳論した から 玆 では 略す る。 

さう して 其處で 論じた こと は 殆ど 其の ま、 に 又 映畫の モ ンタ ー ジ ュ に 適用しても 差 支へ ない と 思 

ふので ある。 それ は 鬼に 角 自分が 此の 論 を 出した 後に r ク 口 ー ズ . アップ」 第七卷 第一 ー號を 見て 

居たら ヒ ュ ー ズ (C.  J.  Peuneth ミ ne  nuoches) とい ふ 人が 映畫と 夢との 比較 を 論じて 居る の を 見 

て 興味 を 引かれた。 夢に 色彩の ない こと、 羊の 群が 見る 間に 兵隊の 群に 變 つたり する ことな どが 

述べて ある。 それから、 夢が 阻止され た 願望の 實現 となる やうに、 映 畫の觀 客 は 映畫を 見る こと 
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により、 實 際に は 到底 なれない 百 萬 長者に なり、 出来ない 戀 をしたり、 不可能 事 を 仕遂げる とい 

ふやうな. こと も 云って 居る。 此れ も 面白い 見方で ある。 映畫の 大衆 的で ある 所以 は 最も 密接に 此 

點 につな がって 居る とい ふ 事 は 疑 もない ことで ある。 

映畫と 連句と が箇々 の 一 一つの 斷片の 速 結の モ ンタ— ジ ュ に 於 て^ど 全く 同 一 であるに 拘ら す、 

全體 としての 形態に 於て 著し い 相違の あるの は、 所謂 筋が 通って 居る のと 通って 居ない のとの 酉 

刖 である。 多くの 映畫は 一 通り は 論理的に つながった スト ー リ ー の 筋道 を もって 居る のに、 連句 

歌仙の 三十 六 句 は 何等 さう した 筋 を もたない ので ある。 しかも 映畫 でも 例へば 「伯林」 の 如き は 

全體 として 何等の 物語 を 示さない。 マン-レイの 「海 飜車」 も 何等の 事件 を 示さす、 唯 此の 海産 

動物に つながる 聯想の 活動 を 刺戟す る ことによって 「憧憬の 霞の 中に 浮搖 する 風景 や、 痛ましく 

取り止めの つかない、 いろくの ヱ 口 チックな 幻影 や、 片影し か 認められない 様々 の 形態の 珍ら 

しい 萬 華 鏡の 戲れ やが、 不合理な 必然性に 從 つて 各自の 中から 生長す る」 (ボラ— ジュ 「映 畫の 

精神」 一 一 五 頁)。 

併し 此 等の 絕 對映畫 では、 鬼 も 角 も 「伯林」 とか 「ひとで」 とかい ふ 主題に よって 全 體が總 括 

されて 居る •。 しかし それ 程簡單 でない もの も ある。 「アン ダル ー シァの 犬」 と稱 する 非 現 實映畫 


514 


術 藝畫映 


(往來 社 版、 映畫 脚本 集 第二 卷) になる と 最早 さう いふ 明白な 主題 はない。 其の モンク ー ジュは 

純然たる 夢の 編成 法で あり、 しかも 可也に よく 夢の 特性 をつ かんで 居る。 例へば 月 を斷ち 切る 雲 

が、 女の 眼 を 切る 剃刀 を 呼び出し. た^、 男の 掌の 創 口から 出て 來る蟥 の 群が、 女の 腋毛に ォ ー. ヮ 

1 ラップした りする。 さう いふ 非現實 的な 幻影の 連續の 間に、 人間と いふ もの \ 潜在的 心理 現象 

の畏 るべ き眞實 を描寫 する。 この 點で此 種の 映畫の 構成 原理 は 最も 多く 連句の それに 接近す る も 

のと 云 はなければ ならない。 此の 比較 は、 現在 ある ものよりも 更により 多く 連句 的なる 非 現實映 

畫の 可能性 を 暗示す る。 通例 はさう 思 はれて 居ない ド ブジエ ンコの 「大地」 など は 正しく 其の 方 

向への 第一歩で あるに 相 遠ない。 

前 衞 映 畫 

映畫を 演劇 ゃ文學 から 解放して 映畫 的な 映畫の 天地 を 開拓しょう として 起された 色々 の 運動の 

試みが 所謂 前 衞映畫 である。 「ァ ヴァ ンギ アルドと は 金に ならぬ 映畫を 作る 人達の 仲間 を 云 ふ」 

と 揶揄した 人が ある C 從 來の此 等の 試み は、 凡て 唯 實驗窒 的の 意義し かないが、 さう いふ 意義に 

5 

於て は 尊重す ベ きもので あると い ふ 風に 解釋 されて 罟る。 倂 しさう ばかり は 云 はに ないで あらう 5 


と田ヒ よれる。 アメリカ人 ゃ獨 逸人に は 到底 理解され ない ものが 東洋 日本の 大衆に は 理解され 享樂 化 

" ^  5 

さ X て 居る 例 はいくら でも ある。 將來 もしも 此處で 云 ふやうな 連句 的な 前衛 映畫が 培養され 發育 

し 得る 土地が あると すれば、 それ は 恐らく 我 日本の 外に はないで あらう と 思 はれる。 さう して そ 

れは 恐らく フ ランス 人と n シァ 人に は 幾分 か は 理解され るで あらう と 想 はれる。 それに 拘らす 現 

在に 於て 此の方 面 を 開拓しょう とする 運動の 萌芽 すら 我 邦の 何處 にも 認められな いのは 殘 念な こ 

とで ある。 

抽象 映畫 

瑞 典の 一 畫 家が 創めた 抽象 映畫 は、 幾何 擧的 形象の 運動の 連鎖であって 一 動く 装飾」 と 云 はれ 

て 居る。 此れ は聽 覺に關 する 音樂 から 類推して 視覺的 音樂を 作らう とい ふ 意 園から 起った もので 

あらう が、 此れ は 恐らく 誤った 類推に よる 失敗で あらう と 思 はれる。 耳 は 音 自身 を聽 き、 しかも 

此れ を 無意識に 分析し 得る 特殊の 能力 を もって 居る。 併し 眼 は 其の 映像の 中に 綜合され た 實體と 

其の 內容と を視る ものであって、 特刖な 訓練な しに は 其 中から 線 や 面 を 分析し 抽出す る やうに 出 

來て 居ない。 此れ だけの 根本的な 感官 的 性能の 差違 を考 へた， たけで も 抽象 映畫 なる もの &價値 は 
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理解され るで あらう。 それで 禱畫 における キ ュ ー ビズ ムゃフ ュ チュ リズム の 運命が 恐らく は此 

種の 映畫の 行末 を 見せて くれる であらう。 

發聲映 畫 

無 聲映畫 が 渐く發 達して、 演技 や 見世物の 代辨の 地位 を脫 却し、 固有の 領域 を 設定し かけた と 

きに、 突然 發聲 映晝の 器械が 市場に 現 はれた。 それが 爲に 漸く 「雄 辯」 になり かけた 無 聲映畫 

は 突然 「啞」 にされ てし まった のであった G 

映 畫が物 を 云 ふとい ふノヴ ェ ル ティ に對 する 好奇心 はほんの 僅かの 間に 消え去つ てし まふと 共 

にあら ゆる 困難が 鑌 出して 来て、 映 畫藝術 は 高， い 山から 谷底へ 顚 落した。 さう して 其の 第一歩 か 

らもう 一 遍 新しく 踏み出さなければ ならな い ことにな つてし まった C 

先づ 第一 に 技術 上の 困難が 起る。 例へば 雜音を 防止す る 爲に從 来の ステュ ヂォが 役に立たなく 

なると か、 實 際の 雜音は 丸で 別物に 變 るから 適當な 擬音 を搜 すと か、 動き 廻る 役者の 聲を どうし 

て錄 音す るかと いふ やうな 色々 の 問題が、 單 なる 技術 上 だけの 問題でなくて、 映すべき 素材の 上 

て 制限 を 及ぼす ことになる。 併し さう いふ 困難 は 凡て 解決され たと して、 後に 殘る純 粹な藝 術 上 
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の 問題が 起って 來る ので^る。 

すぐに 分った こと は、 役者の ダイ ァ 。 I グを 聞かせようと 思 ふと 視覺 的畫 面が 靜的 になって し 

まって 死んで しま ふ. - . それ を 避ける 爲に 隣室で 立 聞く 人 を 映したり して 單調を 防ぐ 必要が 起って 

来る。 

それよりも 困った ことに は國語 の 相違と いふ こと が 有 聲映畫 の 阈際的 普遍性 を 妨げ る。 無聲映 

畫を 「聽」 いて 居た 觀客 は、 有聲 になった 爲に 聾に なって しまった。 

此 の 困難 を 避ける に は出來 る だけ 言語 を 節約す ると いふ 方針が 生まれる、 さう して 字幕え の 安 

協が 講究され る。 

言葉の 節約に よって 始めて 發 見され た 面白い 事實 は、 發 聲映畫 によって 始めて 完全に 「沈 默」 

が 表現され 得る とい ふこと であった. - 無 聲映畫 では 唯 僅かに 視覺 的に 暗示され るに 過ぎなかった 

沈 默と靜 寂と が發 聲映畫 によって はじめて 力強い 實感 として 表現され る やうに なった ので ある。 

其れと 同時に 叉 一 歩 進んで 適 當な雜 音の 插 入が 一 層 此の 沈默の 强 度 を 強める こと も 分って 來 

た" 一 鳥の 啼聲で 山が 更に 幽靜 になる とい ふ 昔の 東洋 詩人の 發 見した 事が 映畫 家に よって 新に も 

う 一 度發 見され 應 用され る やうに なった。 鋪道を あるく ル ムぺ ン の 靴音に よって 深更の パリの 裏 
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町の 淋し さが 描かれたり、 林間の 沼の 汀に 鳴く 蛙 や 蟲の磬 が 悲劇の あとのし ま を 記載す る やう 

な 例が それで ある。 

此の やうな 昔の モ ンタ ー ジ ュ は 俳諧に は 普通で ある。 有名な 「古池 や 蛙 飛び込む 水の 音」 は 勿 

論で あるが 「灰汁 桶の しづく やみけ りきり ぎりす」 「芭蕉 野 分して 患に 雨 を 聞く 夜 かな」 「鐵 砲の 

遠音に 曇る 卯月 哉」 等枚擧 すれば 限り はない。 

凡ての 雜音は 其の 發音體 を 暗示す ると 同時に 又 其の 音の 擴 がる さ 間 を 暗示す る。 不幸に して 現 

在の 錄音 機と 發聲 マイクロ フォ ンとは 其の 機巧の 未だ 不完全な 爲に、 あらゆる 雜 音の 忠實な 再現 

に 成功して 居ない。 それで、 盲者が、 話し 聲の 反響で 窒の廣 さ を 判斷し 得る やうな 微妙な 音色の 

差別 を 再現す る こと は 未だ 出来ない ので あるが、 それに も 拘らす 適 當な雜 音 の 適 當な插 人が 畫面 

の 空間の 特性 を强 調す る 事 は 驚くべき ものである。 通り過ぎる 汽車の 音の 強まり 弱まり 消え去る 

ことによって 平面 的な スクリ I ンは 忽ち 第三 次元の 空間 を 獲得して 數 平方 米の 舞 臺は數 秆の廣 さ 

に擴 張され る。 遠くから 聞こえて 來る 太鼓の 音に 聞 耳 をた てる ヒ。 インの 姿から、 一隊の 兵士の 

行進して 居る 長い 市街の ヴィ スクが 呼び出され 描き出される。 霧の 甲板に ひ く 汽笛の 音と 其の 

反響に よって 或る 港の 夜の 空間が 忽然と して 觀客の 頭の 中に 擴 がるので ある。 
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音が 空間 を 描き出す の は、 音の 傳播 がさ 間 的であって 光の 如く 直線 的で ない 爲 である。 それが 

爲に又 吾々 は 音の 來る 角度 を 制限す る ことが 出来ない。 廣ぃ 視野のう ちから 一 定の 枠に よって 限 

られた 部分 だけ を 切 取って 映 出 するとい ふ 光學的 技法 は 昔 響の 場合に 最早 當 嵌める ことが 出来な 

い。 從 つて 畫 面に は 寫 つて 居ない 人間 や 發音體 の 音が 容赦な く 侵 人して 来る。 併し 此の 音響 傳播 

の 特性 を 利用す る ことによ つ て發聲 映畫は 異常な 能力 を發 揮す る ことが 出來 るの である。 例へば 

探偵が 容疑 犯罪者と 話して 居る 折 柄 隣室から 土人の 女の 歌が 聞こえて 來 るのに 氣が附 いて 耳を欹 

てる。 歌が 止んで 後に その 女が 現 はれる とすれば、 其處に 特殊な モンク— ジュ 效果を 生す る。 或 

は 突然 銑聲が 聞こえて 窓ガ ラ ス に孔を あける、 そこで カメラ が廻轉 して 行 つ て 茂み に隱れ た惡漢 

に 到着す ると 云った やうな、 所謂 非 同時 的な 音響 配偶 によって 色々 の效果 が收め 得らる &の であ 

る。 「西部 戰線」 の 最後の 慕で、 塹壕の 傍の 焦土の 上に 羽 を 休めた 一 羽の 蝶 を 捕へ ようとす る 可 

憐な パウルの 右手の 大寫 しが 現 はれる。 忽ち、 ピ シンと 鞭で はたく やうな 銑聲が 響く。 パウルの 

手 は 瞬時に 痙孿 する、 さう して 靜 にく 力が 拔 けて 行く ので ある。 

音と 光との 二つの 世界の 色々 の 差違が 色々 の 形で 發聲 映畫に 利用され る、 そのもう 一 つの 顯著 

な 目標 は リズ ム の 問題に 係 はって 居る。 律動 は 本来 時間 的の ものであって 時間 的に 週期 的な 現象 


520 


術 藝畫映 


が 吾々 人間に 生理的 及 心理的に 內在 する 律動 感に 共鳴す る 現象で ある" 空間 的の リズム は、 此れ 

から 導出され た 第一 一次 的の ものであって、 眼が 空間 を搜り 歩く 運動に よって はじめて 時間 的な リ 

ズ ム に鑭譯 される ので ある.。 從っ て 律， 動感の 最も 本質的な もの は 時間 的に 一 元 的な 音響 的 音樂的 

律動で ある。 律動 的な 音 は 子供で も野蠻 人で も 自然に 踊り 出させる ので あるが、 無 聲無伴 樂映畫 

の 可也 律動 的な 場面 を 見ても、 訓練され ない 觀客は 中々 足拍子 手拍子 をと る やうな 氣 分に はなら 

ない ので ある。 それで、 發聲 映畫に 於て 視覺の リズムと 照應 した 物音の 律動 的驅 使に よって 著し 

ぃ效果 を收め 得る の は當然 のこと である。 例へば、 ル ー ピッチの 「モンテ カル tl J で 突進す る 機 

關 車の H ンヂン の 運動と 汽笛の 音と 伴奏 音樂 との 合成 的 律動 や、 「自由 を 我等に」 に 於け る 工場の 

鎚の 音、 「人生 案內」 の 線路 工事の 鐵 挺の 音の 使用な どの やうな のが それで ある。 此 等の 雜音 だけ 

で、 音 樂を拔 きにしても 恐らく 或る 程度 迄 は 同様な 律動 感を 呼び 起される であらう と 想像され る- 

畫 面と 音響との 對位 法的な 律動 的 構成の 試みが 「世界の メ  ti ディ—」 の 中に 用 ゐられ て 居た。 

ピアノの 鍵盤と ピアノの 音と が、 銅 li のク 口， -ズ アップと 其の 音と に 交互に カツ トバ ッ ク される 

ところな どあった やうに 記憶す る。 此の 映畫 は全體 として は 寧ろ 失 股で あつたと 思 はれる が、 併 

しかう いふ やうな 手法の 試みと しての 廣値は 認めて やらなければ ならない であらう。 
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視覺 と聽覺 とのもう 一 つの 著しい 差 逮の點 が ある。 それ は 此の 二つの 感覺の 單義性 に 於け 

る 相違で ある。 視 像の 場合で も 勿論 錯覺 によって 甲の もの を 乙と 誤認す る こと は 可能で ある。 實 

際 此の 錯覺を 利用して、 ォ ー.. ヮ— ラップに よる 接 枝 法 モンク， I ジュ で、 ハンケ チ から 白 薔薇 を 化 

成す る。 しかし 音の 場合 は 稍 趣きが 違 ふ。 少 くも 吾々 目明きの 世界に 於て は、 一 つの 雜音 或は 騷 

音の 聽覺 によって 喚起され る 心像 は 非常に 多義 的な ものである。 例へば 風の 音 は 衣 すれの 音に 似 

通 ひ. 溜息の 聲 にも 通じる。 タイプライタ， I の 音 は機關 銃に も、 鐵 工場の リベット ハ マ， I の 音に 

も 類し 得る 可能性 を もって 居る。 此れが 爲に 例へば 驚 鳥の 聲 から 店の 鎧戶の 音へ 移る やうな 音の 

ォ—， ヴ— ラッ プは 映像の それよりも 容易で あり 又效果 的で あり 得る。 のみなら す 色々 な 雜音は そ 

の 音源の 印象が 不 判明で あるが 爲に、 其の 喚起す る 聯想の 周 園に は 簡單に 名狀し 記載す る ことの 

出来ない 潜在意識 的な 情緒の 陰影 或は 笹緣 が附 いて 居る。 音の 具象 性が 稀薄で あれば ある ほど、 

此の 陰影 は 濃厚になる。 それ だから、 名狀し 難い 色々 な 心 持の 一一 ュ アンスの 象徵 として は 音の 方 

が畫 像よりも 一層 有力で あり 得る とい ふこと になる。 

例へば 「人生 案內」 の 最後の 景に 於て 機關 車の 吼 える やうな 唸く やうな 聲が 妙に 人の 贜腑 にし 

みて 聞こえる。 「巴 里の 屋根の 下」 で 二人の 友が 喧嘩 をしょう とすると きに、 こ はれた レコ ー ド 
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のガ と 鳴り 出す 其の 非音樂 的な 不快な 騷 昔が 異常に 象徵 的な 效果を もって 場面の やま を 頂 

上へ と 押し上げる。 

象徵 的で あるが 故に 又 音響 は ライト モチ I ヴ としても 有效に 使用され る。 「モロ ッ コ」 に：^、 け 

る 太鼓と ラッパ、 「靑ぃ 天使」 に 於け る 時鐘の 音な どが それで ある。 此の 後の 映畫 で、 不幸なる ラ 

—ト 教授が 陋巷の 闇 を 縫うて とぼ/ \ 歩く 場面で 何處 となく 聞こえて 來る 汽笛 だか 何だか 分らぬ 

妙な 音 も 矢 張 さう いふ 意味で 使 はれた もので あらう。 運命の 呪 ひの 聲と でもい ふやうな 感じ を與 

へ る ものである。 

俳諧 連句に 於て は實に 巧妙に 此等 音響の モンク ー ジュ 手法が 採用され て 居る。 前揭 「灰汁 桶」 

の 句で は I 下の 點 滴の 音が 魅： t の聲 にォ— 、ヴ ー ラップし、 r 笆蕉野 分 して」 の 句で は戶 外に 荒る、 騒 

音の 中から 患に 落つ る 雨；^ りの 音をク 口 ー ズ アップに 寫し 出した ものである。 叉 例、 ば 芭蕉 は 時 

鳥の 聲 により、 漱石は 杭 打つ 音に よって 廣々 とした 江上の { 仝 間 を描寫 した。 「咳 聲の隣 はち かき 

緣 つた ひ」 に 「添へば そふ ほどこく めんな 顏 J は 非 同時性 モンク ー ジュ であり、 カメラの 迴轉追 

跡 cz,achpall<)r;iion-n) である。 かう いふ 例 を 擧げれ ば 際限 はない。 他日 適當の 場所で 細說 した 

ぃ丄思 ふ。 ^  [  [  I  . 
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錄 音と 發 音の 機械的 改良が 進展して 來る 一方で 又ト ー キ ー ファ ンの聽 覺が簡 練され て來 わば ^ 

發聲 映畫の 可能性 は 更に 擴張 される であらう。 點 滴の 音に よって 其の 窒の廣 さ を 感じ、 雷鳴の 響 

きに よって 山の 近 さ を 感じる こと も 可能になる であらう。 

鬼 も 角 も 光 像と 音響に 單に 並行 的に 使用 さるべき もので はなく、 對位 法的、 調音 的に 編輯 さる 

べき ものである。 並行 的 使用 は兩 方の 要素 を 相殺し、 對立 法的： € 成 は 二つの もの を 活かし 强 調す 

るので ある。 

有色 映畫 

音聲を 得た 映畫が 更に 色彩 を 獲得す る ことによって 如何なる 可能性 を 展開す るかと い ふ 問題が 

ある。 

お Ms 映畫の 時代に フィ ル ムを單 色に 染める ことによって 或は 月夜、 或は 火事場の 氣分を 出した 

ことがあった。 其 後 有色 寫眞の 色々 な 方法が 案出され て、 「テク 一一 カラ ー」 式 有色 映畫の 示す 程度 

迄 は 進歩した が、 其の 色彩 は 未だ 極めて 單 調で なまく しくて、 辛うじて 安物の 三色版の 水準に 

しか 達して 居ない。 それが 爲に 却って 畫 面の 明暗の 調子 を 攪亂し 減殺し、 さう して 過度の 刺戟に 
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よって 眼 を 疲らせる ばかりで あるから、 現在の 處 では 藝術 的に は 全く 低級な 單 なる ノヴ H ルティ 

に過ぎないと 云 はなければ ならない。 

視覺 的映畫 に聽覺 的な 音響 を附 加す る こと は 本質的に 異な る^の 次 元 を 新たに 增加 する こと 

であるが、 色彩の 附 加は單 に視覺 的な もの、 屬 性の 補充に 過ぎない。 それ だから、 假令 色彩 再現 

の 科學的 技術が 如何に 發 達した としても、 それが 爲に 發聲映 畫が窟 らした 程の 根本的な 革命が 起 

らうと は 思 はれな い。 

色彩 は 其の 使用が 適切で なければ 視覺的 映像の 效果を 補充す るよりも 寧ろ 減殺す るの は 何故か 

とい ふと、 色彩の 爲に 明暗の 調子が 弱められて 畫 面の 深さが 淺く なり 從 つて 平板に 見え 易くなる。 

此れ は 西洋 畫を 稽古した 人の い づ れ もが 經驗し たこと であらう。 

然 らば 有色 映畫は 全然 見込の ない ものである かとい ふと、 さう は斷言 出来ない。 もしも 將來天 

才的 監督に よって 適當 なる 色彩 的 モンク ー ジュ の 方法が 案出され、 明暗 を 殺さす に それ を 活かす 

やうな 色彩 を驅 使して、 此れ を 音響と 對位 的に 編成す る ことが 出来れば 其の 結果 は 或は 犬に 見る 

ベ きもので あるか も 知れな い。 

色彩の モン タ ー ジュ は 如何にすべき かに 就いては 矢 張 東洋 畫 殊に 宗達 光琳の 畫ゃ 浮世 搶は 參考 
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になる であらう。 俳諧 連句 も 亦 可也の 參考 資料 を 提供す るで あらう。 例へば 七 部 集 炭 使の 中に あ お 

る 「雪の 松 おれ 口み れは尙 寒し」 「日の出る まへの 赤き 夕 空」 「下 肴 を 一舟 濱に打 明て」 の 三聯な 

ど は 色彩 的に も 可也 面白い ものである。 鬼 も 角 も 一 つくの 畫 面に 其の 基調と なるべき 色彩 的な 

中心 映像 を 確定し それ を 活かす 爲に 其の 周圍の 色彩 を 殺して しま ふとい ふ、 色彩 的 カツ ティ ング 

を 行 ひ、 さう して、 その 中心的な 色彩 を モンク ー ジュ 的な 述結 推移の リズムに よって 進行 させて 

行かなければ なるまい と 思 はれる。 出て 來る畫 面 も 出て 來る畫 面 もみん な 一 樣に單 に 繪具箱 をぶ 

ちまけ たやうな、 何のし めく、 りもァ ク セン ト もな いもので は 到底 進行の 感じ はなく 唯 倦怠と 疲 

勞の外 何物 を もます る こと は 出来ない であらう。 

立 體 映 畫 

一 一次元 的 平面 映像の 代りに 深さの ある 立體 映像 を 作らう とい ふ 企て は 色々 あるが 未だ 十分に 成 

效し たもの はない。 特別な 眼鏡な ど を かけない 肉眼の まくの 觀 客に、 廣 ぃ觀覽 席の 何處に 居ても 

同じ やうに 立體 的に 見える やうな 映畫を 映し出す とい ふこと に は 可也な 光學 的な 困難が あるので 

ある。 ^し、 さう いふ 技術. b の 困難 は刖 として、 さう いふ 立體 的な 映畫 が出來 上った としたら、 
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それ は 映畫藝 術に 如何なる 反應を 生す るで あらう か。 

實際 のさ 間に 於け る 吾々 の視 像の 立體感 は何處 から 來る かとい ふに、 眼から 一 米 程度の 近距離 

バイ ノキュ ラ ー ヴィジョン 

では 所謂 雙眼視 による ス テ レ ォ效果 が有效 であるが、 もっと 遠くなる と 此の 效果は 薄くな 

り、 レ ンズの 焦點を 合せる 調 節 の 方が 有效 になって 來 る。 併しす つと 遠くなる と、 もう それ 

も 利か なくなって、 事實上 は單に 無限 距離に ある 平面への 投射 像 を視て 居る と 同等で ある。 例へ 

ば 歌舞伎 座の 正面 一 一階から 舞臺を 見る やうな 場合、 視 像の 深さ は 殆ど なくなって 居る 害で あるが、 

吾々 は 俳優の 運動に よって 心理的に 舞臺の 空間 を 認識す る。 此の 錯覺を 利用して 映畫の 背景 を 誤 

魔 化す グ ラス ゥォ ，1 クと稱 する 技術が 存在す る 位で ある。 

映畫の 場合に は 雙眼視 的效果 だけ はな いので あるが、 レン ズ の 焦點が 深さ を も つと い ふ 事から 

來 る立體 的な 效果は 眼の 場合と 本質的に 變 つたこと はない。 窓框の 花に 焦點を 合せれば 窓外の 遠 

い 樹木 は ぼやけ、 樹木に 合せれば 花 は ぼやける. - 此の 效果 をう まく 使へば 現在の ま、 でも 立體的 

な 效果を 生じ 得ない こと はない 害で ある。 カメラ の 焦點が 近い 花から 遠くの. 樹へ 移動 すれば スク 

リ ー ン の 觀客は 丁度 遠くへ 眼 を 移す 感じが する 害で ある。 此の やうな 方法 は 併し 現在の 映畫 では 

餘り使 はれて 居ない。 此れ は觀 客の 眼が 未だ 其處迄 訓練され て 居ない 爲 であらう。 
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現在の 平面 映畫 は、 前に も 一度 述べた やうに 立體 的な 舞臺 演技 を 見る よりも 却って 一層 立體的 

であると 云 ふ逆說 的な こ とが 言 はれ 得る。 卽ち カメラの 任意な 移動 によって 觀客は 空間 內を 自由 

に 移動し、 從 つて 觀客 自身 畫 面の 中へ 人り 込む と 同等な 效果を 生す るからで ある。 

此の やうに カメラの 焦點と 其の 位置 及び 視角の 移動に よって 現在の 映畫 は、 事實 上、 少 くも 心 

理 的に は立體 的實體 的な 空間 を 征服して 居る ので ある。 それで 此 上に 多大の 苦心 をして 所謂 立體 

映畫が 漸く 成功した としても、 其の 效能は 恐らく さう 顯 著な もので は あるまい とい ふ氣 がする。 

現在の 發明 家の 狙って 居る 立 體映畫 は いづれ もステ レオ スコ ピッ ク な效果 による ものであるが、 

誇張され たステ レ ォ效果 は 却って 非常に 非現實 的な 感じ を與 へる とい ふこと は、 玩具の 雙 眼實體 

鏡で 風景 寫眞 を覼 いたり、 測 遠 器で 實景を 見たり する 場合の 體驗 によって 知られる ことで ある。 

それで 所謂 立 體映畫 が出來 ると、 吾々 の 二つの 眼の 間隔が 急に 突 拍子 もな くひろ がった と 同様な 

不自然な 異常な 效果を 生す る ことにな り、 從 つて 映像の 眞實 性が 著しく 歪曲す る ことになるので 

はな いかと 想像され る。 

鬼 も 角 も、 現在の 映 畫のス タリ ー ンが 物理的に 平面 だから 映 畫には 心理的に も 「深さ」 がない 

とい ふ 考は展 本 的の 誤謬であって、 此の 誤 を認證 した 上で は 立 體映畫 なる もの 、翳し 得べ き 可能 
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性の 幅員 は 自ら 見積り？ 1 られ るで あらう と 思 ふ C 

人工 映畫 . 

實 在の 人間 や 動物 や 家屋 や 景色 や、 或は 實 在な もの 、代用 をす るセ ッ ト の 類をシ ョ ッ トの 標的 

とする 普通の 映畫の 外に、 全く 此等實 在の もの を 使 はす 其 代りに 黑ぃ紙 を 切 祓いた シル ヱ ットの 

人形と 背景 を 使った 「アクメ ー ド 王子の 胃險」 や、 我 邦 特産の 千代紙 人形 映畫 や、 叉ミ ツキ ー マ 

ゥ スゃ 鬼の ォス ワルド や 或は ビ ンボ ー など、 云 ふお 伽 噺的ヒ 1 0 1 を 主題と した 線 畫の發 聲漫畫 

の 如き ものが ある。 まづ ぃ名稱 であるが 假 りに 此等を 人工 映畫 とい ふ 名前で 一 括す る ことにする。 

此 等の 人工 映畫の もつ 特徵 は、 此 等の 單 純なる 影 や 線の リズミカルな 活動に よって 其處に 全く 

特別な 新し い 世界 を 創造 するとい ふ 可能性の 中に 存 する。 シ ルヱッ トの 世界に は 遠い，， 過去の 

人生の 幻影と 云った やうな もの 、笹 ベり が附帶 して 居る。 此處 から 實 物の 寫眞 では 表現し 難い 詩 

が 生れ 出る。 又 近頃の 漫畫的 映畫の 喜ばれる 所以 は、 夢幻 的な 雰圍氣 の 中に 有り得べ からざる 人 

間の 夢 を實現 するとい ふ 點に存 すると 思 はれる。 現實の 世界に 於て 望んで 得べ からざる 願望が 夢 

9 

の國に 於て 實 現される やうに、 人工 映畫の 世界に 於て は あらゆる 空想が 安々 と實 現される。 鼠の „^ 


尻 尾を引 延ばして 彈 けば 一 敍琴 になり、 今播 いた 豆の 薆を 攀ぢて 天に 登る こと も 出来る。 漫畫の 

長所 は 此れの みに 限らない。 似 顏漫畫 が 寫眞 よりも 一層よ く 其 人に 似る とい ふのと 同様に、 對象 

の 特徵の 或る 少数なる 要素 を 抽出し 誇-張して、 それ をモ ンク ー ジ ュ 的に 構成す る ことによって、 

實 物よりも 一 層實在 的な もの を 創造す るので ある。 近頃 見た 漫畫の 中に 登場した 一匹の 犬な ど は 

實 によく 犬と いふ 愛すべき 家畜の 特性 を 描 象して 殆ど 「犬 自體」 を 映 出して 居る と 思 はれた。 も 

う 一 つの 漫畫の 長所 は、 音樂 との 對位 法的 モ ンタ ー ジ ュ を 行 ふ 場合に 於け る視 像の ヱキ スプ レツ 

シ ヨンが 自由自在であって、 畫 像の 運動 は I から〃 まで 任意に 大 なる 變化 をす る ことが 出來、 ク 

レツ センド ー、 デ イミ ユウ H ンド ー 勝手次第な ことで ある。 顏中 一杯に 口 を 開けようと、 針で 突 

いた 程に つぼめようと 自在で ある。 

かう いふ 風に 考へ て 見る と 漫畫の 將來に は 未だ 色々 な未發 見の 領土が 隠れて 居さう に 思 はれる _ 

唯 現在の ビ ン ボ ー 類似の 作品 は餘り に 荒唐無稽な 刺戟 を 求め 過ぎて 遠から す觀客 の 倦怠 を來 たす 

虞が あり はしない かと 思 はれる。 

普通の 現實的 映畫が 散文で あると すれば、 漫畫は 詩で あり 歌で あり 得る、 寧ろ さう あるべき も 

ので ある。 今の 漫畫は 俳諧なら ば談林 風の たはけ を盡 して 居る 時代に 相當 する、 遠から す 漫畫の 
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「正風」 を與す ものが 却って 海の 彼方から 生れ はしない かとい ふ氣 もす る。 本當は 此れ こそ 日本 

人の 當然手 を 着けるべき 領域で あらう。 

映 畫と國 民 性 

凡ての 藝 術に は 其れ/ \ の國 民の 國民的 潜在意識が にじみ 出して 居る。 映畫 でも 此れ は顯 著に 

滲透して 居る。 ァ メリ 力 映 畫はャ ン キ ー 敎の經 典で あり チ ュ ー ィ ンガ ムゃ アイ スクリ ー ム 曹達の 

餘 味が ある。 ドイツ 映 畫には 數理的 科 學とビ ー ルの 句が あり、 フランス 映 畫には ヱ スカル ゴ ー や 

ダル ヌィ— ュ の 味が 伴 ふ。 口 シァ 映畫の スクリ j ン の 彼方に はいつ でも 茫漠たる シベリアの 野の 

幻が 附 纏って 居る。 さて 日本の 映畫 はどうで あらう。 數年 前の 統計に よると フィルムの 生産高の 

數 字に 於て は 我 邦は遙 にフラ ン スゃ ドイツ を 凌駕して 居る やうで あるが、 此 等の 映畫の 品等に 於 

て はどうで あるか。 澤 山の 邦 產映畫 の 中には 相當な もの も あるか も 知れない が、 自分の 見た 範圍 

では 遣憾 ながら どう 最貭 眼に 見ても 歐 米の 著名な 映畫に 比肩し 得る やうな もの は 極めて 稀な やう 

である。 

n シァ 崇拜 の映畫 人が 神様の やうに 擔ぎ 上げて 居る 彼の ヱ ィゼ ン シュ ティ ンが、 日本 固有 藝術 
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の 中に モン タ ー ジュ の眞 諫を發 見して 驚歎す ると 同時に、 日本の 映 畫には それがない と 云って 居 

るの は 皮肉で ある。 彼が どれ だけ 多くの 日本 映畫を 見て さう 云つ たかは 分り かねる が、 此の 批評 

は 或 度 迄 は 甘受し なければ なるまい。 何と なれば 我 邦の 映畫 製作者で も 批評家で も 日本 固有 文化 

に關、 レを もって、 此れに 立脚して 製作し 批評して 居る らし い 人は少 くも 自分の 眼に は 殆ど 見當ら 

ないから である。 アメリカ 一一 ズムの H  0 姿に 涎 を 流し、 マルキシズムの 赤旗に 飛びつ き、 スタ ー 

ンバ ー グゃク レ ー ルの糟 を 嘗めて 居る ばかりで は、 何時 迄た つても 日 本ら し い 映畫は 出來る 箸が 

ない ので ある。 

劍 劇の 股旅 もの や、 幕末 もので も、 全部が 未だ 在来の 歌舞伎 芝居の 因習の 繩に しばられ たま" 

である。 我等の 祖父母の ありし日の 世界 を 其 儘で 眼の 前に 浮ばせる やうな、 リアルな 時代物 映畫 

は 見た ことがない。 チャン バラの 果し 合で も 安 芝居の 立 廻りの 引き 寫 しで、 本當の 命の やりとり 

らし いもの は何處 にも 求められない。 時局 あて 込みの 幕末 もの 、字幕の イデ ォ ロギ ー など は實に 

冷 汗をか > ^亡る ものである。 現代の 大衆 はもう 少し ひらけて 居る 害で あると 思 ふ。 勿論 營利を 主 

とする 會 社の 營業 方針に 縛られた 映畫 人に 前 衞映畫 の やうな 高踏的な 製作 を强 ひるの は 無理で あ 

らうが、 其の 縛繩の 許す 自由の 範圍內 でせ めて スタ— ンバ ー グゃ、 ル ー ピッチ や、 ルネ. タレ ー 
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ルの 程度に 於て オリ ヂナル な 日本 映畫を 作る ことが 出来ない 害 はない。 それが 出来な いのは 製作 

者の 出 發點に 根本的な 誤謬が ある 爲 であらう。 其の 誤 謹と は 國民的 民族的 意識の 喪失と 固有 文化 

への 無關 心無 理解と であらう。 尤も、 良い 映畫の 出来ない とい ふことの 半分の 責任 は 大衆 觀 客に 

ある こと も 勿論で あらう が、 併し ；兀來 藝術家 とい ふ もの は 觀賞者 を敎育 し 訓練に 導き 得る 時に の 

み 始めて 本 當の藝 術 家で ある。 チヤ ッ プリンの 如き 天才 は 大衆 を 引きつけ 敎 育し 訓練しながら、 

笑 はせ たり 泣かせた りして さう して 莫大な 金 を 儲けて 居る ので ある。 

和歌 俳諧 浮世 繪を 生んだ 日本に 「日本的なる 世界的 映畫」 を 創造 するとい ふ 大きな 仕事が 次の 

時代の 日本人に 殘 されて 居る。 自分 は 現代の 若い 人々 の 中で 最も 優れた 頭腦を もった 人達が、 此 

の 大きな 意義の ある 仕事に 眼 をつ けて、 さう して 現在の 魔 醉的雰 圍氣の 中に 居ながら しかも 其の 

魔醉 作用に 打 勝って 新し い 領土の 開拓に 進出す る こと を 希望して 止まない ものである。 それに は 

高く 廣き敎 養と、 深く 銳き觀 察との 雙輪を 要する 事 は 勿論で ある。 一 レオナルド • ダ . ヴ インチ 

が 現代に 生れて 居たら、 彼 は 映 畫に手 を 着けた であらう」 と 誰かに 云って 居る の は 眞に所 由の あ 

る こと はれる。 
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(附記：) 紙數に 制限の ある 爲に 省略した 項目 5- 中には 例へば 「字 幕」 の 問題 や、 映寫 幕の 形狀 5 問題 

の 如き も の が あ る。 义藝術 的實寫 映畫と しての 山嶽 映 畫ゃ猛 獸映畫 の 如き ものに 就いても 一通り 述 ベ 度 

かった 5 であるが、 此 等に 就いても 他日 適 當な機 食に、 他 S 場所で ー應 e 考察 を 試み 度い と 思 ふ。 

本篇を 草す る爲 に參考 にした 書物 は 次 の やうな も ので ある。 (： 次第 不同.) 

V.  L  Fudovkin  ： 〇n  Film  Technique,  J930. 

W.  rudowkiu  :  FillT-regie  und  Filmruanuskl.ipt,  Ji. 

wsp  Bal^izs  ..  132-  siclit び are  Menscli.  Eine  IFil 三- Drtuiiaturgic  (2t-  Aua.) 

ゝゝ  ゝゝ ： づ er  Geist  dcs  Films, 

L^on  Moussinac  :  pallortllr-ique  <Ju  cinenia, 】9,」9. 

Bryllel- : pllel  JPro 一) lens  of  Soviet  Russia,  J9J3. 

L.  Molio 一 y-Nagy  •• IVIalerei,  p^otograse.  Film. 

Der  russische  RcvolutionsSlrn  (schaubiicher  2,  o-.ell  Fiissli  verlag-.) 

Hussische  ;Filmkunst  (Ernst  Pollak  verlag.) 

p.  Ilerkt-  :  Das  Tonfilm-T-heater. 

Close  Up :  Vol. VI,  VIL 

ェ ィゼ ン ン ュ ティン。 映畫の 辯證法 (佐々 木能理 男譯， r 
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ベ t  0  • ボラ ー ジ ュ。 映畫 美挙と 映晝 社會學 (前揭 「映畫 の 精神」 の 邦譯、 佐々 木 能理男 譚)。 

上田 進 譯镉。 映畫 監督 學と モン タ ー ジュ 翁" 

レオン- ム ー シ ナック- ソヴ イエ- ト •  ロシア Q 映畫 (资 鳥正譯 )： 

H リック •  H リ オット" 映畫技 街と 藝衛 (岸 松 堆譯) ： 

佐々 木 能理男 譚榻。 發 聲映畫 監督と 脚本 lf__r 

：ワェ . シュク。フス キイ。 シ ナ リオ は 如何に 書く ベ きか (本 間 七郎譯 )" 

セル デ イス。 トォ キイ と 映 畫藝術 (高原 富 士郎譯 )。 

id 々木 能理男 . 釵島 正。， 前衞映 晝藝街 論。  _ 

映 畫科學 W 究。 第 八輯。 

新撰 映畫 脚本 集。 下卷 C 

以上 唯 手に 觸れ るに 任せ て ー讀 した だ けの もの を 並べた に 過ぎ な い" 凡て が 良 書 だ とい ふ 扉 で li た ：. _ 

鍊 譯を讀 むに は 用心し なければ いけない。 映 畫の實 例に 就いての 著者の 所 翁 や 感想 は 「續夂 -ー彥 集」 に辑 

錄 して あるから 讀んで 貰 ひ 度い。 姉妹 藝衛 としての 俳諧 連句に 就いては 昭和 六 年 三月 以後 雜誌 「溢 怖」 

に 連載した 拙著！？ JI 文 〔「連句 雜俎」 1 を參 照され 度い (本 集 第 七 卷收錄 )。 現在の 論文 は、 此れと 「二 枚 

折」 になる 性質の もので^る。 

(昭和 七 年べ 月、 日本 文學) 
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敎 育映畫 につ いて 


敎育 資料と しての 映 畫の價 値の 多大な こと は 誰でも 認めて は 居る やうで あるが、 併し 此の 問題 

に 就いては、 少 くも 我 邦で は、 未だ 餘り 十分に 研究され て 居ない か、. 鬼 も 角 も 一般的 興味の 對象 

と はなって 居ない やうで ある。 其の 證據に は 藝術映 畫に關 する 色々 の 著者 ゃ飜譯 書が 譯 山に 出版 

されて 居る にも 拘ら す、 敎育映 畫に關 する 書物 や 論文が、 あるか も 知れない が餘り 普通に は見當 

らな いので ある。 又 文部省 內には 敎育映 畫に關 する 調査 委員 會の やうな ものが 設けられて ある さ 

うで あるが、 其の 業績と して 世間 一 般に廣 く 認められて 居る もの はな いやう である。 

^し 此の 問題 は 現在 考 へられて 居る より はもつ とく 重大な 問題であって、 當局者 は 勿論 日本 

の將來 とい ふ 事 を考へ る 凡ての 人に よってもう 少し 眞 面目に 講究され なければ ならない ことで あ 

る 0 
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ウェルズ の 空想 小說に 今から 何百 年後の 世界 を 描いた ものが ある。 其の 世界で は 現在 ある やう 

な 活字で 印刷した 書物の 代りに 映畫の フィル ムの やうな ものが 出来て 居て、 書 車の 棚に は 其の 卷 

物が ぎっしり 詰って 居る。 小說 でも 歷史の 本で も 皆 さう いふ 卷物 になって 居て、 それ を 机上の 器 

械に はめて ボタン を 押す と 其の 內容が 器械の スクリ —ンの 上に 映寫 されて 出て 來 ると かふの であ 

る。 此れ は 極端な さ 想であって 凡ての 書物が 悉く さう いふ 映畫で 代表され ようと は考 へられな い。 

例 へ ば 抽象的な 論理 學の 書物に 代用され る やうな 映 畫フィ ル ムを 作る こと は 不可能で ない 迄 も、 

現在の 處 では 甚だ 困難な 仕事で なる。 ^し 此の さ 想 は 未来に 於け る 映 畫の應 用の 可能性の 廣大な 

こと を 暗示す る ものと しての 價値は 十分に あるで あらう。 

文字 を讀ん で それが 表 はす 內容 を頭腦 に 描き、 さう して それ を 次に 來る 文字の 內容 とつな ぎ 合 

せて 一 つの 文章の 意味 を 理解す る。 此の 過程と、 映畫の 一 つ/、 の カツ トの 連績を 見て 其の 一 つ 

のシ— ンの 內容を 理解す る 過程と は 大體に 於て 同じ やうな ものである。 映畫の 製作者 はつ まり 文 

學の 代りに フィルムの 斷片で 文章 を かいて、 吾々 は それ を 讀んで 行く ので ある。 文字の 方 は 其の 

意味 を覺 える 迄の 練習 を 要する 代りに、 一 度覺ぇ 込んで しま へ ぱ 其の 意味の 內容は 或 程度 迄 はは 

つきり 規定され てし まふ。 映畫の 一 つの カツ 卟の 內容 はさう いふ 練習 を 待た すに 直接に 1^ 覺 的に 


537 


頭の 中に 飛び込んで 來 るので あるが、 その 代 其の 「意味」 と 云った やうな もの は 非常に 複雑な 

もので 多くの場合に 一 と 口で は 云 はれない やうな ものが 多い。 それ は 一 輪の 朝顔の 花に しても、 

或る 朝 或る 家の 或る 鉢の 朝顔 を 或る 方向から 或る 距離から 撮影した 具體 的の 朝顏 0 花で あるのに、 

文學の 「朝顔の 花」 は 時間 空間から 抽象され た 朝顔の 花で あるから である。 それ だから 映 畫のカ 

ッ トは 寧ろ 一 つの 文章で ある。 しかも 其の 限定され た 內容は 所謂 モ ンタ ー ジ ュ 、 卽ち 編輯 法に よ 

つて 始めて 決定され る もので、 同じ 朝顔の 花で も 前後の 關係 によって 色々 の 內容を もって 現 はさ 

れ 得る ことになるの である。 

こんな 理由 だけから でも、 映畫 によって 凡ての 文字 を驅遂 する こと は 出来さう もない。 併し 又 

同じ 理由に よって 文字で は 到底 勤まらない 役目 を映畫 によって 仕遂げる ことが 出來 るので ある。 

云 ふ 迄 もな く、. 朝顔 を 見た ことのない ェ スキモ ー 土人に 朝 顏を說 明す るに 百 萬 言 を 費す よりも 寫 

眞か 映畫で 一 分 間 を 費した 方が 早 分りで ある。 一 と 口に 云へば 映 畫は觀 客の 眼の 代理者で あり 又 

その 案內 者な ので ある。 觀 客が 到底 行かれぬ 場所へ 觀 客の 眼 を 連れて行って 見せたい もの を 見せ 

るので ある。 過去の 或る 瞬間に 世界のう ちの 或る 場所で 起った 出来事 を映寫 器械の レ ンズで 見た、 

その 影 陵の 寫しを その ま 、 に 吾々 の 眼 を 通して 直接に 吾々 の 頭の 中へ 寫し 出す ので ある。 
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敎 育锼關 としての 映畫の 役目 は、 此の やうに 觀 客の 眼の 「案 內者， 一 としての 役目で ある。 何 を 

見るべき か、 それ を 如何に 見るべき かとい ふこと を敎 へる ことで ある。 敎 育映畫 としての 優劣 は 

此の 案內の 仕方の 優劣 次第で きまる ので ある。 此處に 色々 の 問題が 起って 來 るので ある。 

動物の 生活 を 見せる 映畫 につ いて 考へ て 見る。 例へ ば 動物園へ 子供 を 連れて行って 子供に 實際 

の河馬を見せ^^のと優秀な敎育映畫の河馬を見せるのと、 どう 違 ふかと いふ 問題 を考へ て 見る。 

一 寸考 へた だけで は 動物園の 實 物の 方が よさ さう に 思 はれる であらう が、 實は必 すし もさう でな 

いので ある C 河馬と いふ もの、 特徵を 見せる 爲に、 其の 前後 並に 側面から 見た 形、 眼、 耳、 鼻、 

口、 尻尾、 脚 等の 形態、 水中に もぐって 鼻づら だけ 出した 檨子、 鼻息で 水 を 吹きとば す 有樣、 水 

中で 動く ときに 起る 水の 、渦動、 かう 云った やうな もの を 十分に 詳しく 見せようと 思っても 動物 は 

中々 此方の 註文 通りに 動いて くれないし、 叉 折角 註文 通りの 部分な り 擧動を 示しても 其の 瞬間に 

觀 者の 注意が 其處へ 向いて 居なければ 何にも ならない。 それ だから 中々 一度 や 二度の 訪問で 此れ 

だけの 諸 點を觀 察する こと は 容易で ない。 然るに 映畫の 場合で は 撮影者が 長い 時間と フィ ルムを 

費して 撮影した 夥しい 材料の 中から、 無駄な もの を 省略し、 最も 重要な もの だけ を 選び出し、 そ 

を 巧に 編輯して あるから、 觀客は 極めて 短 い 時間の 間に 此の 動物の あらゆる 特徵を 最も 純粹に 
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又 最も 強調され た 形に 於て 觀 察する ことが 出來 るので ある。 あの 大きな 口の 中の 造作で も， それ 

が大寫 しにな つて 其れ だけにな つて 現 はれる ときに 始めて 吾々 は 十分な 注意 を 其れに 集中す る こ 

とが 出来る， ので ある。 それ は 外に 注意 を 牽制すべき 何物 もない からで ある。 それ だから 假令 手近 

に 動物園が ある 場合で も 動物園の 映畫は 其れ 自身の 獨自な 價値を 主張し 得る ので ある。 まして や 

アフリカ 大陸の 自然の 棲 所で 撮った 河馬の 映畫 となれば 猶更 のこと である。 

或る 製造 工場 を見學 する にしても、 實 際の 場合 は 一 見雜 然とした 機械の 嵐の やうに 運轉 する 中 

を案內 されて 說明を 聞いても 眼が 戶ま どひ をして 視 るべ き耍點 を摑ま へ る ことが 困難で あるが、 

適當に 編輯され た 映畫で 見れば、 例へば 飛行機なら 飛行機の 製造され る 過程が 實に 明瞭に よく 分 

るので ある。  . 

かう いふ 譯で、 映 畫の眼 を 通しても の を 見る とい ふこと は、 實物を 見る とは餘 程ち がった 長所 

を もって 居る。 映畫を 見る ことによって 吾々 は 凡庸な 觀察眼 の 代り に 異常に 鋭 い 觀察者 の 眼 を 獲 

得する ことになる。 同時に 非常に 長い 時間と 多大な 費用 を 節約し 得られる ので ある。 或る 映畫監 

督は 猫が 鼠 を 捕る 光景 を 撮る ために 七十 時間と 其れに 相當 する フ ィ ル ムを 費した さう である。 

極めて 平凡な もの 、觀 察で さへ も映畫 によって 始めて 可能な 利益が あると すれば、 映畫 技術に 


540 


ていつ に畫 映育敎 


よっての み 得られる 觀察、 例へば 高速度撮影 や 反對の 低速 度 撮影の 如き もの ^ 效能は 今更 云 ふ 迄 

もない ことで ある。  .， 

併し かう 云 ふ敎育 映畫を 作る の は 中々 容易で ない こと も 明白で ある。 時間と 勞カ と金と を 費す 

だけで は 十分で ない。 撮影者が 單に 映畫の テク-一， I ク に通曉 して 居る ばかりでなく、 其の 對 象に 

關 する 十分な 知識 を もって 居る ことが 絕對に 必要で ある。 それ かと 云って 單 なる 學 者で は 勿論 駄 

目で ある。 「映像の 言葉」 の驅 使に 熟達した 映畫 監督の 資格 を 同時に 具へ て 居なければ ならない。 

さう いふ 人 は 中々 さう 容易く 見附 かる もので はない。 現在 獨 逸の ゥ ー フ ァ が 此點で 殆ど 獨舞臺 を 

見せて 居る が、 近頃の ロシアの 「婦人の 衛生」 など も 此點で 著しい 傑作であった。 ところで 我 邦 

の敎育 映畫は どんな 有様で あるか。 自分 は 未だ 不幸に して 其の 實例を 多く 見て 居ない から 何とも 

批評す る 資格 はない が、 僅に 見る こと を 得た 二三の もの は、 甚だ 愚劣な ものであった。 例へば 火 

山の 噴火 を 示す ので も 本當に 子供 だましの 模型 や 如何 はしい 地殼斷 面圖の 行列であって、 一 つも 

現象の 科學 的な 要點に 觸れて 居なかった。 又 例へば 子供の 誤って 呑 込んだ おはじきが 消化器 系 を 

通過す る 徑路を 示す の を 見た が 此れな どで も 消化器と いふ もの 本質に は 少しも 觸れ ないで、 唯 

土管の つながりの やうな ものと しか 思 はれない やうに 出来て 居た。 勿論 此等 はほんの 素人の 慰み M 


半分の 小型 映畫 作品で あつたの でかう いふ 嚴 重な 批評 をす るの は 無理で あらう が、 此れで も 大凡 

の 水準 を 窺 ふこと は 出来る であらう と 思 はれる。 

元 來敎育 映畫は 骨の 折れる 割合に 商品 價 値の 低い ものである 以上、 現在 日本の 映畫會 社で は 到 

底 手 をつ けないで あらう から、 どうしても 政府の 事業と してやる 外 はない と 思 はれる。 併し 現在 

我 邦の 政府で 映畫敎 育の 價値 がほんの 僅かし か 認められて 居ない としたら， 何時に なったら 立派 

な敎育 映畫が 出来る やうになる か 全く 見込が 立たない 有様で ある。 若し 誰か 金 持の 中の 變り 者で 

もあって、 月並の 下らない 所謂 社會 事業な どに 出す 金 を 此の方 面に 注いで、 さう して 適當な 監督 

を 見出し 養成 すれば 或は 出来る かも 知れない ので ある。 併し それよりも 先に 一 般 民衆が 敎 育映畫 

とい ふ もの --價 値 を 十分に 認める こと、 叉 其の 將來の 可能性が 如何に 大きい もので あるか を リア 

ライ ズ する ことが 必要で あるか も 知れな い。 

實際 もし 映畫 殊に 發聲 映畫の 技術が 發達を 重ねて 行って 其の 器械が もう 少し 安くな つて 一 般の 

使用に 便利な やうに なれば、 多くの 學 校の 無味乾燥な 教授の 大部分 は 映畫で 置換 へられる であら 

う。 全級 一度に 敎授 する ことによって 敎 員の 手が 明く。 先生方 はさう して 得らる、 時間の 餘裕を 

叫 用して 色々 な敎 村の 映畫 シナリオの 共同 編纂に 從事 する ことになる であらう。 其 等の 試作 映畫 
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を 文部省が 何處 かで 撿定し 優秀な もの は 全國に 配布す る こと も 出来る であらう。 此れ は 夢の やう 

な 話で は あるが、 併し 實 現の 可能性の ない 夢と は 思 はれない。 

所謂 思想 善導の 問題で も あらゆる j. 刀 法の 中で 最も 有效 有力な もの は、 適當な 映畫の 制作で あら 

うと 思 はれる が、 此れに 就いては 餘 白がない から 兹 では 觸れ ない。 併しう か/ \< して 居る と 色々 

な 妙な 思想が フィ ル ム の 形に なって 外國 から 鑌々 入り込んで 全國に 燃え 擴 がるの は事實 である。 

現代 一 部の 日本人 をす つかり ャ ン キ ー 化させた もの は ほとんど 全く 映 晝のカ だと 云っても 誇張 

では あるまい。 實に 恐るべき ことで ある。 それ だのに 我國 の文敎 の柩府 では 此の 事 實に無 神經で 

ある 0  . 

映畫 など は 不良少年 少女の 見る ものであると 云った や う な 時代 放れの した 氣持 が 所謂 教育家 や _ 

特に 眞 面目な 中堅 人士の 間に いくらでも 殘っ て 居る 間 は敎育 映畫の 時代 は 廻って 來 ないで あらう- 

現在の 映畫フ ァ ン の 中の 堅實な 分子の 中から 總理 大臣 文部大臣 以下 各 局長が 輩出す る 時代が 來て 

始めて 私の 夢は實 現される かも 知れな い。 併し さう い ふ 日 の來 ない うちに 不良 映畫の 不良 敎育 を 

受けた 本當の 不良が 天下 を 溺らす やうに ならない と は 限らない。 さうなら ない 爲に は、 今から 敎 

育 者の 地位に ある 當局者 は、 比の 眼前の 生きた 現象 を 徒に 囘避 する 代りに、 此れに 直面して もう 
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少し 積極的な 手段 を 取るべき ではない か。 敢て 本誌の 讀 者の 一考 を 煩 はし 度い と 思った 次第で あ 

る。 (昭和 七 年 八月、 公民教育) 
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蛾と 花の 瓜 烏 


烏瓜の 花と 蛾 


今年 は 庭の 烏瓜が 隨分 勢よ く 繁殖した。 中庭の 四ッ目 垣の 薔薇に からみ、 それから 更に 蔓を延 

ばして 手近な さんごの 樹を 侵略し、 いつの 間に かとう く樹 冠の 全部 を 占領した。 それでも 飽足 

ら すに 今度 は 垣の 反對 側の 楓樹迄 も觸手 をのば して わたり を 付けた。 さう して 其の 蔓の端 は 茂つ 

た楓の 大小の 枝の 間から 絲の やうに 長く 垂れさが つて、 もう 少しで 其の 下の 紅蜀 葵の 頭に 届き さ 

うで ある。 此の 驚くべき 征服 慾 は直徑 僅に 一 一三 粍 位の 細い 塞 を 通じて 何處迄 もと さ 中に 流れ出す 

ので ある。 

毎日 夥しい 花が へお、 いて は 落ちる。 此の 花 は 晝間は みんな 荅んで 居る。 それが 小さな、 可愛らし 

い、 夏 夜の 妖精の 握り拳と でも 云った 恰好 をして 居る。 夕方 太陽が 沒 しても 未だ 空の あかりが 强 

い 間 は 此の 拳 は 堅く しっかりと 握り しめられて 居る が、 一 寸眼を 放して 居て や、 薄暗くな りかけ 
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た 頃に 見る と、 もう 凡ての 花 は 一遍に 開き 切って 居る ので ある。 スウィッチ を 入れる と數 十の 電 

燈が 一度に 灯る と 同じ やうに、 此の 植物の 何處 かに 不思議な スウィッチ があって、 それが 光の 加 

減で 自働 的に 作用して 一度に 花 を 開かせる ので はない かと 思 はれる やうで ある。 或 日の 暮方、 時 

計 を 手に して 花の ゆ、 くの を 待つ て 居た。 緣 側で 新聞が 讀め るか 讀め ないかと いふ 位の 明るさの 時 

刻が 開花 時で、 開き 始めから 開き 終り 迄の 時間の 長さ は 五分と 十分の 間にある。 つまり、 十分 前 

に は 一 つも 開いて 居なかった のが 十分 後に は 悉く 滿 開して 居る ので ある。 實に 驚くべき 現象で あ 

る 0 

烏瓜の 花 は 「花の 骸骨」 とで も 云った 感じの する ものである。 遠くから 見る と吉野 紙の やうで 

も あり 叉 一抹の 煙の やうで も ある。 手に 取って 見る と、 白く 柔く、 少しの 粘りと 臭 氣の ある 纖維 

が、 五葉の 星 形の 瓣の 緣邊 から 放射し 分岐して 細かい 網の やうに 擴 がって 居る。 荼んで 居る の を 

無理に 指先で ほごして 開かせよう としても、 此の 白い 纖維は 縮れ毛の やうに 捲き 縮んで 居て 中々 

由 心 ふやう に は 延ばされない。 强 ひて 延ばさう とすると 千切れ 勝ちで ある。 それが、 さの 光の 照明 

度が 或る 限界 値に 達する と、 多分 細胞 組織 內の 水壓の 高くなる 爲 であらう。 螺旋 狀の 縮みが 伸び 

て、 する/ \ と 一度に ほごれ 擴 がる ものと 見える。 それで 烏瓜の 花 は、 云 は 一種の 光度計の や 
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うな ものである。 人間が 光度計 を發 明す るよりも 恐らく 何 萬 年 前から こんな ものが 天然にあった 

ので ある。 

烏^の 花が 大方 開き 切って しま ふ 頃になる と、 何處 から ともなく、 殆ど 一せ いに 澤 山の 蛾が 飛 

んで來 て 此の 花 をせ、 つて 歩く。 無線電話で 召集で もされた かと 思 ふやう に 一 時に あちらから も 

こちらから も 飛んで 來 るので ある。 此れ も 恐らく 蛾が 一 種の 光度計 を 所有して 居る 爲 であらう が- 

それ  にしても 何 町 何番 地の  どの 家の どの 部分に 烏瓜の 花が ゆ、  いて 居る とい  ふこと を、  前から ちゃ 

んと 承知して 居り、 叉其處 迄の 通路 を豫 めすつ かり 硏究 してお いたかの やうに 眞 一 文字に 飛んで 

來 るので ある。 

初めて 私の 住居 を 尋ねて 來る人 は、 假 令眞晝 間で も、 交番 やら 店屋な ど を 聞き 閒き 何度も まご 

つ いて 後に やっと 尋ね あてる 位な ものである。 

此の 蛾 は、 戶 外が すっかり 暗くな つて 後 は 座敷の 電燈を 狙 ひに 來る。 大きな 烏瓜 か 夕顔の 花と 

でも 思 ふの かも 知れない。 たまく 來 客で もあって 應 接して 居る と、 肝心な 話の 途中で もなん で 

も 一 向會釋 なしにい きなり 飛込んで 來て 直ちに 忙 はしく 旋囘 運動 を 始める ので あるが、 時には 失 

禮 にも 來 客の 頭に 額に 衝突し、 さう して 折角 接待の 爲に 出して ある 茶 や 菓子の 上に 箔の雪 を 降ら 
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せる。 主客 總 立ちに なって 奇妙な 手 付 をして 手に 手に 團扇を 振 廻 はして 見ても 中々 此れが 打 落さ 

れ ない。 テ 一一 スの 上手な 來客 でも 此の 羽根の 生えた ボ ー ル では 少し 見 當が逮 ふらしい。 婦人の 中 

に は 特に 此の 蛾 を いやがり こ はがる 人が 多い やうで ある。 今から 三十 五 年の 昔の ことで あるが 或 

る 田舍の 退役軍人の 家で 大事の 一 人 息子に 才色兼備の 嫁 を 貰った。 ところが、 其の 家の 庭 に^き 

誇った 夕顔 をせ、 りに 来る 蛾の 群が 時々 此の 芳紀 一 一八の 花嫁 をから かひに 来る、 その 度に 花嫁が 

たまぎ る や うな 悲鳴 を 上げ てこ はがる ので、 息子 思 ひの 父親 は 其 次の 年 か ら斷 然夕顏 の 栽培 を 中 

止した とい ふ實 例が ある 位で ある。 此の 花嫁 は 實際夕 § 、の 花の やうな 感じの する 女であった が、 

それから 僅に 數 年の 後 亡くなった。 此の 花嫁の 花婿であった ところの 老擧 者の 記憶に は 夕顔の 花 

と 蛾と に まつ はる美し くも 悲し い 夢幻の 世界が 殘っ て 居る。 さう 云って 彼 は 私に 皤 くので ある。 

私に は 彼女が 寧ろ 烏瓜の 花の やうに 果敢ない 存在であった やうに 思 はれる ので ある。 

大きな 蛾の 複眼 に 或る 適當な 角度で 光を當 て 、 見る と氣味 の惡 いやう に 赤い、 舞 光 に 類し た 光 

を發 する のが ある。 何となく 物凄い 感じの する ものである。 昔 西洋の 雜誌 小說で 蛾のお 化けの 出 

るの を 讀んだ ことがあ るが、 此の 眼 玉の 光りに は實際 多少の 妖怪 味と 云った やうな もの を帶 びて 

居る。 つまり、 何となく 非現實 的な 色と 光が あるので ある。 此れ は 多分 複眼の 多数の レンズの 作 
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用で 丁度 光り 苔の 場合と 同じ やうな 反射 をす るせ ゐと思 はれる。 

蛾の 襲撃で 困った 時には 宅の 猫 を 連れて来 ると、 すぐに 始末が 着く。  二 匹 居る うちの 黄色い 方 

の 痩せつ ぼちの 男猫が、 他に は 何の もない 代りに 蛾 をつ かまへ る こと だけに 妙 を 得て 居る。 飛 

上った と 思 ふと、 もう 一遍に はたき 落す。 それから 散々 玩具に した 揚句に、 さ 腹 だとむ しゃむし 

やと 喰って しま ふので ある。 猫の 神經の 働きの 速さと 狙 ひの 正確さに は 吾々 人間 は 到底 叶 はない _ 

猫が 見たら 人間の テ 一一 ス やべ ー スボ ー ルは 定めて 間 だるつ こくて 滑稽な もの だら うとい ふ氣 がす 

るので ある。 それで、 假 りに 猫の 十分の 一 秒が 人間の 一 秒に 相當 すると、 猫の 壽 命が 八 年なら ば 

人間に とって は 八十 年に 相當 する 勘定になる。 どちらが 長生き だか 一 寸 判らない。 

此れ は 書物で 讀んだ こと だが、 樫 鳥 や 山鳩 や 山 鳴の やうな 鳥類が 目に も 止まらぬ やうな 急速 度 

で錯雜 した 樹 枝の 間 を 縫うて 飛んで 行く のに、 決して 一枚の 木の葉に も 翼 を 觸れる やうな 事 はな 

い、 此れ は 鳥の 眼の 調節の 速さと、 其の 視覺 に應 じて 反射的に 行 はれる 羽翼の 筋肉の 機 制の 敏活 

を 物語る ものである。 若し 吾々 人間に 此の 半分の 能力が あれば、 銀座の 四つ角で 自動車 電車の 行 

き 違 ふ 間 を、 巡査 や シグナル の 助け を 借りす とも 自由自在に 通過す る ことが 出來 るに ちが ひな い" 

併し 人間に は シグナルが あり 法律が あり 道德が ある 爲に 鳥獸の 敏活 さがなくても 安心して 生きて 
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行かれる。 その 爲に 吾々 は 段々 に 鈍に なり 氣 永くな つてし まった ので あらう。 

併し 鳥獸を 羨んだ 原始人の 三つ子の 心 はいつ 迄 も 生き延びて 現代の 文明 人の 社會 にも 活動して 

ゐる。 蛾 を はたき 落す 猫 を 羨み. 讚 歎す る 心が ベ ー スボ— ルのホ ー ムラン ヒットに 喝采 を 送る。 一 

片の麩 を爭ふ 池の 鯉の 跳躍へ の 憧愫が ラグ ビ ー 戰の觀 客 を 吸 寄せる 原動力と なる であらう。 オリ 

ムピッ ク 競技で は 馬 や 玲羊ゃ 魚の 妙技に 肉薄し ようとい ふ 世界中の 人間の 努力の 成果が 展開され 

て 居る ので あらう。 

機械的 文明の 發達は 人間の かう した 慾 望の 焰に ガソリン 油 を 注いだ。 其の ガソリン は、 モ ー タ 

1 に 超高速度 を與へ て、 自動車 を 走らせ、 飛行機 を 飛ばせる。 太平の 夢は此 等の H ンヂ ン の騷音 

に攪亂 されて しまったの である。 

交通規則 ゃ國際 間の 盟約が 履行され て 居る 間 は 未だく 安心で あらう が、 さう いふ ものが 賴み 

になら な い 日が いつ 何時 來る かも 知れない。 其の 日が 來 ると 此 等の 機械的 鳥獸の 自由な 活動が 始 

まるで あらう。 

「太平洋 爆 擊隊」 とい ふ 映畫が 大變な 人氣を 呼んだ。 映畫 とい ふ もの は、 なんでも、 吾々 がし 

たくて たまらな いが 實際は 中々 容易に 出来ない と 思 ふやうな 事 を やって 見せれば 大衆の 喝采 を 博 
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する の ださう である。 成程 此の 映畫 にも さう いふと ころが ある。 一番 面白 いのは、 三 艘の大 飛行 

船が 船首 を 並べ て斷 雲の 間 を 飛行して 居る、 其の上 空に 追 ひ 迫った 一 隊の 爆撃機が 急速な ダ イヴ 

ィ ングで 礫の 如く 落下して 来て、 飛行船の 横腹と 橫 腹との 間の 狹 いさ 間 を 電光の 如く かすめて は 

瀧壺の 燕の 如く 舞 上る 光景で ある。 それが 唯 一艘なら ば 未だし も、 數へ 切れぬ 程澤 山の 飛行機が、 

あとから もく 飛び 來り 飛び去る ので ある。 此の 光景の 映寫の 間に 此れと 相 錯綜して、 其 等の 爆 

擊機 自身に 固定された カメラから 撮影され た 四邊の 目まぐるし い 光景が 映 出される ので ある。 此 

の映畫 によって 吾々 の 祖先が 數萬 年の 間 羨みつ けに 羨んで 來た 望みが 遂げられ たので ある。 吾 

吾 は、 此の 映畫を 見る ことによって、 吾々 自身が 森の 樹間を かける 山鳩 ゃ樓 鳥に 成って しま ふの 

である。 

かう いふ 飛行機の 操縦 をす る 所謂 鳥人の 神經は 訓練に よって 年と 共に 次第に 發 達する であらう。 

世界の 人口の 三分の 一 か 五分の 一 か 悉く 此の 鳥人に なって しまった としたら、 此の世界 は 一 體 

どうなる であらう か C 

昔の 日本人 は 前後左右に 氣を 配る 以外に は 僅に 鳶に油 揚を攫 はれない 用心 だけして 居れば よか 

つたが、 昭和 七 年の 東京 市民 は 米 露の 爆 擊锼に 襲 はれた ときに 如何なる 處置 をと るべ きか を眞劍 
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に 講究し なければ ならない ことにな つてし まった。 襲擊 者は鳶 以上で あるのに 襲擊 される 市民 は 

芋蟲 以下に 無抵抗で ある。 

或る 軍人の 話に よると、 重爆撃機に はーキ の テル ミット を千箇 搭載し 得る さう である。 それ 

で、 唯一 臺 だけが 防禦の 網 をく つて 市の 上空 を かけ 廻った とする。 千 箇の燒 夷彈の 中で 路面 や 

廣 場に 落ちたり 河に 落ちたり して 無效 になる ものが 假 りに 半分 だとす ると 五 百 箇所に 火災が 起る „ 

此れ は 勿論 水 を かけても 消されない 火で ある。 そこで 若し 十臺 飛んで 来れば 五 千 箇所の 火災が 突 

發 する であらう。 此の 火事 を 呆然と して 見て 居れば 全市 は數 時間で 火の 海になる 事 は 請 合 ひで あ 

る。 其 際 若しも 全市民が 協力して 一生懸命に 消火に か、 つたら どうなる か。 市民 二百 萬と して 其 

の 五分の 一 だけが 消火 作業に 何等かの 方法で 手 を 借し 得る と假定 すると、 四十 萬 人の 手で 五千箇 

所の 火事 を 引受ける ことになる。 卽ち 一箇所に つき 八十 人 宛と いふ ことになる。 さて、 何の 覺悟 

もない 烏 合の 衆の 八十 人で は 恐らく 一  评の 物置の 火事で も 消す 事 は 出来ない かも 知れない が、 併 

し、 若しも 十分な 知識と 訓練 を 具備した 八十 人が、 完全な 統制の 下に、 それぐ 適當 なる 部署に 

就いて、 さう して 豫め 考究され 練習され た 方式に 從 つて 消火に 從事 する ことが 出来れば、 假令水 

道 は 止まって しまっても 破壞 消防の 方法に よって 確實に 延燒を 防ぎ 止める ことが 出来る であらう 
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と 思 はれる。 

此れ は 極め て 大ざっぱな 目の 子 勘定で は あるが、 それでも 大凡の 桁數と し て は 寧ろ 最惡の 場合 

を 示す もので はな いかと 思 はれる。 

燒夷彈 投下の 爲に 怪我 をす る 人 は 何 萬 人に 一 人位な もので あらう。 老若の 外の 市民 は 逃げたり 

隱れ たりして はいけ ない ので ある。 空中 襲撃の 防禦 は 軍人 だけで はもう 間に合 はない。 

若しも 東京 市民が 慌て \ 遁げ出す か、 或は あの 大正 十二 年の 關東 震災の 場合と 同樣 に、 火事 は 

消防隊が 消して くれる ものと 思って、 手 をつ かねて 見物して 居た としたら、 全市 は數 時間で 完全 

に 灰になる こと は確實 である。 昔の 德川 時代 の 江戶 町民 は 永 い 經驗か ら 割出され た 賢明 周到な る 

法令に よって 非常時に 處 すべき 道 を 明確に 指示され、 さう して 此れに 關 する 訓練 を 十分に 積んで 

居た ので あるが、 西洋文明の 輸人 以來、 市民 は 次第に 赤ん坊 同樣 になって しまったの である。 考 

へ ると 可笑しな ものである。 

何箇月 か 何年 か、 乃至 は 何十 年の 後に、 一度 は 敵國の 飛行機が 夏の タ暮に 烏瓜の 花に 集まる 蛾 

の やうに 一 時に 飛んで 来る日が あるか も 知れない。 しかし 此の 大きな 蛾 を はたき 落す に はう ちの 

猫で は 間に合 はない。 高射砲な ど 常識で 考 へても 到底 賴み になり さう もない 品物で ある。 问か{ 仝 
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中へ 莫大な 蜘蛛の 網の やうな もの を 張って 此の 蛾を喧 止める 工夫 は 無い もの かと 考へ て 見る。 或 

は 花火の やうな ものに 眞 綿の 網の やうな もの を 丸めて 打ち上げ、 それが 空中で ぱっと 烏瓜の 花の 

やうに 開いて ふ はりと 敵機 を 包みながら プ 口 ぺ ラ にしつ かりと からみ 付く と い ふやうな 工夫 は 出 

來 ないかと も考へ て 見る。 蜘蛛の あんなに 細い 弱い 絲の 網で 大きな 蟬が 捕られる ことから 考 へる 

と、 蚊帳 一張 程 もない 網で ー臺の 飛行機が 捕 へられ さう にも 思 はれる が、 實際 はどう だか、 一寸 

試驗 して 見たい やうな 氣 がする ので ある。 

子供の 時分に 蜻蛉 を 捕る のに、 細い 絲の兩 端に 碗 豆 犬の 小石 を 結び、 それ を ひょいと 空中へ 投 

げ 上げる と、 蟥給は 其の 小石 を 多分 餌 だと 思って 追つ かけて 來る。 すると 絲 がうまい 工合に 蟲の 

からだに 卷き 付いて、 さう して 石の 重みで 落下して 來る。 あれ も參考 になり さう である。 つまり 

ピアノ 線の 兩 端に 重 錘 をつ けた やうな もの を 矢 鰐と さ 中へ 打ち上げれば 襲擊 飛行機 隊は 多少の 迷 

惑 を 感じさうな 氣 がする。 少 くも 爆彈 よりも 安價 でし かも 却って 有效 かも 知れない。 

戰爭 のない うち は 吾々 は 文明 人で あるが 戰爭が 始まる と、 忽ちに して 吾々 は野蠻 人に なり、 獸 

になり 鳥に なり 魚に なり 又昆蟲 になる ので ある。 機械文明が 發 達する 程 一 層 さうな るから 妙で あ 

る。 それで 吾々 は此 等の 動物 を 師匠に する 必要が 起って 來 るので ある。 潜航艇の ベリス コ ー プは 
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比 良 目の 眼 玉の 眞似 である。 海镧 車の 歩行 は 何となく タンク を 想 出させる。 ガスマスク を 付けた 

人間の 顏は穀 象 か 何 かに 似て 居る。 今後の 戰爭 科學者 はありと あらゆる 動物の 習性 を 研究す るの 

が 急務で はない かとい ふ氣 がして 來 K -。 

光の 加減で 烏 の 花が 一 度に 開く やうに、 赤外 光線で も 送る と 一 度に 爆薬が 破裂す る やうな 仕 

掛も考 へられる。 鳳仙花の 實が 一 定時 間の 後に 獨 りで はじける。 あれと 似た やうな 武器 も考 へら 

れ るので ある。 併し 眞 似した くても 此等 植物の 機巧 は 中々 六 かしくて よく 分らない。 人間の 智慧 

は 此んな 些細な 植物に も 及ばない ので ある。 植物が 見ても 人間 程 愚鈍な もの はない と 思 はれる で 

あらう C 

秋になる と 上野に 繪の展 覽會が 始まる。 日本 畫の 部に はいつ でも、 きまって、 色々 の 植物 を 主 

-題 にした 大作が 多数に 出陳され る。 ところが 描かれて 居る 植物の 種類が 大抵き まり 切って 居て、 

誰も 描かない 植物 は 決して 誰も 描かない。 例へば 烏瓜の 花の 搶 などつ ひぞ 見た 覺 えがない。 此間 

の晚、 床に 這 人って から、 試に 宅の 敷地 內 にある、 花の^く 植物の 數を數 へて 見た。 二三 十 も あ 

るかと 思って 數 へて 見たら、 實際は 九十 餘 種あった。 併し 帝 展の繪 に 現 はれる 花の 種類 は、 未だ 

數 へて 見ない が、 恐らくす つと 少な さう である。 
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數の 少な いのはい \ としても、 花ら しい 花の 鎗の 少ない のに も 驚歎 させられる。 多くの 畫家は 

花と いふ もの . ^意味が 丸で 分らない ので はない かとい ふ 失禮千 萬な 疑が 起る 位で ある。 花と いふ 

もの は 植物の 枝に 偶然に 氣 紛れに くっつ いて 居る 紙片 ゃ絲 屑の やうな もので は 決してない。 吾々 

人間の 淺 墓な 智慧な どで は 到底 何時 迄た つても 究め 盡 せな い 程 不思議な 眞言 祕密の 小宇宙な ので 

ある。 それが、 どうして かう も 情ない、 紙細工の やうな ものにし か 描き 現 はされ ないで あらう？ 

それにしても、 すっと 昔 私 は何處 かで 僧 心 越の 描いた 墨输の 芙蓉の 小 軸 を 見た 記憶が ある。 曉天 

の 白露 を帶 びた 此の 花の 本當の 生きた 姿が 實に 一一 一一 口 葉 通り 紙面に 躍動して 居た ので ある。 

今年の 二 科會の 洋畫展 覽會を 見ても 「天然」 を 描いた 鰭 は 殆ど 見付からなかった。 昔の 簿 描き 

は 自然 や 人間の 天然の 姿 を 洞察す る ことに 於て 常人の 水準 以上に 卓越す る こと を 理想と して 居た 

らしく 見える。 さう して 得た 洞察の 成果 を 最も 卑近な 最も 分り 易い 方法に よって 表現した やうに 

思 はれる。 然るに 此 頃の 多数の 新進 畫家 は、 もう 天然な ど は 見なくても よい、 か、 或は 寧ろ 可成 

的 見ない ことにして、 あらゆる 素人よりも 一層 皮相 的に 見た 物の 姿 を かりて、 最も 淺 薄な イデ ォ 

ロギ ー を、 しかも 觀 者に はなるべく 分りに くい 形に 表現す る ことによって、 何 かしら 大した もの 

が其處 にあり さう に 見せよう として 居る、 ので はない かと 疑 はれても 仕方のない やうな 仕事 をし 
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て 居る ので ある。 此れ は 天然の 深 さと 廣さを 忘れ て 人間の 私 を 買 ひかぶ り 思 ひ 上がつ た淺 墓な 馒 

心の 現 はれた 結果で あらう。 今年の 一 ー科會 では 特に ひどく さう いふ 氣 がして 私に はとても 不愉快 

であった。 尤も 其 日 は 特に 蒸 暑かった のに、 あ \ いふ、 設計者が 通風 を 忘れて こしら へた 美術館 

である 爲に それが 更に 一 層 蒸 暑く、 其の 暑い 爲の 不愉快 さが 戶惑ひ をして 壁面の 繪の 方に 打つ か 

つ て 行った せゐも あるで あう。 實際ー 一 科 院展の 開會日 に 蒸 暑くな か つたと いふ 記憶の な いのは 不 

思議で ある。 大正 十二 年の 開 會日は 朝 ひどい 驟雨が あって、 それが 晴れる と 蒸 暑くな つて、 竹の 

臺の ニ科會 場で 十 一 時 五十八 分の 地震に 出 遇った のであった。 さう して 宅へ 歸 つたら 瓦が 一 一三 枚 

落ちて 壁土が 少し こぼれて 居た が、 庭の 葉 鷄頭は 凡そ 天下に 何事 もなかった やうに 眞 紅の 葉 を 紺 

碧の 空の 光の 下に 糧 かして 居た ことであった。 しかし 其 時刻に はもう あの 恐ろしい 前代未聞の 火 

事の 渦卷が 下町 一 帶に擴 がりつ 、あった。 さう して 生きながら 燒 かれる 人々 の 叫喚の 聲が 念佛ゃ 

題目の 聲に 和して 此 世の 地獄 を 現 はしつ 、ある 間に、 山の手で は 烏^の 花が 薄暮の 垣根に き 揃 

つ て いつもの 蛾の 群 はいつ もの やうに 忙 はしく 蜜 をせ 、つて 居る のであった。 

地震が あれば 壞れる やうな 家 を 建て 、住まって 居れば 地震の 時に 毀れ るの は當り 前で ある、 し 

かも 其の 家が、 火事 を 起し 薆延 させる に 最適 當な 燃料で 出来て 居て、 其の 中に 火種 を 用意して あ 
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るの だから、 此れ は 初めから 地震に 因る 火災の 製造 器械 を据 付けて 待って 居る やうな ものである „ 

大火が 起れ ば 旋風 を 誘致して 焰の 海と なるべき 害の 廣場 に 集まって 居れば 燒け 死ぬ の も當然 で あ 

つた。 此れ は 事の あった 後に 思 ふこと であるが、 吾々 に は 明日の 可能性 は 勿論 必然性 さへ も 問題 

にならない。 

動物 や 植物に は 百 千年の 未来の 可能性に 備 へる 準備が 出来て 居た ので あるが、 途中から 人間と 

いふ 不都合な 物が 飛 出して 來た爲 に 時々 違算 を 生じる。 人間が 燈 火を發 明した 爲に 此れに 化かさ 

れて 蛾の 生命が 脅かされる やうに なった。 人間が 脆弱な 垣根な ど を 作った 爲に 烏瓜の 安定 も保證 

され なくなって しまった。 圖に乘 つた 人間 は 網 や 鐵砲ゃ あらゆる 機械 を 工夫して は 鳥 獸魚蟲 の 種 

を絕 やさう として 居る。 因果 はめぐ つて 人間 は 人間 を 殺さう とする ので ある。 

戰爭 でなくても、 汽車、 自動車、 飛行機 は みんな 殺人 機械で ある。 

此頃も 毎日の やうに 飛行機が 墜落す る。 不思議な ことに は外國 から 遠来の 飛行機が 霞ケ 浦へ 着 

くと いふ 日に はき まって 日本の 何處 かで 飛行機が 墜落す る ことにな つて 居る やうな 氣 がする。 遠 

來の 客への コム プリ メント で V も あるかの やうに。 

蜻怜 ゃ稳が 飛行 中に 機關の 故障 を 起して 墜落 するとい ふ 話 は 聞かない。 飛行機 は 故障 を 起し 易 
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いやう に 出来て 居る から、 それで 故障 を 起す し、 鳥 ゃ蟲は 決して 故障の 起らぬ やうに 出来て 居る 

から 故障が 起らなくても 何も 不思議 はない 譯 である。 寧ろ、 一番 不思議な こと は 落ちる ときに 上 

の 方へ 落ちないで 必す 下に 落ちる ことで ある。 物理 學 者に 聞けば、 それ は 地球の 引力に よるとい 

ふ。 もっと 詳しく 閜 くと、 すぐに 數式を 持 出して 說明 する。 そんなら 其の 引力 はどうして 起る か 

と 聞く と 事柄 は 一 層 六 かしくな つて 結局 到底 滿 足な 返答 は 得られない。 實は學 者に も 分らない の 

である。 

吾々 が 存在の 光榮を 有する 二十世紀の 前半 は、 事によると、 あらゆる 時代のう ちで 人間が 一番 

思 ひ 上がって 吾々 の 主人で あり 父母で あると ころの 天然と いふ もの を 馬鹿にして 居る つもりで、 

本 當. は 最も 多く 天然 に 馬鹿にされて 居 る 時代 かも 知れな いと 思 はれる。 科擧 がほんの 少しば かり 

成長して 丁度 生意氣 盛りの 年頃に なって 居る ものと 思 はれる。 天然の 玄關を ちらと 覼ぃ ただけ で- 

もう 悉く  天然 を  征服した 氣持  になつ  て 居る やうで ある。 科 擧者は 落着 い て 自然 を 見 も しないで 長 

たらしい 數式を 並べ、 畫家 はろ くに 自然 を 見 もしないで 徒に 汚なら しい 緣具を 塗り、 思想家 は 周 

圍の 人間 すらよ くも 見ないで 獨 りぎ めの イデ ォ ロギ ー を 展開し、 さう して 大衆 は 自分の 皮膚の 色 

も 見ないで 此れに 雷同し、 さう して 横文字のお 題目 を唱 へて 居る。 併しもう 一歩 科學が 進めば 事 
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情 は 恐らく 一  變 する であらう。 其 時には 吾々 はもう 少し 謙 通な 心 持で 自然と 人間 を？ K 視し さう 

して 本 氣で眞 面目に 落着いて 自然と 人間から 物を敎 はる 氣 になる であらう。 さう なれば 現在の 色 

色な ィズ ム の 名に よって 呼ばれる 盲目なる フ ァ ナチ シズ ム の- M は收 まって 本當 に科學 的な ュ —ト 

ピアの 眞 如の 月 を 眺める 脊が來 るか も 知れない。 

ソロ モ ンの榮 華 も 一 輪の 百合の 花に 及ばない とい ふ 古い 言葉が、 今の 自分に は 以前と は 少しば 

かりちが つた 意味に 聞き取られ るので ある。 (昭和 七 年 十月、 中央 公論) 
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札幌 まで 


九月 二十 九日。 二 時半 上野 發。 九 時 四十 三分 仙臺 着。 一泊。 翌朝 七 時 八 分靑森 行に 乘る。 

仙臺 以北 は 始めての 旅 だから、 例に より 陸地 測量 部 二十 萬 分の 一 の 地圖を 擴げて 車窓から 沿路 

の 山水の 詳細な 見學 をす る。 北上 川 沿岸の 平野に は稻 がー 面に 實 つて、 もう 刈入れ るば かりにな 

つて 居る やうに 見える。 昨夜 仙臺の 新聞で 缺食兒 童 何百と いふ 表題の 記事 を 見て. 来たば かりの 眼 

に は、 此の 目前 見渡す 限りの 稻の秋 は 甚だ そぐ はない 喊の やうな 眺めであった。 豐 葦原の 瑞 機の 

國の 瑞穗の 波の. 中に 居て、 それで 中々 容易に は 米が 食 はれない ので ある。 何處 かで 何 か 間違つ 

て 居る 證據 である。 併し 何處で 何が どう 間違って 居る か 1. 中々 容易に 分らない 問題で あらう。 

北上 川の 蛇行 水路の 右岸の 平野に 低濕 の沼澤 地が 一 面に 分布して 居る の は 不思議で ある。 河流 

が 完成して 後に 一 體の 地盤が 沈降した ので はない かと 疑 はれる。 此れ は 地形 學者 の說を 聞いて IB- 
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なければ 分らない。 

平 泉の 舊跡は 成程 景勝の地 である。 都市と いふ もの- -發 達する に 恰好な 條件を 具へ て 居て、 し 

かも それが 極めて 小規模な 地形で あるの は 面白い と 思 はれた。 鎌 倉 や 又 此の 平 泉な どの かう した 

地形 を 見る と、 昔の 日本の 人口の 少なかった 程度が 推測され る やうな 氣 がする ので ある。 昔の 此 

等の 都市の 面積と 今の 東京の 面積との 比が 昔の 日本の 人口と 今の 日本の 人口との 比に 近い もの を 

與へ はしない かとい ふ 想像が 起る。 

雨上りの せゐも あらう が、 樹木の 綠の 色が 如何にも 落着いた、 重厚な、 しかも 美しい 暗 綠色を 

して 居る。 低くて なだらかな 山々 が廣く 長く 根 を 張って 居る 姿 も、 矢張り 如何にも 落着いた のん 

びりした 感じ を與 へる。 それで ゐて 山水 遠近の 配置が 決して 單 調で なく、 大様で 少しもせ k こま 

しくない 變 化を豐 富に 示して ゐる。 

岩 手 山 は豫期 以上に 立派な 愉快な 火山で ある。 四 邊の溫 和な 山川の 中に 神代の 互 人の 如く 傳說 

の 英雄の 如く 立ちはだかって 居る。 富士が 女性なら ば 此れ は 男性で ある。 苦味 も あれば 漉 味 も あ 

る。 誠に 天晴な 大和 男兒の 姿で ある。 此の 美しい 姿 を 眺めながら 妙な 夢の やうな 事を考 へて 見る 

のであった。 
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誰か も 云った やうに、 砂漠と 苦 海の 外に は 何もない 荒涼 落寞 たる ユダヤの 地から 必然的に 一 祌 

敎が 生れた。 併し 山川の 美に 富む 西 歐諸國 に 人 込んだ 基督 敎は、 表面 は 一 神で ありながら 內實は 

何時の間にか 多 神 敎に變 化した。 同時に ユダヤ人の 後裔に とっての 一 つの 神なる ヱホ バは自 から 

姿を變 へて、 やがて ドルに なり マルクに なった。 其の 後裔の 一 人であった マルクスに は、 r 經濟」 

とい ふ 唯一 の 見地よりしか 人間の 世界 を 展望す る ことが 出来なかった。 それで 彼の ー神敎 的哲學 

は 茫漠たる a シ ァの單 調の 原野の 民に は 誠に 恰好な もので あり、 滿洲ゃ 支那の 平野に 極めて ふさ 

はし いもので なければ ならな い。 彼等の 國には 火山な ど は 一 つもない ので ある。 此れに 反して ェ 

トナ、 ヴ H スヴ ィォ、 スト 。 ン ボリ 以下 多數の 火山 を 有する 南歐 イタリアの 國 土に は 當然に ふさ 

はしい シ ー ザ ー が 現 はれ ファシズムが 生れた。 今 眼前に 此の 岩 手 山の 實に 立派な 姿 を 眺め、 其の 

麓に 展開す る 山川の 實に 美しい 多様な 變化を 味 はって 居る と、 どうしても 日本 は 矢張り 八 百 萬の 

神々 の棲處 であり、 英雄の 國 であり、 哲人の 國 であり、 食 ふこと \飮 むことの 外に 未だ 色々 樣々 

大事な ことの ある 國だ としか 思 はれない ので ある。 こんな 理窟に も 何にも ならない 理窟 を考へ な 

がら、 岩 手 山の 山靈に 惜しい 別れ を吿 げたので あった。 

林檎 畑の 案山子 は、 樹の 頂上から びよ こんと {仝 中へ 今 正に 飛び出した 所 だと 云った やうな 剽輕 
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な 恰好 をして 居る。 農婦の 派手な 色の 頰 冠り をした 恰好が ボ ー ラ ンド あたりで 見かけた ス ラヴ 女 

の 更紗の 頰 冠り を 想 出させる。 それから 又、 何 處の國 でも 婆さん は 同じ やうに 婆さんで ある。 婆 

さん は ュ 一一 ヴァ ー サル に 國境を 超越した 存在 だと 思 ふ。 婆さんに 人種 はない ので ある。 

北 へ 行く 程 人間の 少 くなる の を 感じる。 たま.， 停まる 停車場に 下りる 人 もなければ 乘る人 も 

ない。 低い 綿雲が 垂れ 下って 乙 供から は 小雨が 淋しく 暗く ふり 出した。 野邊 地の 濱に 近い 灌木の 

茂った 斜面の 上空に 鳶が 群れ 飛んで 居た。 近年 東京で はさつ ばり 蔦と いふ もの を 見た ことが なか 

つたので 異常に 珍ら しくな つかしく も 思 はれた。 のみなら す鳶の 此の やうに 群れて 居る とい ふこ 

と 自身 も 珍ら しい。 恐らく 下に は 何 か 餘程豐 富な 獲物が あるに 相違ない が、 それ は 何だか 分らな 

い。 しかし、 よも や 心中で も あるまい。 

靑森灣 沿岸の 家の 屋根の 様式 は 日本海 海岸 式で、 コケラ せ 耳の 上に 石塊 を 並べ て あるの が 多い。 

汽車 か ら 見た 靑森市 の 家 は 殆ど 皆 トタン 蘇 又は コケ ラ葺の 板壁で ある。 如何 にも 輕 さう で 强風 に 

吹 飛ばされ さうな 感じが する。 永久性と 落着きの な いのは、 此邊の 天然の 反對 である。 淺蟲 温泉 

は 車窓 か ら 見た だ け で 卒業す る ことにした。 

夕方 連絡船に 乘る。 三千 四百 # 、餘の タ— ビン 船で、 中々 綺麗で 堂々 として 居る。 靑森 市の 家屋 
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と は 著しい 對 iii である。 左舷に 五 秒 毎に 閃光 を發 する 平 館 燈臺を 見る C 其の 前方 遙に七 秒、 十一 一一 

秒 位の 間隔で 光る の は 龍 飛 岬の 燈臺に 相違ない。 强ぃ 光束が 低い 雲の 底面 を 撫で 、ぐるりと 週る 

のが 見える。 靑森灣 口に 近づく とも， フ 前面に 函 館の 灯が 雲に 映って ゐる のが 見られる。 マストの 

上に は 銀河が ぎら/ \ と 凄い やうに 冴えて、 立體 的な 光の 帶が船 を はす かひに 流れて 居る。 しば 

らく 船室に 引 込んで 居て 再び 5. 板へ 出る と、 意外に も ひどい 雨が 右舷から 面 も 向けられ ないやう 

に 吹き付けて 居る。 寒暖 二様の 穴 ェ氣と 海水の 相戰ふ 此邊の 海上で は、 天 氣の變 化 もこん なに 急な 

もの かと 驚かれる のであった。 

海から 近づいて 行く 函 館の 山腹の 街の 灯 は、 神戶 よりも 寧ろ 香港の 夜 を 想 はせ る。 それが そぼ 

ふる 秋雨に にじんで、 更に しっとりとした 情趣 を帶 びて 居た。 

翌朝 港內を こめて 居た 霧が 上がる と 秋晴れの 日が じりく と 照りつ けた C 電車で 街を縱 走して、 

と ある 辻から 山腹の 方へ 廣ぃ 坂道 を 上がって 行く と、 行き止まりに 新築の 大神宮の 社が ある。 子 

L 守が 遊んで 居る。 港內の 眺めが 美しい。 此の 山の頂 上へ 登られたら 更に 一層の 眺めで あらう と 思 

f ふが 地圖を 見ても 頂上へ の 道がない。 成程 此處は 要塞で あると 氣が 付く。 要塞と いふ もの は必 す 

で 

景勝の地 であり、 又必 す地學 的に 最も 興味 ある 地點 になって 居る の は 面白い 事實 であらう。 大神 
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宮の すぐ 下に ソビ H ト領事 館が ある。 此れ も 面白い 事實 である。 門の 鐵 扉の 外側に 子守が 二三 人 

立って 門 內の露 人の 幼 兒と何 か 言葉の やりとり をして 居る と、 玄關 から 逞し い 露西亞 婦人が 出て 

來て、 逞しい むき 出しの 腕で 其の 幼 兒を輕 々と 引か、 へて 引 込んで 行った。 ソビ H トの幼 兒が函 

館の 町つ 兒の 感化に 染まる こと を 恐れる ので あらう。 少し 下りた 處の 洗濯屋の 看板 を 見る と 何某 

プラチ H シ ナヤと 露 文字で 書いて ある。 領事館 御用の 洗濯屋さん だから かと 思った が、 電車 通り 

を 歩いて 居る と、 露 文字の 看板 は 外に も 二つ 見付かった。 昔 長 崎 を 見物した 時に 見た 露 文の 看板 

の 記憶が 藍って 來 るの を 感じ た。 

と ある 町角で 妙な 現象 を 見た。 それ は 質屋で 質流れの 衣類の 競寶を して 居る 光景ら し く判斷 さ 

^た。 みんな 愁の 深さうな 顔 をした 婆さん や 爺さんが 血眼に なって 古着の 山から g ぼし いの を 握 

み 出して は S 取 眼で 檢 杏して 居る。 氣に 入った の は 丸でし がみつ いたやう に 小脇に 抱いて 誰かに 

掠奪され るの を 恐れて 居る やうで ある。 此れ も 地獄 變相 緣卷の 一場面で ある。 それと 沒交涉 に 秋 

晴の 太陽 は ほがらかに 店先の 街路に 1; り 付けて 居た。 此の 年に なって、 此んな 處へ來 て、 こんな 

光景 を 初めて 目擊 しょうと は 夢にも 想 はない ことであった。 旅 はすべ きもので ある。 

五梭郭 行と いふ バ スを 見かけて 乘る。 何某 講と 染め 拔 いた 揃 ひの 手拭 を 冠った、 盛装に 草鞋ば 
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きとい ふ 珍ら し い 出で立ちの 婦人の 賑 かに 陽氣な 一 群と 同乘 した。 公園の 人口に はダ リアが 美し 

く 人 あいて 森閑とした 園內を 園丁が 掃除して 居た。 子供の 時分に よく 熱病 を ゎづら つて、 その 度に 

函館產 の 氷で 頭を冷やし たこと であ ク たが、 あの 時の あの 水が、 此處の 此の 泥水の 壕の 中から 切 

り 出されて、 さう して 何百 里の 海 を 越えて 遠く 南海の 濱迄 送られた ものであった のかと 思 ふと、 

此方が 中學 校の 歷史 で敎 はった 五 接郭の 戰に關 する 感慨よりも 更に 深く ヱゴィ ストの 心に 觸れる 

ものが ある。 これ は 我が 幼き 日に 於け る 深く 限りなき 父母の 慈愛の 想 ひ 出に つながる からで ある 一 

歸 路のバ スを 待って 居る と 葬禮の 行列が 通る。 男 は 編 笠 を 冠り 白木 綿の 羽織の やうな もの を 着て 

居る。 女 は 白 頭巾に 白の 上つ 被りと 云った 姿で ある。 遣 骨の 箱 は 小さな 輿に のせて 二人で さげて 

行く ので ある。 近頃の 東京の 葬禮 自動車 程惡 趣味な もの も 少ない と 思 ふ。 さう して、 葬儀場 は 時 

として 高官の 人が 盛装の 胸 を 反らす 晴れの 舞臺 となり、 或は 淑女の 虚榮の 暗 鬪のァ レナと なる。 

今 北海の 町に 來て 計らす 此のつ &ま しゃかな 葬禮を 見て、 人世の 夕暮に ふさ はし い 昔ながら の 行 

事の さびし をり を 味 はふ ことが 出來 たやうな 氣 がした。 

〇 時半の 急行で 札 幌に向 ふ。 北緯 四十 一 度を越 えても 稻 田の 黄熟して 居る のに 驚く。 大沼 公園 

は 成程 日本ば なれの した 景色で ある。 鐵骨ぺ ンキ 塗りの 展望塔が すっかり 板に 付いて 見える。 黄 
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-ai や 山葡萄が 紅葉して 居り、 池に は 白い 睡蓮が ゆ、 いて 居る、 駒 ケ嶽は 先年の 喷 火の 時に 浴びた 灰.； 

と輕 石で 新しく 化- 称されて、 觸 つたら まだ 埶-; さう に 見える。 首の ない 大きな ライオンが 北向きに 一 

坐って 居る やうな 姿 をして 居る。 肌の 色 も そんな 色で ある。 併し 北側へ 過って 見る と 立派に 對稱一 

的な 火山の 形 を 見せて 居る。 此れ も 世界に 誇る ベ き 名山 だと 思 ふ。 

長 萬 部から 噴火 灣の 海岸 を 離れて 內 地へ 這 人る。 人間の 少ない のに 驚く。 ちゃんとした 道路が 

あるが 通って 居る 人影が 見えない。 畑に 働いて 居る 人 もめった に は 見付からない。 勿論、 熊に も 

逢はなかった。  . 

後方 羊 蹄 山 は 綺麗な 雲帽を 冠って 居た。 十分 後に は帽が 三重の スカ ー フ 雲の 笠に なって 居た。 一 

俱知 安の 邊迄來 ると 叉稻 田が ある。 何處迄 行っても 稻田は 追つ かけて 來 るので ある。 それで ゐ, 

て 樂には 米が 食へ ない のが 今の 日本の 國 である。 

札幌 で五晚 泊った C 植物園 ゃ圓山 公園 ゃ大學 搆內の 樹林 は 美しい。 楡 やい ス-, (- の槲 やいた や 

などの 大木 は內 地で 見た ことのない ものである。 芝生の 綠が柔 かで 鮮 かで 摘めば 汁の 實 になり さ 一 

うで ある。 鮭が 林間の 小 河に 上って 来たり、 そこへ 熊が 水を飮 みに 來て 居た 頃 を 想像す るの は愉 

快で ある。 北海道で は、 今でも まだ 人間と 動植物が 生存 競爭を やって 居て、 勝負が まだ はいて 居： 
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ない とい ふ 事 は 札 幌市內 の 外郭 を 廻っても 分る。 天孫 民族が 渡って 來た 頃の 本土の さま、 又 朝鮮 

の 一 民族が 移って 來た 頃の 武藏 野の さま を 想像す る參考 になり さう である。 

札幌の 普通の 住家 は 窒內は 綺麗で^ 外 觀が身 萎ら しい。 土 ほこり を 浴びた 板壁の 板が ひどく 狂 

つて 反り かへ つて 居る のが 多い。 

有名な 強 小路で は 到る 處投賫 の 立札が 立って 居た。 三越 支店の 食堂 は滿 員であった。 

月 寒の 牧場へ 行ったら、 羊が みんな 此方 を 向いて 珍ら しさう に まじ/ \- と 人の 顏を 見た。 羊 は 

朝から 晚迄草 を 食 ふこと より 外に 用がない やうに 見える。 草 は いくら 食. つ てもとても 食 ひ 切れさ 

う もない 程靑々 と 繁茂して 居る ので ある。 食 ふこと だけの 世界で は 羊 は 幸福な 存在で ある。 

六日の 朝 札幌を 立った。 供 知 安で 買った 辨當の 副食物が、 物理的に は 色々 ちがった 物質 を 使つ 

て あるが どれに も 味と いふ ものが 缺 けて 居た。 此の 線路 は 一 體 に辨當 がよくな いので 有名 だとい 

ふ 話で ある。 此邊 から 汽車の 音が サッ ポロ タツ チャンと いふ やうに 聞え 出して、 いつ 迄 もさう 聞 

える のであった。 

歸跻の 駒 ケ嶽に は 虹が 山 股に か S つ て 燒土を 五彩に いろどって 居た。 兩 館の 連絡船 待合 所に 憐 

れな 妙齢の i:;^ 女が 居て、 はじめは ボ— ィに 白葡萄酒 を 命じたり して 居た が、 段々 に 暴れ出して 窓 
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梓の 盆栽の 蘭の 葉 を 引っぱつ たりして 附 添の 親爺 を 困らせた。 それから しゃがれ た聲で 早口に 篤 

り はじめ、 同室の 婦人 を 指して は 激烈に 挑戰 した。 何 を 云って ゐ るか は 聞 取れない。 巡 杏と 驛員 

に 守られて 一 且乘 船した が 出船 間際に 連れ 下ろされて 行った。 つ いさつき： 紫れ て罟 たと は刖 人の 

やうに すご/^ と 下りて 行った 後 姿が 淋しかった。 

札幌 から 大勢の 警官に 見送られて 二十 人 餘り背 廣 服の 壯漢 が同乘 したの が、 船で も 矢張り 一 緒 

になった。 途中の 驛 でも 又兩 館の 波止場で も 到る 處で 見送りが 盛んであった。 「頑張れよ」 「御大 

事に」 「しっかり 頓 むよ」 口々 にかう した 激勵の 言葉 を 投げた。 船と 埠頭の 間に 渡した 色テ ー ブ 

の 橋の 兩 側で 勇ましい 軍歌が 起った、 人々 の. ぼが みんな 醉 つた やうに 赤く 見えた。 誰れ も 彼れ も 

意志の 强 さうな 顔ば かりで ある。 世の中に こ はい もの もなければ 心配な こと も 何もな いやうな 人 

ばかりで ある。 此 等の 勇士 達 はこれ から 何 處の國 の 何處の 道の 果迄 行く ので あらう か。 恐らく 何 

處へ 行っても、 行く先々 に 勇敢な 彼等の 爲の 天地が 開けて 行き さうな 氣 がする。 併し 自分 はと 云 

ふと 此の 廣ぃ 世界の 片隅に 住み 古した 小さな 雀の 巢の やうな 我家へ 歸っ て 行く より 外 はない ので 

ある。 小^の 降る 薄暮の 街に 灯が ともり 始め、 白い 水面 を 一群の かもめが 巴 を 描いて 飛び交 はし 

て 居る。 船 は 大きな 力 ー ヴを 描いて 出て 行く ので 色 さま/^ の 灯 を ちりばめた 山腹の 街の 眺めが 
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段々 に變 りながら 遠くな つて 行く。 天の 一 方に は 弦が 雲間から 寒い 光 を 投げて 直下の 海面に 一 抹 

の眞珠 光を康 はして 居た。 

靑 森から 乘 つた 寢臺 車の 明 方 近い 夢に、 地下室の やうな 處で ひどい 地震 を 感じた。 急いで 階段 

を駄け 上らう とすると、 そこ には子 供 を 連れた 婦人が 立ち ふさがって 居て 上れない。 やっと 外へ 

出て 見る と 其處は 上野 公園の 樣な處 で、 自動車 ゃボ ー イス カウ ッが 群集して 居る。 敵の 飛行機 か 

ら毒 瓦斯の 襲擊を 受けた ときの 防禦 演習 をして 居る の だとい ふ。 サイ レ ンが 鳴る と 思ったら 眼が 

覺 めた。 汽車 はもう 仙臺へ 着いて 居た。 

歸 宅して 見る と 猫が 片頰に 饅頭 犬な 腫物 を こしら へ て 頗る 滑稽な 顏 をして 出迎 へた。 夏 中 ぼつ 

り ぼつり 唤 いて 居た 力 ンナ が、 今頃に なって 一 時に 滿 開の 壯 觀を呈 して 居る。 何とか 云 ふ 名の 洋 

紅色 大輪の カンナ も 美しい が、 併し 札 幌圓山 公園の 奥の 草花 園で 見た 翁 幾 頭の 鮮紅色に は 及ばな 

い。 彼 地の 花の 色 は 降霜に 近づく 程 次第に 冴えて 美しくなる さう である。 さう して 美し さの 頂點 

に 達した ときに 一度に 霜に 殺される さう である。 血の 色に は 汚れが あり 焰の 色に は 苦熱が あり、 

ルビ ー の 色 は 硬くて 脆い。 血の 汚れ を 去り、 焰の熱 を 奪 ひ、 ルビ —を靈 泉の 水に 溶かしで もした 

ら 彼の M 山の 徘雞 頭の 色に 似た 色になる であらう か。 
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定山溪 も 登 別 も 何處も 見す、 アイヌに も 熊に も 逢 はないで 歸 つて 来た。 兩 館から 札幌迄 は赤鰾 

の K 尾の 部分に 過ぎない が、 此れ だけ 行った ので 北海道の 本 當の大 さが いくらか 正しく 頭の 中で 

現實 化された やうに 思 ふ。 此の 廣大な 土地に 住む 全體の 人口 は 小東京 市民の それより 少し 多い 位 

ださう である。 どうも 合點の 行かない こと だと 思 ふ。 

北海道の 熊 は T= い/ \ 北口に 宗ハ介 海峽を 渡つ て來 たで あらう と 思 はれる が、 どうして 渡った か、 

此れ も 不思議で ある。 大昔に は 陸地が 繽 いて 居た のか、 それとも 氷が つながって 居た のか 誰に 聞 

いて 見ても 分らない。 鬼に 角 律 輕海峽 は 渡れなかった ものと 見える。 熊が！： 館 迄 南下して 來て對 

岸の 山々 を 眺めて、 极 てあきら めて 引返へ して 行った こと を 想像す るの は 愉快で ある。 

寒い 覺 悟で 行った 札幌は 暖かす ぎて、 下手な あぶなっかし い 講演 を やって 居る と 額に. 汗ばんだ „ 

東京へ 歸 つて 見る と 却って 朝晚 はう すら 塞い 位で ある。 さう して 熊の 出ない 東京に は 熊より 恐ろ 

しい ギヤ ングが 現 はれて 銀行 を 襲った とい ふ 記事で 新聞が 賑 はった。 色々 のィズ ムは どんな 大洋 

を 越えて にも 自由に 渡って 來 るので ある。 

市が 擴張 されて 東京 は W び 三百 年 の 姿に 後 、り をした。 東京 市 何區何 町の 眞 中に 尾花が 戰ぎ 

百舌が 鳴き、 狐ゃ魏 やが 散歩す る 事に なった の は 愉快で ある。 此れで 札幌の 町の 十何條 二十 何 丁 
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で ま幌札 
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の 長閑 さを羡 まなくても すむ ことにな つたわけ である。 (昭和 七 年 十一 H:、 鐵塔) 


ス テ ッ キ 


初めは 四 本 足、 次に 二 本 足、 最後に 三本足で 歩く もの は 何かとい ふ 謎の 發 明され た 時代に は、 

今の やうに 若い者が ス テツ キ などつ いて 歩く 習慣はなかった ものと 思 はれる。 杖が つきもの にな 

つて ゐる 魔法 使 ひ は 大抵 婆さん か 爺さんで あるが、 併し 彼等の 杖 は 大分 使用の 目的が 違って ゐて、 

孫 悟 {仝 の 何とか 棒と 同様に 極めて 精巧な 科擧的 內容を もって ゐ たものと 思 はれる。 支那の 仙人の 

持って ゐた杖 は 道 術に も 使 はれた であらう が、 山 歩きに 必要な 金剛杖の 役に も 立つ たで あらう。 

羊 飼 は 子供で も 長い 杖 を 持って ゐ るが、 あれ は 何の 用に たつ もの か 自分 は 知らない。 牧羊者の 祖 

先が 山地の 住民であった ため か、 それとも 羊 を 追 ひ 廻し 狼で も追拂 ふために 使 はれた もの か、 兎 

も 角 もい は ゆる ス テツ キとは 大分ち がった ものである。 それから 雲助の 息 杖と いふ ものが ある、 

あれの 使用法な ど は 研究して 見たら 大分 面白さうな ものであるが、 今日で は 芝居 か. g 畫の 外に は 
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山中へ 行かなければ 容易に 見られな いものに なった。 あれ も 現代に おける ス テ ッ キの 概念に は あ 

て 嵌まらな いもので、 - 昔の 交通 機關 としての 山 駕籠と いふ 機械の 部分品と 考 へるべき もので あら 

自分 達の 子供の 時分に は、 田舍 のお 婆さんと いふ もの は、 大概 腰の 處で身 體が百 二十 度 乃至 九 

十 度 位に 折れ 曲って ゐ たもので、 歩く に はどうしても 杖 を 第三の 足に しないと 重力に 對 する 釣合 

が とれなかった ものである。 實に 悲慘な 恰好 をして ゐ たもので あった。 木枯の 吹く 黄昏 時な どに 

背中へ 小さな 風呂敷 包な ど 背負って とぼく 野道 を 歩いて ゐる姿 を 見る と、 ひどく 感傷的に なつ 

て わ あっと 泣き出した いやうな 氣持 になった ものである。 もう 一 層悲慘 なの は 田圃 道の 傍の 小 溝 

の 中をぢ やぶく 歩きながら 枯木の やうな 脚に 吸 ひ 付いた 蛭 を 取って は 小さな 木綿の 袋へ 人れ て 

ゐる さう いふ 婆さんであった。 かう して 採集した 蛭を寶 つて 二 錢三錢 の 生活費 を かせいで ゐ たの 

である。 想 ひ 出す だけで も 世界が 暗くなる 位で、 杖と いふ 杖の 中で も かう いふ 婆さんの 杖な ど は 

最も みじめな 杖で あらう。 

ス 

ァソ 親類の 爺さんで 中風 をして から 十 年 も 生きて ゐ たのが あった。 それが 寒い 時候に はいつ でも 袖 

無しの 道 服 を 着て 庭の 日向の 椅子に 腰 を かけて ゐ ながら 片手に 長い 杖 を 布 片で卷 いたの を 持って、 
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さう して いつまでも じっとし たま、 で 小半日 位の あ ひだ 坊主頭 を 日に らして ゐた。 あたまの 上 

に は 大抵 蠅が 一匹ぐ らゐ とまって ゐた。 さう いふ 夢の やうな 幼時の 記憶が あるが、 この やうに 腰 

を かけな がらつ いて ゐる 杖な ど は 杖と しての 珍ら しい 用途で あらう。 カ學 的に 考へ ると 矢張り か 

ら だの 安定 を 保 つため に 必要な 支柱 の 役 をして ゐ たに 相 遠ない。 

しかし かう いふ あらゆる 杖に 比べる と、 いは ゆる ス テツ キ程譯 の 分らない 品物 はない と 思 はれ 

る。 屈強の 靑壯 年が 體重を 支へ るた めに 支柱と する はす はない からで ある。 尤も 銀座 アルプスの 

デパ ー トの 階段な ど を 上る 時 は 多少の 助けになる かも 知れない が、 さう いふ 時で も 彼等 は必， すし 

もス テ ッ キの 先端 を 床に 觸れ てゐ ると は 限らない ので ある。 

西洋で いつの ころから 今の やうな ス テツ キが行 はれ 出した もの か 知らないが、 „1 コ コ の 時代に 

は 貴婦人 方が リボ ン附 きの 長い 杖 をつ いて ゐる繪 が ある。 また そのころ の 優男が 粉 を ふりかけた 

鬉の 尻尾 をリボ ンで 結んで、 細身の ス テツ キを 小脇に 抱へ 込んで 胸 を 反らして 澄まして ゐる 木版 

繪な ども ある。 兎に角 あの 頃 以後 はすつ と 行 はれて 今日に 到った もので あらう。 いづれ にしても 

人間が みんな 働く のに 忙しくて 兩 方の 手が いつも 塞がって ゐる やうな 時代に は 全然 用の ない もの 

であった に 相違ない。 人間の 社會 生活が 進歩した 結果と して、 何もし ないで 樂に 遊んで ゐられ る 
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キッ テス 


人間が 多數に 存在す る やうに なると、 今まで 使って ゐた 手が 暇に なって、 全く 言葉 通りに 手 持 無 

沙汰 を 感じる。 さう かとい つて 太平の シャンゼリゼ ー の 大通り や ボアの 小徑を 散歩す るのに、 ま 

さか 弓矢 や 人殺し 用の 棍棒 ゃ臺 所用の 麵麴 棒を携 へる 譯 にも 行かない から、 その代りに 何 かしら 

手ごろな 棒 片れを 持つ ことにな つたので はない かと も 想像され る。 鬼に 角 昔の 支那で は 杖の 字 は 

「持」 の 字と 同じで 手に 持つ ものなら 何でも 「杖」 であった らしい。 

しかし、 太平の 世の中で も 稀に は 都 大路に 白 晝追剝 が 出たり、 少し 貸して くれな ど、 いふ 相手 

も 出現す るから、 さう いふ 時には これが 忽ちに して 原始 民 時代の 武器と して 甦生 するとい ふ 可能 

性 も 具へ てゐ るので ある。 實際 自分 等の 子供の 時分に 自由 黨の 喧嘩の 頻繁であった 頃 は 鍬の 柄 を 

かつぎ 廻ったり 又い は ゆる 仕込 杖と いふ 物騒な ス テツ キを 持ち歩く ことが 流行して、 つ ひ には子 

供用の 玩具の 仕込 杖 さへ 出来て ゐ たくら ゐ である。 西洋で も映畫 「三文 オペラ」 の 親方 マッキ. 

メッ サ I が 矢張り 仕込 杖 を 持って ゐ るので ある。 

le- に €^、 他に 實務 的な 携帶 品が あつたの では、 折角の ステッキ も 唯の ぢ むさい 杖に なって し 

まふ。 汚れた 折袍 など を 片手に ぶらさげ てはいけ ない ので ある。 矢張り 全く 遊ぶ より 外に 用の な 

い 人が ステッキ、 さう して ス テ ッ キ だけ を 抱へ てゐ ない と 板に つかない やうで ある。 ゴ ルフの 何 
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とかい ふ あの 棒な ども さう である。 歷史は 繰 返す とすれば 今に 贵婦 人達 や モガ 達が 等身大の リボ 

ン S= きの ステッキに ハ ンドバ ッ グ でも H 巾る したの を 持つ て 銀座 を 歩く やうに なると 面白い 見物で 

あらう 0 

序ながら、 桿 狀菌バ ク テリアの 語源が 希臘 語の ス テツ キ であるの は 一 寸 面白い。 病魔の ス テツ 

キ が 體內を 暴れ 廻る ので ある。 

日本で 製造して 賣 つて ゐる 金具 附 きの ス テツ キは みんな 少し 使って ゐ ると 金具が もげたり、 は 

じけ たり、 へこんだ りして 駄目で ある。 こ \數 年来の 經驗で この 事實を 確かめる ことが 出来た。 

尤も ス テツ キに 限らす 大概の 國產 商品が さう であり、 ちゃんとした 器械 類で さへ も 長持ちの する 

の は 珍ら しい。 ステッキが 用の ない 人の 贊澤 品なら ば、 なるべく 早くい けなくな つて、 始終 新し 

く 取換へ る 方が い、 かも 知れない。 實際 新しい ス テツ キを買 ふと あと 一 週間 位 は勉强 が出來 ると 

いふ 人 もゐる 位で ある。 しかし 國產の 時計 や 呼 鈴な どのす ぐ惡 くなる の は 全く 始末が 惡く 日本の 

名譽 のために 情無くなる。 

年を取る と 矢張り 杖が 役に立つ。 毎日 あがる 階段で 杖の 役に立つ 程度に よって その 日の 身體の 

工合の よしあしが 分る。 健康の バ 。メ  — タ ー になる。 字引で 見る と 杖の 字 は 昔 は 尺度の 意味で あ 
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キ 'リ 


つたと いふ 話が あるから、 昔 も 矢張り メ —タ ー の 一種で あつたので ある。 

(昭和 七 年 十  一 n、 週刊 朗 en 
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音樂 的映畫 としての 「ラヴ • ミ • トウ ナイト」 


此の 音樂的 映畫の 序曲 は 「巴 里の 眼 ざめ」 の 表題 樂で 始まる。 先づ 夜明けの セ ー ヌの 河岸が 現 

はれる。 人通りはなくて 朝霧に 濡れた ベンチが 撗 たはり、 遠くに ノ ー トルダ— ムの雙 生 塔が ぼん 

やり 見える。 眠りの まだ さめぬ 裏町へ 誰か 一 人 自轉車 を乘り 込んで 來て、 鋪 道の 上に 何だか 棒の 

やうな もの を 投げ出す。 其の 音で 永い 一夜の 沈默が 破られる。 此の 音から 鶴嘴の やうな もので 薪 

を 割る 男が 呼 出される。 軒下に 眠る ルンべ ンの 鼾の 昔が 伴奏 を 始める。 家の 裏戶が 明いて 早 起の 

お 神さん が 掃除 を 始める、 その 善の 音が 此れに 和す る。 此の 三つの 音が 次第に 調子 を 早める。 高 

角度に 寫 された 煙突から 朝餉の 煙が もく/ \ と 上がり 始める と、 あちらこちらの 窓が 明いて、 晴 

れ やかな 娘の 顔な ども 見える。 屋上で は 洗濯物 を 朝風に 飜へ すお 神さん 達の 群 も ある。 此 等の 畫 

像の 連繽の 間に、 町の 雜 音の 音 樂は ァクセ レランド ー、 ク レツ センド ー で 進行して 行って、 かく 


「ト イチ 


ゲ - 」 畫映 的樂音 


して 一 人の！： 1- 人と しての 一 巴 里」 が 眼 を さまして 欠伸 をす る。 此れ だけの 序曲が 終る と 同時に 第 

一幕 モ ー リス 住家の 場が 映し出され るので ある。 此の 序曲 は 可也 面白く 見られ 聞かれる C 試に 俳 

諧 連句に して 見る と  ， 

朝霧 や 巴 里 は 眠りの まだ 醒 め， す 

河岸の ベ ンチの 濡れて 稍 寒 

有 明の 月に 薪 を 取 込んで 

あちらこちら に 窓 あける 音 

とで も 云った やう な 趣が あ る 。 

ーィ ズンテ イツ ト •  U マン テイク 一 の 歌の 連續が 次の やうな 順序に 現 はれる。 始めは モ ー リス 

が 店の 三枚 鏡の 一 枚々 々 に 映りながら 此れ を 歌 ふ。 此の 歌が 街頭へ 飛 出して 自動車の おや ぢ から 

乘 客の 作曲家に 傳染 し、 此の 男が 汽車へ 乘 つたお かげで 同乘の 兵隊に 乘 移る。 兵隊が 行軍して ゐ 

る 途中から 此の 歌の 魂が ピ ー タ ー パ ン の 幽靈の やうな 姿に 移って 横にけ し 飛んだ と 思 ふと、 やが 

て 流浪の民の 夜營の 焚火の 傍に 奏でられる ヴァ ィォ リン の絃 のしら ベ に變 る。 此の 音の 流れて 行 

く 末に シャ ト ー のバ ル コ 一一 ー が 現 はれて 夢見る やうな 姬 君の やるせない 歌の 中に 此の 同じ 主題が 
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繰 返さる 、。 さう して 最後の リフ レ —ンで 「ィズ ンテ イット- ロマ— ン」 迄 歌った 最後の 一 ティ 

ッ ク」 の 代りに、 バ ルコン の 下から 忍びよ るド . サヴィ 二 ャ ク 伯爵の 梯子が 石 欄に 觸れる 「ティ 

ック」 の 音 を 置換へ て ある。 馬鹿 氣て 居る やうで あるが、 此の 音で 夢の 世界から 現實の 世界へ 觀 

客 を 呼 返す 役目 をつ とめさせて 居る ので ある。 

公爵の シ ャ ト ー の 中の 黴臭い 陰 氣な雰 圍氣を 描く 爲に 色々 な 道具が 使 はれて 居る うちに、 姬君 

の 伯母 三人の ォ ー ルド ミスが 姬 君の 病氣 平癒 を 祈る 場面が ある。 それが 巫女の 魔法 を修 する 光景 

に 形どって 映寫 されて 居る やうで あるが、 此處の 伴奏が 此れに 相應 はし い 凄慘の 氣を帶 びて 居る 

やうに 思 ふ。 哀れな 姬 君の 寢 姿が ピ ァ ニシモ で 消える と 同時に、 グヮ— ッと スフ オル ザ ンド— で 

朗 かな 巴 里の 騷音を 暗示す る 音樂が 大波の やうに 湧き上がり、 スクリ ー ンには 巴 里の 町の 全景が 

映 出される。 此 處の氣 分の 急 角度の 轉換 もよ く 出来て 居る。 

モ ー リ ス がシャ ト ー の 玄關を 這 人って から、 人氣 のない 廣間を うろつき 叉驅け 廻る 場面の 伴奏 

も 抑揚 變 化が 割合によ く 出来て 居て 人 を 飽きさせない。 

醫 者が 姬君を 診察 するとき、 心臓の鼓動 を 象 どる チン パ 一一の 音、 脈搏 を擬 する 敍樂 器の ピッチ 

カツ トも そんなに わざとら しくない。 
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「トイ ナウ ト • ミ ■ ゲラ」 畫映 的樂音 


モ ー リスの 出現に よって 陰氣 なシャ ト ー のさ 氣の 中に 急に 一 道の 明るい 光の 差し込む の を 象徴 

する やうに、 「ミミ ー の 歌」 の 一 聯の連 續が插 入され てィ ンタ ー リ ュ ー ドの形 をな して 居る。 六 か 

しゃの 苦蟲の 公爵が 寢 床の 中で 此の 歌 を 始める。 此れが ヴ アレン ティ ー ヌ 夫人、 ド- ヴァレ ー ズ 

伯爵、 ド - サヴィ 一一 ャ ク 伯爵へ と傳播 する。 最後の 伯爵の 瓦斯 排出の 音から 惡戲 半分の ホル ンの 

一 聲が呼 出され、 此の 喇叭が 鹿 狩りの 喇叭に 轉換 して 爽快な 狩 場の シ— ンに 推移す るので ある。 

暴れ馬の 暴れ 方 は 愉快で あるが、 鹿の 走り 方 は 少し を かしい。 あれ は 追 はる、 鹿で はない。 モ— 

リスが 馬と 「話し合 ひで 別れて」 鹿と 友達に なって 居る 處は 傑作で ある。 r 靜に 御歸り 下さい」 

で 引上げる 狩人 達の スロ ー モ ー ショ ンは 少し 藥が 利き 過ぎた 形で ある。 

舞踊 會の 「アバ ッ シ ュ の 歌」 と 其の 畫面は 自分に は餘り 面白くなかった。 何 か 一  つ 足りない 

やうな 氣 がする。 何處 かに 無理が あるで あらう。 

仕立屋 だとい ふこと が 分かって からの 「ナツ シン バック テ ー ラ， 一 の 繰返し も わりに 面白く 出來 

て 居る。 家扶 家從、 部屋 附 女中、 料理人、 洗濯 女と 順々 に 此れが 傅 はって 行って、 最後に はいよ 

いよ 引上げて 行く モ— リスに、 執念く 追 迫る ス キヤ ン ダルの 惡 魔の 顿 きの やうな！^ き聲の 一 ナツ 

シン バック テ —ラ」 が 繰 返される。 此れ は 可也 印象的で ある。 此れ を 聞いて 歸 宅して 晚に寢 よう 
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とすると、 枕元の 時計の 音が 「カツ チン、 コッ チン、 カツ チン、 コッ チン、 ナツ シン-バック テ 

1 ラ」 とい ふ 風に 聞こえた 位で ある。 

最後の 汽車と 騎馬との 追驅け は、 無音 映畫 として は餘 りに 陳套な 趣向で あるが、 併し あの 機關 

車の 音と 畫 像と、 馬の 蹄の 音と 足搔 きの 繪 との 加速度 的な フラッシュ . バックに は 矢 張 一寸す ぐ 

には眞 似の 出来ない 呼吸の 旨味が ある やうで ある。 

此の 映畫は 一 面に はかう した 音樂 的な 構成に 於て 色々 な 試み をして 居る。 此點に 於て 此の 映畫 

の 創作者 ル— バ ン . マ ム— リア ンは 一 つの 道樂 をして 獨 りで 悅に 入って 居る 感が ある。 ^し 又 一 

面に 於て は 常設館の 常 顧客で あると ころの 大衆の 期待に 應 する やうな 手頃の 材料 を 可也に 盛り 澤 

山に 鹽梅 する ことに 骨 を 折った やうで ある。 例へば ド . ヴァ レ— ズ 伯爵が 怪しから ぬ 犯行の 現場 

から 下着の ま、 で 街頭に 飛 出し、 折 柄 通り か、 つた マラソン 競走の 中に 紛れ込み、 店先の 値段 札 

を 胸に おっつけて 選手の 番 號に擬 する やうな、 卑猥で あくどい 茶番 はャ ンキ ー 王國の 顧客に は是 

非と も 必要な もので あらう。 叉 後 庭 林 中の 夜の ラヴ シ— ンは シュヴ アリエ . マクドナルドの 讚美 

者た る 若き ファ ンの爲 の獨參 湯と して 矢張缺 くべ からざる 一 要件で あらう。 それから 又 鹿 狩の 場 

に 現 はれた 貴族的な スボ— ッ 風景 は阈粹 主義の 紳士 淑女 を 喜ばす もので あり、 シャ ト ー に 於け る 
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生活の 空虚と 痴愚 を 露骨 に 諷刺す る 多數 の 畫面は 卑近な 民衆 イデ ォ „1 ギ— に 迎合す る もので あら 

う。 其 中で 比較的 成效 して 居る の は、 サヴィ 一一 ャク 伯爵が 戀 敵の モ ー リスの 化の 皮 を引剝 ぐつ も 

りで 鹿 狩 を 割愛し、 半日が、 りで 責族 系譜の 數十卷 を 蝨潰しに 調べ 上げ、 やっと 目的 を 達した と 

思 ふと、 ド.. ヴァレ ー ズの出 露 目 を 鵜呑みに する 公爵の 阿呆の 爲に 苦心が 水の 泡に なり、 その 忌 

忌し さ を 片手の 鵞ぺ ンと 一 緖に 前方に 突出す 瞬間の 皮肉な 心理 描寫 であらう。 

三人の 伯母 達が 何かとい ふと 仰々 しく 階段 や 廊下 を驅け 廻る C その 時の 大業な 甲高い 叫 聲が狩 

^ 場の 群 犬の^ 聲に そっくり であるの は 故意の 寓意 か 暗合 かよく 分らない。 此の 三人が、 姬 君の 爲 

樂 

^ に は ハツ ピ 1- H ンド、 彼等の 眼に は 悲劇で あるか も 知れない 全篇の 終局の 後に、 短い H ピ 口 ー グ 

として 現 はれ、 此の 劇の 當 初から か、 つて 居た 刺繍のお 伽話の 騎士の 鎗 の出來 上った の を 擴げて 

ゲ さう して 魔女の やうな 老嬢の 笑 を 笑 ふ。 運命の 魔女が 織り成す 夢幻 劇の 最後の 幕の 閉ぢる 幔幕と 

ミ して 此の 刺繍の 壁掛け を 垂下した つもりで あるか もしれ ない。 

t 此の やうに 色々 な 味の ちがった もの を 多數に 全篇の 中に 取 入れて、 趣味の ちがった 多 數の觀 客 

ィ の 享樂に 適する やうに しょうと すれば、 どうしても 多少の 無理が 起こり 易い。 それ を 此の 位に ま 

r で 纏め 上げる の は 矢 張 凡手で は 出来ない であらう。 それにしても クレ— ルの 「巴 里の 屋 板の 下」 
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や 「自由 を 吾等に」 の やうな ものに 比べる と、 どうしても 少し ごたくした 感じの する の は 止 も 

を 得な い。 

併し 此の 映 畫は又 正に さう いふ 點 から 見て、 未来の 音 映畫の 進化の 徑路を 暗示す る ものと 思 は 

.d る。 此の 映畫の 傾向 を 次第に 發展 させて 行けば 結局 は 日本 固有の 俳諧 連句 を視覺 化した やうな 

ものに 近づ いて 行く であらう と 思 ふ。 私 は 日本の 一流の 映畫 家、 音樂 家、 俳人が 力 を 合せて、 西 

洋 人に 先鞭 をつ けられない 內に、 一 日 も 早く オリ ヂナル で藝術 的で しかも 大衆 的に 面白い 俳 誰 速 

句 的 映畫の 創作に 着手す る 事 を 切望す る ものである。 (昭和 七 年 十一 H、 キネ マ， S 報) 
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口 プ •  ノ 1 ル せハ他 


東 トル キス タン 東部の 流沙の 中に 大きな 湖水 P プ - ノ ー ルの ある こと は 一 一千 年 昔の 支那 人に は 

旣に 知られて 居て、 其の 大體の 形 や 位置 を 示す 地圖が 出来て 居た さう である。 西曆ー 七三 三年に 

一 一人の 歐羅 巴人が 獨 立に 別々 に 其の 地方の 地圖を 支那から 持歸 つた。 ところが マルコボ 口 は  一二 

七三 年に 此の 湖の すぐ 南の 沙漠 を 通った 害で あるのに 湖の 事 は 何とも 云って 居ない のが を かし い。 

一 七 六 〇 年に 支那 政府 は 三人の ジ H ス ュ イト を 此の 地方へ 視察に 派遣した が 目 ざす 地方に は到處 

沙漠ば かりで 求む る 湖水 はどうしても 見付からなかった。 一 八 七 六— 七 七 年 プル ジ H ヮ ルス キ ー 

が探險 した 時には 此の 湖水と 思 はれる ものが 見付かつ たが、 併し それ は 支那の 古圖の 示す より 遙 

に、 卽ち約 一度 位、 南に あった。 それで 古圖が ひどく 間違って 居た か、 それ 共 プル ジ エワ ルス キ 

7 

l の 見た の は 別物で あつたか、 それとも 又 昔の a プ . ノ， I ルに 注いで 居た 河が 其 後に 流 路を變 じ 5 


て 其の 下流に 別の 湖水 を 作り 元の 湖水が 干 上って しまった かの 問題が 起った。 一 八 九九 年の 探險 

でスゥ H ン. ヘディンが タ リム 河の 流路を 追跡して 行った 時、 河が 或點 から 急 角度で 南東に 曲つ 

て、 さう して 沙漠の 南の 方に 湖水 を 作って 居る の を 見出し、 それが プル ジニヮ ルス キ ー の 見た の 

と 同じ もの だと 分った。 併し タリ ム 河の 急 に 曲 つ た處 から 東の 方 へ かけて 正しく 干 上つ た 河」 J£ら 

しい もの、 ある 事に 注意した。 一九 〇〇 年に、 もう 一度 其處へ 行って 此の 舊 河床の 地圖を 作り、 

此れが 昔の クリムの 殘骸 である 事 を 結論した。 それからもう 一度！ 1 プ-ノ  —ル へ 行って よく 觀察 

して 見る と、 水が 極めて 淺 くさう して 段々 に 沈積 物で 埋まりつ、 あるら しく 見えた。 其處 から 沙 

漠を 北に 横ぎ つて 行く うちに 偶然 都市の 廢趾 らし いもの を發 見した。 それが 昔の 樓蘭 である こと 

は發 掘の 文書で 明に なった。 此の 死 市街の 南から 東へ かけた 平 a な 沙漠の 水準測量 を やった 結果. 

此れが 昔の 湖水の 跡 だとい ふこと が 推論され た。 それでへ ディン は、 タ リムの 下流 は 約 千 五 百年 

の 週期で 振子の やうに 南北に 振動し 變 位し 從 つて 狼 子の 球に 當る プ . ノ  — ルも 南北に 轉 位する 

であらう と 想像した。 ところが、 一九二 七 年に もう 一度へ ディンが 見に 行った とき はもう クリム 

河 は 南 流 を 止めて 昔の 干 上った 河床の 上 を 東 流し 始めて 居た。 其 結果と して 何年 かの 後に は 昔の 

ロブ - ノ —ルが 復活し、 從 つて 廢都 口  — ランの 地に は 再び 生命の 脈搏が 甦って 来る であらう し、 
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昔 口  — マ の 貴族の 爲に賴 布 を 運んだ 隊商の 通った 道路が 再び 開かれる であらう と 想像 さる 、 に 到 

つた。 

以上 は 近着の GeogTaphi さ 1 Revie.w,  1932  Oct. 所載の 記事から 抄錄 した ものである。 

中央アジア では 未だ 自然が 人間な どの 存在 を 無視して 勝手 放題に 暴れ 廻って 居る。 その 爲に氣 

候 風土が 變轉 して 都市が 沙漠に なったり、 沙漠が 樂 園に 變 つたり する。 地震な ども、 所謂 地震 國 

日本の 地震. など、 は 比較に ならない やうな 大 仕掛の が 時々 あって、 途方もない 大斷 層な ども 出来 

るら しい。 ロブ . ノ  — ル の轉 位で も 事によると 地殼傾 動が 原因の 一 部と なって 居る かも 知れない 

と 思 はれる。 

同じ 雜 誌に ヱ リク - ノ ー リンが タ リム 盆地の 第 四紀に 於け る 氣候變 化 を 調べた 論文が ある。 此 

れ によると、 最後の 水 河 期の 氷河が 崽 の 北 麓に 押出して 來て 今の コ— タン の 近くに 堆石の 帶を 

作って 居る。 此の 米 河が 消失して、 從 つて 新疆 地方に 灌溉 する 川々 の 水量が 少なくな り、 其爲に 

土壤が 乾き 上って 今の やうな 不毛の地に なったら し い。 此の 地方に は 高さ 五 百 米 程の 生まく し 

ぃ斷 層の 痕も ある さう である。 こんな 地 變の爲 に 地盤が 傾 動 すれば 河流 の 轉 位な ども 當然 起り 得 

るで あらう。 
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もう 一 度 此邊の 雪線が 少しば かり 低下して i 曰 s£ の 氷河が 發 達する と、 此邊の 沙漠が 何時か 肥沃 

の 地に 變 つて やがて 世界 文化の 集合 地になる かも 知れない。 

其 時に 日本 はどうな るか。 歐米 はどうな るか。 此れ は 六 かしい 問題で ある。 併し 鬼に 角 現在の 

人間 は、 世界の 氣候 風土が 現在の ま&で 千年で も 萬 年で も 何時 迄 も持績 する やうに 思って ゐる。 

さう して 實に 僅ば かりの 科學の 知識 をた のんで、 もうす つかり 大自然 を 征服した つもりで 居る。 

^し 自然の 暴れ 廻る のは必 しも 中央 ァ ジ ァ だけに は 限らな い。 明日 にも 何處に 何事が 起る かそれ 

は 誰に も 分らない。 それ かと 云って 神經 衰弱に か、 つた 杞人 でな い^り、 何時 來る かも 分らない 

r.t 判の 日」 を氣 にして 其 時の 豫箅迄 を 今日の 計畫の 中に 組 込む 譯 にも 行かない。 それで 政治家 _ 

軍人、 實業 家、 ファシスト、 マルキシスト、 テ a リスト、 いづれ も 此んな 不定な 未来の 事 は 問題 

にして 居ない。 それ を 問題に する の は 唯一 部の 科學 者と、 それから 古風な 宗敎の 信者と だけで あ 

る。 一 番 仲の 惡ぃ 害の 科學 者と 信者と が此處 だけで 握手して 居る の は 面白い 現象で ある。 

同じ 雜 誌に、 米國の 或る 飛行家が 近頃べ ル ー の 山中 を さ 中から 探險 して 澤 山の 寫眞を 撮って 來 

た 報告が 出て 居る。 其 中に、 ミス チ 火山の 西北に 當る コル 力 河の 谷で 未だ 世界に 紹介され て 居な 

い 古い 都市の 廢 扯を發 見した ことが 記載され て 居る。 それが 昔からの 土人の 都ではなくて ァ メリ 
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力 - スペイン 人の 都で あつたと は 寫眞で 見た 町の プランから 明瞭 ださう である C 併し どうして 此 

の 都市が すっかり 荒れ果てた 死骸に なって しまつ たかは 誰に も 分らない。 地震 か、 ペスト か、 て 

れ とも ソ ドム .ゴ モラの やうな 神罰 か、 19^ に 角、 そんなに 遠く もない 昔に 榮 えた 都 會が累 々た ノリ 

廢墟 となって 居て、 さう して、 さう いふ もの、 存在す る こと を 誰も 知らない か 或は 忘れ 果て、 居 

たので ある。 

ロブ. ノ， -ルの 話 や、 此の ペル ー の 廢墟の 話な ど を 讀んで 居る と、 やつば り 未だ 此の世界が. ■ 做 

いもの 、やうに 思 はれて 來 るので ある。 

米國 地理 學會で 出版され たべ ル ー の 空中 寫眞帳 を 見る と あの 廣ぃ國 が 到處唯 赤裸の 岩山ば かり 

で 出来て 居る のに 驚く。 地圖を 見て 居る だけで は 此んな 事實は 夢にも 想像され ない C 地理 書 をい 

くら 讀ん でも 少 くも 此等寫 眞の與 へ る 實感は 味 はれまい。 

一 日 も 早く 「世界 空中 寫眞 帳」 と 云った やうな ものが 完成され ると い、 と 思 ふ。 それが 完成す 

ると 吾々 の 世界 觀は ー變 し、 それ は 又 吾々 の 人生 觀社 會觀 にも 可也な 影響を及ぼす であらう。 さ 

うして 在来の 哲學 などで は 間に合 はない 新し い 天地が 開ける であらう と 夢想され る。 

(昭和 七 半 十二： n ；、 唯物論 研究) 
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熊 本 第五 高等 學校 在學中 第一 ー學 年の 學年 試驗の 終った 頃の 事で ある。 同縣學 生のう ちで 試驗を 

「しくじった らしい」 二三 人の 爲に それぐ の受 持の 先生方の 私宅 を歷訪 して 所謂 「點を 貰 ふ」 

爲の 運動 委員が 選ばれた 時に、 自分 も 幸か不幸か 其の 一員に されて しまった。 其 時に 夏 目先 生の 

英語 をし くじった とい ふの が 自分の 親類つ きの 男で、 それが 家が 貧しくて 人から 學資の 支給 を 

受けて 居た ので、 もしゃ 落第す ると それき り 其の 支給 を斷 たれる 恐れが あつたの である。 

初めて 尋ねた 先生の 家 は 白 川の 河畔で、 藤 崎 神社の 近くの 閑靜な 町であった。 「點を 貰 ひに」 

來る 生徒に は 斷然玄 關拂ひ を 食 はせ る 先生 もあった が、 夏 目先 生 は 平氣で 快く 會 つて くれた。 さ 

うして 委細の 泣 言の 陳述 を默 つて 聽 いて くれたが、 勿論 點を くれる とも くれない とも 云 はれる 害 

はなかった。 兎に角 此の 重大な 委員の 使命 を 果たした あとでの 雜談の 末に、 自分 は 「俳句と は 一 
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體 どんな ものです か」 とい ふ 世に も 愚劣なる 質問 を 持 出した。 それ は、 豫 てから 先生が 俳人と し 

て 有名な こと を 承知して 居た のと、 其 頃 自分で 俳句に 對 する 與 味が 大分 醱酵 しかけて ゐ たからで 

ある。 其 時に 先生の 答へ たことの 要領が 今でも はっきりと 印象に 殘 つて 居る。 「俳句 はレト リツ 

クの 煎じ詰めた ものである。」 「扇の かなめの やうな 集注 點を 指摘し 描寫 して、 それから 放散す る 

聯想の 世界 を 暗示す る ものである。」 「花が 散って 雪の やう だと 云った やうな 常套な 描寫を 月並と 

いふ c」 一秋 風 や 白木の 弓に つる 張らん と 云った やうな 句 は 佳い 句で ある。」 「いくら やっても 俳句 

の 出来ない 性質の 人が あるし、 始めからうまい 人 も ある c」 こんな 話 を 聞かされて、 急に 自分 も 

俳句が やって 見た くな つた。 さう して、 其の 夏 休に 國へ歸 つてから 手當り 次第の 材料 をつ かまへ 

て 二三 十 句ば かり を 作った。 夏 休が 終づて 九月に 熊 本へ 着くな り 何より 先き に それ を 持って 先生 

を 訪問して 見て 貰った。 其 次に 行った 時に 返して 貰った 句 稿に は、 短評 や 類句 を 書 入れたり、 添 

削したり して、 其 中の 二三の 句の 頭に 〇 や 〇〇 が附 いて 居た。 それからが 病み 附 きで 隨分 熱心に 

句作 をし、 一週に 二三 度 も 先生の 家へ 通った ものである。 其 頃 はもう 白 川 畔の家 は引拂 つて 內坪 

井に 移って 居た。 立 田 山麓の 自分の 下宿から は隨分 遠かった の を、 丸で 戀 人に でも 會 ひに 行く. や 

うな 心 持で， 通った ものである。 東向きの、 屋根の ない 門 を 這 入って 突當 りの 玄關の 靴脫石 は、 横 
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降り の 雨に 濡れる やうな 狀態 であ つ たやうな 氣 がする。 雨 の 日な ど 泥 まみれの 足 を 手拭で ご し ご 

し 拭いて 上る の はい、 が 親の 座 蒲團に 坐ら される のに 氣が 引けた 記憶が ある。 玄關の 左に 六疊位 

の 座敷が あり、 其の 西 隣が 八疊 位で、 此の ニ窒が 共通の 緣側を 越えて 南側の 庭に 面して 居た。 庭 

は 殆ど 何も 植わって 居ない 平庭で、 前面の 建 仁 寺 ffl の 向 側に は 畑地が あった。 垣に からんだ 朝顏 

の蔓が 冬に なっても やつば りが らくに なって 殘 つて 居た やうで ある。 此の 六疊が 普通の 應接間 

で、 八疊が 居間 兼 書 索であった らしい。 「朝 貌ゃ 手拭 掛けに 這 上る」 とい ふ 先生の 句が あつたと 

思 ふ。 其の 手拭 掛けが 六 疊の緣 側に か k つて 居た。 

先生 はいつ も黑 い 羽織 を 着て 端然と し て 正坐して 居た やうに 思 ふ。 結婚して 間 もなかった 若い 

奥さん は黑縮 細の 紋附を 着て 玄關に 出て 来られた こと もあった。 田舍 者の 自分の 眼に は 先生の 家 

庭が 隨分 端正で 典稚な もの \ やうに 思 はれた。 いつでも 上等の 生菓子 を 出された。 美しく 水々 と 

した 紅白の 葛餅の やうな もの を、 先生が 好きだと 見えて よく 呼ばれた ものである。 自分の 持って 

行く 句 稿 を、 後に は 先生 自身の 句 稿と 一緒にして 正 岡 子規の 處へ 送り、 子規， がそれ に 朱 を 加へ て 

返して くれた。 さう して、 そのうちからの 若干 句が 「日本」 新聞 第一 頁 最下 段 左 隅の 俳句 瀾に載 

せられた。 自分 も 先生の 眞似 をして 其の 新聞 を切拔 いて は 紙袋の 中に 貯へ るの を樂 しみに して 居 
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た。 自分の 書いた ものが はじめて 活字に なって 現 はれた のが 嬉しかった ので ある. - 當時自 タの外 

に 先生から 俳句の 敎を 受けて 居た 人々 の 中には； t 川 千 江、 平 川 草 江、 蒲 生 紫 川 (後の 1^ 醫學 博士) 

等の 諸氏が あった。 其の 述 中で 運座と いふ もの を 始め、 はじめは 先生の 家で やって 居た のが、 後， 

に は 他の 家 を 借りて やった こと もあった。 時には 先生と 一 一人 對 坐で 十分 十 句な ど を 試みた こと も 

ある。 さう いふと き、 いかにも 先生ら しい 凡 想 を 飛び抜けた 奇拔な を述發 して、 さう して 自分 

でも 可笑しが つてく すく 笑 はれた こと もあった。 

先生のお 宅へ 書生に 疆 いて 貰へ ないかと いふ 相談 を 持 出した ことがある。 裏の 物置なら 明いて 

居る か- ら來て 見ろ と 云って 案內 された その 窒は、 第一、 疊が剝 いであって 塵埃 だらけで 本 當の物 

置に なって 居た ので、 すっかり 悄氣 てし まって 退却した。 併し、 あの 時、 い- - から 這 人り ますと 

云ったら、 疊も 敷いて 綺麗に して くれたであった らうが、 當 時の 自分に は その 勇氣 がなかった の 

であった。  . 

其 頃の 先生の 親しかった 同僚 敎授 方の 中には 狩 野 亨吉、 奥 太 一郎、 山川 信 次 郎等の 諸氏が 居た 

やうで ある。 「二百十日」 に 出て 來る 一 人が 奥 氏で あると いふの が 定評に なって ゐる やうで ある- 

學校 では オビア ムィ ー タ ー や、 サイ ラス • マ ー ナ ー を敎 はった。 松 山中 學 時代に は 非常に 綿密 
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な敎へ 方で 遂字 的解釋 をされ たさう であるが、 自分 等の 場合に は、 それと は 反對に 寧ろ 達意 を 主 

とする 遣 方であった。 先生が 唯 すら，/ \ 音讀 して 行って、 さう して 「どう だ、 分った か」 と 云つ 

た 風であった。 さう かと 思 ふと、 文中の 一 節に 關 して、 色々 の クオ ー テ ー ショ ンを黑 板へ 書く こ 

ともあった。 試驗の 時に、 嘗て 先生の 引用した ホ ー マ —の 詩句の 數節を 暗誦して 居た の を そつく 

り 答案に 書いて、 犬に 得意に なった こと もあった。 

敎 場へ は ひると、 先づチ ョ ッ キ のかく しから、 鎖 も 何もつ かない 一一 ッ ケル 側の 時計 を 出して そ 

つと 机の 片隅へ のせてから 講義 を はじめた。 何 か 少し 込み入った 事に つ いて 會 心の 説明 をす ると 

きに は、 人差指 を 伸ばして 鼻柱の 上へ 少し はす かひに 押しつける 癖が あった。 學 生の 中に 質問 好 

きの 男が 居て 根掘り葉掘り うるさく 聞いて ゐ ると、 「そんな こと は、 君、 書 いた 當 人に 聞いた つ て 

分かり やしないよ」 と 云って 撃退す るので あった。 當 時の 先生 は 同窓の 一 部の 人々 に は 大層 こ は 

い 先生だった さう であるが、 自分に は、 ちっとも こはくない 最も 親しい なつかしい 先生であった 

ので ある。  - 

科 外 講義と して 主に 文科の 學 生の 爲に、 朝 七 時から 八 時 迄ォセ 0 を 講じて 居た。 寒い 時分で あ 

つたと 思 ふが、 一 一階の 窓から 見て 居る と 黑のォ ー バ ー にくる まった 先生が 正門から： 水ぐ やうな^ 
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好で 急いで は ひって 來 るの を 「や あ、 來た と 云って 離し 立てる もの もあった。 黑のォ ー バ 

1 の釦 をき ちんと はめて 中々 ハイカラで スマ 1- トな 風采であった。 併し 自宅に 居て 黑ぃ 羽織 を 着 

て 寒さう に 正坐して ゐる 先生 は 何となく 水 戶浪士 とで も 云った やうな クラ シ カルな 感じの すると 

ころもあった。 

暑 休に 先生から 鄕 里へ 歸省 中の 自分に よこされた 端 書に、 脚 を 投げ出して 仰向に 晝寐 して 居る 

人の 姿 を 簡單な 墨鎗に 描いて、 それに 俳句が 一 句 *1 いてあった。 何とかで 「強の 晝寐 かな」 とい 

ふので あった。 趣の やうな 額に ひんと 先生の やうな 鬚 を 生やして あった。 此 頃から 矢 張 晝寐の 習 

惯 があった と 見. える。 

高等 學校を 出 て 大擧へ は ひる 時に、 先生の 紹介 を 貰 つ て 上 根岸鶯 横町 に 病床 の 正 岡 子規 子を訪 

ねた。 その 時、 子規 は、 夏 目先 生の 就職 其 他に ュ 就いて 色々 骨 を 折って 運動 をした とい ふやうな 話 

をして 聞かせた。 實際 子規と 先生と は 互に 畏敬し 合った 最も 親しい 交友で あつたと 思 はれる。 併 

し、 先生に 聞く と、 時. に は 「一 體、 子規と いふ 男 はなんでも 自分の 方が えらい と 思って 居る、 生 

意 氣な奴 だよ. 一な ど、 云って 笑 はれる こと もあった。 さう 云 ひながら、 互に 許し 合 ひなつ かしが 

り 合つ て 居る 心 持が よく 分かる やうに 思 はれる のであった。 
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先生が 洋行す るので 橫濱へ 見送りに 行った。 船 は 。イド 社の プ ロイ セン 號 であった。 船の 出る 

とき 同行の？ 方贺 さんと 藤 代さん は 精子 を 振って 見送りの 人々 に 景氣の 好い 挨接を 送って 居る のに、 

先生 だけ は 一 人 少し はなれた 舷側に もたれて 身動き もしないで じっと 波止場 を 見下して 居た。 船 

が S き 出す と 同時に、 奥さんが 顔に ハ ンケ チを當 てた の を 見た C 「秋風の 一 人 を 吹く や 海の 上」 

とい ふ 句 を 端 書に 書いて 神戶 からよ こされた。 

先生の 留學 中に 自分 は病氣 になって 一年 休學 し、 鄕 里の 海岸で 遊んで 居た ので、 返 屈ま かせに 

長たら し い 手紙 を かいて は 倫敦の 先生に 送った。 さう して 先生からの 便りの 來 るの を 樂 しみに し 

て 居た。 病氣 がよくな つて 再び 上京し、 間もなく 妻 を 亡くして 本鄕 五丁目に 下宿して 居た ときに 

先生が^ 朝され た。 新橋 驛 (今の 汐留) へ迎 ひに 行ったら、 汽車から 下りた 先生が お嬢さんの あ 

ごに 手 を やって 仰向かせて、 じっと見 詰めて 居た が、 やがて 手 を はなして 不思議な 微笑 をされ た 

こと を 想 出す。 

歸朝當 座の 先生 は 矢来 町の 奥さんの 實 家中 极氏 邸に 假寓 して 居た。 自分の 訪ねた 時 は 大きな 木 

函に 書物の 一杯つ まった 荷が 着いて、 土屋 君と いふ 人が それ を 開けて 本 を 取 出して 居た。 そのと 

き 英國の 美術館に ある 名畫の 寫眞を 色々 見せられて、 其 中です きな の を 一 一三 枚 取れと 云 はれた の 
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で、 レイノ ルヅの 女の子の 緣ゃ ムリリョ の マグ ダレ ナの マリアな ど を 貰った。 先生の 手 かばんの 

中から 白 薔薇の 造花が 一束 出て 來た。 それ は 何です かと 聞いたら、 人から 貰つ たんだと 云 はれた Q 

たしか 其 時に 酯の鄉 馳走に なった。 自分 はちつ とも 氣が附 かなかった が、 あとで 聞いた ところに 

よると、 先生が 海苔 卷に筹 をつ ける と 自分 も 海苔 卷を食 ふ。 先生が 卵 を 食 ふと 自分 も 卵 を 取上げ 

る。 先生が 海老 を殘 したら、 自分 も 海老 を殘 したの ださう である。 先生の 死後に 出て 來たノ ー ト 

の 中に rT のす しの 喰 ひ 方」 と覺 *1 のして あつたの は、 此時 のこと らしい。 

千駄 木へ 居 を 定められてから は、 叉 昔の やうに 三日に あげす 遊びに 行った。 其 頃 は 矢張り 未だ 

英文 學の 先生で 俳人であった だけの 先生の 玄關は それ 程賑 かでなかった が、 それでも 隨分 迷惑な 

ことで あつたに 相逮 ない。 今日は 忙 がしい から 歸れと 云 はれても、 何とか、 かと か 勝手な 事 を 云 

つて は 横着に も 居す わって、 先生の 仕事 をして 居る 傍で スチ ュ ディ ォの繪 を 見たり して 居た。 當 

時 先生 はタ I ナ ー の簿が 好きで、 よく 此の 畫家 について 色々 の 話 をされ た。 何時だった か、 先生 

が何處 かから 少しば かりの 原稿料 を 貰った 時に、 早速 それで 水 彩输具 一 組と ス ケ ツチ 帖と 象牙の 

ブ ッ ク ナイフ を 買つ て來 たの を 見せられて 大層 うれし さう に 見えた。 其の 繪 具で 緒 葉 *1 を かいて 

親しい 人達に 送ったり して 居た。 「猫」 以後に は 橋 口 五葉 氏 ゃ大塚 楠緖子 女史な ど \ も鎗端 書の 


交換が あった やうで ある。 象牙の ブック ナイフ は 其 後先 端が 少し 缺 けたの を、 自ハ 刀が 小刀で 削つ 

て 形 を 直して あげた こと もあった。 時代 をつ ける と 云って しょつ ちう 頰ゃ 鼻へ こすりつけ るので 

脂が 溶 透して 鼈甲色に なって 居た。 書齋の 壁に は 何とかい ふ 黄 梁の 坊さんの 書の 半折が 掛けて あ 

り、 天狗の 羽團 扇の やうな ものが 座右に いてあった 事 もあった。 セピアの インキで 細かく 蚩曰 い 

たノ ー ト がいつ も 机上に あった。 鈴 木 三重 吉君 自畫の 横顔の 影法師が 壁に 貼つ てあつた こと も あ 

る。 誰かから 貰った キュ ラソ ー の罎の 形と 色 を 愛しながら、 此れ は 杉の 葉の 句 をつ けた 酒 だよ と 

云って 飮 まされた こと を 想 出す ので ある。 草色の 羊羹が 好きで あり、 レスト ー ランへ 一緒に 行く 

と、 靑 豆の ス ー プは あるかと 聞く のが 常であった。 

「吾輩 は 猫で ある」 で 先生 は 一足飛びに 有名に なって しまった。 ホトト ギス關 係の人々 の 文章 

會が 時々 先生の 宅で 開かれる やうに なった。 先生の 「猫」 のつ きを 朗讀 する の はいつ も 高濱さ 

ん であった が、 先生 は 時々 甚だき まりの 惡る さうな 顏 をして、 かたくなって 朗 讀を聽 いて 居た こ 

ともあった やうで ある。 

自分が 學 校で 古い フ ィ ロソフ ィ カル- マガ ジ ンを 見て 居たら レヴ ェ レン ド. ハウ トンと い.. S 人 

の 「首 釣りの カ學」 を 論じた 珍ら しい 論文が 見附かった ので 先生に 報告したら、 それ は 面白い か 
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ら 見せろ とい ふので 學 校から 借りて 來て 用立てた。 それが 「猫」 の 寒月 君の 講演に なって 現 はれ 

て 居る。 高等 學校 時代に 數學の 得意であった 先生 は、 かう いふ もの を讀ん でも ちゃんと 理解す る 

だけの 素養 を もって 居た ので ある。 义學 者に は 異例で あらう と 思 ふ。 

高濱、 坂 本、 寒 川 諸氏と 先生と 自分と で 神 田 連 雀 町の 幾 肉屋へ 晝飯を 食 ひに 行った 時、 須、 田 町 

邊を 歩きながら 寒 川 氏が 話した、 或る 變り 者の 新聞記者の 身投げの 場面が 矢張り 「猫」 の 一 節に 

寒月 君の 行跡の 一 つと して 現 はれて 居る ので ある。 

上野の 音樂學 校で 毎月 開かれる 明治 音 樂會の 演奏 會へ 時々 先生と 一 絡に 出かけた。 或 時の 曲目 

中に 蛙の 鳴聲 やら シャ ンぺ ンを拔 く 音の 交った 表題 樂 的な ものが あった。 其れが 餘程 可笑し かつ 

たと 見えて、 歸り 道に 精 養 軒 前 をぶ らく 歩きながら、 先生が、 その ダウ/ \- くと いふ 蛙の 聲 

の眞似 をして は實に 腹の 奥から 可笑し さう に 笑 ふので あった。 其 頃 の 先生 に はま だ 非常に 若 々 し 

い 書生つ ぼい 所が 多分に あった やうな 氣 がする。 

自分の 白い ネルの 襟卷が 汚れて 鼠色に なって 居る の を、 きたない からと 云って 女中に 洗濯 させ 

られ たこと もあった が、 鬼に 角 先生 は江戶 ツ子ら しい 中々 のおし やれで、 服装に も 色々 の 好みが 

あり、 外出のと きな どは隨 分き ちんと して 居た ものである。 「君、 服 を 新調した から 一 つ 見て く 
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れ」 と 云 はれる やうな こと もあった。 服装に 就いては 自分 は 先生から は 落第 點を 貰って 居た。 綿 

ネルの 下着が 袖口から ニ寸も はみ出して 居る のが、 いつも 先生から 笑 はれる 種であった。 それ か 

ら、 自分が 生来の 我儘 者で 例へば 引越の 時な どで もちつ とも 手傳 はなかった りする ので、 此點で 

もす つかり 罰 點を附 けられて 居た。 それから T は國の 土産に 鲣節 をた つた 一 本 持って 來 たと 云つ 

て 笑 はれた こと も ある。 併し 子供の やうな 心で 門下に 集まる 若い者に は、 あらゆる 弱點ゃ 罪過に 

對 して 常に 慈父の 寛容 を もって 臨まれた。 其 代り 社交的 技巧の 底に かくれた 敵意 や 打算に 對 して 

可也に 敏感であった こと は 先生の 作品 を 見ても 分る ので ある。 

「虞美人草」 を 書いて 居た 頃に、 自分の 研究 をして 居る 實驗窒 を 見せろ と 云 はれる ので、 一日 

學 校へ 案內 して 地下室の 實驗 装置 を 見せて 詳し ぃ說明 をした。 其 頃 は 丁度 彈 丸の 飛行して 居る 前 

後の 氣波 をシ ユリ ー レ ン寫眞 に 撮る こと を やって 居た。 「此れ を 小說の 中へ 書く がい、 か」 と 云 

はれる ので、 それ は 少し 困ります と 云ったら、 それなら 何 か 他の 實驗の 話 をし ろと いふので、 偶 

然其頃 讀んで 居た 二 コ ルスと いふ 學 者の 「光壓 の 測定」 に關 する 實驗の 話 をした。 それ をた つた 

一遍 聞いた だけで、 すっかり 要領 を吞 込んで 書いた のが 「野々 宮 さん」 の 實驗窒 の 光景で ある。 

聞いた だけで 見た ことのない 實驗が 可也 リアル に 描かれて ゐ るので ある。 此れ も 日本の 文學 者に 
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は 珍ら しいと 思 ふ。  . 

此れに 限らす 一 般科 學に對 して は 深い 興味 を もって 居て、 特に 科學の 方法論 的 方面の 話 をす る 

の を 喜ばれた。 文學の 科學的 研究方法と 云 < たやうな 大きな テ ー マが 先生の 頭の 中に 絶えす 動い 

てゐ たこと は、 先生の 論文 や、 ノ  — トの 中から も 想像され るで あらう と 思 ふ。 併し 晩年に は 創作 

の 方が 忙 がしくて、 かう した 研究の 暇がなかった やうに 見える。 

西片 町に しばらく 居て、 それから 早 稻田南 町へ 移られても 自分 は 相 變らす 頻繁に 先生 を 訪問し 

た。 木曜日が 面會 日と きまつてから も、 何彼と 理窟 をつ けて は 他の 週日に もお しかけて 行って 御 

邪魔 をした。 . 

自分の 洋行の 留守中に 先生 は修善 寺で あの 大患に か、 られ、 死生の 間 を彷植 された のであった 

が、 そのと きに 小宮 君から よこして くれた 先生の 宿の 緣 葉書 を ゲ ツチ ンゲ ン の 下宿で 受取った の 

であった。. 歸 朝して 後に 久々 で 逢った 先生 は 何だか 昔の 先生と は 少しち がった 先生の やうに 自分 

に は 思 はれた。 つまり 何となく 年を取られ たと 云 ふので も あらう。 蛙の 聲の眞 似 をす る やうな 先 

生 はもう 居なかった。 昔 描いた 水 彩畫の 延長と 思 はれる 一 流の 南畫の やうな もの を 描いて 樂 しん 

で 居られた。 無遠慮な 批評 を 試みる と 口 を 四角に あいて 非常に 苦い 顔 をされ たが、 それでも、 そ 
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の 批評 を 受け 容れて 更に 手 を 入れられる こと もあった。 先生 は 一 面 非常に 強情な やうで もあった 

が、 また 一面に は實に 素直に 人の 云 ふ 事 を 受け 容れる 好々 爺ら しいと ころもあった。 それ をい、 

ことにして 思 ひ 上った 失禮な 批評な ど をした のは濟 まなかつ たやうな 氣 がする。 いっか 大勢で 先 

生 を 引つ ばって 淺 草へ 行って ル ナパ ー クの メリ ー ゴ ー ラウ ン ドに乘 せた こと もあった が、 如何に 

も 迷惑 さう では あつたが 若い者の 云 ふなり になって 木馬に のっかって ぐる/ \ 廻って 居た。 其 頃 

よく 赤 城下の 骨董 店 を ひやかして、 「三 圓の柳 里恭」 など を 物色して 來ては 自分 を 誘っても う 一 遍 

見に 行かれた 力した。 京 橋ぎ はの 讀寶 新聞社で 第 ー囘 のヒュ ー ザ ン會展 覽會が 開かれた とき、 自 

分が 一 つ 可な り氣に 人った 綺 があって、 それ を奮發 して 買 はう かと 思 ふとい ふ 話 をしたら、 「よし、 

おれが 見て やる」 と 云って 同行され、 「なる 程。 これ はい、 から 買 ひ 玉へ」 とい はれた こと も あつ 

た。 

晩年に は 書の 方 も 熱心であった" 瀧 田拷陰 君が 木 瞎面會 日の 朝から おしかけて、 居催促で 何枚 

でも 書かせる の を、 負けす に いくらでも 書いた さう である。 自分 はいつ でも 書いて 貰へ る やうな 

氣 がして つ ひく 繪も書 も 一 枚 も 貰 はないで 居たら、 いっか 先生から わざく 手紙 を 添へ て 親 本 

に 漢詩 を 書いた の を 贈られた。 千駄木 時代の 输 葉書の 外に は 此れが 唯一 の 形見に なった ので あつ 
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たが 先生 死後に 獪の掛 物 を 一幅 御 遣 族から 頂戴した。 

謠 曲を寳 生新 氏に 敎 はって 居た。 いっか 諮って 聞かされた ときに、 先生の 謠は卷 古 だと 云った 

ら、 ひどい こと を 云 ふ 奴 だと 云って いつ 迄 もぞの 事を覺 えて 居られた。 

いっか 早稻 田の 應接 間で 先生と 話し をして 居たら 廊下の 方から 粗末な 服装 をした 變な 男が 醉っ 

ばらった 風で うそく 這 人って 来て 先生の 前へ 坐り こんだ と 思 ふと、 いきなり 大聲で 何 かしら 失 

禮な 口調で 罵り 始めた。 後で 聞く とそれ は M 君が 連れて来た 有名な 過去の 文士の 0 とい ふので あ 

つた。 連れて来た M 君 は 此の 意外の 光景に すっかり 面 喰って 立往生 をした さう であるが、 其 時 先 

生の 此の 醉漢 に對 する 應 答の 態度が 面白かった。 相手の 醉 つぼら ひの 卷 舌に 對 して、  ど つ ち も 

けす に 同じ やうな 態度と 口調で、 小氣 味よ くやり とり をして 居た。 負けぬ 氣 の生粹 の江戶 ツ子と 

しての 先生 を、 此時 目前に 見る ことが 出來 たやうな 氣 がする のであった。 

先生 最後の 大患のと き は、 自分 も 丁度 同じ やうな 病氣に 罹って 弱って 居た。 江 戶川畔 の 花屋で 

ベ コ ユアの 鉢 を 求めて 御見舞に 行った とき は、 もう 面會を 許されなかった。 奥さんが その 花 を 持 

つて 病室へ 行ったら ニー 一一  n 「綺麗 だな. 一 と 云 はれた さう である。 勝手の 方の 爐の そばで M 醫師と 話 

をして 居たら 急に 病室の 方で 苦し さうな， g り聲が 聞こえて、 其 時に 又 多量の 出血が あった やうで 
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あった。 

臨終に は 間に合 はす、 わざく 飛んで 來て くれた K 君の 最後の しらせに、 人力に ゆられて 早稻 

田 迄 行った。 其 途中で、 車の 前面の 幌に はまった セルロイドの 窓越しに 見る 街路の 灯が、 妙に ぼ 

やけた 星 形に 見え、 それが 不思議に 物 狂 はしく 躍り 狂 ふやう に 思 はれた のであった。 

先生から は 色々 の もの を敎 へられた。 俳句の 技巧 を敎 はった とい ふだけ ではなくて、 自然の 美 

しさ を 自分自身の 眼で 發見 する こと を敎 はった。 同じ やうに 又、 人間の 心の中の 眞 なる ものと 爲 

なる ものと を 見分け、 さう して 眞 なる もの を 愛し 偽なる もの を 憎む ベ き 事を敎 へられた。 

^し 自分の 中に 居る 極端な H ゴ ィ ストに 云 は せれば、 自分に 取って は 先生が 俳句が うまから う 

が、 まづ からう が、 英文 學に 通じて 居よう が 居まい が、 そんな 事 はどうで もよ かった。 P れんや 先 

生が 大 文豪に ならう がなる まいが、 そんな こと は 問題に も 何もなら なかった。 寧ろ 先生が いつ 迄 

も 名もない 唯の 學 校の 先生であって くれた 方が よかった ではない かとい ふやうな 氣 がする 位で あ 

る。 先生が 大家に ならなかったら 少 くも もっと 長生き をされ たで あらう とい ふ氣 がする ので ある- 

色々 な 不幸の 爲に 心が 重くな つたと きに、 先生に 會 つて 話 をして 居る と 心の 重荷が いつの 間に 

か輕 くな つて 居た。 不平 や 煩悶の 爲に 心の 暗くな つた 時に 先生と 相對 して 居る と、 さう いふ 心の 
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黑 雲が 綺麗に 吹き 拂 はれ、 新しい 氣 分で 自分の 仕事に 全力 を 注ぐ ことが 出来た。 先生と いふ もの 

の 存在 そ の ものが 心の糧と なり 醫藥と なる のであった。 かう い ふ 不思議な 影響 は 先生 の 中の どう 

いふ 慮から 流れ出す のであった か、 それ を 分析し 得る 程に 先生 を客觀 する 事 は 問題で あり、 又し 

ようと は 思 はな い。 

花 下の 細道 をた どって 先生の 門下に 集まった 多くの 若い 人々 の 心 は 恐らく 皆 自分と 同じ やうな 

ものであった らうと 思 はれる。 それで 自分の 此處に 書いた 此の 取り止め もない 追憶が、 さも，. -\ 

自分 だけで 先生 を獨 占して 居た かの やうに 讀 者に 見える とすれば、 それ は 恐らく 他の 多くの 門下 

生の 各自の 偽らぬ 心 持 を 代表す る ものと して 諒解し 有して 貰 はれる ベ き だと 思 ふ。 さう いふ 同門 

下の 人達と 先生^ 後の 今日、 時折 何 かの 機 會で顏 を 合 はせ る 毎に 感じる 名狀し 難いな つかし さの 

奥に は、 千駄木 ゃ早稻 田の 先生の 家に 於け る、 昔の 愉快な 集會の 記憶が 背景と なって 隠れて 居る 

であらう。 

記憶の 惡ぃ 自分の 此の 追憶の 記録に は、 恐らく 時代の 錯誤 や、 事 實の思 違 ひが 色々 あるで あら 

うと 思 ふ。 唯 自分の 主觀の 世界に 於け る 先生の 係 を、 自分と して は 出来るだけ 忠實に 書いて 見た 

つもりで あるが、 擧者 として、 作家と して、 又 人間と しての 先生の 面影 を 紹介す る ものと して は- 
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餘り にも 零細な 枝葉の 斷片 に過ぎない ものである。 此れに 就いては 只管に 讀者 並に 同門 下 諸賢の 

寛容 を る 次第で ある。 (昭和 七 年 十二月、 俳句 講麼 ) 
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田 丸 先生の 追 億 


亡くなって 間 もない 人の 追憶 を 書く の は 色々 の 意味で 困難な ものである。 第一 に は、 時の パ ー 

スぺ クテ イヴと でもい ふの か、 近い 方の 事柄の 印象が 遠い 以前の それ を掩 散したがる 傾向が ある。 

第二に は、 近い 方の 事 を 書かう とすると 自然 現在の 環境の 中での 色々 の當り 障りが 生じ 易い。 第 

三に は、 ー體 さう いふ もの を 書かう とい ふやうな 氣持 にもな りに くいもの である、 如何にも、 レな 

い 業 だとい ふ氣 がする ので ある C それで 田 丸 先生の 場合に しても、 亡くなられて 間 もない 今日、 

こんな もの を 書く 氣 になり 兼ねる ので は あるが、 理 學部會 ：1 輯 委員の たっての 勸誘 によって、 ほ 

んの 少しば か り 自分 の 高等 學校 時代 の 想 出 を 主 にして 蚩曰 いて 見る ことにした。 

明治 一 一十 九 年の 秋 熊 本 高等 學 校に 人 學 してす ぐに 敎 はった 三角 術.. の 先生が 卽ち當 時の 若い 田 丸 

先生であった。 トド ハンク ー の 本 を敎科 書と して 使って 居た。 一番 最初に 試驗 をした ときの 問題 
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が、 別に 六 かしい i せはなかった ので あるが、 中學 校の 三角の 問題の やうな、 公式へ はめれば すぐ 

出来る 種類の ものでなくて、 「i 「味」 と 云った やうな 少しね つ い 種類の 問題であった ので、 みんな 

すっかり 面 喰って、 綺麗に 失敗して しまって、 殆ど 誰も 滿 足に 出来た ものはなかった。 其 次の 時 

間に 先生が 敎 壇に 現 はれて、 此の 悲しむべき 事實を 報告され たので あつたが、 其 時の 先生 は實に 

がっかりし たやうな 困り切つ たやうな 悲痛な 顏 をして 居られた。 あんな やさし い 問題が 出来ない 

のは實 に 不思議 だと 云 はれる のであった。 生徒 一 同 もす つかり 惜氣 てし まひ 恐縮して しまったの 

であった が、 鬼に 角もう 一遍 試驗の やり直し をす る ことにな り、 今度 は 普通の 中擧校 式の 問題で 

あつたから、 みんな どうにか 及第 點を とって、 それで 事 は 落着した のであった。 

たしか 二 年のと きで あつたと 思 ふが、 或 日、 運動 會 のあった 翌日 だからと いふので、 先生方に 

交涉 して 休みに して 貰 はう とした。 外の 先生 は大體 休みと いふ ことにな つたが、 物理の 受 持の 田 

丸 先生 は 中々 容易に 承諾 を與 へられなかった。 そこで 生徒の 方で 勝手に 休む ことに 相談 一 決して 

みんなで 失敬して しまった ものである。 先生が 敎 場へ は ひって 見る と 其處に はたった 一 人、 眞面 

目で 勉強家で 有名な 何某 一 人の 外に は 誰も 居なかった。 其 翌日に なると 一 同で 物理の 講堂へ 呼び 

出されて、 當然の 譴責 を 受けなければ ならなかった。 其 時の 先生の 悲痛な 眞劍な 顔 を 今でも あり 
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あり 想 出す ことが 出来る やうな 氣 がする。 それが 生徒に 腹 を 立て 、怒鳴りつ ける のではなくて、 

一 體 どうして 生徒が さう い ふ 不都合 を敢 てす るかと いふ ことに 關 する 反省と 自責 を 基調と する 合 

理 的な 訓戒で あつたの だから、 元來 始めから 惡 いに きまって 居る 生徒 等 は、 針で刺された 風船 玉 

の やうに 小さくな つてし まった C 化學の K 先生が 傍に 居て 取り成しの 役 を 勤められ たのに 御 任せ 

して 兎に角 一 同で 謝罪と 謹 愼の意 を 表して 赦 して 貰 ふこと になった ので ある。 

吾々 の 在 學中田 丸 先生 は 殆ど 一 度も缺 勤され なかった やうな 氣 がする。 當時 一 方に は、 日曜の 

翌日、 卽ち 月曜日と いふと 三度に 一度 は 必す缺 勤 するとい ふ 先生 も 居た ので、 田 丸 先生の 精勤 は 

可な り 有名であった。 

或 時 熊 本の 町 を 散歩して 居る 先生の 姿 を 見かけた 記憶が ある。 なんでも 袖の 短 かい 綿 服に 木綿 

袴 を はいて、 朴齒の 下駄、 握り 犬の ステッキと 云った やうな 出立ち で、 云 は^ 明治 初年の 所謂 

「書生」 の やうな 恰好 をして 居られた。 さう して 妙な 頭巾の やうな 風變 りの 懵子を かぶって 居ら 

れ たやうな 氣 がする。 鬼に 角 他の 先生方に 比べ て餘程 書生つ ぼい 質素で 無骨な 様子 をして 居られ 

たこと は 健で ある。 

眞 面目で、 正直で、 親切で、 それで 頭が 非常によ くて 講義が 明快 だから 評判の 惡ぃ害 はな かつ 


611 


た。 併し 茶目 氣分 横溢して 居て 六 かしい 學科 はなんでも 嫌 ひだと いふ 惡太郞 共に 取って は、 先生 

の 勤勉と、 正確と いふよりも 先生の 敎 へる 學 問の 六 かし さが 少 からす 煙たく もあった らしい。 當 

時、 アメリカの 民 謠の曲 を 取った 「ヒ ラ，. . ^と 聯隊 旗」 とい ふ 唱歌が あつたが、 それ を、 もう 一 

遍もぢ つて こしら へた パ 口 ディ ー の戲 歌が 流行って 居た。 其の 歌詞の 中には、 先生の 名 も 他の 多 

くの 先生方と 一度に 槍玉に 擧 げられ て 居た。 さう して 「いざ あばれ、 あば あれ」 とい ふの が 此の 

愉快な 歌の リ フ レイン になって 居た ので ある。 

第二 學 年の 學年 試驗の 終った あとで、 其 時代に は 殆ど 常習と なって 居た やうに、 試驗 をし くじ， 

つた 同鄕 同窓の 爲に、 先生方の 私宅へ 押し かけて S 「點を 貰 ふ」 爲の 運動 委員が 選ばれた 時、 自分 

も 其の 一員に されて しまった。 さう して 其爲 にもう 一 人の 委員と 連立って 始めて 田 丸 先生の 下宿 

を 尋ねた。 當時 先生の 宿 は 西 子 飼 橋と いふ 橋の 近くで、 前記の 化學の K 先生と 同宿して 居られた- 

嚴 格な 先生の 處へ、 さう いふ 不屆千 萬な 要求 を 持 込む の だから 心細い。 叱られる 覺悟 をき めて 勇 

氣を ふるって 出かけて 行った が、 先生 は 存外に かう した 吾々 の 勝手な 申 分 を 鬼 も 角 も 聞き取られ 

た。 しかし 勿論 そんな こと を 問題に はされ る 害がなかった。 その 要件の 話しが すんだ あとで、 い 

ろい ろ雜談 をして 居る うちに、 どうい ふきつ かけで あつたか、 先生が 次の間から ヴァイオリン を 
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持 出して 来られた。 先づ その 物理的 機構に 就いて 說 明され た 後に、 デモ ンス トレ， I ショ ンの爲 に 

「君が代」 を 一 遍彈 いて 聞かされた。. 田 舍 者の 自分 は、 その 時 生れて 始めて ヴァイオリンと いふ 

樂 器を實 見し、 始めて、 その 特殊な 昔 色 を 聞いた のであった。 此れ は 物理 敎窒 所藏の 敎授用 標本 

としての 樂 器であった ので ある。 それから 自分 は、 全く 子供の やうに 急に 此の 珍ら しい 樂 器のお 

もちやが 欲しくな つた ものである。 さう して 月々 十 一 圓づ . ^鄕 里から 貰って 居る 擧費 のうちから 

ひどい 工面 をして 定價九 圓のヴ アイ オリ ンを買 ふに 到る 迄の いきさつが あつたの であるが、 此れ 

は 先生に 關係 のない 餘談 であるから 兹には 略す る。 鬼に 角 自分が 此の 樂器を いぢる やうに なった 

そ もく の 動機 は 田 丸 先生に r 點を貰 ひ」 に 行った 日に 發 生した ので ある。 すっと 後に 先生が 留 

擧 から 歸 つて 東京に 住ま はれる やうに なつてから、 或る時 期の 間 は、 隨分 頻繁に 先生の 御宅へ 押 

しかけて 行って 先生の ピアノの 伴奏で 自己流の 演奏、 しかも ファ ー スト. ポジ シ ョ ン ばかりの 名 

曲 彈奏を 試みた ので あつたが、 此れに は 上記の やうな 古い 因緣 があった ので ある。 

高等 學 校に 於け る 田 丸 先生の 物理 も實に 理想的の 名 講義で あつたと 思 ふ。 後に 理科 大擧 物理 學 

科の 課目と して 敎 はった ものが 「物理 學」 だとす ると、 其の 基礎に なるべき 「物理 そのもの」 と 

でも 云った やうな もの を、 高等 學 校在學 中に 田 丸 先生から みっしり 敎 はった とい ふやうな 氣 がす 


613 


る。 此 時に 敎 はった ものが、 今日に 到る 迄實に 頭に 沁み 込み 實 によく 役に立ち、 さう していつ で 

も 自分の 中で 活 きて はたらかて 居る のを感 する。 高等 學 校の 物理 は實に 大事 だと 思 ふ。 

其 頃 先生 は 時々 物理の 宿題 を 出して 生徒 一 同から 答案 を徵 し、 さう して それ を 詳しく 調べた 上 

で 一同 を 集めて おいて 其の 答案に 對 する 丁寧な 講評 をされ た。 その 宿題 を 解く のが 自分に は實に 

樂 しみであった。 いっか 「月蝕のと きに、 地球の 半陰影が 見えな いのは 何故か」 とい ふ 問題が 出 

た 時、 色々 考 へたが よく 分らす、 結局 何 か 大分 無理な こじつけ を 書いて 出した。 さて、 その 講評 

の 日に、 順次に 他の 問題に ついて 說 明され た 後に、 此の 半陰影の 問題に 移った。 「諸君の 中に か 

うい ふこと を 書いた 人が ある」 と 云って、 自分の 提出した 答案の 所說を 述べ、 「此れ は、 中々 うま 

ぃ說 明で あると 思 ふ。 が」 と 云って ちらりと 自分の 方 を 見ながら、 にこく して 「併し、 惜しい 

事に は …… 」 と 云って 其の 似而非 說 明の 大きな 誤魔化しの 穴 を 指摘して 置いて、 さて、 丁寧に 先 

生の 本物の 說明を 展開す るので あった。 自分 はすつ かり 赤面し 恐縮して しまった。 三十 餘 年後の 

今日で も はっきり 其 時の 事を覺 えて 居る くら ゐ恥 かしかった ので ある。 先生 も 中々 人の 惡 いとこ 

ろが あつたと いふ 氣 がする。 尤も 相手 はやつ と 二十歳の 子供で あつたの だから、 一寸から かって 

見る 氣 にも なられた もので あらう。 
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先生に 三角 を敎 はり 力 畢を敎 はった ために、 始めて 數學 とい ふ ものが 面白い もの だとい ふこと 

が 少しば かり 分って 來た。 中 學で敎 は， つた 數學 は、 三角で も代數 でも、 一 體何處 が 面白い のかち 

つと も 分らなかった が、 田 丸 先生に 敎 はって 見る と 中學で 習った ものと は 丸でち がった もの 、や 

うに 思 はれて 來た。 先生に 云 はせ ると、 數學 程簡單 明瞭な ものはなくて、 誰でも 正直に 正當 にや 

りさへ すれば、 必 す出來 るに きまって 居る もの だとい ふので ある。 敎科 書の 問題 を 解く ので も、 

おみくじ かなん か を 引く やうに、 出来る も 出来な いのも 運 次第の もので も あるかの やうに 思つ 

て 居た 自分の やうな 生徒 達に は、 先生の 此の 說は實 に 驚くべき 天啓で あり 福音であった。 成程 少 

くも 書物に ある 程の 問題なら、 其の 書物で 敎 へられた 筋道 通り 正直に やれば 必 す出來 るので あつ 

た。 さう いふ こと を發 見して 驚いた ものである。 

自分 は 中 學五年 時代に は將來 物理 を やりたい と 思って ひとりで きめて 居た。 中學 校の 先生の 中 

に は、 是非 心理 學を やれと す 、める 先生 もあった。 併し 父が 色々 の 理由から 工科 を やる こと を 主 

張した ので、 其 頃 前途有望 とされて 居た 造船 擧を やる ことにな り、 自分 も そのつ もりに なって 高 

等學 校へ は ひった。 ネ ー ヴァ ル. アン-一 ュ アルな ど を 取 寄せて 色々 な 軍艦の 型を覺 えたり、 水雷 

艇ゃ魚 形 水雷の 構造 を 研究した りして 居た ので あるが、 一 方で はどうに も製圖 とい ふ ものにさつ 
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ばり 興味がない のと、 又 一方で は 田 丸 先生の 物理の 講義 を聽 き、 實驗を 見せられ たりして 居る と、 

どうしても 性に 合 はぬ 造船な どよりも、 物理の 外に. B 分の やる 擧問 はな いとい ふ氣 がして 來た。 

それでた うとう 田 丸 先生に 相談 を 持 掛けた ところが、 先生 も、 それなら 物理 を やった 方が よから 

うと 賛成の 意 を 表して 下さった。 少 くも、 さう いふ 風に 其 時の 先生の 話 を 諒解した ので、 急に 優 

勢な 援兵 を 得た やうに 男 氣を增 して、 夏休みに 歸 省した 時に たうとう 父 を說き 伏せ、 さう して 三 

年生に なると 同時に 理科に 鞍が へ をした ので ある。 それが 爲に 後日 出来損な ひの 汽船 を こしら へ 

て 恥 を かくで あらう ことの 厄 運 を 免 かれた 代りに、 將來 下手な 物理 を ね 廻して は 物 笑 ひの 種 を 

播 くべき 運命が 其 時に 確定して しまった 譯 である。 併し 先生に 其の 責任 を もって 行く 譯 では 毛頭 

ない。 それ どころ か、 造船 を やらす に 物理 を やった こと を 後悔した こと は 三十 餘 年の 間に 一 度 も 

なかった ので ある。 

自分が 高等 學校を 出た 後 間もなく 先生 は 京都 大學、 ついで 東京 大學に 移られ、 それから 留擧に 

出掛けられた。 歸朝 後い よく 東京へ 落着かれた 頃 は、 西 片町邊 にしば らく 居られて、 それから 

曙 町へ 生涯の 住居 を 定められた。 自分 は 其 頃 小石 川原 町に 居て 曙 町に は 近い もの だから、 時々 ヴ 

アイ オリ ンを 提げて 行って は 先生の ピアノの 御 相手をした。 其の ヴァイオリン は 最早 昔の 九圓の 
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ではなかった ので ある。 先生 はよ くシ ュ ー ベ ルトの 歌曲 を 唄って 聞かせられ たが、 御 得意の レぺ 

ルト アル は、 {.^tiinclclK ョ, .Am  Mecr,  ,Tru  Dorfe,  DoppergSnger,  Erlk^jnig.,  I-eiel.mann,  Llnden- 

-WPSB  etc. であった。 それから RcissiK.el- の zwoi  Grenadier とか Die  Uhr など もよ く は 

れ たもので ある。 いっかの 一一 ュ ー トン 祭に 矢張り 此の 「H ルケ ー 一一 ヒ」 か 何 か 唄 はれた ことがあ 

ると 思 ふが、 さう いふと きで も 先生 は 、「要するに、 やる とい ふ 事が ハウプト ザッ へだから …… 」 

と 云って、 決して 巧拙の 出來榮 えな ど は 問題に されなかった。 

酒 も 煙草 も 甘い もの も 一 切の 官能的 享樂を 顧みなかった 先生 は、 謠曲 でも 西洋 音樂 でも 決して 

それが 唯の 享樂 の爲 ではなくて、 やる ことが 善い こと だから やる の だとい ふやう に 見えた。 休日 

に 近郊な ど へ 散歩に 出かけられ るので も、 矢張り 同様な 見地からで あった やうに 自分に は 思 はれ 

る 0 

下手な 論文 を 書いて 見て 頂く と、 實に 綿密に 英語の 訂正 は 勿論、 內容の 枝葉の 點に 到る 迄 徹底 

的に 修正され るので あった。 一度 纷 筆で 直した の を、 - あとで、 インキで ちゃんと 書 人れ て、 さう 

して 最後に 消しゴムで すっかり 紛筆を 消し 取って、 その 塵を拂 ふこと 迄 先生が やられる ので、 此 

方で は 却て すっかり 恐縮して しまって、 「私 やります から」 と 云っても、 平氣で 隅から隅まで 手 を 
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人れ、 おしま ひ 迄 自身の 手で 綺麗に やって しま はない と氣 がすまない とい ふ 風であった。 さう い 

ふ 時に いつも 云 はれた 「鬼に 角、 ちゃんとして おかな くち や」 とい ふ 先生の 一 百 葉 は、 いろくの 

場合に いつもよ く 聞かされ 耳の 奥に： めみ 込んで 忘れられない ものである。 如何なる 事柄で も 「ち 

やん として」 おかなければ 決して 濟 まされなかった。 殘らす さし 合せた 釘 一本の 僅かな ゆるみで 

も 決して 見逃がし 捨て \は おかれなかった ので ある。 

先生の ノ  — ト や 原稿 を 見る と綺 匿な 細字で 紙面 の 隅から 隅 迄ぎ つ しり 詰ま つて 居て、 r 餘白」 と 

いふ ものが 殆どなかった やうで ある。 

^し 先生 は、 「無駄」 や 「餘 白」 だらけの だら しのない 弟子 達に 對 して、 眞の 慈父の やうな 寛容 

を もって 臨み、 さう して 何 處迄も 懇切に 面倒 を 見て やる のに 少しも 骨身 を 惜しまれなかった やう 

に 見える。 自分が だら しがなくて、 人に は 正確 を 要求す る 十人並の 人間の する こと.， は 全く 反對 

であった ので ある。 

先生が もう 少し だら しのない 凡人であって くれたら、 さう したら 恐らくもう 少し 長生き を さ 

れて、 さう してもう 少し 長く 後進の 爲 にも 面倒 を 見て 下さる ことが 出來、 又 先生と しても もう 少 

し 長閑な 生涯 を 送られた ではない かとい ふ氣 がする こと も ある。 倂 しそれ は 結 np だら しのな ハ人 
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間の 云 ふこと で、 先生 は 先生と しての 最も 意義 ある 最も 充實 した 生涯 を 完成され たので あらう。 

かう して 書き出して 見る と、 先生の 想 出 は あとからあとから 數 限り もな く 出て 來 るので あるが、 

此の 機 會には 矢張り 此れ 位に して 筆を擱 いた 方が 適當 であらう と 思 ふ。 

記憶 違 ひの 爲に 事實 相違の 點 もい ろく あるか も 知れない。 それにつ いて は讀 者の 寛容 を 願 ひ 

たいと 思 ふ。 

先生が 假 りに 再生され て、 此の 追憶 を讀 まれたら、 と 想像して 見る。 先生 はやつ ぼり にこく 

して、 何 か 一 言ぐ らゐ 鋭い リマ ー ク をされ て、 さう して、 それ 切りで 宥 して 下さる であらう とい 

ふ氣 がする ので ある。 (昭和 七 年 十二月、 理 學部會 誌) 
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「家庭の 人へ」 は 此の 題の もとに 「物質と 言葉」 へ收錄 された もので、 「風呂の 寒暖計」 は 昭和 

六 年 六月 一家 庭」 第一 卷 第一 號に、 「こ はい もの、 征服 J は 昭和 六 年 十一 一月 同誌 第 一 卷第七 號に發 

表された ものである。 

「ラ ヂォ • モ ンク 1 'ジ ュ」 は 昭和 六 年 十一 一月 「日本 放途 協會 調査 時報」 第 一 卷第 十五 號に發 表 

され 「蒸發 皿 J に牧 む。 

「靑 磁のモ ンタ— ジ ュ」 は 寅 日子の 名 を 以て 昭和 六 年 十二月 「雜 味」 第五 號に發 表された。 從 

來の單 行 本に 收錄 されて ゐ ない。 


「讀 書の 今昔」 は 昭和 七 年 一月 一日 及び 三日から 十二 日に わたって 「東京 日日 新聞」 に發 表さ 

れ 「續 冬彦 集」 に收 む。 

「物理 學圈 外の 物理的現象」 は 本名 を 以て 昭和 七 年 一 月 「理 學界」 第三 十卷第 一 號に發 表され 

「物質と 言葉」 に收 む。 

r 鄕七勺 味覺」 は 昭和 七 年 一 一月 高 知 市江ノ  口 小 學校發 行の 「鄕 土讀 本」 に發 表され 「繽 冬彥 集」 

に收 む。 

「映 畫の 世界 像」 は 昭和 七 年 一 一月 「思想」 第 一 一 七 號に發 表され 「蒸發 皿」 に牧 む。 

「『手首』 の 問題」 は 昭和 七 年 三月 「中央 公論」 第 四十 七 年 第三 號に發 表され 「績 冬彥 集」 に收 

む。 なほ 誌上の 題 「『手首』 縱 橫錄」 は雜誌 編輯 者が 著者の 原題 を變更 した もので あらう。 

rpKissoR  Takematu  okada」 は 昭和 七 年 三月 Geophysical  magazine, ま 1. 6  (1932)，  p.  i 

て 揭载さ r^l たもので 署名 は T.  Terada となって ゐる。 同誌 は 岡 田武松 博士の 中央 氣象臺 在職 三 

十. ^己./ ふ號 Okada  Volume:  Dedicated  to  Professor  Takematu  Okada  by  his  friends  and 

pupils  to  the  cimsnoration  of  his  thirty  years-  service  in  the  Central  Meteorological 

Observatory  of  Japan で、 本篇は その 卷 頭に 載って ゐる ものである。 
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「千人針」 は 昭和 七 年 四月 「セル パ ン」 第 十四 號に發 表され 「辏 冬彥 集」 に收 む。 

「映 畫雜感 (1)」 は 「鑌 冬彥 集」 に 「映 畫雜感 一 として 纏められた ものである。 その 「一」 は 

昭和 五 年 十 一 月 一 一十 四日 及び 十一 一月 一 白 「帝 國大學 新聞」 第三 六 一 號 及び 第三 六 一 ー號に 「映 畫雜 

感」 と 題して 發 表された。 その 「二」 は 昭和 六 年 五月 「文藝春秋」 第九卷 第五 號に 「映 畫雜 記よ 

り」 と 題して 發 表された。 その 「三」 は 昭和 六 年 六月 八日 九日 十日 「時事 新報」 に 「映 畫雜 記」 

と 題して 發 表された。 その 「四」 は 昭和 六 年 十 一 月 十六 日 「帝 國大學 新聞」 第 四 〇 七號に 「天然 

の藝術 —-— 『アフリカ は 語る』」 と 題して 發 表された。 著者の 原稿に は 「發 聲映畫 『アフリカ は 語 

る』」 と 題され てゐ る。 その 「五」 は 昭和 七 年 三月 七日 「帝 國大學 新聞」 第 四 ニニ 號に 「映畫 『三 

文 オペラ』 その他」 と 題して 發 表された。 その 「六 一 は 昭和 六 年 十月 「中央 公論」 第 四十 六 年 第 

十號に 「映 畫雜 感.」 と 題して 發 表された。 その 一， 七」 は 昭和 七 年 五月 十六 日 「帝 國大學 新聞」 第 

四 三 ニ號に 「俳味 ある フランス 映畫 —— 『自由 を 我等に』 を 見て」 と 題して 發 表された。 

「ェ學 博士 末 廣恭ー 一 君」 は 本名 を 以て 昭和 七 年 六月 「科 學」 第一 一 卷第六 號に揭 載され 「物質と 

言葉」 に收 む。 

後 「生ける 人形」 は 昭和 七 年 六月 十六 日 十七 日 十八 日 十九 日 「東京 朝日 新聞」 に發 表され 「蒸發 

皿」 に牧 む。 新聞に 褐 載され たものに は 「文 樂の第 一 印象」 とい ふ 副題が ある。 . 


「チ ュ ー イン ガ ム」 は 昭和 七 年 八月 「文 學」 第 十五 號に發 表され 「蒸 發皿」 に收 む。 

「映 畫藝 術」 は 本名 を 以て 昭和 七 年 八月 岩波 講座 「日本 文學」 (第 十五 囘) に發 表され 「蒸發 

皿」 に收 む。 

「教育 映畫 について」 は 昭和 七 年 八月 「公民 敎育」 第一 一 卷第八 號に發 表され 「蒸發 皿」 に收 む。 

「烏 风の 花と 蛾」 は 昭和 七 年 十 巧 「中央 公論」 第 四十 七 年 第 十 號に發 表され 「蒸發 皿」 に收 む。 

「札幌 まで」 は 昭和 七 年 十 一 月 「鐵 塔」 第 一 卷 第一 一 號に發 表され 「蒸發 皿」 に收 む。 雜 誌に 發 

表された ときには 「熊に 逢はなかった 話」 とい ふ 副題が ある。 

「ス テツ キ」 は 昭和 七 年 十 一 月 二十 七日 「週刊 朝日」 第二 十二 卷 第二 十四 號に發 表され 「蒸發 

皿」 に收 む" 

「音樂 的映畫 としての 『ラヴ . ミ. トウ ナイト ヒ は 昭和 七 年 十 一月 二十 一日 「キネ マ 句 報」 第 

四 五 四 號に發 表され 「蒸發 血」 に收 む。 

「口 プ . ノ ー ル其 他」 は 本名 を 以て 昭和 七 年 十二月 「唯物論 研究」 第二 號に發 表され 「物質と 

言葉」 に收 むし 

「夏 目漱石 先生の 追憶」 は 昭和 七 年 十一 一月 改造 社發行 「俳句 講座」 (第 八囘) に發 表され 「蒸發 

皿」 に收 む。 


記 後 


一 田 丸 先生の 追憶」 は 照元學 人の 名 を 以て 昭和 七 年 十二月 「東京 帝國， 

號に發 表され 「蒸發 皿」 に收 む。 - 


si」 第 十 


輯 者 
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